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ドコモ　W-CDMA 方式
このたびは、「FOMA F902iS」をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。
ご利用の前に、あるいはご利用中に、この取扱説明書および電池パックなど機器に添付の個別取扱
説明書をよくお読みいただき、正しくお使いください。取扱説明書に不明な点がございましたら、
裏面のお問い合わせ先にご連絡ください。
FOMA F902iSは、あなたの有能なパートナーです。大切にお取り扱いの上、末長くご愛用くだ
さい。

FOMA端末のご使用にあたって
･ FOMA端末は無線を利用しているため、トンネル・地下・建物の中などで電波の届かない所、屋外でも電波の
弱い所およびFOMAサービスエリア外ではご使用になれません。また、高層ビル・マンションなどの高層階で
見晴らしのよい所であってもご使用になれない場合があります。なお、電波が強くアンテナマークが3本表示
されている状態で、移動せずに使用している場合でも通話が切れることがありますので、ご了承ください。
･ 公共の場所、人の多い所や静かな所などでは、まわりの方の迷惑にならないようにご使用ください。
･ FOMA端末は電波を利用している関係上、第三者により通話を傍受されるケースもないとはいえません。しか
し、W-CDMA方式では秘話機能をすべての通話について自動的にサポートしますので、第三者が受信機で傍受
したとしても、ただの雑音としか聞き取れません。
･ FOMA端末は、音声をデジタル信号に変換して無線による通信を行っていることから、電波状態の悪い所へ移
動するなど、送信されてきたデジタル信号を正確に復元できない場合には、実際の音声と異なって聞こえる場
合があります。
･ お客様ご自身でFOMA端末に登録された情報内容は、別にメモを取るなどして保管してくださるようお願いし
ます。万一、登録された情報内容が消失してしまうことがあっても、当社としては責任を負いかねますのであ
らかじめご了承ください。
･ お客様はSSLをご自身の判断と責任においてご利用することを承諾するものとします。
お客様によるSSLのご利用にあたり、ドコモおよび別掲の認証会社はお客様に対しSSLの安全性などに関し
何ら保証を行うものではなく、万一何らかの損害が発生したとしても一切責任を負いませんので、あらかじめ
ご了承ください。
認証会社：日本ベリサイン株式会社、ビートラステッド・ジャパン株式会社、日本ジオトラスト株式会社、RSA
セキュリティ株式会社、セコムトラストネット株式会社
･ このFOMA端末は、FOMAプラスエリアに対応しております。
･ このFOMA端末は、ドコモの提供するFOMAネットワーク以外ではご使用になれません。
The FOMA terminal can be used only via the FOMA network provided by DoCoMo.

はじめてFOMA端末をお使いになる方へ
本FOMA端末が「はじめてのFOMA端末」という方は、まず、本書を以下の順序でお読みくださ
い。FOMA端末をお使いいただくための準備と基本的な操作を、ひととおりご理解いただくこと
ができます。

1. 電池パックをセットし、充電しましょう→P40
2. 電源を入れ初期設定を行い、自分の電話番号を確認しましょう→P46、P48
3. 本体のキーなどの役割を確認しましょう→P26
4. 画面に表示されるマーク（アイコン）の意味を確認しましょう→P29
5. メニューの操作方法を確認しましょう→P33
6. 電話のかけかた／受けかたを確認しましょう→P50、P60

※「安全上のご注意」は、P12に記載しています。ご使用の前に必ずお読みください。

本書についての最新情報は、ドコモのホームページよりダウンロードできます。
･「取扱説明書（PDFファイル）」ダウンロード
http://www.nttdocomo.co.jp/support/manual/download/index.html
※ URLおよび掲載内容については、将来予告なしに変更することがあります。
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本書の見かた／引きかた
知りたい機能をすぐに探すことができるように、本書は次の検索方法を用意しています。

かんたん検索から e P4 よく使う機能や知っていると便利な機能を、わかりや
すい言葉で探します。

メニュー一覧から e P412 F902iSの画面に表示されるメニューから探します。

表紙インデックスから e表紙 表紙右端のインデックスを使って、本書をめくりなが
ら探します。

P2～3で例をあげて説明しています。

目次から e P6 目的ごとに章で分類された目次から探します。

特徴から e P8 F902iSの特徴である機能や新機能から探します。

索引から e P470 機能名や知りたい項目のキーワード、サービス名で探
します。

クイックマニュアルを利用するe P476 本書から切り取って外出時などに利用できる簡易な
マニュアルです。

･ この「FOMA F902iS取扱説明書」の本文中においては、「FOMA F902iS」を「FOMA端末」と
表記させていただいております。あらかじめご了承ください。

･ 本書の中ではminiSDメモリーカードを使用した機能の説明をしていますが、その機能のご利用にあ
たっては、別途miniSDメモリーカードが必要です。
miniSDメモリーカードについて→P326

･ 本書に掲載されている画面およびイラストはイメージです。実際の製品とは異なる場合があります。
･ ディスプレイと背面ディスプレイに表示されるアイコンや画面は、FOMA端末にあらかじめ用意され
ている組み合わせの中から、FOMA端末のカラーに合わせて初期設定されています（トータルコー
ディネイト）。→P128
本書では、主にトータルコーディネイトの設定がイノセントホワイトの場合で説明しています。

･ 本書では、「ICカード機能に対応したおサイフケータイ対応ｉアプリ」を「おサイフケータイ対応ｉア
プリ」と記載しています。

･ 本書内の「認証操作」という表記は、4～8桁の端末暗証番号を入力する操作、または指紋認証を行
う操作を表しています。
端末暗証番号→P148　指紋認証→P151

･ 本書の内容を一部、または全部を無断転載することは、禁止されています。
･ 本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することがあります。
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本書の見かた／引きかた
「伝言メモ」を例に記載ページを探す方法を説明します。

かんたん検索から探すとき
よく使う機能や知っていると便利な機能が目的別に分類されています。

メニュー一覧から探すとき
FOMA端末の画面に表示される言葉から探すことができます。

表紙インデックスから探すとき
表紙→章扉→機能の説明ページという順でインデックスを頼りに探すことができます。
章扉には詳しい目次も掲載されています。

電話に出られ
ないとき 相手の用件を録音／録画したい 伝言メモ   70

留守番電話サービスを利用したい 留守番電話 390
すぐに電話に出られないときに保留にしたい. 応答保留   66

...............................
..............

.....................................

e 着信履歴（l） － P64
f リダイヤル（r） － P54
g 伝言メモ／音声メモ（サイドキー［▲］1秒以上）
a 伝言メモ設定 停止する P70
b 伝言メモ一覧 － P72
c 音声メモ録音 － P380
d 音声メモ一覧 － P380

h

d電話帳／履歴
メニュー お買い上げ時 参照先

a 電話帳検索 全件表示（50音） P105
b 電話帳登録 － P101
c FOMAカード（UIM）
登録 － P104

電話のかけかた／
受けかた

電話帳

プッシュトーク

音／画面／照明設定

かんたん検索／
目次／注意事項

ご使用前の確認

テレビ電話の
かけかた／受けかた
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操作手順とキーの表記

I 本書の操作の説明では、キーを押す動作をイラストで表現しています。なお、キーイラストは次のように省
略して表記しています。

本書で使用しているキーのイラスト→P26「各部の名称と機能」

I 操作手順の表記と意味は、次のとおりです。

I 基本的な操作手順においてudlr（マルチカーソルキー）で項目にカーソルを合わせ、g（決定キー）
を押して項目を選ぶ操作を「選択」と表記しています。また、画面の入力欄に文字を入力する操作において
は、最後にg［確定］を押す操作を省略しています。

電
話
の
か
け
か
た
／
受
け
か
た

伝
言
メ
モ

伝言メモ

電話に出られないときに用件を録音／録画する
伝言メモを起動しておくと、電話に出られないときに応答ガイダンスが流れ、相手の用件が録音ま
たは録画されます。
I 音声電話とテレビ電話を合わせて最大4件、1件につき約30秒間録音または録画できます。
I 伝言メモの内容は、別にメモを取るなどして保管してください。FOMA端末の故障や修理、電話機の変更やそ
の他の取り扱いによって、録音や録画の内容が消失してしまう場合もあります。万一、内容が消失してしまう
ことがあっても、当社としては責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

I プッシュトークの場合、伝言メモは動作しません。

伝言メモを起動する MENU 471

伝言メモを起動するかどうかを設定します。
I FOMA端末を開いている状態で操作してください。

1 サイドキー［▲］（1秒以上）e1e1または2
伝言メモを起動すると、待受画面に が表示されます。

クイック伝言メモで対応する＜クイック伝言メモ＞

伝言メモ機能を起動していなくても、着信中にサイドキー［▲］を1秒以上押すと、その着信に限り伝言メモ機
能を1回だけ動作させられます。この操作は、伝言メモ機能を開始に設定する操作ではありません。

お知らせ
･伝言メモが4件録音または録画されると、待受画面に が表示されます。この場合、伝言メモを解除してもアイコン
は消えません。
･伝言メモがすでに4件録音または録画されている場合は、新たに伝言メモを起動できません。また、クイック伝言メモ
を動作させようとすると警告音（ピピッ）が鳴り、着信音が鳴り続けます。留守番電話サービスまたは転送でんわサー
ビスを利用している場合は、各サービスが作動します。不要な伝言メモを削除してください。

伝言メモの起動中に電話がかかってくると

お買い上げ時 停止する

3 録音または録画が終了すると、電話が切れる
･ 内容を確認していない伝言メモがあるときは、待受画面には （数字は件数）が表示されます。ア
イコンを選択すると、伝言メモ一覧が表示されます。
･ FOMA端末を折り畳んだ状態で、伝言メモ件数などを確認できます。→P32

できる時間
の目安

音声電話伝言メモ録音中 テレビ電話伝言メモ録画中

70

※ ページはイメージです。本文中のページとは異なります。

操作に関する
補足説明

代表的な操作
方法

機能について
の詳細説明や
知っていると
便利な情報

上：表紙イン
デックスに
対応したイ
ンデックス

下：機能名ま
たはタイト
ル

機能名称
索引にはこの名称を記載しています。

機能の概要説
明と補足

お買い上げ時
の設定
メニュー一覧
にもお買い上
げ時の設定を
一覧で記載し
ています。
→P412

代表的な操作
方法以外の
ショートカッ
ト操作

代表的な操作
方法

実際のキー 本書での表記
1

表記の例 意　味
m（1秒以上） mを1秒以上押し続ける。
me817e設定する項
目を選択e1～5 

待受画面でmを押した後、817を順番に押す。続けて、設
定する項目にカーソルを合わせてgを押し、設定したい番号に対応
する1から5のいずれかのダイヤルキーを押す。
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かんたん検索
知りたい機能をわかりやすい言葉から調べたいときにご活用ください。

音・ランプ色・
振動を変える

キーを押したときの音を消したい............................... キー確認音 124
着信音を変えたい ................................................................ 着信音 120
着信音の音量を変えたい.................................................. 音量設定 123
マナーモードにしたい............................................... マナーモード 126
着信のとき振動させたい.................................... バイブレータ設定 123
ランプの色などを変えたい.......................... イルミネーション設定 142
相手によって着信音などを変えたい ................ 電話帳別着信設定 103

画面表示を
変える

待受画面を変えたい .................................................. 待受画面設定 131
待受画面にカレンダーを表示させたい ..........................................133
時計の時刻を合わせたい........................................... 日付時刻設定   47
文字の大きさを変えたい........................................ 文字サイズ設定 144
画面のマークの意味を知りたい.................. ディスプレイの見かた   29

電話に出られ
ないとき 相手の用件を録音／録画したい...................................... 伝言メモ   70

留守番電話サービスを利用したい............................... 留守番電話 390
すぐに電話に出られないときに保留にしたい............... 応答保留   66

電話番号を知らせたい／知られたくない............. 発信者番号通知   48
スピーカーを使って通話したい..................... スピーカーホン機能   51
相手の声の音量を変えたい.............................................. 受話音量   65
通話を保留にしたい ...................................................... 通話中保留   50
音声電話中にテレビ電話に切り替えたい.......................................   52

通話に便利な
機能

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326

か
ん
た
ん
検
索
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メールを
使いこなす

デコメールを送りたい.................................................. デコメール 226
画像やメロディを送りたい....................................... 添付ファイル 230
メールを自動で分類したい............................. メール振り分け設定 251

カメラを
使いこなす

画像サイズを変えたい.......... 静止画詳細設定・動画／録音詳細設定 180
シャッター音を変えたい................................................................. 180
ナイトモードで撮影したい....................................... ナイトモード 182
パノラマ撮影をしたい..................................................................... 177
撮影した静止画をminiSDメモリーカードに保存したい .......... 174
撮影した静止画を見たい................................................................. 306

安心して
使うために

電話帳の内容を知られたくない ..................... シークレットモード 162
番号非通知の電話を受けたくない.................. 発番号なし動作設定 163
電話帳に登録していない人からの電話を受けたくない
........................................................................ メモリ登録外着信拒否 165
紛失したときなど、離れたところから FOMA端末をロックしたい
.................................................................................. おまかせロック 156
かばんの中での誤動作を防止したい.................................. HOLD 160
万一のデータ消失に備え、電話帳などを保存しておきたい
.................................................................. 電話帳お預かりサービス※ 115

こんなことも
できます

よく使う機能を簡単に呼び出したい................. カスタムメニュー 375
電卓として使いたい................................................................ 電卓 382
QRコードやバーコードを読み取りたい....... バーコードリーダー 187
赤外線通信でデータをやりとりしたい....................... 赤外線通信 344
目覚ましとして使いたい.................................................. 目覚まし 366
miniSDメモリーカードを使いたい.............................................. 326
最新のソフトウェアにしたい ............................ ソフトウェア更新 459
セキュリティを最新の状態にしたい........................ スキャン機能 463

か
ん
た
ん
検
索

※：お申し込みが必要な有料サービスです。

●その他の機能の検索方法については、「本書の見かた／引きかた」を参照してください。→P1
●よく使う機能などの操作手順をクイックマニュアルとして案内しています。→P476
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ご使用前の確認

各部の名称と機能   ディスプレイの見かた   背面ディスプレイの見
かた   メニュー選択   FOMAカードの使いかた   電池パックの取り
付け／取り外し   充電   電池残量   電源ON／OFF   日付時刻設定   
発信者番号通知   プロフィール情報   など

電話のかけかた／
受けかた

かけかた   テレビ電話への切り替え   着もじ   リダイヤル   186／
184   WORLD CALL   受けかた   エニーキーアンサー設定   通話
中クローズ設定   着信履歴   受話音量   着信音量   応答保留   公共
モード（ドライブモード／電源OFF）   伝言メモ   など

テレビ電話の
かけかた／受けかた

かけかた   受けかた   キャラ電の利用   送信映像設定   テレビ電話
中の画面表示   テレビ電話動作設定   テレビ電話切替機能通知   
など

プッシュトーク

プッシュトーク   発信   着信   プッシュトーク電話帳   など

電話帳

電話帳登録   グループ設定   電話帳検索   電話帳修正   電話帳削除   
シークレット属性   クイックダイヤル   など

音／画面／照明設定

着信音設定   アラーム音   音量設定   バイブレータ設定   マナーモード   
トータルコーディネイト設定   ライフスタイル設定   待受画面設定   電話
発着信設定   メール送受信／問合せ画像設定   メニュー設定   背面ディス
プレイ   イルミネーション設定   時計表示設定   バイリンガル   など

あんしん設定

暗証番号   端末暗証番号変更   PIN コード   指紋認証   オールロッ
ク   セルフモード設定   PIMロック   ダイヤル発信制限   プライバ
シーモード   HOLD   シークレットモード   など

カメラ

静止画撮影   動画撮影   撮影時の設定   ワンショットメール   バー
コードリーダー   など

ｉモード／
ｉモーション

ｉモード   サイト表示   ｉモードパスワード変更   インターネット接
続   ブックマーク   画面メモ   画像保存   ｉメロディ  PDF／キャラ
電／トルカダウンロード   ｉモード設定   メッセージR/F   証明書操
作   ｉモーション   ｉモーションの取得   ｉモーション設定   など
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ア更新   スキャン機能   主な仕様   携帯電話の比吸収率（SAR）について   など
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FOMA F902iSの特徴
FOMAは、第三世代移動通信システム（IMT-2000）の世界標準規格の1つとして認定された
W-CDMA方式をベースとしたドコモのサービス名称です。

ｉモードは、ｉモード端末のディスプレイを利用して、ｉモードのサイト（番組）
やｉモード対応のインターネットホームページから便利な情報を利用したり、手軽
にメールをやりとりしたりできるオンラインサービスです。

ｉモードだから
スゴイ！

F902iSの主な機能

トルカ
トルカとはおサイフケータイで取得できる電子カード
で、チラシやレストランカード、クーポン券などとし
て便利にご利用いただけます。トルカは読み取り装置
（リーダー／ライター）やサイトなどから取得が可能
で、メールや赤外線通信、miniSDメモリーカードを
使って簡単に交換できます。 →P292

デコメール
文字のサイズを変更する、色を変える、背景色を変更
するなどの装飾に加え、デコメールピクチャや内蔵カ
メラで撮影した写真の挿入など、表現力豊かなｉモー
ドメールを作成し、送信できます。プリインストール
されている豊富なテンプレートやサイトからダウン
ロードしたテンプレートを利用すれば、楽しいｉモー
ドメールがあっという間に完成します。 →P226

テレビ電話
離れている相手と顔を見ながら会話することができま
す。外側カメラに切り替えて周囲の風景を相手に見せ
ることができたり、自分の映像の代わりにキャラクタ
を表示させることも可能なキャラ電にも対応していま
す。また、音声電話中でも、電話を切ることなくテレ
ビ電話へ切り替えることができます。初期設定では相
手の声がスピーカーから聞こえるようになっているの
で、すぐに会話を始めることができます。 →P76

プッシュトーク
電話帳から相手を選んでプッシュトークキーを押すだ
けのかんたん操作で、複数の人（自分を含めて最大５
人）と通信することができます。
グループ内での連絡や短い用件を伝えるときなどに、
便利にご利用いただけます。 →P90

ｉチャネル※
ニュースや天気などをグラフィカルな情報として受信
できます。定期的に情報を受信し、最新の情報が待受
画面にテロップとして流れたり、ｉチャネル対応キー
を押すことで見られるチャネル一覧に表示されます。
さらにチャネル一覧でお好きなチャネルを選択するこ
とにより、リッチな詳細情報を取得できます。
また、ｉチャネルを申し込んだことがない場合、一定
期間、サービス利用料無料でおためしサービスを利用
できます。 →P286
※：お申し込みが必要な有料サービスです。

おサイフケータイ　ｉモードFeliCa対応
おサイフケータイ対応ｉアプリをダウンロードするこ
とで、サイトからFOMA端末内のICカードに電子マ
ネーを入金したり、残高や利用履歴を確認したりでき
るようになります。その他にも飛行機のチケットやポ
イントカードとして利用できるなど、携帯電話が「お
サイフケータイ」として実生活の中でますます便利な
道具になります。 →P290

大容量ｉアプリ、ｉアプリDX
ｉアプリをサイトからダウンロードすることにより、複
雑で迫力あるゲームを楽しんだり、自動的に株価や天気
情報などを更新させたりできます。また、3D×3D対
応コンテンツでは、3Dグラフィックと3Dサウンドの
相乗効果によって、カーレースゲームなどのｉアプリ
を臨場感いっぱいで体感することもできます。
さらにｉアプリDXでは、電話帳やメールなどFOMA
端末内の情報と連動することで、ｉアプリの楽しみか
たが広がります。 →P266

着もじ
電話をかけて相手を呼び出している間、着信画面に
メッセージを表示させることができます。用件や緊急
度をあらかじめ相手に伝えることができるので、着信
側はメッセージを見て、相手の用件や気持ちを事前に
知ることができます。 →P52

あんしん設定

電話帳お預かりサービス※
FOMA端末に保存している電話帳やメール、静止画を
お預かりセンターに保存し、紛失時などに保存した
データをFOMA端末に復元できるサービスです。さら
に、お預かりセンターに保存したデータをパソコンで
編集・管理ができ、編集したデータをFOMA端末に反
映できます。 →P165
※：お申し込みが必要な有料サービスです。

ご利用にあたっての注意事項およびご利用方法の
詳細等については『ｉモード操作ガイド』、お問い
合わせは取扱説明書裏面をご覧ください。

おまかせロック※
FOMA端末を紛失したときにロックがかけられ、お申
し出により解除ができます。 →P156
※：お問い合わせは取扱説明書裏面をご覧ください。

あんしん設定と指紋認証の強化
大切な個人情報を守ったり、第三者によるFOMA端末
の使用を防いだりする各種のロック機能を備えていま
す。 →P155
FOMA端末を閉じたままでも指紋認証操作ができま
す。暗証番号の入力を許可しない「指紋のみ認証」を
設定すれば、より強固にFOMA端末の使用を制限でき
ます。 →P153

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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ラウンドイルミネーションパネルと
サイドキーによる簡単操作

背面ディスプレイにミュージックプレイヤー、ICカー
ドロック、ｉモード問合せ、マナーモードの4つのメ
ニューを表示させ、ラウンドイルミネーションパネル
を使用してそれらの機能を起動できます。 →P37
また、FOMA端末を折り畳んだ状態でサイドキーを１
秒以上押したときにこれらの機能が起動するように設
定できます（サイドキー長押し設定）。 →P378

充実のカメラ・ビデオ機能
アウトカメラには有効画素数320万画素（記録画素数
310万画素）、オートフォーカスと手ぶれ補正機能を備
えた高感度CMOSカメラを搭載。被写体を最大25倍
まで拡大できるリニアズーム機能を持ち、最大3Mピク
セル（1536×2048ドット）の静止画を撮影できま
す。接写やフレーム付き撮影、連続撮影、パノラマ撮
影など、さまざまな撮影方法が選択できます。

→P173
1秒間に30コマの高画質撮影ができるビデオ機能を備
えています。 →P178
JANコードやQRコードなどの内容を簡単に電話帳に
登録したり、ｉモードサイトに接続したりできるバー
コードリーダーの機能も備えています。 →P187

その他の優れた機能

4つの機能を持つデータリンクソフト
FOMA端末の電話帳やメールなどのデータをパソコン
にバックアップや編集をするための「データリンクソ
フト」、それらをMicrosoft® Outlook®と同期させる
「データシンクロソフト」、FOMA端末に挿入されてい
るminiSDメモリーカードの電話帳やブックマークの
データを編集したり、パソコンにバックアップしたり
する「miniSDユーティリティ」、画像データなどを管
理、編集する「Fアルバムソフト」。データリンクソフ
ト※には、FOMA端末のデータを有効に活用するため
のこれら4つの機能があります。 →P446
※：添付のCD-ROMに収録されています。

「miniSDメモリーカード」対応
FOMA端末内の画像、メロディ、電話帳、メールなど
のデータをバックアップできます。 →P332
外部機器で作成した動画（音楽データ含む）をminiSD
メモリーカードに保存することで、FOMA端末で再生で
きます（一部条件下では再生できない場合があります）。

→P446
FOMA端末を、USBケーブルでパソコンに接続すれ
ば、FOMA端末に挿入されているminiSDメモリーカー
ドをパソコンのリムーバブルディスクとして利用でき
ます。 →P338

シンプルメニューと
アニメーションメニュー

電話やメール、カメラ、ｉモードなど、使用頻度の高
い機能を大きな文字で表示したメニューが利用できま
す。 →P34
また、Flash画像によるアニメーションメニューが搭載
されています。 →P33

パスワードマネージャー
IDやパスワード情報を一元管理できる機能です。認証
が必要なサイトやホームページでは、パスワードマ
ネージャーを呼び出して該当するIDやパスワードを選
択するだけの簡単な操作で入力ができます。

→P406、P409

ミュージックプレイヤー
FOMA端末を折り畳んでいても、miniSDメモリーカー
ド内の音楽データをステレオサウンドで再生できま
す。メール作成中やサイト表示中に音楽を聴けるのは
もちろん、ラウンドイルミネーションパネルを利用し
て折り畳んだ状態からの起動や再生などの操作ができ
る本格的なミュージックプレイヤー機能です。スイッ
チ付イヤホンマイク（ステレオイヤホンセット含む）に
よるリモコン操作もできます。
AAC形式の音楽データ以外に汎用性のあるWindows
Media® Audio（WMA）ファイルにも対応したことで、
たくさんのミュージックストアからパソコンにダウン
ロードした曲もFOMA端末で楽しむことができます。

→P356

使いやすくなったメール機能
圏外にいるときに作成したｉモードメールを、電波の
届く所になったら自動的に送信することができます。

→P234
あらかじめ登録された文章を使って、受信メールに簡
単に返信できます（クイック返信）。 →P254
ATOK+APOT日本語入力システムと豊富な定型文や
絵文字が、効率的な文字入力を可能にします。

PDF対応ビューア
地図、カタログ、時刻表などのPDFをｉモードのサイ
トやインターネットホームページなどからダウンロー
ドし、ディスプレイに表示できます。検索機能やしお
り機能も備えています。 →P206、P352

フルブラウザ
パソコン向けのホームページを表示することにより、
より多くの情報を得られます。 →P300

本格的な辞典
新語、カタカナ語、慣用句などから使用頻度の高い現
代語約4万7100語句を収録した「明鏡モバイル国語
辞典」、現代人に必要な合計約10万1500語句を収録
した「Gモバイル和英辞典」と「Gモバイル英和辞典」。
FOMA端末に搭載しているこれら3つの本格的な辞典
を利用できます。 →P384

豊富なネットワークサービス

留守番電話サービス（有料）※1→P390 デュアルネットワークサービス（有料）※1→P395
転送でんわサービス※1→P392 
キャッチホン（有料）※1→P392 ※1：お申し込みが必要です。
SMS（ショートメッセージ）※2→P260 ※2：お申し込みは不要です。
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F902iSを使いこなす！
F902iSの優れた機能を実際の画面表示で紹介します。

プッシュトーク

発信者　　　　　　 発信

着信者

着信者 着信者

着信者

Pを押しながら発言

もうすぐ着きます

プッシュトークキー（ ）を押してプッシュトーク電話帳を呼び出し、相手を選んで再び を押すだけ
のかんたん操作で、複数の人（自分を含めて最大5人）と通信することができます。 →P90

トルカ
トルカは読み取り装置（リーダー／ライター）やサイトなどから取得が可能で、メールや赤外線通信、
miniSDメモリーカードを使って簡単に交換できます。 →P292

取得したトルカは「Life
Kit」メニューの「トルカ」
内に保存されます。

おサイフケータイを読み取り装置
（リーダー／ライター）にかざしてト
ルカを取得します。

トルカ一覧から取得し
たトルカを選択します。

「詳細」ボタンでより詳
しい情報を見ることが
できます。

ｉチャネル

未契約 契約後

接続

自分で操作することなく、いろいろな情報を定期的に受信することができます。また、ｉチャネル対応
キー（ ）を押すことでチャネル一覧を表示することができ、さらにリッチな詳細情報を取得するこ
ともできます。 →P286

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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楽しく便利なテレビ電話
テレビ電話を使えば、離れた場所にいる人とお互いの顔を見ながら話せます。ビジネスではテレビ会議
などに、プライベートでは買い物の相談などに、さまざまなシーンでテレビ電話は便利に活用いただけ
ます。 →P76

遠方からテレビ電話で会議に参加 外出先から買い物の相談

着もじ
音声電話やテレビ電話の発信時に短い文字情報を付加し、相手の着信画面に表示させることができま
す。相手は画面に表示されたメッセージから、用件や緊急度などを知ることができます。 →P52

画面をコーディネイト
画面を統一感のあるデザインに変更できるトータルコーディネイトでは、あらかじめ登録されている5
種類に加え、オリジナルのコーディネイトを登録できます。また、登録されているコーディネイトを時
刻や曜日で変更できるライフスタイル設定も楽しめます。 →P128、P130

イノセントホワイト ルシードブラック ブルーマイカ

ゴールドフロスト アドバンストモード
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安全上のご注意（必ずお守りください）
Iご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。
また、お読みになった後は、大切に保管してください。

Iここに示した注意事項は、お使いになる人や、他の人への危害、財産への損害を未然
に防ぐための内容を記載していますので、必ずお守りください。

■次の表示の区分は、表示内容を守らず、誤った使用をした場合に生
じる危害や損害の程度を説明しています。

■次の絵表示の区分は、お守りいただく内容を説明しています。

■「安全上のご注意」は次の6項目に分けて説明しています。
FOMA端末、電池パック、アダプタ（充電器含む）、
FOMAカードの取り扱いについて（共通）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13
FOMA端末の取り扱いについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14
電池パックの取り扱いについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16
オプション品（ACアダプタ、DCアダプタ、卓上ホルダ、車内ホルダ）の
取り扱いについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17
FOMAカードの取り扱いについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18
医用電気機器近くでの取り扱いについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 19

危険

警告

注意

この表示は、取り扱いを誤った場合、「死亡または重傷を負う危険
が切迫して生じることが想定される」内容です。

この表示は、取り扱いを誤った場合、「死亡または重傷を負う可能
性が想定される」内容です。

この表示は、取り扱いを誤った場合、「傷害を負う可能性が想定さ
れる場合および物的損害のみの発生が想定される」内容です。

禁止（してはいけないこと）を示します。

分解してはいけないことを示す記号です。

水がかかる所で使用したり、水に濡らしたりしてはいけないことを示す記号です。

指示に基づく行為に対する強制（必ず実行していただくこと）を示します。

電源プラグをコンセントから抜いていただくことを示す記号です。

濡れた手で扱ってはいけないことを示す記号です。

安
全
上
の
ご
注
意
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ガソリンスタンドなど引火性ガスが発生する場所に立ち入る場合は必ず事前に携帯
電話の電源をお切りください。
また充電もしないでください。ガスに引火する恐れがあります。
ガソリンスタンド構内などでおサイフケータイをご利用になる際は必ず事前に電源を切った状態で
使用してください。
（ICカードロックを設定されている場合にはロックを解除した上で電源をお切りください）

電子レンジなどの加熱調理機器や高圧容器に、FOMA端末、電池パック、アダプタ
（充電器含む）、FOMAカードを入れないでください。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させたり、FOMA端末、アダプタ（充電器含む）、FOMAカー
ドの発熱、発煙、発火や回路部品を破壊させる原因となります。

強い衝撃を与えたり、投げ付けたりしないでください。
電池パックの漏液、発熱、破裂、発火や機器の故障、火災の原因となります。

充電端子や外部接続端子に導電性異物（金属片、鉛筆の芯など）が触れないように
してください。また、内部に入れないようにしてください。
ショートによる火災や故障の原因となります。

使用中、充電中、保管時に異臭、発熱、変色、変形など、いままでと異なるときは、
直ちに次の作業を行ってください。
1.電源プラグをコンセントやソケットから抜く。
2. FOMA端末の電源を切る。
3.電池パックをFOMA端末から取り外す。
そのまま使用すると発熱、破裂、発火または電池パックの漏液の原因となります。

子供が使用する場合は、保護者が取り扱いの内容を教えてください。また、使用中
においても、指示どおりに使用しているかをご注意ください。
けがなどの原因となります。

ぐらついた台の上や傾いた所など、不安定な所には置かないでください。
落下して、けがや故障の原因となります。

FOMA端末、電池パック、アダプタ（充電器含む）、FOMAカードの取り扱いについて（共通）

危険
FOMA端末に使用する電池パックおよびアダプタ（充電器含む）は、ドコモグルー
プ各社が指定したものを使用してください。
指定品以外のものを使用した場合、FOMA端末や電池パック、その他の機器を漏液、発熱、破裂、発
火、故障させる原因となります。
電池パック　F09 卓上ホルダ　F12 FOMA ACアダプタ　01
FOMA DCアダプタ　01 車内ホルダ　01 FOMA乾電池アダプタ　01
※ その他互換性のある商品についてはドコモショップなどの窓口までお問い合わせください。

分解、改造をしないでください。また、ハンダ付けしないでください。
火災、けが、感電などの事故または故障の原因となります。また、電池パックを漏液、発熱、破裂、発
火させる原因となります。

火のそばや、ストーブのそば、直射日光の強い所や炎天下の車内などの高温の場所
で使用、放置しないでください。
機器の変形、故障や、電池パックの漏液、発熱、破裂、発火、性能や寿命の低下の原因となります。ま
た、ケースの一部が熱くなり、やけどの原因となることがあります。

濡らさないでください。
水やペットの尿などの液体が入ると、発熱、感電、火災、故障、けがなどの原因となります。使用場
所、取り扱いにご注意ください。

警告

注意

安
全
上
の
ご
注
意
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／ 乳幼児の手の届かない所に保管してください。

誤って飲み込んだり、けがなどの原因となったりします。

湿気やほこりの多い所や高温になる所には、保管しないでください。
故障の原因となります。

充電、または動画撮影や再生、テレビ電話、ｉモード、ｉアプリの繰り返しや長時間
連続使用などの場合においてFOMA端末や電池パック・アダプタ（充電器含む）の
温度が高くなることがあります。
温度の高い部分に直接長時間触れると、お客様の体質や体調によっては肌に赤みやかゆみ、かぶれな
どが生じるおそれがあります。
FOMA端末をアダプタ（充電器含む）に接続した状態で長時間連続使用される場合には特にご注意く
ださい。

航空機内や病院など、使用を禁止された区域では、FOMA端末の電源を切ってくだ
さい。
電子機器や医用電気機器に影響を与える場合があります。
また、自動的に電源が入る機能を設定している場合は、設定を解除してから電源を切ってください。
医療機関内における使用については各医療機関の指示に従ってください。また、航空機内での使用な
どの禁止行為をした場合、法令により罰せられることがあります。

高精度な制御や微弱な信号を取り扱う電子機器の近くでは、FOMA端末の電源を
切ってください。
電子機器が誤動作するなどの影響を与える場合があります。
※ ご注意いただきたい電子機器の例
補聴器、植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器、その他医用電気機器、火災報知器、
自動ドア、その他の自動制御機器など。
植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器、その他医用電気機器をご使用される方は、当
該の各医用電気機器メーカもしくは販売業者に電波による影響についてご確認ください。

医用電気機器などを装着している場合は、胸ポケットや内ポケットなどへの装着は
おやめください。
FOMA端末を医用電気機器などの近くで使用すると、医用電気機器などの故障の原因となるおそれが
あります。

心臓の弱い方は、着信バイブレータ（振動）や着信音量の設定に注意してください。
心臓に影響を与える可能性があります。

自動車などを運転中に使用しないでください。
2004年11月1日から、運転中の携帯電話の使用は罰則の対象となっております。車載ハンズフリー
機器をご利用の場合でも、車を安全な所に停車してからご利用ください。運転中は、公共モード（ド
ライブモード）または留守番電話サービスをご利用ください。

赤外線ポートを目に向けて送信しないでください。
目に影響を与える可能性があります。また、他の赤外線装置に向けて送信すると誤動作するなどの影
響を与えることがあります。

スピーカーホン機能を動作させて通話する場合は、必ずFOMA端末を耳から離して
ください。
難聴になる可能性があります。

FOMA端末、電池パック、アダプタ（充電器含む）、FOMAカードの取り扱いについて（共通）（つづき）

注意

FOMA端末の取り扱いについて

警告

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326

安
全
上
の
ご
注
意
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る所にFOMA端末を置かないでください。
エアバッグが展開した場合、FOMA端末が本人や他の人などに当たり、けがなどの事故や故障および
破損の原因となります。

屋外で使用中に、雷が鳴りだしたら、すぐに電源を切って安全な所に移動してくだ
さい。
落雷、感電の原因となります。

ストラップなどを持ってFOMA端末を振り回さないでください。
本人や他の人などに当たり、けがなどの事故や故障および破損の原因となります。

お客様の体質や体調によっては、かゆみ、かぶれ、湿疹などが生じることがありま
す。異状が生じた場合は、直ちに使用をやめ、医師の診療を受けてください。
下記の箇所に金属を使用しています。

FOMAカード挿入口やminiSDメモリーカードスロットには、水などの液体や金属
片、燃えやすいものなどの異物を入れないでください。
火災、故障、感電の原因となります。

自動車内で使用した場合、車種によっては、まれに車載電子機器に影響を与えるこ
とがあります。
安全走行を損なうおそれがありますので、その場合は使用しないでください。

磁気カードなどをFOMA端末に近づけたり、挟んだりしないでください。
キャッシュカード、クレジットカード、テレホンカード、フロッピーディスクなどの磁気データが消
えてしまうことがあります。

FOMA端末を開閉する際は、指やストラップなどを挟まないようご注意ください。
けがなどの事故や破損の原因となることがあります。

誤ってディスプレイを破損し、液晶が漏れた場合には、液体を口にしたり、吸い込
んだり、皮膚につけたりしないでください。
液晶が目や口に入った場合は、すぐにきれいな水で洗い流し、直ちに医師の診療を
受けてください。
また、皮膚や衣類に付着した場合は、すぐにアルコールなどで拭き取り、石鹸で水
洗いしてください。
失明や皮膚に傷害を起こす原因となります。

誤ってディスプレイ、カメラのレンズを破損したときは、割れたガラスなどにご注
意ください。
けがの原因となります。
ディスプレイ、カメラのレンズの表面は、ガラス板上にプラスチックパネルを取り付け、ガラスが飛
散しにくい構造になっていますが、万一、切断面などに触れますとけがをすることがあります。

内蔵のカメラのレンズに太陽光などの強い光が進入する状態で長時間放置しないで
ください。
レンズの集光作用により、火災が発生する原因となります。

FOMA端末の取り扱いについて（つづき）

警告

注意

材　質 使用箇所

ステンレス スピーカー

安
全
上
の
ご
注
意
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■ 電池パックのラベルに記載されている表示により、電池の種類をご確認ください。
表　示 電池の種類

Li-ion リチウムイオン電池

電池パック内部の液体が目のなかに入ったときは、こすらず、すぐにきれいな水で
洗った後、直ちに医師の診療を受けてください。
失明の原因になります。

火の中に投下しないでください。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる原因となります。

端子に針金などの金属類を接触させないでください。また、金属製ネックレスなど
と一緒に持ち運んだり、保管したりしないでください。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる原因となります。

釘を刺したり、ハンマーで叩いたり、踏みつけたりしないでください。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる原因となります。

電池パックをFOMA端末に取り付けるときに、うまく取り付けできない場合は、無
理に取り付けないでください。また、電池パックの向きを確かめてから取り付けて
ください。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる原因となります。

電池パック内部の液体が皮膚や衣服に付着した場合は、直ちに使用をやめてきれい
な水で洗い流してください。
皮膚に傷害を起こす原因となります。

所定の充電時間を超えても充電が完了しない場合は、充電をやめてください。
電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる原因となります。

電池パックが漏液したり、異臭がするときは、直ちに使用をやめて火気から遠ざけ
てください。
漏液した液体に引火し、発火、破裂の原因となります。

一般のゴミと一緒に捨てないでください。
発火、環境破壊の原因となります。不要となった電池パックは、端子にテープなどを貼り、絶縁してか
らドコモショップなどの窓口にお持ちいただくか、回収を行っている市町村の指示に従ってください。

電池パックの取り扱いについて

危険

警告

注意

安
全
上
の
ご
注
意
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いでください。
また、充電端子に手や指など、身体の一部を触れさせないでください。
火災、故障、感電、傷害の原因となります。

濡れた手でアダプタ（充電器含む）のコード、コンセントに触れないでください。
感電の原因となります。

ACアダプタや卓上ホルダは、風呂場などの湿気の多い所では使用しないでください。
感電の原因となります。

長時間使用しない場合は、電源プラグをコンセントやシガーライタソケットから抜
いてください。
感電、火災、故障の原因となります。

アダプタ（充電器含む）のコードや電源コードが傷んだら使用しないでください。
感電、発熱、火災の原因となります。

万一、水などの液体が入った場合は、直ちにコンセントやシガーライタソケットか
らプラグを抜いてください。
感電、発煙、火災の原因となります。

ACアダプタをコンセントに差し込むときは、金属製ストラップなどの金属類を触れ
させないように注意し、確実に差し込んでください。
感電、ショート、火災の原因となります。

指定の電源、電圧で使用してください。
誤った電圧で使用すると火災や故障の原因となります。海外で使用する場合は、FOMA海外兼用ACア
ダプタ01を使用してください。
ACアダプタ：AC100V
FOMA海外兼用ACアダプタ

：AC100～240V（家庭用交流コンセントのみに接続すること）
DCアダプタ：DC12V・24V（マイナスアース車専用）

DCアダプタのヒューズが万一切れた場合は、必ず指定のヒューズを使用してくださ
い。
誤ったヒューズを使用すると、火災、故障の原因となります。指定ヒューズに関しては、個別の取扱
説明書でご確認ください。

DCアダプタはマイナスアース車専用です。プラスアース車には使用しないでくださ
い。
火災の原因となります。

プラグについたほこりは、拭き取ってください。
火災の原因となります。

充電中は、アダプタ（充電器含む）および卓上ホルダを安定した所に置いてください。
また、アダプタ（充電器含む）および卓上ホルダを布や布団で覆ったり、包んだり
しないでください。
FOMA端末が外れたり、熱がこもり、火災、故障の原因となります。

雷が鳴り出したら、FOMA端末、アダプタ（充電器含む）には触れないでください。
落雷、感電の原因となります。

オプション品（ACアダプタ、DCアダプタ、卓上ホルダ、車内ホルダ）の取り扱いについて

警告

安
全
上
の
ご
注
意
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／ 電源プラグがコンセントから抜けない場合、無理に抜かないでください。

破損し、感電や故障の原因となります。

コンセントや配線器具の定格を超えた使用はしないでください。
タコ足配線などで定格を超えると、発熱、火災の原因となります。

車内ホルダは確実に取り付けてください。
急ブレーキなどで機器が外れると、事故や故障の原因となります。

お手入れの際は、コンセントやシガーライタソケットから抜いて行ってください。
感電の原因となります。

アダプタ（充電器含む）をコンセントやシガーライタソケットから抜く場合は、ア
ダプタ（充電器含む）のコードや電源コードを引っ張らず、プラグを持って抜いて
ください。
コードを引っ張るとコードが傷つき、感電、火災の原因となります。

アダプタ（充電器含む）のコードや電源コードの上に重いものを載せたりしないで
ください。
感電、火災の原因となります。

濡れた電池パックを充電しないでください。
電池パックを発熱、発火、破裂させる原因となります。

FOMAカードを取り外す際にご注意ください。
手や指を傷つける可能性があります。

警告

オプション品（ACアダプタ、DCアダプタ、卓上ホルダ、車内ホルダ）の取り扱いについて（つづき）

注意

FOMAカードの取り扱いについて

注意

安
全
上
の
ご
注
意
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■ 本記載の内容は「医用電気機器への電波の影響を防止するための携帯電話端末等の
使用に関する指針」（電波環境協議会）に準ずる。

満員電車の中など混雑した所では、付近に植込み型心臓ペースメーカおよび植込み
型除細動器を装着している方がいる可能性がありますので、FOMA端末の電源を切
るようにしてください。
電波により植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器の作動に影響を与える場合がありま
す。

医療機関の屋内では次のことを守って使用してください。
･ 手術室、集中治療室（ICU）、冠状動脈疾患監視病室（CCU）にはFOMA端末を持ち込まないでください。
･ 病棟内では、FOMA端末の電源を切ってください。
･ ロビーなどであっても付近に医用電気機器がある場合は、FOMA端末の電源を切ってください。
･ 医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、その医療機関の指示に従っ
てください。
･ 自動的に電源が入る機能が設定されている場合は、設定を解除してから電源を切ってください。

植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器を装着されている場合は、装着
部からFOMA端末は22cm以上離して携行および使用してください。
電波により植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器の作動に影響を与える場合がありま
す。

自宅療養など医療機関の外で、植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器
以外の医用電気機器を使用される場合には、電波による影響について個別に医用電
気機器メーカなどにご確認ください。
電波により医用電気機器の動作に影響を与える場合があります。

医用電気機器近くでの取り扱いについて
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取扱上の注意について
■共通のお願い
･ 水をかけないでください。
- FOMA端末、電池パック、アダプタ（充電器含む）、FOMAカードは防水仕様にはなっておりません。風
呂場など、湿気の多い所でのご使用や、雨などがかかることはおやめください。また身につけている場
合、汗による湿気により内部が腐食し、故障の原因となります。
調査の結果、これらの水濡れによる故障と判明した場合、保証の対象外となり修理できないことがあります
ので、あらかじめご了承願います。なお、保証対象外ですので修理を実施できる場合でも有償修理となります。

･ お手入れは乾いた柔らかい布（めがね拭きなど）で拭いてください。
- FOMA端末のディスプレイは、カラー液晶画面を見やすくするため、特殊コーティングを施してある場合
があります。お手入れの際に、乾いた布などで強くこすると、ディスプレイに傷がつく場合があります。
お取り扱いには十分ご注意いただき、お手入れは乾いた柔らかい布（めがね拭きなど）で拭いてください。
また、ディスプレイに水滴や汚れなどが付着したまま放置すると、シミになったり、コーティングがはが
れたりすることがあります。
- アルコール、シンナー、ベンジン、洗剤などで拭くと、印刷が消えたり、色があせたりすることがあります。
･ 端子は時々乾いた綿棒で清掃してください。
- 端子が汚れていると接触が悪くなり、電源が切れることがあります。また、充電不十分の原因となります
ので、汚れたときは、端子を乾いた布、綿棒などで拭いてください。

･ エアコンの吹き出し口の近くに置かないでください。
- 急激な湿度の変化により結露し、内部が腐食し故障の原因となります。
･ FOMA端末に無理な力がかかるような所に置かないでください。
- 多くの物がつまった荷物の中に入れたり、衣類のポケットに入れて座ったりすると、液晶画面、内部基板
などの破損、故障の原因となり、保証の対象外となります。

･ 電池パックやアダプタ（充電器含む）に添付されている個別の取扱説明書をよくお読みください。
■FOMA端末についてのお願い
･ 極端な高温、低温は避けてください。
- 温度は5℃～35℃、湿度は45%～85%の範囲でご使用ください。
･ 一般の電話機やテレビ、ラジオなどをお使いになっている近くで使用すると、影響を与える場合がありま
すので、なるべく離れた所でご使用ください。
･ お客様ご自身でFOMA端末に登録された情報内容は、別にメモを取るなどして保管してくださるようお願
いします。
- 万一、登録された情報内容が消失してしまうことがあっても、当社としては責任を負いかねますのであら
かじめご了承ください。

･ ズボンやスカートの後ろポケットにFOMA端末を入れたまま、椅子などに座らないでください。また、か
ばんの底など無理な力がかかるような所には入れないでください。
- 故障、破損の原因となります。
･ ストラップなどを挟んだまま、FOMA端末を折り畳まないでください。
- 故障、破損の原因となります。
･ 使用中や充電中、FOMA端末は温かくなりますが、異常ではありません。そのままご使用ください。
･ カメラを直射日光に向けて放置しないでください。
- 素子の退色・焼付きを起こす場合があります。
･ FOMA端末を異物のある机上などに置かないでください。
- 破損の原因となります。
･ 通常はイヤホンマイク端子キャップ、外部接続端子キャップ、miniSDメモリーカードスロットのカバーを
はめた状態でご使用ください。
- ほこり、水などが入り故障の原因となることがあります。
･ ディスプレイは金属などでこすったり引っかいたりしないでください。
- 傷つくことがあります。
･ ディスプレイ面やダイヤルキーのある面に厚みのあるシールなどを貼らないでください。
- 故障、破損の原因となります。
･ 指紋センサーに強い衝撃を与えたり、表面に傷をつけたりしないでください。
- 指紋センサーの故障の原因となるだけでなく、認証操作ができなくなる場合があります。
･ 指紋センサーは時々乾いた柔らかい布で清掃してください。
- 指紋センサーが汚れていたり表面に水分が付着していたりすると、指紋の読み取りができなくなり認証性
能が低下したり、指が触れていない状態でも認証中として誤動作したりすることがあります。

･ 本FOMA端末はおまかせロックに対応しております。→P156
- おまかせロックは、ご契約者本人からのお申し出によりFOMA端末にロックをかけるサービスです。ご
契約者本人とFOMA端末を所持しているお客様が異なる場合でも、ご契約者本人からのお申し出がある
場合は、おまかせロックがかかりますのでご了承ください。

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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■電池パックについてのお願い
･ 電池パックは消耗品です。
- 十分に充電しても使用できる時間が極端に短くなったら交換時期です。指定の新しい電池パックをお買い
求めください。なお、電池パックの寿命は、使用状態などによっても異なります。

･ 充電は、適正な周囲温度（5℃～35℃）の所で行ってください。
･ 初めてお使いのときや、長時間ご使用にならなかったときは、ご使用前に必ず充電してください。
･ 電池パックの使用時間は、使用環境や電池パックの劣化度により異なります。
･ 電池パックの使用条件により、寿命が近づくにつれて電池パックが若干膨れる場合がありますが問題あり
ません。
･ 直射日光が当たらず、風通しの良い涼しい所に保管してください。
- 長時間使用しないときは、使い切った状態でFOMA端末から外し、電池パックを包装しているビニール
袋などに入れて保管してください。

･ 電池パックの金属部分（端子）が汚れると、端末との接触が悪くなり電源が切れたりすることがあります。
汚れたら乾いた布や綿棒などで拭いてからご使用ください。
･ 電池パックは、電池残量なしの状態で保管・放置をしないでください。
- 長時間放置される場合はFOMA端末から外し、乾燥した冷暗所に保存してください。また、半年に1回
程度、電池パックの補充電を行ってください。

･ 電池パックは、長期間使用しない場合でも6か月に一度は充電してください。
- 電池パックの性能や寿命を低下させる原因となることがあります。

■アダプタ（充電器含む）についてのお願い
･ 充電は、適正な周囲温度（5℃～35℃）の所で行ってください。また、次のような所では、充電しないで
ください。
- 湿気、ほこり、振動の多い所
- 一般の電話機やテレビ、ラジオなどの近く
･ 充電中、アダプタ（充電器含む）が温かくなることがありますが、異常ではありませんのでそのままご使
用ください。
･ DCアダプタを使用して充電する場合は、車のエンジンを切ったまま使用しないでください。
- 車のバッテリーを消耗させる原因となります。
･ 抜け防止機構のあるコンセントをご使用の場合、そのコンセントの取扱説明書に従ってください。
･ 強い衝撃を与えないでください。また、充電端子を変形させないでください。
- 故障の原因となります。

■FOMAカードについてのお願い
･ FOMAカードの取り外しには、必要以上に力を入れないようにしてください。
･ ご使用になる端末への挿入には必要以上の負荷をかけないようにしてください。
･ 使用中、FOMAカードが温かくなることがありますが、異常ではありませんのでそのままご使用ください。
･ 他のICカードリーダー／ライター（外部装置）などにFOMAカードを挿入して使用した結果として故障し
た場合は、お客様の責任となりますので、ご注意ください。
･ IC部分はいつもきれいな状態でご使用ください。
･ お手入れは、乾いた柔らかい布（めがね拭きなど）で拭いてください。
･ お客様ご自身でFOMAカードに登録された情報内容は、別にメモを取るなどして保管してくださるようお
願いします。
- 万一、登録された情報内容が消失してしまうことがあっても、当社としては責任を負いかねますのであら
かじめご了承ください。

･ 環境保全のため、不要になったFOMAカードはドコモショップなどの窓口にお持ちください。
･ 極端な高温や低温は避けてください。
･ ICを傷つけたり、不用意に触れたり、ショートさせたりしないでください。
- データの消失、故障の原因となります。
･ FOMAカードを落としたり、衝撃を与えたりしないでください。
- 故障の原因となります。
･ FOMAカードを曲げたり、重いものを載せたりしないでください。
- 故障の原因となります。

■カメラについて
お客様がFOMA端末を利用して公衆に著しく迷惑をかける不良行為などを行う場合、法律、条例（迷惑防止
条例など）に従い処罰されることがあります。

カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信を行う際は、プライバシーなどにご配慮ください。
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知的財産権について

著作権・肖像権について
お客様が本製品を利用して撮影またはインターネット上のホームページからのダウンロードなどにより取得し
た文章、画像、音楽、ソフトウェアなど第三者が著作権を有するコンテンツは、私的使用目的の複製や引用など
著作権法上認められた場合を除き、著作権者に無断で複製、改変、公衆送信などはできません。
実演や興行、展示物などには、私的使用目的であっても撮影または録音を制限している場合がありますのでご注
意ください。
また、お客様が本製品を利用して本人の同意なしに他人の肖像を撮影したり、撮影した他人の肖像を本人の同意
なしにインターネット上のホームページに掲載するなどして不特定多数に公開することは、肖像権を侵害するお
それがありますのでお控えください。

商標について
本書に記載されている会社名や商品名は、各社の商標または登録商標です。
I「FOMA」「mova」「ｉモーション」「ｉモード」「ｉアプリ」「ｉアプリサーチ」「ｉモーションメール」「ｉショッ
ト」「ｉメロディ」「ｉアニメ」「DoPa」「mopera」｢mopera U｣「WORLD CALL」「WORLD WING」「ショー
トメール」「クイックキャスト」「着モーション」「デコメール」「Vライブ」「ｉエリア」「おサイフケータイ」「キャ
ラ電」「ｉアプリDX」「ｉチャネル」「デュアルネットワーク」「FirstPass」「sigmarion」「セキュリティスキャ
ン」｢musea｣「ビジュアルネット」「公共モード」「プッシュトーク」「プッシュトークプラス」「トルカ」「メッ
セージF」「トクだねニュース便」「My DoCoMo」「iD」「マルチナンバー」「パケ・ホーダイ」「おまかせロック」
「電話帳お預かりサービス」「着もじ」「DCMX」「ドコモテレビ電話ソフト」および「FOMA」ロゴ「ｉ-mode」
ロゴ「ｉ-αppli」ロゴ「DCMX」ロゴはNTTドコモの商標または登録商標です。

I Microsoft、WindowsおよびWindows Mediaは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国に
おける登録商標です。（Windowsの正式名称は、Microsoft® Windows® operating systemです。）

I JavaおよびJavaに関連するすべての商標は、米国およびその他の国において米国Sun Microsystems, Inc.
の商標または登録商標です。

I「Multitask ／マルチタスク」は日本電気株式会社の商標です。
I「キャッチホン」は日本電信電話株式会社の登録商標です。
I フリーダイヤルサービス名称およびフリーダイヤルロゴマークはNTTコミュニケーションズの商標です。
I 本製品はインターネット機能として、株式会社ACCESSのNetFrontを搭載しています。 NetFrontは日本国
およびその他の国における株式会社ACCESSの商標または登録商標です。
Copyright©1996-2006 ACCESS CO.,LTD.

I 本製品はMacromedia, Inc. のMacromedia® Flash®テクノロジーを搭載しています。
Copyright©1995-2006 Macromedia, Inc. All rights reserved.
Macromedia、Flash、Macromedia FlashはMacromedia, Inc.の米国内外における商標または登録商標で
す。

I QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
I miniSD™および はSDアソシエーションの商標です。
（miniSD™メモリーカードをminiSDメモリーカードと表記しています。）

I FeliCaは、ソニー株式会社の登録商標です。
I はフェリカネットワークス株式会社の登録商標です。
I Powered by JBlend™ Copyright 2002-2006 Aplix Corporation. All rights reserved.
JBlendおよびJBlendに関連する商標は、日本およびその他の国における株式会社アプリックスの商
標または登録商標です。

I McAfee®、マカフィー ®は米国法人McAfee, Inc.またはその関係会社の登録商標です。
I Gガイド、G-GUIDE、Gガイドモバイル、G-GUIDE MOBILE、およびGガイド関連ロゴは、米Gemstar-
TV Guide International,Inc.およびその関係会社の日本国内における登録商標です。

I QuickTimeは米国その他の国で登録された米国アップルコンピュータ社の登録商標です。
I 本製品は、日本語変換機能として、株式会社ジャストシステムのATOK＋APOTを搭載しています。
「ATOK」「APOT(Advanced Prediction Optimization Technology)」は株式会社ジャストシステムの登
録商標です。

I 本機には、Symbian Software Ltd ©1998-2006 よりライセンス供与されたソフトウェアが含まれていま
す。 およびSymbian OS はSymbian Ltd. の商標です。

I リュウミンは株式会社モリサワの登録商標です。

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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I「プライバシーモード」は富士通株式会社の登録商標です。
I その他、本取扱説明書に記載されている会社名や商品名は、各社の商標または登録商標です。
I 本書では各OS（日本語版）を次のように略して表記しています。
- Windows XPは、Microsoft® Windows® XP Professional operating systemまたはMicrosoft®

Windows® XP Home Edition operating systemの略です。
- Windows 2000は、Microsoft® Windows® 2000 Professional operating systemの略です。
- Windows Meは、Microsoft® Windows® Millennium Edition operating systemの略です。
- Windows 98は、Microsoft® Windows® 98 operating system の略です。
- Windows 98SEは、Microsoft® Windows® 98 operating system SECOND EDITIONの略です。
- Windows NT Serverは、Microsoft® Windows NT® Server Network operating system Version 4.0
の略です。

- Windows XP、2000、Me、98のように併記する場合があります。
- Windows 98とWindows 98SEをまとめてWindows 98と表記しています。

その他
I FeliCaは、ソニー株式会社が開発した非接触ICカードの技術方式です。
I 本製品の一部分にIndependent JPEG Groupが開発したモジュールが含まれています。
I 本製品はAdobe Systems Inc.のAdobe Readerを搭載しています。
Copyright© 2006 Adobe Systems Incorporated.
All rights reserved. Patents pending.
Adobe, the Adobe logo and Reader are either registered trademarks or trademarks of Adobe
Systems Incorporated.
AdobeおよびReaderは米国およびその他の国におけるAdobe Systems Incorporated（アドビシステムズ
社）の商標または登録商標です。

I「Edy（エディ）」はビットワレットが管理する電子マネーサービスのブランドです。
I「明鏡モバイル国語辞典」「Ｇモバイル英和辞典」「Ｇモバイル和英辞典」は大修館書店編集の著作物です。
I 本製品は、MPEG-4 Visual Patent Portfolio License に基づきライセンスされており、お客様が個人的か
つ非営利目的において以下に記載する場合においてのみ使用することが認められています。
- MPEG-4 Visualの規格に準拠する動画やｉモーション（以下、MPEG-4 Video）を記録する場合
- 個人的かつ営利活動に従事していない消費者によって記録されたMPEG-4 Videoを再生する場合
- MPEG-LAよりライセンスを受けた提供者により提供されたMPEG-4 Videoを再生する場合
プロモーション、社内用、営利目的などその他の用途に使用する場合には、米国法人MPEG LA, LLCにお
問い合わせください。

I 下記一件または複数の米国特許またはそれに対応する他国の特許権に基づき、QUALCOMM 社よりライセン
スされています。
Licensed by QUALCOMM Incorporated under one or more of the following United States Patents
and/or their counterparts in other nations;
4,901,307 5,600,754 5,267,261 5,506,865 5,710,784
5,504,773 5,416,797 5,568,483 5,228,054 5,778,338
5,109,390 5,490,165 5,414,796 5,544,196
5,535,239 5,101,501 5,659,569 5,337,338
5,267,262 5,511,073 5,056,109 5,657,420

I コンテンツ所有者はWindows Mediaデジタル著作権管理テクノロジ（WMDRM）を使用して、著作権を含
む自身の知的財産権を保護します。このデバイスはWMDRMソフトウェアを使用してWMDRM保護されたコ
ンテンツにアクセスします。WMDRMソフトウェアがコンテンツの保護に支障を来たした場合、コンテンツ
所有者はマイクロソフトに対して、保護されたコンテンツをソフトウェアがWMDRMを使用して再生、コピー
するための許可を失効させるように要求することができます。失効しても、WMDRMで保護されていないコ
ンテンツは影響を受けません。WMDRMで保護されたコンテンツのためのライセンスをダウンロードすると
きは、マイクロソフトがライセンスに“Revocation List”を含めることに同意したものと見なします。コン
テンツ所有者は、コンテンツがアクセスされる時にWMDRMをアップグレードするよう要求することがあり
ます。アップグレードを拒否すると、そのアップグレードを必要とするコンテンツにアクセスできなくなりま
す。

知
的
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本体付属品および主なオプション品について
<本体付属品>

<主なオプション品>

その他のオプション品→P445

FOMA F902iS
（リアカバー F14、保証書含む）

取扱説明書

FOMA F902iS用CD-ROM

※PDF版「データ通信マニュアル」を
収録しています。

マイクスイッチ付イヤホンジャック変換アダプタ（試供品）
（取扱説明書付き）

※取り扱いについての詳細は、『マイクス
イッチ付イヤホンジャック変換アダプ
タ（試供品）取扱説明書』をご覧くださ
い。

USBケーブル（試供品）（取扱説明書付き）

※本書で「USBケーブル」と
記載している操作を行う際
にご利用いただけます。

※P476にクイックマニュアルを記載
しています。

電池パック F09
（取扱説明書付き）

FOMA ACアダプタ 01
（保証書、取扱説明書付き）

卓上ホルダ F12
（取扱説明書付き）

本
体
付
属
品
／
オ
プ
シ
ョ
ン
品
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ご使用前の確認

各部の名称と機能 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 26
ディスプレイの見かた . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29
背面ディスプレイの見かた  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32
メニューから機能を選択する. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 33
ラウンドイルミネーションパネルで背面ディスプレイのメニューを利用する
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 37

FOMAカードを使う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 37
電池パックの取り付けかた／取り外しかた. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 40
携帯電話を充電する. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 41
電池残量の確認のしかた . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .<電池残量> 44
電源を入れる／切る. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .<電源ON／OFF> 46
日付・時刻を合わせる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . <日付時刻設定> 47
相手に自分の電話番号を通知する . . . . . . . . . <発信者番号通知設定> 48
自分の電話番号を確認する  . . . . . . . . . . . . . . . . <プロフィール情報> 48
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各部の名称と機能

a 赤外線ポート
赤外線でデータを送受信するときに使います。

b 受話口
相手の声がここから聞こえます。

c ディスプレイ→P29
d インカメラ

カメラやビデオカメラで自分の映像を撮影した
り、テレビ電話で自分の映像を送信したりすると
きに使います。

e mMENU／左上ソフトキー
メニューの表示、ガイド行左上に表示される操作
の実行に使います。
1秒以上押すと、HOLDの起動／解除ができます。

f tテレビ電話開始／▲（スクロール）／A/a／
左下ソフトキー
テレビ電話をかける／受ける、メール画面やサイ
ト、ホームページ表示中の1画面スクロール、大文
字／小文字切り替え、ガイド行左下に表示される
操作の実行に使います。
1秒以上押すと、スピーカーホン機能でテレビ電話
をかけられます。

g cch／クリアキー
ｉチャネル一覧の表示、文字の消去や1つ前の画面
に戻るときに使います。
1秒以上押すと、セルフモードの起動／解除ができ
ます。

h n音声電話開始／スピーカーホン／文字キー
音声電話をかける／受ける、スピーカーホン機能
の通話切り替え、文字入力モードの切り替えに使
います。
1秒以上押すと、スピーカーホン機能で音声電話を
かけられます。

i ダイヤルキー
電話番号や文字の入力、メニュー項目の実行に使
います。
1秒以上押すと、次の機能を実行できます。
1～9：カスタムメニューに登録されている
機能を実行できます。

0：国際電話をかけるとき、国際ダイヤル設定
の自動付加設定を利用できます。

j * ／公共モード（ドライブモード）キー
「 」の入力に使います。
1秒以上押すと、公共モードの起動／解除ができま
す。

k 送話口／マイク
自分の声をここから伝えます。
※ 送話口／マイクをふさぐと、通話中の相手にお

客様の声が聞こえにくくなったり、音声が正常
に録音されなくなったりする場合があります。

ここではF902iSの各部の名称と、キーに割り当てられている主な機能の説明をします。
I 操作の説明では各キーをここで説明したイラストで表しています。

サイズ（mm） 高さ107×幅50×厚さ19.7
（高さ、厚さは折り畳み時）

質量（g） 約120（電池パック装着時）
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＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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l マルチカーソルキー
g決定キー
操作の実行、フォーカスモードの実行に使います。
1秒以上押すと、ワンタッチｉアプリに登録した
ｉアプリを起動できます。
uカメラ／↑キー
カメラの起動、音量の調整、上方向へのカーソル
移動に使います。
1秒以上押すと、ビデオカメラを起動できます。
dｉモード／ｉアプリ／↓キー
ｉモードメニューの表示、音量の調整、下方向へ
のカーソル移動に使います。
1秒以上押すと、ｉアプリフォルダ一覧を表示でき
ます。
l着信履歴／←（前へ）キー
着信履歴の表示、画面の切り替え、左方向へのカー
ソル移動に使います。
1秒以上押すと、プライバシーモードの起動／解除
ができます。
rリダイヤル／→（次へ）キー
リダイヤルの表示、画面の切り替え、右方向への
カーソル移動に使います。
1秒以上押すと、ICカードロックの起動／解除がで
きます。

m p電話帳／スケジュール／右上ソフトキー
電話帳の表示やガイド行右上に表示される操作の
実行に使います。
1秒以上押すと、スケジュール帳を表示できます。

n aメール／▼（スクロール）／右下ソフトキー
メールメニューの表示、メール画面やサイト、ホー
ムページ表示中の1画面スクロール、ガイド行右下
に表示される操作の実行に使います。
1秒以上押すと、メール作成画面を表示できます。

o f電源／終了／応答保留キー
電源を入れる／切る、応答保留、通話／操作中の
機能の終了、シークレットモードの解除、カスタ
ム待受画面の表示／非表示に使います。

p ##／マナーモード／改行キー
「＃」の入力、文字入力時の改行、アウトカメラ使
用時の接写撮影ON／OFFの切り替えに使います。
1秒以上押すと、マナーモードの起動／解除ができ
ます。

q sマルチタスクキー
通話中や操作中に別の機能を実行するときに使い
ます（マルチアクセス／マルチタスク）。

r 充電端子
s 外部接続端子

各種オプション品の接続に使います。
t アウトカメラ

カメラやビデオカメラで撮影したり、テレビ電話
で映像を送信したりするときに使います。

u 背面ディスプレイ→P32
v ラウンドイルミネーションパネル
［R］［Q］［T］［W］［E］→P37
FOMA端末を折り畳んだとき、電話やメールの着
信時、ミュージックプレイヤー利用中などに点灯
または点滅します。

※ ラウンドイルミネーションパネルは触れるだけ
で動作します。押す感触はありません。

w ランプ
電話やメールの着信時、充電中、開閉ロック起動
時、カメラ撮影時などに点灯または点滅します。

x アンテナ部分
アンテナは本体に内蔵されています。
※ 通話中や通信中、プッシュトーク通信中はアン

テナ部分を指で覆わないようにしてください。
y ストラップ取付口
z 指紋センサー

指紋の登録や認証時に指をスライドさせます。
A FeliCaマーク

ICカードが搭載されていることを示しています。
FeliCaマークを読み取り装置（リーダー／ライ
ター）にかざしておサイフケータイを利用します。
なお、ICカードは取り外せません。

B リアカバー
C イヤホンマイク端子

※ 平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）などを
差し込んで使用できます。また、イヤホンジャッ
ク変換アダプタ（試供品またはP001）を使う
と、市販のイヤホンマイクが使用できます。

D Pプッシュトーク／HOLDキー
プッシュトーク電話帳の表示や、プッシュトーク
の発信や応答、発言権の取得や開放に使います。
FOMA端末を折り畳んでいるときに1秒以上押す
と、HOLDの起動／解除ができます。

E スピーカー
着信音や、スピーカーホン機能利用中の相手の声
がここから聞こえます。

F miniSDメモリーカードスロット→P330
G サイドキー［▲］／ →P28

※ オートフォーカスの説明時は「サイドキー
［AF▲］」と表記しています。

H サイドキー［▼］→P28

お知らせ
･マルチカーソルキーは、使用するキーによって次のよう
に表記する場合があります。
- uまたはdを押すとき…j
- lまたはrを押すとき…h
- u、d、l、rのいずれかを押すとき…k
･ラウンドイルミネーションパネルは、使用するキーに
よって次のように表記する場合があります。
- ラウンドイルミネーションパネル［Q］または［T］
を押すとき…ラウンドイルミネーションパネル［QT］

- ラウンドイルミネーションパネル［W］または［E］
を押すとき…ラウンドイルミネーションパネル
［WE］

スイッチ付イヤホンマイクの接続方法

各
部
の
名
称
と
機
能



ご
使
用
前
の
確
認

28

サイドキーでできる主な操作
開：FOMA端末を開いた状態 閉：FOMA端末を折り畳んだ状態

※1：マナーモード中は音量調整できません。
※2：メールに添付されたメロディを除き、FOMA端末を折り畳んだ状態で操作できます。
※3：お買い上げ時の状態です。サイドキー長押し設定で動作する機能を変更できます。

お知らせ
･サイドキー［▲］には、カメラのオートフォーカス機能で撮影するための半押しと全押しがあるため、サイドキー［▼］
と比べて押したときの感触が異なります。

機　能 状態 操　作 機能を操作する主な状態 参照先
伝言メモ、
音声メモ、
動画メモ

伝言メモ／音声メモ
メニューの表示

開 サイドキー［▲］
（1秒以上）

待受画面表示中 P70
P380

クイック伝言メモ
起動

開
閉

サイドキー［▲］
（1秒以上）

着信中 P71

通話中音声メモ、動
画メモの起動／停止

開
閉

サイドキー［▲］
（1秒以上）

通話中 P379

音量調整 開 サイドキー［▲▼］ 伝言メモ／音声メモ再生中 P72
P380

音 受話音量の調整 開
閉

サイドキー［▲▼］ 通話中、通話中着信中、通話中音声
メモ録音中
プッシュトーク通信中

P65

P92
音量調整 開 サイドキー［▲▼］ 待受ｉモーション再生中※1

動画／ｉモーション再生中
動画／ｉモーション編集中
メロディ再生中※2

P132
P313
P316
P325

着信音の停止 開
閉

サイドキー［▲］ 着信中、メール／メッセージ受信時 P66

アラームの停止 開
閉

サイドキー［▲］ アラーム鳴動中 P366
P367
P371

カメラ オートフォーカス 開 サイドキー［AF▲］
（半押し）

カメラ撮影待機中 P175

撮影 サイドキー［AF▲］
（全押し）

P173
P175

ガイドラインの
表示／非表示

開 サイドキー［▼］ P183

その他 バイブレータの停止 開
閉

サイドキー［▲］ 着信中、メール／メッセージ受信時
アラーム鳴動中

P66
P366
P367
P371

ミュージックプレイ
ヤー※3

閉 サイドキー［▲］
（1秒以上）

待受画面表示中 P360

ｉモード問合せ 開 サイドキー［▼］
（1秒以上）

待受画面表示中 P238

ICカードロックの
起動／解除※3

閉 サイドキー［▼］
（1秒以上）

待受画面表示中 P296

前後のメロディ再生 開
閉

サイドキー［▲▼］
（1秒以上）

メロディ再生中 P325

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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a ：電池残量表示→P44
b ：受信レベル表示→P46

：圏外表示→P46
：セルフモード中→P157
：データ転送モード中→P327、P344
miniSDモード中→P338
データリンクソフトの使用中→P446

c ／ ：ｉモード中（ｉモード接続中）／
（パケット通信中）→P196

d ：赤外線通信中→P344
赤外線リモコン使用中→P348

e ：スピーカーホン機能利用中→P51
：ハンズフリー対応機器で通信中→P60
：積算通話料金が上限を超過→P382

f ：プッシュトーク通信中→P90
：ネットワーク上の電話帳ページ取得中
→P90

：センターにｉモードメールとメッセージR/
F満杯→P211、P236

／ ／ ：センターにｉモードメールま
たはメッセージR/F満杯→P211、P236

：センターに未受信のｉモードメールとメッ
セージR/Fあり→P211、P236

／ ／ ：センターに未受信のｉモード
メールまたはメッセージR/Fあり
→P211、P236

g ：未読ｉモードメール、SMS満杯かつFOMA
カードにSMS満杯→P236、P261

：未読ｉモードメール、SMS満杯
→P236、P261

：FOMAカードにSMS満杯→P261
：未読ｉモードメールとSMSあり
→P236、P261

：未読ｉモードメールあり→P236
：未読SMSあり→P261

h （青）／ （赤）
：未読メッセージRあり／満杯→P211

i （青）／ （赤）
：未読メッセージFあり／満杯→P211

j ：ｉアプリ動作中→P268
（αがグレー）
：ｉアプリ待受画面表示中→P279
（αがオレンジ）
：ｉアプリ待受画面からｉアプリ起動中
→P279

：ｉアプリDX動作中→P268
（dxがグレー）
：ｉアプリDX待受画面表示中→P279
（dxがオレンジ）
：ｉアプリDX待受画面からｉアプリ起動中
→P279

k ：SSL ページ表示中／ｉアプリで SSL 通信
中、SSLページからダウンロードしたｉア
プリを使用中→P197
TLS／SSLページ表示中→P300

：圏内自動送信失敗メールあり→P234
：圏内自動送信メールあり→P234

l ：シークレットモード中→P162
m ：ｉアプリ自動起動失敗→P279

n ：フォーカスモードアイコン→P36
o ：マナーモード中→P126

：オリジナルマナーモード中→P127
p ：電話着信音量消音設定中→P66

：音声電話着信のバイブレータ設定中
→P123

：電話着信音量消音と音声電話着信のバイブ
レータを同時に設定中→P66、P123

q ：公共モード（ドライブモード）中→P67
r ：伝言メモ設定中→P70

：伝言メモ満杯→P70
s ：開閉ロック中→P161
t ：USBケーブルで外部機器と接続中→P88
u ：フォーカスモード時の有効マルチカー

ソルキーの表示→P36

ディスプレイの見かた
ここではディスプレイの上下に表示されるマーク（アイコン）の説明をします。

日付・時刻

zxwvutsrqpo y

a bcdef ghij klm

n

※1

※1

※2

※1

※1

※3

／

デ
ィ
ス
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次ページへ
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v ：USBモード設定で「通信モード」に設定中で
miniSDメモリーカードあり→P330、P338

（青）／ （グレー）：USBモード設定で
「miniSDモード」に設定中でminiSDメモ
リーカードあり／なし→P330、P338

（青）／ （グレー）：USBモード設定で
「MTP優先モード」に設定中でminiSDメモ
リーカードあり／なし→P330、P338

w ：FOMAカード読み込み中→P38、P46
：ICカードロック中→P296

x ：PIMロック中→P157
：ダイヤル発信制限中→P158
：HOLD中→P160

y ：目覚まし設定中→P366
：スケジュールアラーム設定中→P369
：目覚ましとスケジュールアラームを同時に
設定中→P366、P369

z ：ソフトウェア更新予約中→P462
：最新パターンデータの自動更新失敗→P463
：最新パターンデータの自動更新成功→P463※1

※1

※1

※1

※1：現在優先度の高いものが1つ表示されます。優先度の高い順に上から掲載しています。
※2：ｉモードメール、メッセージR/Fのうち1種類が満杯で、その他に未受信のメールやメッセージがある場

合にも表示されます。
※3：待受画面以外では、時刻が表示されます。

ガイド行の見かた
ガイド行には、m、t、g、p、aを押して実行できる操作が表示されます。

〈例〉メール作成画面表示中のガイド行

タスクバーの見かた
タスクバーには、動作中の機能（タスク）を示すアイコンが最大9個表示されます。マルチアクセス中、マルチ
タスク中に動作中の機能を確認できます。また、メールやメッセージを受信すると、タスクバーに受信結果がス
クロール表示されます。

〈例〉音声電話中にカメラを起動したとき 〈例〉音声電話中にメールを受信したとき

表示位置とキーは、図のように対応しています。本書では、ガイド行に表示
される操作の説明を、対応するキー（mtgpa）を使って説明してい
ます。
ガイド行に表示される操作は画面により異なります。
I ガイド行の は、マルチカーソルキーのkに対応しています（使用する
機能や表示しているサイトやホームページの作りかたによっては異なる
場合があります）。

ガイド行

タスクバー

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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タスクバーに表示されるアイコン一覧
：音声電話
：リダイヤル
：着信履歴
：伝言メモ／音声メモ
／ ：テレビ電話（64K／32K）
：外部機器によるテレビ電話
：電話（切り替え中）
：電話（切断中）
：プッシュトーク
：電話帳
：カメラ
：ビデオカメラ
：バーコードリーダー
：ｉモード
：ｉモードのBookmark／Internet／
ラストURL／画面メモ／ツータッチサイト

：メッセージR/F
：メール
：ｉモードメール受信中
：ｉモード／SMS問合せ中
：チャットメール
：SMS受信中
：ｉアプリ
：トルカ
：フルブラウザ
：マイピクチャ
：動画／ｉモーション
：キャラ電
：メロディ

（青）／ （グレー）： miniSDメモリーカード
へアクセス中／アクセス待機中

（青）／ （グレー）：miniSDモード中／
miniSDモード中でminiSDメモリーカードな
し

：ミュージックプレイヤー
：赤外線通信の受信設定中・INBOX表示中
：サウンドレコーダー
：マイドキュメント
：マルチタスクで音量設定中
：お知らせタイマー
：目覚まし鳴動中
／ ：スケジュール帳／スケジュールアラーム
鳴動中

：プロフィール情報
：電卓
：メモ帳
：辞典
：お預かりセンターに接続中
：電話帳通信履歴表示中
：ネットワークサービス設定中
／ ：USB経由でパケット発信・通信中／
送受信中

：64Kデータ通信
：外部データ連携中
／ ：ソフトウェア更新中／更新の通知あり
：パターンデータ更新中／バージョン表示中
（青）／ （グレー）：各機能の設定中／保留中

※ 文字入力中は入力モードが表示されます。→P402

一覧画面の見かた
〈例〉色選択画面

一覧が複数ページにわたる場合、現在表示中のページ番号と総ページ数が
表示されます。

は、カーソル位置の項目の上下に選択項目があることを示しています。
･jを押してカーソルを移動します。
･ページの最後の項目でdを押すと、次ページが表示されます。
ページの先頭の項目でuを押すと、前ページが表示されます。

は、選択項目が複数ページにわたっていることを示しています。
･hを押してページを切り替えます。
※ アイコンの選択画面などでは切り替わりません。
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a ：電池残量表示→P44

b ：受信レベル表示→P46
：圏外表示→P46
：セルフモード中→P157
：データ転送モード中→P327、P344

c ／ （点滅）：ｉモード中（ｉモード接続中）／
（パケット通信中）→P196

d ：音楽再生中→P359
：マナーモード中→P126
：オリジナルマナーモード中→P127

e ：未読トルカあり→P293
f ：ICカードロック中→P296
g ／ ：センターにｉモードメール、メッセー

ジR/Fあり／満杯→P211、P236
h ／ ：圏内自動送信メールあり／失敗メー

ルあり→P234
i ：不在着信／伝言メモ／センター留守電あり

→P65、P71、P390
j ／ ：未読ｉモードメール、SMSあり／

満杯→P236、P261
k ／ ：未読メッセージRあり／満杯

→P211
／ ：未読メッセージFあり／満杯
→P211

※：背面画像設定で時計パターンを「デジタル2」に設
定しているときは、ディスプレイ左下に
（受信レベル表示）および （電池残量表
示）のアイコンで表示されます。
時計パターン→P419

背面ディスプレイの見かた
FOMA端末を折り畳んでいても、日付や新着情報、設定中の機能や使用中の機能など、さまざま
な情報を確認できます。
I 主な表示内容は次のとおりです。
- 音声電話やテレビ電話（着もじ含む）、プッシュトーク、伝言メモの状態表示
- ｉモードメールやSMS、メッセージR/Fの問合せ中・受信中
- 目覚ましやスケジュールアラーム、お知らせタイマーの鳴動中
- パケット通信や64Kデータ通信、USB経由での通信、赤外線通信の状態表示

I オールロック、おまかせロック、HOLD中は、サイドキー［▲▼］やPを押すとロックが設定されている旨の
メッセージが表示され、しばらくたつと日付・時刻表示画面に切り替わります。

I FOMA端末を折り畳むと背面ディスプレイの照明が点灯し、約15秒間何も操作しないでいると、背面ディス
プレイの照明が消灯します。サイドキー［▲▼］やPを押すと照明が点灯します。

I 背面ディスプレイに情報が表示されているときにFOMA端末を開くと、表示は消えます。

背面ディスプレイに表示されるアイコン一覧

アイコンの意味は次のとおりです。

a bc d e f g h i j

k

※

※

背面ディスプレイの表示を切り替える
不在着信などがある場合は、背面ディスプレイの照明が点灯しているときにサイドキー［▼］を押すと件数が確
認できます。件数確認中にサイドキー［▲］を押すと、詳細情報が確認できます。
I 詳細情報が複数件ある場合は、サイドキー［▼］を押すと次の詳細情報に切り替わります。ただし、10件を超
える詳細情報は表示できません。FOMA端末を開いて確認してください。

I 上記の操作で確認できる主な内容は次のとおりです。
- 不在着信 - 伝言メモ - 未読メール
- 未読メッセージR/F - センター留守電（件数表示のみ）

〈例〉不在着信件数を表示しているとき
受けられなかった電話（不在着信）の件数が表示されているときにサイドキー［▲］を押すと、電話がかかって
きた日時と電話をかけてきた相手の情報がスクロール表示されます。

I 電話番号やメールアドレスが電話帳に登録されているときは、詳細情報に名前が表示されます。
I 件数／詳細情報表示中に約5秒間操作をしないでいると、日付・時刻表示に戻ります。

サイドキー［▲］

サイドキー［▲］

サイドキー［▼］を押して次の不
在着信に切り替えます。

番号、総数、詳細情報

背
面
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メニューから機能を選択する
メニューには、お買い上げ時に表示されるノーマルメニュー、よく使う機能を大きな文字で表示す
るシンプルメニュー、メニュー項目を自由に登録できるカスタムメニューがあります。
I ノーマルメニューとカスタムメニューの表示形式は、メニュー設定で次の種類から選択できます。

※：メニュー設定またはトータルコーディネイト設定により、アニメーションデザインは異なります。また、カ
スタムメニューの場合は選択できません。

機能を選択する
待受中にmを押し、表示されるメニューから各種機能を選択して実行します。
機能を実行するには、メニュー項目に対応したダイヤルキーを押す方法と、マルチカーソルキーでメニュー項目
を選択する方法の2とおりがあります。
I アニメーションメニューが設定されているときは、mを押した後に動作するアニメーションが止まるまで次の
操作はできません。

I 各種ロック機能やFOMAカード未挿入などの理由で機能が実行できない場合は、アイコンが で表示された
り文字の色が変わったりして選択できません。ただし、アニメーションメニューの場合、表示は変わりません。
機能を選択すると、実行できない理由などを表示します。

I アニメーションメニュー以外の表示形式を選択しているときには、メニュー項目にカーソルを合わせてしばら
くたつと、機能説明が表示されます。カーソルを移動するか、しばらくたつと表示は消えます。メニュー設定
で表示しないように設定できます。

ダイヤルキーでメニューを選択する（ショートカット操作）

メニュー項目にはそれぞれ番号が割り当てられています（項目番号）。対応するダイヤルキー（1～9）を
押してメニュー項目を選択できます。本書では主にノーマルメニューでのショートカット操作で説明をしていま
す。

〈例〉「メモ帳」を選択するとき

1 me72

リスト タイルアイコン 3Dアイコン アニメーション※

（お買い上げ時）

27m
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マルチカーソルキーでメニューを選択する

〈例〉「メモ帳」を選択するとき

1 me「ステーショナリー」にカーソルを合わせてg

■アニメーションメニューまたはタイルアイコンのとき

■リストのとき

■3Dアイコンのとき

2 「メモ帳」にカーソルを合わせてg［選択］
･ 表示形式が「リスト」の場合は、カーソルを合わせてrを押してもメニューが選択できます。

待受画面や1つ前のメニューに戻すには

メニューを選択した後で待受画面や1つ前のメニューに戻すには、次のキーを押します。
f：待受画面に戻ります。
c：1つ前のメニューに戻ります。表示形式が「リスト」の場合はlを押しても戻ります。

シンプルメニューを利用する
よく使う機能を大きな文字で表示するシンプルメニューが利用できます。
I シンプルメニューに設定すると、バイリンガル設定は利用できなくなります。
I 本書では主にノーマルメニューのショートカット操作で説明をしています。シンプルメニューに設定すると操
作が異なりますのでご注意ください。

1 mea
･ aを押すたびに、ノーマルメニューとシンプルメニューが切り替わります。
･ 以降の操作は、表示形式が「リスト」の場合のマルチカーソルキーでのメ
ニュー選択方法と同様です。

カーソル位置のアイコンが変わります。
kで移動します。
※ アニメーションデザインによっては、hでの移動はできません。

カーソル位置の色が変わります。
jで移動します。

次の階層のメニューがあることを示します。
このとき、カーソルを合わせてrを押しても次の階層が表示できます。

r：時計回りで回転し、カーソルの右のアイコンがカーソル位置に移動
l：反時計回りで回転し、カーソルの左のアイコンがカーソル位置に移動
u：反時計回りで回転し、奥のアイコンがカーソル位置に移動
d：時計回りで回転し、奥のアイコンがカーソル位置に移動

カーソル位置は中央最前面に固定されています。
kでメニュー項目をここに移動します。
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お知らせ
･シンプルメニューのメニュー一覧と、ショートカット操作の項目番号は、次のとおりです。

サブメニューの操作方法
ガイド行の左上に「MENU」と表示される場合は、サブメニューを使ってさまざまな操作ができます。

〈例〉リダイヤルのサブメニューを表示するとき

1 リダイヤル一覧画面でmeサブメニューの項目番号に対応するダイヤルキーを
押す

･ 項目にカーソルを合わせてgまたはrを押しても選択できます。
･ サブメニューの項目番号は、同じ機能でも操作する画面により異なる場合があります。
･ mまたはcを押すと、サブメニューが閉じます。

画面の各項目の操作方法

プルダウンメニューの操作方法

〈例〉日付時刻設定で自動時刻補正を設定するとき

1 設定する項目にカーソルを合わせてgeプルダウンメニューの項目番号に対応
するダイヤルキーを押す

･ プルダウンメニューの項目にカーソルを合わせてgを押しても選択できます。

a でんわ c カメラ e ｉアプリ g 設定／ステーショナリー
a電話帳検索 aカメラ aソフト一覧 a音／バイブ
b電話帳登録 bマイピクチャ b待受画面設定 bディスプレイ
cリダイヤル c待受画面設定 cｉアプリ設定 c目覚まし
d着信履歴 d ｉモード f データBOX d電卓
e伝言メモ一覧 aｉMenu aマイピクチャ e伝言メモ設定
fプロフィール情報 bBookmark bｉモーション f情報表示／リセット

b メール cラストURL cメロディ g留守番電話
a受信メール d画面メモ dキャラ電 0 プロフィール情報
b送信メール eｉチャネル一覧 eマイドキュメント
c未送信メール fテロップ表示設定
d新規メール
eｉモード問合せ

m

サブメニューがある
ことを示します。

カーソル位置の色が変わります。

次の階層のメニューがあることを示し
ます。

g

カーソル位置の
色が変わります。

プルダウンメ
ニューがあるこ
とを示します。

プルダウンメニュー
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チェックボックスの操作方法

〈例〉スケジュール登録で繰り返しの曜日選択をするとき

1 チェックボックスの項目番号に対応するダイヤルキーを押す
･ 項目にカーソルキーを合わせてgを押しても選択できます。
･ ダイヤルキーまたはカーソル位置でgを押すたびに、チェックボックスが

（選択）と （解除）に切り替わります。
･ 機能によってはmを押すと、すべての項目を選択または解除できます。

確認画面の操作方法

登録内容の削除や設定などの操作中に、機能を実行するかどうかの確認画面が表示される場合があります。

〈例〉電話帳データを削除するとき

1 「はい」または「いいえ」にカーソルを合わせてg［選択］
･ 機能によっては、「はい」「いいえ」以外の項目が表示される場合があります。

情報をすばやく表示する＜フォーカスモード＞
待受画面で新着情報が表示されているときや、待受カレンダー、カスタム待受を設定して表示しているときは、
待受画面でgを押すと、対応する情報をすばやく表示できるフォーカスモードになります。

〈例〉新着情報を表示するとき
待受画面の下部に表示される5種類のアイコンから、新着情報を確認できます。アイコン内の数字は新着情報の
件数を示します。

（不在着信） ：選択すると、着信履歴一覧が表示されます。
（伝言メモ） ：選択すると、伝言メモ一覧が表示されます。
（留守番電話サービスの伝言メッセージ）：選択すると、メッセージ再生確認画面が表示されます。
（未読メール）：選択すると、受信メールのフォルダ一覧が表示されます。
（未読トルカ）：選択すると、トルカのフォルダ一覧が表示されます。

1 geアイコンにカーソルを合わせてg
選択したアイコンに対応する画面が表示されます。

･ 最新のパターンデータ自動更新の成功／失敗を知らせるアイコン（ ／ ）や、USBケーブルで外
部機器と接続中であることを知らせるアイコン（ ）が表示された場合も、同様に操作できます。
･ フォーカスモードを解除するには、cまたはfを押します。

カーソル位置のアイコンが赤い枠で囲
まれます。
マルチカーソルキーで移動可能な方向
を示します。

g
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お知らせ
･新着情報のアイコンにカーソルを合わせてcを1秒以上押すと、アイコンは一時的に消えますが、新たに情報が蓄積
されたり、情報を閲覧して件数が変化したりすると再び表示されます。ただし、留守番電話サービスの伝言メッセージ
のアイコンの場合は、表示を消去するかどうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択すると表示されなくなります。
･フォーカスモード中は、mを押してもメニューを表示できません。

ラウンドイルミネーションパネルで背面ディスプレイのメニューを利用する
FOMA端末を折り畳んでいるときに、背面ディスプレイに次のメニューを表示させて、ラウンド
イルミネーションパネルに触れるだけで機能が選択できます。
･ ミュージックプレイヤー（起動）／終了
･ ICカードロック設定／解除
･ マナーモード設定／解除
･ ｉモード問合せ

I ラウンドイルミネーションパネルの利用時は次の点にご注意ください。
- 誤動作の可能性がありますので、お買い上げ時に貼られている保護フィルムははがしてください。また、シー
ルなどを貼らないでください。

- ラウンドイルミネーションパネルは手袋などの布製品や皮製品、爪や紙などでは反応しません。
- 濡れたり、汗をかいたりした指でラウンドイルミネーションパネルに触れると誤動作する場合があります
が、故障ではありません。指の水分を拭いてから操作してください。

- ラウンドイルミネーションパネルに指を置いたままにすると、正しく動作しない場合があります。指を離し
て操作をやり直してください。

- 静電気が故障の原因となる場合があります。ラウンドイルミネーションパネルに触れる前に、金属に触れる
などして静電気を取り除いてください。冬期など乾燥する時期は、特にご注意ください。

I ラウンドイルミネーションパネル［QT］は上下、［WE］は左右へのカーソル移動、［R］は決定操作
に使います。
また、ミュージックプレイヤー利用中は操作方法が異なります。→P360

〈例〉マナーモードを起動するとき

1 背面ディスプレイの照明が点灯中に、サイドキー［▲▼］を押す
･ 不在着信などの新着情報があるときは、サイドキー［▲］を押します。

2 ラウンドイルミネーションパネル［QT］に触れて「マナーモード設定」にカー
ソルを合わせ、［R］に触れる

･ カーソルを合わせてラウンドイルミネーションパネル［E］を押しても機能が選択できます。
･ ラウンドイルミネーションパネル［W］を押すと日付・時刻表示に戻ります。

■ ICカードロックを起動／解除するとき：
･「ICカードロック設定」を選択した場合は、設定するかどうかの確認画面で「はい」にカーソルを合
わせて、［R］に触れます。
･ ICカードロック解除を選択した場合は、認証操作が必要です。

FOMAカードを使う
FOMAカードとは、電話番号などのお客様情報を記録できるカードです。FOMA端末に挿入して
使用します。
I FOMAカードを正しく取り付けていない場合や、FOMAカードに異常がある場合は、電話の発着信やメールの
送受信などはできません。

I FOMAカードの取り扱いについての詳細は、FOMAカードの取扱説明書をご覧ください。

カーソル
背面画像設定またはトータルコーディネイト設定により、カーソルは反転（照明点
灯時、カーソルが青で文字が黒）して表示されます。
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FOMAカードの取り付けかた／取り外しかた
I FOMAカードの取り付け／取り外しは、電源を切ってからFOMA端末を折り畳み、手に持って行ってください。
FOMA端末を置いた状態で行うと、アウトカメラやラウンドイルミネーションパネルが破損するおそれがあり
ます。

I FOMAカードの取り付け／取り外しを行うときは、IC部分に触れたり、傷を付けたりしないようにご注意くだ
さい。

I リアカバーと電池パックの取り付けかた／取り外しかた→P40

取り付けかた

取り外しかた

お知らせ
･ FOMAカードを無理に取り付けようとしたり、取り外そうとしたりすると、FOMAカードやトレイが壊れる場合がある
ため、ご注意ください。
･トレイを強く引き抜いて外れてしまった場合には、FOMAカードスロット内部のガイドレールに合わせてまっすぐに押
し込んでください。このとき、FOMAカードは取り外した状態で行ってください。

aツメを引き、「カチッ」と音がするまでトレイを引
き出します。

b IC面を上にして、図のような向きでFOMAカードをト
レイに載せます。

ツメ
トレイ

切り欠き
IC

cトレイを奥まで押し込みます。

aツメを引き、「カチッ」と音がするまでトレイを引
き出し、FOMAカードを静かに取り外します。取
り外したFOMAカードは、なくさないようにご注
意ください。

ツメ

FOMAカード
スロット

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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FOMAカードの暗証番号について
FOMAカードには、「PIN1コード」「PIN2コード」という2つの暗証番号があります。
ご契約時はどちらも「0000」に設定されていますが、4～8桁の任意の数字に変更できます。→P150

FOMAカード動作制限機能について
FOMA端末には、お客様のデータやファイルを保護したり、第三者が著作権を有するデータやファイルを保護し
たりするための機能として、FOMAカード動作制限機能が搭載されています。
I FOMA端末にお客様のFOMAカードを取り付けている状態で、サイトなどからファイルやデータをダウンロー
ドしたり、メールに添付されたデータを取得したりすると、それらのデータやファイルにはFOMAカード動作
制限機能が自動的に設定されます。

I FOMAカードを差し替えた場合やFOMAカードを差し込んでいない場合、FOMAカード動作制限機能が設定
されたデータやファイルの表示や再生はできなくなります。

I FOMAカード動作制限機能が設定されているファイルやデータは、赤外線通信やminiSDメモリーカードへの
コピーや移動ができません。

I 動作制限の対象となるデータは次のとおりです。
- 画面メモ - メッセージR/F
- デコメールや署名に挿入されている画像 - メールテンプレート
- ｉモードメールに添付されているファイル - ｉアプリ（ｉアプリ待受画面を含む）
- ｉモーション - 画像（アニメーション、Flashを含む）
- キャラ電 - メロディ
- PDFデータ - トルカ（詳細）の画像
- コンテンツ移行対応のデータ

I FOMAカード動作制限機能が設定されているｉアプリは、別のFOMAカードに差し替えた場合やFOMAカー
ドを差し込んでいない場合に、次の操作ができなくなります。
- 起動 - ソフト詳細情報の表示 - ソフト動作設定
- 自動起動 - 自動起動設定の変更 - ｉアプリ待受画面の設定
- バージョンアップ

お知らせ
･ FOMAカード動作制限機能の対象になっているデータを、待受画面や発着信時の画像、着信音などに設定しているとき、
別のFOMAカードに差し替えて使用したり、FOMAカードを差し込まずに使用したりすると、音や画像の設定はお買い
上げ時の状態に戻ります。その場合、設定されている音や画像と、実際に鳴る音や表示される画像が異なることがあり
ます。データをダウンロードしたときに使用したFOMAカードを差し込むと、データの動作制限は解除され、設定は元
の状態に戻ります（データをランダムイメージ設定に利用していたときは、設定が解除される場合があります）。
･赤外線通信、miniSDメモリーカード、データリンクソフトを利用して入手したデータ、内蔵のカメラで撮影した静止
画や動画などには、FOMAカード動作制限機能は設定されません。
･次のメニュー設定項目にはFOMAカードに保存されるものがあります。FOMAカードを差し替えると、差し替えたFOMA
カードに保存されている内容が表示されます。
- プロフィール情報 - SMS設定 - 証明書表示／使用設定
- バイリンガル - FOMAカード（UIM) - 電話番号設定
･異なるFOMAカードに差し替えて使用したり、FOMAカードを差し込まずに使用したりすると、マルチナンバーの電
話番号設定はお買い上げ時の状態に戻ります。設定したときに使用したFOMAカードを差し込んでも、元の設定には戻
りません。
･異なるFOMAカードに差し替えると、フルブラウザのCookie設定／削除は「無効」に、アクセス設定は「利用しない」
に設定されます。

FOMAカードの機能差分について
FOMAカードには緑色と青色の2種類があり、それぞれのカードは次のように機能が異なります。

項　目 FOMAカード
（緑色）

FOMAカード
（青色） 参照先

FOMAカード電話帳に登録できる電話番号の桁数 最大26桁 最大20桁 P104
FirstPassを利用するためのユーザ証明書操作 利用可 利用不可 P214
WORLD WINGサービスの利用 利用可 利用不可 P40
サービスダイヤル 利用可 利用不可 P395
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電池パックの取り付けかた／取り外しかた
I 電池パックの交換や取り付け／取り外しは、電源を切ってからFOMA端末を折り畳み、手に持って行ってくだ
さい。FOMA端末を置いた状態で行うと、アウトカメラやラウンドイルミネーションパネルが破損するおそれ
があります。

I 電池パックを取り外すと、ソフトウェア更新の予約が解除される場合があります。また、日付時刻設定で自動
時刻補正を「OFF」にして日付・時刻を設定したときは、電池パックを取り外すと日付・時刻が消去される場
合があります。

I 電池パックを取り外すと、待受画面に設定した日付・時刻情報を必要とするｉアプリは、正しく動作しなくな
る場合があります。その場合は、もう一度日付・時刻の設定を行ってください。

取り付けかた

WORLD WING
WORLD WINGとは、FOMAカード（緑色）をサービス対応のFOMA端末や海外用携帯電話（W-CDMAま
たはGSM方式）に差し替えることにより、海外でも同じ携帯電話番号で発信や着信ができる、ドコモの
FOMA国際ローミングサービスです。
WORLD WINGはお申し込み手続きなしでご利用いただけます。
※ 2005年8月31日以前にFOMAサービスをご契約でWORLD WINGをご契約いただいていないお客様
は、WORLD WINGをご利用される場合、別途お申し込み手続きが必要となります。

※ 一部ご利用になれない料金プランがあります。
※ 万一、海外でFOMAカード（緑色）の紛失・盗難にあった場合などは、速やかにドコモへご連絡いただき、
利用中断の手続きをお取りください。お問合せ先については、取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」
をご覧ください。なお、紛失・盗難された後に発生した通話・通信料もお客様のご負担となりますのでご
注意ください。

a親指でリアカバーを押し付けながら、矢印方向に
約3mmスライドさせて外します。

b電池パックのラベル面を上にして、電池パックの凸部
分をFOMA端末の凹部分に合わせてaの方向に差し
込み、bの方向に押し付けてはめ込みます。

ここに親指を当てる

リアカバー

電池パック

凸部分

凹部分

cリアカバーの4箇所のツメをFOMA端末のミゾに
合わせます。FOMA端末とリアカバーにすき間が
生じないようにaの方向に押さえながら、bの方
向にスライドさせて取り付けます。

リアカバー
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取り外しかた

お知らせ
･電池パックを無理に取り付けようとするとFOMA端末の端子が壊れる場合があるため、ご注意ください。
･上記以外の方法で取り付け／取り外しを行ったり、力を入れすぎたりすると、FOMA端末やリアカバーが破損するおそ
れがあります。

携帯電話を充電する
お買い上げ時は、電池パックは十分に充電されていません。必ず専用のACアダプタまたはDCア
ダプタで充電してからお使いください。
I 電池パック単体での充電はできません。
I F902iSの性能を十分に発揮するために、必ず電池パック F09をご利用ください。
I 電池パック F09の取り扱いについては、電池パックの取扱説明書をご覧ください。

充電時間（目安）

F902iSの電源を切って、電池パックを空の状態から充電したときの時間です。
F902iSの電源を入れて充電した場合、充電時間は長くなります。

十分に充電したときの使用時間（目安）

充電のしかたや使用環境によって、使用時間は変動します。

I 連続通話時間は、電波を正常に送受信できる状態での目安です。
I 連続待受時間はF902iSを折り畳んで電波を正常に受信できる状態で移動した場合の目安です。なお、電池の
充電状態、機能設定状況、気温などの使用環境、利用場所の電波状態（電波が届かない、または弱い）などに
より、通話や通信、待受の時間は約半分程度になる場合があります。ｉモード通信を行うと通話や通信、待受
の時間は短くなります。また、通話やｉモード通信をしなくても、プッシュトーク通信、ｉモードメールの作
成、ダウンロードしたｉアプリの起動やｉアプリ待受画面設定、データ通信、マルチアクセスの実行、カメラ
の使用、動画／ｉモーションの再生、ミュージックプレイヤーでの音楽データの再生などを行うと、通話や通
信、待受の時間は短くなります。

FOMA AC アダプタ　01 約130分

FOMA DC アダプタ　01 約130分

連続待受時間（静止時） 約560時間

連続待受時間（移動時） 約390時間

連続通話時間（音声電話時） 約180分

連続通話時間（テレビ電話時） 約100分

a親指でリアカバーを押し付けながら、矢印方向に
約3mmスライドさせて外します。

b電池パックのツメをつまんで、矢印方向に持ち上げ
て取り外します。

ここに親指を当てる

リアカバー
ツメ
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お知らせ
･ｉアプリによっては、FOMA端末を折り畳んでも常に動作状態となり、電力を消費し続ける場合があります。その場合、
通話や通信、待受の時間が短くなることがあります。
･通話中や通信中は充電が完了しない場合があります。また、ｉアプリによっては、ｉアプリ動作中に充電を開始すると
充電が完了しないことがあります。充電を完了させるには、動作を終了してから充電することをおすすめします。
･照明設定の点灯時間設定で通常時を「常時」に設定した状態でFOMA端末を開いたまま充電するなど、照明設定の設定
や充電のしかたによっては、充電が完了しない場合があります。充電を完了させるには、FOMA端末を折り畳んで充電
することをおすすめします。

電池パックの上手な使いかた

I 電源を入れたままでの長時間（数日間）充電はおやめください。
FOMA端末の電源を入れた状態で充電が完了した後は、FOMA端末は電池パックから電源が供給されます。そ
のままの状態で長時間置くと、電池パックが消費され、短い時間しか使用できずに電池アラームが鳴ってしま
う場合があります。その場合はFOMA端末をACアダプタや卓上ホルダ、DCアダプタから外して、もう一度
セットして充電し直してください。

I 電池パックの寿命は？
電池パックは消耗品です。どのような充電式電池も、充電を繰り返すたびに1回の使用時間が次第に短くなっ
ていきます。1回の使用時間が使用開始時に比べて半分以下になったら、電池パックの寿命とお考えください
（電池パックの寿命の目安は、約1年です。ただし、使用頻度により寿命は短くなります）。

I 環境保全のため、不要になった電池はNTT DoCoMoまたは代理店、リサイクル協力店などにお持
ちください。

充電時の留意事項

I 充電を開始すると、ランプが赤色で点灯します。ただし、環境によっては充電開始時にランプがすぐに点灯し
ない場合がありますが、故障ではありません。しばらくたっても点灯しない場合は、FOMA端末を一度ACア
ダプタや卓上ホルダ、DCアダプタから外して、もう一度セットし直してから充電を行ってください。充電開
始後、しばらくたっても点灯しない場合は、ドコモショップなどの窓口にお問い合わせください。

I 充電中はFOMA端末や電池パック、卓上ホルダ、ACアダプタが温かくなる場合がありますが、異常ではあり
ません。

I 高温環境下で充電中にテレビ電話をかけたり、パケット通信や64Kデータ通信を行ったりすると、FOMA端
末が高温になり、充電が正常に終了しない場合があります。その場合は、FOMA端末の温度が下がるのを待っ
て充電を行ってください。

I 充電中にメールを受信したり、カメラ撮影をしたりしてランプが使用されると、ランプは一時的に異なる色で
点灯しますが、しばらくたつと赤色に点灯します。また、不在着信お知らせを「ON」に設定しているときに
不在着信や未読情報がある場合、ディスプレイが省電力の状態になった場合などは、定期的に他の色で点滅し
ますが異常ではありません。
これらの理由以外で充電中にランプが点滅する場合→P448「故障かな？と思ったら、まずチェック」

I 十分に充電されている電池パックをFOMA端末に取り付けてACアダプタや卓上ホルダ、DCアダプタに接続す
ると、ランプが一瞬点灯してすぐに消灯する場合がありますが、故障ではありません。

I 通話中や通信中、プッシュトーク通信中、マナーモード中、公共モード中、充電確認音設定を「OFF」に設定
しているときは、充電開始時や完了時の確認音は鳴りません。
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ACアダプタ／DCアダプタで充電する
必ずFOMA ACアダプタ01（別売）またはFOMA DC
アダプタ01（別売）の取扱説明書もご覧ください。
a FOMA端末に電池パックを取り付けます。
b FOMA端末の外部接続端子の端子キャップを開き
（a）、ACアダプタまたはDCアダプタのコネクタ
を矢印の表記面を上にしてFOMA端末と水平に差
し込みます（b）。

c〈ACアダプタの場合〉
ACアダプタの電源プラグを起こし、AC100Vコ
ンセントへ差し込みます。
〈DCアダプタの場合〉
DCアダプタのシガーライタプラグを車のシガーラ
イタソケットへ差し込みます。

d 充電開始音が鳴り、ランプが点灯したことを確認し
ます。
･ 充電中はディスプレイ、背面ディスプレイの電池
マークが点滅します。

e 充電が終わると充電完了音が鳴り、ランプが消灯し
ます。
･ ディスプレイ、背面ディスプレイの電池マークの
点滅も止まります。

f ACアダプタをコンセントから抜き、シガーライタ
プラグの場合はシガーライタソケットから抜き、コ
ネクタの両側のリリースボタンを押し、FOMA端
末から水平にコネクタを外します。

g 端子キャップを閉じます。

お知らせ
･ ACアダプタやDCアダプタのコネクタを抜き差しする際は、無理な力がかからないようゆっくり確実に行ってください。
取り外すときは、必ずリリースボタンを押しながら水平に引き抜いてください。無理に引き抜こうとすると故障の原因
となります。
･ DCアダプタはマイナスアース車（12V/24V）専用です。
･ DCアダプタはエンジンを切ったまま使用しないでください。車のバッテリーを消耗させてしまう場合があります。
･ FOMA端末を使用しないとき、または車から離れるときは、DCアダプタのシガーライタプラグをシガーライタソケッ
トから外し、FOMA端末からDCアダプタのコネクタを抜いてください。
･ DCアダプタのヒューズ（2A）は消耗品です。交換するときは、お近くのカー用品店などでお買い求めください。
･ DCアダプタは車内ホルダ01（別売）と組み合わせてお使いになると便利です。
･ ACアダプタやDCアダプタのコネクタを抜き差しする際にはラウンドイルミネーションパネルの照明が点灯します。

〈ACアダプタ〉

a

b

電源
プラグ

AC100V
コンセント

外部接続端子
端子キャップ

リリースボタン

コネクタ

〈DCアダプタ〉
シガーライタソケット

a

b

シガーライタ
プラグ

コネクタ
外部接続端子

端子キャップ
リリースボタン

DCアダプタ

ACア
ダプタ

ランプ

ランプ
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卓上ホルダを組み合わせて充電する
必ず卓上ホルダ F12（別売）の取扱説明書もご覧ください。
I FOMA端末を卓上ホルダへ取り付けるときは、ストラップなどをはさまないようにご注意ください。
I 正しく取り付けるために、端子キャップは閉じた状態で卓上ホルダに取り付けてください。
I 卓上ホルダだけでは充電できません。ACアダプタが必要です。
I 卓上ホルダは平らな面に置いて使用してください。また、卓上ホルダへの取り付け／取り外しを行うときは、
FOMA端末を折り畳んだ状態で行ってください。

a ACアダプタのコネクタを、矢印の表記面を上にして卓上ホルダに接続します。
b ACアダプタの電源プラグを起こし、AC100Vコンセントへ差し込みます。
c 電池パックを取り付けたFOMA端末を卓上ホルダの充電端子に合わせ（a）、FOMA端末を矢印方向（b）に
カチッと音がするまで押し込みます。

d 充電開始音が鳴り、ランプが点灯したことを確認します。
･ 充電中はディスプレイ、背面ディスプレイの電池マークが点滅します。

e 充電が終わると充電完了音が鳴り、ランプが消灯します。
･ ディスプレイ、背面ディスプレイの電池マークの点滅も止まります。

f FOMA端末を卓上ホルダから取り外します。
･ 長時間使用しないときはACアダプタをコンセントから抜いてください。

お知らせ
･ ACアダプタを抜き差しする際は、コネクタ部分に無理な力がかからないように注意してください。取り外すときは、必
ずリリースボタンを押しながら水平に引き抜いてください。無理に引き抜こうとすると故障の原因となります。

電池残量

電池残量の確認のしかた
ディスプレイ上部に電池残量の目安が3段階で表示されます。

I 電池マークの変更方法→P128、P141
I FOMA端末を折り畳んでいるときは、背面ディスプレイで電池残量を確認できます。

電源プラグ

ACアダプタ

ランプ

卓上ホルダ

コネクタ

充電端子

ba

リリースボタン

取り外しかた
卓上ホルダを押さえながらFOMA端末を持ち上げ
（a）、矢印方向（b）に引き抜きます。

b
a

AC100V　
コンセント

マーク

電池残量 3（十分残っています）2（少なくなっています） 1（電池残量がほとんど
ありません。

充電してください。）

（黄） （赤）（緑）

電池マーク

電
池
残
量
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電池残量を音と表示で確認する＜電池レベル表示＞

1 me843

電池が切れそうになると

メッセージ表示や電池アラームでお知らせします。充電を開始すれば電池アラームは止まりますが、電池アラー
ムをすぐに止めたい場合はfを押してください。

〈例〉通話中
受話口から電池アラームが聞こえ、電池残量がない旨のメッセージがディスプレイに
表示されます。g、c、fのいずれかを押すと、メッセージが消えます。電池
アラームが聞こえてから約20秒後に通話が切れて、待受画面に戻ります。その約1
分後に自動的に電源が切れます。

〈例〉待受中
電池残量がない旨のメッセージがディスプレイに表示されます。このメッセージは
gを押すと消えますが、しばらくたつと電池アラームが鳴り、再びメッセージが表
示されます。このとき、左図のようにディスプレイ上部のすべてのアイコンが点滅
し、約1分後に自動的に電源が切れます。

I FOMA端末を折り畳んでいるときは、背面ディスプレイに「電池残量なし」と表示され、約1分後に自動的に
電源が切れます。

電池アラームが鳴らないようにする＜電池アラーム音＞

待受中に電池が切れそうになったときに、電池アラームが鳴らないようにするかどうかを設定します。

1 me81165e1または2

お知らせ
･通話中に電池が切れそうになると、「OFF」に設定していても受話口から電池アラームが鳴ります。

お買い上げ時 ON

電池残量が表示され、残量に応じて
キー確認音が鳴ります。しばらくたつ
とメニュー一覧表示に戻ります。

（電池残量1）（電池残量3） （電池残量2）

「ピッピッピッ」 「ピッピッ」 「ピッ」
電
池
残
量
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電源ON／OFF

電源を入れる／切る
I 初めて電源を入れると、ソフトウェア更新を実行するかどうかの確認画面が表示されます。電池が十分に充電
されていることを確認し、「はい」を選択して実行してください。
実行前に、必ず「ソフトウェアを更新する」をご覧ください。→P459

電源を入れる

1 f（2秒以上）
ウェイクアップ画面が表示された後、待受画面が表示されます。

■初めて電源を入れたとき：
aメール本文、ｉモードサイト、メニューアイコンなどの文字を大きいサイズに変更するかどうかの
確認画面で「はい」または「いいえ」を選択
･「はい」を選択すると、トータルコーディネイト設定がアドバンストモードに設定されます。
･ cまたはfを押してキャンセルすると、次に電源を入れたときに、再びこの画面が表示され
ます。

bソフトウェア更新を実行するかどうかの確認画面で「はい」を選択

電源を切る

1 f（2秒以上）

お知らせ
･ が表示されていて、移動せずに通話していても、通話が切れる場合があります。
･ FOMA端末の電源を入れるときは、待受画面が表示されるまで指紋センサーに指を触れないでください。
･ FOMAカードが取り付けられていない場合、FOMAカードの挿入が必要な旨のメッセージが表示されます。電源を切り、
FOMAカードを取り付けてから電源を入れ直してください。
･ FOMAカードを差し替えたとき（おまかせロック中を除く）は、電源を入れたあと認証操作を行う必要があります。正
しく認証されると待受画面が表示されます。誤った端末暗証番号を連続5回入力するか、指紋のみ認証設定を「ON」に
設定しているときに連続5回認証に失敗すると、電源が切れます（ただし再び電源を入れることは可能です）。
･ PIN1コードON／OFFを「ON」に設定した場合は、PIN1コードの入力が必要です。
･通話料金自動リセット設定を「ON」に設定した場合は、PIN2コードの入力が必要です。
･日付・時刻が設定されていないときは、その旨のメッセージが表示されます。時刻情報を受信し自動時刻補正が行われ
た場合は、表示が消えます。手動で日付・時刻を設定する場合は、gを押します。
･開閉ロックを「ON」に設定した場合は、認証操作が必要です。
･ FOMA端末を開いたまま（音声電話中も含む）約5分間何も操作しないでいると、ディスプレイが自動的に表示されな
くなります（省電力）。省電力中はランプが白色で約6秒間隔で点滅します。キー操作をしたり、電話の着信などがあ
ると、ディスプレイは再び点灯します。ただし、次の場合は省電力の状態になりません。
- 照明設定の点灯時間設定で通常時を「常時」に設定している場合
- 照明設定の点灯時間設定でACアダプタ接続時、ｉモード中、カメラ撮影中、ビデオカメラ撮影中、ｉモーションの
いずれかを「常灯」に設定し、それらの動作を行っている場合

- 照明設定の点灯時間設定でｉアプリを「ソフトに従う」に設定し、常に照明を点灯するｉアプリを起動している場合

受信レベル

受信レベル表示

状態 強 弱 サービスエリア外や電波の
届かない所

電池マーク

FOMAカードの読み込み中に表示され、終わると消えます。

日付・時刻

待受画面

電
源
O
N
／
O
F
F

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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･待受画像、電池マーク、日付・時刻の表示形式は変更できます。→P131、P141、P145
･待受画面によっては、画像で電池残量や受信レベルが確認できます。→P419

日付時刻設定

日付・時刻を合わせる

ドコモのネットワークからの時刻情報を基に時刻を補正するように設定したり、手動で設定したり
できます。

1 me851
･ 通話料金自動リセット設定を「ON」に設定した場合は、認証操作が必要です。

2 下記の各項目を選択して設定ep［登録］
自動時刻補正 ：自動で時刻を補正するかどうかを設定します。

･ 手動で設定するときは、「OFF」を選択して日付と時刻を設
定します。

オフセット時間：補正される時刻から常に一定時間進める場合は「+」、遅らせ
る場合は「ー」を選択し、時間を設定します。
･ 24時間制で入力します。時、分が1桁のときは、前に0を
付けます。

日付 ：日付を入力します。
･ 西暦は下2桁を入力します。月、日が1桁のときは、前に
0を付けます。 
･ 2000年1月1日から2050年12月31日まで設定できま
す。

時刻 ：時刻を入力します。
･ 24時間制で入力します。時、分が1桁のときは、前に0を
付けます。

お知らせ
･自動時刻補正を「ON」に設定すると、電源を入れたときなどに補正を行います。ただし、FOMAカードを取り付けて
いない場合や電波状態によっては、電源を入れ直すなどしても補正は行われません。また、ｉアプリによっては、ｉア
プリ動作中に時刻情報を受信しても補正できない場合があります。
･自動時刻補正を「ON」に設定していても、数秒程度の誤差が生じる場合があります。
･自動時刻補正を「OFF」にして日付・時刻を設定したときは、電池パックを取り外したり、電池が切れたまま長い間充
電しなかったりすると、日付・時刻が消去される場合があります。その場合は、もう一度日付・時刻の設定を行ってく
ださい。
･一度も自動時刻補正が行われず、日付･時刻が「--」や「？」などで表示されているときは、日付・時刻情報を利用する
時計やFlash画像などが正しく表示されません。また、次の機能は利用できません。
- ライフスタイル設定 - SSL通信（認証）
- ユーザ証明書の操作 - メール検索（カレンダーでメール検索）
- ｉアプリDX - ｉアプリの自動起動
- 再生制限が設定されているｉモーションの取得、再生 - ICカードロック解除予約
- 著作権保護により再生制限が設定されているWMAファイル（音楽データ）の再生
- 自動電源ON設定、自動電源OFF設定 - 目覚まし
- スケジュール帳（データ送受信やminiSDメモリーカードでの表示含む）
- ソフトウェア更新 - スキャン機能のパターンデータ更新
･一度も自動時刻補正が行われず、日付･時刻が「--」や「？」などで表示されていると、次の機能で日時が記録されず、
「----/--/--」「----------------」などと表示されます。さらに枝番（細分化するための番号）が付く場合もあります。
- リダイヤル - 着信履歴
- 伝言メモ、待受中音声メモ、通話中音声メモ
- 静止画や動画、音声ファイル、バーコードリーダーで読み取ったデータのファイル名の日時
- ダウンロードした画像やメロディ、キャラ電、ｉモーション、メールテンプレート（作成した場合を含む）などの保
存日時
- 送信メール、未送信メールの日時 - ｉアプリのダウンロード日時
- トルカの受信日時

お買い上げ時 自動時刻補正：ON   オフセット時間：+／00時間00分

日
付
時
刻
設
定
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発信者番号通知設定

相手に自分の電話番号を通知する
音声電話またはテレビ電話をかけたときに、相手の電話機に自分の電話番号（発信者番号）を表示
させます。
I 発信者番号はお客様の大切な情報です。発信者番号を通知する際には、十分にご注意ください。
I 相手の電話機がデジタル携帯電話などで、発信者番号表示ができる場合に表示されます。

発信者番号の通知／非通知を一括して設定する

I 圏外では、発信者番号通知設定の操作はできません。電波状態のよい所で行ってください。
I 詳細は『ネットワークサービス操作ガイド』をご覧ください。

1 me8951
･ 設定内容を確認するときはm8952を押し、「はい」を選択します。

2 ネットワーク暗証番号を入力
入力したネットワーク暗証番号は「＊」で表示されます。

3 1または2を押す

お知らせ
･自分の電話番号を相手に通知／非通知にするには、次の方法もあります。

発信者番号通知の優先順位について

複数の番号通知方法を同時に設定したり操作したりした場合、次の優先順位で番号通知動作が行われます。ただ
し、ディスプレイの表示と実際の通知／非通知が異なる場合があります。
a発信時に発信オプションで番号通知方法を設定した場合
b相手の電話番号の前に「186」または「184」を付けた場合
c電話帳データの発番号設定
d発信者番号通知設定

お知らせ
お知らせ

･プッシュトークの発信者番号通知については、プッシュトーク番号通知設定で設定します。
･電話をかけたときに番号通知お願いガイダンスが聞こえたときや番号通知お願いの映像ガイダンスが表示されたとき
は、発信者番号を通知する設定にしてからかけ直してください。

プロフィール情報 MENU 48

自分の電話番号を確認する

プロフィール情報で自分の電話番号（自局電話番号）や名前、メールアドレスなどを確認します。

1 me0
･ 自局電話番号には、現在挿入しているFOMAカードのご契約電話番号が表示されます。

お知らせ
･通話中に自分の電話番号（自局電話番号）を確認するには、s0を押します。
･ｉモードのメールアドレスを確認するには、待受画面でd1を押してｉMenuを表示し、「オプション設定」→「メー
ル設定」→「アドレス確認」を選択します。

通知／非通知の方法 説　明 参照先
電話帳データに設定 電話帳データごとに、発信者番号の通知／非通知を設定します。 P113
電話をかけるときに設定 1回の通話ごとに、発信者番号の通知／非通知を設定します。 P55、P56

お買い上げ時 あなたの名前、メールアドレス：－   自局電話番号：ご契約電話番号

発
信
者
番
号
通
知
設
定
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電話のかけかた／受けかた

電話のかけかた
電話をかける. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 50
音声電話中にテレビ電話へ切り替える . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 52
着もじを利用する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . <着もじ> 52
前にかけた相手にかけ直す  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . <リダイヤル> 54
1回の通話ごとに電話番号を通知するかしないかを設定する
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . <186／184> 55

プッシュ信号（DTMF）を送出する. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 56
条件を設定して電話をかける. . . . . . . . . . . . . . . . .<発信オプション> 56
国際電話を利用する. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .<WORLD CALL> 57
「WORLD CALL」以外の番号を設定する . . . . . <国際ダイヤル設定> 58
電話番号の先頭に付加するプレフィックスを設定する
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . <プレフィックス設定> 59

サブアドレスを指定して電話をかける . . . . . . . . <サブアドレス設定> 59
周囲の騒音を抑えて通話を明瞭にする . . . . .<ノイズキャンセラ設定> 60
車の中で手を使わずに話す  . . . . . . . . . . . . . . . . <車載ハンズフリー> 60

電話の受けかた
電話を受ける. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 60
テレビ電話への切り替えに応じる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 62
ダイヤルキーなどを押して電話に出られるようにする
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . <エニーキーアンサー設定> 63

FOMA端末を折り畳んで通話を切断／保留／継続するように設定する
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . <通話中クローズ設定> 63

かかってきた相手にかけ直す. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .<着信履歴> 64
通話中に相手の声の音量を調整する. . . . . . . . . . . . . . . . .<受話音量> 65
着信中に着信音の音量を調整する . . . . . . . . . . . . . . . . . .<着信音量> 66
通話中やパケット通信中の着信時に優先して表示する画面を設定する
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . <優先通信モード設定> 66

電話に出られないとき／出られなかったとき
すぐに電話に出られないときに保留にする. . . . . . . . . . . .<応答保留> 66
応答保留ガイダンスを設定する . . . . . . . . <応答保留ガイダンス設定> 67
公共モード（ドライブモード）を利用する
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . <公共モード（ドライブモード）> 67

公共モード（電源OFF）を利用する . . . .<公共モード（電源OFF）> 69
電話に出られないときに用件を録音／録画する . . . . . . . .<伝言メモ> 70
伝言メモを再生／削除する  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 72
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電話のかけかた

電話をかける
ここでは、音声電話のかけかたと、音声電話とテレビ電話での共通の操作を説明します。
I 通話中はアンテナ部分を手で覆わないでください。

1 電話番号を入力

･ 電話番号は最大80桁入力できます。12桁を超える場合は2行で表示されま
す。24桁を超えた場合は最後から24桁の電話番号が表示されます。
･ 電話番号を訂正するときはcを押します。
･ cを1秒以上押すと、待受画面に戻ります。

2 nを押す
「プップップッ」という発信音が聞こえます。相手が出たらお話しください。
ディスプレイには通話時間が表示されます。
･ 相手が話し中のときは、「ツーツー」という話中音が聞こえます。

fを押していったん発信を終了し、しばらくたってからおかけ直しくださ
い。リダイヤルを使うと便利です。
･ 相手の携帯電話やPHSの電源が入っていないとき、または相手が電波の届か
ない所にいるときには、接続できない旨のガイダンスが流れます。

3 通話が終わったらf
･ FOMA端末を折り畳んでも電話が切れます。折り畳んでも電話が切れないようにするには、通話中クロー
ズ設定の設定を変更します。

お知らせ
･操作2→操作1の順でも電話をかけられます。nを押して電話番号を入力した後、約5秒経過すると自動的に音声電
話がかかります。
･電話をかけたときに番号通知お願いガイダンスが聞こえた場合は、発信者番号を通知する設定にしてからおかけ直しく
ださい。
･マルチナンバーを契約している場合は、登録した付加番号を選択して電話をかけることができます。→P56

通話中に保留にする＜通話中保留＞
通話中に自分の声を相手に聞こえないようにします。
I 保留中も、電話をかけた側に通話料金がかかります。

1 通話中にg［保留］
通話が保留になり、ランプが緑色で点滅し、メロディが流れます。テレビ電話のときは、自分と相手には
テレビ電話中保留画像が表示されます。

一般電話にかける 市外局番－市内局番－電話番号
･ 同じ市内への通話でも、必ず市外局番からダイヤルし
てください。

携帯電話にかける 090 － XXXX － XXXX
080 － XXXX － XXXX

PHSにかける 070 － XXXX － XXXX

点滅

通話中保留画像

音声電話保留中 テレビ電話保留中
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･ 音声電話の保留を解除するときは、gまたはnを押します。
･ テレビ電話の保留を解除するときは、次のいずれかの操作を行います。

g ：保留前に送信していた画像に戻ります。
t／n ：カメラ映像が送信されます。
a ：代替画像が送信されます。

お知らせ
･通話中クローズ設定を「保留」に設定すると、FOMA端末を折り畳むことにより保留にできます。

スピーカーホン機能を利用する
相手の声がスピーカーから聞こえる状態で電話をかけられます。
I テレビ電話をかける場合には、テレビ電話に接続されたときに自動的にスピーカーホン機能を利用した通話に
切り替わります。自動的に切り替わらないようにするには、テレビ電話動作設定のスピーカーホン設定を変更
します。

I FOMA端末に向かって約50cm以内の距離でお話しください。

1 電話番号を入力en（1秒以上）またはt
･ テレビ電話動作設定のスピーカーホン設定を「OFF」に設定しているときに、スピーカーホン機能を
利用してテレビ電話をかける場合は、tを1秒以上押します。
･ 発信中や通話中は、nを押すたびにスピーカーホン機能のON／OFFを切り替えられます。
･ スピーカーホン機能利用中は、ディスプレイ上部に が表示されます。
･ 電話帳一覧、リダイヤル一覧、着信履歴一覧、伝言メモ一覧、音声メモ一覧から操作する場合も同様です。

お知らせ
･スピーカーホン機能を利用した通話に切り替えると音量が急に大きくなります。FOMA端末を耳から離して使用してく
ださい。
･周囲や相手側の雑音が大きく、スピーカーからの相手の声が聞き取りにくい場合は、スピーカーホン機能をOFFにして
通話してください。
･マナーモード中でもスピーカーホン機能を利用できます。
･平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）や車載ハンズフリーキット01（別売）を接続しているときは、接続した機器
を使って音声をやりとりします。

音声電話中の操作について
サブメニューから次の操作ができます。

※：アラームが鳴っているときでも設定を変更できます。アラームが鳴り止んだ後に、変更した設定が反映され
ます。

I 音声電話中には、次の操作もできます。
p ：電話帳の起動
サイドキー［▲］（1秒以上）：通話中音声メモの起動／停止
j／サイドキー［▲▼］ ：受話音量の調整
l ：着信履歴の表示
r ：リダイヤルの表示
t ：カメラの起動

サブメニュー 説　明
a着信履歴 着信履歴を表示します。
bリダイヤル リダイヤルを表示します。
c日付時刻設定 日付・時刻を設定します。
d再接続アラーム音※ 電波状態が悪くて途切れた通話を、電波状態がよくなったときに再接続する

ときのアラームを設定します。
e通話品質アラーム音※ 電波状態が悪くて通話が途切れそうになったときに、アラームで知らせるよ

うに設定します。
f通話中クローズ設定 FOMA端末を折り畳んで電話を切るかどうかを設定します。
gダイヤル入力 キャッチホンをご利用の場合、通話中に別の相手に電話をかけられます。
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音声電話中にテレビ電話へ切り替える
音声電話中にテレビ電話に切り替えることができます。切り替えは、音声電話をかけた側の端末か
らのみ操作できます。
I 音声電話／テレビ電話切り替え対応機種どうしでご利用いただけます。
I テレビ電話と音声電話の通話時間に応じて、通話料金がそれぞれ加算されます。
I 切り替え操作を行うには、相手がテレビ電話切替機能通知を開始している必要があります。→P87

1 通話中にae「はい」を選択

･ 切り替え中は、電話を切り替える旨のガイダンスが流れます。
･ 切替中画面が表示されている間は、料金は加算されません。
･「いいえ」を選択すると音声電話中の画面に戻ります。

2 画面に相手の映像が表示されたら、通話する
画面には相手側の操作により、相手の映像または代替画像が表示されます。
→P62
･ テレビ電話動作設定のスピーカーホン設定を「ON」に設定している場合は、
テレビ電話に切り替わると、自動的にスピーカーホン機能を利用した通話に
なります。

お知らせ
お知らせ

･切り替えには5秒間程度かかります。電波状態によっては、切り替えに時間がかかる場合があります。
･電波状態によっては、音声電話とテレビ電話の切り替えができず、電話が切れる場合があります。
･テレビ電話から音声電話に切り替えられます。→P79
･音声電話とテレビ電話の切り替えは、繰り返し行えます。
･切り替え中に別の電話がかかってきたときは、着信は拒否されます。
･パケット通信中の場合は、パケット通信を切断してテレビ電話に切り替えます。
･音声電話接続中、テレビ電話接続中、通話中保留や応答保留中、伝言メモや音声メモの録音中、プッシュ信号（DTMF）
送出中、キャッチホンでの通話中は、テレビ電話に切り替えられません。
･相手側がパケット通信中は、切り替えができない旨のメッセージが表示され、音声電話が継続されます。
･スピーカーホン機能は、テレビ電話から音声電話に切り替えるたびに解除されます。
･カメラの切り替えやフレーム選択、代替画像の送信などテレビ電話中に行った設定は、音声電話とテレビ電話を切り替
えるたびに解除されます。→P81

着もじ

着もじを利用する
音声電話やテレビ電話をかける際、呼出中に相手側へメッセージを送ることで、あらかじめ用件や
緊急度を伝えることができます。

a

相手が切り替えに対応している場合に表示

I プッシュトークでは利用できません。
I 対応機種：902iSシリーズ
I 送信側は料金がかかります。受信側は料金がかかりません。

着もじメッセージ
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着もじメッセージを登録する
メッセージを作成したり修正したりします。
I 最大10件登録できます。

1 me894e1

2 「＜新しいメッセージ＞」を選択
･ 登録済みのメッセージを選択すると、メッセージを修正できます。

■送信したメッセージを引用して作成する：me1e引用するメッセージを選択

■メッセージを削除する：削除するメッセージにカーソルを合わせてme2e「はい」を選択
･ 全件削除するときはm3を押し、「はい」を選択します。

3 メッセージを入力
･ 全角・半角・絵文字・記号問わず最大10文字入力できます。

4 p［登録］を押す
登録済みのメッセージを修正したときは確認画面が表示されます。上書き登録するときは「はい」を、登
録を中止するときは「いいえ」を選択します。

着信時の着もじメッセージの表示について設定する＜メッセージ表示設定＞

メッセージが付加された電話がかかってきたときに、メッセージを表示するかどうかを設定します。

1 me894e2e1～4
すべて表示 ：すべてのメッセージを受信し表示します。
表示しない ：すべてのメッセージを受信しません。
電話帳登録番号のみ：電話帳に登録している相手からのメッセージのみ受信し表示します。
番号通知ありのみ ：電話番号を通知してきた相手からのメッセージのみ受信し表示します。

着もじメッセージをつけて電話をかける
メッセージを作成したり、登録したメッセージを選択したりできます。メッセージは相手の着信画面に表示され
ます。
I 送信したメッセージは最大10件保存できます。

〈例〉メッセージを作成するとき

1 電話番号を入力eme4e着もじ欄を選択

2 2eメッセージ内容の入力欄にメッセージを入力ep
･ 全角・半角・絵文字・記号問わず最大10文字入力できます。

■登録したメッセージから選択する：3e送信するメッセージを選択

■送信メッセージ履歴から選択する：4e送信するメッセージを選択

■メッセージを送信しない：1を押す

お買い上げ時 番号通知ありのみ

作成したメッセージが表示されます。

着
も
じ
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3 me「はい」を選択
着もじメッセージが相手の端末に届いた場合は、呼出中画面に「送信しました」と表示され、送信料金が
かかります。
相手が非対応端末の場合やメッセージ表示設定などにより届かなかった場合は、呼出中画面に「送信でき
ませんでした」と表示され、送信料金はかかりません。

お知らせ
･送信した着もじメッセージは、送信メッセージ履歴に保存されます。保存された履歴が10件を超えると、古いメッセー
ジから順に消去されます。
･着信側が次の場合は着もじメッセージは送信できず、着信履歴にも記録されません。発信側には送信結果は表示されず、
送信料金はかかりません。
- 圏外にいるときや電源が入っていない場合
- 公共モード（ドライブモード）中
- 伝言メモの応答時間を「0秒」に設定している場合
など
･伝言メモ一覧、音声メモ一覧、リダイヤル一覧、着信履歴一覧、スケジュールのメンバーリスト一覧画面から操作する
場合は、mを押し「発信オプション」を選択します。
･ FOMA端末電話帳の電話帳一覧または電話番号の詳細画面、FOMAカード電話帳の電話帳一覧または電話番号の詳細
画面から操作する場合は、mを押し「発信オプション／メール」→「発信オプション」を選択します。
･相手が呼出動作開始時間設定を設定している場合、呼出開始時間内でも着もじメッセージは送信され、送信料金がかか
ります。
･電波状態によって、相手の端末に着もじメッセージが届いても発信側に送信結果が表示されない場合があります。この
場合送信料金はかかります。

リダイヤル MENU 46

前にかけた相手にかけ直す
相手にかけた音声電話、テレビ電話およびプッシュトークを発信履歴（リダイヤル）として記録し
ておく機能です。相手が話し中で電話がつながらなかった場合などに、簡単な操作でかけ直せます。
I リダイヤルは最大30件記録されます。30件を超えると、古いものから順に消去されます。
I 同じ電話番号に電話をかけた場合は、番号通知の「指定なし」「通知」「非通知」のそれぞれについて最新の1
件のみが記録されます。

I プッシュトークのリダイヤル→P92

1 reかけ直す相手にカーソルを合わせる

※1：電話番号を電話帳に登録している場合（プッシュトークで複数のメンバーを選択して発信したとき
は、メンバー一覧で先頭に表示されているメンバーの名前）に表示されます。

※2：プッシュトークでグループ発信した場合に表示されます。
※3：電話帳に登録している場合（プッシュトークでグループ発信したときは、メンバー一覧で先頭に表

示されているメンバーの画像）に表示されます。

カーソル位置の相手への発信日時、電話番号、画像※3
発信したマルチナンバーの名称（マルチナンバーを契約している場合）
プッシュトークの種別
：発信対象が1人のプッシュトーク 
：発信対象が複数のプッシュトーク 
：プッシュトークプラスの場合で発信対象が1人のプッシュトーク→P90
：プッシュトークプラスの場合で発信対象が複数のプッシュトーク→P90
：テレビ電話の発信 表示なし：音声電話の発信
：プッシュトークの発信
：国際電話の発信

：発信オプションで発番号通知を設定した発信
：発信オプションで発番号非通知を設定した発信

電話番号／名前※1／グループ名※2
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2 nを押す
音声電話がかかります。
･ テレビ電話をかけるときはtを押します。
･ gを押すと、選択しているリダイヤルの発信方法（音声電話、テレビ電話）と同じ方法で電話をかけら
れます。

お知らせ
･番号通知やマルチナンバーの発信番号など、条件を設定して電話をかけられます。→P56
･ 32Kテレビ電話で発信したリダイヤルの場合でも、gを押すと64Kテレビ電話で発信されます。

リダイヤルを利用する

■電話帳に登録する：
a登録するリダイヤルにカーソルを合わせてme1
･ 登録済みの電話帳データに追加するときは、m2を押します。

b1または2
c名前やメールアドレスなどを登録
電話帳登録→P101、P104
･ 登録済みの電話帳データに追加するときは、登録先の電話帳データを選択します。→P109

■ｉモードメールを作成する：宛先にするリダイヤルにカーソルを合わせてa
リダイヤルの電話番号がメールアドレスとともに電話帳に登録されている場合は、その1件目のメールアドレ
スを宛先にしたｉモードメール作成画面が表示されます。それ以外の場合は、電話番号が宛先になります。

■SMSを作成する：宛先にするリダイヤルにカーソルを合わせてa（1秒以上）
リダイヤルの電話番号を宛先にしたSMSの作成画面が表示されます。

■着信履歴一覧に切り替える：pを押す
･ 押すたびにリダイヤル一覧と着信履歴一覧の画面が切り替わります。

リダイヤルを削除する
1件ずつ、またはすべてのリダイヤルをまとめて削除できます。

1 re削除するリダイヤルにカーソルを合わせてme6e1または2

2 「はい」を選択

186／184

1回の通話ごとに電話番号を通知するかしないかを設定する
電話をかけたとき、相手の電話機に自分の電話番号（発信者番号）を表示させるかどうかを設定し
ます。
I 発信者番号はお客様の大切な情報です。発信者番号を通知する際には、十分にご注意ください。
I 相手の電話機がデジタル携帯電話など、発信者番号表示ができるときに表示されます。
I 番号通知方法の優先順位→P48

「186」／「184」を付けて電話をかける
電話をかけるときに、電話番号の先頭に特定の番号を付加する方法です。

■発信者番号を通知する：186e電話番号を入力en（音声電話のとき）またはt（テレビ電話の
とき）

■発信者番号を通知しない：184e電話番号を入力en（音声電話のとき）またはt（テレビ電話
のとき）
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お知らせ
･電話をかけたときに番号通知お願いガイダンスが聞こえたときや番号通知お願いの映像ガイダンスが表示されたとき
は、「186」を付けてからおかけ直しください。
･国際電話では「186」を付けても、経由する電話会社などにより発信者番号が通知されない場合があります。
･相手の電話番号に「186」または「184」を付けて発信した場合、リダイヤルにはその番号が付いた電話番号が記録
されます。

プッシュ信号（DTMF）を送出する
FOMA端末からプッシュ信号（DTMF）を送出して、ご自宅の留守番電話の操作や各種のプッシュ
ホンサービスなどを利用できます。また、電話をかけるときにポーズ（「P」）、タイマー（「T」）を
入力することにより、番号を区切ってプッシュ信号（DTMF）を送出できます。
I 音声電話にのみ有効です。
I 電話帳にポーズ（「P」）、タイマー（「T」）を含めた電話番号を登録することもできます。

ポーズ「P」を入力する

ポケットベル※へのメッセージ送信や自宅の留守番電話の操作、チケットの予約などに利用します。ポーズ（「P」）
が入力された箇所で電話番号を区切ってプッシュ信号（DTMF）を送出します。

1 電話番号を入力e*（1秒以上）e送出する番号を入力en
電話がつながった後にgを押すと、ポーズ（「P」）以降の番号が送出されます。

タイマー「T」を入力する

外線番号に続けて内線番号を入力するときなどに利用します。外線番号と内線番号の間に「T」を入力すること
によって、外線番号に続いて一定の秒数が経過した後に内線番号が発信されます。

1 電話番号を入力e#（1秒以上）e内線番号を入力en
･ タイマー（「T」）は連続して入力できます。
･ タイマー（「T」）1つにつき、約1秒の間隔をとります。
･ タイマー（「T」）を電話番号の先頭に入力すると発信できません。

お知らせ
･プッシュ信号（DTMF）は、受信側の機器によっては受信できない場合があります。
･チケットの予約など、音声ガイダンスに従ってプッシュ信号（DTMF）を送出する必要があるときにスピーカーホン機
能を利用すると便利です。その場合、スピーカーホンに切り替えた後で、プッシュ信号（DTMF）を入力してください。
･通話を保留にして別の相手にポーズ（「P」）、タイマー（「T」）を入力して電話をかけることはできません。

発信オプション

条件を設定して電話をかける
音声電話やテレビ電話をかけるたびに、着もじメッセージの作成や選択、マルチナンバーの発信番
号の選択、発信方法や発信者番号の通知／非通知、プレフィックスや国際アクセス番号を付加する
かどうかを設定できます。
I 条件を設定してプッシュトークを発信する→P92
I 番号通知方法の優先順位→P48
I マルチナンバーの付加番号の登録→P396

･ ポーズ（「P」）を電話番号の先頭に入力
すると発信できません。

点滅
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1 電話番号を入力eme4

2 下記の各項目を選択して設定
着もじ ：相手に送信するメッセージを作成したり選択したりします。→P52
マルチナンバー ：発信番号を基本契約番号または付加番号1～2から選択します。「指定なし」を選択す

ると、通常発信番号設定に従って動作します。
･ 電話番号設定のマルチナンバー発信を「無効」にすると、発信番号を選択できません。

発信方法 ：「音声電話」「64Kテレビ電話」「32Kテレビ電話」のいずれかを選択します。
番号通知 ：発信者番号の通知／非通知を設定します。「指定なし」に設定すると、発信者番号通知

設定に従って動作します。
プレフィックス ：電話番号の前に付加する番号（プレフィックス）を選択します。
国際電話発信 ：国際アクセス番号を選択し、国際電話をかけられます。→P58

3 me「はい」を選択
設定した内容で電話がかかります。
･ 発信方法で「64Kテレビ電話」または「32Kテレビ電話」を選択した場合には、tを押すと通話中に
表示するキャラ電を選択できます。

お知らせ
･マルチナンバーを設定して発信したときは、発信中画面に発信した基本契約番号の名称または付加番号の名称が表示さ
れます。
･伝言メモ一覧、音声メモ一覧、リダイヤル一覧、着信履歴一覧、スケジュールのメンバーリスト一覧画面から操作する
場合は、mを押し「発信オプション」を選択します。
･ FOMA端末電話帳の電話帳一覧または電話番号の詳細画面、FOMAカード電話帳の電話帳一覧または電話番号の詳細
画面から操作する場合は、mを押し「発信オプション／メール」→「発信オプション」を選択します。
･プロフィール情報の電話番号の詳細画面から操作する場合は、mを押し「発信オプション」を選択します。
･国際電話では番号通知で「通知」を選択しても、経由する電話会社などにより発信者番号が通知されない場合がありま
す。

WORLD CALL

国際電話を利用する
I「WORLD CALL」はドコモの携帯電話からご利用いただける国際電話サービスです。
I 通話先は世界約220の国と地域です。
I「WORLD CALL」の料金は毎月のFOMAサービスの通信料金と合わせてご請求します。
I 申込手数料は不要です。また、月額使用料は無料です。
※ FOMAサービスをご契約のお客様は、ご契約時にあわせて「WORLD CALL」もご契約いただいています
（ただし、不要のお申し出をされた方を除きます）。

I 一部ご利用になれない料金プランがあります。
I 国際電話ダイヤル手順の変更について
携帯電話などの移動体通信は、電話会社選択サービス「マイライン」のサービス対象外であるため、「WORLD
CALL」についても「マイライン」をご利用いただけませんが、「マイライン」の導入に伴い携帯電話などから
国際電話をご利用になる場合の入力手順が変更となりました。従来の入力手順（下記入力手順から「010」を
除いたもの）ではご利用いただけませんので、ご注意ください。

I WORLD CALLについての詳細は、取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」までお問い合わせください。
※ ドコモ以外の国際電話サービス会社をご利用いただく場合は、各国際電話サービス会社に直接お問い合わ

せください。

※： 2001年1月から、ドコモのポケットベルは「クイックキャスト」に名称が変わりました。

海外の特定3G携帯端末をご利用のお客様に対し、下記ダイヤル方法の後にテレビ電話モードで発信すれば
「国際テレビ電話」がご利用いただけます。
･ 接続可能な国および通信事業者等の情報についてはドコモのホームページをご覧ください。
･ 国際テレビ電話の接続先の端末により、FOMA端末に表示される相手側の画像が乱れたり、接続できない
場合があります。

W
O
R
L
D
C
A
L
L

次ページへ



電
話
の
か
け
か
た
／
受
け
か
た

58

1 009130e010e国番号e市外局番e電話番号を入
力en
･ 市外局番が「0」で始まる場合には「0」を除いて入力してください。ただし、イタリアの一般電話な
どにおかけになる場合は「0」が必要です。
･ 上記の電話番号をFOMA端末の電話帳に登録できます。

「+」を入力して国際電話をかける

国際ダイヤル設定の自動付加設定を「自動付加」に設定すると、国際アクセス番号（WORLD CALLの場合は
「009130010」）の代わりに「+」を入力するだけで、簡単に国際電話をかけることができます。
I お買い上げ時は、自動付加設定が「自動付加」に、国際電話設定が「World Call」に設定されているため、
「009130010」が自動的に付加されます。

I「+」の後に日本の国番号「81」を入力して発信した場合は、国際アクセス番号は付加されません。

1 0（1秒以上）e国番号e市外局番e電話番号を入力ene「はい」を選択
･ 市外局番が「0」で始まる場合には「0」を除いて入力してください。ただし、イタリアの一般電話な
どにおかけになる場合は「0」が必要です。

国際電話発信を選択して国際電話をかける

電話番号を入力した後、国際電話設定で登録した国際アクセス番号を選択できます。

1 国番号e市外局番e電話番号を入力eme4e国際電話発信欄を選択e国際
アクセス番号の名称を選択eme「はい」を選択
･ 市外局番が「0」で始まる場合には「0」を除いて入力してください。ただし、イタリアの一般電話な
どにおかけになる場合は「0」が必要です。

国際ダイヤル設定

「WORLD CALL」以外の番号を設定する
「+」を入力するだけで国際アクセス番号を自動付加するかどうかを設定します。また国際アクセ
ス番号を登録し、自動付加する国際アクセス番号を設定します。

自動付加を利用するかどうかを設定する＜自動付加設定＞

1 me8673e1e1または2

国際アクセス番号を設定する＜国際電話設定＞

国際アクセス番号を登録し、自動付加を利用する場合に付加される国際アクセス番号を設定します。
I 最大3件登録できます。

1 me8673e2

2 「＜未登録＞」にカーソルを合わせてme2e下記の各項目を選択して設定
ep
名称：任意の名称を入力します。

･ 全角で最大8文字、半角で最大16文字入力できます。
番号：国際アクセス番号を入力します。

･ 最大10桁入力できます。

お買い上げ時 自動付加

お買い上げ時 名称：World Call   番号：009130010
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3 gを押す
チェックボックスが から に切り替わり、自動付加される国際アクセス番号として設定されます。

■設定内容の詳細を確認する：確認する国際電話設定にカーソルを合わせてme1

■国際電話設定を削除する：削除する国際電話設定にカーソルを合わせてme3e「はい」を選択
･ 自動付加される国際電話設定は削除できません。

■自動付加される国際電話設定を変更する：自動付加される国際電話設定を選択

4 p［登録］を押す

プレフィックス設定

電話番号の先頭に付加するプレフィックスを設定する

国際アクセス番号など、電話番号の先頭に付加する番号（プレフィックス）をあらかじめ設定でき
ます。
I 最大3件登録できます。
I プレフィックスを選択して電話をかける→P56

1 me8672eプレフィックスの入力欄に番号を入力ep［登録］
･ 1件につき最大10桁入力できます。
･ 電話番号（プレフィックス）にはポーズ（「P」）、タイマー（「T」）を含めないでください。ポーズ
（「P」）、タイマー（「T」）を含めてプレフィックスを設定すると、そのプレフィックスを付加して電話
をかけることはできません。

サブアドレス設定

サブアドレスを指定して電話をかける

サブアドレスを指定して特定の電話機や通信機器を呼び出すかどうかを設定します。
I サブアドレスとは、同じ電話番号内にある複数の電話機や通信機器の中から、特定の機器を呼び出すときに使
う番号です（ISDN回線で、サブアドレスが振られている機器を複数接続している場合など）。
また、映像配信サービス「Vライブ」でコンテンツを選択するときにも利用します。

1 me8674e1または2

サブアドレスを指定して電話をかける

I 相手の電話機や通信機器にサブアドレスが設定されている必要があります。

1 電話番号を入力e*eサブアドレスを入力en
･ テレビ電話をかけるときはtを押します。

お知らせ
･サブアドレス設定を「ON」に設定していても、ポーズ（「P」）やタイマー（「T」）を入力した後に「 」を入力した場
合は、サブアドレスの区切りとしては認識されず、「 」を含んだプッシュ信号（DTMF）として送出されます。

お買い上げ時 プレフィックス1：009130010

お買い上げ時 ON
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ノイズキャンセラ設定

周囲の騒音を抑えて通話を明瞭にする

通話中の周囲の騒音を抑える機能（ノイズキャンセラ）を設定することにより、自分の声と相手の
声を明瞭にして通話できます。
I 通常は、「ON」に設定した状態で使用することをおすすめします。

1 me8681e1または2

車載ハンズフリー

車の中で手を使わずに話す
FOMA端末を車載ハンズフリーキット01（別売）やカーナビなどのハンズフリー対応機器と接続
することにより、ハンズフリー対応機器から音声電話の発着信などの操作ができます。
I ハンズフリー対応機器の操作については、各ハンズフリー対応機器の取扱説明書をご覧ください。なお、車載
ハンズフリーキット01（別売）をご利用時には、FOMA 車載ハンズフリー接続ケーブル01（別売）が必要です。

お知らせ
･着信時のディスプレイの表示や着信音などの動作は、FOMA端末の設定に従います。ただし、ハンズフリー対応機器か
ら音を鳴らす設定にしている場合、FOMA端末でのマナーモードや着信音の設定に関わらず、電話がかかってくるとハ
ンズフリー対応機器から着信音が鳴ります。
･ FOMA端末から音を鳴らす設定にしている場合、通話中にFOMA端末を折り畳んだときの動作は、通話中クローズ設
定の設定に従います。ハンズフリー対応機器から音を鳴らす設定にしている場合、通話中クローズ設定の設定に関わら
ず、FOMA端末を折り畳んでも通話は継続されます。
･公共モード中の着信動作は、公共モードの設定に従います。
･伝言メモ設定中の着信動作は、伝言メモの設定に従います。
･ハンズフリー対応機器から電話帳やリダイヤルを利用してテレビ電話をかけた場合、ハンズフリー対応機器からの通信
速度設定に従います。設定されていない場合は、64K固定でテレビ電話を発信します。
･ハンズフリー対応機器からテレビ電話をかけたり受けたりした場合、相手には代替画像が送信されます。

電話の受けかた

電話を受ける
ここでは、音声電話の受けかたと、音声電話とテレビ電話での共通の操作を説明します。
I FOMA端末を開くだけでは電話を受けられません。

1 電話がかかってくる
着信音が鳴り、ランプとラウンドイルミネーションパネルの照明が点灯または点滅します。ディスプレイ
には着信画面が表示されます。
･ マルチナンバーを契約している場合は、着信した基本契約番号の名称または付加番号の名称が表示され
ます。→P396

2 nを押す
お話しください。通話時間が表示されます。
･ 音声電話の場合は、ダイヤルキーなどを押しても電話を受けられます（エニーキーアンサー）。
･ fを押すと応答保留になります。
･ 通話中にgを押すと、通話中保留になります。
･ 通話中にnを押すたびに、スピーカーホン機能のON／OFFを切り替えられます。

3 通話が終わったらf
･ FOMA端末を折り畳んでも電話が切れます。折り畳んでも電話が切れないようにするには、通話中クロー
ズ設定の設定を変更します。

お買い上げ時 ON
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ディスプレイの表示について

着信中の相手からの発信状況やFOMA端末の設定に従って、相手の電話番号や名前、画像、動画／ｉモーショ
ン、着もじメッセージなどがディスプレイに表示されます。

■相手の電話番号が通知されたとき
相手の電話番号を電話帳に登録していない場合は、電話番号と電話着信設定ま
たはテレビ電話着信設定で設定した画像が表示されます。

■相手の電話番号が通知されなかったとき
発信者番号非通知理由が表示されます。

･ 音声電話がかかってきた場合は、発番号なし動作設定で設定した着信動作や
イメージ表示が優先されます。
･ テレビ電話がかかってきた場合は、着信画像はテレビ電話着信設定に従って
動作します。

お知らせ
･電話帳に登録していない相手からの着信に対して、着信を拒否したり、着信音やバイブレータなどでの呼出動作をすぐ
に開始しないように設定できます。→P164、P165
･電話帳に登録している相手に対して、着信拒否を設定できます。→P162
･ビル電話やPBXなど、ダイヤル市外通話のできない電話機からは、FOMA端末へ電話をかけられません。
･ FOMA端末から転送された電話を着信したとき、転送元の電話番号を電話帳に登録していない場合は電話番号が、登録
している場合は名前が、着信画面の左下に表示されます。ただし、転送元によっては、電話番号や名前が表示されない
場合があります。
･電話帳や電話着信設定などで電話着信時に動画／ｉモーションを設定していても、音声電話中に音声電話の着信があっ
た場合は、動画／ｉモーションは再生されず、最初のコマが表示されます。
･国際電話がかかってきた場合、発信者番号の先頭に「＋」が表示されます。

非通知理由 理　由
非通知設定 発信者の意思により発信者番号を通知しないで発信した場合
公衆電話 公衆電話などから発信した場合
通知不可能 海外や一般電話から各種転送サービスを経由した場合など、発信

者番号を通知できない状態で発信した場合（経由する電話会社に
よっては通知される場合もあります）

相手の電話番号を電話帳に登録している場合は、名前と電話番号が表示されま
す。また、人物画像表示設定が「ON」のときは、電話帳に設定している画像ま
たは動画／ｉモーションが表示されます。→P137
着もじメッセージが付加された電話がかかってきた場合は、着もじのメッセー
ジ表示設定に従ってメッセージが表示されます。電話に出ると、着もじメッセー
ジは消えます。→P53
･ 着もじメッセージは着信履歴に記録されます。
着もじメッセージ
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着信中の操作について

音声電話またはテレビ電話の着信中に、サブメニューから次の操作ができます。
通話中着信動作選択やプッシュトーク中着信設定を「通常着信」に設定しているときは、音声電話中やプッシュ
トーク通信中に別の音声電話がかかってきたときも同様に操作できます。

※1：テレビ電話の着信の場合は、2006年5月現在サービス未提供です。32Kテレビ電話を着信した場合は、
留守番電話サービスセンターに接続されません。

※2：転送でんわサービスをご利用いただき、転送先が登録されている場合に有効です。
I 着信中には、次の操作もできます。
サイドキー［▲］（1秒以上）：伝言メモの録音または録画（クイック伝言メモ）
サイドキー［▲］ ：着信音、バイブレータの停止
j ：着信音量の調整

FOMA端末を折り畳んでいるときの動作について

ランプとラウンドイルミネーションパネルの照明の点灯または点滅と背面ディスプレイの表示、および着信音
で、電話がかかってきたことをお知らせします。
I 発信者番号が通知された場合は、電話番号やFOMA端末電話帳に登録している名前などが背面ディスプレイに
表示されます。発信者番号が通知されていない場合は、発信者番号非通知理由が表示されます。

I 背面相手表示設定で「相手情報表示なし」に設定すると、電話番号の通知／非通知に関わらず、相手の電話番
号や名前などは表示されません。

I 着信中の画像は、背面画像設定で変更できます。

音声電話中に「ププ・・・ププ・・・」という音（通話中着信音）が聞こえたとき

留守番電話サービス、キャッチホン、転送でんわサービスのいずれかをご契約いただくと、音声電話中に別の音
声電話がかかってきたときに「ププ…ププ…」という通話中着信音が聞こえ、次の動作ができます。

※：通話中着信設定を開始に設定し、通話中着信動作選択を「通常着信」に設定したときのみサブメニューから
選択できます。

I キャッチホンを契約されていない場合は、通話中着信音「ププ･･･ププ･･･」が鳴っても電話は受けられません。

テレビ電話への切り替えに応じる
音声電話をかけてきた相手がテレビ電話に切り替えたときには、対応する操作が必要です。
I 切り替えは、音声電話をかけた側の端末からのみ操作できます。
I テレビ電話への切り替えに応じるには、テレビ電話切替機能通知を開始しておく必要があります。→P87

1 音声電話中にテレビ電話への切り替え要求を受ける

サブメニュー 説　明
a着信拒否 電話が切れます。相手側に通話料金はかかりません。
b留守番電話※1 かかってきた電話を留守番電話サービスセンターに接続します。
c転送でんわ※2 かかってきた電話を転送先へ転送します。

ご契約の内容 動　作
留守番電話サービス※ 留守番電話サービスセンターに接続します。
キャッチホン 通話中の音声電話を保留にし、かかってきた音声電話に応答します。
転送でんわサービス※ 転送先へ転送します。

･ 切り替え中は、電話を切り替える旨のガ
イダンスが流れます。
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2 「はい」を選択
テレビ電話に切り替わり、相手にカメラ映像が送信されます。
･「いいえ」を選択すると代替画像が送信されます。

3 画面に相手の映像が表示されたら、通話する
画面には相手の設定により、相手の映像または代替画像が表示されます。

エニーキーアンサー設定

ダイヤルキーなどを押して電話に出られるようにする

電話がかかってきたとき、n以外に0～9、*、#を押して電話に出られるようにす
るかどうかを設定します。
I 音声電話とプッシュトークに有効です。
I 通話中の着信に対しては無効です。

1 me864e1または2

通話中クローズ設定

FOMA端末を折り畳んで通話を切断／保留／継続するように設定する

I 64Kデータ通信中、パケット通信中は動作しません。
I プッシュトーク中クローズ設定→P98

1 me8682e1～3
切断  ： 通話を終了します。
保留  ： 通話を保留し、相手には通話保留音が流れます。
通話継続（マイクミュート） ： 通話を継続します。

お知らせ
･「保留」に設定してFOMA端末を折り畳むと、背面ディスプレイに相手の情報と、音声電話の場合は「保留中」が、テレ
ビ電話の場合は「テレビ電話保留中」が表示されます。
･「通話継続（マイクミュート）」に設定してFOMA端末を折り畳むと、背面ディスプレイに相手の情報と、音声電話の場
合は「通話中」が、テレビ電話の場合は「テレビ電話通話中」が表示されます。
･次の場合は、FOMA端末を折り畳んでも本設定に関わらず通話は継続されます。
- 平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）を接続中
- ハンズフリー対応機器接続中で、接続中の機器から音を鳴らす設定にしているとき
- 伝言メモ録音または録画中
- 通話中にFOMA端末を折り畳んだ状態で平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）やハンズフリー対応機器を外したと
き

･「保留」に設定してテレビ電話中にFOMA端末を折り畳んだときは、相手にはテレビ電話中保留画像が送信されます。保
留前に送信していた静止画やフレームは解除されます。
･「保留」を設定していても、プッシュ信号（DTMF）の送出中、または音声電話とテレビ電話の切り替え中にFOMA端
末を折り畳んだ場合は、通話が継続されます。プッシュ信号（DTMF）の送出、または音声電話とテレビ電話の切り替
えが終了すると保留になります。
･「通話継続（マイクミュート）」に設定してテレビ電話中にFOMA端末を折り畳んだときは、相手には代替画像設定で設
定した代替画像が送信されます。保留前に送信していたフレームは解除されます。
･通話中音声メモ録音中または動画メモ録画中にFOMA端末を折り畳んだ場合は、本設定に従って動作します。「保留」に
設定している場合、保留直前までに録音または録画していた内容が保存されます。

お買い上げ時 ON

お買い上げ時 切断
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着信履歴 MENU 45

かかってきた相手にかけ直す
かかってきた音声電話、テレビ電話およびプッシュトークに応答した履歴や、電話に出られなかっ
たとき（不在着信）の履歴を記録しておく機能です。伝言メモに録音または録画されたときの履歴
も記録されます。また、受信した着もじメッセージも記録されます。
I 着信履歴は最大30件記録されます。30件を超えると、古いものから順に消去されます。
I プッシュトークの着信履歴→P92

1 le目的の着信履歴にカーソルを合わせる

※1：電話番号を電話帳に登録している場合（プッシュトークで着信対象者が複数のメンバーのときは、
メンバー一覧で先頭に表示されているメンバーの名前）に表示されます。

※2：電話帳に登録している場合（グループ発信のプッシュトークのときは、メンバー一覧で先頭に表示
されているメンバーの画像）に表示されます。

･ マークの意味は次のとおりです。
a 状態マーク

：不在着信（未確認） ：不在着信（確認済み）
：伝言メモ ：伝言メモ（削除済み）
：着もじメッセージ ：着もじメッセージ付きの不在着信（未確認）
：着もじメッセージ付きの不在着信（確認済み）
：着もじメッセージ付きの伝言メモ ：着もじメッセージ付きの伝言メモ（削除済み）

b 着信したマルチナンバーの名称（マルチナンバーを契約している場合）／プッシュトークの種別
：着信対象が1人のプッシュトーク ：着信対象が複数のプッシュトーク 
：プッシュトークプラスの場合で着信対象が1人のプッシュトーク→P90
：プッシュトークプラスの場合で着信対象が複数のプッシュトーク→P90

c 着信の種類
：テレビ電話の着信 表示なし：音声電話の着信
：64Kデータ通信の着信 ：プッシュトークの着信

2 nを押す
音声電話がかかります。
･ テレビ電話をかけるときはtを押します。
･ gを押すと、選択している着信履歴の着信方法（音声電話、テレビ電話）と同じ方法で電話をかけられ
ます。
･ 受信した着もじメッセージは付加されません。

着信履歴を利用する

■電話帳に登録する：
a着信履歴にカーソルを合わせてme1
･ 登録済みの電話帳データに追加するときはm2を押します。

b1または2
c名前やメールアドレスなどを登録
電話帳登録→P101、P104
･ 登録済みの電話帳データに追加するときは、登録先の電話帳データを選択します。→P109

電話番号／名前※1／発信者番号非通知理由

カーソル位置の相手からの着信日時、呼出時間（不在着信の場合）、画像※2

：国際電話の着信
：着もじマーク、着もじメッセージ

電話番号／発信者番号非通知理由
bc
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■ｉモードメールを作成する：宛先にする着信履歴にカーソルを合わせてa
着信履歴の電話番号がメールアドレスとともに電話帳に登録されている場合は、その1件目のメールアドレス
を宛先にしたｉモードメール作成画面が表示されます。それ以外の場合は、電話番号が宛先になります。

■SMSを作成する：宛先にする着信履歴にカーソルを合わせてa（1秒以上）
着信履歴の電話番号を宛先にしたSMSの作成画面が表示されます。

■リダイヤル一覧に切り替える：pを押す
･ 押すたびに着信履歴一覧とリダイヤル一覧の画面が切り替わります。

かかってきた電話に出られなかったとき（不在着信）

待受画面に （数字は件数）が表示され、着信履歴に不在着信として記録されます。
I 待受画面のアイコンを選択して着信履歴などをすばやく確認できます。→P36
I FOMA端末を折り畳んだ状態で、不在着信件数などを確認できます。→P32
I 覚えのない番号からの不在着信があった場合、呼出時間により、着信履歴を残すことだけを目的としたような
迷惑電話（「ワン切り」など）かどうかを確認できます。

お知らせ
･呼出動作開始時間設定で設定した呼出開始時間内の不在着信も含め、すべての着信履歴を表示する場合は、着信履歴一
覧でm71を押します。元の着信履歴に戻す場合は、m72を押します。
･呼出動作開始時間設定で設定した呼出開始時間内の不在着信のみ着信履歴に記録されている場合、待受画面でlを押す
と、表示されていない不在着信履歴がある旨の確認画面が表示されます。「はい」を選択すると、呼出開始時間内履歴が
表示されます。
･会社などでダイヤルインを利用している相手から着信した場合、相手のダイヤルイン番号と異なった番号が表示される
場合があります（ダイヤルインとは、1本の回線で着信用の電話番号を複数持てるサービスです）。
･番号通知やマルチナンバーの発信番号など、条件を設定して電話をかけられます。→P56
･通話中に音声電話とテレビ電話を切り替えた場合、着信履歴には着信時の種別（音声電話またはテレビ電話）が記録さ
れます。

着信履歴を削除する＜着信履歴削除＞
1件ずつ、またはすべての着信履歴をまとめて削除できます。

1 le削除する着信履歴にカーソルを合わせてme6e1または2

2 「はい」を選択

受話音量

通話中に相手の声の音量を調整する

I Level1（最小）～Level6（最大）の6段階で調整できます。
I キー確認音、伝言メモ、音声メモの再生音の音量にも反映されます。
I 通話中に変更した音量は、電源を切っても保持されます。
I 待受中の音量設定→P123

1 通話中にサイドキー［▲▼］またはjeサイドキー［▲▼］またはkで音量調
整
gを押すか、キーの操作を止めてしばらくたつと、音量が設定されます。
･ 音量を大きくするにはu、rまたはサイドキー［▲］を押します。
･ 音量を小さくするにはd、lまたはサイドキー［▼］を押します。
･ テレビ電話中は、サイドキーでのみ音量調整ができます。このとき、調整音量は画面右下に一時的に表
示されます。

お買い上げ時 Level4
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着信音量

着信中に着信音の音量を調整する

I Silent（消音）、Level1～Level6の7段階で調整できます。
I 着信中に変更した着信音量は、電話やプッシュトークを切断すると元に戻ります。
I 待受中の音量設定→P123

1 着信中にjeサイドキー［▲▼］またはkで音量調整
･ 音量を大きくするにはu、rまたはサイドキー［▲］を押します。
･ 音量を小さくするにはd、lまたはサイドキー［▼］を押します。

お知らせ
･音声電話またはテレビ電話の着信中にサイドキー［▲］を押すと、着信音、バイブレータの動作が止まります。
･音量設定の電話着信音量を「Steptone」に設定している場合、着信中に調整を行うと、Level6からの変更になります。

優先通信モード設定

通話中やパケット通信中の着信時に優先して表示する画面を設定する

音声電話中にパソコンとつないだパケット通信の着信があったとき、またはｉモードのパケット
通信中に音声電話がかかってきたときに、どちらの画面を優先的に表示させるかを設定します。
I 画面の表示が切り替わっても、通話やパケット通信は中断されません。
I 音声電話中にｉモードのパケット通信を受信したときは、本設定に関わらず、音声電話中の画面が優先して表
示されます。

1 me8671e1～3
設定なし ：表示の優先を決めずに後から着信した方の画面を表示します。ただし、音声電

話中にパケット受信したときは、音声電話中の画面を表示します。
音声通話表示優先 ：音声電話中の画面を表示します。
パケット通信表示優先：音声電話中はパケット通信中の画面を、ｉモードのパケット通信中はｉモード

中の画面※を表示します。
※：sを押すと、画面切替メニューが表示され電話を受けられます。

電話に出られないとき／出られなかったとき

応答保留

すぐに電話に出られないときに保留にする
I 応答保留中でも相手側には通話料金がかかります。

1 着信中にf
応答保留になります。相手には応答保留ガイダンスが流れます。
テレビ電話の場合は、自分と相手にはテレビ電話応答保留画像が表示されます。
･ イルミネーション設定の通話中イルミネーションを「ON」に設定している場合、イルミネーションカ
ラーの設定に従ってランプが点滅します。

お買い上げ時 Level4

お買い上げ時 設定なし

音声電話応答保留中 テレビ電話応答保留中
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2 電話に出られる状態になったらn
･ テレビ電話の場合はtを押しても電話に出ることができます。aを押すと、相手には代替画像が送信
されます。→P86
･ 応答保留中にfを押すか、相手が電話を切ると、通話が終了します。

応答保留ガイダンス設定

応答保留ガイダンスを設定する

自分の声を応答保留ガイダンスとして録音できます。
I ガイダンスは1件、約10秒間録音できます。
I 音声電話、テレビ電話ともに、応答保留中はここで設定したガイダンスが流れます。

〈例〉録音データをガイダンスに設定するとき

1 me81161

2 保留音欄を選択e2
･ お買い上げ時のガイダンスに戻すときは1を押し、操作4に進みます。

3 ガイダンスの編集欄の「録音」を選択e発信音の後に応答保留ガイダンスを録音
する
メッセージが表示された後、録音が開始されます。

･ 録音開始から約10秒後に終了音（ピーッ）が鳴ります。
･ 録音を途中で停止するときはgを押します。
･ すでに録音データを登録してあるときは「録音」は選択できません。ガイダンスを録音し直すときは
「削除」を選択し、「はい」を選択して録音データを削除してから録音をしてください。
･ 録音したガイダンスを削除すると、お買い上げ時のガイダンスに戻ります。
･ 録音したガイダンスを確認するときは「再生」を選択します。

4 p［登録］を押す

公共モード（ドライブモード）

公共モード（ドライブモード）を利用する
公共モードは、公共性の高い場所でのマナーを重視した自動応答サービスです。公共モードを設定
すると、電話をかけてきた相手に運転中もしくは通話を控える必要のあるような場所（電車、バ
ス、映画館等）にいるため、電話に出られない旨のガイダンスが流れ、切断されます。
I 公共モードの設定や解除は、待受中のみできます。ディスプレイ上部に「 」が表示されているときでも可
能です。

I 公共モード中でも、通常どおり電話をかけることができます。
I 本機能は、データ通信中は利用できません。

お買い上げ時 保留音：内蔵音（ただいま電話に出ることができません。そのままお待ちになるか、しばらくたってから
おかけ直しください。）

録音できる時間の目安
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公共モード（ドライブモード）を起動する

1 *（1秒以上）
公共モードが設定され、待受画面に が表示されます。
着信時に「ただいま運転中もしくは携帯電話の利用を控えなければならない場所にいるため、電話に出ら
れません。のちほどおかけ直しください。」というガイダンスが流れます。
･ 解除するときは*を1秒以上押します。

公共モード（ドライブモード）を起動すると

音声電話がかかってきたときは、相手に運転中もしくは携帯電話の利用を控えなければならない場所にいる旨の
ガイダンスが流れ、切断されます。テレビ電話がかかってきたときは、相手に公共モードの映像ガイダンスが表
示され、切断されます。プッシュトークが着信したときは、相手に接続できなかった旨のメッセージが表示され、
切断されます。グループ着信したときは、参加メンバーのディスプレイにお客様の状態を表す が表示さ
れます。どの場合も、お客様のFOMA端末は着信動作を行わず、待受画面には （数字は件数）が表示され、
着信履歴に不在着信として記録されます。
I 次の音が鳴りません。また、バイブレータやランプとラウンドイルミネーションパネルの照明も動作しません。
- 電話、プッシュトークおよび64Kデータ通信の着信音 - メールやメッセージR/Fの着信音
- お知らせタイマー、目覚ましおよびスケジュールアラームの音 - ｉアプリのサウンド
- 通話料金上限通知※1 - 電池アラーム音
- 充電開始音 - 充電完了音
- FeliCaマークを読み取り装置（リーダー／ライター）にかざしてデータを取得したときの音※2

※1：通話料金上限通知を「ON」に設定し、アラームを設定している場合でも、メッセージは表示されません。
※2： ICカードアクセスイルミネーションのイルミネーションを「ON」に設定している場合、またトルカ取

得設定のイルミネーション設定を「ON」に設定している場合は、ランプが点滅します。
I メールやメッセージR/Fを受信しても、受信中画面や受信結果画面は表示されません。ただし、ｉモード問合
せを行った場合は、受信中画面や受信結果画面が表示されます。また、このときにメールやメッセージR/Fを
受信すると受信中画面が表示され、受信が完了すると受信結果画面が更新されます。

I FOMA端末を折り畳んでいる場合に、電話の着信、メールやメッセージ R/F を受信したときなどは、サイド
キー［▼］を押すと背面ディスプレイで新着情報を確認できます。

I ｉチャネルのテロップは表示されません。

お知らせ
･マナーモード中、伝言メモ設定中でも、公共モードが優先されます。
･公共モード中にｉモードを利用している場合は、電話がかかってくると次の動作の後に切断されます。着信履歴には不
在着信として記録されます。
- 音声電話の場合は、相手に公共モードのガイダンスが流れます。留守番電話サービスまたは転送でんわサービスを利
用している場合は、各サービスが作動します。

- テレビ電話の場合は、パケット通信中着信設定を「テレビ電話優先」、「留守番電話」または「転送でんわ」に設定し
ている場合は公共モードの映像ガイダンスが流れます。留守番電話サービスまたは転送でんわサービスを利用してい
る場合は、各サービスが作動します。「パケット通信優先」に設定している場合はパケット通信中である旨のメッセー
ジが表示されます。

･公共モード中に緊急通報（110番、119番、118番）を行うと、公共モードは解除されます。
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ネットワークサービスと公共モード（ドライブモード）中の着信動作

※1：留守番電話サービスまたは転送でんわサービスの呼出時間を「0秒」に設定している場合は、公共モード
のガイダンスは流れず、着信履歴には記録されません。

※2：留守番電話サービスまたは転送でんわサービスの呼出時間を「0秒」に設定している場合は、着信履歴に
は記録されません。

※3：着信履歴には記録されません。
※4：2006年5月現在、留守番電話サービスセンターに接続されず、切断されます。

公共モード（電源OFF）

公共モード（電源OFF）を利用する
公共モード（電源OFF）は、公共性の高い場所でのマナーを重視した自動応答サービスです。公
共モード（電源OFF）を設定すると、電源を切っている間の着信時に電話をかけてきた相手に、電
源を切る必要がある場所（病院、飛行機、電車の優先席付近等）にいるため電話に出られない旨の
ガイダンスが流れ、切断されます。

公共モード（電源OFF）を設定する

1 *25251en
公共モード（電源OFF）が設定されます（待受画面上の変化はありません）。
公共モード（電源OFF）設定後、電源を切っている間の着信時に「ただいま携帯電話の電源を切る必要
がある場所にいるため、電話に出られません。のちほどおかけ直しください。」というガイダンスが流れ
ます。

■公共モード（電源OFF）を解除する：*25250en

■公共モード（電源OFF）の設定を確認する：*25259en

サービス名 音声電話を着信した場合 テレビ電話を着信した場合
留守番電話
サービス

相手に公共モードのガイダンスが流れた後、
留守番電話サービスセンターに接続されま
す。※1

相手に公共モードの映像ガイダンスは表示
されずに、留守番電話サービスセンターに接
続されます。※2、4

転送でんわ
サービス

相手に公共モードのガイダンスが流れた後、
転送先に転送されます。※1

相手に流れるガイダンスの有無は、転送で
んわサービスの設定に従います。

相手に公共モードの映像ガイダンスは表示
されずに、転送先に転送されます。※2

転送先がテレビ電話に対応していない電話
機の場合は切断されます。

キャッチホン ･ 音声電話中の場合、相手に公共モードの
ガイダンスが流れた後、切断されます。
･ テレビ電話中の場合、相手に話中音が流
れた後、切断されます。

相手に公共モードの映像ガイダンスが表示
された後、切断されます。

迷惑電話ストップ
サービス

相手を着信拒否に登録している場合、相手
に着信拒否のガイダンスが流れた後、切断
されます。※3

相手を着信拒否に登録している場合、相手に
着信拒否の映像ガイダンスが表示された後、
切断されます。※3

番号通知お願い
サービス

･ 相手が電話番号を通知していない場合は、
相手に番号通知お願いのガイダンスが流
れた後、切断されます。
･ 相手が電話番号を通知している場合は、
相手に公共モードのガイダンスが流れた
後、切断されます。

･ 相手が電話番号を通知していない場合は、
相手に番号通知お願いの映像ガイダンス
が表示された後、切断されます。
･ 相手が電話番号を通知している場合は、公
共モードの映像ガイダンスが表示された
後、切断されます。
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公共モード（電源OFF）を起動すると

音声電話がかかってきたときは、相手に電源を切る必要がある場所にいる旨のガイダンスが流れ、切断されます。
テレビ電話がかかってきたときは、相手に公共モードの映像ガイダンスが表示され、切断されます。プッシュ
トークが着信したときは、相手に接続できなかった旨のメッセージが表示され、切断されます。グループ着信し
たときは、参加メンバーのディスプレイにお客様の状態を表す が表示されます。
I「 25250」をダイヤルして公共モード（電源OFF）を解除するまで設定は継続されます。電源を入れるだ
けでは設定は解除されません。

I サービスエリア外または電波が届かない所にいる場合も、公共モード（電源OFF）のガイダンスが流れます。

ネットワークサービスと公共モード（電源OFF）中の着信動作

※1：留守番電話サービスまたは転送でんわサービスの呼出時間を「0秒」に設定している場合は、公共モード
（電源OFF）のガイダンスは流れません。

※2：2006年5月現在、留守番電話サービスセンターに接続されず、切断されます。

伝言メモ

電話に出られないときに用件を録音／録画する
伝言メモを起動しておくと、電話に出られないときに応答ガイダンスが流れ、相手の用件が録音ま
たは録画されます。
I 音声電話とテレビ電話を合わせて最大4件、1件につき約30秒間録音または録画できます。
I 伝言メモの内容は、別にメモを取るなどして保管してください。FOMA端末の故障や修理、電話機の変更やそ
の他の取り扱いによって、録音や録画の内容が消失してしまう場合もあります。万一、内容が消失してしまう
ことがあっても、当社としては責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

I プッシュトークの場合、伝言メモは動作しません。

伝言メモを起動する MENU 471

伝言メモを起動するかどうかを設定します。
I FOMA端末を開いている状態で操作してください。

1 サイドキー［▲］（1秒以上）e1e1または2
伝言メモを起動すると、待受画面に が表示されます。

サービス名 音声電話を着信した場合 テレビ電話を着信した場合
留守番電話
サービス

相手に公共モード（電源OFF）のガイダン
スが流れた後、留守番電話サービスセン
ターに接続されます。※1

相手に公共モードの映像ガイダンスは表示
されずに、留守番電話サービスセンターに接
続されます。※2

転送でんわ
サービス

相手に公共モード（電源OFF）のガイダン
スが流れた後、転送先に転送されます。※1

相手に流れるガイダンスの有無は、転送で
んわサービスの設定に従います。

相手に公共モードの映像ガイダンスは表示
されずに、転送先に転送されます。
転送先がテレビ電話に対応していない電話
機の場合は切断されます。

迷惑電話ストップ
サービス

相手を着信拒否に登録している場合、相手
に着信拒否のガイダンスが流れた後、切断
されます。

相手を着信拒否に登録している場合、相手に
着信拒否の映像ガイダンスが表示された後、
切断されます。

番号通知お願い
サービス

･ 相手が電話番号を通知していない場合は、
相手に番号通知お願いのガイダンスが流
れた後、切断されます。
･ 相手が電話番号を通知している場合は、
相手に公共モード（電源OFF）のガイダ
ンスが流れた後、切断されます。

･ 相手が電話番号を通知していない場合は、
相手に番号通知お願いの映像ガイダンス
が表示された後、切断されます。
･ 相手が電話番号を通知している場合は、公
共モード（電源OFF）の映像ガイダンスが
表示された後、切断されます。

お買い上げ時 停止する
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クイック伝言メモで対応する＜クイック伝言メモ＞

伝言メモ機能を起動していなくても、着信中にサイドキー［▲］を1秒以上押すと、その着信に限り伝言メモ機
能を1回だけ動作させられます。この操作は、伝言メモ機能を開始に設定する操作ではありません。

お知らせ
･伝言メモが4件録音または録画されると、待受画面に が表示されます。この場合、伝言メモを解除してもアイコン
は消えません。
･伝言メモがすでに4件録音または録画されている場合は、新たに伝言メモを起動できません。また、クイック伝言メモ
を動作させようとすると警告音（ピピッ）が鳴り、着信音が鳴り続けます。留守番電話サービスまたは転送でんわサー
ビスを利用している場合は、各サービスが作動します。不要な伝言メモを削除してください。

伝言メモの起動中に電話がかかってくると

1 電話がかかってくる
伝言メモ応答時間設定（お買い上げ時の設定は8秒）に従って着信音が鳴った後、伝言メモガイダンス中
画面が表示されます。相手には伝言メモ応答ガイダンス設定に従って応答ガイダンスが流れます。

2 相手のメッセージが録音または録画される

3 録音または録画が終了すると、電話が切れる
･ 内容を確認していない伝言メモがあるときは、待受画面には （数字は件数）が表示されます。ア
イコンを選択すると、伝言メモ一覧が表示されます。
･ FOMA端末を折り畳んだ状態で、伝言メモ件数などを確認できます。→P32

お知らせ
･応答ガイダンス中、伝言メモ録音または録画中でも電話に出ることができます。音声電話の場合はnを押します。テ
レビ電話の場合は、nまたはtを押すと相手にカメラ映像を送信し、aを押すと代替画像を送信します。このとき、
電話を受けるまでの録音内容や録画内容は記録されません。
･ FOMA端末が圏外にいるときや電源が入っていないときは、伝言メモ機能は動作しません。留守番電話サービスをご利
用ください。
･伝言メモがすでに4件録音または録画されている場合は、伝言メモ機能は動作せず、着信音が鳴り続けます。留守番電
話サービスまたは転送でんわサービスを利用している場合は、各サービスが作動します。
･電波の状態により、伝言メモの録音内容が途切れたり、録音画像が乱れたりする場合があります。
･伝言メモ録音または録画中に別の電話がかかってきた場合は、着信を拒否して録音または録画を継続します。

応答ガイダンスが始まるまでの時間を設定する＜伝言メモ応答時間設定＞ MENU 4713

電話がかかってきてから応答ガイダンスが流れるまでの時間を設定します。

1 サイドキー［▲］（1秒以上）e13e応答時間を入力
･ hを押してカーソルを移動し、0～120秒の範囲で入力します。
･ jを押しても数字を増減できます。

録音／録画
できる時間
の目安

･ 録音または録画の開始時と終了時に
相手には確認音（ピーッ）が鳴りま
す。また、録音または録画開始時から
約25秒後に、終了予告音（ピピッ）
が鳴ります。

音声電話伝言メモ録音中 テレビ電話伝言メモ録画中
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お知らせ
･オート着信機能設定（平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）接続時）、留守番電話サービス、転送でんわサービスと
本機能を同時に設定している場合、設定した時間により、優先順位が異なります。伝言メモを優先させるには、伝言メ
モの応答時間をオート着信機能設定、留守番電話サービス、転送でんわサービスの呼出時間設定より短く設定してくだ
さい。ただし、電波状態によっては伝言メモが優先されない場合があります。その場合には、クイック伝言メモで応答
してください。
･オート着信機能設定の自動着信機能時間と伝言メモの応答時間は、同じ時間に設定できません。

応答ガイダンスを設定する＜伝言メモ応答ガイダンス設定＞ MENU 4714

自分の声を応答ガイダンスとして録音できます。
I ガイダンスは1件、約10秒間録音できます。

〈例〉録音データをガイダンスに設定するとき

1 サイドキー［▲］（1秒以上）e14

2 伝言メモ応答ガイダンス欄を選択e2
･ お買い上げ時の応答ガイダンスに戻すときは1を押し、操作4に進みます。

3 ガイダンスの編集欄の「録音」を選択e発信音の後に応答ガイダンスを録音する

4 p［登録］を押す

お知らせ
･内蔵音には次のガイダンスが登録されています。
「ただいま、電話に出ることができません。ピーッという発信音の後に30秒以内でメッセージをお話しください。」

伝言メモを再生／削除する

伝言メモを再生する MENU 472

I 未再生の伝言メモがあるときは、待受画面からすばやく伝言メモを再生できます。→P36

1 サイドキー［▲］（1秒以上）e2

録音できる時間の目安

メッセージが表示された後、録音が開始さ
れます。
録音操作の補足説明→P67「応答保留ガ
イダンスを設定する」操作3

電話番号／名前（相手の電話番号を電話帳に登録しているとき）／発信者番号非通
知理由

：音声電話伝言メモ（未再生） ：音声電話伝言メモ（再生済み）
：テレビ電話伝言メモ（未再生） ：テレビ電話伝言メモ（再生済み）

カーソル位置の相手の録音または録画の日時、電話番号
国際電話の場合は、電話番号の前に と「＋」を表示
マルチナンバーを契約している場合は、着信した基本契約番号対応の名称または付
加番号対応の名称を表示
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2 再生する伝言メモを選択

･ 再生中は次の操作ができます。
j／サイドキー［▲▼］：音量調整
g ：停止
n ：スピーカーホン機能ON／OFFの切り替え（音声電話伝言メモ再生中のみ）
･ テレビ電話伝言メモ再生中はスピーカーホン機能がONに設定されて再生されます。スピーカーホン機
能の切り替えはできません。
･ マナーモード中にテレビ電話伝言メモを再生するときは、音声を再生するかどうかの確認画面が表示さ
れます。「はい」を選択すると、スピーカーホン機能がONに設定されて再生されます。「いいえ」を選
択すると、消音で再生されます。

■電話帳に登録する：
a伝言メモにカーソルを合わせてme4
･ 登録済みの電話帳に追加するときはm5を押します。

b1または2
c名前やメールアドレスなどを登録
電話帳登録→P101、P104
･ 登録済みの電話帳データに追加するときは、登録先の電話帳データを選択します。→P109

3 再生した伝言メモを削除するかどうかを選択
･「はい」を選択すると、伝言メモが削除されます。

お知らせ
･伝言メモ一覧で相手にカーソルを合わせてnを押すと音声電話、tを押すとテレビ電話をかけられます。また、条
件を設定して電話をかけられます。→P56

伝言メモを削除する MENU 472

1件ずつ、またはすべての伝言メモを削除できます。

1 サイドキー［▲］（1秒以上）e2

2 伝言メモにカーソルを合わせてme2e1または2

3 「はい」を選択

時間経過の目安
テレビ電話伝言メモ再生中音声電話伝言メモ再生中

伝
言
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テレビ電話のかけかた／受けかた
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音声電話とテレビ電話の切り替えについて設定する

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . <テレビ電話切替機能通知> 87
ｉモード中にテレビ電話がかかってきたときの応対方法を設定する

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . <パケット通信中着信設定> 87
外部機器と接続してテレビ電話を使用する

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . <テレビ電話使用機器設定> 88
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テレビ電話について
テレビ電話機能は、ドコモのテレビ電話に対応した端末どうしで利用できます。テレビ電話を利用
すると、お互いの映像を見ながら通話できます。また、カメラ映像の代わりに静止画や代替画像、
キャラ電なども表示できます。

テレビ電話中の画面の見かた

a 親画面 お買い上げ時は、相手側のカメラ映像を表示
b 通信速度 ：64K ：32K
c スピーカーホン

機能
：ON 表示なし：OFF

d 子画面 お買い上げ時は、自分側のカメラ映像を表示
e ズーム ：標準～ ：2倍（インカメラ） 

：標準～ ：16倍（アウトカメラ） 
f 状態 ：カメラ映像送信中 ：カメラオフ画像送信中

：キャラ電中 ：フレーム送信中
：静止画送信中 ：通話保留中
：応答保留中 ：伝言メモ録画中
：動画メモ録画中

アクションモード ：全体アクション ：パーツアクション
g 撮影モード ：標準 ：夕景 ：逆光

：海・雪 ：モノトーン ：セピア
h ナイトモード 表示なし：OFF ：ON
i 送信画質 表示なし：標準 ：動き優先 ：画質優先
j 音声・映像の送受信

状態
：音声送受信中 ：映像送受信中
：音声・映像送受信中

受話音量／スピー
カーホン音量

～ ：受話音量／スピーカーホン音量調整中

k 接写撮影 表示なし：OFF ：ON（アウトカメラ）
l テレビ電話

切替機能
表示なし：切り替え不可 ：切り替え可能

m 通話時間 HH:MM:SSの形式で表示

ドコモのテレビ電話は「国際標準の3GPP※1で標準化された、3G-324M※2」に準拠しています。異な
る方式を利用しているテレビ電話とは接続できません。
※1：3GPP（3rd Generation Partnership Project）

第三世代移動通信システム（IMT-2000）に関する共通技術仕様開発のために設置された地域標準
化団体

※2：3G-324M
第三世代携帯テレビ電話の国際規格

I テレビ電話の通信速度には、次の2種類があります。
64K：通信速度64kbpsで通信をします。
32K：通信速度32kbpsで通信をします。

a cb

e～ld m
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テレビ電話をかける
I ドコモの国際電話サービス「WORLD CALL」を利用して、国際テレビ電話をかけられます。

1 電話番号を入力
･ 音声電話の入力方法と同じです。
着もじを利用する→P52

2 tを押す
テレビ電話接続中は、カメラ映像が表示されます。
･ 相手が話し中のときは、「ツーツー」という話中音が聞こえ、ディスプレイに
は「お話中です」または「接続できませんでした」のメッセージが表示され
ます。fを押していったん発信を終了し、しばらくたってからおかけ直し
ください。リダイヤルを使うと便利です。
･ マナーモード中のときは、スピーカーホン機能を利用した通話に切り替える
かどうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択すると、スピーカーから
の通話になります。「いいえ」を選択すると、受話口からの通話になります。
･ 接続中にtを押すと、テレビ電話画像選択で設定した代替画像が送信されま
す。代替画像がキャラ電の場合、キャラ電が表示できないことがあります。
このとき相手には代替画像設定の標準画像が送信されます。→P86
･ キャラ電を選択して発信できます。→P57
･ 画面に「テレビ電話接続」と表示された時点から通話料金がかかります。

3 相手の映像を見ながら通話する
･ gを押すと通話中保留になります。
･ nを押すたびにスピーカーホン機能のON／OFFを切り替えられます。
･ 相手の設定により、代替画像などが表示される場合があります。

4 通話が終わったらf
･ FOMA端末を折り畳んでも電話が切れます。折り畳んでも電話が切れないようにするには、通話中クロー
ズ設定の設定を変更します。

お知らせ
･操作2→操作1の順でもテレビ電話をかけられます。tを押して電話番号を入力した後、約5秒経過すると自動的にテ
レビ電話がかかります。
･カメラ映像の代わりに代替画像を送信しても、通信料金は音声通話料ではなくデジタル通信料になります。
･テレビ電話がかからなかったときは、画面に次のメッセージが表示され、自動的に待受画面に戻ります。なお、通話す
る相手の電話機種別やネットワークサービスのご利用の有無により、実際の相手の状況とメッセージの表示が異なる場
合があります。

※1：相手の端末によっては、パケット通信中の場合にも表示されることがあります。
※2：2006年5月現在、相手が留守番電話サービスを設定している場合も表示されることがあります。

メッセージ 説　明
番号をご確認の上おかけ直しください 使われていない電話番号です。
お話中です 相手が話し中です。※1

電波の届かない所にいるか、電源が切れています 相手が電波の届かない所にいるか、電源が入っていません。
発信者番号通知をONにしてください 発信者番号非通知で接続した場合に表示されます（Vライブや

ビジュアルネットなどへの発信時）。
音声電話でおかけ直しください 相手が転送でんわサービスを設定していて転送先がテレビ電

話非対応のFOMA端末の場合に表示されます。※2

パケット通信中です 相手がパケット通信中です。
接続できませんでした 上記のいずれにも該当しない場合に表示されます。
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･テレビ電話をかけたときに番号通知お願いの映像ガイダンスが表示された場合は、発信者番号を通知する設定にしてか
らおかけ直しください。
･マルチナンバーを契約している場合は、登録した付加番号を選択して電話をかけることができます。→P56
･テレビ電話に対応したFOMA端末にテレビ電話をかける場合、通信速度は64Kでかけることをおすすめします。32K
によるテレビ電話は、ネットワーク状況によって64Kでのテレビ電話が利用できないPHSなどの機器と接続するため
のものです。64Kでテレビ電話をかけたときでも相手が32Kエリアなどの通信環境の場合、自動的に32Kに切り替え
て再発信します。音声自動再発信を「ON」に設定している場合も、32Kでの再発信が優先されます。→P85
※ 32Kで電話接続をした場合でも、64Kで接続したデジタル通信料と同じです。
･テレビ電話をかけてつながらなかった場合、次のように再発信が自動で行われます。

- マルチナンバーを指定してテレビ電話を発信した場合は、指定した発信番号で再発信されます。
- 着もじメッセージを付加してテレビ電話を発信した場合は、再発信時も着もじメッセージが付加されます。
･相手へのアクセスをより確実なものとするために、音声自動再発信があります。→P85
･音声自動再発信を「ON」に設定中にFOMA端末から緊急通報（110番、119番、118番）へテレビ電話発信した場
合は、自動的に音声電話発信となります。
･番号通知やマルチナンバーの発信番号など、条件を設定してテレビ電話をかけられます。→P56
･テレビ電話発信中や再発信中に着信があった場合、発信は中断され、着信音が鳴ることがあります。
･テレビ電話中に音声か映像、どちらかの通信が切れて （音声のみ）または （映像のみ）の表示になった場合でも、
そのまま通話が継続されることがあります。

テレビ電話中の操作について
サブメニューから次の操作ができます。

I テレビ電話中には、次の操作もできます。
サイドキー［▲］（1秒以上）：テレビ電話動画メモの起動／停止
t ：送信映像（自画像／代替画像）の切り替え
p ：親子画面の表示の切り替え
p（1秒以上） ：親画面のサイズ切り替え
a ：インカメラ／アウトカメラの切り替え
a（1秒以上） ：ナイトモードのON／OFF切り替え
j ：送信映像の表示倍率の切り替え
h ：送信画質（標準／動き優先／画質優先）の切り替え
サイドキー［▲▼］ ：受話音量の調整
n ：スピーカーホン機能のON／OFF切り替え

サブメニュー 説　明
a音声電話切替 テレビ電話から音声電話へ切り替えます。
b撮影モード 送信する映像に特殊な効果をかけます。
cカメラ調整 送信する映像の明るさ、濃さや、ちらつきを調整します。
dフレーム／代替画像 送信する映像にフレームを付けたり、キャラ電やカメラオフ画像、静止画に切り

替えます。
eナイトモードON／OFF ナイトモードのON／OFFを切り替えます。
f接写撮影ON／OFF 接写撮影と通常の撮影を切り替えます。
gアウトカメラへ切替／
インカメラへ切替

インカメラとアウトカメラを切り替えます。

h画像品質設定 送受信する画像の品質を設定します。
iテレビ電話動作設定 通話中に表示する画面の設定を変更します。
0DTMF送信 テレビ電話中にプッシュ信号（DTMF）を送出します。

発信方法 音声自動再発信設定 再発信動作

64K ON 64K → 32K → 音声

OFF 64K → 32K → 切断

32K ON 32K → 音声

OFF 32K → 切断
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テレビ電話中に音声電話へ切り替える
テレビ電話中に音声電話に切り替えることができます。切り替えは、テレビ電話をかけた側の端末からのみ操作
できます。
I 音声電話／テレビ電話切り替え対応機種どうしでご利用いただけます。
I 切り替え操作を行うには、相手がテレビ電話切替機能通知を開始している必要があります。→P87
I テレビ電話と音声電話を切り替える際の注意事項→P52「音声電話中にテレビ電話へ切り替える」のお知らせ

1 通話中にme1e「はい」を選択

･ 切り替え中は、電話を切り替える旨のガイダンスが流れます。
･ 切替中画面が表示されている間は、料金は加算されません。
･「いいえ」を選択するとテレビ電話中の画面に戻ります。

2 音声電話の通話中画面が表示されたら、通話する

プッシュ信号（DTMF）を送出する＜DTMF送出＞
I 受信側の機器によっては、信号を受信できない場合があります。
I テレビ電話中で （カメラ映像送信中）、 （カメラオフ画像送信中）、 （キャラ電中）の場合のみプッシュ
信号（DTMF）の入力ができます。

1 通話中にme0eダイヤルキー
押した番号が画面に表示され、プッシュ信号（DTMF）が送出されます。
･ プッシュ信号（DTMF）送出を解除するときはcを押します。
･ カメラ映像送信中やカメラオフ画像送信中はm0を押さなくても、ダイヤルキーを押すだけでプッ
シュ信号（DTMF）が送出できます。

お知らせ
･プッシュ信号（DTMF）を送出しようとすると、カメラ映像に設定したフレームや代替画像に設定した静止画は解除さ
れます。

1

相手が切り替えに対応
している場合に表示
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テレビ電話を受ける

1 電話がかかってくる
着信音が鳴り、ランプとラウンドイルミネーションパネルの照明が点灯または
点滅します。ディスプレイには、着信画面が表示されます。
･ 相手からの発信状況やFOMA端末の設定に従って、電話番号や名前、画像、動
画／ｉモーションなどがディスプレイに表示されます。
･ 着もじメッセージが付加された電話がかかってきた場合は、着もじのメッ
セージ表示設定に従ってメッセージが表示されます。着もじメッセージは着
信履歴に記録されます。→P53
･ マルチナンバーを契約している場合は、着信した基本契約番号の名称または
付加番号の名称が表示されます。→P396

着信中の操作→P62

2 nまたはt
テレビ電話接続中は、カメラ映像が表示されます。
･ テレビ電話の場合、エニーキーアンサーは無効です。
･ fを押すと応答保留になり、相手にはテレビ電話応答保留画像が表示されま
す。
･ マナーモード中のときは、スピーカーホン機能を利用した通話に切り替える
かどうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択すると、スピーカーから
の通話になります。「いいえ」を選択すると、受話口からの通話になります。

■代替画像でテレビ電話を受ける：aを押す
テレビ電話がつながったときから、相手に代替画像が送信されます。
･ 代替画像にキャラ電を設定している場合、キャラ電が表示できないことが
あります。このとき相手には代替画像設定の標準画像が送信されます。

3 相手の映像を見ながら通話する
･ gを押すと通話中保留になります。
･ nを押すたびにスピーカーホン機能のON／OFFを切り替えられます。

4 通話が終わったらf
･ FOMA端末を折り畳んでもテレビ電話が切れます。折り畳んでもテレビ電話が切れないようにするには、
通話中クローズ設定の設定を変更します。

お知らせ
･テレビ電話がかかってきたときは、転送でんわサービスを開始に設定していても、転送先を3G-324Mに準拠したテレ
ビ電話対応機に設定していない場合、テレビ電話は接続されません。転送先の電話機をあらかじめご確認の上、転送先
を設定してください。

着もじメッセージ
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音声電話への切り替えに応じる
I 音声電話への切り替えに応じるには、テレビ電話切替機能通知を開始しておく必要があります。→P87

1 テレビ電話中に音声電話への切り替え要求を受ける
･ かけた側から切り替え操作が行われると、切替中画面が表示され、電話を切
り替える旨のガイダンスが流れます。

2 通話中画面が表示されたら、通話する

キャラ電を利用する
テレビ電話で通話するときに、カメラ映像の代わりにキャラクタを送信します。テレビ電話中にダ
イヤルキーを押すことでキャラクタを動かせます。キャラクタによっては、送話口からの音声に反
応して口を動かすものもあります。

1 通話中にme42

2 1eフォルダを選択eキャラ電を選択

お知らせ
･キャラ電を表示してからテレビ電話をかけるときや、キャラ電をテレビ電話の代替画像に設定するときは、「キャラ電
を表示する」を参照してください。→P321
･キャラ電によっては、アクションがないものがあり、aを押してもアクション一覧は表示されません。

相手側に送信する映像について設定する
テレビ電話中に、相手に送信する映像を代替画像、静止画、カメラオフ画像に切り替えられます。
また、映像にフレームを重ねたり、特殊な効果をかけたり、映像の明るさ、色の濃さ、ちらつきの
調整や、接写モード、表示倍率、アウトカメラへの切り替えもできます。ナイトモード、送受信画
像の品質の設定を変更することもできます。

･ 通話中に次の操作ができます。
1～9、#：アクション
a ：アクション一覧の表示（アクションを選択すると、キャ

ラクタがダイヤルキーに該当するアクションをします）
0 ：アクションの中止

キャラ電の操作とアクション一覧→P322「キャラ電を表示する」操作3

キャラ電

キ
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映像を自画像／代替画像に切り替える

1 通話中にt［代替画像］

映像にフレームを重ねる
I カメラ映像送信中の場合のみフレームを重ねられます。
I 表示サイズが176×144以下のフレームのみ選択できます。ただし、ダウンロードしたフレームは、表示サ
イズが176×144以下で、FOMA端末外への出力ができるフレームのみ選択できます。

1 通話中にme41eフレームを選択
･ インカメラを使用中は、ディスプレイに鏡像（左右逆向きの像）が表示され、
相手には正像（正しい向きの像）が送信されます。アウトカメラを使用中は、
ディスプレイの表示と同じ映像が相手にも送信されます。
･ フレーム送信中にgを押すと、フレーム送信が解除されます。
お買い上げ時に登録されているフレーム→P420

静止画／カメラオフ画像を送信する
静止画、または「カメラオフ」という文字が表示されるカメラオフ画像を選択して送信します。
I フレーム送信中の場合、静止画またはカメラオフ画像は設定できません。
I 画像サイズが176×144以下で、FOMA端末外への出力ができる静止画のみ設定できます。
FOMA端末外への出力が禁止されている画像→P342「表示項目と変更可否一覧」の「ファイル制限」

〈例〉カメラオフ画像を送信するとき

1 通話中にme43
･ カメラオフ画像を設定すると、テレビ電話画像選択で設定した代替画像が送
信されます。ただし、設定した画像がキャラ電の場合は、標準画像（カメラ
オフ画像）が送信されます。

■静止画を送信する：me44eフォルダを選択e静止画を選択
画像のフォルダや一覧の見かた→P306
･ 静止画にカーソルを合わせてpを押すと、静止画が表示されます。
･ 静止画像送信中にgを押すと、設定が解除されて元の画像が送信されます。

お買い上げ時 　自画像

･ 押すたびにカメラ映像（ ）と代替画像（ または ）が切り替わります。
→P86
･ 代替画像がキャラ電の場合、キャラ電が表示できないことがあります。この
とき相手には代替画像設定の標準画像が送信されます。→P86
･ 代替画像がキャラ電の場合、キャラ電の切り替えやアクションの選択ができ
ます。
キャラ電の操作とアクション一覧→P322「キャラ電を表示する」操作3

代替画像

送
信
映
像
の
設
定



テ
レ
ビ
電
話
の
か
け
か
た
／
受
け
か
た

83

映像に特殊な効果をかける＜撮影モード＞
相手に送信する映像に次の効果をかけられます。カメラ映像送信中の場合のみ効果をかけられます。

1 通話中にme2e1～6
標準 ：標準的な映像を送信します。
夕景 ：夕焼けをバックにした被写体を撮影するときに使用します。
逆光 ：逆光になる被写体を撮影するときに使用します。
海・雪 ：海や雪面などの光の反射をより美しく撮影します。
モノトーン：白黒にするときに使用します。
セピア ：セピア調にするときに使用します。

映像の明るさ／色の濃さ／ちらつきを調整する＜カメラ調整＞

映像の明るさや濃さを調整できます。映像のちらつきが気になるときは、お使いの地域の電源周波数に合った設
定に切り替えることにより、ちらつきが抑えられる場合があります。
I 明るさや色の濃さは5段階で調整できます。
I カメラ映像送信中の場合のみ調整できます。
I 通話終了後も設定内容は保持されます。

〈例〉明るさ／色の濃さを調整するとき

1 通話中にme31
■ちらつきを調整する：me32e1～3
･ ちらつき調整の設定はカメラ、バーコードリーダーのちらつき調整の設定
にも反映されます。

2 jで明るさ／色の濃さのスライダにカーソルを移動ehで明るさ／色の濃さを
調整
･ 調整中、画面にはカメラ映像が表示されます。スライダの位置を変えるたびに、明るさ／色の濃さが確
認できます。

3 p［登録］を押す
･ 調整後、しばらくの間何も操作しなかった場合、設定は変更されずに通話中の画面に戻ります。

インカメラ／アウトカメラを切り替える

I カメラ映像送信中の場合のみ切り替えられます。

1 通話中にa［カメラ切替］
切り替わったカメラからの映像が表示されます。

･ 押すたびにインカメラとアウトカメラが
切り替わります。

お買い上げ時 明るさ：3段階目  色の濃さ：3段階目  ちらつき調整：自動

お買い上げ時 インカメラ

インカメラ選択時 アウトカメラ選択時
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お知らせ
･カメラを切り替えても、次の設定は保持されます。
- フレーム - 撮影モード - 画像の明るさ／色の濃さ／ちらつき

接写撮影に切り替える
約8～11cmのごく近い距離の映像を送信するときは、接写撮影に切り替えて映像のピントを合わせます。
I アウトカメラ使用時のみ切り替えられます。

1 通話中にme6
･ 接写撮影を解除するときは、m6を押します。

画像の品質を設定する

画像品質と動きとのどちらを優先するかを選択できます。受信中の相手の映像についても同様に選択できます。
I「動き優先」に設定すると、映像の動きはなめらかになり、画質がやや粗くなります。
I「画質優先」に設定すると、映像は細やかになり、動きがやや鈍くなります。

1 通話中にme81e1～3
･ 相手の映像を設定するときは、通話中にm82を押し、1～3を押します。

お知らせ
･通話中にhを押しても送信画質を切り替えられます。

カメラ映像の表示倍率を切り替える＜ズーム＞

I カメラ映像送信中の場合のみ切り替えられます。

1 通話中にj
･ uを押すたびに次の順に切り替わります。dを押すと逆の順になります。
インカメラ ：標準（ ）→2 倍（ ）
アウトカメラ：標準（ ）→2倍（ ）→4倍（ ）→6倍（ ）→8倍（ ）→10倍（ ）→

12倍（ ）→16倍（ ）

お知らせ
･インカメラとアウトカメラを切り替えると、ズームは解除されます。

ナイトモードに切り替える

夜間など周囲が暗い場合、相手に明るい画像を送信できます。
I アウトカメラ使用時のみ切り替えられます。

1 通話中にa（1秒以上）
ナイトモードが「ON」に切り替わり、ランプが白色で点灯します。
･ 押すたびに、ON（ ）／OFF（表示なし）が切り替わります。

お知らせ
･通話中の設定操作などによって一時的にナイトモードが「OFF」に切り替わる場合があります。
･通話中イルミネーションを「ON」に設定していても、ナイトモードに切り替えると、ランプは白色で点灯します。

お買い上げ時 送信画質、受信画質：標準

お買い上げ時 標準

お買い上げ時 OFF
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テレビ電話中の画面表示について設定する
テレビ電話中にディスプレイに表示される画面について設定します。

親子画面の表示を切り替える

I 通話終了後も設定内容は保持されます。

1 通話中にp［画面切替］
･ 押すたびに交互に切り替わります。
親画面：相手画像／子画面：自画像 親画面：自画像／子画面：相手画像

親画面のサイズを変更する

I 通話終了後も設定内容は保持されます。

1 通話中にp（1秒以上）
･ 押すたびに大→中→小→大→…の順に切り替わります。

通話中の画面表示を設定する＜通話中テレビ電話動作設定＞
I 通話終了後も設定内容は保持されます。

1 通話中にme9e各項目を選択して設定ep［登録］
各設定項目→P85「テレビ電話の設定を変更する」

テレビ電話動作設定

テレビ電話の設定を変更する

テレビ電話がつながらなかったときの動作や、テレビ電話中の画面、スピーカーホンについて設定
します。
I 相手へのアクセスをより確実なものとするために、音声自動再発信があります。「ON」に設定すると、テレビ
電話をかけた相手がテレビ電話に対応していない端末の場合や、デュアルネットワークサービスでmovaサー
ビスを利用中の場合などでテレビ電話を受けられないときなどに、自動的に音声電話に切り替えて再発信しま
す。ただし、ISDN同期64kbpsやPIAFSのアクセスポイント、3G-324Mに対応していないISDNのテレビ
電話など（2006年6月現在）、間違い電話をした場合は、このような動作にならないことがあります。通話
料金が発生する場合もあるためご注意ください。

1 me8713e下記の各項目を選択して設定ep［登録］
音声自動再発信 ：テレビ電話がつながらなかった場合、自動的に音声電話で再発信するかどうかを

設定します。
テレビ電話画面設定：通話中に「自画像」または「相手画像」のどちらか一方を表示するか、「両方」を

表示するかを設定します。
･「自画像」または「相手画像」に設定すると、子画面表示は設定できません。

子画面表示 ：通話中の子画面に「自画像」と「相手画像」のどちらを表示するかを設定します。
画面サイズ設定 ：親画面の表示サイズを設定します。
送信画質設定 ：相手に送信する画像の画質を設定します。
照明設定 ：通話中のディスプレイの照明を設定します。

･「端末設定に従う」に設定すると、ディスプレイの照明設定に従います。

お買い上げ時 親画面：相手画像  子画面：自画像

お買い上げ時 大

お買い上げ時 音声自動再発信：OFF  テレビ電話画面設定：両方  子画面表示：自画像  画面サイズ設定：大
送信画質設定：標準  照明設定：常灯（標準）  スピーカーホン設定：ON
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スピーカーホン設定：テレビ電話がつながると同時に、自動的にスピーカーホン機能を利用した通話に
なるようにするかどうかを設定します。
･「OFF」に設定していても、通話中にnを押すとスピーカーホンに切り替えら
れます。

お知らせ
･音声自動再発信を「ON」に設定している場合でも、相手やネットワークの状況によって再発信が行われないことがあ
ります。
･音声自動再発信を「ON」に設定している場合、パソコンとつないだパケット通信中にテレビ電話をかけると、テレビ
電話には接続されずに再発信が行われ、音声電話に接続されます。音声電話中や64Kデータ通信中にはテレビ電話に
は接続されず再発信も行われません。
･音声自動再発信を「ON」に設定している場合、音声で再発信したときの通話料金はデジタル通信料ではなく音声通話
料になります。

テレビ電話で送信する画像を設定する＜テレビ電話画像選択＞ MENU 8243

テレビ電話で相手に送信する代替画像、伝言メモ画像、応答保留画像、通話中保留画像、動画メモ画像を変更し
ます。
I 次の画像は設定できません。
- サイズが176×144より大きい静止画
- アニメーション、パラパラマンガ
- JPEG形式、GIF形式以外の静止画
- FOMA端末外への出力が禁止されている画像→P342「表示項目と変更可否一覧」の「ファイル制限」

代替画像を設定する

〈例〉標準キャラ電を設定するとき

1 me8715e1

2 イメージ表示欄を選択

3 1を押す
「標準キャラ電（ブンブン（Dimo））」が設定されます。

■標準の静止画を設定する：2を押す
「標準画像（カメラオフ画像）」が設定されます。

■その他のキャラ電を設定する：3eイメージ一覧欄を選択eフォルダを選択eキャラ電を選択
キャラ電が設定されます。
キャラ電のフォルダや一覧の見かた→P321
･ 設定するキャラ電にカーソルを合わせてpを押すと、キャラ電が表示されます。

■その他の静止画を設定する：4eイメージ一覧欄を選択eフォルダを選択e静止画を選択
静止画が設定されます。
画像のフォルダや一覧の見かた→P306
･ 設定する静止画にカーソルを合わせてpを押すと、静止画が表示されます。 
･ 相手には、選択した静止画に文字メッセージが重なって表示されます。

4 p［登録］を押す

お買い上げ時 ［代替画像］イメージ表示：標準キャラ電
［伝言メモ画像、応答保留画像、通話中保留画像、動画メモ画像］イメージ表示：標準画像

©BVIG
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お知らせ
･代替画像に設定したキャラ電を削除した場合、代替画像は標準のキャラ電に戻ります。静止画、標準キャラ電を削除し
た場合は「標準画像（カメラオフ画像）」に戻ります。

伝言メモ録画中／応答保留／通話中保留／動画メモ録画中の画像を変更する

1 me8715e2～5

〈例〉「伝言メモ画像」を選択したとき

2 イメージ表示欄を選択e1または2
･「イメージ」を選択したときは、イメージ一覧欄を選択し、画像を選択します。
画像のフォルダや一覧の見かた→P306
･「標準画像」に設定すると、お買い上げ時の画像が表示されます。
･ 相手には、選択した静止画に文字メッセージが重なって表示されます。

3 p［登録］を押す

テレビ電話切替機能通知

音声電話とテレビ電話の切り替えについて設定する
テレビ電話と音声電話を切り替えて通話するには、あらかじめテレビ電話切替機能通知を開始して
おく必要があります。テレビ電話切替機能通知とは、自分の端末がテレビ電話と音声電話を切り替
えられる端末であることをネットワークに通知しておく機能です。
I 音声電話中やテレビ電話中は、テレビ電話切替機能通知の設定を変更できません。
I 圏外では設定の操作はできません。電波状態のよい所で操作してください。
I お買い上げ時は、テレビ電話切替機能通知は開始に設定されています。

1 me8717

2 1または2
･ 設定内容を確認するときは3を押します。

3 「はい」を選択

パケット通信中着信設定

ｉモード中にテレビ電話がかかってきたときの応対方法を設定する

1 me8714e1～4
テレビ電話優先 ：テレビ電話の着信画面が表示され、電話に出るとパケット通信が切断されます。
パケット通信優先：パケット通信が継続され、着信履歴に記録されます。
留守番電話 ：留守番電話サービスセンターに接続します。※

転送でんわ ：転送先へ転送します。
※：2006年5月現在サービス未提供です。
･ 留守番電話サービスや転送でんわサービスを契約していない場合は、「留守番電話」または「転送でん
わ」を設定しても「パケット通信優先」の動作となります。

お知らせ
･留守番電話サービスまたは転送でんわサービスを開始に設定し、呼出時間を「0秒」に設定している場合は、本設定に
関わらず各サービスが作動します。着信履歴には記録されません。

お買い上げ時 テレビ電話優先
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テレビ電話使用機器設定

外部機器と接続してテレビ電話を使用する

パソコンなどの外部機器とFOMA端末をF902iS付属のUSBケーブルで接続することで、外部機
器からテレビ電話の発着信操作ができます。
この機能を利用するためには、専用の外部機器、またはパソコンにテレビ電話アプリケーションを
インストールし、さらにパソコン側にイヤホンマイクやUSB対応Webカメラなどの機器（市販品）
を用意する必要があります。
I FOMA端末が外部機器と接続されていないときは利用できません。
I テレビ電話アプリケーションの動作環境や設定、操作方法については、外部機器の取扱説明書などをご覧くだ
さい。

※本機能対応アプリケーションとして、「ドコモテレビ電話ソフト 2005」 をご利用いただけます。
ドコモテレビ電話ソフト ホームページからダウンロードしてご利用ください。
（パソコンでのご利用環境等詳細については、サポートホームページでご確認ください。）

1 me8716e1または2

お知らせ
･音声電話中は、外部機器からテレビ電話をかけられません。
･キャッチホンをご契約いただいていると、音声電話中に外部機器からのテレビ電話の着信があった場合、着信履歴には
不在着信として記録されます。外部機器からのテレビ電話中に音声電話、テレビ電話、64Kデータ通信の着信があっ
た場合も同様です。

お買い上げ時 本体

http://videophonesoft.nttdocomo.co.jp/

FOMA
ネットワーク

FOMAテレビ電話
通信速度

64Kまたは32K
基地局
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プッシュトーク
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プッシュトークとは
プッシュトークキー（P）を押してプッシュトーク電話帳を呼び出し、相手を選んで再びPを押す
だけのかんたん操作で、複数の人（自分を含めて最大5人）と通信することができます。Pを押し
発言するたびにプッシュトーク通信料が課金されます。
Pを押し続けている間だけ発言することができ、発言者以外のメンバーはその間は聞くだけになり
ます。
また画面では、誰が発言しているかなどメンバーの状態が確認できます。グループ内での連絡や短
い用件を伝えるときなどに、便利にご利用いただけます。
※ 対応機種：902iシリーズ、902iSシリーズ、P702i

プッシュトークプラス

プッシュトークプラスとは、あらかじめ登録されたネットワーク上の電話帳を利用し、自分も含め最大20人ま
で通信できるサービスです。さらに、メンバーの状態を確認できるなど、プッシュトークをより便利にご利用い
ただけます。プッシュトークプラスをご利用いただくには別途ご契約が必要です。
※ プッシュトークプラスの操作方法などの詳細については、お申し込み時にお渡しするご案内をご覧ください。

プッシュトーク発信する

プッシュトーク画面

プッシュトーク画面の見かたは次のとおりです。

※1：電話番号を電話帳に登録している場合
※2：3人以上で通信している場合に表示されます。

着信者 着信者

着信者

もうすぐ着きます

複数人で会話

発信者 着信者

2人で会話

着信者

発信者発信者　　　　  発信

着信者

Pを押しながら発言

Pを押しながら発言

もしもし

発言者欄
表示なし：発言権が空き状態
電話番号／名前※1／「非通知」／ （発言者が特定できなかった場合）

：メンバーが発言権を保持している
「自分」 ：自分が発言している
グループ名
グループ発信した発信者の画面にのみ表示
参加メンバーリストのページ数
複数ページあるときは、hでページを切り替えられる
参加メンバーの応答の状況

 ※2：相手を呼出中
 ：呼出に応答し、プッシュトーク参加中
 ※2：応答がない／プッシュトークを終了／圏外にいるか電源が入っていない
 ※2：公共モード（ドライブモード）中

参加メンバー
電話番号／名前※1／「非通知」
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プッシュトークで会話する
電話番号を入力したりFOMA端末電話帳またはFOMAカード電話帳を利用したりして、2人でプッシュトーク通
信します。

1 電話番号を入力
･ 音声電話の入力方法と同じです。

■電話帳を利用する：pe電話帳を検索e発信する相手にカーソルを合わせる

2 Pを押す
相手が応答すると応答音が鳴り、プッシュトークが開始されます。
･ 電話帳を利用して発信したときに、電話番号を複数登録している場合は、発信先選択画面で電話番号を
選択します。

■スピーカーホン機能を利用して発信する：P（1秒以上）
･ 発信中や通信中は、nを押すたびにスピーカーホン機能のON／OFFを切り替えられます。

3 発言者欄が空き状態であることを確認ePを押し続ける
発言権を取得すると発言権取得音が鳴り、発言者欄に「自分」と表示されます。
･ 相手が発言権を取得している間は、Pを押しても発言権取得失敗音が鳴り、発言できません。
･ FOMA端末を折り畳むと、スピーカーホン機能を利用して通信できます。背面ディスプレイには発言者
が表示されます。
･ 発言権取得音が鳴った時点から発言者にプッシュトーク通信料がかかります。

4 Pを押したまま発言する

5 発言が終わったらPから手を離す
発言権開放音が鳴ります。

6 通信が終わったらf

お知らせ
･プッシュトークの発信は、FOMA端末を開いている状態で行ってください。折り畳んでいる状態では発信できません。
･プッシュトーク通信中にｉモードは利用できません。
･ 1回の発言権を取得している時間には限りがあります。発言権を長く取得していると発言権開放予告音が鳴り、その後
発言権が開放されます。
･プッシュトーク中着信設定を「通常着信」に設定している場合は、発言中に音声電話がかかってくると、発言権が開放
されます。
･プッシュトーク通信中に一定時間発言のやりとりが行われないと通信は切断され、待受画面に戻ります。
･プッシュトークの終了には時間がかかる場合があります。
･プッシュトークでは、緊急通報（110番、119番、118番）はできません。
･ FOMA端末電話帳のメモリ番号0～99の相手には、クイックダイヤルを利用してプッシュトークを発信できます。メ
モリ番号を入力してPを押すと、プッシュトーク電話帳に登録している場合はその電話番号に、プッシュトーク電話帳
に登録していない場合は電話帳データの1件目の電話番号に、プッシュトークを発信します。
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プッシュトーク通信中の操作について
サブメニューから次の操作ができます。

※：アラームが鳴っているときでも設定を変更できます。アラームが鳴り止んだ後に、変更した設定が反映され
ます。

I プッシュトーク通信中には、次の操作もできます。
j／サイドキー［▲▼］：受話音量の調整

条件を設定してプッシュトークを発信する＜発信オプション＞
プッシュトークを発信するたびに、発信者番号の通知／非通知を設定できます。

1 電話番号を入力eme4

2 発信方法欄を選択e4

3 番号通知欄を選択e1～3
発信者番号の通知／非通知を設定します。「指定なし」に設定すると、プッシュトーク番号通知設定に従っ
て動作します。

4 me「はい」を選択
設定した内容でプッシュトークを発信します。

リダイヤルや着信履歴を利用する
I リダイヤル一覧画面→P54
I 着信履歴一覧画面→P64

〈例〉着信履歴一覧からプッシュトーク発信するとき

1 le発信する相手にカーソルを合わせてP
着信対象が複数のときは、複数のメンバーに一斉発信します。
･ リダイヤルから発信するときは、rを押して発信する相手にカーソルを合わせてPを押します。

■スピーカーホン機能を利用して発信する：le発信する相手にカーソルを合わせてP（1秒以上）

■メンバーを確認してから発信する：
ale発信する相手を選択
メンバー一覧が表示されます。

bメンバーを確認eP

■プッシュトーク電話帳に登録する：le登録する相手にカーソルを合わせてme3e「はい」を選択
･ FOMA端末電話帳に登録していないと、プッシュトーク電話帳に登録できません。

■グループとして登録する：le登録する相手にカーソルを合わせてme4eグループ名を入力
ep
･ 対象が1人のプッシュトークの場合は、グループとして登録できません。
･ プッシュトーク電話帳に登録していないと、グループ登録できません。

サブメニュー 説　明
a再接続アラーム音※ 電波状態が悪くて途切れた通信を、電波状態がよくなったときに再接続するとき

のアラームを設定します。
bプッシュトーク中
クローズ設定

FOMA端末を折り畳んでプッシュトークを終了するか継続するかを設定します。

cプッシュトーク中
着信設定

プッシュトーク通信中に音声電話がかかってきたときの応対を設定します。
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■FOMA端末電話帳に登録する：
ale登録する相手にカーソルを合わせてme1
･ 登録済みの電話帳データに追加するときは、m2を押します。

b名前やアドレスなどを登録
電話帳登録→P101
･ 登録済みの電話帳データに追加するときは、登録先の電話帳データを選択します。→P109
･ 登録後、プッシュトーク電話帳に登録するかどうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択す
ると、新規登録されます。電話番号を複数登録した場合は、プッシュトーク電話帳に登録する電
話番号を選択します。

プッシュトーク着信する
I プッシュトークは応答保留できません。
I プッシュトークが着信したときに自動応答するように設定できます。→P97

1 プッシュトークが着信する

が点滅します。
着信音が鳴り、ランプとラウンドイルミネーションパネルの照明が点灯または点滅します。ディスプレイ
には、参加メンバーが一覧表示されます。

2 Pを押す
応答音が鳴り、プッシュトークが開始されます。
･ nまたはダイヤルキーなどを押してもプッシュトークに応答できます（エニーキーアンサー）。
･ fを押した場合や、プッシュトーク呼出時間設定で設定した呼出時間内に応答しなかった場合は、着
信を切断します。グループ着信の場合は、参加メンバーのディスプレイには が表示され、着信
を切断します。
･ FOMA端末を折り畳んでいるときは、スピーカーホン機能を利用して応答できます。

3 プッシュトークで会話する
操作方法→P91「プッシュトークで会話する」操作3～5
･ 通信中は、nを押すたびにスピーカーホン機能のON／OFFを切り替えられます。

4 通信が終わったらf
離脱音が鳴り、他のメンバーのディスプレイには が表示されます。

お知らせ
･グループ発信に応答したプッシュトーク通信を切断したり、呼出時間内に応答しなかったりした場合でも、発信者が通
信を継続している間は、着信履歴からの発信によって参加できます。
着信履歴からプッシュトーク発信する方法→P92
･着信中にjで着信音量を調整できます。

電話番号／名前（電話番号を電話帳に
登録している場合）／「非通知」

発信者には と表示されます。
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MENU 44

プッシュトーク電話帳に登録する
プッシュトーク通信をするメンバーを登録します。グループに分けて登録することもできます。
I プッシュトーク電話帳に登録するには、FOMA端末電話帳に電話番号を登録しておく必要があります。
I 最大700件登録できます（登録内容により、少なくなる場合があります）。

1 Pea

2 「電話帳参照」を選択
･ FOMA端末電話帳に登録していない電話番号を登録する場合は、「直接入力」を選択するとFOMA端末
電話帳の登録画面が表示されます。各項目を設定しpを押すと、プッシュトーク電話帳とFOMA端末
電話帳の両方に登録されます。電話番号を複数登録した場合は、プッシュトーク電話帳に登録する電話
番号を選択します。

電話帳登録→P101

3 電話帳を検索e登録する電話帳データを選択e「はい」を選択
･ 電話番号を複数登録している場合は、プッシュトーク電話帳に登録する電話番号を選択します。

FOMA端末電話帳から登録する

1 pe電話帳を検索e登録する相手にカーソルを合わせてme33e「はい」
を選択
･ 電話番号を複数登録している場合は、プッシュトーク電話帳に登録する電話番号を選択します。
･ FOMA端末電話帳の詳細画面から登録する場合は、プッシュトーク電話帳に登録する電話番号を表示し
てから操作します。

グループに登録する
プッシュトーク電話帳に登録したメンバーをグループに登録します。
I グループは最大30件登録できます。
I 1つのグループには、メンバーを最大19人登録できます。ただし、グループに5人以上のメンバーを登録する
とグループ一斉発信はできません。グループ一斉発信するには、登録するメンバーを4人以下にしてください。

1 Pep
･ 登録済みのグループにメンバーを登録するときは、操作3に進みます。

2 aeグループ名を入力ep
･ 全角で最大10文字、半角で最大20文字入力できます。

■グループ名を変更する：変更するグループにカーソルを合わせてme3eグループ名を変更ep
･ グループ名を変更しても、リダイヤルには反映されません。

3 グループを選択ea

4 登録するメンバーを選択ep［登録］

カーソル位置のメンバーの電話番号
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プッシュトーク電話帳を利用してプッシュトーク発信する
プッシュトーク電話帳のメンバー一覧から選択したり、グループを利用したりして、複数の人で
プッシュトーク通信します。
I 発信するメンバーを4人まで選択してください。
I プッシュトーク画面→P90

メンバー一覧から相手を選んで発信する

1 Pを押す

2 発信するメンバーを選択
･ m1を押すと、選択したメンバーだけが一覧表示されます。

3 Pまたはt
メンバーが1人でも応答すると応答音が鳴り、プッシュトークが開始されます。

■スピーカーホン機能を利用して発信する：P（1秒以上）またはt（1秒以上）

4 プッシュトークで会話する
操作方法→P91「プッシュトークで会話する」操作3～5

5 通信が終わったらf
･ 発信者がfを押すと、参加メンバー全員のプッシュトークが終了します。

グループから発信する

1 Pep

2 グループを選択
･ グループ内の電話帳データは次のフリガナ順に表示されます。

a50音順 bアルファベット順 c数字 d空白で始まるもの e記号 fフリガナなし
･ グループ一斉発信をするときは、発信するグループにカーソルを合わせて、操作4に進みます。

3 発信しないメンバーを選択
チェックボックスからチェックが外れます。
･ m1を押すと、選択したメンバーだけが一覧表示されます。

FOMA端末電話帳に登録している名前
･メンバー一覧の電話帳データは次のフリガナ順に表示されます。
a50音順 bアルファベット順 c数字 d空白で始まるもの
e記号 fフリガナなし
･ダイヤルキー0～9、#、*を押すと、それぞれのダイヤルキーに割り
当てられている行の先頭のメンバーにカーソルが移動します。
ダイヤルキーの割り当て→P106「50音順に全件表示する」操作1

メンバー一覧画面
カーソル位置のメンバーの電話番号

グループ一覧画面
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4 Pまたはt
メンバーが1人でも応答すると応答音が鳴り、プッシュトークが開始されます。

■スピーカーホン機能を利用して発信する：P（1秒以上）またはt（1秒以上）

5 プッシュトークで会話する
操作方法→P91「プッシュトークで会話する」操作3～5

6 通信が終わったらf
･ 発信者がfを押すと、参加メンバー全員のプッシュトークが終了します。

お知らせ
･条件を設定してプッシュトークを発信できます。→P92
･シークレット属性を設定しているメンバーには、シークレットモード中のみ発信できます。シークレットモード中でな
い場合は、シークレット属性を設定していないメンバーにのみ発信されます。

プッシュトークプラスを利用してプッシュトーク発信する
I プッシュトークプラスを利用いただくには、ご契約が必要です。→P90

1 Peme6
ネットワークに接続します。

プッシュトーク電話帳を削除する

1 Pe削除するメンバーにカーソルを合わせてme3e「はい」を選択
FOMA端末電話帳からも削除するかどうかの確認画面が表示されます。

2 「はい」または「いいえ」を選択

グループを削除する

I グループを削除しても、登録しているメンバーはプッシュトーク電話帳やFOMA端末電話帳から削除されませ
ん。

1 Pepe削除するグループにカーソルを合わせてme2e「はい」を選択

グループからメンバーを削除する

I グループから削除しても、登録しているメンバーはプッシュトーク電話帳やFOMA端末電話帳からは削除され
ません。

1 Pepeグループを選択e削除するメンバーにカーソルを合わせてme3e
「はい」を選択
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プッシュトークの発着信について設定する

自分やメンバーの電話番号を表示させる＜プッシュトーク番号通知設定＞

プッシュトークを発信したときに、メンバーのFOMA端末に自分や他のメンバーの電話番号を表示させるかどう
かを設定します。
I 発信者番号はお客様の大切な情報です。発信者番号を通知する際には、十分にご注意ください。
I 着信中および通信中のメンバーのFOMA端末にメンバー全員の電話番号が表示されるかどうかは、発信者の設
定に従います。発信者が電話番号を通知すると参加メンバー全員の電話番号が通知され、通知しないと全員が
「非通知」となります。

1 me8723e1または2

お知らせ
･発信者番号通知設定の設定に関わらず、本機能の設定に従ってメンバーの発信者番号が通知されます。

番号通知の優先順位について

複数の番号通知方法を同時に設定した場合、次の優先順位で番号通知動作が行われます。
a発信時に発信オプションで番号通知方法を設定した場合
b電話帳データの発番号設定（1人に発信した場合）
cプッシュトーク番号通知設定

着信音を鳴らす時間を設定する＜プッシュトーク呼出時間設定＞

プッシュトークの着信があったときに、着信音やバイブレータなどによる呼出動作を続ける時間を設定します。
呼出時間内に応答しなかったときは、呼出が終了し、着信履歴に不在着信として記録されます。
I プッシュトーク自動応答設定を「自動応答あり」に設定していると、本機能は設定できません。

1 me8722e秒数を入力ep［登録］
･ 1～60秒の範囲で設定します。

お知らせ
･呼出動作開始時間設定の着信呼出動作を「ON」に設定しているときは、呼出開始時間が経過した後に本機能が動作し
ます。

プッシュトークに自動的に応答する＜プッシュトーク自動応答設定＞

キー操作なしに自動的にプッシュトークに参加するかどうかを設定します。
「自動応答あり」に設定すると、プッシュトークの着信とともに応答音が鳴って自動応答します。自動応答後は
FOMA端末を折り畳んでいても、スピーカーホン機能を利用してプッシュトークに参加できます。

1 me8724e1または2

お知らせ
･「自動応答あり」に設定していても、マナーモード中は本機能は動作しません。プッシュトークに応答するにはPを押
します。nまたはダイヤルキーなどを押しても応答できます。
･平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）や車載ハンズフリーキット01（別売）を接続しているときは、Pを操作しな
がら接続した機器を使って音声をやりとりします。

お買い上げ時 通知しない

お買い上げ時 呼出時間（秒）：30

お買い上げ時 自動応答なし
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プッシュトーク通信中に音声電話がかかってきたときの応対を設定する
＜プッシュトーク中着信設定＞

1 me8725e1～4
通常着信 ：音声電話を着信すると、音声着信画面が表示されます。nを押すとプッシュトークを切断

して音声電話に応答します。fを押すとプッシュトークを切断し、音声着信画面の表示を
継続します。

着信拒否 ：音声電話が切れます。
留守番電話：留守番電話サービスセンターに接続します。
転送でんわ：転送先へ転送します。
･ 留守番電話サービスや転送でんわサービスを契約していない場合は、「留守番電話」または「転送でん
わ」を設定しても「通常着信」の動作となります。
･「通常着信」に設定している場合に、プッシュトーク通信中に音声電話がかかってきたときの操作→P62
「着信中の操作について」

お知らせ
･プッシュトーク中着信設定がいずれの設定の場合でも、着信履歴に不在着信として記録されます。
･留守番電話サービスまたは転送でんわサービスを開始に設定し、呼出時間を「0秒」に設定している場合は、本設定に
関わらず各サービスが作動します。着信履歴には記録されません。
･プッシュトーク発着信中に音声電話がかかってきたときは、本設定に関わらず音声電話を切断します。着信履歴には不
在着信として記録されます。留守番電話サービスまたは転送でんわサービスを利用している場合は、各サービスが作動
します。

FOMA端末を折り畳んでプッシュトークを終了／継続するように設定する
＜プッシュトーク中クローズ設定＞

1 me8726e1または2

お知らせ
･平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）や車載ハンズフリーキット01（別売）を接続しているときは、FOMA端末を
折り畳んでも本設定に関わらず通信を継続します。

ｉモード通信中にプッシュトークが着信したときの応対を設定する
＜ｉモード中プッシュトーク着信＞ MENU 284

1 me8727e1または2
プッシュトーク着信優先：ｉモード通信が終了し、プッシュトークの着信画面が表示されます。プッシュ

トークを終了すると、ｉモードの画面に戻ります。
ｉモード優先 ：ｉモード通信が継続され、着信履歴にも記録されません。相手に接続できなかっ

た旨のメッセージが表示されます。グループ着信したときは、参加メンバーの
ディスプレイには が表示されます。

お買い上げ時 着信拒否

お買い上げ時 スピーカー通話

お買い上げ時 プッシュトーク着信優先
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FOMA端末で使用できる電話帳について
FOMA F902iSでは、FOMA端末電話帳とFOMAカード電話帳を利用できます。これらの電話帳
からは、音声電話やテレビ電話、プッシュトークの発信や、メール、SMSの送信などが行えます。
F902iSには、この他プッシュトーク専用のプッシュトーク電話帳があります。
I プッシュトーク電話帳→P94「プッシュトーク電話帳に登録する」

FOMA端末電話帳とFOMAカード電話帳の違い
○：可 ×： 不可

※1：実際に登録できる件数は、各電話帳データの登録内容により少なくなる場合があります。
※2：設定できる項目は誕生日、テキストメモ、郵便番号／住所、会社名、役職名、URLです。
※3：電話着信時とメール着信時の着信音、着信バイブレータ、着信イルミネーションパターン、着信イルミネーション

カラーの設定ができます。電話着信時の設定ではテレビ電話代替画像も設定できます。また、グループ別の発着信
設定もできます。

項　目 FOMA端末電話帳 FOMAカード電話帳

電話帳登録件数 最大700件※1 最大50件
登
録
内
容

名前・フリガナ 名前は全角で16文字、半角で32文字
設定可能。フリガナは半角で32文字設
定可能。

名前は全角で10文字、半角で21文字
設定可能。フリガナは全角で12文字、
半角で25文字設定可能。

画像・動画 1人につき1件 ×
グループ 「グループなし」および30グループ追

加可能。
「グループなし」および10グループに
分類可能。

電話番号・アイコン 1人につき最大5番号、電話帳全体で
2105 番号設定可能。それぞれについ
てアイコンを設定可能。 

1人につき1番号のみ設定可能。アイコ
ンは設定不可。

メールアドレス・アイコン 1人につき最大5アドレス、電話帳全体
で2105アドレス設定可能。それぞれ
についてアイコンを設定可能。

1人につき1アドレスのみ設定可能。ア
イコンは設定不可。 

その他の設定※2 ○ ×

メモリ番号 ○ ×
電
話
帳
検
索

全件表示（50音） ○ ○
グループ検索 ○ ○
フリガナ検索 ○ ○
ランキング検索 ○ ×
メモリ番号検索 ○ ×
電話番号検索 ○ ○
ロケットサーチ検索 ○ ○
シークレット検索 ○ ×

各
種
設
定

電話帳別着信設定※3 ○ ×
シークレット属性設定 ○ ×
発番号設定 ○ ×
着信許可／拒否設定 ○ ×
シークレットコード設定 ○ ×
テレビ電話通信速度設定 ○ ×

そ
の
他

電話番号入替え・メールアドレス
入替え・メモリ番号入替え ○ ×

クイックダイヤル ○ ×
クイックメール ○ ×
サイト表示 ○ ×
赤外線送信 ○ ○

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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名前の表示について
FOMA端末電話帳、FOMAカード電話帳に登録した相手と電話の発着信を行うと、電話帳に登録している名前
と電話番号が発信中、呼出中、着信中、通話中の画面に表示されます。
電話帳に登録している名前は、発着信情報を記録しているリダイヤルや着信履歴、電話帳を検索せずに電話番号
やメールアドレスを入力したとき、伝言メモ、受信メールの発信元、送信／未送信メールの宛先、カスタムメ
ニューの人物などにも表示されます。
I FOMA端末電話帳に同じ電話番号やメールアドレスで名前が異なる電話帳を登録している場合、最初に登録し
た電話帳の名前が表示されます。

I FOMA端末電話帳とFOMAカード電話帳に、同じ電話番号やメールアドレスで名前が異なる電話帳を登録して
いる場合、FOMA端末電話帳に登録している名前が表示されます。

I メールを受信した際、発信元のメールアドレスと電話帳に登録しているメールアドレスが@以降のドメイン名
も含めて完全に一致すると、電話帳に登録している名前が表示されます。ただし、発信元がｉモード端末の場
合は、ドメイン名（@docomo.ne.jp）を省略してメールアドレスを電話帳に登録しても、電話帳に登録して
いる名前が表示されます。メールアドレスが「携帯電話番号@docomo.ne.jp」の場合は、「@docomo.ne.jp」
を省略して電話帳に登録してください。

I SMSを受信した際、電話帳に登録している電話番号が一致した場合は電話帳に登録している名前が表示されま
す。

I 電話帳に登録した相手からメールの受信があると、電話帳に登録している名前がタスクバーにスクロール表示
されます。ただし、シークレットモード中でない場合にシークレット属性を設定している相手からメールの受
信があると、タスクバーにはメールアドレスが表示されます。

電話帳登録

FOMA端末電話帳に登録する
電話番号やメールアドレスなどをFOMA端末電話帳に登録する手順を説明します。
I 電話帳に登録した内容は、別にメモを取るなどして保管してください。パソコンをお持ちの場合は、データリ
ンクソフトとUSBケーブルを利用して、パソコンに保管できます。また電話帳お預かりサービスをご契約の
場合は、お預かりセンターへ保存できます。

I FOMA端末の電話帳データをminiSDメモリーカードにバックアップできます。
I FOMA端末の故障や修理、電話機の変更やその他の取り扱いによって、登録内容が消失してしまう場合もあり
ます。万一、電話帳などに登録してある内容が消失してしまうことがあっても、当社としては責任を負いかね
ますので、あらかじめご了承ください。

I ドコモショップなどの窓口で機種変更時など新機種へコピーする際は、新機種の仕様によっては、FOMA端末
に登録したデータをコピーできない場合もありますので、あらかじめご了承ください。

I 最大登録件数 →P100

1 me42

2 名前を入力
･ 漢字、ひらがな、カタカナ、英字、数字、記号、絵文字を入力できます。
･ 全角で最大16文字、半角で最大32文字入力できます。
･ 名前を入力しないと、電話帳に登録できません。

3 pを押す
名前とフリガナを確認します。

■名前を修正する：名前の入力欄を選択e名前を修正ep

■フリガナを修正する：フリガナの入力欄を選択eフリガナを修正eg
･ 半角で最大32文字入力できます。
･ 名前を修正してもフリガナには反映されません。

名前、フリガナ
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4 下記の各項目を選択して設定ep［登録］
メモリ番号（No.000～699）

：最も小さい空きメモリ番号が自動的に割り当てられます。
･ メモリ番号に登録済みの番号を指定すると、登録時に上書きするかどうかの確認画面
が表示されます。上書きしないときは「新規登録」を選択し、他のメモリ番号を指定
してください。
･ 100の位や10の位の頭の0は省略できます。

画像選択・撮影
：発着信時や電話帳データ確認時に表示する画像や動画／ｉモーションを設定します。着信
時は、登録相手が電話番号を通知してきた場合に表示されます。
･ お買い上げ時の状態に戻すときは5を押します。

■画像を設定する：1eフォルダを選択e画像を選択
画像のフォルダや一覧の見かた→P306
･ 縦横（または横縦）のサイズが640×480より大きい画像を選択すると、画像を
縮小するかどうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択して画像を設定すると、
電話帳用のサイズに縮小した画像が保存されます。
･ 電話発着信時や電話帳データ確認時には、アニメーションは再生中の画像、パラパ
ラマンガは最初のコマが表示されます。

■カメラで静止画を撮影して設定する：2e静止画を撮影eg
･ 撮影する静止画のサイズは電話帳用（96×72）に自動的に設定されます。

■動画／ｉモーションを設定する：3eフォルダを選択e動画／ｉモーションを選択
動画／ｉモーションのフォルダや一覧の見かた→P313
･ 画像サイズがSub-QCIF（128×96）、またはQCIF（176×144）の映像のみの
動画／ｉモーションが設定できます。
･ 電話発信時には、動画／ｉモーションの最初のコマが表示されます。

■ビデオカメラで動画を撮影して設定する：4e動画を撮影eg
･ 撮影する動画のサイズはQCIF（176×144）に自動的に設定されます。また、音
声は録音されません。

グループ ：グループを選択します。新規登録時は「グループなし」に設定されています。aを押す
とグループを追加できます。
グループの追加→P104

電話番号 ：市外局番から入力し、アイコンを選択します。最大26桁入力できます。
･ 1人につき最大5番号登録できます。1件目の電話番号を登録すると、追加登録する項
目が表示されます。
･ ポーズ（「P」）、タイマー（「T」）、「＋」、「＃」、サブアドレスの区切り（「 」）を登録
できます。

メールアドレス
：メールアドレスを入力し、アイコンを選択します。半角で最大50文字入力できます。
･ 1人につき最大5アドレス登録できます。1件目のメールアドレスを登録すると、追加
登録する項目が表示されます。

相手がシークレットコードを登録しているときの電話帳の登録→P113
誕生日 ：誕生日設定を「ON」に設定して誕生日を入力します。
テキストメモ

：全角で最大100文字、半角で最大200文字入力できます。
郵便番号／住所

：郵便番号は最大7桁、住所は全角で最大100文字、半角で最大200文字入力できます。
会社名 ：全角で最大50文字、半角で最大100文字入力できます。
役職名 ：全角で最大50文字、半角で最大100文字入力できます。
URL ：半角で最大256文字入力できます。
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お知らせ
･「186」または「184」を付けた電話番号を電話帳に登録すると、SMS作成時の宛先に選択しても送信できません。ま
た、メールアドレスを「携帯電話番号@docomo.ne.jp」にしている相手に「186」または「184」を付けて電話帳に
登録すると、ｉモードメール作成時の宛先を選択しても送信できません。
･発着信動作の優先順位について
- 発信画像→P136 - 着信画像→P137

電話帳別着信設定

電話帳データごとに着信動作を設定する
FOMA端末電話帳の電話帳データごとに着信音やイルミネーションなどを設定できます。

1 pe電話帳を検索e設定する電話帳データにカーソルを合わせてme32
e下記の各項目を選択して設定ep［登録］

･hで電話とメールの着信設定画面を切り
替えます。
･「グループなし」で登録すると、すべての
項目は「端末設定に従う」に設定されて
います。グループを選択した場合、テレ
ビ電話代替画像は「端末設定に従う」に、
それ以外の項目は「グループ設定に従う」
に設定されています。

／ 着信音：「着モーションを選択」または「メロディを選択」を選択し、動画／ｉモーションま
たはメロディを選択します。
動画／ｉモーションのフォルダや一覧の見かた→P313
メロディのフォルダや一覧の見かた→P325
･ 詳細情報の着信音設定が「可」になっている動画／ｉモーションのみ着信音に設定
できます。
･「端末設定に従う」に設定すると、電話着信音またはメール・メッセージ着信音に従
います。

／ 着信バイブレータ
：「選択する」を選択し、電話がかかってきたとき、またはメールを受信したときのバイ
ブレータの動作パターンを設定します。
･「端末設定に従う」に設定すると、バイブレータ設定に従います。
バイブレータのパターン→P123

／ 着信イルミネーションパターン
：「選択する」を選択し、ランプとラウンドイルミネーションパネルの照明の点灯パター
ンを設定します。
･「端末設定に従う」に設定すると、イルミネーション設定に従います。
･「メロディ連動」または「OFF」に設定すると、着信イルミネーションカラーは設
定できません。「メロディ連動」の場合は「レインボー」に自動的に設定されます。

／ 着信イルミネーションカラー
：「選択する」を選択し、ランプの点灯色を設定します。
･「端末設定に従う」に設定すると、イルミネーション設定に従います。

テレビ電話代替画像（電話着信設定画面のみ）
：「選択する」を選択し、通話中に表示するキャラ電を設定します。
･「端末設定に従う」に設定すると、テレビ電話画像選択の設定に従います。

メロディまたは動画／ｉモーションの再生の操作→P120
ランプの色と点灯パターン→P142

お知らせ
･着信動作の優先順位について
- 着信音→P121 - バイブレータ→P124 - 着信イルミネーション→P143

r

l

メール着信設定画面電話着信設定画面
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FOMAカード電話帳登録

FOMAカード電話帳に登録する
I 最大登録件数 →P100

1 me43

2 名前を入力
･ 漢字、ひらがな、カタカナ、英字、数字、記号、絵文字を入力できます。
･ 全角で最大10文字、半角で最大21文字入力できます。ただし、全角と半角
が混在している場合や、半角カタカナが含まれている場合は、最大10文字し
か登録できません。
･ 名前を入力しないと、電話帳に登録できません。

3 pを押す
名前とフリガナを確認します。

■名前を修正する：名前の入力欄を選択e名前を修正ep

■フリガナを修正する：フリガナの入力欄を選択eフリガナを修正eg
･ フリガナは、全角カタカナと半角英数字で入力できます。
･ 全角で最大12文字、半角で最大25文字入力できます。ただし、全角と半
角が混在している場合は、最大12文字しか登録できません。
･ 名前を修正してもフリガナには反映されません。

4 下記の各項目を選択して設定ep［登録］
･ 電話帳データの各項目をすでに設定しているときは、その内容が表示されます。

グループ ：「グループ 1 ～ 10」および「グループなし」から選択します。新規登録時は「グ
ループなし」に設定されています。
グループ名の変更→P105

電話番号 ：市外局番から入力します。最大26桁（FOMAカードの種類によっては最大20桁）
入力できます。→P39
･ 1番号のみ登録できます。アイコンの設定はできません。
･ ポーズ（「P」）、「＋」、「＃」、サブアドレスの区切り（「 」）を登録できます。タ
イマー（「T」）は入力できますが、登録できません。

メールアドレス：メールアドレスを入力します。半角で最大50文字入力できます。
･ 1アドレスのみ登録できます。アイコンの設定はできません。

グループ設定

グループについて設定する
FOMA端末電話帳ではグループを追加したり、グループごとの発着信動作を設定したりできます。
また、グループの並び順の変更や、グループの削除もできます。FOMAカード電話帳ではグルー
プ名のみ変更できます。
I「グループなし」の名前の変更や発着信動作の設定、削除はできません。

FOMA端末電話帳のグループについて設定する

グループを追加する

I 最大30グループ追加できます。

1 me412

2 me2

■グループ名を変更する：変更するグループにカーソルを合わせてme4

■グループの並び順を変更する：順番を変更するグループにカーソルを合わせてme6または7

名前、フリガナ
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3 グループ名を入力ep［登録］
･ 全角で最大10文字、半角で最大20文字入力できます。

グループを削除する

グループとそのグループ内のすべての電話帳データを削除します。同じ電話帳データをプッシュトーク電話帳に
も登録しているときは、プッシュトーク電話帳からも削除されます。
I シークレットモード中でない場合でも、シークレット属性を設定している電話帳データは削除されます。
I「グループなし」ではグループ内の電話帳データのみ削除されます。

1 me412

2 削除するグループにカーソルを合わせてme3e認証操作e「はい」を選択

グループの発着信動作を設定する＜グループ別発着信設定＞

1 me412

2 設定するグループにカーソルを合わせてme5e各項目を選択して設定e
p［登録］
発着信画像の設定操作→P102「FOMA端末電話帳に登録する」操作4
その他の項目の設定操作→P103「電話帳データごとに着信動作を設定する」

FOMAカード電話帳のグループ名を変更する

1 me412epe変更するグループにカーソルを合わせてme2e
グループ名を入力ep［登録］
･ 全角で最大10文字、半角で最大21文字入力できます。ただし、全角と半角が混在している場合や、半
角カタカナが含まれている場合は、最大10文字までしか登録できません。

電話帳検索

電話帳から電話をかける
電話をかける相手の電話帳データを、FOMA端末電話帳またはFOMAカード電話帳から呼び出し、
簡単に電話をかけられます。
I プッシュトーク電話帳やFOMA端末電話帳を使ってプッシュトーク発信する操作→P91、P95
I 電話帳データは、次の検索方法を指定して呼び出せます。
- 全件表示（50音） - グループ検索 - フリガナ検索 - ランキング検索※

- メモリ番号検索※ - 電話番号検索 - ロケットサーチ - シークレット検索※

※：FOMAカード電話帳では利用できません。
I 電話帳データの検索結果は一覧表示されます（電話帳一覧）。
I FOMAカード電話帳でも利用できる検索方法では、pを押すたびにFOMA端末電話帳一覧とFOMAカード電
話帳一覧が切り替わります。

I FOMAカード電話帳一覧では、名前の前に が表示されます。

1 pe電話帳を検索
お買い上げ時は全件表示（50音）の電話帳一覧が表示されるように設定されて
います。よく利用する検索方法の画面が表示されるように設定を変更できます。
→P107

･ 検索結果が複数ページあるときは、サイドキー［▲▼］でページを切り替えら
れます。全件表示（50音）とフリガナ検索以外の検索方法ではhでも切り替
えられます。

1件目の電話番号に設定しているアイコン

カーソル位置の相手に登録されている電話番号およびメールアドレスの件数

カーソル位置の相手の1件目の電話番号（表示しきれない部分は省略されます）

全件表示（50音）の
場合
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2 電話をかける相手にカーソルを合わせてn
･ テレビ電話をかけるときは、テレビ電話をかける相手にカーソルを合わせてtを押します。
･ 電話番号を複数登録している場合は、発信先選択画面で電話番号を選択します。
･ 詳細画面から操作する場合は、電話をかける電話番号を表示してnまたはtを押します。

■ｉモードメールを作成する：メールを送信する相手にカーソルを合わせてa
･ メールアドレスを複数登録している場合は、宛先選択画面でメールアドレスを選択します。
･ 選択した相手の電話帳データに電話番号のみ登録している場合は、aを押すとSMSを作成できます。
･ 詳細画面から操作する場合は、宛先にするメールアドレスを表示してaまたはgを押します。
ｉモードメールの作成・送信方法→P224 

■SMSを作成する：SMSを送信する相手にカーソルを合わせてa（1秒以上）
･ 電話番号を複数登録している場合は、宛先選択画面で電話番号を選択します。
･ 選択した相手の電話帳データに電話番号のみ登録している場合は、aを押してもSMSを作成できま
す。
･ 詳細画面から操作する場合は、宛先にする電話番号を表示してaを押します。
SMSの作成・送信方法→P260

■サイトを表示する：目的の相手を選択ehでURLの詳細画面を表示eg

メールを検索する＜メール検索＞

1 pe電話帳を検索eメール検索する電話帳データにカーソルを合わせてme
15e1または2
受信メールまたは送信メールの検索結果画面が表示されます。
受信／送信メール一覧の表示方法→P243
･ FOMAカード電話帳の場合は、メール検索する電話帳データにカーソルを合わせて受信メールのときは

m141、送信メールのときはm142を押します。

お知らせ
･番号通知やマルチナンバーの発信番号など、条件を設定して電話をかけられます。→P56

50音順に全件表示する＜全件表示（50音）＞

電話帳データを50音順（あ行→か行→さ行→…→他（アルファベット、数字、フリガナが空白で始まるもの、
記号、フリガナなし順））に表示します。

1 me411ehで表示する行を選択
･ ダイヤルキー0～9、#、*を押すと、それぞれのキーに割り当てられている行が表示され
ます。
1： あ行 2： か行 3： さ行 4： た行 5： な行 6： は行
7： ま行 8： や行 9： ら行 0： わ行
*／#： 他（アルファベット、数字、フリガナが空白で始まるもの、記号、フリガナなし順）

グループで検索する＜グループ検索＞

グループに登録されている電話帳データを検索します。
I グループを設定せずに登録した電話帳データはグループなしに登録されています。

1 me412e検索するグループを選択
･ 同じグループ内の電話帳データは次のフリガナ順に表示されます。

a50音順 bアルファベット順 c数字 d空白で始まるもの e記号 fフリガナなし

名前で検索する＜フリガナ検索＞

フリガナを入力して、その文字から始まる電話帳データを検索します。

1 me413eフリガナを入力ep［検索］
･ フリガナは先頭の一部を入力することで検索できます。
･ 何も入力せずにpを押すと、全件表示の電話帳一覧が表示されます。
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通話／メール回数の多い相手を検索する＜ランキング検索＞

FOMA端末電話帳には、電話帳データごとに累積通話回数、最終通話日時、累積メール回数、最終メール日時が
記録されています。この情報を基にして、電話帳データを通話回数が多い順に表示したり（通話回数ランキン
グ）、ｉモードメール送受信回数が多い順に表示したり（メール回数ランキング）できます。
I 通話回数、メール回数は最大9999回カウントされます。
I 電話帳に登録している電話番号、メールアドレスを直接入力した場合もカウントされます。
I プッシュトークの通信回数はカウントされません。

〈例〉通話回数ランキングを表示するとき

1 me4141
･ メール回数ランキングを表示するときはm4142を押します。
･ 累積通話回数、累積メール回数は、お買い上げ時または前回リセットしたときから現在までの電話発着
信、メール送受信の回数です。電話帳データをFOMA端末電話帳に登録した後からの通話、ｉモード
メールの送受信がカウントの対象です。
･ 累積通話回数、累積メール回数が同じ場合は、次のフリガナ順に表示されます。

a50音順 bアルファベット順 c数字 d空白で始まるもの e記号 fフリガナなし

■通話回数／メール回数をリセットする：pe電話帳を検索eリセットする相手にカーソルを合わせて
me93e「はい」を選択
FOMA端末電話帳に記録されている累積通話回数、最終通話日時、累積メール回数、最終メール日時
がお買い上げ時の状態に戻ります。

メモリ番号で検索する＜メモリ番号検索＞

FOMA端末電話帳から、メモリ番号を入力して検索します。

1 me415eメモリ番号を入力ep［検索］
･ 100の位や10の位の頭の0は省略できます。
･ 何も入力せずにpを押すと、メモリ番号順の電話帳一覧が表示されます。

電話番号で検索する＜電話番号検索＞

電話番号の一部だけを入力して、その数字を含む電話番号を検索します。

1 me416e電話番号の一部を入力ep［検索］
･ 電話番号検索で該当する電話帳データが複数ある場合、FOMA端末の電話帳はメモリ番号順に表示され
ます。FOMAカード電話帳は次のフリガナ順に表示されます。
a50音順 bアルファベット順 c数字 d空白で始まるもの e記号 fフリガナなし
･ 何も入力せずにpを押すと、メモリ番号順の電話帳一覧が表示されます。

ロケットサーチで検索する

ダイヤルキー0～9に割り当てられている文字から電話帳データを検索します。
I 前回使用した電話帳（FOMA端末電話帳またはFOMAカード電話帳）を検索します。

〈例〉「携帯花子」を検索するとき

1 2ep［ 検索］
･ 検索結果画面では0～9、#、*、hを押して行を切り替えられます。

優先する検索方法を設定する＜電話帳検索優先設定＞

待受画面でpを押して表示される検索方法を設定します。

1 me41e優先する検索方法にカーソルを合わせてm［優先設定］
･ 設定した検索方法に が表示されます。

お買い上げ時 全件表示（50音）
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お知らせ
･ランキング検索またはメモリ番号検索を優先設定していても、前回FOMAカード電話帳を検索した場合には、待受画面
でpを押したときにFOMAカード電話帳の全件表示（50音）の電話帳一覧が表示されます。

電話帳の詳細を確認する

1 pe電話帳を検索e詳細表示する電話帳データを選択
詳細画面が表示されます。
･ 電話帳データに着信許可／拒否設定や発番号設定、シークレットコードを設定している場合は、メモリ
番号の右側に が表示されます。

･ マークの意味は次のとおりです。
a着信音と着信バイブレータの設定状態マーク（電話／メール）

／ ：「端末設定に従う」に設定
／ ：着信音のみ設定あり
／ ：着信バイブレータのみ設定あり
／ ：着信音と着信バイブレータ設定あり

b着信イルミネーションパターンと着信イルミネーションカラーの設定状態マーク（電話／メール）
／ ：「端末設定に従う」に設定
／ ：着信イルミネーションパターンのみ設定あり
／ ：着信イルミネーションカラーのみ設定あり
／ ：着信イルミネーションパターンと着信イルミネーションカラー設定あり

cテレビ電話代替画像の設定状態マーク
：「端末設定に従う」に設定
：設定あり

j：前後の電話帳データの詳細画面の表示
h：登録したその他の各項目の表示

rを押すたびに、電話番号→メールアドレス→誕生日→テキストメモ→郵便番号／住所→会社名→
役職名→URLの順に詳細画面が切り替わります。lを押すと逆の順に切り替わります。
･ 電話番号やメールアドレスを複数登録している場合でも、hを押して各項目を表示できます。

■累積情報を確認する：電話番号またはメールアドレスの詳細画面でp
累積通話回数または累積メール回数と、最終通話日時または最終メール日時が表示されます。
･ 累積情報をリセットするときは累積情報画面でpを押します。累積通話情報と累積メール情報がリ
セットされます。

■基本情報を確認する：me81
電話帳に登録した画像、メモリ番号（FOMA端末電話帳のみ）、名前、フリガナ、グループ名、1件目
の電話番号（アイコン種別と電話番号）、1件目のメールアドレス（アイコン種別とメールアドレス）
が表示されます。
名前やフリガナは省略されずにすべて表示されます。
･ 電話帳一覧から操作する場合は、m91を押します。

お知らせ
･累積通話回数や累積メール回数、最終通話日時や最終メール日時は、電波状況などの理由で相手が電話に応答しなかっ
たり、ｉモードメールが送信できなかったりした場合は、対象になりません。

FOMA端末電話帳の
詳細画面（電話番号）

メモリ番号
名前、フリガナ
グループ名

画像（動画／ｉモーションの場合は再生されます）

a
b
c

登録したアイコン

アイコン種別

各登録項目
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詳細の表示を切り替える＜画像／名前表示切替＞

電話帳の詳細画面で画像を表示させるかどうかを設定します。設定内容はすべての電話帳データの詳細画面に反
映されます。
I プロフィール情報の詳細画面にも反映されます。

1 pe電話帳を検索e電話帳データを選択eme84e1～3
･ FOMAカード電話帳から操作する場合は、m83を押して優先する表示を選択します。
画像表示優先 ：画像が表示されます。名前は全角で5文字、半角で11文字まで、フリガナは半角

で13文字まで表示されます。
名前表示優先 ：画像が表示されません。名前は全角で9文字、半角で19文字まで、フリガナは半

角で23文字まで表示されます。
画像登録時のみ表示：画像を登録しているときは「画像表示優先」の設定で表示され、登録していない

ときは「名前表示優先」の設定で表示されます。

電話帳修正

電話帳を修正する
電話帳データの内容を修正、コピーしたり、電話帳データ内の電話番号やメールアドレスの順番を
入れ替えたりします。また、2つの電話帳データのメモリ番号を入れ替えることもできます。
同じ電話帳データがプッシュトーク電話帳にも登録されているときは、プッシュトーク電話帳の電
話帳データも修正されます。

登録内容を修正する

1 pe電話帳を検索e修正する電話帳データにカーソルを合わせてme31
･ FOMAカード電話帳から操作する場合は、m3を押します。

2 電話帳データを修正
各設定項目→P101「FOMA端末電話帳に登録する」操作3～4、P104「FOMAカード電話帳に登録
する」操作3～4

3 p［登録］を押す
登録方法を選択する旨の確認画面が表示されます。上書き登録か新規登録を選択します。
･ FOMA端末電話帳の電話帳データで、メモリ番号を登録済みの番号に変更した場合、上書き登録すると
以前登録されていた電話帳データは破棄されます。
･ プッシュトーク電話帳に登録している電話番号を削除した場合、上書き登録を選択すると、プッシュ
トーク電話帳から削除するかどうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択すると、プッシュトー
ク電話帳に登録した電話番号が削除されます。

お知らせ
･ FOMAカード電話帳の電話帳データの電話番号に「 」が含まれている場合は、上書き登録ができないことがあります。
その場合は新規登録するかどうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択すると、新規登録されます。
･複数の電話番号やメールアドレスを登録している場合、1件目に登録している電話番号やメールアドレスを削除すると、
2件目以降が繰り上げ登録されます。

お買い上げ時 画像登録時のみ表示
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登録内容をコピーする
コピーした内容は、メール作成画面や電話帳の登録画面などの入力欄に貼り付けられます。
I コピーした内容は電源を切るまで記録され、別の場所に何度でも貼り付けられます。ただし、記録できるのは
1件のみで、新たにコピーすると内容は上書きされます。

1 pe電話帳を検索eコピー元の電話帳データにカーソルを合わせてme6e
1～8

該当項目のデータが一時的に記録されます。
･ 電話番号とメールアドレスは、1件目に登録している内容がコピーされます。

2 貼り付け先の文字入力画面を表示e文字を貼り付ける
文字の貼り付け方法→P407

お知らせ
･ FOMA端末電話帳またはFOMAカード電話帳の詳細画面から操作する場合は、mを押し「項目コピー」を選択します。
･ 2件目以降に登録している電話番号、メールアドレスをコピーするときは、詳細画面でコピーする電話番号またはメー
ルアドレスを表示して、mを押し「項目コピー」を選択します。

電話番号やメールアドレスの順番を入れ替える
電話帳データに複数の電話番号やメールアドレスが登録されている場合に、電話番号やメールアドレスの順番を
入れ替えます。

〈例〉電話番号の順番を入れ替えるとき

1 pe電話帳を検索e目的の電話帳データにカーソルを合わせてme34
1

･ メールアドレスの順番を入れ替えるときはm342を押します。

2 1件目にする電話番号を選択
選択した電話番号と1件目の電話番号が入れ替わります。

メモリ番号を入れ替える
FOMA端末電話帳の2つの電話帳データのメモリ番号を入れ替えます。

1 pe電話帳を検索e目的の電話帳データにカーソルを合わせてme34
3

2 メモリ番号を入れ替える電話帳データを選択
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電話帳をコピーする
FOMA端末電話帳をFOMAカード電話帳にコピーしたり、FOMAカード電話帳をFOMA端末に
コピーしたりします。
I FOMA端末電話帳をminiSDメモリーカードへ1件コピー、またはバックアップ（全件コピー）することもで
きます。→P332

I コピーする電話帳データのグループと同じ名前のグループがコピー先の電話帳にある場合は、そのグループに
コピーされます。

I コピーされる電話帳データの項目と登録内容は次のとおりです。

※：FOMAカード電話帳に保存できる最大文字数を超えた部分は削除されます。

FOMA端末とFOMAカードの間で電話帳をコピーする

1 pe電話帳を検索
･ pを押すごとにFOMA端末電話帳とFOMAカード電話帳が切り替わります。

2 me71eコピー元の電話帳データを選択
･ FOMAカード電話帳からFOMA端末電話帳へコピーする場合は、m7を
押してコピー元の電話帳データを選択します。

3 p［確定］を押す

お知らせ
･ FOMA端末電話帳の詳細画面から操作する場合は、mを押し「データバックアップ」→「FOMAカードへコピー」を
選択します。
･ FOMAカード電話帳の詳細画面から操作する場合は、mを押し「本体へコピー」を選択します。
･コピー先の電話帳の最大登録件数を超えたときは、登録件数がいっぱいである旨のメッセージが表示されます。不要な
コピー先の電話帳データを削除するか、コピーする電話帳データの件数を確認してからもう一度コピーしてください。

項　目 FOMA端末電話帳→FOMAカード電話帳 FOMAカード電話帳→FOMA端末電話帳
名前 全角で最大10文字、半角で最大21文字コ

ピーされます。ただし、全角と半角が混在し
ている場合や、半角カタカナが含まれている
場合は、最大10文字となります。※

登録内容がそのままコピーされます。

フリガナ 最大12文字コピーされます。半角カタカナ
は全角カタカナに置き換えられます。※

全角カタカナは半角カタカナに置き換えら
れます。

電話番号 1 件目に登録している電話番号がコピーされ
ます（最大26桁。FOMAカードの種類によっ
ては最大20桁となります→P39）。
タイマー（「T」）が登録している場合は、タ
イマー（「T」）のみ削除されます。アイコン
はすべて に置き換えられます。※

アイコンはすべて に設定されます。

メールアドレス 1件目に登録しているメールアドレスがコ
ピーされます（半角で最大50文字）。アイコ
ンはすべて に置き換えられます。

アイコンはすべて に設定されます。

FOMA端末電話帳をコ
ピーする場合

電
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電話帳削除

電話帳を削除する
電話帳データを1件ずつ削除したり、すべての電話帳データをまとめて削除したりできます。
同じ電話帳データをプッシュトーク電話帳にも登録しているときは、プッシュトーク電話帳からも
削除されます。
I 全件削除すると、作成したグループはすべて削除されます。
I 全件削除すると、シークレットモード中でない場合でも、シークレット属性を設定している電話帳データは削
除されます。

I FOMAカード電話帳の電話帳データは全件削除できません。

〈例〉FOMA端末電話帳の電話帳データを1件削除するとき

1 pe電話帳を検索

2 削除する電話帳データにカーソルを合わせてme41

■全件削除する：me42e認証操作

3 「はい」を選択

電話帳お預かりサービス

電話帳をお預かりセンターに保存する
FOMA端末電話帳のすべての電話帳データをお預かりセンターに保存します。すでに電話帳デー
タがお預かりセンターに保存されている場合は、差分のみ更新します。
I 本サービスはお申し込みが必要な有料サービスです。サービス未契約の場合は、お預かりセンターに接続しよ
うとすると、その旨をお知らせする画面が表示されます。

I 自動更新や復元などの詳細は『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。
I FOMAカード電話帳に登録している電話帳データは保存できません。
I お預かりセンターに保存する際の注意事項→P115

1 pe電話帳を検索eme74e「はい」を選択e認証操作
お預かりセンターに接続され、保存が始まります。
･ 保存を中止するときはgを押します。

2 通信結果を確認する
･ 通信結果の表示は約5秒後に自動的に消えます。gを押しても表示を消すことができます。
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電話帳に各種機能を設定する
FOMA端末電話帳の電話帳データ内の電話番号ごとに、発信者番号の通知／非通知の設定や、テ
レビ電話をかけるときの通信速度の設定ができます。また、メールアドレスごとにシークレット
コードを設定できます。
I FOMAカード電話帳の電話帳データには設定できません。

電話番号ごとに発信者番号通知／非通知を設定する＜発番号設定＞
I 番号通知方法の優先順位→P48

1 pe電話帳を検索e設定する電話帳データにカーソルを合わせてme35
2e認証操作e電話番号を選択e1～3

お知らせ
･「設定なし」に設定すると、発信者番号通知設定に従って動作します。
･発番号設定をした電話帳データの詳細画面には、メモリ番号の右側に が表示されます。

電話番号ごとにテレビ電話をかけるときの通信速度を設定する
＜テレビ電話通信速度設定＞

1 pe電話帳を検索e設定する電話帳データにカーソルを合わせてme35
5e電話番号を選択e1または2

お知らせ
･通話ごとにテレビ電話の通信速度を指定した場合は、電話番号ごとのテレビ電話通信速度設定より優先されます。
→P56

メールアドレスにシークレットコードを設定する＜シークレットコード設定＞
相手がメールアドレス（携帯電話番号@docomo.ne.jp） にシークレットコードを登録している場合は、そのシー
クレットコードを電話帳データのメールアドレスに設定しておくと、電話帳を検索してｉモードメールを作成す
るときに自動的にシークレットコードが付加されます。

1 pe電話帳を検索e設定する電話帳データにカーソルを合わせてme35
4e認証操作eメールアドレスを選択

2 4桁のシークレットコードを入力
･ 解除するときはcを1秒以上押してシークレットコードを消去し、gを押します。

お知らせ
･設定したシークレットコードは、電話帳データの詳細画面やｉモードメール作成時の宛先などには表示されません。
シークレットコードの設定と同様の操作で確認できます。
･シークレットコードを設定した電話帳データの詳細画面には、メモリ番号の右側に が表示されます。
･メールアドレスを「携帯電話番号＋シークレットコード@docomo.ne.jp」として電話帳に登録している場合は、その
相手にメールの返信ができません。

お買い上げ時 64K
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シークレット属性

他人に見られたくない電話帳を守る
FOMA端末電話帳の電話帳データを、認証操作をしないと呼び出せないシークレット属性をもっ
たデータとして登録します。シークレット属性を設定するにはシークレットモード中に設定操作を
する必要があります。

電話帳にシークレット属性を設定する
I FOMAカード電話帳の電話帳データにはシークレット属性を設定できません。

1 シークレットモードを起動

2 pe電話帳を検索e設定する電話帳データにカーソルを合わせてme35
1

お知らせ
･シークレットモード中に電話帳データを登録・修正した場合、その電話帳データにはシークレット属性が設定されます。
･シークレット属性を設定している電話帳データは、シークレットモード中のみ修正できます。
･プッシュトーク電話帳に登録している電話番号の相手にシークレット属性を設定した場合は、プッシュトーク電話帳に
も反映されます。
･シークレット属性を設定している電話帳データの名前や登録した画像または動画／ｉモーションは、シークレットモー
ド中のみ、着信画面、リダイヤル、着信履歴、伝言メモ、通話中音声メモ、受信メール一覧、背面ディスプレイなどに
表示されます。また、電話帳データに設定した着信音やバイブレータなども同様です。

シークレット属性を設定した電話帳を検索する＜シークレット検索＞
シークレット属性を設定している電話帳データだけを検索します。
I シークレットモード中のみ検索できます。

1 シークレットモードを起動

2 me417

お知らせ
･シークレット属性を設定している電話帳データは、シークレットモード中のみ検索できます。また、クイックダイヤル、
クイックメール、メール検索も同様です。
･シークレットモード中にシークレット検索以外の検索を行うと、シークレット属性を設定している電話帳データと設定
していない電話帳データの両方が検索の対象となります。

･ 解除するときはシークレット属性を設定している電話帳データにカーソルを
合わせ、m351を押します。

選択している電話帳データにシークレット属性を設定していると が点滅します。
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登録件数確認

電話帳の登録件数を確認する
電話帳の登録件数やシークレット属性を設定している電話帳データの件数などを表示します。
I シークレット属性を設定しているFOMA端末電話帳の電話帳データの件数は、シークレットモード中のみ表示
されます。

1 pe電話帳を検索eme92

お知らせ
･ FOMA端末電話帳の詳細画面から操作する場合は、mを押し「確認／表示切替」→「登録件数確認」を選択します。

クイックダイヤル

少ないキー操作で電話をかける
FOMA端末電話帳のメモリ番号が0～99の相手には、簡単な操作で電話をかけられます。
I 電話帳データに複数の電話番号を登録している場合、1件目の電話番号が電話をかける対象になります。

〈例〉メモリ番号2の電話番号に電話をかけるとき

1 メモリ番号（この場合は2） を入力en

電話帳お預かりサービスを利用する
FOMA端末電話帳のすべての電話帳データをお預かりセンターに保存します。すでに電話帳デー
タがお預かりセンターに保存されている場合は、差分のみ更新します。
I 本サービスはお申し込みが必要な有料サービスです。サービス未契約の場合は、お預かりセンターに接続しよ
うとすると、その旨をお知らせする画面が表示されます。

I 自動更新や復元などの詳細は『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。
I FOMAカード電話帳に登録している電話帳データは保存できません。

電話帳を保存／更新する

1 me691e「はい」を選択e認証操作

･ メモリ番号の前に0は付けずに入力しま
す。この例で02と入力しても、ク
イックダイヤルは利用できません。
･ テレビ電話をかけるときはtを押します。

電話帳の1件目の電話番号メモリ番号

点滅
お預かりセンターに接続され、保存が始まります。
･ 保存を中止するときはgを押します。

登
録
件
数
確
認

次ページへ



電
話
帳

116

2 通信結果を確認する
･ 通信結果の表示は約5秒後に自動的に消えます。gを押しても表示を消すことができます。

お知らせ
･電話帳の自動更新時に他の機能を起動している場合は、自動更新されません。
･お預かりセンターに接続中に音声電話やテレビ電話、プッシュトークがかかってきたときの動作は次のとおりです。
- 電話帳に登録している相手からの着信の場合でも、相手の名前や画像は表示されず電話番号のみ表示されます。また、
電話帳に設定している着信音やバイブレータなどは動作せず、FOMA端末の設定に従います。

- メモリ別着信拒否設定、メモリ登録外着信拒否、呼出動作開始時間設定は動作しません。
- 着もじメッセージは受信しません。
- プッシュトークの場合は、ｉモード中プッシュトーク着信を「プッシュトーク着信優先」に設定している場合のみ着
信します。

･電話帳のグループの並び順は、復元しても保存したときの並び順に戻らない場合があります。

お預かりセンターを利用した履歴を確認する＜電話帳通信履歴表示＞
お預かりセンターに保存した電話帳、メールまたは静止画の通信日時、通信結果、通信内容、データサイズ、追
加／変更／削除の件数を確認できます。
I 通信履歴は最大30件記録されます。30件を超えると、古いものから順に消去されます。

1 me692e確認する履歴を選択

電話帳に登録した画像を送信するかどうかを設定する＜送信設定＞

1 me693e電話帳内画像送信欄を選択e1または2ep［登録］

お買い上げ時 電話帳内画像送信：なし
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音／画面／照明設定

着信時の動作をまとめて設定する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 118
音の設定
電話やメール・メッセージの着信音を変える

. . . . . . . . . . . . . . . . . . <電話着信音／メール・メッセージ着信音> 120
ステレオ・3Dやサラウンドの効果を設定する

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . <ステレオ効果設定> 122
目覚まし音とスケジュール音を設定する . . . . . . . . . . . <アラーム音> 122
着信音やアラーム音などの各種の音量を設定する. . . . . . .<音量設定> 123
着信やアラームを振動で知らせる . . . . . . . . . . . <バイブレータ設定> 123
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着信時の動作をまとめて設定する
音声電話やテレビ電話の着信時、メール、チャットメール、メッセージR/Fの受信時のFOMA端
末の着信動作を設定します。
I 着信音（着信音選択）、イメージ表示、バイブレータ（バイブレータ設定）、イルミネーション（着信イルミ
ネーション設定）の各項目の設定は、それぞれ電話着信音、メール・メッセージ着信音、発着信画像設定の電
話着信設定とテレビ電話着信設定、バイブレータ設定、イルミネーション設定に反映されます。

音声電話の着信時の動作を変更する＜電話着信設定＞

1 me862e下記の各項目を選択して設定ep［登録］
着信音 ：電話がかかってきたときの着信音を設定します。

･「メロディ」または「着モーション」を選択し、メロディまたは動画／ｉモーショ
ンを選択します。「着モーション」に音声と映像のある動画／ｉモーションを設定
すると、イメージ表示には「着信音連動」が設定され、画像は動画／ｉモーショ
ンの映像になります。
メロディのフォルダや一覧の見かた→P325
動画／ｉモーションのフォルダや一覧の見かた→P313
･「OFF」に設定すると、着信音は鳴りません。

イメージ表示 ：着信したときに表示する画像を設定します。
･「標準画像」を設定すると、お買い上げ時の画像が表示されます。
･「イメージ」を選択したときは、イメージ一覧欄を選択し、画像を選択します。
画像のフォルダや一覧の見かた→P306
･「ｉモーション」を選択したときは、動画一覧から動画／ｉモーションを選択しま
す。
動画／ｉモーションのフォルダや一覧の見かた→P313

バイブレータ ：バイブレータの動作パターンを設定します。
バイブレータのパターン→P123

イルミネーション：ランプの点灯または点滅パターンと色を設定します。
ランプの色と点灯パターン→P142
メロディまたは動画／ｉモーションの再生の操作→P120

テレビ電話の着信時の動作を変更する＜テレビ電話着信設定＞

1 me8712e各項目を選択して設定ep［登録］
各設定項目→P118「音声電話の着信時の動作を変更する」

プッシュトークの着信時の動作を変更する＜プッシュトーク着信設定＞

1 me8721e下記の各項目を選択して設定ep［登録］
着信音：プッシュトークが着信したときの着信音を設定します。

･「メロディ」または「着モーション」を選択し、メロディまたは動画／ｉモーションを選択しま
す。「着モーション」には音声のみの動画／ｉモーション（歌手の歌声など映像のないｉモー
ション）を設定できます。
メロディのフォルダや一覧の見かた→P325
動画／ｉモーションのフォルダや一覧の見かた→P313

バイブレータ／着信イルミネーション：
各設定項目→P118「音声電話の着信時の動作を変更する」

お買い上げ時 着信音：メロディ／着信音1  イメージ表示：標準画像  バイブレータ：OFF  
イルミネーション：点滅／ライム

お買い上げ時 着信音：メロディ／ハープ  イメージ表示：標準画像  バイブレータ：OFF  イルミネーション：点滅／ライム

お買い上げ時 着信音：メロディ／着信音3  バイブレータ：OFF  イルミネーション：点滅／ライム

着
信
時
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メッセージR/F着信時の動作を変更する＜メッセージ着信設定＞ MENU 2634

1 de634e1または2

2 下記の各項目を選択して設定ep［登録］
着信音選択 ：「メロディ」または「着モーション」を選択し、メロディまたは動画／ｉモー

ションを選択します。
･「OFF」に設定すると、着信音は鳴りません。
メロディのフォルダや一覧の見かた→P325
動画／ｉモーションのフォルダや一覧の見かた→P313

着信イルミネーション設定：ランプの点灯または点滅パターンと色を設定します。
･「メロディ連動」または「OFF」に設定すると色は選択できません。
ランプの色と点灯パターン→P142

バイブレータ設定 ：バイブレータの動作パターンを設定します。
バイブレータのパターン→P123

鳴動時間（秒） ：着信音が鳴る時間を1～30秒の範囲で設定します。
メロディまたは動画／ｉモーションの再生の操作→P120

メール着信時の動作を変更する＜メール着信設定＞ MENU 191

ｉモードメール、SMSを受信したときの動作を設定します。

1 ae91e各項目を選択して設定ep［登録］
各設定項目→P119「メッセージR/F着信時の動作を変更する」

チャットメール着信時の動作を変更する＜チャットメール着信設定＞ MENU 192

I チャットメール起動中にFOMA端末を開いているときは、チャットメールやメール、メッセージR/Fを受信し
ても、着信音やバイブレータなどは動作しません。

1 ae92e下記の各項目を選択して設定ep［登録］
着信動作設定：着信時の動作を設定するか、メールの着信動作に従うかを設定します。

･「設定する」に設定すると、次の項目を設定できます。
着信音選択／着信イルミネーション設定／バイブレータ設定／鳴動時間（秒）：

各設定項目→P119「メッセージR/F着信時の動作を変更する」

お知らせ
･電話着信設定、テレビ電話着信設定のイメージ表示の「イメージ」にパラパラマンガを設定すると、最初のコマが表示
されます。
･電話着信設定、テレビ電話着信設定で、音声のみの動画／ｉモーション（歌手の歌声など映像のないｉモーション）を
着信音に設定しているときに、着信画像を映像のみの動画／ｉモーションまたはFlash画像に設定し直すと、着信音は
お買い上げ時の設定に戻ります。メロディは変更できます。
･動画／ｉモーションによっては、電話着信設定、テレビ電話着信設定の「イメージ」に設定できない場合があります。
また、音声のある動画／ｉモーションは設定できません。
･バイブレータ（バイブレータ設定）、イルミネーション（着信イルミネーション設定）を「メロディ連動」に設定して
も、メロディによっては連動しない場合があります。

お買い上げ時 [メッセージR、メッセージF]着信音選択：メロディ／着信音2  着信イルミネーション設定：点滅／アクア
バイブレータ設定：OFF  鳴動時間（秒）：10

お買い上げ時 着信音選択：メロディ／着信音2  着信イルミネーション設定：点滅／アクア  バイブレータ設定：OFF
鳴動時間（秒）：10

お買い上げ時 着信動作設定：メール着信動作に従う

着
信
時
動
作
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音の設定

電話着信音／メール・メッセージ着信音

電話やメール・メッセージの着信音を変える

音声電話やテレビ電話、プッシュトーク着信時、メールやメッセージの着信時に鳴る音を設定しま
す。
I 着信音に動画／ｉモーションを設定すると、着信時に映像や音が再生されます（着モーション）。
I 電話着信音、テレビ電話着信音、プッシュトーク着信音、メール着信音、チャットメール着信音は、電話着信
設定、テレビ電話着信設定、プッシュトーク着信設定、メール着信設定、チャットメール着信設定の着信音に、
メッセージR着信音とメッセージF着信音は、メッセージ着信設定の着信音にもそれぞれ反映されます。

〈例〉音声電話着信時の音を設定するとき

1 me811

2 1e1
■テレビ電話、プッシュトーク着信時の音を設定する：1e2または3

■メールやメッセージの着信音を設定する：2e1～4

3 電話欄を選択e1～3
･「メロディ」または「着モーション」を選択し、メロディまたは動画／ｉモーションを選択します。「着
モーション」に音声と映像のある動画／ｉモーションを設定すると、表示される画像は動画／ｉモー
ションの映像になります。
メロディのフォルダや一覧の見かた→P325
動画／ｉモーションのフォルダや一覧の見かた→P313
･「OFF」に設定すると、着信音は鳴りません。
･ テレビ電話着信音、プッシュトーク着信音、メール着信音、メッセージR着信音、メッセージF着信音
の場合は、それぞれテレビ電話欄、プッシュトーク欄、メール欄、メッセージR欄、メッセージF欄を
選択します。

■チャットメール着信音を設定する：チャットメール欄を選択e1～4
･「メール連動」に設定するとメール着信音の設定に従います。

4 p［登録］を押す

メロディや動画／ｉモーションを再生するには

I メロディにカーソルを合わせてpを押すと再生できます。メロディ再生中は次の操作ができます。
h／サイドキー［▲▼］ ：音量調整
j／サイドキー［▲▼］（1秒以上）：前後のメロディの再生
g ：メロディの選択

I 動画／ｉモーションにカーソルを合わせてpを押すと再生できます。動画／ｉモーション再生中は次の操作
ができます。
g：一時停止／再生 j／サイドキー［▲▼］：音量調整
r：早送り再生 l：巻戻し再生
p：停止

お買い上げ時 ［電話着信音］メロディ／着信音1　［テレビ電話着信音］メロディ／ハープ　
［プッシュトーク着信音］メロディ／着信音3　［メール着信音、メッセージR着信音、メッセージF着信音］メロディ／着信音2
［チャットメール着信音］メール連動
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お知らせ
･映像のみの動画／ｉモーションは着信音に設定できません。
･電話着信音やテレビ電話着信音の設定では、次のような場合、着信時の画像が標準画像になります。ただし、電話着信
設定やテレビ電話着信設定で画像を変更できます。
- 着信音を映像のある動画／ｉモーションから音声のみの動画／ｉモーション（歌手の歌声など映像のないｉモーショ
ン）またはメロディに変更した場合

- 着信時の画像に映像のみの動画／ｉモーションまたはFlash画像を設定しているときに、着信音に音声のみの動画／
ｉモーション（歌手の歌声など映像のないｉモーション）を設定した場合

･詳細情報（→P342）の着信音設定が「不可」になっている動画／ｉモーションは「着モーション」に設定できません。
･着信音に音声のみの動画／ｉモーション（歌手の歌声など映像のないｉモーション）を設定し、着信画像にアニメー
ション（標準画像を除く）を設定している場合は、アニメーションは動作せず、着信画面にはアニメーションの最初の
コマが表示されます。

着信音の優先順位について

複数の機能で着信音が設定されている場合は、次の優先順位で着信音が鳴ります。
aマルチナンバーの着信設定
bFOMA端末電話帳の電話帳別着信設定
cFOMA端末電話帳のグループ別発着信設定
d電話着信音／メール・メッセージ着信音／電話着信設定／テレビ電話着信設定／メール着信設定／チャット
メール着信設定／メッセージ着信設定

I 相手が発信者番号を通知してこなかった場合、音声電話の着信音は発番号なし動作設定に従います。テレビ電
話の着信音はテレビ電話着信音／テレビ電話着信設定の設定に従います。

I 発番号なし動作設定で設定した音や画像のデータが削除されると、自動的に設定内容が変更されます。その場
合は、実際に鳴る音や表示される画像が設定内容と異なることがあります。

I 電話帳に着信音を設定していない場合、着信音の「着モーション」に音声と映像のある動画／ｉモーションを
設定していると、電話帳に画像を設定していても、着信音と着信画像は「着モーション」の設定が優先されます。

I 着信音の「着モーション」に音声のみの動画／ｉモーション（歌手の歌声など映像のないｉモーション）を設
定し、電話帳に画像を設定していると、着信音は「着モーション」に設定した音声のみの動画／ｉモーション
が鳴り、着信時には電話帳に設定した画像が表示されます。

着信音に設定できるメロディ一覧

お買い上げ時は、着信音に設定できるメロディとして次のメロディが「プリインストール」フォルダに登録され
ています。

のメロディは3Dサウンドに対応しています。

録音許諾番号：T- 0630189
※ ディスプレイに表示しきれないメロディ名は省略されます。

固定着信音 メロディ（［　］内は作曲者名）
着信音1～6 Joy Rhythm

メロディ（［　］内は作曲者名） Jam Ring
20th Century Boy［MARC BOLAN］ Just Ride
Private Eyes［和泉 一弥］ Healing
Virtual Insanity［WALLIS LEE BUCHANAN］ 効果音／ボイス
Rhapsody In Blue［GEORGE GERSHWIN］ 黒電話
Tango ハープ

Metal Blue Beeps 目覚まし時計

パイナップル・ラグ［SCOTT JOPLIN］ もうすぐ予定の時間です

Je te veux［ERIK ALFREDI LE SATIE］ 時間になりました

Rain Drops' Dance
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ステレオ効果設定

ステレオ・3Dやサラウンドの効果を設定する

動画／ｉモーションやメロディの再生、ミュージックプレイヤーで音楽を再生する際に、ステレ
オ・3Dやサラウンドを有効にするかどうかを設定します。
I 本機能の設定は、動画／ｉモーションの動作設定のサラウンド、メロディの動作設定のステレオ・3Dサウン
ド、ミュージックプレイヤーのプレイヤー設定のサラウンドにそれぞれ反映されます。

1 me816e1～3

2 1または2
･「ON」を設定するとステレオ効果が有効になります。
･「OFF」を設定するとステレオ効果が無効になります。

アラーム音

目覚まし音とスケジュール音を設定する

目覚ましの音設定画面の目覚まし音を「端末設定に従う」にしたとき、スケジュールのアラーム設
定でアラーム音や予告アラーム音を「端末設定に従う」に設定したときに鳴る音を設定します。
〈例〉目覚まし音を設定するとき

1 me8113

2 1e目覚まし音欄を選択e1または2
･「メロディ」または「ｉモーション」を選択し、メロディまたは動画／ｉモーションを選択します。「ｉモー
ション」に音声と映像のある動画／ｉモーションを設定すると、表示される画像は動画／ｉモーションの
映像になります。
メロディのフォルダや一覧の見かた→P325
動画／ｉモーションのフォルダや一覧の見かた→P313

■スケジュール音を設定する：2eアラーム欄または予告アラーム欄を選択e1または2

3 p［登録］を押す

3Dサウンドとは
3Dサウンド機能とは、ステレオスピーカー（またはステレオイヤホン
セット）を使用して、3次元で立体的に広がりのある音や空間的に移動
する音を作り出す機能です。3Dサウンド機能によって、臨場感あふれ
るｉアプリのゲームや着信音、ｉモーションなどをお楽しみいただけま
す。
3Dサウンド機能は、FOMA端末を約20～30cm（個人差があります）
程度離し、スピーカーを自分に向けて聞いた場合に最も効果が現れま
す。正面から左右にずらした位置で聞いたり、近すぎたり遠すぎたりす
ると、効果が薄れてしまいます。
メロディの動作設定のステレオ・3Dサウンドを「ON」に設定すると、
3Dサウンドを立体音響でステレオスピーカーから再生できます。お買
い上げ時は、「ON」に設定されています。→P326
･ 3Dサウンドの感じかたには個人差があります。解除する場合は、ステ
レオ・3Dサウンドを「OFF」に設定してください。

お買い上げ時 ［動画（ｉモーション）、ミュージックプレイヤー］OFF　［メロディ］ON

お買い上げ時 ［目覚まし音］メロディ／目覚まし時計　
［スケジュール音］アラーム：メロディ／時間になりました　予告アラーム：メロディ／もうすぐ予定の時間です
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音量設定

着信音やアラーム音などの各種の音量を設定する

着信音、受話音、目覚まし音、スケジュールのアラーム音、ｉアプリの音、トルカ取得音の音量を
設定します。
I 各設定で変更できる音量は次のとおりです。
電話着信音量 ：音声電話、テレビ電話、プッシュトークの着信音の音量を設定します。この設定は、お知

らせタイマー、通話料金の上限通知のアラーム、メールに添付されたメロディ再生時の音
量にも反映されます。

メール・メッセージ着信音量
：メール、チャットメール、メッセージR/Fの着信音の音量を設定します。

受話音量 ：音声電話、テレビ電話、プッシュトークの受話音量を設定します。この設定は、キー確認
音、伝言メモ、音声メモの再生音、画像へのスタンプ貼り付けとテキスト貼り付けの効果
音の音量にも反映されます。

目覚まし音量 ：目覚ましの音設定画面で音量を「端末設定に従う」に設定したときの音量を設定します。
スケジュール音量：スケジュールのアラーム音や予告アラーム音の音量を設定します。
ｉアプリ音量 ：ｉアプリから鳴る音の音量を設定します。
トルカ取得音量 ：トルカの取得が完了したときに鳴る音の音量を設定します。この設定は、トルカ取得設定

のトルカ取得音量にも反映されます。

1 me812e1～6
･ アラーム音量を選択した場合は、さらに1または2を選択します。

2 サイドキー［▲▼］またはkeg［選択］
･ Level6 のときに u、r、サイドキー［▲］のいずれかを押すと、「Steptone」になります。また、
Level1のときにd、l、サイドキー［▼］のいずれかを押すと、「Silent」になります。
･ 受話音量は「Silent」と「Steptone」を設定できません。ｉアプリ音量とトルカ取得音量は、「Steptone」
を設定できません。
･ 電話着信音量を「Silent」に設定すると、待受画面に が表示されます。また、同時に電話着信時の
バイブレータを設定しているときは が表示されます。

バイブレータ設定

着信やアラームを振動で知らせる

音声電話やテレビ電話、プッシュトーク着信時、メールやチャットメール、メッセージR/F受信
時、ｉアプリ利用時、目覚ましやスケジュールで指定した日時になったときに振動でお知らせしま
す。
I 本機能の設定は、電話着信設定、テレビ電話着信設定、プッシュトーク着信設定、メール着信設定、チャット
メール着信設定、メッセージ着信設定、ｉアプリ設定のバイブレータにもそれぞれ反映されます。

I バイブレータを設定したまま机の上などに放置しないでください。バイブレータが動作したときに振動で落下
するおそれがあります。

〈例〉音声電話、テレビ電話、プッシュトーク着信時のバイブレータを設定するとき

1 me813

お買い上げ時 ［電話着信音量、メール・メッセージ着信音量、受話音量、目覚まし音量、スケジュール音量、
ｉアプリ音量、トルカ取得音量］Level4

お買い上げ時 ［電話着信時、テレビ電話着信時、プッシュトーク着信時、メール着信時、メッセージR着信時、
メッセージF着信時、目覚まし鳴動時、スケジュール鳴動時］OFF ［チャットメール着信時］－ ［ｉアプリ利用時］ON

音
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2 1e1～3

■メール、チャットメール、メッセージＲ/Ｆ着信時のバイブレータを設定する：2e1～4
･ チャットメール着信設定の着信動作設定を「メール着信動作に従う」に設定している場合は、チャッ
トメール着信時の設定ができない旨のメッセージが表示されます。

■目覚まし、スケジュールのアラーム鳴動時のバイブレータを設定する：3e1または2

■ｉアプリ利用時のバイブレータを設定する：4を押す

3 1～5
バイブレータが設定され、着信時やアラーム通知時にFOMA端末が振動します。
･「パターンA」に設定すると0.5秒振動→0.5秒停止→0.5秒振動→1.5秒停止の繰り返しで振動します。
･「パターンB」に設定すると1秒振動→2秒停止の繰り返しで振動します。
･「パターンC」に設定すると0.25秒振動→0.25秒停止の繰り返しで振動します。
･「メロディ連動」に設定すると着信音に設定したメロディに合わせて振動します。
メロディによっては連動しない場合があります。
･「OFF」を設定すると振動しません。
･ jを押すとカーソル位置のパターンで振動します。ただし、「メロディ連動」と「OFF」の場合は振動
しません。
･ ｉアプリのバイブレータを設定するときは、「ON」または「OFF」を設定します。
･ 電話着信時のバイブレータを設定したときは、待受画面に が表示されます。
･ 電話着信音量を「Silent」に設定し、電話着信時のバイブレータを設定しているときは が表示され
ます。

バイブレータの優先順位について

複数の機能でバイブレータが設定されている場合は、次の優先順位でFOMA端末が振動します。
aFOMA端末電話帳の電話帳別着信設定
bFOMA端末電話帳のグループ別発着信設定
cバイブレータ設定／電話着信設定／テレビ電話着信設定／メール着信設定／チャットメール着信設定／メッ
セージ着信設定

お知らせ
･通話中に着信があった場合は振動しません。
･バイブレータ設定を「OFF」にしていても、一部のFlash画像が動作しているときに振動する場合があります。

キー確認音

キー確認音を設定する

キーを押したときに鳴る音を変更します。音が鳴らないように設定することもできます。
I キー確認音を変更すると、電池レベル表示時の確認音も変更されます。
I 音を鳴らさないように設定した場合は、キーを押したときの音以外に、次の音も鳴らなくなります。
- 電池レベル表示時の確認音
- 赤外線通信やデータ送受信時の通信終了音（終了音が鳴る設定になっている場合）

1 me81141e1～4
･ jを押すとカーソル位置のキー確認音が鳴ります。

お知らせ
お知らせ

･キー確認音を鳴るように設定しても、次の場合はキー確認音は鳴りません。
- マナーモード中
- ｉアプリを起動している場合（sのみ鳴ります）
- サイドキー［▲▼］やPを押した場合

お買い上げ時 エレクトロニック

キ
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カメラシャッター音／ビデオシャッター音

シャッター音を設定する

カメラ撮影時のシャッター音やビデオカメラ撮影／サウンドレコーダー録音時のシャッター音を設定します。
I カメラシャッター音の設定は静止画詳細設定のシャッター音に、ビデオシャッター音は動画／録音詳細設定の
シャッター音に、それぞれ反映されます。

1 me8114e2または3e1～5
･ jを押すとカーソル位置のシャッター音が鳴ります。

充電確認音設定

充電時の確認音を設定する

充電の開始時と完了時に確認音を鳴らすかどうかを設定します。

1 me8115e1または2

お知らせ
･「ON」に設定しても、次の場合は充電確認音は鳴りません。
- マナーモード中 - 公共モード（ドライブモード）中 - 音声電話中 - テレビ電話中
- プッシュトーク通信中 - 64Kデータ通信中 - ｉモード通信中 - パケット通信中

通話保留音

通話保留音を設定する

I 音声電話、テレビ電話とも、通話保留中はここで設定したメロディが流れます。

1 me81162e1～3

お知らせ
･通話保留音の音量は変更できません。

通話品質アラーム音

通話が切れそうなときにアラームで知らせる

通話状態が悪く、途中で音声通話が途切れてしまう可能性のある場合、直前にアラームを鳴らして
知らせるかどうかを設定します。
I 急に通話状態が悪くなった場合は、アラームが鳴らずに通話が切れてしまうことがあります。
I 音声電話にのみ有効です。

1 me81163e1～3

お買い上げ時 ［カメラシャッター音、ビデオシャッター音］標準

お買い上げ時 ON

お買い上げ時 ENTERTAINER

お買い上げ時 アラーム高音
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再接続アラーム音

途切れた通話を再接続するときのアラームを設定する

トンネルやビルの陰などで電波状態が悪くて途切れた音声電話やテレビ電話、プッシュトークを、
電波状態がよくなったときに再接続する際のアラームを設定します。
I 電波が途切れている間は、相手は無音状態となります。
I 利用状態や電波状態により、再接続されるまでの時間は異なります。目安は最長10秒間です。
I 再接続されるまでの時間（最長10秒間）も通話料金がかかります。
I 利用状態や電波状態により、アラームが鳴らずに通話が切れてしまう場合があります。

1 me81164e1～3

マナーモード

電話から鳴る音を消す
周囲の迷惑にならないように、着信を振動で知らせたり、キーを押したときの確認音を消したりし
て、FOMA端末からの音を鳴らさないように設定します。

マナーモードを起動する

1 #（1秒以上）
マナーモード選択で指定したマナーモードが起動し、待受画面に （通常マナーモード中）または （オ
リジナルマナーモード中）が表示されます。
･ 解除するときは#を1秒以上押します。

■FOMA端末を折り畳んでいるとき
背面ディスプレイにマナーモード中のアイコンが表示されます。→P32
･ サイドキー［▲▼］を 1 秒以上押すことによってマナーモードを起動／解除できるように設定でき
ます。→P378
･ ラウンドイルミネーションパネルを利用してマナーモードを起動／解除できます。

通常マナーモードを起動すると

着信音、キー確認音、アラームなどFOMA端末から出るすべての音を消し、着信をバイブレータ（振動）でお知
らせします。また、マイクの感度が上がるため、小さな声でも通話できます。
I 電話着信時やメール受信時などのバイブレータの動作は、バイブレータ設定の設定に関わらず、「パターンA」
になります。

I 目覚ましで指定した日時になると、ランプのイルミネーションパターンとバイブレータは、目覚ましに従って
動作します。

I スケジュールで指定した日時になると、ランプはイルミネーション設定の電話着信の設定に従って動作し、バ
イブレータはバイブレータ設定の設定に関わらず、「パターンA」になります。

I 添付ファイル自動再生設定を「自動再生する」に設定して受信メールやメッセージR/Fを表示しても、メロディ
は自動再生されません。

I 音声のある動画／ｉモーションの再生時には、音声を再生するかどうかの確認画面が表示されます。「はい」を
選択すると音声と映像が再生されます。映像がある動画／ｉモーションの場合は「いいえ」を選択すると映像
のみが再生されます。

I メロディの再生時には、再生するかどうかの確認画面が表示されます。「はい」を選択すると再生されます。

お買い上げ時 アラーム高音
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オリジナルマナーモードを起動すると

マナーモード選択のオリジナルマナーモードで設定した、バイブレータの動作、キー確認音、電話着信音量、メー
ル着信音量、トルカ取得音量、電池アラーム音、目覚まし音、スケジュール音、ｉアプリ音、マイク感度UPの
設定に従って動作します。

お知らせ
･マナーモード中でも、キャラ電撮影を除く次の音は鳴ります。
- カメラおよびビデオカメラ撮影時の撮影確認音（シャッター音）
- サウンドレコーダー録音時の録音確認音（シャッター音）
･マナーモード中は、通話料金上限通知の設定を「ON」にし、アラームを設定している場合でも、メッセージのみが表
示されます。オリジナルマナーモード中は、オリジナルマナーモードの電話着信音量の設定に従ってアラームが鳴りま
す。

マナーモードを変更する＜マナーモード選択＞

通常マナーモードとオリジナルマナーモードのどちらのマナーモードを使用するかを選択します。オリジナルマ
ナーモードでは、バイブレータ、キー確認音、着信音量などを変更できます。
I マナーモード中でもマナーモードを変更できます。

〈例〉オリジナルマナーモードを選択するとき

1 me8141e2
･ 1を押すと通常マナーモードが設定されます。

2 下記の各項目を選択して設定ep［登録］
バイブレータ ：電話の着信中やメール受信中のバイブレータの動作を設定します。

･「ON」に設定すると、着信や受信をバイブレータ設定に従って振動で知らせます。
･「OFF」に設定すると、バイブレータは動作しません。

キー確認音 ：キー確認音を設定します。
電話着信音量 ：電話の着信があったときの着信音の音量を設定します。
メール着信音量：メールを受信したときの着信音の音量を設定します。
トルカ取得音量：読み取り装置（リーダー／ライター）からトルカを取得したときの確認音の音量を設

定します。
電池アラーム音：電池が切れそうなとき、アラームを鳴らすかどうかを設定します。
目覚まし音 ：お知らせタイマーの音や目覚まし音を鳴らすかどうかを設定します。

･「ON」に設定すると、目覚まし音は目覚ましの設定に従って鳴ります。お知らせタ
イマーの音は、オリジナルマナーモードの電話着信音量で設定した音量で、お買い
上げ時に登録されているメロディの「目覚まし時計」が鳴ります。
･「OFF」に設定すると、お知らせタイマーの音や目覚まし音は鳴りません。

スケジュール音：スケジュールアラームの音を鳴らすかどうかを設定します。
･「ON」に設定すると、スケジュールアラームの設定とスケジュール音量の設定に従っ
て鳴ります。
･「OFF」に設定すると、スケジュールアラームの音は鳴りません。

ｉアプリ音 ：ｉアプリの音を鳴らすかどうかを設定します。
･「ON」に設定すると、ｉアプリ音量の設定に従って鳴ります。
･「OFF」に設定すると、ｉアプリの音は鳴りません。

マイク感度UP ：マイクの感度を上げるかどうかを設定します。

お買い上げ時 通常マナーモード
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画面／照明の設定

トータルコーディネイト設定

FOMA端末のカラーに合わせて画面を設定する

ディスプレイの待受画面やメニューアイコン、時計デザイン、電池マーク、背面ディスプレイの時
計パターン、各種アイコンなどの画面のデザインは、FOMA端末のカラーに合わせてトータルコー
ディネイトされています。他のカラーに対応したコーディネイトにも変更できます。また、照明を
明るくし、メール本文やサイトなどの文字を大きくして見やすくした「アドバンストモード」にも
変更できます。

トータルコーディネイトの種類

あらかじめ登録されている次の5種類とオリジナルで作成する3種類があります。

トータルコーディネイトを設定する
あらかじめ登録されているものやオリジナルで作成したものから選んでコーディネイトします。

1 me8291

2 1～5
･ 2ページ目を表示しているときは、1～3を押します。
･ 文字サイズ設定が「最大」に設定されていないときに「アドバンストモード」を選択した場合は、文字
サイズを変更するかどうかの確認画面が表示されます。「いいえ」を選択すると、文字サイズは変更さ
れません。

お買い上げ時 FOMA端末のカラー名と同じ

イノセントホワイト ルシードブラック

ゴールドフロスト アドバンストモードブルーマイカ
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･ 次の項目が一括で設定されます。各項目の設定変更については、各ページを参照してください。

※：文字サイズを変更するかどうかの確認画面で、「はい」を選択したときの文字サイズです。

オリジナルのトータルコーディネイトを作成する
各設定項目をカスタマイズして、3種類のオリジナルのトータルコーディネイトを作成できます。
I カスタマイズ1～3の各項目は、イノセントホワイトが、あらかじめ設定されています。

1 me8291ehで2ページ目を表示

2 タイトル名にカーソルを合わせてpe下記の各項目を選択して設定ep［登録］
タイトル ：トータルコーディネイトのタイトルを入力します。

･ 全角で最大10文字、半角で最大20文字入力できます。
･ お買い上げ時のタイトルは、「カスタマイズ1～3」に設定されています。
･ タイトルを入力していないとトータルコーディネイトは登録できません。

スクリーン設定 ：ディスプレイの表示色の配色を設定します。
スクリーン設定→P139

待受画像設定 ：待受画面に表示する画像を設定します。静止画、GIFアニメーション、Flash画像を
設定できます。
画像のフォルダや一覧の見かた→P306

設定内容
項　目 イノセント

ホワイト
ルシード
ブラック

ブルー
マイカ

ゴールド
フロスト

アドバンスト
モード

スクリーン設定→P139 イノセント
ホワイト

ルシード
ブラック

ブルー
マイカ

ゴールド
フロスト

アドバンスト
モード

待受画面設定→P131 イノセント
ホワイト

ルシード
ブラック

ブルー
マイカ

ゴールド
フロスト

アドバンスト
モード

時計表示
設定
→P145

デザイン
（ON）

デジタル2 アナログ1 デジタル3 デジタル1 アナログ2

形式 24時間表示 24時間表示 24時間表示 24時間表示 24時間表示
表示位置 中 上 中 下 中
曜日 英語 英語 英語 英語 英語

メニュー設定（アニメー
ションデザイン）→P140

イノセント
ホワイト

ルシード
ブラック

ブルー
マイカ

ゴールド
フロスト

アドバンスト
モード

電池マーク設定→P141 イノセント
ホワイト

ルシード
ブラック

イノセント
ホワイト

ゴールド
フロスト

アドバンスト
モード

文字サイズ設定（一括）
→P144

中（標準） 中（標準） 中（標準） 中（標準） 最大※

フォント選択→P144 ゴシック ゴシック ゴシック ゴシック リュウミン
照明設定の明るさ調整
→P139

標準 標準 標準 標準 高輝度

背面ディ
スプレイ
→P138

表示 反転表示 通常表示 通常表示 通常表示 通常表示
時計パターン デジタル1 デジタル1 デジタル1 デジタル1 デジタル1
着信画像 パターン1 パターン1 パターン1 パターン1 パターン1
メール受信画
像

パターン1 パターン1 パターン1 パターン1 パターン1
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待受時計／形式／表示位置／曜日
：待受画面に時計を表示するかどうか、表示する時計のデザイン、表示形式、表示位
置、曜日の表示の種類を設定します。待受時計を表示しないと設定はできません。
時計表示設定の項目→P145「時計の表示を設定する」操作1

電池マーク ：電池マークの種類を設定します。
電池マーク設定→P141

アイコンデザイン：ノーマルメニュー使用時のアイコンのデザインを設定します。
･ アイコンデザインで設定するのは、待受画面でmを押したときに表示される1階
層目のメニューと次の2階層目のメニューのデザインです。

背面ディスプレイ表示
：背面ディスプレイの表示形式を設定します。

背面ディスプレイ時計パターン
：背面ディスプレイに表示する時計パターンを設定します。
お買い上げ時に登録されている時計パターン→P419

背面ディスプレイ音声着信画像
：音声電話を着信したときに背面ディスプレイに表示する画像を設定します。

背面ディスプレイメール受信中画像
：メールを受信したときに背面ディスプレイに表示する画像を設定します。

ライフスタイル設定 MENU 856/8142

ライフスタイルに応じて待受画面などを切り替える
指定した時間に待受画面を切り替えたり、マナーモードやプライバシーモードを起動したりするよ
うに設定します。1回のみ行うか、毎日繰り返し行うか、毎週同じ曜日に行うかを選択できます。
I 最大18件登録できます。

1 me8292e1～9
設定中のライフスタイル設定には、タイトルの左に が表示されます。

■ライフスタイル設定を設定／解除する：タイトルにカーソルを合わせてm
･ 押すたびに設定／解除されます。

2 下記の各項目を選択して設定ep［登録］
時刻 ：切り替えを行う時刻を入力します。

･ 24時間制で入力します。時、分が1桁のときは、前に0を付けます。
繰り返し ：切り替えの繰り返しの動作を設定します。

･「曜日指定」を選択したときは、「曜日選択」を選択し、切り替えを行う曜日を選択し
てpを押します。

タイトル ：ライフスタイル設定のタイトルを入力します。
･ 全角で最大10文字、半角で最大20文字入力できます。
･ お買い上げ時のタイトルは、「ライフスタイル1～18」に設定されています。
･ タイトルを入力していないとライフスタイル設定は登録できません。

トータルコーディネイト
：トータルコーディネイトを変更するかどうかを設定します。
･「変更する」を選択したときは、トータルコーディネイトを選択します。

マナーモード：マナーモードを起動するかどうかを設定します。
･「ON」に設定すると、マナーモード選択で設定したマナーモードが起動します。
･「OFF」に設定すると、マナーモードを解除します。

プライバシー：プライバシーモードを起動するかどうかを設定します。
･「ON」に設定すると、プライバシーモード設定で設定したプライバシーモードが起動
します。

ラ
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お知らせ
･トータルコーディネイトを「変更する」に設定している場合は、本機能で指定した時刻になると、待受画面に設定して
いる画像、動画／ｉモーション、キャラ電、カスタム待受、ランダムイメージ設定は解除されます。ｉチャネルのテ
ロップ表示は解除されません。
･ｉアプリ待受画面を設定している間は、本機能は動作しません。
･同じ時刻に複数のライフスタイル設定を設定していると、ライフスタイル設定画面の大きい項目番号から順に動作しま
す。「変更しない」に設定している内容は前に動作した内容を引き継ぎます。
･ライフスタイル設定とアラームを同じ時刻に設定した場合は、アラームが動作した後にライフスタイル設定が動作しま
す。
･指定した時刻に電源が入っていない場合は、電源を入れたときに、まだ動作していないライフスタイル設定が順に動作
します。

待受画面設定

待受画面の表示を変更する

待受画面に、画像や動画／ｉモーション、キャラ電、ｉアプリを設定したり、フォルダ内の画像
をランダムに表示するように設定したりできます。また、新着情報やカレンダー、スケジュールな
どを表示するように画面をカスタマイズできます。時計の表示（→P145）や電池残量のマーク
表示（→P141）、ｉチャネルのテロップ表示（→P287）も設定できます。
I 画像や動画／ｉモーション、キャラ電、ｉアプリによっては、ダウンロード時と同じFOMAカードを挿入して
いないと、待受画面設定が無効になります（FOMAカード動作制限機能）。

I オールロック中やPIMロック中は、設定した待受画面が解除され、一時的にお買い上げ時の画像が表示されま
す。ロックを解除すると設定した待受画面が再び表示されます。ただし、「プリインストール」フォルダ内の
画像を設定している場合は、PIMロック中でも設定した画面が表示されます。

画像／動画／ｉモーション／キャラ電を待受画面に設定する
ｉモードのサイトやメールから取得した画像、動画／ｉモーション、キャラ電、FOMA端末で撮影した静止画
や動画などを待受画面に設定します。また、アニメーション、パラパラマンガなども設定できます。
I お買い上げ時に登録されている待受画像／ｉモーション→P419
I お買い上げ時に登録されているキャラ電→P321

1 me8211e1または3～4

2 フォルダを選択e画像、動画／ｉモーション、キャラ電を選択
画像のフォルダや一覧の見かた→P306
動画／ｉモーションのフォルダや一覧の見かた→P313
キャラ電のフォルダや一覧の見かた→P321
･ miniSDメモリーカードに保存されている画像や動画／ｉモーションは選択できません。FOMA端末に
移動またはコピーしてから選択してください。

■キャラ電のアクションを設定する：
aキャラ電一覧画面でキャラ電にカーソルを合わせてm
b待受アクション設定画面で各項目を選択して設定ep
各設定項目→P322「■キャラ電を待受画面に設定する」操作a

お買い上げ時 待受画面選択：トータルコーディネイト設定に従う

待
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3 「はい」を選択
･ テロップ表示設定のテロップ表示を「表示する」に設定している場合に、動画／ｉモーションまたはキャ
ラ電を選択すると、テロップ表示が解除されます。
･ 動画／ｉモーションを待受画面に設定すると、最初のコマが表示されます。
･ 選択した画像、動画／ｉモーション、キャラ電が拡大表示できる場合は、等倍表示するか拡大表示す
るかの確認画面が表示されます。「はい（等倍表示）」を選択すると画像サイズのまま、「はい（拡大表
示）」を選択すると画面サイズに合わせて画像が拡大されて待受画面に表示されます。
･ すでにｉアプリ待受画面が設定されているときは、続けてｉアプリ待受画面を解除するかどうかの確
認画面が表示されます。

待受画面に設定した動画／ｉモーションやアニメーション、キャラ電を再生するには

I 動画／ｉモーションの場合は次の操作ができます。
c／FOMA端末を開く ：再生
c／f ：停止
サイドキー［▲▼］ ：音量調整

I GIFアニメーション、パラパラマンガ、Flash画像の場合は次の操作ができます。
FOMA端末を開く／待受画面に戻る／電源を入れる

：再生
f ：一時停止／再生

I キャラ電の場合は次の操作ができます。
c／FOMA端末を開く ：再生
c／f ：停止

お知らせ
･動画／ｉモーションによっては待受画面に設定できない場合があります。音声のみの動画／ｉモーション（歌手の歌声
など映像のないｉモーション）は設定できません。
･待受画面を表示すると、Flash画像やGIFアニメーションは、一定時間再生した後に停止します。
･ GIFアニメーションを拡大表示で設定した場合、表示が乱れることがあります。
･再生回数や再生期限などの制限が設定されているコンテンツは、待受画面に設定できません。
･テロップ中にリンクのある動画／ｉモーションを待受画面に設定しても、待受画面からPhone To（AV Phone To）、
Mail To、Web To機能を利用できません。

画像をランダムに表示する＜ランダムイメージ設定＞
マイピクチャ内のフォルダに保存されている複数の静止画を、指定したタイミングでランダムに切り替えて待受
画面に表示します。
I 表示できる画像はJPEG形式、GIF形式（GIFアニメーションは除く）の画像です。

1 me8211e2e下記の各項目を選択して設定
フォルダ：画像が保存されているフォルダを選択します。

･ 表示できる画像が1つも保存されていないフォルダは選択できません。
切替設定：画像を切り替えるタイミングを設定します。

･「30分ごと」を選択したときは、毎時0分と30分に画像が切り替わります。
･「60分ごと」を選択したときは、毎時0分に画像が切り替わります。
･「開閉ごと」を選択したときは、FOMA端末を開いたときに画像が切り替わります。

2 pe「はい」を選択
･ すでにｉアプリ待受画面が設定されているときは、続けてｉアプリ待受画面を解除するかどうかの確
認画面が表示されます。
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お知らせ
･次の画像は表示できません。
- パラパラマンガ - GIFアニメーション - Flash画像
･選択したフォルダを削除したり、フォルダ内の静止画を移動、削除したり、パラパラマンガを作成したりして、表示で
きる静止画が1つもないときは、お買い上げ時の画像が待受画面に表示され、ランダムイメージの設定はお買い上げ時
の設定に戻ります。ただし、待受画面に表示されている静止画を移動したり、パラパラマンガとして作成した直後は、
次に画像が切り替わるまでその画像が一時的に表示されます。

ｉアプリ待受画面を設定する
ｉアプリ待受画面に対応しているｉアプリを待受画面に設定します。
I ｉアプリ待受画面は、他の待受画面設定や画面のカスタマイズと同時に設定できます。同時に設定した場合は、
ｉアプリ待受画面が優先して表示されます。

I ｉアプリ待受画面表示中にcを押すと、ｉアプリ待受画面に設定しているｉアプリが起動し、ｉアプリの操
作や設定ができます。ｉアプリ待受画面の解除もできます。→P279

I ｉアプリ待受画面に、複数のｉアプリは設定できません。
I お買い上げ時に登録されている次のｉアプリはｉアプリ待受画面に設定できます。
- A列車で行こうi for F - フリーセル

1 me8211e5
ｉアプリ待受画面に対応したｉアプリが一覧表示されます。
ｉアプリ待受画面のフォルダや一覧の見かた→P268

2 ｉアプリを選択e「はい」を選択
ｉアプリ待受画面が設定され、待受画面に または が表示されます。
･ テロップ表示設定を「表示する」に設定している場合は、テロップ表示が解除されます。

お知らせ
･ PIMロック中はｉアプリ待受画面は表示されず、お買い上げ時の標準画像、または「プリインストール」フォルダ内の
画像が表示されます。

待受画面の表示をカスタム設定する＜カスタム待受＞
待受画面をいくつかのエリア（領域）に分割し、それぞれのエリアに未読メールや不在着信などの新着情報、メ
モ、カレンダー、スケジュールを表示するように設定します。
I エリアの分けかたは次の7種類から選択できます。

1 me8214

2 1を押す
･ 画面のカスタマイズを解除するときは2を押します。

パターン1 パターン2 パターン3 パターン4 パターン5 パターン6 パターン7
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3 hでパターンを切り替えeエリアを選択e1～5
･ 複数のエリアがある場合は、エリアを選択して1～5を押す操作を繰り
返します。
･ 画面の半分より小さいエリア（パターン3のエリア1設定など）には、カレ
ンダーは設定できません。
･ mを押して「はい」を選択すると、すべてのエリアの設定を解除できます。

■新着情報を設定する：
a2e情報を選択
bpを押す

■メモを設定する：3eメモを選択
･ メモにカーソルを合わせてpを押すとメモの内容が表示されます。cを押すとメモ一覧に戻りま
す。

4 pe「はい」を選択
･ すでにｉアプリ待受画面が設定されているときは、続けてｉアプリ待受画面を解除するかどうかの確
認画面が表示されます。

お知らせ
･トータルコーディネイトを変更すると、カスタム待受が表示されなくなりますが、設定は保存されています。操作1→
操作2→操作4の順に行うとカスタム待受が表示されるようになります。

カスタム待受画面の情報を確認する

1 gを押す
いちばん上のエリアが赤い枠で囲まれます。
･ jを押すとカーソル枠を移動できます。
･ 待受画面に情報が表示されていないときは、fを繰り返し押して表示させてからgを押します。

2 エリアを選択

お知らせ
･待受画面でfを押すごとに、情報の表示と非表示を切り替えることができます。
･待受画面選択のイメージ設定でGIFアニメーション、パラパラマンガ、Flash画像を設定していた場合、再生が停止ま
たは一時停止した後にfを押すと情報が表示されます。

各情報の表示内容について

カスタム待受画面と各種情報は次のように表示されます。
I 表示される情報の件数や行数は、エリアのサイズによって異なります。
I 各情報の日時には、当日の場合は時刻が、当日以外の場合は日付が表示されます。
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■新着情報
新着情報で設定している項目が、新しい順に一覧表示されます。エリアを選択
すると、先頭の項目の一覧画面が表示されます。

未読メール：受信日時が表示され、続けて題名の先頭部分が表示されます。
先頭に表示されているときにエリアを選択すると、受信メール
のフォルダ一覧が表示されます。

メッセージR／ メッセージF
：受信日時とタイトルの先頭部分が表示されます。先頭に表示さ
れているときにエリアを選択すると、メッセージRまたはメッ
セージFの一覧が表示されます。

不在着信 ：着信日時と相手の電話番号（電話帳に登録されているときは名
前）が表示されます。先頭に表示されているときにエリアを選
択すると、着信履歴一覧が表示されます。

伝言メモ ：録音または録画日時と相手の電話番号（電話帳に登録されてい
るときは名前）が表示されます。先頭に表示されているときに
エリアを選択すると、伝言メモ一覧が表示されます。

■メモ
メモ帳に登録されている内容の先頭部分が表示されます。エリアを選択すると、
メモの詳細が表示されます。

■スケジュール
スケジュールが日時の順に表示されます。エリアを選択すると、先頭のスケ
ジュールの詳細が表示されます。
･ アイコン、日時、内容の先頭部分が表示されます。
･ 長期間スケジュールの場合は、登録されているアイコンの代わりに「 」
が表示されます。アイコンの後ろには開始の日付または時刻（当日で開始時
刻前の場合）が表示されます。長期間スケジュールは、終了日時が経過する
まで表示されます。
･ 終日に設定したスケジュールが当日の場合は、開始時刻の代わりに「終日」
と表示されます。

■カレンダー
当月のカレンダーが表示されます。エリアを選択すると、スケジュール帳のカ
レンダーが表示されます。
･ 当日は黄、休日と祝日は赤、土曜日は青で表示されます。休日と祝日は、ス
ケジュール帳の設定に従います。ただし、スケジュール帳の休日設定で休日
にした日は、プライバシーモード中（スケジュールを「認証後に表示」に設
定した場合）、PIMロック中は赤で表示されず、お買い上げ時の表示に戻りま
す。
･ スケジュールが設定されているときは、日付の右上に赤いマークが表示され
ます。シークレット属性を設定している場合は、シークレットモードを起動
しているときのみ表示されます。プライバシーモード中（スケジュールを「認
証後に表示」に設定した場合）、PIMロック中は表示されません。

お知らせ
･同じ日に当日スケジュールと、長期間スケジュールが登録されている場合、カスタム待受画面には長期間スケジュール
が表示されます。ただし、当日スケジュールが終日に設定されている場合や、当日スケジュールの開始時刻になってい
ない場合は、カスタム待受画面には両方のスケジュールが表示されます。
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音声電話やテレビ電話の発信時に表示する画像を変更する

音声電話の発信時の画像を変更する＜電話発信設定> MENU 861

1 me82421eイメージ表示欄を選択e1または2
･「標準画像」に設定すると、お買い上げ時の画像が表示されます。
･「イメージ」を選択したときは、イメージ一覧欄を選択して画像を選択します。
画像のフォルダや一覧の見かた→P306

2 p［登録］を押す

テレビ電話の発信時の画像を変更する＜テレビ電話発信設定＞ MENU 8711

1 me82423eイメージ表示欄を選択e1または2
･「標準画像」に設定すると、お買い上げ時の画像が表示されます。
･「イメージ」を選択したときは、イメージ一覧欄を選択して画像を選択します。
画像のフォルダや一覧の見かた→P306

2 p［登録］を押す

お知らせ
･「イメージ」にパラパラマンガを設定すると、最初のコマが表示されます。

発信画像の優先順位について

複数の機能で発信画像が設定されている場合は、次の優先順位で画像が表示されます。
aFOMA端末電話帳に登録した画像※

bFOMA端末電話帳のグループ別発着信設定
c電話発信設定／テレビ電話発信設定
※：人物画像表示設定が「ON」のときに有効です。

音声電話やテレビ電話の着信時の画像を変更する

音声電話の着信時の画像を変更する＜電話着信設定＞

I 本機能の設定は、発着信・通話機能の電話着信設定にも反映されます。

1 me82422eイメージ表示欄を選択e1～4
･「標準画像」に設定すると、お買い上げ時の画像が表示されます。
･「イメージ」を選択したときは、イメージ一覧欄を選択し、画像を選択します。
画像のフォルダや一覧の見かた→P306
･「ｉモーション」を選択したときは、動画一覧から動画／ｉモーションを選択します。
動画／ｉモーションのフォルダや一覧の見かた→P313
動画／ｉモーションの再生の操作→P120
･ 電話着信音に音声と映像のある動画／ｉモーションが設定されていると「着信音連動」になります。

お買い上げ時 イメージ表示：標準画像

お買い上げ時 イメージ表示：標準画像

お買い上げ時 イメージ表示：標準画像  
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テレビ電話の着信時の画像を変更する＜テレビ電話着信設定＞

I 本機能の設定は、テレビ電話のテレビ電話着信設定にも反映されます。

1 me82424eイメージ表示欄を選択e1～4
･「標準画像」に設定すると、お買い上げ時の画像が表示されます。
･「イメージ」を選択したときは、イメージ一覧欄を選択し、画像を選択します。
画像のフォルダや一覧の見かた→P306
･「ｉモーション」を選択したときは、動画一覧から動画／ｉモーションを選択します。
動画／ｉモーションのフォルダや一覧の見かた→P313
動画／ｉモーションの再生の操作→P120
･ テレビ電話着信音に音声と映像のある動画／ｉモーションが設定されていると「着信音連動」になりま
す。

お知らせ
･「イメージ」にパラパラマンガを設定すると、最初のコマが表示されます。
･音声のみの動画／ｉモーション（歌手の歌声など映像のないｉモーション）を着信音に設定しているとき、着信画像を
映像のみの動画／ｉモーションまたはFlash画像に設定し直すと、着信音は「着信音1（音声電話）」または「ハープ
（テレビ電話）」になります。メロディは変更できます。
･動画／ｉモーションによってはイメージに設定できない場合があります。また、音声のある動画／ｉモーションは設定
できません。

着信画像の優先順位について

複数の機能で着信画像が設定されている場合は、次の優先順位で画像が表示されます。
aマルチナンバーの着信設定
bFOMA端末電話帳に登録した画像※1

cFOMA端末電話帳のグループ別発着信設定
d電話着信音※2／テレビ電話着信音※2／電話着信設定／テレビ電話着信設定
※1：人物画像表示設定が「ON」のときに有効です。
※2：「着モーション」に音声と映像のある動画／ｉモーションを設定したときに有効です。
I 相手が発信者番号を通知してこなかった場合、音声電話の着信画像は発番号なし動作設定に従います。テレビ
電話の着信画像はテレビ電話着信設定に従います。

I 発番号なし動作設定で設定した音や画像のデータが削除されると、自動的に設定内容が変更されます。その場
合は、実際に鳴る音や表示される画像が設定内容と異なることがあります。

人物画像表示設定

発着信時の電話帳の人物表示を設定する

音声電話やテレビ電話の発着信時に、FOMA端末電話帳に登録されている画像を表示するかどう
かを設定します。
I 電話帳に登録されている画像は、相手が電話番号を通知してきた場合に表示されます。

1 me82425e1または2

お買い上げ時 イメージ表示：標準画像  

お買い上げ時 ON
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メール送信画像設定／メール受信画像設定／問合せ画像設定

メール送受信時や問合せ時の画面を変更する

メールの送受信時やｉモード問合せ時に表示される画像を設定します。
I ｉモード問合せ時に表示される画像には、Flash画像を設定できません。

1 me8242e7～9
･ ｉモードメール、SMSの送信時の画像を設定するときは7を押します。
･ ｉモードメール、SMS、メッセージR/Fの受信時の画像を設定するときは8を押します。
･ ｉモード問合せ時の画像を設定するときは9を押します。

2 イメージ表示欄を選択e1または2
･「標準画像」を設定すると、お買い上げ時の画像が表示されます。
･「イメージ」を選択したときは、イメージ一覧欄を選択して画像を選択します。
画像のフォルダや一覧の見かた→P306

3 p［登録］を押す

背面ディスプレイ設定

背面ディスプレイの表示を設定する

背面ディスプレイに表示する画像を設定する＜背面画像設定＞

電話の着信時やメールの受信時などに背面ディスプレイに表示する画像を設定します。また、時計のパターンや
画面の反転表示も設定できます。
I お買い上げ時に登録されている時計パターン（背面ディスプレイ用）→P419

1 me8222e下記の各項目を選択して設定ep［登録］
表示 ：背面ディスプレイの表示形式を設定します。

･「通常表示」に設定すると背景が黒で文字が青（照明点灯時）で表示されます。
･「反転表示」に設定すると背景が青（照明点灯時）で文字が黒で表示されます。

時計パターン ：時計のパターンを設定します。
着信画像 ：音声電話の着信時に背面ディスプレイに表示する画像を設定します。
メール受信画像：メール受信時に背面ディスプレイに表示する画像を設定します。

電話やメールの着信時に電話番号やメールアドレスなどを表示する
＜背面相手表示設定＞

1 me8221e1または2

お知らせ
･「相手情報表示なし」に設定すると、ディスプレイのタスクバーや背面ディスプレイには着信中などの状態のみ表示さ
れます。また、表示される画像は標準画像になります。

お買い上げ時 ［メール送信画像設定、メール受信画像設定、問合せ画像設定］イメージ表示：標準画像

お買い上げ時 トータルコーディネイト設定に従う

お買い上げ時 相手情報表示あり

メ
l
ル
送
受
信
画
像
／
問
合
せ
画
像
設
定



音
／
画
面
／
照
明
設
定

139

照明設定

ディスプレイとキーの照明を設定する

照明時間を設定する＜点灯時間設定＞

ディスプレイの照明の点灯時間を設定します。照明を点灯すると、ディスプレイがより明るくなり、キー部分は
赤色で点灯します。
I 通常時のほかにACアダプタ接続時（DCアダプタ接続時も含む）、ｉモード中、静止画や動画の撮影中、ｉモー
ション再生中、ｉアプリ動作中の点灯時間も設定できます。

〈例〉通常時の点灯時間を設定するとき

1 me8251

2 1e1～7
･「常時」以外に設定した場合、FOMA端末を開いたまま約5分間何も操作しないでいると、自動的にディ
スプレイの表示が消え、省電力の状態になります。

■ACアダプタ接続時、ｉモード中、カメラ撮影中、ビデオカメラ撮影中、ｉモーション、ｉアプリの点灯時
間を設定する：2～7e1または2
･「端末設定に従う」に設定すると、通常時で設定した点灯時間に従って照明が点灯します。
･「常灯」に設定すると、明るさ調整で設定した明るさで常に照明が点灯します。ただし、ACアダプタ
接続時は、明るさ調整の設定に関わらず、「高輝度」で点灯します。
･ ｉアプリの場合は「ソフトに従う」に設定すると、ｉアプリの設定に従って点灯します。

照明設定範囲を設定する＜照明設定範囲＞

ディスプレイとキー部分の照明を点灯させるか、ディスプレイのみの照明を点灯させるかを設定します。

1 me8252e1または2

照明の明るさを設定する＜明るさ調整＞

照明が点灯するときの明るさを設定します。

1 me8253e1～3

スクリーン設定

画面のカラー配色を変更する

ディスプレイに表示される配色を24種類から選択できます。

1 me8241e1～9
･ kを押すとカーソル位置の配色で画面が表示されます。

お買い上げ時 通常時：10秒  
ACアダプタ接続時、ｉアプリ：端末設定に従う  ｉモード中、カメラ撮影中、ビデオカメラ撮影中、ｉモーション：常灯

お買い上げ時 ディスプレイ＋キー

お買い上げ時 トータルコーディネイト設定に従う

お買い上げ時 トータルコーディネイト設定に従う
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メニュー設定 MENU 8231

メニューのデザインを変更する

メニューの表示形式やアイコンのデザインを変更したり、オリジナルのメニューを作成したりでき
ます。

1 mete下記の各項目を選択して設定ep［登録］
ノーマル ：ノーマルメニュー使用時の表示形式を設定します。
カスタム ：カスタムメニュー使用時の表示形式を設定します。
アイコンデザイン：ノーマルメニューの表示形式で「タイルアイコン」を選択したときのデザインを設

定します。
･ アイコンデザインで設定するのは、待受画面でmを押したとき最初に表示される
1階層目のメニューのデザインです。
･「カスタム1」「カスタム2」は、メニューアイコンを変更してオリジナルメニュー
を作成するときに設定します。

アニメーションデザイン
：ノーマルメニューの表示形式で「アニメーション」を選択したときのデザインを設
定します。

機能説明表示 ：メニュー項目にカーソルを合わせたときに機能説明を表示するかどうかを設定しま
す。
･「ON」に設定しても、ノーマルメニューの表示形式で「アニメーション」を選択
したときは、1階層目と2階層目のメニューでは表示されません。

アイコン拡大表示：アイコン選択時にアイコンを拡大表示するかどうかを設定します。
起動メニュー ：待受画面でmを押したときにノーマル／シンプルメニューとカスタムメニューのど

ちらを表示させるかを設定します。
カスタムメニューショートカット

：カスタムメニュー使用時のショートカット操作を設定します。
･「ノーマル／シンプル」に設定すると、起動メニューを「カスタム」にした場合で
もノーマルメニューやシンプルメニューの項目番号でショートカット操作ができ
ます。→P33、P34

オリジナルメニューを作成する
ノーマルメニュー使用時のメニュー画面のアイコンや背景画像を変更して、2種類のオリジナルメニューを作成
できます。
I アイコンは96×96、背景画像は240×240より大きい画像は縮小して表示されます。

1 meteノーマル欄を選択e2eアイコンデザイン欄を選択e2または
3

お買い上げ時 ノーマル：アニメーション  カスタム：タイルアイコン  
アニメーションデザイン： トータルコーディネイト設定に従う  機能説明表示：ON  アイコン拡大表示：OFF  
起動メニュー：ノーマル／シンプル  カスタムメニューショートカット：カスタム
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2 カスタマイズを選択e機能を選択e画像フォルダ一覧で画像を選択
他の機能のメニューアイコンも同様に設定します。
画像のフォルダや一覧の見かた→P306
･ メニューアイコンを解除するときは、解除するアイコンにカーソルを合わせてm1を押し、「はい」
を選択します。
･ メニューアイコンを全件解除するときはm2を押し、「はい」を選択します。

3 ae画像フォルダ一覧からメニュー画面の背景画像を選択
･ 背景を解除するときはm4を押し、「はい」を選択します。

4 pep［登録］

お知らせ
･パラパラマンガ、Flash画像、「アイテム」フォルダ内の画像は選択できません。また、GIFアニメーションを選択する
と最初のコマが表示されます。
･ PIMロック中は、アイコンデザインの「カスタム1」「カスタム2」の設定内容を変更できません。

電池マーク設定

電池残量のマークを変更する

1 me8213e1～5
a：イノセントホワイト
b：アドバンストモード
c：ゴールドフロスト
d：ルシードブラック
e：エイリアン
電池残量の確認のしかた→P44

不在着信お知らせ

不在着信や未読メールなどの新着情報をランプで知らせる

FOMA端末を折り畳んでいるときに未確認の不在着信（音声電話／テレビ電話）や未読情報（メー
ル／チャットメール／SMS）があるときにランプを点滅させて知らせるかどうかを設定します。

1 me827e1または2
･「ON」に設定した場合、未確認の不在着信があるときは、着信イルミネーションの電話着信のイルミ
ネーションカラーに従って約6秒間隔で点滅します。未読情報があるときは、着信イルミネーションの
メール着信のイルミネーションカラーに従って約6秒間隔で点滅します。新着情報を確認すると点滅は
停止します。
･「OFF」に設定すると、新着情報があってもランプは点滅しません。

お知らせ
･新着情報に複数の項目がある場合は、次の優先順位に従ってランプが点滅します。
a不在着信（音声電話／テレビ電話）
b未読情報（メール／チャットメール／SMS）
･新着通知を「ON」に設定した場合、最初に新着情報があったときから約6時間経過しても新着情報がないときや、待
受画面の （数字は件数）を消去したときは、情報を確認していなくてもランプの点滅は停止します。

お買い上げ時 トータルコーディネイト設定に従う

お買い上げ時 OFF
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イルミネーション設定

着信時や通話中などのランプの色と点灯パターンを設定する
音声電話やテレビ電話、プッシュトーク着信時およびメール・チャットメール・メッセージR/F受
信時のランプの点灯パターンと点灯色を設定します。また、音声電話中やテレビ電話中、トルカ取
得中やICカードアクセス中のランプの点灯と点灯色も設定できます。
I ランプに連動してラウンドイルミネーションパネルの照明も点滅します。ただし、点灯色はイルミネーション
カラーの設定に関わらず青色になります。

I 本機能の設定は、電話着信設定、テレビ電話着信設定、プッシュトーク着信設定、メール着信設定、チャット
メール着信設定、メッセージ着信設定、トルカ取得設定のイルミネーション設定にもそれぞれ反映されます。

電話／メールの着信やトルカ取得のイルミネーションを設定する
＜着信イルミネーション＞

1 me8261

2 着信の項目のイルミネーションパターン欄を選択e1～5
･ jを押すとカーソル位置のパターンでランプが点灯または点滅します。「メロディ連動」の場合は点滅
します。

点灯 ：点灯します。
点滅 ：点滅します。
ゆっくり点滅：ゆっくり点滅します。
メロディ連動：着信音に合わせて点滅します。イルミネーションカラーはイルミネーションカラーの設

定に関わらず「レインボー」になります。ただし、不在着信お知らせを「ON」に設定し
ている場合で、新着情報があるときはイルミネーションカラーに従って点滅します。

OFF ：点灯、点滅しません。イルミネーションカラーは設定できません。

3 着信の項目のイルミネーションカラー欄を選択e1～9
･ kを押すとカーソル位置の色でランプが点灯または点滅します。
･ 他の項目の点灯パターンと点灯色を設定する場合は、操作2～3を繰り返します。

4 トルカ取得のイルミネーション欄を選択e1または2
･「ON」に設定すると、トルカ取得中のイルミネーションカラーを設定できます。
･「OFF」に設定すると、トルカ取得中にランプは点滅しません。

5 p［登録］を押す

お買い上げ時 電話、メール、メッセージR/F、テレビ電話、プッシュトーク着信のイルミネーションパターン：点滅
チャットメール着信イルミネーションパターン：メール連動
電話、テレビ電話、プッシュトーク着信のイルミネーションカラー：ライム
メール、メッセージR/F着信、トルカ取得のイルミネーションカラー：アクア
チャットメール着信イルミネーションカラー：メール連動　トルカ取得イルミネーション：ON
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着信イルミネーションの優先順位について

複数の機能で着信イルミネーションのイルミネーションパターン、イルミネーションカラーが設定されている場
合は、次の優先順位でランプが点灯します。
aFOMA端末電話帳の電話帳別着信設定
bFOMA端末電話帳のグループ別発着信設定
c着信イルミネーション／電話着信設定／テレビ電話着信設定／メール着信設定／チャットメール着信設定／
メッセージ着信設定

お知らせ
･チャットメール着信設定の着信動作設定を「メール着信動作に従う」に設定している場合は、チャットメール着信は設
定できない旨のメッセージが表示されます。
･メロディによっては、イルミネーションパターンを「メロディ連動」に設定しても連動しない場合があります。

電話中のイルミネーションを設定する＜通話中イルミネーション＞

1 me8262

2 通話中のイルミネーション欄を選択e1または2
･「ON」に設定するとイルミネーションカラーを設定できます。通話中はイルミネーションカラーの設
定に従ってランプが点滅します。
･「OFF」に設定すると、通話中にランプは点滅しません。

3 p［登録］を押す

ICカードアクセス中のイルミネーションを設定する
＜ICカードアクセスイルミネーション＞

1 me8263

2 ICカードアクセスのイルミネーション欄を選択e1または2
･「ON」に設定するとイルミネーションカラーを設定できます。ICカードアクセス中はイルミネーション
カラーの設定に従ってランプが点滅します。
･「OFF」に設定すると、ICカードアクセス中にランプは点滅しません。

3 p［登録］を押す

お買い上げ時 通話中イルミネーション：OFF　

お買い上げ時 ICカードイルミネーション：ON　 イルミネーションカラー：レモン
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フォント選択

フォントを変える

メニュー画面やｉモードのサイト、文字入力画面などに表示される文字を、ゴシックまたはリュ
ウミンから選択できます。

1 me8282e1または2

お知らせ
･カメラ、ｉアプリ、ｉモーションなど、一部の機能には本機能の設定が反映されません。

文字サイズ設定

文字の大きさを変更する

メモ帳、メール本文入力などの全画面入力や画面メモ、サイト、メールを表示したりするときの、
文字サイズを変更できます。
I 文字サイズは5種類から選択できます。

1 me8281

■一括して設定する：1e1～5

■ｉモード、メール閲覧を個別に設定する：2または3e1～3

■メール編集／文字入力を個別に設定する：4e1～5
･ jを押すとカーソル位置の文字サイズの例が表示されます。

お知らせ
･「一括」で「最大」「大」を設定した場合は、電話帳一覧、電話帳検索、電話帳検索結果を表示するときの文字サイズに
も反映されます。
･「一括」で設定を行った場合は、ｉモード、メール閲覧、メール編集／文字入力がすべて同じ設定になります。ただし、
「最大」「最小」に設定したときには、ｉモード、メール閲覧の設定はそれぞれ「大」「小」になります。
･メールの表示中でも文字サイズを変更できます。メールの表示中に変更した文字サイズは本設定のメール閲覧にも反映
されます。
･インライン入力時の文字サイズは変更されません。

お買い上げ時 トータルコーディネイト設定に従う

お買い上げ時 トータルコーディネイト設定に従う

小：16ドット最小：12ドット 大：24ドット 最大：28ドット中（標準）：20ドット

フ
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時計表示設定 MENU 8212

時計の表示を設定する

待受画面の時計表示の有無や、時計のデザイン、表示位置を設定できます。また、曜日の表示言語
や時刻の表示形式（24時間、12時間）も設定できます。
I お買い上げ時に登録されている時計デザイン→P419
I 背面ディスプレイには反映されません。

〈時計表示設定の例〉

1 me854e下記の各項目を選択して設定ep［登録］
デザイン：時計を表示するかどうかを設定します。「ON」に設定した場合は時計のデザインを「アナロ

グ1～2」「デジタル1～4」から選択します。
形式 ：時計の表示形式を「24時間表示」と「12時間表示」のどちらかに設定します。
表示位置：時計を表示する位置を設定します。
曜日 ：曜日の表示を日本語と英語のどちらで表示するかを設定します。

･「バイリンガルに従う」に設定すると、バイリンガルの設定に従って表示します。

お知らせ
･待受画面以外の画面では、ディスプレイ右上に時刻が表示されます。この表示は、形式で設定した時計の表示形式に
従って「24時間表示」または「12時間表示」に変更されます。
･次の場合は、デザインや表示位置の設定に関わらず、「デジタル1」の時計が表示位置「上」で表示されます。
- 待受画面に動画／ｉモーション、キャラ電が表示されている場合
- ｉアプリ待受画面が表示されている場合
･オールロック中、おまかせロック中は、本機能の設定に関わらず時計の表示位置は「上」になります。

お買い上げ時 デザイン：ON（トータルコーディネイト設定に従う） 
形式、表示位置、曜日：トータルコーディネイト設定に従う

デジタル1の時計を中段
に12時間表示で表示

アナログ1を上段に表示 デジタル3の時計を
12時間表示で表示

デジタル2の時計を上段
に24時間表示で表示

時
計
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バイリンガル

画面を英語表示に切り替える

画面表示を日本語か英語のどちらかに切り替えることができます。

1 me8283e1または2

お知らせ
･英語表示に切り替えると、文字入力モードは「半角英字」→「半角数字」→「漢字」→「半角カタカナ」の順に切り替
わります。
･バイリンガルの設定は、FOMAカードを挿入しているとFOMAカードにも保存されます。FOMAカードを差し替える
と、差し替えたFOMAカードに保存されている設定に切り替わります。
･英語表示に切り替えると、シンプルメニュー（→P34）を利用できません。

お買い上げ時 Japanese
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暗証番号について

FOMA端末で利用する暗証番号について
FOMA端末を便利にお使いいただくための各種機能には、暗証番号の必要な場合があります。暗
証番号には、各種端末操作用の端末暗証番号の他、ネットワークサービスでお使いになるネット
ワーク暗証番号、ｉモードパスワードなどがあります。用途ごとに上手に使い分けて、FOMA端
末を活用してください。

端末暗証番号

FOMA端末には、設定や解除の際に端末暗証番号の入力が必要な機能があります。お買い上げ時の端末暗証番号
は「0000」に設定されていますが、4～8桁の数字で自由に変更できます。→P149
I 端末暗証番号の入力画面で誤った端末暗証番号を連続5回入力すると、電源が自動的に切れます。誤った端末
暗証番号を入力した累積回数は、正しい端末暗証番号を入力したり、新たに端末暗証番号の入力画面を表示し
たりするとクリアされます。

I 指紋設定で登録した指紋を利用するように設定している場合は、端末暗証番号を入力する代わりに指紋認証画
面が表示されます。mを押すと端末暗証番号入力画面に切り替わります。ただし、指紋のみ認証設定を「ON」
に設定した場合は、端末暗証番号での認証操作ができなくなります。

ネットワーク暗証番号

ドコモeサイトでの各種手続き時や各種ネットワークサービスご利用時にお使いいただく数字4桁の番号で、ご
契約時に任意の番号を設定いただきますが、お客様ご自身で番号を変更できます。
パソコン向け総合サポートサイト「My DoCoMo」の「My DoCoMo ID／パスワード」をお持ちの方は、パソ
コンから新しいネットワーク暗証番号への変更手続きができます。
なお、ｉモードからは、ドコモeサイト内の「各種手続き」からお客様ご自身で変更ができます。
I「My DoCoMo」「ドコモeサイト」については、取扱説明書裏面をご覧ください。

ｉモードパスワード

マイメニューの登録／削除、メッセージサービス、ｉモード有料サービスのお申し込み／解約などを行う際には、
4桁の「ｉモードパスワード」が必要です。ご契約時は「0000」に設定されていますが、数字4桁で自由に変
更できます。この他にも各IP（情報サービス提供者）が独自にパスワードを設定している場合があります。
ｉモードから変更する場合は、aｉMenu→hオプション設定→□ｉモードパスワード変更から変更ができま
す。

PIN1コード／PIN2コード

FOMAカードには、PIN1コード、PIN2コードという2つの暗証番号を設定できます。ご契約時はどちらも
「0000」に設定されていますが、4～8桁の数字で自由に変更できます。→P150
PIN1コードは、第三者によるFOMA端末の無断使用を防ぐため、FOMAカードを取り付けるたび、またはFOMA
端末の電源を入れるたびに使用者を確認するために入力する番号（コード）です。PIN1コードを入力すること
により、発着信および端末操作ができます。
PIN2コードは、ユーザ証明書利用時や発行申請、積算料金リセットを行うとき、通話料金自動リセット設定を
変更するときなどに使用する暗証番号です。
I 別のFOMA端末で利用していたFOMAカードを差し替えてお使いになる場合は、以前に設定されたPIN1／
PIN2コードをご利用ください。設定を変更されていない場合は、「0000」となります。

各種暗証番号に関するご注意
I 設定する暗証番号は「生年月日」「電話番号の一部」「所在地番号や部屋番号」「1111」「1234」などの
他人にわかりやすい番号はお避けください。また、設定した暗証番号はメモを取るなどしてお忘れになら
ないようお気をつけください。

I 暗証番号は、他人に知られないように十分ご注意ください。万一暗証番号が他人に知られ悪用された場合、
その損害については、当社は一切の責任を負いかねます。

I ドコモからお客様の暗証番号をうかがうことは一切ございません。
I 各種暗証番号を忘れてしまった場合や、指紋のみ認証設定を「ON」に設定したときに登録したいずれの指
による認証もできない場合は、ご契約者本人であることが確認できる書類（運転免許証など）やFOMA端
末、FOMAカードをドコモショップ窓口までご持参いただく必要があります。
詳細は取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」までご相談ください。
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PINロック解除コード

PINロック解除コードは、PIN1コード、PIN2コードがロックされた状態を解除するための8桁の番号です。お
客様ご自身では変更することができません。
I PINロック解除コードの入力を連続10回間違えると、FOMAカードがロックされます。

認証パスワード

赤外線通信で全件送信や全件受信するときに必要となる数字4桁のパスワードです。赤外線通信を行う前に、送
信側と受信側で同じパスワードを決めておきます。

お知らせ
お知らせ

･いたずら防止のため、端末暗証番号、PIN1コード、PIN2コード、ｉモードパスワードはご契約後にお好きな番号に
変更してください。
･指紋認証機能と端末暗証番号を併用する状態でパスワードマネージャーをご利用になる場合は、端末暗証番号を必ず変
更してください。変更する端末暗証番号も、電話番号の下4桁などのわかりやすい番号の使用は避け、他人に知られな
いよう十分ご注意ください。また、設定した暗証番号はメモを取るなどしてお忘れにならないようご注意ください。
※ 万一、第三者の不正な使用による不利益があっても、当社は何らの義務を負わないものとし、一切の責任を負いか
ねますので、あらかじめご了承ください。

端末暗証番号変更

端末暗証番号を変更する

I 端末暗証番号には、4～8桁の数字を設定します。
I 入力画面や変更画面で入力した端末暗証番号は「＊」で表示されます。

1 me835e認証操作
･ 端末暗証番号を入力する場合は現在の暗証番号を入力します。異なった端末暗証番号を入力すると、そ
の旨のメッセージが表示されます。gを押して正しい端末暗証番号を入力してください。

2 新しい端末暗証番号を入力

3 新しい暗証番号（確認）の入力欄に操作2で入力した端末暗証番号を入力e
p［登録］

お買い上げ時 　0000

PIN1／PIN2
コード入力

連続3回
間違い

PINロック
解除コード
入力 連続10回

間違い

OK 新PIN1／PIN2コード設定可能

ドコモショップ窓口にお問い合わ
せください

端
末
暗
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PINコードを設定する
I PIN1コードの設定はFOMAカードに記録されます。FOMAカードを別のFOMA端末に差し替えてお使いにな
る場合は、現在の設定のままご利用になれます。

I PIN1コード、PIN2コードには、4～8桁の数字を設定します。
I 入力画面や変更画面で入力したPIN1コード、PIN2コードは「＊」で表示されます。

電源を入れたときにPIN1コードを入力するかどうかを設定する<PIN1コードON／OFF>

1 me8343e1または2

2 PIN1コードを入力
･ ご契約時のPIN1コードは「0000」に設定されています。
･ PIN1コードを連続3回間違えると、PIN1コードがロックされます。gを押
してPINロック解除コードを入力してください。
･ 現在の設定を変更する場合のみPIN1コードの入力画面が表示されます。

PIN1コードON／OFFを「ON」に設定すると

FOMA端末の電源を入れるとPIN1コード入力画面が表示されます。正しいPIN1コードを入力すると、待受画
面が表示されます。
I 正しいPIN1コードを入力しないと、電話の発信や各種通信機能の操作ができません。

お知らせ
･アラーム自動電源ON設定を「ON」に設定している場合、目覚ましやスケジュールで指定した日時になると、電源が
ONになり、PIN1コード入力画面が表示される前にアラームが鳴ります。fを押してアラームを停止させると、PIN1
コード入力画面が表示されます。このとき、アラームにダウンロードしたメロディまたはｉモーションを設定していて
も、お買い上げ時に登録されているメロディの「目覚まし時計」が鳴ります。

PIN1／PIN2コードを変更する

I PIN1コードを変更するときは、PIN1コードON／OFFを「ON」に設定する必要があります。

〈例〉PIN1コードを変更するとき

1 me8341e認証操作e現在のPIN1コードを入力
･ PIN1コードを間違えると、認証に失敗した旨のメッセージが表示されます。

gを押して正しいPIN1コードを入力してください。連続3回間違えると、
PIN1コードがロックされます。gを押してPINロック解除コードを入力し
てください。

2 新しいPIN1コードの入力欄に新しいPIN1コードを入力

3 新しいPIN1コード（確認）の入力欄に操作2で入力したPIN1コードを入力e
p［登録］

お知らせ
･ PIN2コードを連続3回間違えてFOMA端末がロックされた場合でも、電話の発着信やメールの送受信などはできます
が、PIN1コードを連続3回間違えてFOMA端末がロックされた場合には、それらの操作はできなくなります。

ご契約時 　OFF

ご契約時 　PIN1／PIN2コード：0000
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PINロックを解除する
PINコード入力画面でPIN1コード、PIN2コードを連続3回間違えると、PINコードがロックさ
れます。その場合は、ロックを解除してから新しいPINコードを設定します。
I PINロック解除コードはメモに控えるなどしてお忘れにならないようご注意ください。PINロック解除コード
を忘れた場合や完全にロックされた場合は、FOMA端末、ご利用中のFOMAカード、およびご契約者本人で
あるかどうかが確認できるもの（運転免許証など）を、ドコモショップ窓口までご持参いただく必要がありま
す。

I 入力したPINロック解除コード、PIN1コード、PIN2コードは「＊」で表示されます。

〈例〉PIN1コードのロックを解除するとき

1 PINコードロックの確認画面でge8桁のPINロック解除コードを入力

2 新しいPIN1コードの入力欄に新しいPIN1コードを入力

3 新しいPIN1コード（確認）の入力欄に操作2で入力したPIN1コードを入力e
p［登録］
PINロックが解除され、新しいPIN1コードが設定されます。

指紋認証機能を利用する
指紋認証機能を利用すると、指紋センサー上で指をスライドさせるだけで認証を行い、ダイヤル
キーで端末暗証番号を入力する操作を省略できます。
I 指紋認証を設定しても、指紋認証画面でmを押すと端末暗証番号入力画面に切り替わり、端末暗証番号を入力
して認証操作ができます。ただし、指紋のみ認証設定を「ON」に設定した場合は、端末暗証番号での認証操作
ができなくなります。

I 指紋認証機能と端末暗証番号を併用する状態でパスワードマネージャーをご利用になる場合は、必ず端末暗証
番号を変更してください。
パスワードマネージャー利用時の注意→P149「FOMA端末で利用する暗証番号について」のお知らせ

指紋認証機能利用時のご注意
I 本機能は指紋画像の特徴情報を認証に利用するものです。このため、指紋の特徴情報が少ないお客様の場合は、
指紋認証機能が利用できないことがあります。

I 指紋の登録には同じ指で3回の読み取りが必要です。異なる指で登録を行わないでください。
I 認証性能（正しく指をスライドさせた際に指紋が認証される性能）はお客様の使用状況により異なります。指
の状態が次のような場合は、指紋の登録が困難になったり、認証性能が低下したりすることがあります。なお、
手を洗う、手を拭く、認証する指を変える、手荒れや乾いている場合はクリームを塗るなど、お客様の指の状
態に合わせて対処することで、認証時の状況が改善されることがあります。
- お風呂上がりなどで指がふやけている - 指に汗や脂が多く、指紋の間が埋まっている
- 手が荒れたり、指に損傷（切傷やただれなど）を負ったりしている
- 手が極端に乾燥している、乾燥肌である - 指が泥や油などで汚れている
- 太ったりやせたりして指紋が変化した - 磨耗して指紋が薄い
- 登録時に比べ、認証時の指の表面状態が極端に異なる - 濡れたり、汗をかいたりしている
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I 指紋センサー表面が濡れたり結露したりすると、誤動作の原因となります。柔らかい布で水分を取り除いてか
らご使用ください。

I 指紋の登録・認証を行う際には、図Aのように第1関節をセンサー中央に合わせ、指をスライドさせながら指
紋センサーに指を接触させ、指紋センサーが見えるまで下の方向へスライドさせてください。また、指は端末
と同じ方向に置いてスライドしてください。指を斜めに置いてスライドすると、登録時と認証時の指の位置の
違いによる認証失敗の可能性が高くなります。

I スライドが速すぎたり遅すぎたりした場合、正常に認識できないことがあります。表示されるメッセージに従
い、スライドの速さを調節してください。

I 指紋センサーエリア（図Bの枠で囲まれている部分）を通過するまで指を動かしてください。

I 親指などでは指紋の渦の中心が大きくずれたりゆがんだりすることがあります。その場合は、登録が困難に
なったり、認証性能が低下したりすることがあるため、図Cのように指紋の渦の中心を確認し、渦の中心が指
紋センサーの中心を通過するように指紋センサー上をスライドさせてください。

I 指紋センサーに指をスライドさせる際には、指を指紋センサーに突き立てるのではなく、図Dのように、指を
指紋センサーと平行になるように押し当てながらスライドさせてください。

I 指ごとに指紋が異なるため、必ず利用設定した指で認証操作を行ってください。
I 指紋が正常に読み取れなかったときは、警告メッセージが表示されます。一定時間内に認証されなかったとき
は、確認メッセージが表示され1つ前の画面に戻ります。

I 指紋センサーに指を置いたまま指紋の登録・認証を開始すると、起動できない旨のメッセージが表示される場
合があります。指を離して操作をやり直してください。

I 指紋認証技術は完全な本人認証・照合を保障するものではありません。当社では本製品を使用されたこと、ま
たは使用できなかったことによって生じるいかなる損害に関しても、一切責任を負いかねますのであらかじめ
ご了承ください。

指紋センサーについて
I 次のような場合は、故障および破損の原因となることがあります。
- 指紋センサー表面をぶつけたり、強い衝撃を与えたりする
- 指紋センサー表面をひっかいたり、先のとがったものでつついたりする
- 指紋センサー表面を爪や硬いもので強く擦り、指紋センサー表面にキズが入る
- 泥などで汚れた手で指紋センサーに触れ、細かい異物などで指紋センサー表面にキズが入る、表面が汚れる
- 指紋センサーの表面にシールを貼ったり、インクなどで塗りつぶしたりする

I 次のような場合は、指紋の読み取りが困難になったり、認証性能が低下したりすることがあります。指紋セン
サー表面は時々清掃してください。
- 指紋センサー表面がほこりや皮脂などで汚れている
- 指紋センサー表面に汗などの水分が付着している
- 指紋センサー表面が結露している

I 次のような現象が起きる場合は、指紋センサー表面を清掃してください。現象が改善されることがあります。
-「センサー表面の汚れを取り除いてください」というメッセージが表示される
- 指紋の登録失敗や認証失敗が頻発する

図A

指紋センサーエリア

図B

図C 図D
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I 指紋センサーを清掃する際には、静電気の起きにくい乾いた柔らかい布で表面の汚れを取り除いてください。
長期間の使用によりゴミがたまることがありますが、その場合でも先のとがったもので取り除かないでくださ
い。

I 静電気が故障の原因となる場合があります。指紋センサーに指を置く前に金属に手を触れるなどして、静電気
を取り除いてください。冬期など乾燥する時期は、特にご注意ください。

認証に利用する指紋を登録する＜指紋登録＞
I 指紋は最大10個登録できます。

1 me8361e端末暗証番号を入力

2 pegeメッセージに従って指紋センサーに指を押し当ててスライド
･ 指紋の読み取りに失敗したり、指のスライドが速かったり遅かったりするとメッセージが表示されま
す。メッセージに従い読み取りを完了させてください。
･ 指紋の読み取り中に電話やプッシュトークがかかってきたり、目覚ましやスケジュールで指定した日時
になったりした場合、その時点で登録は中止されます。

3 登録名を入力ep［登録］
･ 登録名は、全角で最大10文字、半角で最大20文字入力できます。
･ 登録すると認証に利用する指紋データに設定され、登録名の左に が表示されます。

指紋のみ認証設定にする

認証操作を指紋認証のみで行うかどうかを設定します。
I 指紋のみ認証設定を「ON」に設定する場合は、認証に利用する異なる指での指紋データが2件以上必要です。
I 指紋のみ認証設定を「ON」に設定すると、端末暗証番号での認証操作ができなくなります。お客様の使用状
況や指の状態、指紋センサーの故障などにより、登録したいずれの指による認証もできない場合は、ご契約者
本人であることが確認できる書類（運転免許証など）やFOMA端末、FOMAカードをドコモショップ窓口ま
でご持参いただく必要があります。

取り扱いについては、「指紋認証機能利用時のご注意（→P151）」、「指紋センサーについて（→P152）」をご
覧ください。

〈例〉「ON」に設定するとき

1 me8362e認証操作

2 1を押す
･ 解除するときは2を押します。このとき、操作3以降の操作は不要です。

3 gea［設定完了］
･ 認証に利用する指紋データが2件以上登録または利用設定されていない場合は「OK」を選択し、登録
または利用設定を行ってください。
登録されていない場合→P153「認証に利用する指紋を登録する」操作2
利用設定されていない場合→P154 操作2の■利用設定／解除する

お買い上げ時 OFF 指
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指紋認証を行う
端末暗証番号を入力する代わりに指紋で認証を行えます。

1 指紋認証画面が表示されたら、指紋センサー上で指をスライド

指紋が認証されると、それぞれの設定画面が表示されます。
･ 指紋認証を行うときは、利用設定した指で認証操作を行ってください。
･ 正しく認証されなかった場合は、指を指紋センサーから離し、もう一度認証操作を行ってください。認
証性能が低いときは、指紋を登録し直してください。
･ mまたはダイヤルキーを押すと、端末暗証番号入力画面に切り替わりますが、指紋のみ認証設定を「ON」
に設定した場合は表示されません。

お知らせ
･指紋認証を連続5回失敗すると、端末暗証番号入力画面が表示されます。指紋のみ認証設定を「ON」に設定している
ときに連続5回認証に失敗すると、電源が自動的に切れます。誤った認証操作の累積回数は、正しい認証操作を行うと
クリアされます。

指紋データを管理する
認証に利用する指紋データの削除や、登録名の変更などを行います。
I 認証に利用する指紋データをすべて利用解除または削除すると、指紋認証機能は利用できなくなります。
I 指紋のみ認証設定を「ON」に設定し、認証に利用する指紋データの登録件数が2件の場合は、認証に利用す
る指紋データの利用解除や削除はできません。認証に利用する指紋データが3件以上の場合は、利用解除する
と指紋データの削除ができます。

〈例〉指紋データを1件削除する

1 me8361e認証操作

2 削除する指紋データにカーソルを合わせてme31
･ tを押すと、登録した指紋データの確認ができます。

■利用設定／解除する：利用設定／解除する指紋データを選択eme2
･ gを押しても指紋データの利用設定／解除ができます。また、利用設定した指紋データには登録名
の左に が表示されます。

■複数削除する：me32e削除する指紋データを選択ep

■全件削除する：me33

■登録名を編集する：me4e登録名の編集ep

■順番を変更する：順番を変更する指紋データにカーソルを合わせてme5または6

3 「はい」を選択

指紋認証の場合 指紋のみ認証の場合

指
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携帯電話の操作や機能を制限する

各種ロック機能について
FOMA端末を他人に不正に使用されたり、個人情報や電話帳データを見られたりしないように、さ
まざまなロック機能があります。目的に合わせてご利用ください。

I 複数のロック機能を同時設定できます。
I シークレットモード以外のロック機能の設定は、電源を切っても保持されます。
I おまかせロック以外のロック機能を設定しても、緊急通報（110番、119番、118番）はできます。

オールロック

他の人が使用できないようにする
オールロックを起動すると、各種メニュー機能の操作などができなくなり、他人が不正にFOMA
端末を使用するのを防げます。オールロック中は、電話をかけたり、受けたりすることもできなく
なります。

I オールロック中は、設定した待受画面が解除され、お買い上げ時の画像が表示されます。オールロックを解除
すると、設定した待受画面が再び表示されます。

I オールロックを起動しても、ICカードロックは起動されません。ICカードロックとオールロックの両方を起動
するには、ICカードロック→オールロックの順に起動してください。→P296

ロック機能 説　明 参照先
オールロック 各種メニュー機能の操作などをできないようにして、他人が不正に使用

するのを防ぎます。
P155

おまかせロック 紛失した場合などに第三者に不正に使用されないようロックをかけま
す。

P156

セルフモード設定 電話やプッシュトークの発着信、ｉモードの利用やメールの送受信、赤
外線通信などの通信機能を利用できないようにします。

P157

PIMロック 電話帳やプロフィール情報、スケジュールなどの個人情報機能を利用で
きないようにして、情報の表示や改ざんを防ぎます。

P157

ダイヤル発信制限 ダイヤルキーを押して電話をかけられないようにします。 P158
プライバシーモード設定 電話帳・履歴やメール、マイピクチャ、ｉモーション、スケジュール、

ｉアプリの表示ができなくなり、他人が不正に閲覧するのを防ぎます。
P159

HOLD FOMA端末を折り畳んだときのサイドキー［▲▼］、P、ラウンドイル
ミネーションパネルの操作を無効にし、誤動作を防ぎます。

P160

開閉ロック FOMA端末を折り畳むたびにサイドキー［▲▼］、P、ラウンドイルミ
ネーションパネル以外のキー操作を無効にし、他人が不正に使用するの
を防ぎます。

P161

シークレットモード 電話帳データやスケジュールデータにシークレット属性を設定すると、
そのデータは認証操作を行ってシークレットモードを起動したときの
み表示されます。

P162

ICカードロック ICカード機能を利用できないようにします。 P296

オールロック中に緊急通報（110番、119番、118番）を行うには、待受画面で緊急通報番号
を入力してnを押します。

■指紋認証を設定しているとき
待受画面でmを押し、指紋認証画面で緊急通報番号を入力してnを押します。

■指紋のみ認証設定を「ON」に設定しているとき
待受画面でmnを押し、緊急通報番号を入力してnを押します。

※ 端末暗証番号入力画面で入力した緊急通報番号は「＊」で表示されます。
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1 me8311e認証操作
待受画面に「オールロック中」と表示されます。
･ 解除するときは待受画面で端末暗証番号を入力します。指紋認証を設定して
いる場合は、mを押してから認証操作を行います。→P148

お知らせ
･オールロック中に電話やプッシュトークがかかってきたときは、着信が拒否され、相手に話中音が流れますが、着信履
歴には不在着信として記録されます。オールロックを解除すると待受画面には （数字は件数）が表示されます。
･オールロック中も、電話帳お預かりサービスの自動更新は行われます。
･オールロック中もｉモードメールやメッセージR/F、SMSは受信できますが、受信中画面や受信アイコン、受信結果
画面は表示されず、着信音とランプも動作しません。オールロックを解除すると、受信アイコンが表示されます。
･オールロック中は指定した日時になっても目覚ましやスケジュールアラームは動作しません。

おまかせロック

おまかせロックを利用する
FOMA端末を紛失した場合などに、ドコモにご連絡いただくか、またはMy DoCoMoからの操作
により遠隔操作でFOMA端末にロックをかけるサービスです。お客様の大切なプライバシーとお
サイフケータイを、不正に使用されないように守ります。
I お客様からのお申し出などによりロックを解除することができます。

I おまかせロックのご利用方法の詳細は「ご利用ガイドブック」をご覧いただくか、取扱説明書裏面の「総合お
問い合わせ先」までお問い合わせください。

おまかせロックを起動する

I おまかせロックを起動すると、fによる電源を入れる／切る操作や、nやtによる電話やテレビ電話（プッ
シュトークは除く）を受ける操作以外のキー操作ができなくなるほか、ICカードロックも起動します（待受画
面にアイコンは表示されません）。ただし、miniSDメモリ－カードやFOMAカードにはロックはかかりません。

おまかせロックの設定／解除
0120-524-360　受付時間　24時間

※ パソコンなどでMy DoCoMoのサイトからも設定／解除ができます。

待受画面に「おまかせロック中です」と表示されます。

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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お知らせ
･電話やテレビ電話の着信（プッシュトークは除く）はしますが、電話帳に登録している相手の名前や画像は表示されず、
電話番号が表示されます。また、着信時の着信画像、着信音、着信バイブレータ、着信イルミネーションは、お買い上
げ時の状態になります。おまかせロックを解除すると設定は元の状態に戻ります。
･おまかせロック中にプッシュトークがかかってきたときは、着信が拒否され、相手に話中音が流れますが、着信履歴に
は不在着信として記録されます。
･おまかせロック中に受信したメールは、メールセンターに保存されます。
･他の機能が起動中におまかせロックを起動した場合は、起動中の各機能を終了します。編集中のデータがある場合は編
集中のデータを保存して終了します。
･各種ロック機能を設定中でも、おまかせロックが優先されます。
･ FOMA端末を紛失したときに電源が入っていない場合や圏外、セルフモード中は、おまかせロックがかかりません。
･デュアルネットワークサービスをご契約のお客様が、movaサービスをご利用中の場合はおまかせロックがかかりませ
ん。
･おまかせロックはFOMA端末に挿入されているFOMAカードのご契約者本人からのお申し出によりロックをかけるサー
ビスのため、ご契約者本人とFOMA端末を所持しているお客様が異なる場合でも、ご契約者本人からのお申し出がある
場合は、おまかせロックがかかります。
･おまかせロックは、お客様がご契約中のFOMAカードが挿入されているFOMA端末に対してロックをかけるサービス
です。
･おまかせロックの解除は、おまかせロックをかけたときと同じFOMAカードを挿入している場合のみ解除することがで
きます。万一解除できない場合は、取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」までお問い合わせください。

セルフモード設定 MENU 869

発信や着信ができないようにする

セルフモード中は、電話やプッシュトークの発着信、ｉモードの利用やメールの送受信など、通信
を必要とするすべての機能が使えなくなります。また、赤外線通信や赤外線リモコン、USB接続
によるデータ送受信も利用できません。

1 c（1秒以上）e「はい」を選択
待受画面に が表示されます。
･ 解除するときはcを1秒以上押し、「はい」を選択します。

お知らせ
･セルフモード中に電話がかかってきたときは、相手には電波が届かないか電源が入っていない旨のガイダンスが流れま
す。留守番電話サービス、転送でんわサービスは利用できます。
･セルフモード中にプッシュトークが着信したときは、着信が拒否され、相手に話中音が流れます。
･セルフモード中に受信したｉモードメールやメッセージR/Fはｉモードセンターに、SMSはSMSセンターに保管さ
れます。受信する場合は、セルフモードを解除してからｉモード問合せ、SMS問合せを行ってください。
･セルフモード中に緊急通報（110番、119番、118番）を行うと、セルフモードは解除されます。

PIMロック

電話帳やスケジュールなどを表示できないようにする

個人情報の表示や改ざんを防げます。
I メモリ登録外着信拒否を「ON」に設定しているときは、本機能は起動できません。
I PIMロックを起動すると、起動前のリダイヤルと着信履歴は削除されます。ただし、起動後の発信や着信は記
録され、リダイヤルまたは着信履歴からの発信はできます。

1 me8312e認証操作e1または2
「ON」に設定すると待受画面に が表示されます。

お買い上げ時 　OFF

お買い上げ時 　OFF
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PIMロックを起動すると

次の操作（すべて、または一部の設定）が利用できなくなります。
- メール、チャットメール、SMS、メッセージR/F※ - ｉモード - ｉモード問合せ
- フルブラウザ - ｉチャネル - ｉアプリ - 電話帳
- プッシュトーク電話帳 - 伝言メモ、音声メモ - 電話帳お預かりサービス - マイピクチャ
- ｉモーション - メロディ - キャラ電 - マイドキュメント
- カメラ - ビデオカメラ - サウンドレコーダー - バーコードリーダー
- ミュージックプレイヤー - miniSDカード - トルカ一覧 - ICカード一覧
- スケジュール帳 - 通話料金上限通知 - メモ帳 - イヤホンスイッチ設定
- 目覚まし - 着もじ - ソフトウェア更新 - プロフィール情報
- 各種設定リセット - データ一括削除 - スキャン機能
- 赤外線によるデータ送受信 - USB接続によるデータ送受信
※：受信できますが、受信中画面、受信アイコン、受信結果画面は表示されず、着信音とランプも動作しません。
I 電話帳やプッシュトーク電話帳に登録している相手の電話発着信時は、相手の名前や画像は表示されず、電話
番号のみ表示されます。

I 伝言メモ起動中でも伝言メモが動作しないため、待受画面に は表示されず、未再生の伝言メモのマークも
表示されません。

お知らせ
･ PIMロックの対象となっているデータを待受画面や着信音などに設定していると、PIMロック中はお買い上げ時の状態
に戻ります。PIMロックを解除すると、設定は元の状態に戻ります。ただし、「プリインストール」フォルダ内に登録
されているデータを設定している場合は、PIMロック中でも設定は変更されません。
･ PIMロック中は、テレビ電話の代替画像は標準画像（カメラオフ画像）になります。PIMロックを解除すると、設定は
元の状態に戻ります。

ダイヤル発信制限

ダイヤル発信を禁止する

電話帳とリダイヤルを利用する以外の方法では、電話をかけられなくなります。
I ダイヤル発信制限を起動すると、起動前のリダイヤルと着信履歴は削除されます。ただし、ダイヤル発信制限
中に電話帳から発信した電話はリダイヤルに記録されます。

1 me833e認証操作e1または2
「ON」に設定すると待受画面に が表示されます。

ダイヤル発信制限を起動すると

次の操作ができなくなります。
- 着信履歴からの発信 - 電話帳とプッシュトーク電話帳の修正、登録、削除、グループ設定
- プロフィール情報の修正、リセット - Phone To（AV Phone To）、Mail To機能
- 外部機器との電話帳データの送受信 - ｉモードメールやSMSの送信※

- ダイヤル入力操作によるネットワークサービスの利用
※：電話帳を利用しての送信、または電話帳に登録された相手からのメールへの返信はできます。

お買い上げ時 　OFF

ダ
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＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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プライバシーモード設定

他の人が電話帳やメールなどを利用できないようにする
FOMA端末の電話帳、メール、マイピクチャなどを他人が利用できないように設定します。プラ
イバシーモードは手動で起動したり、一定時間内に何も操作しないと自動的に起動するように設定
したりできます。

プライバシーモードの動作を設定する

プライバシーモード中に電話帳、メール、マイピクチャなどを利用するとき、認証操作を行うかどうかを設定し
ます。プライバシーモードを自動的に起動するようにも設定できます。
I プライバシーモードの設定を有効にするには、プライバシーモードを起動する必要があります。

1 me837e認証操作e下記の各項目を選択して設定epe「OK」を
選択
電話帳・履歴：電話帳、プッシュトーク電話帳、リダイヤル、着信履歴、伝言メモ、音声メモを表示す

るとき、認証操作を行うかどうかを設定します。
メール ：メールを表示するとき、認証操作を行うかどうかを設定します。

･「指定フォルダを非表示」に設定すると、フォルダ設定のプライバシーを「ON」に設
定したフォルダは表示されなくなりますが、各フォルダ一覧画面でcを1秒以上押
して認証操作を行うと、待受画面に戻るまで一時的にフォルダを表示できます。

マイピクチャ：マイピクチャを利用するとき、認証操作を行うかどうかを設定します。
ｉモーション：ｉモーションを利用するとき、認証操作を行うかどうかを設定します。
スケジュール：スケジュールを利用するとき、認証操作を行うかどうかを設定します。
ｉアプリ ：ｉアプリを利用するとき、認証操作を行うかどうかを設定します。
自動起動 ：待受中に何も操作しなかった場合、プライバシーモードが自動起動するまでの時間を設

定します。「OFF」「操作なし5分後」「操作なし15分後」「操作なし30分後」から選択
します。

お知らせ
･プライバシーモード中（マイピクチャ、ｉモーション、ｉアプリを「認証後に表示」に設定した場合）に次の操作を行
うと、認証操作を行った後に、プライバシーモードで非表示に設定している項目がプライバシーモード解除後に反映さ
れる旨のメッセージが表示されます。
- 電話発信設定 - テレビ電話発信設定 - 電話着信音
- テレビ電話着信音 - テレビ電話画像選択 - プッシュトーク着信音
- 発番号なし動作設定 - メール送信画像設定 - メール受信画像設定
- 問合せ画像設定 - 電話帳とプッシュトーク電話帳の新規登録、編集
- 電話帳のグループ別発着信設定 - 待受画面設定のｉアプリ設定 - メッセージR着信音
- メッセージF着信音 - メール着信音 - チャットメール着信音
- 目覚まし音 - スケジュール音 - スケジュールアラーム編集
- プロフィール情報編集 - マルチナンバーの着信設定
･「自動起動」以外のすべての項目を「表示する」に設定した場合、プライバシーモードは起動しません。また、すでに
プライバシーモードを起動していた場合には、自動的に解除されます。

プライバシーモードを起動する
I プライバシーモード設定で自動起動するように設定した場合は、設定に従って起動します。

1 l（1秒以上）
･ 解除するときはlを1秒以上押し、認証操作を行います。

お買い上げ時 　電話帳・履歴、メール、マイピクチャ、ｉモーション、スケジュール、ｉアプリ：表示する  
自動起動：OFF
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お知らせ
･「認証後に表示」に設定した機能をプライバシーモード中に利用する場合、一度認証操作を行うと待受画面に戻るまで
認証操作は不要です。「認証後に表示」に設定した複数の項目を利用する場合も同様です。
〈例〉
プライバシーモード中（電話帳・履歴、マイピクチャを「認証後に表示」に設定した場合）にマイピクチャに保存して
いる画像をメールで送信する場合、マイピクチャを起動するときに認証操作を行うため、メール作成画面で電話帳を起
動しても認証画面は表示されません。
･プライバシーモード中、認証操作を行うように設定した項目によって、次のような制限があります。

HOLD

サイドキーとラウンドイルミネーションパネルの誤動作を防止する
FOMA端末を折り畳んでいるときのサイドキー［▲▼］、P、ラウンドイルミネーションパネルの
操作を無効にし、かばんなどに入れて持ち歩く際の誤動作を防ぎます。

1 m（1秒以上）
待受画面に が表示されます。
･ 解除するときはmを1秒以上押します。

お知らせ
･ FOMA端末を折り畳んだ状態で、Pを1秒以上押しても、HOLDを設定／解除できます。
･ HOLDを設定／解除すると、ラウンドイルミネーションパネルの照明が点灯します。
･ HOLD中にFOMA端末を折り畳んだときは、ラウンドイルミネーションパネルは点灯しません。
･ HOLD中でも背面ディスプレイの表示、クイック伝言メモの起動、着信音の停止、着信中のバイブレータの停止はでき
ます。

項　目 内　容
電話帳・履歴 ･発着信時や履歴などには電話帳やプッシュトーク電話帳に登録している相手の名前や画像は

表示されず、電話番号またはメールアドレスが表示されます。
･電話帳に設定している着信音やバイブレータなどは動作せず、FOMA端末の設定に従います。
･ FOMA端末電話帳データにテレビ電話代替画像を設定した場合は、着信時の代替画像はFOMA
端末の設定に従います。

メール 電話帳やスケジュールからメールを検索したり、メール連動型ｉアプリのダウンロードやバー
ジョンアップ、削除をしたりする場合は、認証操作が必要です。

マイピクチャ、
ｉモーション

･ FOMA端末電話帳で、着信音や画像に「プリインストール」フォルダ以外のデータを設定して
いると、電話帳別着信設定や電話帳のグループ別発着信設定の設定ではなく、電話着信音、メー
ル・メッセージ着信音、電話着信設定、テレビ電話着信設定の各設定に従って動作します。た
だし、これらの各設定で、「プリインストール」フォルダ以外のデータを設定している場合は、
お買い上げ時の設定で動作します。
･目覚ましの音設定や、スケジュール帳のアラーム設定で、「プリインストール」フォルダ以外
のデータを設定している場合は、目覚まし音やスケジュール音の各設定に従って動作します。
ただし、これらの各設定で、「プリインストール」フォルダ以外のデータを設定している場合
は、お買い上げ時の設定で動作します。また、スケジュール帳のその他の設定で、イメージを
「あり」に設定した場合に、「プリインストール」フォルダ以外のデータを設定している場合は、
お買い上げ時の設定でイメージが表示されます。

マイピクチャ 静止画撮影や動画撮影でフレームを重ねて撮影できません。また、FOMA端末電話帳をminiSD
メモリーカードにコピーやバックアップしても、FOMA端末電話帳に設定された静止画はコ
ピー、バックアップされません。

ｉモーション 動画を撮影した直後のテロップ編集はできません。
ｉアプリ メール連動型ｉアプリ用のメールフォルダを選択したり、ｉアプリをダウンロードしたりする場

合は、認証操作が必要です。
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＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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開閉ロック

FOMA端末を折り畳むたびにキーをロックする

開閉ロックを設定しておくと、FOMA端末を折り畳んだときにサイドキー［▲▼］、P、ラウンド
イルミネーションパネル以外のキーがロックされます。開くたびに認証操作が必要なので、他人が
不正にFOMA端末を使用するのを防げます。開閉ロック中でも、かかってきた電話を通常の操作
で受けたり、電源を切る操作はできます。

開閉ロックを設定する

1 me8314e認証操作e1または2

開閉ロックを設定すると

待受画面が表示されているときにFOMA端末を折り畳むと、開閉ロックが起動してサイドキー［▲▼］、P、ラ
ウンドイルミネーションパネル以外のキーがロックされます。このとき、背面ディスプレイには開閉ロックを設
定した旨のメッセージが表示され、ランプが青色で約3秒間点滅し、開閉ロックが起動したことをお知らせしま
す。開閉ロック中は、待受画面に が表示されます。
I 待受画面に何らかのメッセージが表示されている場合は、FOMA端末を折り畳んでも開閉ロックは起動しませ
ん。s以外のキーを押してメッセージを消してから、FOMA端末を折り畳んでください。メッセージが消え
ていない状態や、待受画面以外でFOMA端末を折り畳んだときは、ランプが赤色で約3秒間点滅し、開閉ロッ
クが起動しなかったことをお知らせします。

I 解除するときは、FOMA端末を開いて認証操作を行います。認証操作を行わずに待受画面に戻った場合は、s
またはm（指紋認証利用時のみ有効）を押すと認証画面が表示されます。

I 開閉ロックを「ON」に設定している間は、開閉ロックを解除しても、FOMA端末を折り畳むたびに開閉ロッ
クが起動します。

I 電話帳に登録している相手からの電話やテレビ電話の着信時は、相手の電話番号は表示されず、画像と名前の
みが表示されます。

お知らせ
･開閉ロック中は、サイドキー [▲]を利用しても伝言メモ、音声メモ、動画メモは動作しません。
･開閉ロック中でも、平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）のスイッチを押して電話をかける操作はできます。
･開閉ロックを「ON」に設定したときに、電源を入れ直すと開閉ロックが起動します。また、おまかせロックが起動し
たときは、おまかせロックを解除した後に開閉ロックが起動します。

お買い上げ時 　OFF

開閉ロック中に緊急通報（110番、119番、118番）を行うには、端末暗証番号入力画面で緊
急通報番号を入力してnを押します。認証操作を行わずに待受画面に戻ったときは、緊急通報
番号を入力してnを押します。

■指紋認証を設定しているとき
指紋認証画面で緊急通報番号を入力してnを押します。認証操作を行わずに待受画面に戻ったときは、
mまたはsを押すと緊急通報ができます。

■指紋のみ認証設定を「ON」に設定しているとき
指紋認証画面でnを押し、緊急通報番号を入力してnを押します。認証操作を行わずに待受画面に戻っ
たときは、mnまたはsnを押すと緊急通報ができます。

※ 端末暗証番号入力画面で入力した緊急通報番号は「＊」で表示されます。
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シークレットモード

シークレット属性を設定している情報を表示する
シークレットモードを起動すると、シークレット属性を設定している電話帳データやスケジュール
データを表示できます。また、シークレット属性を設定したり、解除したりする場合にも、シーク
レットモードを起動する必要があります。

シークレットモードを起動する

1 me832e認証操作
ディスプレイ上部に が表示されます。
･ 解除するときは待受画面でfを押します。

お知らせ
･シークレットモード中にシークレット属性を設定している相手から着信やメールの受信があったときは、電話帳データ
に設定されている着信音、着信バイブレータ、着信イルミネーションで動作します。シークレットモード中でない場合
は、音設定、バイブレータ設定、イルミネーション設定の各設定内容で動作します。
･シークレットモード中は、GIFアニメーション、パラパラマンガ、Flash画像を待受画面に設定すると、最初のコマが
表示されます。fを押すとシークレットモードが解除され、再生されます。

発着信や送受信を制限する

指定した電話番号からの着信を許可／拒否する
FOMA端末電話帳に登録されている電話番号ごとに、着信の許可／拒否を設定します。
I 本機能を利用するには、電話番号ごとの着信許可／拒否の設定と、メモリ別着信拒否／許可の設定をする必要
があります。設定項目と着信の許可／拒否の動作は次のとおりです。

※：設定した電話番号から電話やプッシュトークがかかってきても、着信音が鳴らずに電話が切れ、相手側に
は話中音が流れます。

I 本機能は相手が電話番号を通知してきた場合のみ有効です。
I 着信を拒否しても、着信履歴には不在着信として記録されます。
I 留守番電話サービス、転送でんわサービスの呼出時間を「0秒」に設定していた場合は、留守番電話サービス、
転送でんわサービスが動作し、着信履歴には記録されません。

I 番号通知お願いサービス、および発番号なし動作設定を併用することをおすすめします。

着信を許可／拒否する電話番号を指定する＜着信許可／拒否設定＞
FOMA端末電話帳に登録されている電話番号に対して、着信許可／拒否を設定します。
I FOMAカード電話帳に登録されている電話番号には設定できません。

1 pe電話帳を検索e設定する電話帳データにカーソルを合わせてme35
3

2 認証操作e電話番号を選択e1～3
･ 着信許可／拒否を設定した電話帳データの詳細画面には、メモリ番号の右側に が表示されます。

お知らせ
･着信許可／拒否を設定している電話番号を変更または削除すると、本機能の設定は解除されます。その場合は、変更ま
たは登録後の電話番号に対して着信許可／拒否を設定してください。

設　定
電話番号ごとの着信許可／拒否設定

着信許可 着信拒否 設定なし
メモリ別着信拒否／
許可設定

設定解除 着信する 着信する 着信する
拒否設定 着信する 着信を拒否する※ 着信する
許可設定 着信する 着信を拒否する※ 着信を拒否する※
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着信許可／拒否設定を有効にする＜メモリ別着信拒否／許可＞

着信許可／拒否を有効にするかどうかを設定します。
I 本機能の設定は着信許可／拒否を設定したすべての電話番号が対象になります。
I 拒否設定と許可設定を同時に有効にはできません。

1 me8661e認証操作e1～3

お知らせ
･着信拒否を設定した相手が発信者番号を通知してこなかった場合は、本機能の設定に関わらず、発番号なし動作設定に
従った動作となります。

発番号なし動作設定 MENU 81114/82426

電話番号が通知されない着信があったときの動作を設定する

電話番号が通知されない電話やプッシュトークの着信があった場合、通知されない理由（発信者番
号非通知理由）ごとに着信動作を設定します。
I 電話番号が通知されない音声電話の着信があったときの着信音と着信画像は、電話着信設定、テレビ電話着信
音、プッシュトーク着信音の設定よりも本機能の設定が優先されます。

1 me863e認証操作

2 1～3e下記の各項目を選択して設定ep［登録］
･ 通知されない理由ごとに操作2を繰り返します。

（着信動作）  ： 発信者番号が通知されない電話やプッシュトークの着信があったときの動作を設定しま
す。
･「設定解除」に設定すると、それぞれの着信音の設定に従って着信音が鳴ります。
･「着信拒否」に設定すると、相手からの着信を拒否します。
･「着信音OFF」に設定すると、着信音は鳴りません。「イメージ表示」で画像を設定し
ます。
･「メロディ」に設定したときは、メロディを選択し、「イメージ表示」で画像を設定し
ます。
メロディのフォルダや一覧の見かた→P325
･「着モーション」に設定したときは、動画／ｉモーションを選択します。
動画／ｉモーションのフォルダや一覧の見かた→P313

イメージ表示 ： 発信者番号が通知されない電話がかかってきたときに表示する画像を設定します。
･「イメージ」を選択したときは、イメージ一覧欄を選択して画像を設定します。
画像のフォルダや一覧の見かた→P306
･「ｉモーション」を選択したときは、動画一覧から動画／ｉモーションを選択します。
動画／ｉモーションのフォルダや一覧の見かた→P313

メロディまたは動画／ｉモーションの再生の操作→P120

お買い上げ時 　設定解除

お買い上げ時 ［非通知設定、公衆電話、通知不可能］設定解除

発
番
号
な
し
動
作
設
定

次ページへ



あ
ん
し
ん
設
定

164

お知らせ
･「着信拒否」に設定した場合、拒否された着信は着信履歴に不在着信として記録されます。
･電話番号が通知されないテレビ電話やプッシュトークの着信があった場合は、「着信拒否」に設定しているときのみ動
作します。それ以外に設定した場合の着信音や着信画像は、それぞれの着信音や着信画像の設定に従って動作します。
･着信動作の「着モーション」に音声のみの動画／ｉモーション（歌手の歌声など映像のないｉモーション）を設定した
場合、「標準画像」に設定されますが、イメージ表示欄で「イメージ」を選択して画像（Flash画像を除く）を変更できます。

呼出動作開始時間設定

電話帳に登録されていない相手からの着信をすぐに受けないようにする

電話帳に登録していない相手や電話番号を通知してこない相手から音声電話やテレビ電話、プッ
シュトークがかかってきたとき、指定した時間が経過した後に着信音やバイブレータなどによる呼
出動作を開始するように設定します。「ワン切り」などの迷惑電話に効果的です。
I メモリ登録外着信拒否を「ON」に設定していると、本機能は設定できません。

1 me815e下記の各項目を選択して設定ep［登録］
着信呼出動作 ：着信呼出動作を有効にするかどうかを設定します。

･「ON」に設定すると、呼出開始時間と時間内不在着信表示を設定できます。
呼出開始時間（秒）：着信してから呼出動作を開始するまでの時間を1～99秒の範囲で設定します。
時間内不在着信表示：呼出開始時間で設定した時間に満たなかった不在着信を、着信履歴に表示するか

どうかを設定します。

着信呼出動作を設定すると

電話帳に登録していない相手や電話番号を通知してこない相手から電話がかかってきたときなどは、設定した時
間内は画面表示のみで着信をお知らせします。設定した時間が経過すると、通常の呼出動作を開始します。
I 設定した時間が経過する前でも、電話に出たり伝言メモで応答したりできます。
I PIMロック中やプライバシーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定している場合）は、電話帳に
登録されている相手からの着信でも本機能が動作します。

I シークレットモード中でない場合、電話帳にシークレット属性を設定している相手から電話がかかってきたと
きも、本機能が動作します。

お知らせ
･本機能の設定に関わらず、次の機能やサービスが設定されている場合は、それらの動作が優先されます。
- 公共モード - 伝言メモ - 留守番電話サービス - 転送でんわサービス
･メモリ別着信拒否／許可や発番号なし動作設定で着信拒否の対象に設定している相手から電話がかかってきた場合は、
本機能よりそれらの動作が優先されます。
･呼出開始時間を、留守番電話サービス、転送でんわサービスの設定時間と同じ秒数に設定している場合、着信音が鳴る
ことがあります。

お買い上げ時 　着信呼出動作：OFF
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メモリ登録外着信拒否

電話帳に登録されていない番号からの着信を拒否する

I 番号通知お願いサービスを併用することをおすすめします。
I 呼出動作開始時間設定の着信呼出動作を「ON」に設定していると、本機能は設定できません。

1 me8662e認証操作e1または2

メモリ登録外着信拒否を設定すると

電話帳に登録していない相手から電話やテレビ電話、プッシュトークがかかってきたとき、着信音は鳴らずに電
話が切れ、相手には話中音が流れます。
I 着信を拒否しても、着信履歴には不在着信として記録されます。
I 電話帳に登録されている相手でも発信者番号を通知しないで電話をかけてきたとき、またはシークレットモー
ド中でない場合にシークレット属性を設定している相手から着信があったときも、着信を拒否します。また、
公衆電話や発信者番号を通知しないで発信した電話からの着信があった場合の動作は、発番号なし動作設定よ
り本機能の設定が優先されます。

その他の「あんしん設定」について

電話帳お預かりサービス
FOMA端末に保存している電話帳やメール、静止画（以降、保存データ）を、ドコモのお預かり
センターに預けることができるサービスです。万一紛失や水濡れなどでFOMA端末に保存した
データが消失しても、ｉモードで操作することにより、お預かりセンターに預けている保存データ
を新しいFOMA端末に復元できます。さらに、お預かりセンターに預けている保存データを簡単
にパソコンからMy DoCoMoのサイトで編集したり、編集した保存データをFOMA端末に保存し
たりできます。
I 電話帳お預かりサービスのご利用方法の詳細は、『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

※ 電話帳お預かりサービスはお申し込みが必要な有料サービスです（お申し込みにはｉモード契約が必要です）。
I 電話帳・メール・静止画をお預かりセンターに保存／復元する操作方法については、各ページを参照してくだ
さい。
電話帳→P112、P115 メール→P245 静止画→P313

お買い上げ時 　OFF

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

パソコンなどお預かりセンター
電話帳・メール・静止画を保存

紛失・水濡れ時は簡単に復元

パソコンの編集内容を反映
お預かりしたデータを

閲覧・編集
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その他の「あんしん設定」について

その他の「あんしん設定」について
暗証番号や各種ロック機能以外にも、次のような「あんしん設定」を利用できます。

目　的 機能・サービスの内容 参照先
電子認証サービス「FirstPass」を利用して、安全で信頼性の高
いデータ通信を行います（FirstPass対応のサイトに限ります）。

FirstPass P197
P214

大量に届くメールの中から、必要なメールのみを受信したい。 メール選択受信 P253
災害時にｉモードを利用して、安否情報を登録・確認します。 ｉモード災害用伝言板サービス 『ｉモー

ド操作ガ
イド』を
ご覧くだ
さい。

メールアドレスを変更します。 アドレス変更
指定したドメインからのメールのみを受信／拒否します。 迷惑メール対策

（受信／拒否設定）ｉモードどうしのメールのみ受信／拒否します。
指定したアドレスからのメールを受信／拒否します。
すべてのSMSまたはSMSの種類を指定して受信を拒否します。 迷惑メール対策

（SMS拒否設定）
1日に1台のｉモード端末（mova端末含む）から送信される
200通目以降のｉモードメールを拒否します。

ｉモードメール大量送信者から
のメール受信制限

一方的に送られてくる広告メールを受信しません。 未承諾広告※メール拒否
メール機能を一時的に停止します。 メール機能停止
ICカード機能を利用できないようにします。 ICカードロック P296
IDやパスワード情報などを登録して、認証が必要なサイトやホー
ムページに接続する場合などに呼び出します。

パスワードマネージャー P409

いたずら電話や繰り返しかかってくる間違い電話などの「迷惑電
話」を受けません。

迷惑電話ストップサービス P394

パケット通信を使ってFOMA端末のソフトウェアを最新の状態
にします。

ソフトウェア更新 P459

障害を引き起こす可能性のあるデータを削除したり、アプリケー
ションの起動を中止したりして、FOMA端末をウイルスから守り
ます。

スキャン機能 P463
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カメラ

カメラをご使用になる前に  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 168
カメラで静止画を撮影する  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . <静止画撮影> 173
ビデオカメラで動画を撮影する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .<動画撮影> 178
静止画／動画のサイズや保存方法などを設定する

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . .<静止画詳細設定・動画／録音詳細設定> 180
撮影前に撮影方法を設定する. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 181
撮影時の設定を変更する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 183
通話中に撮影した静止画を送信する. . . . . . . . <ワンショットメール> 187
バーコードリーダーを利用する . . . . . . . . . . . <バーコードリーダー> 187
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カメラをご使用になる前に

カメラのご使用について

I カメラは非常に精密度の高い技術で作られていま
すが、常時明るく見えたり暗く見えたりする画素や
線もあります。また、特に光量が少ない場所での撮
影では、白い線などのノイズが増えますが、故障で
はありませんのであらかじめご了承ください。

I FOMA端末を温かい場所や直射日光が当たる場所に
長時間放置したりすると、撮影する画像や映像が劣
化することがあります。

I 太陽やランプなどの強い光源を直接撮影しようと
すると、画質が暗くなったり静止画や動画が乱れた
りする場合があります。

I レンズの特性により、静止画や動画がゆがんで見え
る場合があります。

I 蛍光灯、水銀灯、ナトリウム灯などの高速で点滅し
ている照明下で撮影すると、画面がちらついたり縞
模様が現れたりするフリッカー現象が起きる場合
があり、撮影のタイミングによっては静止画や動画
の色合いが異なることがあります。撮影時の明るさ
を調整することで、ちらつきや縞模様を軽減できる
場合があります。

I カメラで撮影した静止画や動画は、実際の被写体と
色味や明るさが異なる場合があります。

I カメラ起動時やオートフォーカス起動時、カメラ切
り替え時などにモーター音が聞こえる場合があり
ますが、故障ではありません。

I miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途
miniSDメモリーカードが必要です。miniSDメモ
リーカードをお持ちでない場合は、家電量販店など
でお買い求めいただけます。

撮影時の留意事項

I レンズに指紋や油脂などが付くと、きれいに撮影で
きません。撮影前に柔らかい布で拭いてください。

I 撮影の際、レンズ部分を指などで覆わないでくださ
い。

I ナイトモードによる撮影でも、環境によっては撮影
画像に若干のノイズが発生することがあります。

I 手ぶれにご注意ください。FOMA端末は手ぶれ補正
を行えますが、撮影環境や被写体によっては効果が
薄くなる場合があります。FOMA端末が動かないよ
うにしっかり持って撮影するか、FOMA端末を安定
した場所に置き、セルフタイマー機能を利用して撮
影することをおすすめします。

I gまたはサイドキー［▲］を押してから実際に撮影
されるまでに、多少の時間差があります。gまたは
サイドキー［▲］を押してから少しの間、FOMA端
末を動かさないでください。また、速く動いている
被写体を撮影すると、gまたはサイドキー［▲］を
押したときにディスプレイに表示されていた位置と
は少しずれて撮影されることがあります。

I 動きの激しいものを動画撮影すると、映像が乱れる
場合があります。

I インカメラで自分の映像を表示すると鏡像表示さ
れますが、撮影した静止画や動画は正像になりま
す。ただし、静止画の場合、自動保存を「しない」
に設定しておくと、鏡像でも保存できます。

I ｉアプリからカメラ撮影を実行した場合、撮影した
静止画や動画はマイピクチャやｉモーション内の
フォルダには保存されず、ｉアプリ内（ｉアプリに
よっては、「ｉモード」フォルダや「デコメールピ
クチャ」フォルダ）に保存されます。また、撮影し
た静止画や動画は、自動的にサーバへ送られる場合
があります。

I 保存先をminiSDメモリーカードに設定している場
合は、カメラ使用中にminiSDメモリーカードを抜
かないでください。FOMA端末の故障の原因になり
ます。

I 撮影した静止画や動画を保存する前に電池残量が
なくなると、保存できません。

I カメラは電力の消費が非常に早いため、カメラを長
時間起動したり、撮影後に保存せず長時間放置した
りしないでください。

I 設定によっては、カメラを起動してから撮影画面に
映像が表示されるまでに時間がかかる場合があり
ます。

著作権・肖像権について

FOMA端末を利用して撮影または録音したもの、およ
びサイト（番組）やインターネットホームページ上の
著作物を権利者に無断で複製、改変、編集などする行
為は、個人で楽しむなどの場合を除き、著作権法上禁
止されていますのでお控えください。また、他人の肖
像や氏名を無断で使用、改変などすると、肖像権の侵
害となる場合がありますのでお控えください。撮影ま
たは録音などされたものをインターネットホーム
ページなどで公開する場合も、著作権や肖像権に十分
ご注意ください。なお、実演や興行、展示物などでは、
個人として楽しむなどの目的であっても、撮影または
録音などが禁止されている場合がありますのでご注
意ください。

カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信を
行う際は、プライバシーなどにご配慮ください。

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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撮影方法について

FOMA端末は、次のようなスタイルで撮影できます。

I よりピントの合った静止画を撮影するには、オート
フォーカスでの撮影をおすすめします。→P175

I 手ぶれのない画像を撮影するには手ぶれ補正機能
を利用しての撮影をおすすめします。→P185

撮影画面とファイルについて

FOMA端末では、さまざまなサイズで静止画や動画を
撮影したり、撮影前に撮影モードを設定して撮影したり
できます。撮影した静止画や動画は、FOMA端末だけ
でなく、miniSDメモリーカードに保存したり、ｉモー
ドメールに添付して送信したりできます。

静止画撮影画面／動画撮影画面

撮影画面の見かたは次のとおりです。
I ｉアプリから起動したときは、インジケータ、カウ
ンタ、サイズ制限は表示されません。また、手ぶれ
補正が無効になり、カメラの切り替え、接写撮影、
セルフタイマー起動、ナイトモード、ズーム以外は
操作できません。

I 動画撮影時、画像サイズをQVGA横撮影（320×
240）に設定している場合は、撮影状態を示す

（撮影待機中）、 （撮影中）、
（一時停止中）が表示されます。

a保存先：保存先を示します。→P180
：FOMA端末 ：miniSDメモリーカード

b撮影種別：撮影する動画の種類を示します。
→P180

cシャープネス：撮影する静止画や動画のシャープネ
スを示します。

：ノーマル ：シャープ ：ソフト
dカメラ感度：カメラの感度を示します。

：ノーマル ：高感度 ：低感度
eナイトモード：ナイトモードのON／OFFを示しま

す。
：ON 表示なし：OFF

f接写撮影：接写撮影のON／OFFを示します。
→P182

：ON 表示なし：OFF
gセルフタイマー：セルフタイマーのON／OFFを示

します。→P182
：ON 表示なし：OFF

オートフォーカス：オートフォーカスの起動状態
を示します（静止画撮影時の
み）。

：撮影待機中
（黒）：オートフォーカス起動時
（緑）：ピントが合ったとき
（赤）：ピントが合わないとき

hインジケータ：
撮影待機中
通常の撮影時は保存先の保存領域の使用率を示し
ます。セルフタイマー使用時（カウントダウン中）
はシャッターが切れるまでの残り時間を示します。
･ miniSDメモリーカードの保存領域の使用率は、静
止画や動画を撮影していなくても0にならない場
合があります。

動画撮影時／一時停止中
サイズ制限で設定しているファイルサイズに対し
て、現在撮影している割合を示します。

iカウンタ：
静止画撮影時
通常の撮影時は、現時点でFOMA端末またはminiSD
メモリーカードに撮影できる静止画の最大枚数（目
安）を示します。セルフタイマー使用時（カウント
中）はシャッターが切れるまでの残り時間を示しま
す。手動連写中（最大で6）、4コマ撮影手動中、連
続パノラマ撮影中（最大で6）は撮影枚数と総撮影枚
数を示します。
動画撮影時
撮影待機中は、現時点でFOMA端末またはminiSD
メモリーカードに撮影できる動画の最大時間（目
安）を示します。セルフタイマー使用時（カウント
中）は残り時間（撮影開始するまでの時間）を示し
ます。撮影中は経過時間と残り時間（撮影停止する
までの時間）（目安）を表示します。

j撮影モード：撮影モードを示します。→P184
k明るさ：撮影する静止画や動画の明るさを示しま

す。→P184
l色の濃さ：撮影する静止画や動画の色の濃さを示

します。→P184

gを押して撮影※

※：サイドキー［AF▲］でも撮影できます。

静止画撮影画面

ia c d e hf g

j mk l on p q r s

動画撮影画面
j mk l on q sr

a b c d e h ifg
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mホワイトバランス：ホワイトバランスの設定状態
を示します。→P184

n手ぶれ補正：手ぶれ補正の設定状態を示します。
→P185

：手ぶれ補正オート ：手ぶれ補正OFF
oフレーム：フレームの設定状態を示します。

→P185
p連続撮影：連続撮影の設定状態を示します。

→P176、P177
q画質：静止画の画質を示します。→P185
品質：動画の品質を示します。→P185

rサイズ制限：保存するファイルサイズの制限値を
示します。→P185

s画像サイズ：撮影する静止画、動画の画像サイズ
を示します。→P186

静止画ファイル／動画ファイルについて

静止画の保存枚数について

F902iSおよびminiSDメモリーカードに保存できる
静止画の枚数は、画質やサイズ制限、画像サイズの設
定、撮影状況によって変わります。
I 画質、サイズ制限、画像サイズは静止画詳細設定で
設定します。

■ F902iSに保存できる静止画の枚数（目安）

※ 保存枚数には、お買い上げ時の状態で静止画撮影画
面のカウンタに表示される枚数（目安）を記載して
います。

ファイル
形式

静止画
ファイル

JPEG
（Exif形式、PRINT Image 
Matching Ⅲ対応）

動画
ファイル

MP4
（MobileMP4）

符号化方式 静止画
ファイル ー

動画
ファイル

映像：MPEG4
音声：AMR

拡張子 静止画
ファイル

jpg

動画
ファイル

3gp

表示名／
タイトル／
ファイル名

撮影した日時が自動的に付けられます。
〈例〉2006年5月23日9時2分00秒に

撮影したとき
→20060523090200

･ FOMA端末では表示されませんが、ファ
イル名には拡張子が付けられます。
･撮影後、ファイル名を変更できます。
→P342

メール添付・
出力

メールに添付して送信したり、miniSDメ
モリーカードや専用のデータリンクソフ
トを利用してパソコンや他の端末に送っ
たりできます。

画像サイズ 画　質 枚　数
96×72 エコノミー 790

スタンダード 790
ファイン 790

128×96 エコノミー 790
スタンダード 790
ファイン 735

176×144 エコノミー 790
スタンダード 735
ファイン 503

240×320 エコノミー 562
スタンダード 415
ファイン 251

352×288 エコノミー 434
スタンダード 329
ファイン 207

640×480 エコノミー 207
スタンダード 149
ファイン 87

480×640 エコノミー 207
スタンダード 144
ファイン 86

960×1280 エコノミー 80
スタンダード 49
ファイン 27

1200×1600 エコノミー 59
スタンダード 36
ファイン 20

1536×2048 エコノミー 23
スタンダード 14
ファイン 8

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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■ miniSDメモリーカードに保存できる静止画の枚
数（目安）

動画の撮影時間について

動画の撮影時間は品質、撮影種別、画像サイズ、サイ
ズ制限の設定や、撮影状況によって変わります。
I 品質、撮影種別、画像サイズ、サイズ制限は動画／
録音詳細設定で設定します。

■ F902iSに保存できる動画の撮影時間（目安）

1回あたりの撮影時間（単位：秒）
サイズ制限：メール添付用（小）

サイズ制限：メール添付用（大）

画像サイズ 画　質 容　量
（MB） 枚　数

96×72 エコノミー 16 2034

32 4320

スタンダード 16 1780
32 3780

ファイン 16 1582

32 3360

128×96 エコノミー 16 1582

32 3360

スタンダード 16 1424

32 3024

ファイン 16 1095

32 2326

176×144 エコノミー 16 1294

32 2749

スタンダード 16 1095

32 2326

ファイン 16 749

32 1591

240×320 エコノミー 16 837

32 1778

スタンダード 16 619

32 1314
ファイン 16 374

32 795

352×288 エコノミー 16 647

32 1374

スタンダード 16 491

32 1042

ファイン 16 309

32 657

640×480 エコノミー 16 309

32 657

スタンダード 16 222

32 472

ファイン 16 130

32 277

480×640 エコノミー 16 309

32 657

スタンダード 16 215

32 458

ファイン 16 129
32 274

960×1280 エコノミー 16 119

32 254

スタンダード 16 73

32 156

ファイン 16 41

32 87

1200×1600 エコノミー 16 88

32 187

スタンダード 16 53

32 114

ファイン 16 29

32 63

1536×2048 エコノミー 16 35

32 75

スタンダード 16 22

32 47

ファイン 16 11

32 25

画像
サイズ 撮影種別

品　質
LP STD HQ HQ+

128×96 画像＋音声 113 71 51 21
画像のみ 191 96 72 24

176×144 画像＋音声 88 45 30 11
画像のみ 128 54 36 12

320×240 画像＋音声 32 17 14 6
画像のみ 36 18 15 6

画像
サイズ 撮影種別

品　質
LP STD HQ HQ+

128×96 画像＋音声 191 120 87 36
画像のみ 323 162 121 41

176×144 画像＋音声 149 76 51 19
画像のみ 217 91 61 21

320×240 画像＋音声 54 29 23 10
画像のみ 61 31 25 10

画像サイズ 画　質 容　量
（MB） 枚　数
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F902iSの最大撮影時間（単位：分）
サイズ制限：メール添付用（小）

サイズ制限：メール添付用（大）

･ メール添付用（大／小）の制限サイズ→P186
※ 撮影時間には、お買い上げ時の状態で動画撮影画面の
カウンタに表示される時間（目安）を記載しています。

■ miniSDメモリーカードに保存できる動画の撮影
時間（目安）　単位：分

容量が16MBの場合
サイズ制限：メール添付用（小）

サイズ制限：メール添付用（大）

サイズ制限：制限なし

容量が32MBの場合
サイズ制限：メール添付用（小）

サイズ制限：メール添付用（大）

サイズ制限：制限なし

画像
サイズ 撮影種別

品　質
LP STD HQ HQ+

128×96 画像＋音声 64 40 28 11
画像のみ 108 54 40 13

176×144 画像＋音声 49 25 17 6
画像のみ 72 30 20 6

320×240 画像＋音声 18 9 7 3
画像のみ 20 10 8 3

画像
サイズ 撮影種別

品　質
LP STD HQ HQ+

128×96 画像＋音声 63 40 29 12
画像のみ 107 54 40 13

176×144 画像＋音声 49 25 17 6
画像のみ 72 30 20 7

320×240 画像＋音声 18 9 7 3
画像のみ 20 10 8 3

画像
サイズ 撮影種別

品　質
LP STD HQ HQ+

128×96 画像＋音声 103 65 46 19
画像のみ 175 88 66 22

176×144 画像＋音声 80 41 27 10
画像のみ 117 49 33 11

320×240 画像＋音声 29 15 12 5
画像のみ 33 16 13 5

画像
サイズ 撮影種別

品　質
LP STD HQ HQ+

128×96 画像＋音声 89 56 40 16
画像のみ 150 75 56 19

176×144 画像＋音声 69 35 23 8
画像のみ 101 42 28 9

320×240 画像＋音声 25 13 10 4
画像のみ 28 14 11 4

画像
サイズ 撮影種別

品　質
LP STD HQ HQ+

128×96 画像＋音声 85 54 39 16
画像のみ 145 72 54 18

176×144 画像＋音声 66 34 22 8
画像のみ 97 41 27 9

320×240 画像＋音声 24 13 10 4
画像のみ 27 13 11 4

画像
サイズ 撮影種別

品　質
LP STD HQ HQ+

128×96 画像＋音声 182 114 82 33
画像のみ 308 155 116 38

176×144 画像＋音声 142 72 48 17
画像のみ 206 87 58 19

320×240 画像＋音声 51 27 22 9
画像のみ 58 29 24 9

画像
サイズ 撮影種別

品　質
LP STD HQ HQ+

128×96 画像＋音声 187 118 85 35
画像のみ 317 159 118 40

176×144 画像＋音声 146 74 50 18
画像のみ 213 89 59 20

320×240 画像＋音声 53 28 22 9
画像のみ 59 30 24 9

画像
サイズ 撮影種別

品　質
LP STD HQ HQ+

128×96 画像＋音声 186 117 84 35
画像のみ 315 158 118 39

176×144 画像＋音声 145 74 49 18
画像のみ 211 88 59 20

320×240 画像＋音声 52 28 22 9
画像のみ 59 29 23 9
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静止画撮影 MENU 66

カメラで静止画を撮影する
自動でピントを合わせるオートフォーカス機能の他、
連続撮影やフレーム撮影など、さまざまな撮影方法で
静止画を撮影します。
I 撮影前に撮影方法を選択できます。→P181
I 撮影時の設定を変更できます。→P183
I オートフォーカスを利用できます。→P175
I 各種の音量設定を「Silent」に設定した場合やマ
ナーモード中、公共モード中でも、シャッター音は
鳴ります。

I 最大保存件数→P465

1 uを押す
カメラが起動して撮影待機状態になり、ランプが
白色で点滅します。

2 被写体にカメラを向けてgまたはサイド
キー［▲］
シャッター音が鳴り、ランプが赤色で点灯して静
止画が撮影されます。

･ 静止画詳細設定の自動保存を「する」に設定し
ている場合は、確認画面は表示されず自動的に
保存されます。このとき、操作3以降の操作は
不要です。

3 撮影した静止画を確認
･ 画像サイズが待受用（240×320）より小さ
い場合は、uを押すと撮影した静止画を拡大
表示できます。dを押すと元に戻ります。

■すぐに保存する：操作4に進む

■保存しないで撮影し直す：cを押す

■撮影した静止画をメールに添付して送信する：
aを押す
保存の確認画面が表示されます。「はい」を選
択すると、撮影した静止画がFOMA端末に保
存され、メール作成画面が表示されます。画
像サイズやファイルサイズによっては、待受
サイズへの変換やデータBOXへの保存の確認
画面が表示されます。→P231
･保存先をminiSDメモリーカードに設定して
いる場合も、FOMA端末に保存されます。

･画像サイズとサイズ制限の設定によっては、
撮影した静止画のファイルサイズを調整す
るかどうかの確認画面が表示されます。「制
限なし」を選択するとそのままのファイルサ
イズで、「メール添付用（小）」を選択すると
9000バイトより小さいファイルサイズで
FOMA端末に保存されます。
･撮影、保存した静止画のファイルサイズが
9000バイトより小さい場合は、本文へ貼り
付けるかどうかの確認画面が表示されます。
「はい」を選択するとメール本文へ貼り付け
られます。

■待受画面に設定する：me21e「は
い」を選択
画像サイズが待受用（240×320）より小さ
い場合は、「はい（等倍表示）」または「はい
（拡大表示）」を選択します。
撮影した静止画がFOMA端末に保存され、等
倍表示または拡大表示で待受画面に設定され
ます。
･すでにｉアプリ待受画面が設定されていると
きは、続けてｉアプリ待受画面を解除するか
どうかの確認画面が表示されます。「はい」を
選択すると、ｉアプリ待受画面が解除されま
す。
･保存先をminiSDメモリーカードに設定して
いる場合は、待受画面に設定できません。

■電話帳の画像に登録する（画像サイズが電話
帳用（96×72）の場合のみ）：
ame2e2または3
b「はい」を選択
撮影した静止画がFOMA端末に保存され、
電話帳の登録画面が表示されます。
･保存先をminiSDメモリーカードに設定し
ている場合は、電話帳の画像に登録できま
せん。

■タイトルを変更する：me31eタイト
ルを変更してp
･全角・半角を問わず最大31文字入力できま
す（連続撮影した画像は30文字）。

■明るさや色のバランスを補正する：pを押す
静止画を補正する編集画面が表示されます。
→P312
･m32を押しても編集画面を表示でき
ます。
･次の場合は補正できません。
- 画像サイズが横長VGA（640×480）以
上の場合
- 4コマ撮影でフレームを設定している場合
- 連続パノラマ撮影の場合

静止画撮影画面

次ページへ
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■回転する：
ame33
アウトカメラ撮影時は左90°、インカメラ
撮影時は右90°回転した静止画が表示さ
れます。

bmまたはpで静止画を回転させge「は
い」を選択
･次の場合は回転できません。
- 画像サイズがUXGA（1200×1600）
以上の場合
- 画像サイズがSub-QCIF（128×96）、
横長VGA（640×480）、縦長VGA
（480×640）、SXGA（960×1280）
で、撮影日時が「日付」または「日付＋
時刻」に設定されている場合
- 画像サイズが横長VGA（640×480）、
縦長VGA（480×640）、SXGA（960×
1280）で、サイズ制限が「メール添付
用（大）」に設定されている場合
- 連続撮影モードが「連続撮影自動」「連
続撮影手動」「連続パノラマ撮影」の場合
- フレームが設定されている場合

■正像表示／鏡像表示を切り替える（インカメ
ラ撮影時のみ）：me42

■鏡像で保存する（インカメラ撮影時のみ）：
me53
･撮影した静止画にフレームが設定されてい
る場合は、鏡像で保存できません。

■等倍表示に切り替える：t
･m6 を押しても等倍表示に切り替わりま
す。
･kを押すと、画面をスクロールして確認で
きます。
･解除するときはc、m、t、p、aの
いずれかを押します。
･画像サイズが横長VGA（640×480）より
小さい場合は、等倍表示できません。ただ
し、画像サイズが待受用（240×320）、ま
たはCIF（352×288）で連続パノラマ撮
影の場合は、等倍表示できます。

■保存先をFOMA端末／miniSDメモリーカー
ドに切り替える：me8

■保存されている画像を一覧表示する：me
9e1または2

4 g［保存］またはサイドキー［▲］
撮影した静止画がマイピクチャ内の「カメラ」
フォルダに保存されます。

■保存した静止画をすぐに確認する：pe確認
する静止画を選択
画像の表示方法→P306「画像を表示する」操
作2～3
･確認後cを2回押すと、静止画撮影画面に
戻ります。
･電話帳、メール作成画面、ｉアプリからカメ
ラを起動したときは確認できません。

お知らせ
お知らせ

･保存先をminiSDメモリーカードに設定している場合は、
miniSDメモリーカード内の「マイピクチャ」フォルダに
保存されます。
･画像サイズ、画質、保存先によっては、撮影した静止画
の保存に時間がかかる場合があります。
･画像サイズが横長VGA（640×480）、縦長VGA（480×
640）、SXGA（960×1280）の場合に手ぶれ補正オー
トで撮影すると、次の操作を行えるまでに時間がかかりま
す。
-tを押しての等倍表示
-aを押してのメール作成
-mを押してから操作できる機能（m31によるタ
イトル編集とm9による保存先一覧表示を除く）

･保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超え
るときは、画面の指示に従って不要な画像を削除した
り、画像サイズや画質を低い値に変更したりしてから撮
影してください。
･音声電話中に静止画を撮影すると、通話が途切れる場合
があります。
･静止画撮影待機中、シャッター音が鳴る前に電話やプッ
シュトークがかかってきた場合は、撮影を中断します。
シャッター音が鳴り、すでに静止画を撮影していた場合
は、通話終了後に撮影後の保存確認画面に戻ります。自
動保存を「する」に設定している場合は、撮影した静止
画が自動で保存されます。ただし、タイミングによって
は撮影した画像が破棄される場合があります。
･電話帳およびメール作成画面からカメラを起動した場
合の保存確認画面で、mを押してから操作できる機能
には次のものがあります。
- 編集→タイトル編集
- 表示切替→正像表示／鏡像表示
- 保存形式→鏡像保存
･miniSDメモリーカードが取り付けられていないときや
miniSDメモリーカードの起動中は、保存確認画面で利
用できない機能があります。
･撮影日時を「日付」「日付＋時刻」に設定して撮影した
場合、保存確認画面の画像には日付、日付＋時刻は表示
されません。ただし、保存確認画面の等倍表示では表示
されます。

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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オートフォーカスで撮影する
＜オートフォーカス＞

オートフォーカス機能には、撮影待機中にサイドキー
［AF▲］を半押しする方法と、nを押す方法があり
ます。ピントが合った状態でサイドキー［AF▲］を
全押しするか、gを押すと、鮮明な静止画を撮影で
きます。

I サイドキー［AF▲］には半押しと全押しがあるため、
サイドキー［▼］と比べて押したときの感触が異なり
ます。

I オートフォーカスでピントを合わせることができ
る距離は30cm以上、接写撮影中は8～40cmで
す。

I インカメラ撮影時とセルフタイマー使用中、および
撮影モードを「夜景」に設定しているときは、オー
トフォーカスを操作できません。

1 ue被写体にカメラを向けてサイドキー
［AF ▲］（半押し）またはn
オートフォーカスが起動し、オレンジのフォーカ
ス枠と （黒）が表示されます。
ピントが合うと確認音が鳴り、フォーカス枠が緑
の「＋」に、 が （緑）に変わります。

･ 解除するときは、サイドキー［AF ▲］から指
を離すか、nを押します。
･ ピントが合わないときは、フォーカス枠が赤の
「＋」に変わり、 （赤）が表示される場合があ
ります。
･ ピントを画面の中央以外に合わせたいときは、
一度ピントを合わせた後、サイドキー［AF▲］
を半押ししたまま撮影したい位置にカメラを
向けます。nを押してピントを合わせた場合
は、そのまま撮影したい位置にカメラを向けま
す。

2 サイドキー［AF ▲］（全押し）またはg
シャッター音が鳴り、ランプが赤色で点灯し、静
止画が撮影されます。

3 g［保存］またはサイドキー［AF ▲］
撮影した静止画がマイピクチャ内の「カメラ」
フォルダに保存されます。
･ 確認画面で操作できる機能や、撮影した静止画
を保存するときの動作は通常の撮影時と同じ
です。→P173

お知らせ
･次のような場合は、オートフォーカスでピントが合わな
いことがあります。
- 色の濃淡がない被写体を撮影する場合
- 動いている被写体を撮影する場合
- 暗い場所で撮影する場合
- FOMA端末を動かしながら撮影する場合
- 撮影範囲内にライトなどがある場合
･オートフォーカス機能の使用中に操作が有効なキーは
g、a、c、n、f、s、サイドキー［AF▲］
のみです。撮影機能の設定は変更できません。
･保存先をminiSDメモリーカードに設定している場合は、
miniSDメモリーカード内の「マイピクチャ」フォルダに
保存されます。

n：オートフォーカス起動

g：撮影

通常の状態

nを使ったオートフォーカス撮影

サイドキー[AF▲]を使った
オートフォーカス撮影

半押し：オート
　　　　フォーカス起動
通常の状態からサイド
キー［AF▲］を軽く
押してください。

全押し：撮影
半押しの状態からさらに
サイドキー［AF▲］を
押し込んでください。

静
止
画
撮
影



176

カ
メ
ラ

連続撮影する＜連続撮影＞

静止画を連続で撮影できます。連続撮影には次の4種
類があります。
連続撮影自動：
設定した枚数分（最大6枚）を自動で連写

連続撮影手動：
設定した枚数分（最大6枚）を手動で連写

4コマ撮影自動：
4コマを自動で連写して1枚の静止画にする

4コマ撮影手動：
4コマを手動で連写して1枚の静止画にする

I 連続撮影自動、4コマ撮影自動では、約0.4秒間隔
で連続して撮影できます。

I 静止画詳細設定の連続撮影枚数で連続撮影する枚
数を設定できます。

I 連続撮影自動、連続撮影手動ができるのは、画像サ
イズが次の場合のみです。
- Sub-QCIF（128×96） - QCIF（176×144）
- 待受用（240×320） - CIF（352×288）

I 4コマ撮影自動、4コマ撮影手動ができるのは、画
像サイズが待受用（240×320）の場合のみです。

I 電話帳、メール作成画面、ｉアプリからカメラを起
動したときは、連続撮影できません。ただし、ｉア
プリの種類によっては連続撮影できる場合もあり
ます。

1 uehで連続撮影のマークにカーソルを
合わせる

2 jで連続撮影の種類を切り替えてg

･ 撮影待機中にm6を押し、jで連続撮影の
種類を選択してから、gを押しても設定でき
ます。

3 被写体にカメラを向けてgまたはサイド
キー［▲］
■連続撮影自動、4コマ撮影自動のとき
シャッター音が鳴り、静止画が連続で撮影さ
れます。連続撮影中はランプが最大6色（赤、
黄、緑、青、紫、オレンジ）で点滅します。
･撮影を開始すると、中断できません。
･自動保存を「する」に設定している場合は、
撮影した静止画は設定した保存先へ自動的
に保存されます。このとき操作4以降の操作
は不要です。
･連続撮影中にFOMA端末を折り畳んだ場合で
も、撮影を続行します。

■連続撮影手動、4コマ撮影手動のとき
gまたはサイドキー［▲］を押すたびにシャッ
ター音が鳴り、静止画が撮影されます。連続
撮影中はランプが最大6色（赤、黄、緑、青、
紫、オレンジ）で順に点灯します。
･連続撮影中にFOMA端末を折り畳んだりp
を押したりすると、撮影は中断されます。4
コマ撮影手動の場合は、撮影待機中の画面に
戻り、それまで撮影した静止画は破棄されま
す。連続撮影手動で自動保存を「する」に設
定している場合は、保存確認画面は表示され
ずに保存されます。
･自動保存を「する」に設定している場合は、
撮影した静止画は設定した保存先へ自動的
に保存されます。このとき操作4以降の操作
は不要です。

4 連続撮影した静止画を確認

■連続撮影自動、連続撮影手動のとき
･tを押すたびに1枚表示とサムネイル表示が
切り替わります。
･ 1枚表示時にhを押すと、前後の静止画に切
り替わります。
･連続撮影手動で1枚だけ撮影した場合は、サ
ムネイル表示されません。

5 g［保存］またはサイドキー［▲］
連続撮影や4コマ撮影した画像がマイピクチャ
内の「カメラ」フォルダに1つの画像データとし
て保存されます。なお、連続撮影した画像はパラ
パラマンガの形式で保存されます。
静止画の確認画面での操作や静止画を保存する
ときの動作→P173「カメラで静止画を撮影す
る」操作3～4

■表示されている静止画1枚だけを保存する（連
続撮影自動、連続撮影手動でアウトカメラ撮
影時）：g（1秒以上）e「はい」を選択
･サムネイル表示のときはカーソル位置の静
止画が保存されます。

■表示されている静止画1枚だけを正像／鏡像を
切り替えて保存する（連続撮影自動、連続撮影
手動でインカメラ撮影時）：g（1秒以上）e
「正像保存」または「鏡像保存」を選択
･サムネイル表示のときはカーソル位置の静
止画が正像または鏡像で保存されます。

：連続撮影自動
：連続撮影手動
：4コマ撮影自動
：4コマ撮影手動
：連続撮影解除
（1枚撮影）

連続撮影のマーク

連続撮影 4コマ撮影

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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■連続撮影した静止画の中から複数選択して保
存する（連続撮影自動、連続撮影手動でサム
ネイル表示時）：
ame52e保存する静止画を選択
･aを押すとカーソル位置の静止画が1枚
表示されます。gまたはcを押すとサ
ムネイル表示に戻ります。

bpe「はい」を選択
選択した静止画だけが保存されます。
･インカメラ撮影時は、正像保存するか鏡
像保存するかの確認画面が表示されま
す。「正像保存」または「鏡像保存」を選
択してください。

■連続撮影した静止画をすべて鏡像で保存する
（連続撮影自動、連続撮影手動でインカメラ撮
影時）：me53

お知らせ
･連続撮影した静止画を1枚または複数選択で保存すると、
選択しなかった画像は破棄されます。
･保存先をminiSDメモリーカードに設定している場合は、
miniSDメモリーカード内の「マイピクチャ」フォルダに
保存されますが、連続撮影した画像の場合は、それぞれ
の静止画が保存されます。
･連続撮影自動、連続撮影手動で撮影した画像は、パラパ
ラマンガの解除機能で1枚ずつの静止画にできます。こ
のとき、静止画のファイル名の末尾にそれぞれ「-1」～
「-6」の番号が付きます。
静止画のファイル名→P170
･連続撮影自動中、連続撮影手動中、4コマ撮影自動中に
電話がかかってきたり、目覚ましやスケジュールで指定
した日時になると、次のように動作します。
- 手動連写時は撮影が中止され、確認画面が表示されま
す。
- 自動連写時は撮影が続行され、通話やアラームの終了
後に確認画面が表示されます。
- 自動保存を「する」に設定していると、撮影した静止
画は自動的に保存されます。
- 着信音およびアラームはシャッター音が鳴り終わるま
で鳴りません。

･ 4コマ撮影手動中に電話がかかってきたり、目覚ましや
スケジュールで指定した日時になると、撮影が中断さ
れ、それまで撮影した静止画は破棄されます。
･インカメラでの連続撮影自動時には、ナイトモードON
に設定できません。
･セルフタイマーをONにしているときには、連続撮影手
動、4コマ撮影手動、連続パノラマ撮影はできません。
･連続撮影の設定はインカメラ／アウトカメラで個別の
設定となります。

連続パノラマ撮影する
＜連続パノラマ撮影＞

被写体に合わせてFOMA端末の向きを変えて連続撮
影した2～6枚の静止画を、1枚の静止画につなぎ合
わせることができます。

I 連続パノラマ撮影できる画像サイズと最大画像サ
イズおよび最大撮影枚数は次のとおりです。ただ
し、最大画像サイズは撮影条件により異なります。

I インカメラ撮影時、フレーム設定中、ｉアプリ動作
中、サイズ制限を「メール添付用（小）」または
「メール添付用（大）」に設定している場合は、連続
パノラマ撮影できません。

1 ueme65
連続撮影のマークが から に変わります。
･ 解除するときはm66を押します。
･ 撮影待機中に7を押し、jで「連続パノラ
マ撮影」を選択してから、gを押しても設定
できます。
･ tを押して連続パノラマ撮影する方向を切り替
えられます。

：FOMA端末を縦にして、左から右にパ
ノラマ撮影する場合

：FOMA端末を横にして、左から右にパ
ノラマ撮影する場合

撮影サイズ 最大画像サイズ
最大
撮影
枚数

待受用
（240×320）

時 1200×320

6
時 1600×240

CIF
（352×288）

時 1760×288
時 1440×352

横長VGA
（640×480）

時 2176×480

4
時 1632×640

縦長VGA
（480×640）

時 1632×640
時 2176×480

1つ前の撮影画像の約3分の1から約5分の1が
撮影画面の左または上に透過表示されます。

＋ ＋ ＋ ＋ ＋

次ページへ
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2 被写体にカメラを向けてgまたはサイド
キー［▲］
シャッター音が鳴り、静止画が撮影されます。続
けてカメラを横方向（左から右）にずらし、撮影
を2～6回行います。撮影が完了するたびに、ラ
ンプが最大6色（赤、黄、緑、青、紫、オレンジ）
で順に点灯します。
･ 撮影を開始してからpまたはcを押すと、
連続パノラマ撮影が中断されます。2～5枚撮
影してpを押した場合は、静止画が合成され、
操作3に進みます。
･ 連続パノラマ撮影中は、結合部分側に1つ前の
撮影画像の約3分の1から約5分の1が透過表
示されます。透過部分を重ね合わせるようにし
て次の撮影を行います。透過部分の範囲は変更
できます。→P180
･ ガイドラインを表示している場合、2枚目から
5枚目の撮影時にガイドラインにより、次の撮
影時の透過部分を確認できます。
ガイドラインを表示する→P183
･ 自動保存を「する」に設定している場合は、撮
影した静止画は設定した保存先へ自動的に保
存されます。このとき操作3以降の操作は不要
です。
･ 自動保存を「する」に設定している場合は、2～
5枚撮影後にpを押すと自動的に保存されま
す。

3 連続パノラマ撮影した静止画を確認

･ tを押すと等倍表示で確認できます。kを押
すと、画面をスクロールして確認できます。解
除するときはc、m、t、p、aのいず
れかを押します。
･ pを押すと等倍表示で自動的に画面をスクロー
ルして確認できます。

4 g［保存］またはサイドキー［▲］
連続パノラマ撮影した静止画がマイピクチャ内
の「カメラ」フォルダに1つの画像データとして
保存されます。

お知らせ
･被写体や撮影のしかたによっては、きれいに合成されな
い場合があります。
･保存先をminiSDメモリーカードに設定している場合は、
miniSDメモリーカード内の「マイピクチャ」フォルダに
保存されます。
･連続パノラマ撮影中に電話がかかってきたり、目覚まし
やスケジュールで指定した日時になると、撮影が中断さ
れ、それまで撮影した静止画は破棄されます。

動画撮影 MENU 67

ビデオカメラで動画を撮影する
音声付きの動画を撮影します。
I 撮影前に撮影方法を選択できます。→P181
I 撮影時の設定を変更できます。→P183
I 各種の音量設定を「Silent」に設定した場合やマナー
モード中、公共モード中でも、撮影確認音（シャッ
ター音）は鳴ります。

I 最大保存件数→P465

1 u（1秒以上）
ビデオカメラが起動して撮影待機状態になり、ラ
ンプが白色で点滅します。

2 被写体にカメラを向けてgまたはサイド
キー［▲］
撮影確認音（シャッター音）が鳴り、動画の撮影
が始まります。ディスプレイに が表示されま
す。撮影中はランプが5色（赤、黄、緑、青、紫）
に約2秒間隔で点滅します。

･ 一時停止するときはgを押します。一時停止
中はランプが緑色に点灯し、 が に切り
替わります。もう一度gを押すと、撮影を開
始します。
･ 音声のみ（サウンドレコーダー）の場合は、背
面ディスプレイにもインジケータが表示され
ます。

3 pまたはサイドキー［▲］
撮影確認音（シャッター音）が鳴り、動画の撮影
が終了します。
･ 動画の撮影中にファイルサイズが制限値に達
すると、撮影が自動的に終了し、その時点まで
に撮影した動画が保存対象になります。
･ 一時停止中にpを押して撮影を終了した場合
は、その時点までに撮影した動画が保存対象に
なります。
･ 動画／録音詳細設定の自動保存を「する」に設
定している場合は、確認画面は表示されず自動
的に保存され、撮影画面に戻ります。このと
き、操作4以降の操作は不要です。
･ 動画／録音詳細設定の自動再生を「する」に設
定している場合は、撮影した動画が自動的に再
生されます。

動画撮影画面

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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4 撮影した動画を確認
･ pを押すと撮影した動画が再生されます。

■すぐに保存する：操作5に進む

■保存しないで撮影し直す：cを押す

■撮影した動画をメールに添付する：aを押す
保存の確認画面が表示されます。「はい」を選
択すると、撮影した動画がFOMA端末に保存
され、メール作成画面が表示されます。
･保存先をminiSDメモリーカードに設定して
いる場合も、FOMA端末に保存されます。
･次の場合はメールに添付できません。
- 撮影した動画のファイルサイズが500Kバ
イトより大きい場合
- 画像サイズをQVGA（320×240）に設
定している場合
- 品質を「HQ＋（最高品質）」に設定してい
る場合

■待受画面（待受ｉモーション）に設定する：
me21e「はい」を選択
撮影した動画がFOMA端末に保存され、待受
画面に設定されます。
･撮影した動画が拡大表示できる場合は、「は
い（等倍表示）」を選択すると画像サイズの
ままで、「はい（拡大表示）」を選択すると画
面サイズに合わせて動画を拡大して待受画
面に表示されます。
･すでにｉアプリ待受画面が設定されていると
きは、続けてｉアプリ待受画面を解除するか
どうかの確認画面が表示されます。「はい」を
選択すると、ｉアプリ待受画面が解除されま
す。
･保存先をminiSDメモリーカードに設定して
いる場合は、待受画面に設定できません。

■電話帳の画像に登録する：
ame2e2または3
b「はい」を選択
撮影した動画がFOMA端末に保存され、電
話帳の登録画面が表示されます。
･画像サイズがSub-QCIF（128×96）ま
たはQCIF（176×144）で、撮影種別
を「画像のみ」に設定しているときのみ
電話帳の画像に登録できます。
･保存先をminiSDメモリーカードに設定し
ている場合は、電話帳の画像に登録できま
せん。

■タイトルを変更する：me31eタイト
ルを変更してp
･全角・半角を問わず最大31文字入力できま
す。

■テロップを作成する：me32e「は
い」を選択
撮影した動画がFOMA端末に保存され、テ
ロップ設定画面が表示されます。
･テロップの作成方法→P318「テロップを挿
入する」操作2～7
･画像のサイズをQVGA（320×240）に設
定している場合は、テロップを作成できませ
ん。
･保存先をminiSDメモリーカードに設定して
いる場合は、テロップを作成できません。

■保存先をFOMA端末／miniSDメモリーカー
ドに切り替える：me5
･撮影した動画のファイルサイズが500Kバイ
トより大きい場合は、保存先を切り替えられ
ません。

■保存されている動画を一覧表示する：me
6e1または2

5 g［保存］またはサイドキー［▲］
撮影した動画がｉモーション内の「カメラ」フォ
ルダに保存されます。

■保存した動画をすぐに確認する：pe確認す
る動画を選択
･確認後cを2回押すと、動画撮影画面に戻
ります。
･電話帳、メール作成画面、ｉアプリからビデ
オカメラを起動したときは確認できません。

お知らせ
お知らせ

･撮影中にFOMA端末を折り畳むと撮影を停止します。も
う一度FOMA端末を開くと保存確認画面が表示されま
す。ただし、自動保存を「する」に設定している場合は、
確認画面は表示されずに保存されます。
･撮影中や録音中にキーを押したり充電を開始したりす
ると、操作音が録音される場合があります。
･撮影や録音するデータによっては、設定しているサイズ
制限の上限まで撮影できない場合があります。
･サイズ制限を「制限なし」に設定している場合、撮影中
や録音中に電池残量がなくなるとデータが保存されな
いことがあります。
･保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超え
るときは、画面の指示に従って不要な動画や音声を削除
したり、サイズ制限の設定を変更したりしてから撮影し
てください。
･保存先をminiSDメモリーカードに設定している場合は、
動画はminiSDメモリーカード内の「動画」フォルダに保
存されます。録音した音声は「その他の動画」フォルダ
に保存されます。
･撮影中や録音中に電話がかかってきたり、アラームが起
動したりした場合は、その時点で撮影や録音が中止さ
れ、確認画面が表示されます。自動保存を「する」に設
定している場合は、中止されるまでに撮影や録音した
データが自動で保存されます。

次ページへ
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･撮影中や録音中に電池が切れそうになると、電池残量が
ない旨のメッセージが表示され、撮影や録音は中止され
ます。自動保存を「する」に設定していると、中止され
た時点で撮影または録音されたデータが保存され、g
を押すと撮影または録音画面に戻ります。自動保存を
「しない」に設定していると、gを押した後に保存する
かどうかの確認画面が表示されます。撮影画面や録音画
面に戻っても電池がないため撮影ができない旨のメッ
セージが表示され、操作はできません。
･撮影中や録音中にアラームや電池アラームが鳴り、撮影
や録音が中止された場合、保存した動画の最後にアラー
ムや電池アラームなどが録音されることがあります。
･電話帳およびメール作成画面からビデオカメラを起動
した場合の保存確認画面では、mを押してからの次の
機能が利用できません。
- メールの作成 - 待受画面の設定
- 電話帳の画像登録 - テロップの編集
- 保存先の切り替え - 動画の一覧表示

静止画詳細設定・動画／録音詳細設定

静止画／動画のサイズや保存方法な
どを設定する

画像サイズ、画質、品質、撮影種別、サイズ制限、保
存先など、撮影時の条件を設定できます。
I 電話帳、メール作成画面、ｉアプリからカメラやビ
デオカメラを起動したときは、設定の操作はできま
せん。
その場合、自動終了時間が自動的に「1分後」にな
ります。

〈例〉静止画詳細設定を変更するとき

1 ueme9
･ 動画／録音詳細設定を変更するときはuを1秒
以上押し、m8を押します。

2 各項目を選択して設定ep［登録］
各設定項目→P180「設定項目について」

設定項目について

○：設定可 ×：設定不可

お買い上げ時
･静止画詳細設定
画像サイズ（アウトカメラ）：待受用（240×320）  
サイズ制限（アウトカメラ）：制限なし  
画像サイズ（インカメラ）：QCIF（176×144）  
サイズ制限（インカメラ）：制限なし  
画質：スタンダード  撮影日時：なし  
セルフタイマー間隔：10秒  連続撮影枚数：6枚  
パノラマ撮影：1／5合成  自動保存：しない  
保存先：本体  自動終了時間：1分後  シャッター音：標準  
照明設定：常灯
･動画／録音詳細設定
サイズ制限：メール添付用（小）  
品質（動画撮影）：STD（標準）  
品質（サウンドレコーダー）：STD（標準）  
画像サイズ（アウトカメラ）：QCIF（176×144）  
画像サイズ（インカメラ）：QCIF（176×144）  
撮影種別：画像＋音声  セルフタイマー間隔：10秒  
自動再生：しない  自動保存：しない  保存先：本体　
自動終了時間：1分後  シャッター音：標準  
照明設定：常灯

項　目
詳細設定

静止画 動画／録音

画像サイズ ○ ○

撮影する静止画や動画の画像サイズを
設定します。
インカメラ・アウトカメラで個別に設
定できます。→P186

サイズ制限 ○ ○

保存するファイルのサイズ制限値を設
定します。
静止画撮影ではインカメラ・アウトカ
メラで個別に設定できます。
撮影中の静止画や動画のファイルサイ
ズ、録音中の音声のファイルサイズが
制限値より大きくなると、静止画は自
動的に画質を落とすか画像サイズを小
さくして保存し、動画や音声は自動的
に撮影を終了します。
･撮影または録音したファイルをｉモー
ドメールに添付してｉモード端末やパ
ソコンなどに送信する場合は、「制限な
し」以外に設定してください。

画質 ○ ×

保存する静止画ファイルの画質を設定
します。画質がよくなるほど、ファイ
ルサイズは大きくなります。→P185

品質 × ○

保存する動画ファイルや音声ファイル
の品質を設定します。
･動画、サウンドレコーダーごとに個別
に設定できます。

撮影日時 ○ ×

静止画の右下に撮影日時を入れるかど
うかを設定します。

撮影種別 × ○

撮影する動画の種類を設定します。
：画像＋音声 ：画像のみ
：音声のみ（サウンドレコーダー）

セルフタイ
マー間隔

○ ○

セルフタイマー使用時のシャッターが
切れるまでの時間を2～15秒の範囲で
設定します。

連続撮影枚数 ○ ×

連続撮影する枚数を2～6枚の範囲で
設定します。

パノラマ撮影 ○ ×

パノラマ撮影を行うときに各撮影画像
を重ね合わせる割合を設定します。

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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お知らせ
･静止画詳細設定画面でmを押すと、撮影可能枚数が表示
されます。「画像サイズ（インカメラ）」または「サイズ
制限（インカメラ）」にカーソルを合わせているときはイ
ンカメラでの撮影可能枚数が表示され、それ以外にカー
ソルを合わせているときはアウトカメラでの撮影可能枚
数が表示されます。ここで表示される撮影可能枚数は目
安です。
･静止画の画像サイズを電話帳用（96×72）に設定する
と、撮影日時は設定できません。
･静止画の画像サイズのCIF（352×288）、横長VGA
（640×480）、縦長VGA（480×640）、SXGA（960×
1280）、UXGA（1200×1600）、3M（1536×2048）
とサイズ制限の「メール添付用（小）」は同時に設定でき
ません。

･静止画の画像サイズのUXGA（1200×1600）、3M
（1536×2048）とサイズ制限の「メール添付用（大）」
は同時に設定できません。
･「連続パノラマ撮影」の場合は、撮影日時を「日付」ま
たは「日付＋時刻」に設定しても、撮影日時は記録され
ません。
･動画／録音詳細設定で保存先を「本体」に設定している
場合、サイズ制限を「制限なし」に設定できません。
･シャッター音の設定は、操作確認音のカメラシャッター
音、ビデオシャッター音の設定にも反映されます。
→P125

撮影前に撮影方法を設定する
ズーム機能やセルフタイマー撮影、接写撮影、ナイト
モードなどを使用して、さまざまな方法で撮影できま
す。
I 設定後の撮影→P173「カメラで静止画を撮影する」、
P178「ビデオカメラで動画を撮影する」

ズームする

撮影倍率を変更し、被写体をズームして撮影します。
I 各画像サイズで変更できる表示倍率は次のとおり
です。

自動再生 × ○

確認画面を表示したときに、撮影した
動画や録音した音声を自動的に再生す
るかどうかを設定します。

自動保存 ○ ○

撮影した静止画や動画、録音した音声
を自動で保存するかどうかを設定しま
す。
･「する」に設定すると、設定されてい
る保存先に自動的に保存されます。
･「しない」に設定すると、撮影後や録
音後に確認画面が表示され、さまざま
な操作ができます。

保存先 ○ ○

撮影した静止画や動画、録音した音声
の保存先を設定します。
：FOMA端末
：miniSDメモリーカード

自動終了時間 ○ ○

何も操作していないときにカメラ、ビ
デオカメラ、サウンドレコーダーを終
了するまでの時間を設定します。

シャッター音 ○ ○

5種類の撮影確認音（シャッター音）か
ら選択します。
･シャッター音にカーソルを合わせる
と音が鳴ります。

照明設定 ○ ○

撮影中や録音中のディスプレイの照明
を設定します。
･「端末設定に従う」に設定すると、ディ
スプレイの照明設定に従って照明が
点灯します。
･「常灯」に設定すると、撮影画面や録
音画面の表示中はディスプレイの照
明が常に点灯します。

項　目
詳細設定

静止画 動画／録音

カメラ
の種類 画像サイズ

最大表示倍率
静止画
撮影時

動画
撮影時

アウト
カメラ

電話帳用
（96×72） 25.6倍

（65段階）

－

Sub-QCIF
（128×96）

20倍
（9段階）

QCIF
（176×144）

16倍
（65段階）

16倍
（8段階）

待受用
（240×320）

8倍
（65段階） －

QVGA縦撮影
（320×240）

－

4倍
（3段階）

QVGA横撮影
（320×240）

8倍
（5段階）

CIF
（352×288）

6倍
（65段階）

－

横長VGA
（640×480）

3倍
（65段階）

縦長VGA
（480×640）

4倍
（65段階）

SXGA
（960×1280）

3倍
（65段階）

UXGA
（1200×1600） 2倍

（6段階）3M
（1536×2048）

次ページへ
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1 静止画撮影画面または動画撮影画面でj

■静止画撮影のとき
（標準）から （最大ズーム）まで変更でき
ます。

■動画撮影のとき
1倍（標準）、2倍、4倍、6倍、8倍、10倍、
12倍、16倍、20倍に変更できます。

セルフタイマーを使う
＜セルフタイマー＞

セルフタイマーを使って静止画や動画を撮影します。
設定した秒数になると自動でシャッターが切れるた
め、撮影者自身が被写体になったり、手ぶれを防いだ
りできます。
I シャッターが切れるまでの秒数は静止画詳細設定
または動画／録音詳細設定のセルフタイマー間隔
で設定できます。

1 静止画撮影画面または動画撮影画面でm
e5
が表示されます。

･ 解除するときはもう一度m5を押します。

2 被写体にカメラを向けてg［撮影］また
はサイドキー［▲］
カウントダウン音が鳴り、ランプが緑色で点滅し
ます。インジケータとカウンタには撮影までの残
り時間の目安と残り秒数が表示されます。撮影時
間が近づくと、カウントダウン音とランプの点滅
の間隔が短くなります。
設定した秒数が経過すると、静止画撮影のときは
シャッター音が鳴り、ランプが赤色で点灯し、静
止画が撮影されます。動画撮影のときは撮影確認
音（シャッター音）が鳴り、動画の撮影が始まり
ます。撮影中はランプが5色（赤、黄、緑、青、
紫）に約2秒間隔で点滅します。

お知らせ
･次の場合はセルフタイマーのカウントダウンは中止さ
れます。
- FOMA端末を折り畳んだとき
- 電話がかかってきたとき
- 目覚ましやスケジュールで指定した日時になったとき
-sを押したとき
･次の場合にはセルフタイマーを使用できません。
- 連続撮影手動のとき
- 4コマ撮影手動のとき
- 連続パノラマ撮影のとき

近くのものを撮影する＜接写撮影＞

接写撮影に切り替えると、約8～10cmのごく近い距
離で被写体にピントを合わせられます。オートフォー
カスを利用する場合は約8～40cmでピントが合いま
す。
I インカメラ撮影時は接写撮影を利用できません。

1 静止画撮影画面または動画撮影画面で
#
接写撮影に切り替わり、 が表示されます。
･ 解除するときはもう一度#を押します。

ナイトモードに切り替える

夜間など周囲が暗いときには、ナイトモードに切り替
えます。

イン
カメラ

電話帳用
（96×72）

2倍
（2段階）

－

Sub-QCIF
（128×96） 2倍

（2段階）QCIF
（176×144）
CIF
（352×288） －

カメラ
の種類 画像サイズ

最大表示倍率
静止画
撮影時

動画
撮影時

押すたびにスライダの目
盛が移動します。

スライダ

･ 途中で中止するときは
pを押します。

セルフタイマーのマーク
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1 静止画撮影画面または動画撮影画面でa
ナイトモードに切り替わり、 が表示され、ラン
プが白色で点灯します。
･ aを押すたびに、ナイトモードON／OFFが
切り替わります。

お知らせ
･次の場合はナイトモードを使用できません。
- 静止画撮影中に、インカメラで「連続撮影自動」を設
定しているとき
- 動画撮影中にインカメラを設定しているとき
- 撮影モードを「人物」「夜景」「ペット」「スポーツ」に
設定しているとき
- カメラ感度を「高感度」「低感度」に設定しているとき

全画面モードと標準画面モードを切り替
える

1 静止画撮影画面で*
･ 全画面モードにすると設定アイコンやガイド
行が消え、被写体を確認しやすくなります。

縦撮影と横撮影を切り替える

1 動画撮影画面で*
･ アウトカメラ撮影時で画像サイズがQVGA
（320×240）の場合のみ切り替えられます。

インカメラとアウトカメラを切り替える

1 静止画撮影画面または動画撮影画面でt
･ カメラを切り替えても、撮影モードなどの設定
は保持されます。

静止画撮影と動画撮影を切り替える

1 静止画撮影画面または動画撮影画面でt
（1秒以上）

ガイドラインを表示する

1 静止画撮影画面でサイドキー［▼］
ガイドラインの表示と非表示が切り替わります。
･ フレームを設定しているときは、ガイドライン
は表示できません。

撮影時の設定を変更する

撮影モード、明るさ、色の濃さ、ホワイトバランス、
シャープネス、カメラ感度、ちらつき調整、手ぶれ補
正、フレーム、画質、品質、サイズ制限、画像サイズ
の設定を変更できます。
I 動画撮影で、撮影種別が「音声のみ」のときに設定
できるのは、品質、サイズ制限のみです。

画面のマークを使って設定する

撮影画面の下に表示されているマークにカーソルを
合わせて操作することで、撮影時の設定を変更できま
す。

〈例〉フレーム設定をするとき

1 静止画撮影画面または動画撮影画面でh
eフレームのマークにカーソルを合わせ
る
･ 撮影待機中に6を押してもフレームのマーク
を選択できます。

2 jでフレームを切り替える

･ 6を押してもフレームが切り替わります。
･ 解除するときは6を1秒以上押します。

3 g［決定］を押す

ガイドライン表示

お買い上げ時
･静止画撮影時
撮影モード：オート  明るさ：±0  色の濃さ：±0  
ホワイトバランス：オート  手ぶれ補正：オート  
フレーム：なし  画質：スタンダード  
サイズ制限（アウトカメラ）：制限なし  
サイズ制限（インカメラ）：制限なし  
画像サイズ（アウトカメラ）：待受用（240×320）  
画像サイズ（インカメラ）：QCIF（176×144）
シャープネス：ノーマル  カメラ感度：ノーマル  
ちらつき調整：自動
･動画撮影時
撮影モード：オート  明るさ：±0  色の濃さ：±0  
ホワイトバランス：オート  手ぶれ補正：オート
フレーム：なし  品質（動画撮影）：STD（標準）  
品質（サウンドレコーダー）：STD（標準）  
サイズ制限：メール添付用（小）  
画像サイズ（アウトカメラ）：QCIF（176×144）  
画像サイズ（インカメラ）：QCIF（176×144）  
シャープネス：ノーマル  カメラ感度：ノーマル  
ちらつき調整：自動

フレーム名
フレームのマーク
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撮影モードを設定する

撮影状況や好みに合わせて、撮影モードを設定しま
す。

オート：
標準的な撮影モードです。通常撮影でご利用くださ
い。
人物※：

肌の色がきれいに見え、ソフトな感じになります。
風景：

晴れた野外での撮影に適しています。
夕景：

夕焼けなどの撮影に適しています。
夜景※：

夜景の撮影に適しています。手ぶれに注意してくだ
さい。
逆光：

中央にある被写体が明るく見えるように撮影しま
す。
ペット：

動きの速いペットなどの撮影に適しています。
花※：

明るく、鮮やかな感じになります。
スポーツ：

動きのある被写体の撮影に適しています。
文字※：

時刻表などの文字をくっきり見えるように撮影し
ます。
海・雪：

強い照り返しでの撮影に適しています。
銀塩カメラ調※：

コントラストの高いくっきりとした感じになりま
す。
味わい※：

やわらかく温かみのある感じになります。
モノトーン：

モノトーン調で撮影します。
セピア：

セピア調で撮影します。
マニュアルモード：

ホワイトバランス、色の濃さ、明るさなどを手動で
設定できます。

※：動画撮影時は設定できません。
I 1を押しても撮影モードが切り替わります。

お知らせ
･「マニュアルモード」に設定した場合は、カメラおよび
ビデオカメラを終了しても、次の設定は保持されます。
- 明るさ - 色の濃さ - ホワイトバランス
- シャープネス - カメラ感度
･自動連写（連続撮影自動、4コマ撮影自動）と「夜景」は
同時に設定できません。
･ナイトモードと「人物」「夜景」「ペット」「スポーツ」は
同時に設定できません。
･「オート」「マニュアルモード」以外の撮影モードを使用
しているときは、「明るさ」のみ調整でき、「オート」「マ
ニュアルモード」に変更されるまで設定は保持されま
す。

明るさを調整する

撮影する静止画や動画の明るさを調整します。
：－2 ：－1 ：±0
：＋1 ：＋2

I 2を押し、jを押しても明るさを調整できます。

お知らせ
･撮影する静止画や動画によっては、明るさを調整しても
表示があまり変化しない場合があります。

色の濃さを調整する

撮影する静止画や動画の色の濃さを調整します。
：－2 ：－1 ：±0
：＋1 ：＋2

I 3を押し、jを押しても色の濃さを調整できます。

お知らせ
･撮影する静止画や動画によっては、色の濃さを調整して
も表示があまり変化しない場合があります。
･撮影モードが「オート」または「マニュアルモード」の
場合のみ設定できます。

ホワイトバランスを調整する

自然光や照明光など、撮影時の光源に合わせて自然な
色合いに調整します。

オート：
ホワイトバランスを自動的に調整します。
太陽光：

晴天時の屋外で撮影するときに設定します。
くもり：

曇天や日陰、夕刻などに撮影するときに設定しま
す。
蛍光灯：

蛍光灯などの照明の下で撮影するときに設定しま
す。
電球：

電球などの照明の下で撮影するときに設定します。
I 4を押してもホワイトバランスが切り替わります。
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お知らせ
･撮影モードが「オート」または「マニュアルモード」の
場合のみ設定できます。

手ぶれを補正する

手ぶれなどの振動による静止画や動画の乱れを補正
します。
：手ぶれ補正オート ：手ぶれ補正OFF

I 5を押しても、手ぶれ補正のオート／OFFが切り
替わります。

お知らせ
･静止画の画像サイズが次の場合は手ぶれ補正が無効に
なります。
- UXGA（1200×1600） - 3M（1536×2048）
･ｉアプリから静止画撮影を起動した場合は手ぶれ補正が
無効になります。
･連続撮影、4コマ撮影、連続パノラマ撮影時は手ぶれ補
正を設定できません。
･インカメラ撮影時は、手ぶれ補正を設定できません。
･手ぶれ補正機能を使った場合に、ちらつき調整が自動に
設定されているときにはちらつき調整が十分に働かな
くなることがあります。ちらつき調整の設定をFOMA端
末をご使用の地域の電源周波数に合わせて設定される
ことをお勧めします。
･手ぶれ補正機能を使っても、完全に手ぶれを補正できる
わけではありません。効果は被写体や撮影状況により異
なります。手ぶれが大きかったり、被写体の動きが激し
かったりする場合は効果が薄くなるときがあります。

フレームを重ねて撮影する

FOMA端末に保存されているフレームやサイトから
ダウンロードしたフレームを重ねて撮影できます。
：フレーム ：フレーム解除

I お買い上げ時に FOMA 端末に保存されているフ
レームは、QCIF（176×144）、待受用（240×
320）の画像サイズに対応しています。

I 静止画の画像サイズが次の場合はフレームを設定
できません。
- 電話帳用（96×72）
- 横長VGA（640×480）
- 縦長VGA（480×640）
- SXGA（960×1280）
- UXGA（1200×1600）
- 3M（1536×2048）

I 動画の撮影サイズをQVGA（320×240）に設定
しているときは、フレームを設定できません。

I 電話帳、メール作成画面、ｉアプリからカメラを起
動したときは、フレームを設定できません。

I お買い上げ時に登録されているフレーム→P420

お知らせ
･撮影待機中にm31を押すと、フレームの一覧か
らフレームを設定できます。
･画像サイズに対して縦横が逆のサイズのフレームを選
択した場合、フレームは自動的に撮影サイズの向きに合
わせて右に90度回転して表示されます。撮影待機中に
m33を押すと、フレームを180度回転します。
たとえば、画像サイズが176×144の場合、144×
176のフレームを回転して使えます。
･撮影中にサイトからフレームをダウンロードしたとき
は、撮影待機中にm34を押すとダウンロードし
たフレームも使用できます。

静止画の画質／動画の品質を設定する

■静止画撮影のとき
エコノミー ：最も低い画質です。
スタンダード：標準的な画質です。
ファイン ：最も高い画質です。

･8を押しても画質が切り替わります。

■動画撮影のとき
LP（長時間）：

最も低い品質です。撮影時間は最も長くなりま
す。
STD（標準）：

標準的な品質です。
HQ（高品質）：

画像の動きがなめらかです。
HQ+（最高品質）：

最も高い品質です。撮影時間は最も短くなりま
す。
･8を押しても品質が切り替わります。

ファイルサイズを制限する

■静止画撮影のとき
メール添付用（小）：
ファイルサイズを9000バイトに制限します。
ｉモードメールに添付するのに適したファイル
サイズです。
メール添付用（大）：
ファイルサイズを500Kバイトに制限します。
ファイルサイズを変更せずに、ｉモードメールに
添付できます。
制限なし：
ファイルサイズを制限しません。
･画像サイズが UXGA（1200 × 1600）、3M
（1536×2048）以外の場合は、9を押して
もサイズ制限が切り替わります。

次ページへ
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■動画撮影のとき
メール添付用（小）：
ファイルサイズを290Kバイトに制限します。
ｉモードメールに添付して大容量メールに対応
していない機種に送信できるファイルサイズで
す。
メール添付用（大）：
ファイルサイズを490Kバイトに制限します。大
容量メールに対応している機種に送信できるファ
イルサイズです。
制限なし：
ファイルサイズを制限しません（保存先が「miniSD
カード」の場合のみ）。
･9を押してもサイズ制限が切り替わります。

お知らせ
･静止画の画像サイズの設定によっては、サイズ制限の設
定が自動的に変更される場合があります。

画像のサイズを設定する

設定できる画像サイズは次のとおりです。
静止画撮影の場合

動画撮影の場合

※1：アウトカメラ撮影時のみ有効な画像サイズです。
※2：ｉアプリ動作中の場合は選択できません。

I ｉモード端末に送信できる画像のファイルサイズは
最大500Kバイトです。

I ｉモード端末で見る際に最も適したサイズは、待受
用（240×320）サイズです。

I 0を押しても画像サイズが切り替わります。

お知らせ
お知らせ

･静止画の画像サイズの設定によっては、サイズ制限の設
定が自動的に変更される場合があります。
･静止画撮影画面でm9を押して静止画詳細設定画面か
ら設定を行う場合、画像サイズの選択画面で次のアイコン
が表示されます。それぞれのアイコンはカーソルを合わせ
た画像サイズで利用できる機能を示します。

a手ぶれ補正
：設定可能 ：設定不可

b連続撮影
：設定可能 ：設定不可

c連続パノラマ撮影
：設定可能 ：設定不可

dフレーム
：設定可能 ：設定不可

eアウトカメラ／インカメラ
：アウトカメラ、インカメラで撮影可能
：アウトカメラでのみ撮影可能

･画像サイズの選択画面でmを押すと、撮影可能枚数が表
示されます。ここで表示される撮影可能枚数は目安です。

その他の撮影時の設定

撮影する静止画や動画のシャープネス、カメラ感度、
ちらつきを調整します。ちらつき調整をすると、蛍光
灯などの照明下で画面にちらつきや縞模様が現れる
フリッカー現象を抑えることができます。

1 静止画撮影画面または動画撮影画面で
me2

■シャープネスを調整する：4e1～3
ノーマル ：標準的な設定です。
シャープ ：シャープな感じになります。
ソフト ：ソフトな感じになります。

■カメラ感度を調整する：5e1～3
ノーマル：
標準的な設定です。

高感度：
シャッター速度が速くなり、手ぶれしにく
くなります。

低感度：
シャッター速度が遅くなり、手ぶれしやす
くなりますが、ノイズの少ない静止画や動
画が撮影できます。

画像サイズ マーク メール送信の可否
電話帳用
（96×72）

ｉモードメールに添付して
ｉモード端末やパソコンな
どに送信できます。また、
デコメールに貼り付けるの
に適したサイズです。

Sub-QCIF
（128×96）
QCIF
（176×144）
待受用※1

（240×320）
CIF
（352×288）

ｉモードメールに添付して
ｉモード端末やパソコンな
どに送信できます。
ファイル添付時に待受サイ
ズ（240×320）に変換す
るかどうかの確認画面が表
示されます。

横長VGA※1

（640×480）
縦長VGA※1

（480×640）
SXGA※1

（960×1280）
UXGA※1、2

（1200×1600）
3M※1、2

（1536×2048）

画像サイズ マーク メール送信の可否
Sub-QCIF
（128×96）

ｉモードメールに添付して
ｉモード端末やパソコンな
どに送信できます。QCIF

（176×144）
QVGA※1

（320×240）
ｉモードメールに添付で
きません。

a b c d

画像サイズ設定画面で
表示されるアイコン

e

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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■ちらつきを調整する：6e1～3
お使いの地域の電源周波数を選択してくださ
い。「自動」を選択すると電源周波数は自動的
に調整されます。
･カメラを終了しても、設定は保持されます。

お知らせ
･シャープネスとカメラ感度は、撮影モードが「オート」
または「マニュアルモード」の場合のみ設定できます。
･撮影する静止画や動画によっては、シャープネスを調整
しても状態があまり変化しない場合があります。
･撮影する静止画や動画によっては、カメラ感度を調整し
てもシャッター速度が変化しない場合があります。
･シャープネスを「シャープ」、またはカメラ感度を「高
感度」に設定すると、ノイズが多くなる場合があります。
･カメラ感度を「低感度」に設定すると、画像が暗くなる
場合があります。
･カメラ感度の調整は、アウトカメラのみ効果がありま
す。
･ちらつき調整の設定はテレビ電話、バーコードリーダー
のちらつき調整の設定にも反映されます。
･ちらつき調整を「自動」以外に設定していても、強い光
源のあるような所ではちらつきが消えない場合があり
ます。

撮影時の設定を初期値に戻す

初期値に戻るのは次の設定です。
･ 撮影モード ･ 明るさ
･ 色の濃さ ･ ホワイトバランス
･ シャープネス ･ カメラ感度
･ ちらつき調整

1 静止画撮影画面または動画撮影画面で
me27e「はい」を選択

ワンショットメール

通話中に撮影した静止画を送信する
音声電話中に撮影した静止画を、ｉモードメールに添
付して通話中の相手に送信します。
I 本機能を使用するには、静止画詳細設定で保存先を
「本体」に設定してください。

1 通話中にte静止画を撮影
･ 撮影のしかた→P173「カメラで静止画を撮影
する」
･ 連続撮影した場合は、撮影した静止画がサムネ
イル表示されます。kを押し、送信する静止
画にカーソルを合わせてください。
･ 静止画詳細設定で自動保存を「する」に設定し
ている場合、撮影した画像をメールに添付する
かどうかの確認画面が表示されます。「はい」
を選択すると、撮影した静止画を確認できま
す。

2 ae「はい」を選択
撮影した静止画がFOMA端末に保存され、メー
ル作成画面が表示されます。撮影した静止画の画
像サイズやファイルサイズによっては、待受サイ
ズへの変換やデータBOXへの保存の確認画面が
表示されます。→P231
･ 画像サイズとサイズ制限の設定によっては、撮
影した静止画のファイルサイズを調整するか
どうかの確認画面が表示されます。「制限なし」
を選択するとそのままのファイルサイズで保
存されます。「メール添付用（小）」を選択する
と9000バイトより小さいファイルサイズで
FOMA端末に保存されます。
･ メール添付の際は、保存先をminiSDメモリー
カードに設定していても、撮影した静止画は
FOMA端末に保存されます。
･ 撮影や保存した静止画のファイルサイズが
9000バイトより小さい場合は、本文へ貼り付
けるかどうかの確認画面が表示されます。「は
い」を選択するとメール本文へ貼り付けられま
す。
･ 通話中の相手のメールアドレスが電話帳に登
録されている場合、自動的に相手のメールアド
レスが宛先に入力されます。ただし、プライバ
シーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表
示」に設定している場合）は入力されません。
･ ｉモードメールを作成せずに撮影画面に戻ると
きはcを押します。そのまま撮影を中止する
ときは、撮影画面でcを押します。

3 ｉモードメールを編集ep［送信］
ｉモードメールを送信すると、撮影待機中の画面
に戻ります。cまたはfを押すと撮影を終
了し、通話中の画面に戻ります。

バーコードリーダー

バーコードリーダーを利用する
カメラを使ってJANコード、QRコード、NW7コー
ド、CODE39コードに含まれている文字や数字など
の情報を読み取ります。読み取った情報は電話帳や
ブックマークに登録したり、Phone To（AV Phone
To）、Mail To、Web Toに利用したりできます。
I 読み取った情報は最大5件保存できます。
I バーコードリーダーはアウトカメラのみ利用でき
ます。

I 読み取れるコードはJANコード、QRコード、NW7
コード、CODE39コードです。

I QRコードのバージョン（種類やサイズ）によっては
読み取れない場合があります。

I NW7コード、CODE39コードは横幅が長いため、
全体を画面に写そうとするとピントがぼけて認識
できない場合があります。コードの中心に向かって
ピントが合う程度までFOMA端末を近づけると、認
識しやすくなります。
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I 傷、汚れ、破損、印刷の品質、光の反射などにより
読み取れない場合があります。

I 文字入力画面からバーコードリーダーを起動して、
読み取った情報をそのまま入力できます。→P406

JANコードとは

幅の異なる縦の線（バー）で数字を表現しているバー
コードです。8桁（JAN8）または13桁（JAN13）
のバーコードを読み取れます。
上のJANコードでは、「4942857315721」とい
う文字情報を読み取れます。

QRコードとは

縦横方向の模様で英数字、漢字、ひらがな、カタカナ、
絵文字、メロディ、画像などのデータを表現している
2次元コードです。
上のQRコードでは、「株式会社NTTドコモ」という
文字情報を読み取れます。

NW7コードとは

幅の異なる縦の線（バー）で英数字を表現している
バーコードです。20桁までのデータと2桁の開始記
号、停止記号を含むバーコードを読み取れます。
上のNW7コードでは「A123456789012A」とい
う文字情報を読み取れます。

CODE39コードとは

幅の異なる縦の線（バー）で英数字と記号を表現して
いるバーコードです。20桁までのデータと2桁の開
始記号、停止記号を含むバーコードを読み取れます。
上のCODE39コードでは「＊123456ABC＊」とい
う文字情報を読み取れます。

コードを読み取る

1 me61
バーコードリーダーが起動して、自動的に接写撮
影に切り替わります。バーコード読み取り中を示
す が表示されます。
アウトカメラをコードから約6～11cm離して
読み取ってください。

･ コード読み取り待機中は次の操作ができます。
#：接写撮影 OFF（表示なし）と接写撮影

ON（ ）の切り替え
･ サイズの大きいコードを読み取るときは接写
撮影OFFに切り替えてください。

■通常の静止画撮影または動画撮影に切り替え
る：me3e1または2
･カメラや待受画面以外からバーコードリー
ダーを起動した場合は、切り替えられませ
ん。

■ちらつきを調整する：me2e1～3
お使いの地域の電源周波数を選択してくださ
い。「自動」を選択すると電源周波数は自動的
に調整されます。
･カメラを終了しても、設定は保持されます。

2 コードを読み取る
アウトカメラをコードに合わせると自動的に読
み取ります。コードの読み取りが完了すると確認
音が鳴り、読み取ったデータが表示されます。

･ 読み取ったデータが半角で11000文字、全角
で5500文字を超える場合、超過した文字は表
示されませんが保存はできます。

■コードを読み取り直す：p［読取］を押す
･m2を押しても、読み取り直しができます。

約6～11cm
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3 me4

･ すでにデータを5件保存しているときやデータ
の保存領域の空きが足りないときは、保存され
ているデータを削除するかどうかの確認画面
が表示されます。「はい」を選択して保存され
ているデータを削除してください。

■読み取ったデータの文字情報をコピーする：
ame1e開始位置を選択
･mを押すとすべての文字情報をまとめて
選択できます。

b終了位置を選択
選択した範囲の文字情報がコピーされます。

お知らせ
･ちらつき調整の設定はテレビ電話、カメラのちらつき調
整の設定にも反映されます。
･コードが読み取りにくい場合は、コードとアウトカメラ
の距離、角度、方向などを調節することにより、読み取
れることがあります。
･音量設定の電話着信音量とメール・メッセージ着信音量
を「Silent」に設定した場合やマナーモード中、公共
モード中は、コードを読み取ったときの確認音が鳴りま
せん。

分割されたQRコードを読み取る場合

複数（最大16個）のQRコードに分割されているデー
タは、画面に表示されるメッセージに従って次々に読
み取ってください。

I 分割されたQRコードの読み取りを中止するには、c
を押します。読み取ったデータを破棄するかどうかの
確認画面が表示されます。「はい」を選択すると、読み
取ったデータを破棄して、バーコードリーダーが終了
します。

保存した読み取りデータを利用する

〈例〉情報をFOMA端末またはFOMAカードの電話帳
に登録するとき

1 me61epe利用する読み取り
データを選択
■読み取りデータを削除する：削除する読み取
りデータにカーソルを合わせてme31
e「はい」を選択
･すべての読み取りデータを削除するときは、
m32を押して認証操作を行い、「は
い」を選択します。

2 電話帳に登録する情報にカーソルを合わ
せてme3e1（新規登録）または
2（更新登録）e1または2
選択した情報が入力されている電話帳登録画面
が表示されます。

■情報を電話帳に一括登録する：「電話帳登録」
を選択e1または2
名前、フリガナ、電話番号、メールアドレス、
誕生日、テキストメモ、郵便番号／住所、URL
が入力されている電話帳登録画面が表示され
ます。

■ｉモードメールを送信する：メールアドレス
または「メール作成」を選択
宛先が入力されているメール作成画面が表示
されます。
･「メール作成」を選択した場合は、宛先、題
名、本文が入力されています。

■サイトまたはインターネットホームページに
接続する：URLを選択e「はい」を選択

■URLをブックマークに登録する：
aURLにカーソルを合わせてme33
･「ブックマーク登録」を選択しても登録で
きます。

b登録先フォルダを選択
以降の操作→P202「ブックマークに登録
する」操作2
･「ブックマーク登録」を選択した場合は、
サイト名がタイトルとして入力されてい
ます。

■ｉアプリを起動する：「ｉアプリ起動」を選択

■音声電話、テレビ電話、プッシュトークをか
ける：電話番号を選択e発信条件を設定
eme「はい」を選択
条件を設定して電話をかける→P56

読み取ったデータが保存
されます。

読み取りが必要な残りのQR
コード数とQRコードの総数
が表示されます。

QRコードの総数分のマスが表示されます。読み取りが
完了したマスは青、まだ読み取っていないマスはグ
レー、最後に読み取られたマスは緑で表示されます。
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■静止画ファイルを保存する：
a静止画ファイルを選択e「保存」を選択
･「表示」を選択すると、静止画ファイルが
表示されます。

b各項目を選択して設定 epe 静止画の保
存先を選択
各設定項目→P342

■メロディデータを保存する：
aメロディデータを選択e「保存」を選択
･「再生」を選択すると、メロディデータが
再生されます。

b表示名を入力ep
メロディデータがメロディ内の「データ交
換」フォルダに保存されます。

お知らせ
お知らせ

･カメラ起動中やバーコードリーダーに対応しているｉア
プリから、バーコードリーダーの起動もできます。ｉア
プリから起動した場合、読み取ったデータはｉアプリで
保存、利用されます。
･読み取ったデータのファイル名は、読み取り日時＋ファ
イル項番＋拡張子になります。拡張子はJANコードの場
合「jan」、QRコードの場合「qr」、NW7コードの場合
「nw7」、CODE39コードの場合「c39」になります。
たとえば、2006年5月23日9時2分にJANコードを読
み取った場合は「20060523090200.jan」になりま
す。すでに同じ日時で保存したデータがある場合は、ファ
イル項番が+1されます。ファイル名は変更できません。
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ｉモードとは
ｉモードでは、ｉモード対応FOMA端末（以下、ｉモー
ド端末）のディスプレイを利用して、サイト（番組）接
続、インターネット接続、ｉモードメールなどのオンラ
インサービスを利用できます。

■ サイト（番組）接続
ｉモードメニューからメニューリストを選択し
て、天気、ニュースなどIP（情報サービス提供者）
が提供する各種オンラインサービスをご利用いた
だけます。さらにゲームや待受画像をダウンロー
ドして楽しめます。

■ インターネット接続
ｉモード端末にホームページのアドレス（URL）
を直接入力することで、ｉモード対応のさまざま
なホームページを閲覧できます。

■ ｉモードメール
ｉモード端末どうしだけでなくインターネットの
メールアドレスを持っている人となら誰とでも
e-mailのやりとりが全角で最大5000文字までで
きます。さらにデコメールや静止画像、動画を送
受信して楽しいメールのやりとりができます。

サービスのしくみ

I ｉモードはお申し込みが必要な有料サービスです。
お申し込みに関するお問い合わせは、取扱説明書裏
面をご覧ください。

お知らせ
･新規でFOMAサービスをご契約いただきますと、当日か
らすべてのサービスが利用できます。
･movaサービス（ｉモードをご契約）からFOMAサービ
スへ契約を変更された場合、movaサービスで利用して
いたマイメニューの内容は引き継がれます。ただし、サ
イトによってFOMAにマイメニューが引き継がれない
サイトもありますので、その場合は再登録が必要です。
また、マイメニュー引継対応サイトについては、ｉMenu
のお知らせ＆ヘルプで確認できます。
･ｉモードは送受信した情報量（パケット数）に応じて課
金されるサービスです。本取扱説明書においては、料金
に関する情報は記載しておりません。ご利用料金などに
ついては、『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。
･ｉモードのサービス内容は変更する場合があります。
詳細は『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

サイト（番組）接続

簡単なキー操作でサイトに接続して、IP（情報サービ
ス提供者）が提供する各種オンラインサービスを利用
できます。
たとえば銀行の残高照会や振込、チケット予約、
ニュース、辞書検索、着信メロディのダウンロードな
ど、さまざまなオンラインサービスがあります。

サイトを表示するには

ｉモードセンターに接続すると、最初にｉMenuが表
示されます。ここから、各サイト（番組）や週刊ｉガ
イドなどにアクセスします｡
I サイトの表示方法→P196

aマイメニュー
よく利用するサイトを登録しておくと、次回から簡
単にサイトに接続できます。→P200
ｉMenu内の有料サイトなどは自動的に登録され
ます。登録可能な件数は45件です。

b週刊ｉガイド
新着サイトやおすすめサイトなど最新のサイト情
報を毎週月曜日から金曜日までの毎日更新して掲
載します。

cメニューリスト
すべてのサイトをジャンル別、地域別に紹介するリ
ストです。ここから見たいサイトを選んで接続でき
ます。

FOMAサービスエリア

 パソコンなど 

インターネット

IP（情報サービス提供者）
サイト（番組）を提供します。

ｉモードセンター
IP（情報サービス提供
者）とｉモード端末を
つなぎます。またメー
ルやメッセージをお預
かりします。

 ｉモード端末 

ｉモードのサービスエリ
アは、FOMAサービスエ
リア（通話のできるエリ
ア）と同じです。

※ 画面はイメージです。設定に
よっては、表示が異なる場合
があります。
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dとくするメニュー
楽しいキャンペーン情報、プレゼントやお得な割引
クーポン情報などが掲載されています。毎週情報が
更新されます（提供：D2コミュニケーションズ）。

eｉエリア
今いる場所やその周辺に関する天気、地図、タウン
情報などを簡単にご利用になれます。

fかんたん検索
ゲーム、待受画面などのカテゴリからキーワード検
索などで簡単にサイトを検索できます。
ｉアプリサーチ
情報料が無料のｉアプリやゲームなど、目的別
に紹介しているメニューです。
便利サイトサーチ
メニューリストの中から、日常的に利用できる
便利なサイトを利用シーン別に合わせて紹介し
ているメニューです。

gマイボックス
サービスを提供するお店やサイトにあらかじめ登
録することにより簡単にアクセスできる会員向け
のサービスです。

hオプション設定
ｉモードメールの設定やｉモードパスワードの変
更などを行います。

iお知らせ＆ヘルプ
ドコモからのお知らせやｉモードの利用方法、ご利
用規則などを掲載しています。

■料金＆お申込
料金の確認やお支払い、ご契約内容の変更や各種
サービスのお申し込みができます。

ENGLISH
ｉMenuを英語表記に変更できます。

お知らせ
･サイトによっては、利用するために情報料が必要なもの
（ｉモード有料サイト）があります。
･ IP（情報サービス提供者）が提供するサービスには、ご
利用の際に別途お申し込みが必要なものがあります。
･ が点滅していても、ｉモードセンターとの通信が終了
しているときは、パケット通信料はかかりません。
･デュアルネットワークサービスご契約の場合、ｉMenu
画面などが一部異なります。

こんなこともできます

■ ｉチャネル
ニュースや天気などのグラフィカルな情報を、ド
コモまたはIP（情報サービス提供者）がｉモード
端末に配信するサービスです。
定期的に情報を受信し、最新の情報が待受画面に
テロップとして流れたり、cを押すことでチャ
ネル一覧に表示されます。さらにチャネル一覧で
お好きなチャネルを選択することにより、リッチ
な詳細情報を取得できます。
･ 対応機種･･･ｉチャネル対応機種でご利用いただ
けます。詳細は『ｉモード操作ガイド』をご覧く
ださい。

■ ｉモーション
ｉモードのサイトから映像や音をｉモード端末で
取得し、再生したり、待受画面として楽しんだり
できます｡
ｉモーションを取得する→P216
ｉモーションを再生する→P313
ｉモーションを自動再生設定する→P218

■ 着モーション／着うた®

ｉモードのサイトからｉモーションをｉモード端
末で取得し、着信音や着信画像に設定できます。メ
ロディだけではなく、お好きな歌手の歌声なども
着信音としてご利用いただけます。ただし、一部
の対応していないｉモーションは着モーションに
設定できません。
着モーションを設定する→P120、P316
･「着うた®」は株式会社ソニー・ミュージックエン
タテインメントの登録商標です。

■ ｉアプリ
ｉアプリをサイトからダウンロードすることによ
り、ｉモード端末がより便利になります。たとえ
ばｉモード端末にさまざまなゲームをダウンロー
ドして楽しんだり、株価情報のｉアプリをダウン
ロードして、株価を定期的に自動チェックしたり
できます。さらに、地図のｉアプリでは必要なデー
タだけをダウンロードするため、スムーズなスク
ロールができます｡
ｉアプリをダウンロードする→P267
ｉアプリを起動する→P268
ｉアプリを自動起動する→P278

■ ｉアプリ待受画面
ｉアプリ待受画面では、ｉアプリを待受画面とし
て利用でき、そのままメールを受信したり、電話
をかけたりもできます。ニュースや天気の最新情
報を待受画面に表示したり、お好みのキャラクタ
にメール受信やアラームを知らせてもらったり、
より便利な待受画面にすることもできます。
ｉアプリ待受画面を設定する→P133、P279

ｉモードセンター

ｉモーション

IP（情報サービス提供者）

 ｉモード端末 

ニュースなどの
映像や音楽など
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■ ｉアプリDX
ｉアプリDXは、ｉモード端末の情報（メールや発
着信履歴、電話帳データなど）と連動することに
より、お好みのキャラクタ画面でメールを作成し
たり、着信時にキャラクタのコメントで誰からの
着信かを知らせたり、メールと連動して株価など
の欲しい情報やゲームの進行がよりリアルタイム
に更新されるなど、ｉアプリをより便利に楽しく
利用できます。
ｉアプリDX→P266

■ 3Dサウンド
3Dサウンド対応ｉモード端末では、ステレオス
ピーカー（またはステレオイヤホンセット）によ
り立体的に広がりのある音や空間的に移動する音
を作り出すことができます。3Dサウンド対応のコ
ンテンツでは臨場感あふれるｉアプリのゲーム、
ｉモーションや着信音などをお楽しみいただけま
す。

■ キャラ電
テレビ電話利用時に、相手のテレビ電話対応端末
に、自分の映像を映す代わりにキャラクタを表示
させ、キャラクタが音に反応して口を動かしたり、
キー操作でキャラクタを動作させたりできます。
お好きなキャラクタをダウンロードしてそのまま
待受画像に設定したり、そのキャラ電を撮影した
静止画ファイル、動画ファイルを待受画像に設定
したり、メールに添付して送信することもできま
す。ただし、メールへの添付やFOMA端末外への
出力が禁止されている画像ファイル、動画ファイ
ルは送信できません。
キャラ電をダウンロードする→P207
キャラ電の確認→P321
キャラ電を設定する→P81、P86、P324
キャラクタの操作方法→P321
キャラ電の撮影→P323

■ 赤外線通信機能
赤外線通信機能が搭載された携帯電話、パソコン
などと、電話帳やメール、ブックマークなどを送
受信できます。※

また、ｉアプリで赤外線通信を利用することによ
り、赤外線通信機能が搭載された機器と連動して、
より広がった使いかたができます。たとえば携帯
電話をテレビのリモコンや会員証などとして利用
できます。
※：相手の機器によっては、赤外線通信機能が搭

載されていても通信できないデータがありま
す。

赤外線通信モードにする→P283、P344

■ SSL通信
SSLとは認証技術と暗号技術を使用して、プライ
バシーを守ってより安全にデータ通信を行う方式
のことです。SSLページではデータを暗号化して
送受信することにより、通信途中での盗聴やなり
すまし、書き換えを防止し、クレジットカード番
号や住所などお客様の個人情報をより安全にやり
とりできるようにしています。
SSL通信には、ｉモード端末からの特別な操作なし
に、端末内のCA証明書を利用し、SSLに対応した
サイト（SSLページ）を表示するものと、FirstPass
センターからダウンロードしたユーザ証明書を利
用し、SSLに対応したサイト（SSLページ）を表示
するものの2つがあります。なお、サイトによって
使用する証明書は異なります。→P214
ｉモード端末に保存されているCA証明書を利用
する→P214
FirstPassのユーザ証明書を利用する→P214

※：なりすましとは、第三者がサイトになりすま
して、不正にお客様の情報を入手したりする
ことです。

キー操作

テレビ電話

ダウンロード

キャラ電映像

テレビ電話対応端末 テレビ電話対応端末 

カメラ映像

IP（情報サービス提供者）

キャラ電
コンテンツ

解読

暗号化

解読 暗号化

書き換え

盗聴

なりす
まし

※

ｉモードセンター ｉモード端末 

IP（情報サービス提供者）
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■ FOMAカード動作制限機能
お客様情報（電話番号、電話帳（一部）など）を
格納しているFOMAカードを、ｉモード端末に挿
入することによって、サイトからダウンロードし
たり、メールで取得したメロディ、静止画、ｉモー
ションなどのファイルの動作を制限し、IP（情報
サービス提供者）から提供された情報を保護する
機能です。この機能によって、別のFOMAカード
に差し替えたり未挿入の状態でｉモード端末の電
源を入れた場合、取得したファイルの再生や表示
ができなくなります。→P39
※ カメラ機能によりお客様が撮影した静止画や動
画、外部メモリからｉモード端末内に保存した
ファイルは、本機能の対象外となります（コン
テンツ移行対応のデータを除く）。

※ 着信音や待受画面設定などをｉモード端末に設
定していた場合、本機能により設定がお買い上
げ時の状態になります。

■ ｉメロディ
サイトから最新の曲やお好みの曲をｉモード端末
にダウンロードし、着信音として利用できます。
→P206

■ ｉアニメ
サイトからお好みのアニメーション画像をｉモー
ド端末にダウンロードし、待受画像や着信画像に
表示できます。→P131、P136、P205

■ Flash®

Flashとは、絵や音を利用したアニメーション技術
です。多彩なアニメーションや表現力豊かなサイ
トを利用できます。また、Flash画像を利用した画
像をｉモード端末にダウンロードし、待受画面に
設定できます。
Flash画像によっては、お客様のｉモード端末の端
末情報データを参照できるものがあります。利用
する登録データには次のものがあります。
- 電池残量 - 受信レベル
- 時刻情報 - 音量設定の電話着信音量
- バイリンガル設定 - 機種情報

■ メッセージサービス
メッセージサービスは、欲しい情報（メッセージ）
が自動的にお客様のｉモード端末に届くサービス
です。メッセージサービスにはメッセージR（リク
エスト）とメッセージF（フリー）があります｡

メッセージサービスの受信方法→P211、P238

･メッセージF（フリー）の設定について、2004
年10月1日以降にFOMAの新規ご契約と同時に
ｉモードをお申し込みの場合は、メッセージF設
定の初期設定が「受信する」になっています。
お客様が受信を希望されない場合は、メッセージ
F設定をお客様自身で「受信しない」に設定を変
更していただく必要がありますので、ご了承くだ
さい。
※ 上記の場合以外のお客様がメッセージ F をご
利用になるには、あらかじめオプション設定
からの受信設定が必要です。初期設定では、
「受信しない」に設定されています。

･お客様のｉモード端末の電源が入っていない、圏
外などで受信できないときは、メッセージR/Fは
ｉモードセンターに保管されます。
･ｉモードセンターでのメッセージR/Fの保管件数、
保管期間は次のとおりです。最大保管期間を過ぎた
メッセージR/Fは削除されます。最大保管件数を超
えると、古いものから順に削除されます。

･ｉモードセンターに保管されたメッセージR/Fは、
ｉモード問合せにより受信できます。→P238

■ トクだねニュース便
メッセージR（リクエスト）機能を利用し、ニュー
スや天気などの情報をｉモード端末にドコモが配
信するサービスです。
トクだねニュース便はお申し込みが必要な有料
サービスです。お申し込み完了後、自動的にマイ
メニュー登録され、マイメニューからアクセスし
ても同じ情報を見られます。
メッセージRの画面の見かた→P212

■ ｉモードパスワード
有料サイトのお申し込みやマイメニューの登録／
解除、ｉモードメールの設定などを行うときには
ｉモードパスワードが必要です。ご契約時は「0000」
に設定されていますが、安全のためお客様独自の4
桁の数字に変更してください。→P200
ｉモードパスワードは他人に知られないように十分
にご注意ください。

インターネット接続

ホームページのアドレス（URL）を入力することによ
り、インターネットに接続し、ｉモード対応のホーム
ページを表示できます。
I 表示方法→P201

お知らせ
･ｉモード対応のホームページ（ｉモード対応のタグなど
で作成されたホームページ）以外は正しく表示されない
場合があります。
･パソコン上での表示とは異なる場合があります。
･ URLが512文字を超えるホームページは、表示できな
い場合があります。

メッセージR
（リクエスト）

メッセージサービスを提供する
サイトでお申し込みいただく
と、欲しい情報が自動的に届け
られるメッセージです。

メッセージF
（フリー）

パケット通信料が無料で届けら
れるメッセージです｡

メッセージ名 最大保管件数 最大保管期間
メッセージR 300件 72時間
メッセージF 300件 72時間
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お知らせ
･パソコンをお持ちの場合は、データリンクソフトとUSB
ケーブルを利用して、メール、ブックマークなどの内容
をパソコンに保管できます。また電話帳お預かりサービ
スをご契約の場合は、メールをお預かりセンターへ保存
できます。
･miniSDメモリーカード（別売）にメール、ブックマー
クなどの内容を保存できます。

サイトを表示する

MENU 21

サイトを表示する
ｉモードに接続して、さまざまなサイトを表示しま
す。

1 de1

･ 接続中画面でgを押すと、接続を中止します。
･ a、b などの番号付きの項目は、項目に対応
する番号のキーを押して選択します（ダイレク
トキー機能）。ただし、サイトによっては選択
できない場合があります。

2 「cメニューリスト」を選択

3 表示する項目を選択
サイトに接続されます。以降同様にして目的の
ページを表示します。

4 サイトを見終わったらfe「はい」を
選択
サイトの表示が終了します。

ｉモードのご使用にあたって

･ サイト（番組）やインターネット上のホームペー
ジの内容は、一般に著作権法で保護されていま
す。これらサイト（番組）やホームページから
ｉモード端末にダウンロードした文章や画像な
どのデータを、個人として楽しむ以外に、著作
権者の許可なく一部あるいは全部をそのまま、
または改変して販売、再配布することはできま
せん。
･ ｉモード端末に保存されている内容（メール、メッ
セージR/F、画面メモ､ｉアプリ､ｉモーションな
ど）やブックマークなどの登録内容は、ｉモード
端末の故障、修理やその他の取り扱いによって消
失する場合がありますので、重要なデータは控え
をとっておくことをおすすめします。万一、保存
されている内容や登録した内容が消失した場合、
当社としては責任を負いかねますので、あらかじ
めご了承ください。
･ ｉモード端末の修理などを行った場合、ｉモー
ド、ｉアプリ、ｉモーションでダウンロードし
た情報は、一部を除き著作権法により新しい携
帯電話への移行を行っておりません。また、別
のFOMAカードに差し替えたり、FOMAカード
を未挿入のまま電源を入れたりした場合、機種
によってサイトからダウンロードした静止画、
ｉモーション、メロディやメールで送受信した
添付ファイル（静止画、動画、メロディなど）、
画面メモおよびメッセージR/Fなどは表示、再
生できません。
･ FOMAカード動作制限機能が設定されているデー
タを待受画面や着信音などに設定している場合、
別のFOMAカードに差し替えたり、FOMAカード
を未挿入のまま電源を入れたりすると、設定内容
はお買い上げ時の状態になります。データをダウ
ンロードしたときに使用したFOMAカードを差し
込むと、設定は元の状態に戻ります。

ｉモード中は点滅

･ ページ読み込み中にp
を押すと、ページの読
み込みを中止します。

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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お知らせ
･サイト表示中にｉMenuに戻る場合は、mを押し「ｉMenu」
を選択します。
･サイトから、お客様の携帯電話／FOMAカード（UIM）
の製造番号が要求されたときは、送信するかどうかの確
認画面が表示されます。「はい」を選択すると、お客様
の携帯電話／FOMAカード（UIM）の製造番号が送信さ
れます。送信される携帯電話／FOMAカード（UIM）の
製造番号は、IP（情報サービス提供者）がお客様を識別
し、お客様にカスタマイズした情報を提供したり、IP
（情報サービス提供者）の提供するコンテンツが、お客
様の携帯電話で使用できるかどうかを判定したりする
ために使われます。
送信するお客様の携帯電話／FOMAカード（UIM）の製
造番号は、インターネットを経由してIP（情報サービス
提供者）に送信されるため、場合によっては第三者に知
得される可能性があります。なお、この操作によりご使
用の電話番号、お客様の住所や年齢、性別が、IP（情報
サービス提供者）などに通知されることはありません。
･サイトからユーザ名、パスワードの入力を要求されたと
きはユーザ名、パスワードの入力画面が表示されます。
サイトのユーザ名、パスワードを入力し、「OK」を選択
します。
･画像を含むサイトを表示したとき、画像の代わりに次の
マークが表示される場合があります。

： 表示・効果設定で画像を「表示しない」に設定
しているときや、受信中に圏外になるなどで画
像を受信できなかったとき

： 画像のデータが不正なときや画像が見つからな
いとき

： 画像のURLの誤りなどで画像を表示できないと
き

･ｉモードは通信を使ったサービスのため、 が表示さ
れているときはご利用になれません。
･フルブラウザでパソコン向けのホームページを表示で
きます。→P300

SSLページに接続する

通常のサイトの表示と同様の操作で、SSLに対応した
サイト（SSLページ）を表示できます。
I 日付・時刻が設定されていない場合、SSLページに
よっては接続できないことがあります。

I FirstPass対応ページに接続するには、ユーザ証明書
をFirstPassセンターからダウンロードし、FOMA
カードに保存する必要があります。

SSLページに接続する

SSLページに接続する場合はSSL通信を開始する旨
のメッセージが表示されます。
I SSLページが表示されるとディスプレイ上部に
が表示されます。

■SSLページ表示中に証明書を表示する：me9
2
証明書の内容→P214

SSLページから通常ページに進む

SSLページから通常ページに進む場合は、確認画面が
表示されます。
I「はい」を選択すると通常ページが表示され、ディ
スプレイ上部の が消えます。

FirstPass対応ページに接続する

FirstPass対応ページに接続する場合は、次の画面が
表示されます。

1 「はい」を選択ePIN2コードを入力
ユーザ証明書が送信され、FirstPass対応ページ
が表示されます。
･ 60秒以内に正しいPIN2コードを入力しない
とSSL通信は切断されます。

お知らせ
･ SSL通信を行うには、接続サイトとFOMA端末に同じ
認証機関が発行した「証明書」という電子情報が必要で
す。→P214
･ FirstPass対応ページに接続した際のパケット通信料は、
パケ・ホーダイの対象となります。ただし、パソコンと接
続してデータ通信を行う場合は、パケ・ホーダイの対象外
となります。
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最後に表示したページに再接続する
<ラストURL> MENU 233/2933

最後に表示したサイトやホームページのURLはFOMA
端末に記録されています。ラストURLを利用すると、
最後に表示したページに簡単に再接続できます。

〈例〉ｉモードのラストURLに接続するとき

1 de33eg［接続］
･ ラストURLが記録されていないときは、ラス
トURLがない旨のメッセージが表示されま
す。

■フルブラウザのラストURLに接続する：de
933eg

お知らせ
･最後に表示したページによっては、表示できない場合
や、異なるページを表示する場合があります。

サイトの見かたと操作
サイト表示中の基本的な操作方法について説明しま
す。

Flash画像の表示について

FOMA端末ではFlash画像を表示できます。Flash画
像により、サイトの表現力がより豊かになります。
I 表示・効果設定の画像を「表示しない」に設定した
場合は、Flash画像は表示されません。

I Flash画像が表示されているときは、表示動作が通
常のサイト表示と異なる場合があります。

I Flash画像によってはガイド行に が表示されてい
ない場合でも、Flash画像の操作ができる場合があり
ます。

I Flash画像によっては、画面メモや画像保存をして
も画像の一部が保存されないなど、サイトでの見え
かたが異なる場合があります。

I Flash画像が表示されていても、正しく動作しない
場合があります。また、正しく動作しないFlash画
像は保存できない場合があります。

I 再生中にエラーが発生したFlash画像は保存できま
せん。

I Flash画像によっては効果音が鳴る場合があります。
音量は音量設定の電話着信音量に従います。効果音
を鳴らさない場合はm93を押し、効果音設定
を「OFF」に設定してください。

I バイブレータ設定を「OFF」以外に設定していると
きに、Flash画像の効果音が鳴っても振動しません。

I Flash画像によっては、バイブレータ設定を「OFF」
に設定しても、再生中にFOMA端末を振動させる場
合がありますのでご注意ください。

I 再生中に30秒以上操作しなかった場合は、一時停
止します。再生するには0～9、*、#、
n、t、a、p、j、サイドキー［▲▼］、P
のいずれかのキーを押してください。

I Flash画像を最初から再生する場合は、m97
を押してください。

I Flash画像によっては、端末情報データを利用する
ものがあります。端末情報データを利用するために
は、表示・効果設定の端末情報データ利用設定を
「利用する」に設定してください。お買い上げ時は、
「利用する」に設定されています。なお、利用する
登録データには次のものがあります。
- 電池残量 - 受信レベル
- 時刻情報 - 音量設定の電話着信音量
- バイリンガル設定 - 機種情報

I 待受画面や着信画面に設定されたFlash画像の効果
音は鳴りません。

リンク先や項目を選択する

ｉモード接続中、サイトによっては次のような操作が
できます。

リンク先
表示中のページから関連す
るページに進むための項目
です。カーソルを合わせると
反転表示されます。
文字入力欄
入力欄を選択すると文字を
入力できます。
ラジオボタン操作
選択肢の中から1つだけ選
択する場合のマークです。

：選択されていない状態
：選択されている状態

チェックボックス
選択肢の中から複数項目を
選択できる場合のマークで
す。

：選択されていない状態
：選択されている状態

プルダウンメニュー
選択すると、隠れている選択
肢が表示されるメニューで
す。
ボタン
ページの設定内容を確定し
てサイトに送信したり、取り
消したりできます。ボタンの
名称はサイトによって異な
ります。
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■ リンク先を表示する
aje項目を選択

■ 文字を入力する
aje入力欄を選択e文字を入力
･入力できる文字種と文字数は、入力欄により
異なります。
･電話帳データやプロフィール情報の登録内容、
バーコードリーダーで読み取ったデータの文字
列情報を引用して入力できます。→P406

■ ラジオボタンを選択する
ajeラジオボタンを選択

■ チェックボックスを選択する
ajeチェックボックスを選択

■ プルダウンメニューを選択する
ajeプルダウンメニューを選択ejeメニュー
項目を選択
･サイトによっては、1つのプルダウンメニュー
選択画面でjを押して項目を選択する操作を
繰り返して複数の項目が選択できます。選択
後にpを押すと、選択項目がすべて反映され
た画面に戻ります。

■ ボタンを選択する
ajeボタンにカーソルを合わせて（実線枠で囲
まれます）g

お知らせ
･ラジオボタン、チェックボックス、プルダウンメニュー、
文字入力欄のそれぞれに入力した内容は、登録したブッ
クマークや画面メモなどには反映されません。

前のページに戻る／進む

FOMA端末は、ページの履歴を最大20件記録してい
ます。ページの履歴を一時的に記録する端末内の場所
のことを「キャッシュ」といい、hを押すことで、通
信を行わずにキャッシュに記録されたページを表示
できます。
ただし、端末のキャッシュサイズをオーバーしていた
り、サイトによって必ず最新情報を読み込むように設
定されたページを表示したりするときは、hを押す
と通信を行います。

I FirstPassセンター接続中（→P214）は本機能を
利用できません。

お知らせ
･ページA→B→Cの
順に表示（a、b）
した後でページAに
戻り（c、d）、ペー
ジDに進む（e）と、
ページA→B→Cの
表示履歴は消去さ
れます。ページDか
らページAには戻れますが、さらにページBには戻れま
せん。
･サイトの表示履歴が満杯になると、キャッシュに保存さ
れている履歴が消去される場合があり、これによって
lを押しても前ページに戻れないことがあります。
･入力した文字や設定などの情報はキャッシュに記録さ
れません。
･ｉモードを終了すると、キャッシュに記録された履歴は
すべて消去されます。
･ Flash画像が表示されている場合は、ページの操作方法
が異なる場合があります。

2つ前のページ

1つ前のページ

r

l

次のページに進めることを示します。

現在のページ

r l

前のページに戻れることを示します。

A

D

B C

a

d

b

c
e
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画面をスクロールする

サイトやホームページ、受信メールやメッセージR/F
などの内容を表示中に、画面を上下にスクロールしま
す。

情報を再読み込みする

ページの情報が正常に受信できなかった場合に、再読
み込みを行ってページの情報を受信し直します。

1 サイト表示中にme5
ページの情報が受信され、ページが再表示されま
す。

URLを表示する

表示中のサイトのURLを表示します。

1 サイト表示中にme91

お知らせ
･ URL履歴一覧、ブックマーク一覧、ツータッチサイト一
覧、画面メモ一覧から操作する場合は、mを押し「URL
表示」を選択します。

マイメニュー

マイメニューを使う
よく利用するサイトをマイメニューに登録すること
によって、次回からそのサイトに簡単にアクセスでき
ます。
I マイメニューには最大45件登録できます。登録に
はｉモードパスワードが必要です。

I 有料サイトに申し込むと自動的にマイメニューに
登録されます。

I マイメニューに登録できるのはｉモードのサイトだ
けです。ただし、マイメニューに登録できないサイ
トもあります。登録できないサイトやホームページ
を登録する場合はブックマークに登録してくださ
い。

マイメニューに登録する

1 マイメニューに登録するサイトを表示e
「マイメニュー登録」を選択
･ 各サイトによりページ構成が異なります。項目
に対応する番号のキーを押すか、該当する項目
を選択してください。

2 ｉモードパスワードの入力欄を選択e
ｉモードパスワードを入力e「決定」を
選択
入力したパスワードは「＊」で表示されます。
･ ご契約時のｉモードパスワードは「0000」に
設定されています。

マイメニューからサイトを表示する

1 de1e「aマイメニュー」を選択e
表示するサイトを選択

ｉモードパスワード変更

ｉモードパスワードを変更する
マイメニューの登録または削除、メッセージサービスや
ｉモード有料サイトの申し込みまたは解約、メール設定
を行うときはｉモードパスワードが必要です。ｉモー
ドパスワードはｉモードご契約時には「0000」に設定
されていますが、安全のためお客様独自の4桁のｉモー
ドパスワードに変更してください。なお、ｉモードパス
ワードは他人に知られないように十分にご注意くださ
い。
I ｉモードパスワード変更画面で入力したパスワード
は「＊」で表示されます。

I ｉモードパスワードをお忘れの場合は、ご契約者本
人であることを確認できるもの（運転免許証など）
をドコモショップ窓口で確認させていただいた上
で、ｉモードパスワードを「0000」にリセットさ
せていただきます。

1 de1e「hオプション設定」を選択
e「ｉモードパスワード変更」を選択

2 現在のパスワードの入力欄を選択e現在
のｉモードパスワードを入力

3 新パスワードの入力欄を選択e新しい
ｉモードパスワードを入力

I jを押してスクロールしま
す。押し続けると連続スク
ロールできます。

I taを押すと画面単位でス
クロールします。押し続ける
と画面単位で連続スクロー
ルできます。

すべての行が表示されていないとき、またはリンク項目
に移動できるときはガイド行に▲や▼が表示されます。

マ
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4 新パスワード確認の入力欄を選択e操作3
で入力したｉモードパスワードを入力

5 「決定」を選択
ｉモードパスワードが変更されます。
･ 入力した内容に誤りや抜けがあったときは、エ
ラー画面が表示されます。「再入力」を選択し
てｉモードパスワードの設定画面に戻り、操作
2から操作し直します。

インターネット接続 MENU 231

ホームページを表示する
インターネットに接続して、ｉモード対応のホーム
ページにアクセスします。接続する際は、ホームペー
ジのアドレス（URL）で指定します。

1 de31
･ 2回目からは前回接続したURLが表示されま
す。

2 URLを入力ep［接続］
･ 半角で最大256文字入力できます。
･ 半角英字入力モード時に1を繰り返し押すと
「 / 」「 ． 」「 - 」などを、*を繰り返し押す
と「http://www.」「.co.jp」「.ne.jp」「.com」
「.html」などを入力できます。

お知らせ
･サイトやホームページ表示中に操作する場合は、mを押
し「Internet」→「URL入力」を選択します。
･ホームページ表示中の操作方法は、ｉモードのサイトと
同じです。
･受信データが1ページの最大サイズを超えたときは、メッ
セージが表示されます。gを押すとメッセージが消え、
受信できた分のデータが表示されます。
･ホームページ表示中にm33を押し、「はい」を選
択すると、フルブラウザで表示できます。
ホームページによっては、フルブラウザに切り替えても
正常に表示できない場合があります。

URL履歴を使って表示する
＜URL履歴＞ MENU 232/2932

接続したホームページのURLは、FOMA端末に記録
されています。この履歴からホームページに接続でき
ます。
I URL履歴はｉモードとフルブラウザそれぞれ最大
20件記録されます。20件を超えると、古いものか
ら順に消去されます。

〈例〉ｉモードのURL履歴に接続するとき

1 de32

■フルブラウザのURL履歴に接続する：de
932

2 表示するホームページのURLを選択
･ URLが途中までしか表示されていないときは、
URLにカーソルを合わせてpを押すと、すべ
て表示できます。

■URL履歴を削除する：削除するURLにカーソ
ルを合わせてme41e「はい」を選択
･すべてのURLを削除するときはURL履歴一
覧でm42を押し、認証操作を行い、
「はい」を選択します。

お知らせ
･サイトやホームページ表示中に操作する場合は、mを押
し「Internet」→「URL履歴」を選択します。

文字を正しく表示する＜文字コード＞

FOMA端末でサイトやホームページを表示する際に、
文字を正しく表示させるためには、文字コードが一致
している必要があります。サイトやホームページの文
字が正しく表示されないときは、文字コードを変更す
ると正しく表示できる場合があります。文字コードと
は、文字をコンピュータで利用できるようにするため
に作られた文字の番号体系のことです。

1 サイトやホームページ表示中にme9
61
･ m961を押すたびに文字コードが、自
動選択→SJIS→EUC→JIS→UTF8の順に切
り替わります。操作を5回繰り返すと元の表示
に戻ります。
･ サイトやホームページを表示した時点では「自
動選択」に設定されています。

ブックマーク

ホームページやサイトを登録してす
ばやく表示する

よく見るサイトやホームページを、ブックマークに登
録しておくと、ブックマークを選択するだけですばや
く表示できます。
I 最大登録件数→P465
I ブックマークに登録できるURLの文字数は、いずれ
も半角で、ｉモードの場合は最大256文字、フル
ブラウザの場合は最大512文字です。ただし、ホー
ムページやサイトによっては、ブックマークに登録
できない場合があります。

ブックマークに登録する

1 ブックマークに登録するサイトやホーム
ページを表示eme21e登録先
フォルダを選択

イ
ン
タ
l
ネ
ッ
ト
接
続

次ページへ



ｉ
モ
l
ド
／
ｉ
モ
l
シ
ョ
ン

202

2 タイトル名を入力ep［登録］
･ 全角で最大12文字、半角で最大24文字入力
できます。
･ タイトルを入力しないで登録すると、ブック
マーク一覧にはURLが表示されます。

お知らせ
･画面メモ一覧、画面メモ表示画面、URL履歴一覧から操
作する場合は、mを押し「Bookmark登録」を選択し
ます。
･最大登録件数を超えるときは、上書きするかどうかの確
認画面が表示されます。登録する場合は上書きするブッ
クマークを選択してください。

ブックマークからサイトやホームページ
を表示する MENU 22/292

〈例〉ｉモードのブックマークから表示するとき

1 de2eフォルダを選択
･ マークの意味は次のとおりです。

：ブックマークなし
：ブックマークあり

■フルブラウザのブックマークから表示する：
de92eフォルダを選択

2 表示するブックマークを選択
マークの意味→P203「少ないキー操作でサイ
トやホームページに接続する」操作3

■URLを確認する：URLを確認するブックマー
クにカーソルを合わせてp

お知らせ
･サイトやホームページ表示中に操作する場合は、mを押
し「Bookmark」→「表示」を選択します。

フォルダを作成／削除する

フォルダを作成してブックマークを整理します。ま
た、フォルダの並び順の変更や、不要なフォルダの削
除もできます。

フォルダを作成する

I フォルダはｉモードとフルブラウザそれぞれ最大20
個作成できます。

〈例〉ｉモードのフォルダを作成するとき

1 de2

■フルブラウザのフォルダを作成する：de
92

2 me1

■フォルダ名を変更する：変更するフォルダに
カーソルを合わせてme3

■フォルダの並び順を変更する：順番を変更す
るフォルダにカーソルを合わせてme7ま
たは8

3 フォルダ名を入力ep［登録］
･ 全角で最大8文字、半角で最大16文字入力で
きます。

フォルダを削除する

I フォルダが1個のときは削除できません。

〈例〉ｉモードのフォルダを削除するとき

1 de2

■フルブラウザのフォルダを削除する：de
92

2 削除するフォルダにカーソルを合わせて
me2e認証操作

3 「はい」を選択

ブックマークのタイトルを変更する

I 登録されているブックマークのURLを変更する操作
ではありません。

〈例〉ｉモードのブックマークのタイトルを変更すると
き

1 de2eフォルダを選択
■フルブラウザのブックマークのタイトルを変
更する：de92eフォルダを選択

2 タイトルを変更するブックマークにカー
ソルを合わせてt
以降の操作→P202「ブックマークに登録する」
操作2

少ないキー操作でサイトやホームページ
に接続する＜ツータッチサイト登録＞

ブックマークをツータッチサイト登録すると、待受画
面からすばやくサイトやホームページを表示できま
す。
I ｉモードとフルブラウザを合わせて1つのダイヤル
キーにつき1件、合計10件登録できます。

〈例〉ｉモードのブックマークを登録するとき

1 de2eフォルダを選択
■フルブラウザのブックマークを登録する：d

e92eフォルダを選択

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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2 登録するブックマークにカーソルを合わ
せてa

■ツータッチサイトを解除する：解除するブッ
クマークにカーソルを合わせてme2

3 登録先を選択
アイコンの番号（ ～ ）は、ツータッチサイ
ト表示に使用するダイヤルキー（0～9）に
対応しています。
･ ブックマーク一覧で、登録されたブックマーク
のマークが から ～ に変わります。
･ 登録済みの登録先を選択すると上書きするかど
うかの確認画面が表示されます。「はい」を選択
すると上書きされます。

ツータッチでサイトやホームページを表示
する＜ツータッチサイト表示＞

1 0～9ed
ダイヤルキーに対応するサイトやホームページ
が表示されます。

ツータッチサイト一覧から操作する

〈例〉ツータッチサイト一覧からツータッチ登録する
とき

1 de81

2 未登録にカーソルを合わせてme1

■サイトを表示する：表示するブックマークを
選択

■URLを確認する：URLを確認するブックマー
クにカーソルを合わせてp

■ツータッチ登録を解除する：解除するブック
マークにカーソルを合わせてme2e「は
い」を選択

3 1または2eフォルダを選択e登録
するブックマークを選択
フルブラウザのブックマークを登録すると、ツー
タッチサイト一覧で が表示されます。

お知らせ
･フルブラウザのブックマークをツータッチサイト表示
または、ツータッチサイト一覧から接続すると、フルブ
ラウザを利用して表示されます。

ブックマークを削除する

ブックマークを1件ずつ削除したり、フォルダ内の
ブックマークをまとめて削除したり、すべてのブック
マークをまとめて削除したりできます。

〈例〉ｉモードのブックマークを1件削除するとき

1 de2

■フルブラウザのブックマークを1件削除する：
de92

2 フォルダを選択
■ブックマークを全件削除する：me4e認
証操作e操作4に進む

3 削除するブックマークにカーソルを合わ
せてme31

■ブックマークを複数削除する：me32
eブックマークを選択ep

■フォルダ内のブックマークを全件削除する：
me33e認証操作

4 「はい」を選択

お知らせ
･ツータッチサイト登録されているブックマークを削除
すると、ツータッチサイト登録も解除されます。

ブックマークを移動／コピーする

保存されているブックマークを別のフォルダに移動
したり、miniSDメモリーカードにコピーしたりでき
ます。

〈例〉ｉモードのブックマークを他のフォルダに1件移
動するとき

1 de2eフォルダを選択
■フルブラウザのブックマークを他のフォルダ
に1件移動する：de92eフォルダを
選択

2 移動するブックマークにカーソルを合わ
せてme61

■複数移動する：me62eブックマーク
を選択ep

■miniSDメモリーカードへ1件コピーする：
コピーするブックマークにカーソルを合わせ
てme631e「はい」を選択

■miniSDメモリーカードへバックアップ（全件）
する：me632e認証操作e「はい」
を選択
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3 移動先のフォルダを選択

お知らせ
･赤外線通信を利用してブックマークを赤外線通信機能
が搭載されている携帯電話やパソコンなどに送信でき
ます。

ブックマークを並べ替える＜ソート＞

ブックマーク一覧の並び順を一時的に並べ替えます。
表示を終了すると、並び順は「アクセス日付順」に戻
ります。
I 並べ替えはすべてのフォルダが対象です。

〈例〉ｉモードのブックマークを並べ替えるとき

1 de2eフォルダを選択
■フルブラウザのブックマークを並べ替える：

de92eフォルダを選択

2 me7e1～4

お知らせ
･タイトルに、全角や半角、英字、漢字、URL表示のもの
が混在していると、「タイトル名順」の並び順の結果が
50音順にならない場合があります。

画面メモ

サイトの内容を保存する
表示中のサイトの内容を画面メモとして保存します。
I 最大保存件数→P465

画面メモを保存する

I 保存できる画面メモのファイルサイズは、画面内の
画像などを含め1件あたり最大100Kバイトです。

1 画面メモとして保存するサイトを表示e
me41

2 タイトル名を入力ep［登録］
･ 全角で最大12文字、半角で最大24文字入力
できます。
･ タイトルを入力しないで登録すると、画面メモ
一覧には「無題」と表示されます。

お知らせ
･保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超え
るときは、上書きするかどうかの確認画面が表示されま
す。保存する場合は、上書きする画面メモを選択してく
ださい。保護されている画面メモは上書きできません。

画面メモを表示する MENU 24

1 de4e表示する画面メモを選択
･ マークの意味は次のとおりです。

：通常の画面メモ
：保護されている画面メモ

･ 画面メモ表示中の操作方法は、一部を除きサイ
ト表示中と同じです。→P198

お知らせ
･サイト表示中に操作する場合は、mを押し「画面メモ」→
「表示」を選択します。このとき、文字コードを変更し
ていた場合、サイト表示に戻ると、文字コードは「自動
選択」に戻ります。
･画面メモ表示中にもう一度Flash画像を動作させるとき
は、mを押し「表示」→「リトライ」を選択します。

画面メモのタイトルを変更する

1 de4eタイトルを変更する画面メモ
にカーソルを合わせてt
以降の操作→P204「画面メモを保存する」操作
2

お知らせ
･画面メモ表示画面から操作する場合は、mを押し「タイ
トル変更」を選択します。

画面メモを保護する

画面メモを保護すると、誤って削除したり、保存領域
が足りずに上書きされたりすることを防げます。
I 最大保護件数→P465

〈例〉画面メモを1件保護するとき

1 de4

2 保護する画面メモにカーソルを合わせて
me11
･ 画面メモ一覧で、保護された画面メモのマーク
が から に変わります。

■複数保護する：me12e画面メモを選
択ep

■保護を1件解除する：保護を解除する画面メ
モにカーソルを合わせてme13

■保護を複数解除する：me14e画面メ
モを選択ep

■保護を全件解除する：me15

お知らせ
･画面メモ表示画面から操作する場合は、mを押し「保護」
または「保護解除」を選択します。

画
面
メ
モ
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画面メモを削除する

画面メモを1件ずつ削除したり、すべての画面メモを
まとめて削除したりできます。
I 保護されている画面メモは削除できません。保護を
解除してから削除してください。

〈例〉画面メモを1件削除するとき

1 de4

2 削除する画面メモにカーソルを合わせて
me21

■複数削除する：me22e画面メモを選
択ep

■全件削除する：me23e認証操作

3 「はい」を選択

お知らせ
･画面メモ表示画面から操作する場合は、mを押し「削除」
を選択します。

サイトから画像やメロディなどをダウンロードする

画像保存

サイトから画像をダウンロードする
サイトなどから、画像やフレームなどをFOMA端末に
保存します。保存した画像はマイピクチャから表示し
たり、待受画面などに設定したりできます。
I 保存できる画像のファイルサイズは1件あたり最大
100Kバイトです。

I GIF形式、JPEG形式、Flash形式の画像を保存でき
ます。

I 最大保存件数→P465

〈例〉サイトからダウンロードするとき

1 画像のあるサイトを表示eme61
e保存する画像を選択

■サイトの背景画像を保存する：背景画像のあ
るサイトを表示eme62

2 下記の各項目を選択して設定
･ メール添付やFOMA端末外への出力が禁止され
ている画像（ファイル制限に「あり」と表示）
は、表示名以外は変更できません。

表示名：
全角・半角を問わず最大36文字入力できます。

ファイル名：
半角英数字と「 . 」「 - 」「 _ 」で最大36文字
入力できます。ファイル名の先頭に「 . 」は使
用できません。

コメント：
全角・半角を問わず最大100文字入力できま
す。

フレーム候補：
画像をフレーム画像として貼り付け可能にす
るかどうかを設定します。
･ 横縦（または縦横）のサイズが352×288
より大きい画像はフレーム候補にできませ
ん。

スタンプ候補：
画像をスタンプ画像として貼り付け可能にす
るかどうかを設定します。
･ 横縦（または縦横）のサイズが240×320
より大きい画像はスタンプ候補にできませ
ん。

ファイル制限：
メール添付やデータ転送によって他の携帯電
話に画像を送信したとき、受信した相手の携帯
電話からさらに他の携帯電話に画像を送信す
ることを制限するかどうかを設定します。
･ サイトからダウンロードした画像ファイル
は、ファイル制限を変更できません。

3 pe保存先を選択
･ mを押すと画像の利用先一覧が表示され、待受
画面などに設定できます。→P307

お知らせ
･画像によっては正しく表示できない場合があります。
･画像入りのサイトを表示する際、画像の横幅がディスプ
レイより大きいときは縮小して表示されます。
･画像ファイルによっては選択できない項目があります。
･横縦（または縦横）のサイズが、GIF形式で640×480、
JPEG形式で1728×2304より大きい画像は保存で
きません。また、JPEGの種類によっては保存できない
場合もあります。
･保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超え
るときは、削除するかどうかの確認画面が表示されま
す。保存する場合は、画面の指示に従って保存されてい
る画像を削除してください。削除する前に、画像一覧で
pを押すと画像を表示し、mを押すと画像の詳細情報
を表示できます。

保存する画像の枠

タイトル名、ファイルサ
イズ
･s以外のキーを押す
と消えます。

画
像
保
存
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ｉメロディ

サイトからメロディをダウンロード
する

サイトからメロディをダウンロードし、FOMA端末に
保存します。保存したメロディを再生したり、着信音
に設定したりできます。
I 保存できるメロディのサイズは1件あたり最大100K
バイトです。

I SMF形式、MFi形式のメロディを保存できます。
I 最大保存件数→P465

1 メロディのあるサイトを表示eダウン
ロードするメロディを選択
･ ダウンロード中にpを押すと、ダウンロード
を中止します。

2 「保存」を選択
■再生する：「再生」を選択

■保存を中止する：「戻る」を選択e「いいえ」
を選択

3 表示名を入力ep［保存］
ダウンロードしたメロディは、メロディ内の「ｉモー
ド」フォルダに保存されます。
･ 表示名は全角で最大25文字、半角で最大50文
字入力できます。

お知らせ
･メロディによっては正しく再生できない場合がありま
す。
･保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超え
るときは、メロディを削除するかどうかの確認画面が表
示されます。保存する場合は、画面の指示に従って保存
されているメロディを削除してください。削除する前
に、メロディ一覧でpを押すとメロディを再生し、m
を押すとメロディの詳細情報を表示できます。

サイトからPDFデータをダウンロー
ドする

サイトからPDFデータをダウンロードし、表示した
り、保存したりします。
I 保存できるPDFデータのサイズは1件あたり最大
2Mバイトです。

I 最大保存件数→P465

1 PDFデータのあるサイトを表示eダウン
ロードするPDFデータを選択
PDFデータがダウンロードされ、表示されます。
PDFデータ表示中の操作方法→P353「PDF
データを表示する」操作3
･ ダウンロード中にgを押すと、ダウンロード
を中止します。
･ 部分的にダウンロードしたPDFデータの残り
をダウンロードする場合は、m8を押しま
す。

■PDFデータにパスワードが設定されていると
き：
パスワードの入力画面が表示されます。
aパスワードを入力
･入力したパスワードは「＊」で表示されま
す。

bpを押す

2 me2

3 表示名を入力ep［ 保存］
ダウンロードしたPDFデータは、マイドキュメ
ント内の「ｉモード」フォルダに保存されます。
･ 表示名は全角・半角を問わず最大36文字入力
できます。
･ ガイド行の左下に が表示された場合に
は、tを押して保存先を切り替えられます。ガ
イド行の右上に「 保存」が表示されていると
きにpを押すと、マイドキュメント内の「ｉモー
ド」フォルダに保存され、「 保存」が表示さ
れているときにpを押すと、miniSDメモリー
カード内のマイドキュメントに保存されます。
･ すべてのページをダウンロードしていなくて
も、ダウンロードしたところまで保存されま
す。

お知らせ
･ 500Kバイトより大きいPDFデータをダウンロードし
ようとすると、ダウンロードするかどうかの確認画面が
表示されます。ダウンロードする場合は「はい」を選択
します。
･ 2Mバイトより大きいPDFデータをダウンロードしよう
とすると、最大サイズを超えたのでダウンロードできな
い旨のメッセージが表示され、ダウンロードできません。
･ｉモードしおりやマークの合計のサイズが100Kバイト
より大きいPDFデータをダウンロードしようとすると、
最大サイズを超えたのでダウンロードできない旨のメッ
セージが表示され、ダウンロードできません。
･サイズの不明な PDF データや本端末に対応していない
PDFデータをダウンロードしようとすると、対応してい
ないデータのためダウンロードできない旨のメッセー
ジが表示され、ダウンロードできません。

ｉ
メ
ロ
デ
ィ

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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･同じPDFデータをもう一度ダウンロードした場合、ｉモー
ドしおりやマークの内容が異なるときは、異なるｉモード
しおりやマークが追加で保存されます。ただし、ｉモード
しおりやマークの合計がそれぞれ10件を超えると、最大
登録件数を超えている旨のメッセージが表示されます。画
面の指示に従って登録可能件数になるまでｉモードしお
りやマークを削除してください。
･同じPDFデータをもう一度ダウンロードして保存する場
合、PDFデータによっては、PDFデータを上書きするか
どうかの確認画面が表示されます。上書きする場合は「は
い」を選択します。
･保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超え
るときは、FOMA端末またはminiSDメモリーカードに
保存されているPDFデータを削除するかどうかの確認
画面が表示されます。保存する場合は、画面の指示に
従って保存されているPDFデータを削除してください。
miniSDメモリーカード内のPDFデータを削除するとき
は通信が切断されます。削除する前に、PDFデータ一覧
でmを押すとPDFデータの詳細情報を表示できます。
･ダウンロードを中止したり、通信が切断されたりして、
途中までしか保存していないPDFデータは、保存先の一
覧画面に で表示されます。 を選択すると、残りの
PDFデータをダウンロードするかどうかの確認画面が
表示されます。「はい」を選択するとダウンロードが開始
されます。ただし、PDFデータによっては再ダウンロー
ドや表示ができない場合があります。

サイトから辞書をダウンロードする
サイトから辞書をダウンロードしてFOMA端末に保
存します。保存した辞書はFOMA端末で文字を入力す
るときに利用できます。
I 保存できる辞書のサイズは1件あたり32Kバイトで
す。

I 最大10件保存できます。
I ダウンロードした辞書を使用するには設定が必要
です。→P409

1 辞書のあるサイトを表示eダウンロード
する辞書を選択
･ ダウンロード中にpを押すと、ダウンロード
を中止します。

2 「保存」を選択
ダウンロードした辞書が文字入力／その他内の
「ダウンロード辞書」に保存されます。

■保存を中止する：「戻る」を選択e「いいえ」
を選択

お知らせ
･保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超え
るときは、保存できません。画面の指示に従って保存さ
れている辞書を削除してください。

サイトからキャラ電をダウンロード
する

サイトからキャラ電をダウンロードしてFOMA端末
に保存します。保存したキャラ電はテレビ電話で自分
の映像の代わりに送信したり、待受画面に設定したり
できます。
I 保存できるキャラ電のサイズは1件あたり最大100K
バイトです。

I 最大保存件数→P465

1 キャラ電のあるサイトを表示eダウン
ロードするキャラ電を選択
･ ダウンロード中にpを押すと、ダウンロード
を中止します。

2 「保存」を選択
■表示する：「表示」を選択

■保存を中止する：「戻る」を選択e「いいえ」
を選択

3 下記の各項目を選択して設定ep［保存］
ダウンロードしたキャラ電は、キャラ電内の「ｉモー
ド」フォルダに保存されます。
表示名：
全角・半角を問わず最大36文字入力できます。

コメント：
全角・半角を問わず最大100文字入力できま
す。

お知らせ
･保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超え
るときは、キャラ電を削除するかどうかの確認画面が表
示されます。保存する場合は、画面の指示に従って保存
されているキャラ電を削除してください。削除する前
に、キャラ電一覧でpを押すとキャラ電を表示し、m
を押すとキャラ電の詳細情報を表示できます。

サイトからトルカをダウンロードす
る

サイトからトルカをダウンロードしてFOMA端末に
保存します。保存したトルカは、チラシやレストラン
カード、クーポン券などの用途で便利にご利用いただ
けます。
I 保存できるトルカのサイズは1件あたり最大1Kバ
イトです。トルカ（詳細）は1件あたり最大100K
バイトです。

I 最大保存件数→P465
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1 トルカのあるサイトを表示eダウンロー
ドするトルカを選択
･ ダウンロード中にpを押すと、ダウンロード
を中止します。

2 「保存」を選択
ダウンロードしたトルカは、トルカ一覧の「トル
カフォルダ」に保存されます。

■表示する：「プレビュー」を選択

■保存を中止する：「戻る」を選択e「いいえ」
を選択

お知らせ
･保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超え
るときは、トルカを削除するかどうかの確認画面が表示
されます。保存する場合は、画面の指示に従って保存さ
れているトルカを削除してください。削除する前に、ト
ルカ一覧でpを押すとトルカを表示できます。

ｉモードの便利な機能

ｉモードの便利な機能
表示中の画面に電話番号やメールアドレス、URLがあ
るとき、これらを選択して音声電話やテレビ電話、
プッシュトークをかけたり（Phone To／AV Phone
To）、ｉモードメールを作成したり（Mail To）、サイ
トやホームページに接続したり（Web To）できます。
また、これらの情報を電話帳に登録することもできま
す。
I サイトやホームページによっては、利用できない機
能があります。

Phone To（AV Phone To）・Mail To・
Web To機能を使う

1 サイトやホームページを表示e電話番号、
メールアドレス、URLにカーソルを合わ
せる
･ カーソルを合わせられる電話番号、メールアド
レス、URLのみ選択できます。

2 g［選択］を押す
■Phone To（AV Phone To）：発信条件を設
定eme「はい」を選択
条件を設定して電話をかける→P56

■Mail To：ｉモードメールを作成して送信
選択したメールアドレスを宛先としてｉモー
ドメールを作成し、送信できます。
ｉモードメールの作成・送信方法→P224

■Web To：
サイトやホームページに接続されます。

お知らせ
･複数のメールアドレスが続けて表示されている場合、
Mail To機能を利用できないことがあります。
･フルブラウザではPhone To機能を利用できません。

URLをコピーする

表示中のサイトやホームページ、画面メモのURLをコ
ピーします。コピーした文字は、メール作成画面や電
話帳の登録画面などの入力欄に貼り付けられます。
I コピーした文字は電源を切るまでFOMA端末に記録
され、別の場所に何度でも貼り付けられます。ただ
し、記録できるのは1件のみで、新たにコピーする
と前にコピーした文字は上書きされます。

〈例〉サイトのURLをコピーするとき

1 サイトのURLを表示eme1
URLを表示する→P200

2 コピーする範囲の開始位置を選択e終了
位置を選択
･ 全文を選択する場合はmgを押します。
･ 開始位置を指定し直すときはcを押します。
･ 開始位置指定後にmまたはpを押すとカーソ
ルが文頭、または文末に移動します。

3 貼り付け先の文字入力画面を表示e文字
を貼り付ける
文字の貼り付け方法→P407

お知らせ
･ URL履歴一覧、ツータッチサイト一覧、画面メモ一覧か
ら操作する場合は、mを押し「URLコピー」を選択し
ます。ブックマーク一覧から操作する場合は、mを押
し「URL入力／URLコピー」→「URLコピー」を選択
します。これらの画面から操作する場合はURL全体がコ
ピーされます。
･表示中のサイトやホームページの URL をメールに貼り
付けるには、サイト表示中にmを押し「メール作成」を
選択します。メール本文にURLが貼り付けられてメール
作成画面が表示されます。

電話番号やメールアドレスを電話帳に登
録する＜電話帳登録＞

表示中の画面（サイト、画面メモ、メッセージR/F）
の電話番号やメールアドレスを電話帳に新規に登録
したり、登録済みの電話帳データに追加したりできま
す。
I サイトによっては、画面に表示されている項目以外
の情報も登録できる場合があります。

ｉ
モ
l
ド
の
便
利
な
機
能



ｉ
モ
l
ド
／
ｉ
モ
l
シ
ョ
ン

209

〈例〉サイト画面に表示されている電話番号を新規登
録するとき

1 電話番号のあるサイトを表示

2 登録する電話番号にカーソルを合わせて
me81
･ カーソルを合わせられる電話番号、メールアド
レスのみ登録できます。

■登録済みの電話帳データに追加する：登録す
る電話番号にカーソルを合わせてme
82

3 1または2

■登録済みの電話帳データに追加する：
a1または2
b更新する電話帳データを選択

4 各項目を選択して設定ep［登録］
電話帳登録→P101、P104

お知らせ
･登録済みの電話帳データに追加すると、以前に登録した
内容が変更される場合があります。
･画面メモ表示画面から操作する場合は、mを押し「電話
帳」→「新規登録」または「更新登録」を、メッセージ
R/F詳細画面から操作する場合は、mを押し「登録」→
「電話帳新規」または「電話帳更新」を選択します。

URLを電話帳に登録する

ブックマーク一覧や画面メモ一覧からURLを電話帳
に新規に登録したり、登録済みの電話帳データに追加
したりできます。

〈例〉ブックマーク一覧から新規登録するとき

1 de2eフォルダを選択

2 登録するブックマークにカーソルを合わ
せてme81

■登録済みの電話帳データに追加する：登録す
るブックマークにカーソルを合わせてme
82e更新する電話帳データを選択

3 各項目を選択して設定ep［登録］
電話帳登録→P101

お知らせ
･画面メモ一覧から操作する場合は、mを押し「電話帳」→
「新規登録」または「更新登録」を選択します。

ｉモードの設定を行う

ｉモード設定

ｉモードの設定を行う
ｉモード接続に関する各種機能を設定します。
I 次の設定はフルブラウザでも有効です。
- 接続待ち時間設定 - 接続先設定
- 照明設定 - 証明書表示／使用設定

接続待ち時間を設定する
＜接続待ち時間設定＞ MENU 282

ｉモードセンターに接続するまでの最大待ち時間を
設定します。接続が正常に行われないときなどに、設
定した時間で自動的に接続が中断されるため、キー操
作で中断する必要はありません。

1 de82e1～3

お知らせ
･「無制限（設定なし）」に設定していても、電波状況など
によりｉモードセンターとの接続が中断される場合が
あります。

ｉモードから接続先を変更する（ISP接
続通信）＜接続先設定＞ MENU 288

ISP接続通信とは
ドコモのｉモード端末の接続先を切り替えることで、
各種プロバイダ（ISP）への接続ができます。プロバ
イダに接続した際にパケット通信料がかかります。
I ISP接続を行った際のパケット通信料は、パケ・ホー
ダイの対象とはなりません。あらかじめご了承くだ
さい。

I 通信中は接続先を設定、変更できません。
※ ドコモへの新たなお申し込みは不要です。
プロバイダ契約について
I ISP接続通信をご利用いただくには、別途プロバイ
ダへのお申し込みが必要です。各プロバイダのサー
ビス内容（サイト接続、インターネット接続、メー
ル機能など）、お申し込み方法については各プロバ
イダにお問い合わせください。

I プロバイダが提供するサービス内容によっては、別
途情報料などがかかる場合がありますが、ドコモか
らご請求することはありません。

I お客様が閲覧されるサイトによっては、お客様の電
話番号がサイトを提供するプロバイダに通知され
る場合があります。

I 登録できる接続先は最大10件です。

お買い上げ時 60秒間

お買い上げ時 ｉモード（FOMAカード）

※ドコモのｉモードサービスをご利用の場合は、設
定を変更する必要はありません。

ｉ
モ
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1 de88e編集するユーザ設定に
カーソルを合わせてm
･ ｉモード契約時の接続先は、ご契約いただいた
地域により異なります。

■ｉモードを利用する設定に戻す：「ｉモード
（FOMAカード）」を選択e操作4に進む

■以前に設定した接続先に変更する：接続先を
選択e操作4に進む

2 認証操作e下記の各項目を選択して設定
ep
･ mを押すと、すでに入力した項目の内容を一括
削除できます。

接続先名称：
全角で最大8文字、半角で最大16文字入力で
きます。

接続先：
半角英数字で最大99文字入力できます。

接続先アドレス：
半角英数字で最大30文字入力できます。

接続先アドレス2：
半角英数字で最大30文字入力できます。
･ 接続先アドレス2はｉチャネルの接続先で
す。

3 編集した接続先を選択

4 p［登録］を押す

お知らせ
･接続先を変更すると、ｉチャネルの情報が初期化され、待
受画面にｉチャネルのテロップは表示されなくなりま
す。待受画面でcを押してｉチャネル一覧を表示する
と、最新の情報を受信し、テロップも表示されます。

照明を設定する MENU 283

サイトや画面メモの内容を表示したときの照明を設
定します。

1 de83e1または2
･「端末設定に従う」に設定すると、ディスプレ
イの照明設定に従います。
･「常灯」に設定すると、サイトなどの表示中は
ディスプレイの照明が常に点灯します。

お知らせ
･サイトやホームページ、画面メモ表示中に操作する場合
は、mを押し「表示」→「照明設定」を選択します。
･本機能の設定はディスプレイの照明設定の点灯時間設
定のｉモード中の設定にも反映されます。

画像表示／効果音を設定する
＜表示・効果設定＞ MENU 286

サイトや画面メモ、メッセージR/Fなどの内容を表示
したときの画像や効果音（Flash再生時）を設定しま
す。

1 de86e下記の各項目を選択して
設定ep［登録］
画像：
画像を表示するかどうかを設定します。
･「表示しない」に設定すると、画像やFlash画
像、アニメーションの代わりに が表示さ
れます。
･「表示する」に設定すると、アニメーション、
端末情報データ利用設定を設定できます。

アニメーション：
アニメーションを表示するかどうかを設定し
ます。
･「表示しない」に設定すると、アニメーショ
ンの最初のコマが表示されます。

端末情報データ利用設定：
Flash画像を表示するときにFOMA端末内の
登録データを利用するかどうかを設定します。

効果音設定：
Flash効果音を再生するかどうかを設定しま
す。

お知らせ
･サイトや画面メモ表示中に操作する場合は、mを押し「表
示」→「表示・効果設定」を選択します。
･ｉチャネル一覧表示中にFlash効果音を設定する場合は、
mを押し「効果音設定」を選択します。
･画像を「表示しない」に設定すると、ｉモードメールに
Web To機能を使用して添付されてきた画像の保存や表
示もできなくなります。
･アニメーションを「表示しない」に設定してもFlash画
像は再生されます。
･画像の設定は、添付ファイルとして添付されている画像
やメッセージR/Fの本文中の画像には反映されません。
また、効果音設定のON／OFFもメッセージR/Fには反
映されません。
･端末情報データ利用設定を「利用する」に設定すると、
電池残量、受信レベル、時刻情報、音量設定の電話着信
音量、バイリンガル設定、機種情報がインターネットを
経由してIP（情報サービス提供者）に送信される場合が
あるため、第三者に知得される可能性があります。

お買い上げ時 常灯

お買い上げ時 画像、アニメーション：表示する  
端末情報データ利用設定：利用する   効果音設定：ON

ｉ
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メッセージサービスを利用する

メッセージR/F受信

メッセージR/Fを受信したときは
メッセージR/Fを受信すると画面表示や着信音、バイ
ブレータ、ランプでお知らせします。受信したメッ
セージR/FはFOMA端末に保存されます。
I 最大保存件数→P465

1 メッセージR/Fを受信

メッセージRを受信中のときは と が、メッ
セージFを受信中のときは と が点滅し、
「メッセージR受信中…」または「メッセージF受
信中…」と表示されます。
メッセージR/F着信音が鳴り、ランプとラウンド
イルミネーションパネルの照明が点灯または点
滅して受信結果画面が表示されます。
･ メッセージ受信中画面でgを押すと受信を中
止します。
･ FOMA端末を折り畳んでいるときは、背面ディ
スプレイに受信状態が表示されます。→P32
･ メッセージ自動表示で設定したメッセージを
受信した場合は、受信結果画面が表示されてか
ら何も操作しないでいると、受信前の画面に戻
る前に、未読メッセージR/Fの内容が表示され
ます。メッセージ自動表示で設定されていない
メッセージや「表示しない」に設定してメッ
セージを受信した場合は、受信結果画面が表示
されてから約15秒間、または着信音が鳴り終
わるまでの間、何も操作しないでいると自動的
に受信前の画面に戻ります。それより前に受信
前の画面に戻すときはcを押します。

■受信に失敗したとき：
受信結果画面の「メッセージR」「メッセージ
F」の後ろに「×」が表示されます。受信し直
すには、ｉモード問合せを行ってください。

お知らせ
･受信表示設定の設定内容によっては、受信中画面や受信
結果画面は表示されません。→P256
･次のような場合に送られてきたメッセージR/Fはｉモード
センターに保管されます。
- 電源が入っていないとき - テレビ電話中
- お預かりセンター接続中 - プッシュトーク通信中
- セルフモード中 - おまかせロック中
- FirstPassセンター接続中
- 受信に失敗したとき - ｉモード圏外のとき
- SMS受信中 - 赤外線通信中
- 未読メッセージR/Fと保護されているメッセージR/F
で保存領域が満杯のとき

･ FOMA端末でメッセージR/Fを受信すると、ｉモードセ
ンターに保管されているメッセージR/Fは削除されま
す。
･保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超え
るときは、未読以外の古いメッセージR/Fから順に上書
きされます。残しておきたいメッセージR/Fは保護して
ください。
･未読メッセージR/Fと保護されているメッセージR/Fで
保存領域が満杯で上書きできないときは、メッセージR/
Fの受信は中止され、画面には や が表示されます。
受信する場合は、未読メッセージR/Fの内容表示（→P212）、
不要メッセージR/Fの削除（→P213）、保護解除（→P213）
などを行う必要があります。
･ｉモードセンターにメッセージR/Fが残っているときは

や が表示されます。ただし、メッセージR/Fが
あっても表示されない場合があります。また、ｉモード
センターの保管件数（→P195）が満杯になったときは、
マークが や に変わります。

新着メッセージR/Fを表示する

1 受信結果画面で2または3

･ 1を選択するとｉモードメールが表示されま
す。
･ 受信したメッセージRは「メッセージR」フォ
ルダ、メッセージFは「メッセージF」フォル
ダに保存されます。

2 メッセージR/Fを選択
･ メロディが添付されている場合は、自動的に再
生されます。自動再生しないように設定するこ
ともできます。→P255

メッセージR/Fの見かた→P212

点滅

受信完了

点滅 ：未読のメッセージ
Rあり

：未読のメッセージ
Fあり

受信したメッセージ
R/Fの件数

受信結果（スクロール
表示）

メ
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メッセージR/Fを自動的に表示する
<メッセージ自動表示> MENU 2631

メッセージR/Fを受信したときに、内容を自動的に表
示（約15秒間）するかどうかを設定します。メッセー
ジR/Fのどちらか一方のみ、またはメッセージR/Fの
いずれかを優先して表示するようにも設定できます。

1 de631e1～5

お知らせ
･メッセージ自動表示をすると、受信結果画面から受信前
の画面に戻るときに、受信したメッセージR/Fの内容が
自動表示されます。自動表示中にキー操作をしなかった
場合は、メッセージR/Fは未読の状態で保存されます。
･待受画面表示中の場合のみ自動表示できます。受信結果
画面からメールやメッセージR/Fの表示操作をした場
合や、ｉモード問合せでメッセージR/Fを受信した場合
は、自動表示されません。

メッセージR／メッセージF MENU 261/262

保存されているメッセージR/Fを表
示する

FOMA端末に保存されているメッセージR/Fを表示
します。
I 未読のメッセージR/Fがあるときは待受画面に ま
たは が表示されます。

1 de6e1または2

2 表示するメッセージR/Fを選択

メッセージ一覧画面／詳細画面の見かた

メッセージRとメッセージFの画面の見かたは同様で
す。

メッセージ一覧画面の見かた

I マークの意味は次のとおりです。
a状態マーク

：未読 ：既読 ：保護
b添付ファイルマーク

：画像 ：メロディ ：トルカ
：画像、メロディ、トルカのいずれか2つ以上

I 受信日時には、受信した日付が当日の場合は時刻、
当日以外の場合は日付で表示されます。

メッセージ詳細画面の見かた

I マークの意味は次のとおりです。
：受信日時 ：タイトル

a状態マーク
→P212「メッセージ一覧画面の見かた」

b添付ファイルマーク
→P212「メッセージ一覧画面の見かた」

c添付ファイルマーク（詳細）
：画像（メール添付やFOMA端末外への出力
可）

：画像（メール添付やFOMA端末外への出力
不可）

：画像（データ異常）　
：メロディ（メール添付やFOMA端末外への
出力可）

：メロディ（メール添付やFOMA端末外への
出力不可）

：メロディ（データ異常）
：トルカ（メール添付やFOMA端末外への出
力可）

：トルカ（データ異常）
I hを押すと前後のメッセージR/Fを表示できます。

添付されているファイルを表示・保存す
る

メッセージR/Fに添付されている画像やトルカを表
示・保存したり、メロディを再生・保存したりします。

1 メッセージR/F一覧を表示
マークの意味→P212「メッセージ一覧画面の見
かた」

2 ファイルが添付されているメッセージR/F
を選択

お買い上げ時 メッセージR優先

ページ番号／総ページ数

タイトル

受信日時

b
a

メッセージR/F番号

a
b

c
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3 保存する添付ファイルのファイル名にカー
ソルを合わせてme52
画像の場合の以降の操作→P205「サイトから画
像をダウンロードする」操作2以降
メロディの場合の以降の操作→P206「サイトか
らメロディをダウンロードする」操作3

■表示・再生する：表示・再生するファイル名
を選択
･添付ファイルが画像の場合は、画像の表示／
非表示が切り替わります。

■タイトルを表示する：確認するファイルに
カーソルを合わせてme53
･画像の添付ファイルは操作できません。

お知らせ
･本文中の画像または背景画像を保存する場合は、mを押
し「画像保存」→「画像選択」または「背景画像保存」
を選択し、保存する画像を選択します。

メッセージR/Fを保護する
＜メッセージ保護＞

メッセージR/Fを保護すると、誤って削除したり、保
存領域が足りずに上書きされたりすることを防げま
す。
I 最大保護件数→P465
I 未読のメッセージR/Fは保護できません。

〈例〉メッセージR/Fを1件保護するとき

1 メッセージR/F一覧を表示

2 保護するメッセージR/Fにカーソルを合わ
せてme21
メッセージR/Fが保護され、状態マークが か
ら に変わります。

■複数保護する：me22eメッセージ
R/Fを選択ep

■保護を1件解除する：保護を解除するメッ
セージR/Fにカーソルを合わせてme2
3

■保護を複数解除する：me24eメッ
セージR/Fを選択ep

■保護を全件解除する：me25

お知らせ
･メッセージR/F詳細画面から操作する場合は、mを押
し「保護」または「保護解除」を選択します。

メッセージR/Fを削除する
＜メッセージ削除＞

メッセージR/Fを1件ずつ選択して削除したり、複数
選択して削除したり、既読のメッセージR/Fやすべて
のメッセージR/Fをまとめて削除したりします。
I 保護されているメッセージR/F は削除できません。
保護を解除してから削除してください。

〈例〉1件削除するとき

1 メッセージR/F一覧を表示

2 削除するメッセージR/Fにカーソルを合わ
せてme11

■既読のメッセージR/Fのみを削除する：me
12

■複数削除する：me13eメッセージ
R/Fを選択ep

■全件削除する：me14e認証操作

3 「はい」を選択

お知らせ
･メッセージR/F詳細画面から操作する場合は、mを押し
「削除」を選択します。

表示するメッセージR/Fの種別を選ぶ
<表示種別>

メッセージR/F一覧に、指定した種別のメッセージR/
Fだけを一時的に表示します。表示を終了すると、「す
べて表示」に戻ります。

1 メッセージR/F一覧を表示eme3e
1～4
選択した表示種別のメッセージR/Fが表示され
ます。
･「既読のみ表示」を選択すると、保護されてい
るメッセージR/Fは表示されません。
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証明書を利用する

証明書を操作する
SSL通信時に必要な証明書の操作を行います。

証明書を表示して有効／無効を設定する
＜証明書表示／使用設定＞ MENU 2851

証明書を表示する

I ユーザ証明書はダウンロードすると、表示されま
す。

I 青色のFOMAカードを差し込んでいる場合は、ドコ
モ証明書、ユーザ証明書は表示されません。

1 de851e表示する証明書を選
択
CA証明書：
認証会社が発行した証明書で、お買い上げ時の
端末内に保存されています。

ドコモ証明書：
FirstPassセンターやFirstPass対応サイト
に接続するために必要な証明書で、あらかじめ
FOMAカード内に保存されています。

ユーザ証明書：
FirstPass対応サイトへ接続するために必要
な証明書です。FirstPassセンターで発行申請
を行い、ダウンロードするとFOMAカード内
に保存されます。

お知らせ
お知らせ

･証明書の表示内容
所有者
CN= ：（Common Name）サーバの名前、管理者名、

または識別番号
O= ：（Organization）会社名など
C= ：（Country）国名
発行者
CN= ：（Common Name）サーバの名前、管理者名、

または識別番号
OU= ：（Organization Unit）会社の部署など
O= ：（Organization）会社名など
有効期限
シリアル番号
･証明書の所有者、発行者、有効期限について記述がない
場合、項目名のみ表示されます。

証明書の有効／無効を設定する

1 de851e設定する証明書に
カーソルを合わせてm

2 p［登録］を押す
チェックされている証明書が有効に設定されま
す。

FirstPassを設定する
＜ユーザ証明書操作＞ MENU 2852

FirstPassセンターに接続し、ユーザ証明書の発行申
請をし、証明書のダウンロードを行います。
I FirstPassセンター接続時の画面や操作方法は、変
更される場合があります。

I FirstPassセンターに接続中は、メールの送受信や
メッセージR/Fの受信はできません。

証明書の発行申請・証明書をダウンロード
する

1 de852e「次へ」を選択e
「a証明書発行」を選択

■発行された証明書を失効させる：
a「cその他」を選択e「a証明書失効」を選
択e「はい」を選択

bPIN2コードを入力e「実行」を選択e「次
へ」を選択e「実行」を選択

2 「実行」を選択ePIN2コードを入力
完了画面が表示され、ユーザ証明書の発行申請が
完了します。

3 「ダウンロード」を選択e「実行」を選択
完了画面が表示され、ユーザ証明書がダウンロー
ドされます。

･ ダウンロードされたユーザ証明書は、証明書一
覧に追加されます。→P214

お買い上げ時 CA証明書1～11  ドコモ証明書1

･ 60秒以内にPIN2コー
ドを入力しないと発行
申請はキャンセルされ
ます。

証
明
書
の
操
作
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お知らせ
･ FirstPassセンターに接続した際のパケット通信料は無
料です。
･ユーザ証明書は、お客様がFOMA契約されていることを
証明するものです。ダウンロードしたユーザ証明書は
FOMAカードに保存され、FirstPassに対応しているサ
イトで利用できます。
･フルブラウザでも、FirstPassを利用できます。
･添付のCD-ROMからFirstPass PCソフトをパソコンに
インストールすると、FOMA端末をパソコンに接続して、
FirstPassを使った通信ができます。詳細はCD-ROM内
の「FirstPassManual」をご覧ください。「FirstPass
Manual」（PDF形式）をご覧になるには、Adobe Reader
（バージョン6.0以上を推奨）が必要です。お使いのパソ
コンにインストールされていない場合は、アドビシステ
ムズ株式会社のホームページから最新版をダウンロード
できます（別途通信料がかかります）。詳細はアドビシス
テムズ株式会社のホームページをご覧ください。

証明書発行接続先を変更する
＜証明書発行接続先設定＞ MENU 2853

FirstPass以外のサービスを受けるときに、証明書発行
の接続先を設定します。設定を変更するとFirstPassセ
ンターに接続できなくなります。

1 de853

2 接続先欄を選択e2
･ FirstPassに接続する設定に戻すときは1を
押し、操作5に進みます。

3 ユーザ設定接続先の入力欄に接続先を入
力
･ 半角英数字で最大99文字入力できます。

4 ユーザ設定初期画面URLの入力欄にURL
を入力
･ 半角英数字で最大100文字入力できます。

5 p［登録］を押す
ｉモーションを利用する

ｉモーションとは
サイトやホームページから映像や音を取得し、再生し
たり、保存したりします｡
保存した映像や音はｉモーションとして再生したり、
着モーションに設定できます。メロディだけではなく
歌手の歌声なども着信音として利用できます（一部の
対応していないｉモーションは着モーションに設定
できません）。
I ｉモーションには大きく分けて次の2種類がありま
す。取得時にデータの種類を変更したり、選択した
りできません。

※：保存できないｉモーションもあります。

FirstPassのご使用にあたって

･ FirstPassとはドコモの電子認証サービスです。
FirstPassを利用することにより、サイト側と
FOMA端末側がお互いの証明書を送付し合い、
受け取った相手の証明書を検証してお互いの認
証を行うクライアント認証ができます。
･ FirstPassはFOMA端末からのインターネット
通信と、FOMA端末をパソコンに接続した状態
でのインターネット通信でお使いいただけま
す。パソコンでご利用いただくためには、添付
のCD-ROM内のFirstPass PCソフトが必要で
す。
･ ユーザ証明書の発行申請をする際は、画面に表
示される「FirstPassご利用規則」をよくお読
みになり、ご同意の上、申請してください。
･ ユーザ証明書のご利用にはPIN2コードの入力が
必要です。
･ PIN2コード入力後になされたすべての行為はお
客様によるものとみなされますので、FOMAカー
ドまたはPIN2コードが他人に不正に使用されな
いよう十分ご注意ください。
･ FOMAカードの紛失、盗難にあった場合などは、
取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」でユー
ザ証明書の失効を行えます。
･ FirstPass対応サイトによって提供されるサイト
や情報については、ドコモは、何らの義務もない
ものとし、一切の責任を負いません。お客様と
FirstPass対応サイトとの間で解決をお願いいた
します。
･ FirstPassおよびSSLのご利用にあたり、ドコ
モおよび認証会社は安全性などに関して保証す
るものではありませんので、お客様ご自身の判
断と責任においてご利用ください。

お買い上げ時 接続先：ドコモ

通常は設定を変更する必要はありません。

種　類
説　明

タイプ 再生動作
標準タイプ
（保存可※）

データを取得
しながら再生
（最大500Kバ
イト）

ｉモーションのデータを取
得しながら再生します。取
得完了後は、データを取得
後に再生するｉモーション
と同様に操作できます。

データを取得
後に再生
（最大500Kバ
イト）

ｉモーションのデータを
すべて取得後に再生しま
す。

ストリーミ
ングタイプ
（保存不可）

データを取得
しながら再生
（最大2Mバイ
ト）

ｉモーションのデータを取
得しながら再生します。再生
が終わったｉモーションの
データは消去され、FOMA
端末に保存できません。

ｉ
モ
l
シ
ョ
ン
と
は



ｉ
モ
l
ド
／
ｉ
モ
l
シ
ョ
ン

216

サイトからｉモーションを取得する
サイトからｉモーションを取得し、再生したり保存し
たりします。
I 最大保存件数→P465

1 ｉモーションのあるサイトを表示eｉモー
ションを選択

･ ストリーミングタイプのｉモーションを選択し
た場合は、再生するかどうかの確認画面が表示
されます。「はい」を選択すると、ｉモーション
を取得しながら再生します。再生が終了すると
取得が完了した旨のメッセージが表示されます
が、保存はできません。
･ ｉモーションタイプ設定を「標準タイプ」に設定
しているときにストリーミングタイプのｉモー
ションを取得しようとすると、ｉモーションタイ
プを変更するかどうかの確認画面が表示されま
す。「はい」を選択してｉモーションタイプ設定
を「標準・ストリーミングタイプ」に設定する
と、ストリーミングタイプのｉモーションを取得
できます。

■データを取得しながら再生するｉモーション：

･再生中は次の操作ができます。再生終了後
は、データを取得後に再生するｉモーション
と同様に操作できます。
g：一時停止／再生（標準タイプのみ）
j／サイドキー［▲▼］

：音量調整
p：中断（ストリーミングタイプ）

（確認画面で「はい」を選択すると中断）
停止（標準タイプ）
（gを押すと先頭から再生）

m：詳細情報の表示
･再生を一時停止または停止しても、データの
取得は継続します。
･ｉモーションの自動再生設定が「自動再生し
ない」に設定されているときは、ｉモーショ
ンは自動的に再生されません。

■データを取得後に再生するｉモーション：

･再生中は次の操作ができます。
g：一時停止／再生
j／サイドキー［▲▼］

：音量調整
r：早送り再生
l：巻戻し再生
p：停止（ｉモーションの取得が完了した

旨のメッセージが表示されます）
m：詳細情報の表示
･ｉモーションの自動再生設定が「自動再生し
ない」に設定されているときは、ｉモーショ
ンは自動的に再生されません。

2 「保存」を選択
･ ストリーミングタイプのｉモーションは保存で
きません。

■もう一度再生する：「再生」を選択

■詳細情報を表示する：「情報表示」を選択

■保存を中止する：
a「戻る」を選択
･ストリーミングタイプのｉモーションの
場合はサイト画面に戻ります。

b「いいえ」を選択
サイト画面に戻ります。

3 表示名を入力ep［ 保存］
取得したｉモーションは、ｉモーション内の「ｉモー
ド」フォルダに保存されます。
･ 表示名は全角・半角を問わず最大36文字入力
できます。
･ ガイド行の左下に が表示された場合に
は、tを押して保存先を切り替えられます。保
存先はガイド行の右上に表示されるマークで
確認します。「 保存」が表示されていると
きにpを押すと、ｉモーション内の「ｉモー
ド」フォルダに保存され、「 保存」が表示
されているときにpを押すと、コンテンツ移
行対応のｉモーションのホームフォルダに保
存されます。

受信済みのデータ量／
全体のデータ量

ｉモーションの取得が始
まり、完了するとその旨
のメッセージが表示され
ます。

ｉモーションを取得
しながら再生します。

取得が完了すると、
ｉモーションが自動
的に再生されます。

ｉ
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シ
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＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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■取得したｉモーションのテロップにリンクが設
定されているとき：
テロップ中に電話番号（Phone To、AV Phone
To）やメールアドレス（Mail To）、サイト（Web
To）などのリンクが設定されているときは、再
生を終了するか中断すると、リンク先に接続す
るかどうかの確認画面が表示されます。「はい」
を選択すると、リンク先に接続します。
･ Phone To（AV Phone To）の場合は、p
を押すと電話番号を電話帳に登録できます。
Mail Toの場合は、「電話帳登録」を選択す
るとメールアドレスを電話帳に登録できま
す。
･ｉモーションが保存されていない場合は、リ
ンク先に接続する前に保存するかどうかの
確認画面が表示されます。
･複数のリンク項目があるときは、1つのみ有
効です。有効になるリンク項目は、ｉモー
ションによって異なります。

■待受画面に設定する：me1e「はい」を
選択
･拡大表示できる動画／ｉモーションの場合は、
等倍表示または拡大表示に設定できます。
･ｉアプリ待受画面が設定されている場合は、
ｉアプリ待受画面を解除するかどうかの確
認画面が表示されます。「はい」を選択する
と、ｉアプリ待受画面が解除されます。

■電話帳に新規登録する：me2
電話帳登録→P101

■すでに登録されている電話帳に更新登録する：
me3e更新する電話帳データを選択
･すでに動画／ｉモーションが設定されている
ときは、選択した動画／ｉモーションに置き
換わります。

■着モーションに設定する：me4e1～
7

■メモリ指定着信音（電話、メール）に設定する：
ame4e8または9
bメモリ指定着信音を設定する電話帳データ
を選択e内容を確認してp
･すでに着信音が設定されているときは、
選択した動画／ｉモーションに置き換わ
ります。
メモリ番号入力→P109「登録内容を修正
する」操作3

■着信画像（音声電話、テレビ電話）に設定する：
me5e1または2
･すでに着信画像が設定されているときは、選
択した動画／ｉモーションに置き換わりま
す。

動画／ｉモーション設定の制限事項→P316

お知らせ
･取得、再生できるｉモーションはMP4（Mobile MP4）
形式のみです。ASF形式のｉモーションの取得、再生は
できません。
･ｉモーションには、再生回数や再生期限などの再生制限
が設定されている場合があります。
･ｉモーションを取得しながら再生しているときにデータ
の受信待ちになり、再生が一時停止する場合があります。
データを受信し始めると自動的に再生を再開します。
･ｉモーションを取得しながら再生しているときに、電波
状況などにより再生ができなくなったり、画像が乱れた
りする場合があります。その場合でも、データが正常に
受信されていれば取得後に再生できます。ただし、ｉモー
ションによってはデータを取得できても、正しく再生で
きない場合があります。
･データを取得しながら再生するｉモーションでも、接続
するサイトの状況などによりデータ取得中は再生でき
ない場合があります。
･ｉモーションのデータが不正だった場合、ｉモーション
の受信が中止されることがあります。
･ｉアプリからｉモーションを利用して、保存する前に詳
細情報を表示したときに着信音設定および着信画面設
定が「可」と表示されても、保存できない場合がありま
す。その場合には、着信音および着信画像に設定できま
せん。
･ストリーミングタイプのｉモーションを取得しながら再
生しているときにFOMA端末を折り畳んだり、電話がか
かってきたり、目覚ましやスケジュールで指定した日時
になった場合は、取得が中断され、再生が中止されます。
標準タイプのｉモーションを取得しながら再生している
ときにFOMA端末を折り畳むと、取得は継続されたまま
再生が停止し、データの取り込みを中断するかどうかの
確認画面が表示されます。
･保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超え
るときは、FOMA端末またはminiSDメモリーカードに
保存されているデータを削除するかどうかの確認画面
が表示されます。保存する場合は、画面の指示に従って
保存されている動画／ｉモーションを削除してくださ
い。miniSDメモリーカード内のデータを削除するとき
は通信が切断されます。削除する前に、動画／ｉモー
ション一覧でpを押すと動画／ｉモーションを再生し、
mを押すと動画／ｉモーションの詳細情報を表示でき
ます。

ｉ
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ｉモーション設定 MENU 287

ｉモーションの自動再生と取得する
タイプを設定する

ｉモーションを自動的に再生するかどうかを設定し
たり、取得するｉモーションのタイプを設定したりし
ます。

1 de87e下記の各項目を選択して
設定ep［登録］
自動再生設定：
標準タイプのｉモーションを取得中、または取
得後に自動的に再生するかどうかを設定しま
す。
･「自動再生しない」に設定しても、取得の完
了画面で「再生」を選択すると再生できます。
･ ストリーミングタイプのｉモーションは自動
再生設定の設定に関わらず自動的に再生され
ます。

ｉモーションタイプ設定：
取得するｉモーションのタイプを設定します。
･ ストリーミングタイプのｉモーションを再生
するときは「標準・ストリーミングタイプ」
を選択します。

お知らせ
･サイト画面から操作する場合は、mを押し「表示」→
「ｉモーション設定」を選択します。

お買い上げ時 自動再生設定：自動再生する  
ｉモーションタイプ設定：標準タイプ

ｉ
モ
l
シ
ョ
ン
設
定
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FOMA端末のメール機能について
FOMA端末では、ｉモードメール、SMSの2種類の
メール機能を利用できます。
I ｉモードメールをご利用いただくには、ｉモードの
ご契約が必要です。

I SMSは、ｉモードをご契約されていなくてもご利用
いただけます。

メール機能の送受信について

ｉモードメールについて

ｉモードを契約すると、ｉモード端末（mova端末含
む）間はもちろん、インターネットを経由してe-mail
とのメールのやりとりができます。
ｉモードご契約時のメールアドレスは次のとおりです。

I ｉモード端末（mova端末含む）間でメールをやり
とりする場合は、＠マークより前の部分のみのアド
レスで送信できます。

I パソコンなどからFOMA端末にメールを送信する場
合は、＠docomo.ne.jpも含めたアドレス全体を使用
します。

メールの送信方法→P224
メールの受信方法→P236

■ メール選択受信
ｉモードセンターに保管されているｉモードメー
ルの題名などを確認し、受信するｉモードメールを
選択したり、受信せずにｉモードセンターでｉモー
ドメールを削除したりできます。→P237

FOMA端末→FOMA端末

ｉモードメール、SMSのどちらも利用できます。

FOMA端末→movaサービスのｉモード端末

ｉモードメール、SMSのどちらも利用できます。
※ FOMA端末から送信したSMSは、movaサービ

スのｉモード端末ではｉモードメールとして受
信されます。

※ SMS設定で送達通知を「要求する」に設定してい
るとき（→P262）は、movaサービスのｉモー
ド端末にSMSを送信できません。

※：movaサービスのｉモード端末の設定により異
なります。

movaサービスのｉモード端末→FOMA端末

movaサービスのｉモード端末から送られたｉモー
ドメールとショートメールを受信できます。
※ movaサービスのｉモード端末から送信したショー

トメールは、FOMA端末ではSMSとして受信しま
す。

※ ショートメールとは、ドコモの携帯電話間で文字
メッセージをやりとりできるサービスです。

最大70文字（日本語）
最大160文字（英語）

全角で最大5000文字
ｉモードメール

FOMA
端末

FOMA
端末

SMS SMS

ｉモードメール

SMS

ｉモードメール ｉモードメール
全角で最大2000文字※FOMA

端末
mova
サービスの
ｉモード端末

ｉモードメール
最大70文字（日本語）
最大160文字（英語）

全角で最大250文字
ｉモードメール ｉモードメール

FOMA
端末

mova
サービスの
ｉモード端末

最大50文字

ショートメール
特番1655を
ダイヤル

SMS

新規にｉモードをご契約の場合
＠マークより前がランダムな英数字の組み合わせに
なっています。ｉモード契約後にお客様のメールア
ドレスをご確認ください｡
（例）abc1234～789xyz@docomo.ne.jp
I お客様のメールアドレスの確認方法

d→ aｉMenu → hオプション設定 → メール
設定 → アドレス確認

C

ｉモードセンター

パソコンなど

●メールアドレス
　docomo.taro.    ＠docomo.ne.jp

ｉモード端末どうしの宛先
A B→　 ：docomo.    _ab1234yz
B A→　 ：docomo.taro.

●メールアドレス
　docomotaro＠    .     .co.jp

A

B

AC

→    ：docomotaro
          ＠    .     .co.jp
→    ：docomo.taro.    
          ＠docomo.ne.jp

A C
ｉモード端末とe-mail間の宛先

●メールアドレス
　docomo.    _ab1234yz
　＠docomo.ne.jp

●メールアドレス
　docomo.    _ab1234yz
　＠docomo.ne.jp
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メール設定を行う

次の各種設定ができます。

I 詳細は『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

■ メールアドレス変更【メールアドレス設定（アド
レス変更）】
たとえば「docomo.△△_ab1234yz@docomo.ne.
jp」のように、メールアドレスの@マークより前の
部分を、お好みのアドレスに変更できます。

■ メールアドレス確認【メールアドレス設定（アド
レス確認）】
現在設定されているメールアドレスを確認できま
す｡

■ シークレットコード登録【メールアドレス設定
（その他設定）eシークレットコード登録】
「携帯電話番号@docomo.ne.jp」のメールアドレ
ス利用時に、メールアドレスに加えて4桁のシーク
レットコードを登録できます。シークレットコー
ドが付いたメール以外は受信されなくなるため、
不要なメールの受信を避けられます。

■ メールアドレスリセット【メールアドレス設定
（その他設定）eアドレスリセット】
メールアドレスを「携帯電話番号@docomo.ne.jp」
にできます｡

■ 迷惑メール対策
次のいずれかの方法でメールの受信／拒否設定を
行うと、メールの受信を制限できます。
a受信／拒否設定【メール受信設定（迷惑メール
対策）e受信／拒否設定】
･ ドコモ、au、ボーダフォン、TU-KA、ウィル
コムのうち、指定する会社からのメールを受
信できます。また、上記の会社以外から送信
されたメールのうち、指定するドメインまた
はメールアドレスからのメールを受信できま
す。
そして、インターネットからの携帯・PHSド
メインになりすましたメールを拒否すること
もできます。

bSMS拒否【メール受信設定（迷惑メール対策）e
SMS拒否設定】
･ 受信するSMSを制限することができ、「SMS
一括拒否」「非通知SMS拒否」「国際SMS拒
否」「非通知SMSと国際SMSの拒否」の4つ
の中から選択できます。また、設定の状況を
確認できます。

cｉモードメール大量送信者からのメール受信制
限【メール受信設定（その他設定）eｉモード
メール大量送信者からのメール受信制限】
･ 1日に1台のｉモード端末（mova端末含む）
から送信される200通目以降のｉモードメー
ルを拒否します。初期設定では「拒否する」に
設定されていますので、大量送信者からの
メールを拒否したい場合は設定する必要はあ
りません。

d未承諾広告※メール拒否【メール受信設定（そ
の他設定）e未承諾広告※メール拒否】
･ 受信者の同意なしに一方的に広告、宣伝を行
うために送信される、メール件名欄の最前部
に「未承諾広告※」と記載されているメール
を受信拒否します。初期設定では「拒否する」
に設定されていますので、未承諾広告※メー
ルを拒否したい場合は設定する必要はありま
せん（送信者はメール件名欄の最前部に未承
諾広告※（全角6文字）と記載することが法
律で義務づけられています）。

■ メールサイズ制限【メール受信設定（メールサイ
ズ制限）】
あらかじめ指定したサイズによって、受信する
ｉモードメールを制限できます。

■ 設定状況確認【メール受信設定（設定状況確認）】
現在設定されているメール受信／拒否などの設定
状況を確認できます。

■ メール機能停止【メール機能停止】
メール機能を利用しない場合、ｉモードセンター
でのメール機能停止ができます｡

送受信できる文字数

ｉモードメールで送受信できる文字数は次のとおり
です。

設定方法
d→ aｉMenu → hオプション設定 → メール設
定 →【各設定】

項　目 全角文字（漢字、ひ
らがな、絵文字など）

半角文字（英字、数
字、カタカナなど）

題名 15文字 30文字
メール
アドレス － 50文字

本文 5000文字 10000文字
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お知らせ
･ｉモードメールの本文は全角5000文字（10000バイ
ト）まで送受信できますが、添付ファイルのデータ量に
より送受信できる文字数が少なくなります。
･本文が受信できる文字数を超えた場合、本文の最後に
「/」または「//」が挿入され、超えた分が自動的に削除
されます。
･movaサービスのｉモード端末にｉモードメールを送信
する場合、本文として送信できるのは全角で最大2000
文字です。また、ｉショット、ｉモーションメールは
URLが記載されたメールとして送信され、それ以外の添
付ファイルは削除されます。
･題名が受信可能な文字数を超えた場合、超えた文字は削
除されます。
･ｉモード端末（mova端末含む）どうしのメールのやり
とり以外では半角カタカナ、絵文字を使用しないでくだ
さい。受信側で正しく表示されない場合があります。

メールを受信できないとき

ｉモードセンターに届いたｉモードメールは、すぐに
お客様のｉモード端末に送信されます。ただし、お客
様のｉモード端末の電源が入っていない場合やｉモー
ド圏外などで受信できないときは、ｉモードメールは
ｉモードセンターに保管されます。
ｉモードセンターに保管されたメールは、一定の時間
をおいて最大3回再送されます。また、メール選択受
信設定が「ON」のときは、ｉモードセンターに保管
されているｉモードメールを選択して受信できます。

お知らせ
･ｉモードセンターでのｉモードメールの最大保管件数、
保管期間は次のとおりです。

･保管期間が過ぎたｉモードメールは自動的に削除されま
す。
･最大保管件数は、ｉモードメールのデータサイズにより
異なります。最大保管件数を超えた場合、ｉモード端末
には または が表示されます。このときｉモードセ
ンターではｉモードメールを受信せず、発信元にエラー
メッセージとともに返信します。
ただし、メール選択受信設定が「ON」のときは、最大
保管件数を超えても または は表示されません。
･ｉモードセンターに保管されているｉモードメールは、
ｉモード問合せやメール選択受信により受信できます。
また新しいｉモードメールが届いたときは、保管されて
いる他のｉモードメール、メッセージR/Fも合わせて受
信できます。
･ｉモードメールを受信するとｉモードセンターに保管さ
れていたｉモードメールは削除されます。
･極端に容量の大きいｉモードメールはｉモードセンター
で受け付けない場合があります。

こんなこともできます

■ ファイル添付メール
･ メロディ添付メール
サイトやホームページからダウンロードしたメ
ロディファイルを、ｉモードメールに添付して
送受信できます。ただし、メール添付やFOMA
端末外への出力が禁止されているメロディファ
イルは送信できません。
送信する→P230 受信したとき→P241
･ 画像添付メール
サイト、ホームページまたは外部メモリから取
り込んだ静止画ファイルを、ｉモードメールに
添付して送受信できます。ただし、メール添付
やFOMA端末外への出力が禁止されている静止
画ファイルは送信できません。
送信する→P230 受信したとき→P239

■ ｉショット
カメラ機能付き端末で撮影した静止画を添付ファ
イルとしてｉモード端末（mova端末含む）および
パソコンや他社携帯電話との間で送受信できま
す。受信側には添付ファイル形式、または画像閲
覧用URL（またはアイコン）に画像の保存期限が
記載されたメールとして送信され、そのURLを選
択することで画像を取得できます。
movaサービスのｉモード端末に送信できるメー
ル本文は、全角で最大184文字（369バイト）で
す。複数のファイルを添付した場合、添付ファイ
ルは削除され、メール本文のみ送信されます。
送信する→P230 受信したとき→P239

最大保管件数 最大保管期間
207～1000件

（約2Mバイトまで）
720時間

FOMA端末

FOMA端末

ｉショットで
静止画像送信

添付画像
として送信

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ｉモードセンター パソコンなど

a添付画像、または添付画像の
　URLを記載したメール、また
　は添付画像のアイコン（URL）
　を記載したメール

ｉショットセンター

bメール上のURL
　（Web To）を選択※

c画像データ※

movaサービスの
ｉモード端末
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※：添付画像のURLを記載したメールを受信した
場合

･ ｉショットセンターでは最大10日間画像が保管
され、保管期間を過ぎると自動的に削除されま
す。
･ ｉモード端末が、送信できるのは最大500Kバ
イトまでの静止画です。20Kバイトより大きい
画像を添付してｉモード端末に送信した場合、
受信側では自動的にサイズの圧縮された画像を
取得します。

■ ｉモーションメール
ｉモーションメール対応端末で撮影した動画や、
サイトから取得した動画をｉモーションメール対
応端末、パソコン、他社携帯電話との間で送受信
できます。ただし、メール添付やFOMA端末外へ
の出力が禁止されている動画ファイルは送信でき
ません。
送信する→P230 受信したとき→P240
･ サービスのしくみ
ｉモーションメールに添付された動画ファイル
は、ｉモーションメールセンターに送信され、保
存されます。送信先がパソコンなどの場合は、直
接添付ファイルとして送信されます。
ｉモーションメール対応端末で受信した場合、
メール本文中に表示されているURLを選択して
動画を取得できます｡
ｉモーションメール非対応端末に送信した場合
は、ｉモーションが連続静止画に変換され、URL
が記載されたメールとして受信されます。受信
者は表示されているURLを選択し、連続静止画
を取得します。

･ ｉモーションメールセンターでは最大10日間動
画が保管され、保管期間を過ぎると自動的に削除
されます｡
･ ｉモーションメール対応端末が受信できるのは、
最大500Kバイトまでの動画です。取得した動画
は、ｉモーションメール対応端末の画面に合わせ
て画像サイズを自動的に変換します。

■ デコメール
ｉモードメール編集時に文字の大きさや背景の色
などを変えたり、画像を本文中に貼り付けること
によって、自分のオリジナルメールを作成して送
信したり、装飾された楽しいメールを受信できま
す。ただし、パソコンから装飾したメールを受信
する場合、ｉモード端末では非対応の装飾がある
ため、パソコン上と同じ動作にならない場合もあ
ります。
デコメールを非対応端末に送信した場合は、URL
が記載されたメールとして受信されます。受信者
は表示されているURLを選択し、デコメールを閲
覧できます。
編集・送信方法→P226
･ 対応機種･･･デコメール対応機種でご利用いた
だけます。詳細は、『ｉモード操作ガイド』をご
覧ください。

ｉモーションメール対応
FOMA端末

ｉモーション
メールセンター

ｉモーション
メール対応
FOMA端末

ｉモーション
メール

非対応端末

ｉモードメール
として送信

添付動画
として送信

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ｉモードセンター パソコンなど

a添付画像の
　アイコン（URL）
　を記載したメール

bメール上のURL
　（Web To）を選択

c添付動画または
　連続静止画データ
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■ メール同報送信
同じｉモードメールを、一度に複数の宛先（最大
5件）に送信できます。→P225
･ 通信料は、1通のみ送信した場合と同じです。た
だし、追加した宛先の情報量については通信料
が増えます。

■ CC、BCC送受信
パソコンと同じように、ｉモードメール編集時に
宛先をTO、CC、BCCから選択できます。
ただし、TOが1件もないメールは送信できません。
→P225

■ チャットメール
複数の相手と会話をするような感覚でメールを交
換できます。→P258
･ 複数の相手とチャットメールをやりとりした場
合の通信料は、メール同報送信の場合と同じで
す。

SMS（ショートメッセージ）について

携帯電話番号のみで文字メッセージをやりとりでき
ます。
送信方法→P260 受信方法→P261
問い合わせ方法→P262

SMS（ショートメッセージ）の宛先

SMSの宛先は「ご契約の携帯電話番号」です。
I ドコモ以外の海外通信事業者とお客様との間で送
受信を行う場合の宛先は、ドコモのホームページを
ご覧ください。

送受信できる文字数

送信文字種の設定（→P262）により最大文字数が異
なります。

※1：宛先がドコモ以外の海外通信事業者の場合は、「+」
を含めた21文字まで入力して送信できます。

※2：半角の英数字と記号（｀｡｢｣､･ﾞﾟを除く）を使用で
きます。
記号（｜＾{ } [ ] ̃ ￥）を入力すると送信できる文字
数が少なくなります。

SMS（ショートメッセージ）を受信できな
いとき

お客様のFOMA端末に送られてきたSMSは、SMSセ
ンターで受信し、すぐにお客様のFOMA端末に送信し
ます。ただし、お客様のFOMA端末の電源が入ってい
ないときや圏外などで受信できないときは、SMSセ
ンターに保管されます。

お知らせ
お知らせ

･ SMSセンターでのSMSの最大保管期間は72時間です。
発信元が保管期間を指定することもできます。→P262
･保管期間が過ぎたSMSは自動的に削除されます。
･ SMSセンターに保管されているSMSは、SMS問合せ
により受信できます。→P262
･ SMSを受信すると、SMSセンターに保管されていたSMS
は削除されます。

こんなこともできます

■ 送達通知
送信したSMSが相手に届いたかどうかを知らせる
送達通知を受け取れます。→P262

■ FOMAカードへの保存
受信したSMSや送信したSMSを、FOMAカード
に保存できます。→P263

ｉモードメール／デコメールを作成する

新規メール A2/MENU 12

ｉモードメールを作成して送信する
〈例〉宛先を直接入力してｉモードメールを作成・送信

するとき

1 a（1秒以上）e宛先の入力欄を選択

項　目 送信文字種
「日本語」

送信文字種
「英語」

宛先 20文字（数字のみ）※1

本文 全角・半角を問わず
70文字

半角160文字※2

本文に半角で入力でき
る残りの文字数
（バイト数）

メール作成画面

宛先の入力欄
題名の入力欄
添付ファイル欄
本文の入力欄
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2 「直接入力」を選択e宛先を入力
･ 半角で最大50文字入力できます。
･ ｉモード端末にメールを送信する場合は、メー
ルアドレスの「@docomo.ne.jp」は省略でき
ます。
･ かな入力方式の場合、半角英字入力モード時に

1を繰り返し押すと「＠」「 ．」「 - 」などの
記号を、*を繰り返し押すと「.co.jp」「.ne.jp」
「.com」などを入力できます。
･ 相手がシークレットコードを登録している場
合は、相手のｉモード端末の電話番号に続けて
4桁のシークレットコードの入力が必要です。

■電話帳を検索して入力する：「電話帳参照」を
選択e電話帳を検索eメールを送信する電話
帳データを選択
･メールアドレスを複数登録している場合は、
送信するメールアドレスを選択します。

■メールグループから入力する：「メールグルー
プ」を選択e一覧からメールグループを選択
･メールグループにあらかじめメールアドレ
スを登録しておく必要があります。
･すでに入力されている宛先との合計が5件を
超えるメールグループは追加できません。

3 題名の入力欄を選択e題名を入力
･ 全角で最大15文字、半角で最大30文字入力
できます。

4 本文の入力欄を選択e本文を入力
･ 全角で最大5000文字、半角で最大10000文
字入力できます。
･ #を押すと改行できます（全角／半角数字入
力モード時を除く）。

■署名を挿入する：me56
･署名はあらかじめ登録しておく必要があり
ます。

5 p［送信］を押す
･ 接続中画面でgを、送信中画面でpを押すと
送信を中止します。ただし、操作のタイミング
によっては送信される場合があります。そのと
き送信されたメールは、未送信メール内の「未
送信BOX」フォルダに保存されます。
･ 圏内自動送信メールが5件未満で圏外の場合、
圏内自動送信に設定するかどうかの確認画面
が表示されます。「はい」を選択すると圏内自
動送信メールとして未送信メール内の「未送信
BOX」フォルダに保存されます。

お知らせ
･ 10000バイトより大きいメールが、他の機能が起動し
たりして自動保存された場合は、作成中のメールが一部
保存されないことがあります。
･電波状況により、相手に文字が正しく表示されない場合
があります。
･送信に失敗したときはエラーメッセージが表示され、ｉモー
ドメールが未送信メール内の「未送信BOX」フォルダに保
存されます。未送信メール内の「未送信BOX」フォルダか
らｉモードメールを編集、送信できます。
･ｉモードメールを正常に送信できていても、電波状況に
よっては「送信できませんでした」というエラーメッ
セージが表示される場合があります。
･送信が正常に終了したときは、ｉモードメールは送信メー
ル内のフォルダに保存されます。保存領域の空きが足りな
いときや最大保存件数を超えるときは、古い送信メールか
ら順に消去されます。残しておきたい送信メールは保護し
てください。
･全角・半角の空白や改行も本文の文字数に含まれます。
･ｉモード端末どうしでは半角カタカナ、絵文字が使用で
きますが、他の端末や、絵文字2に非対応のｉモード端
末で受信した場合には、正しく表示されない場合があり
ます。
･顔文字は相手の端末の表示文字数やフォント、ディスプ
レイの大きさによっては、形がくずれたり見えかたが異
なったりするなど、正しく表示されない場合がありま
す。
･ドコモ以外のアドレスにメール送信を行った場合、宛先
不明などのエラーメッセージを受信できないことがあ
ります。
･保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超え
るときは、ｉモードメールは作成できません。未送信
メール内のフォルダから不要なｉモードメール、SMS
を削除してください。
･撮影した静止画などのファイルを添付できます。
→P230

宛先を追加する＜宛先追加＞

ｉモードメールは宛先の種別に関わらず複数の宛先
に同時に送信（同報送信）できます。
I 最大5件送信できます。
I 宛先の種別には （TO）、 （CC）、
（BCC）の3種類があります。

：直接の送信相手
：直接の送信相手以外にメールの内容を知ら
せたい相手

：他の送信相手に知らせたくない相手
I の宛先が空欄のときは、メールを送信できま
せん。

I に入力したメールアドレスは、他の送信相手
には表示されません。
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1 メール作成画面で宛先の入力欄にカーソ
ルを合わせてa

■CC、BCCを追加する：
aメール作成画面でme7e入力方法を選
択
･電話帳を検索してメールアドレスを入力
する場合は、「電話帳参照」を選択します。
･メールグループから入力する場合は、「メー
ルグループ」を選択し、入力するメールグ
ループを選択します。
メール作成画面の宛先の入力欄に、あらか
じめメールグループに設定したTO、CC、
BCCで宛先が表示されます。
･直接メールアドレスを入力する場合は、
「直接入力」を選択します。

b「CC」または「BCC」を選択eメールアド
レスを入力
･「TO」も選択できます。

■宛先の種別（TO、CC、BCC）を変更する：
種別を変更する宛先の入力欄にカーソルを合
わせてme9e宛先種別を選択

■追加した宛先を削除する：削除する宛先に
カーソルを合わせてme8e「はい」を選
択
･宛先の入力欄が複数あるときに削除した場
合は、宛先の入力欄ごと削除されます。宛先
の入力欄が1件でメールアドレスが入力さ
れているときに削除した場合は、メールアド
レスのみ削除されます。

2 追加された宛先の入力欄に宛先を入力e
p［送信］
操作方法→P225「ｉモードメールを作成して送
信する」操作2～4

お知らせ
･「TO」の入力欄と「CC」の入力欄に入力したメールア
ドレスは、受信側に表示されます。ただし、受信側の端
末や機器、メールソフトなどによっては、表示されない
場合があります。
･同じ宛先を設定しようとすると、すでに同じ宛先がある
旨のメッセージが表示され、設定できません。

デコメール

デコメールを作成して送信する
ｉモードメール作成時に、本文の文字サイズや背景色
を変更したり、撮影した静止画やお買い上げ時に登録
されている画像などを挿入したりなどの装飾（デコ
レーション）をして、送信できます（デコメール）。
I 送信できるデコメールのサイズは、本文、装飾、添
付ファイルを合わせて10000バイト以下です。た
だし、10000バイトより大きく500Kバイト以内
のファイルを添付している場合は9600バイト以
下になります。

〈装飾例〉

宛先の入力欄が追加され
ます。
･ 送信する宛先数分の宛
先の入力欄ができるま
で繰り返します。

a文字色を変更する b文字サイズを変更する

c画像を挿入する d文字を点滅させる

e文字をテロップにする f文字を左右にスウィン
グさせる

g文字の表示位置を変更
する

hライン（罫線）を挿入す
る

i背景色を変更する

デ
コ
メ
l
ル



メ
l
ル

227

デコメール作成の流れ

装飾を指定してから文字を入力する

1 メール作成画面で本文の入力欄を選択e
a

2 装飾を選択e文字を入力

･ 装飾選択画面で装飾のマークを選択すると、そ
の装飾が選択状態になります。
･ 複数のマークを選択状態にすることで、同時に
複数の装飾が設定できます。複数の装飾を連続
して設定するときは、装飾選択画面でマークに
カーソルを合わせてmを押します。ただし、
テロップ、スウィング、文字位置は同時に設定
できません。

･ 選択状態の装飾を解除して文字を入力すると
きは、入力位置にカーソルを合わせてaを押
し、tを押します。解除される装飾は文字色、
文字サイズ、点滅、テロップ（空行時のみ）、
スウィング（空行時のみ）、文字位置（空行時
のみ）です。

文字色：
文字またはライン（罫線）の色を変更します。
文字サイズ：
文字サイズを変更します。
画像挿入：
画像を挿入します。
点滅：
文字を点滅させます。
テロップ：
文字を流して表示（テロップ表示）します。
スウィング：
文字を左右に揺らして表示（スウィング表
示）します。
文字位置：
文字または画像挿入時の位置を変更します。
ライン挿入：
ライン（罫線）を挿入します。
背景色：
本文の背景色を変更します。
元に戻す：
1つ前の状態に戻します。

装飾の操作方法→P228「デコメール装飾選択画
面の操作手順」

■すでに設定した装飾を別の装飾に変更する：
me18e開始位置を選択
以降の操作→P229「文字を入力してから装
飾を指定する」操作2以降

■本文中の装飾をすべて解除する：me1
9

3 me0e装飾を確認
設定した装飾と、画面の右下に入力できる残りの
データ量の正確なバイト数を確認できます。

4 gegep［送信］

お知らせ
･メール本文の入力画面でmを押し、「デコレーション」を
選択しても装飾を選択できます。

ステップ1 メール作成画面からメール本文の入
力画面を表示する

ｉモードメール作成で本文を入力できる状
態にします。

ステップ2
装飾した文字や画
像を入力する

ステップ2
文字を入力して装
飾する

aを押し、装飾方
法を選択して文
字を入力します。
→P227

文字を入力した
後、装飾する開始
位置にカーソル
を合わせてtを
押し、終了位置を
選択して、装飾方
法を選択します。
→P229

I 編集中にm0を押すと、プレビュー
画面で装飾を確認できます。

ステップ3 装飾を確認して送信する

メール作成画面で装飾を確認します。

装飾選択画面
カーソル

カーソル位置の装飾に
対応したマークと名称
が表示されます。
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デコメール装飾選択画面の操作手順

I（　）内の装飾例番号はP226〈装飾例〉の番号です。

■文字色を変更する（装飾例a）： を選択e文字
色を選択e文字を入力
･標準の20色、または「その他の色」の64色から
選択できます。
･絵文字の文字色も変更できます。
･範囲を指定して元の色に戻せます。→P229

■文字のサイズを変更する（装飾例b）： を選択
e文字サイズを選択e文字を入力
･「大」「標準」「小」から選択できます。
･すでに設定されている文字サイズは選択できま
せん。cを押すと、装飾選択画面に戻ります。

■画像を挿入する（装飾例c）：
a を選択e挿入元を選択
･お買い上げ時は、「デコメールピクチャ」フォ
ルダに画像が保存されています。→P421
･miniSDメモリーカードを取り付けている場合
のみ「miniSDカード」を選択できます。
･「静止画を撮影」を選択すると、静止画を撮影
して挿入できます。
撮影する静止画のサイズは電話帳用（96×
72）に自動的に設定されます。
静止画の撮影方法→P173「カメラで静止画を
撮影する」操作2～4

bフォルダを選択e画像を選択
カーソル位置に画像が挿入されます。

･ フォルダを選択した際、添付できない画像は
表示されません。ただし、「miniSDカード｣を
選択したときには添付できない画像も表示さ
れ、それらの画像を選択したときに添付でき
ない旨のメッセージが表示されます。

■文字を点滅させる（装飾例d）： を選択e文字
を入力

■文字をテロップにして右から左へ動かす（装飾例
e）： を選択e文字を入力

■文字を左右にスウィングさせて動かす（装飾例f）：
を選択e文字を入力

■文字の表示位置を変更する（装飾例g）： を選択
e文字の表示位置を選択e文字を入力
･「左寄せ」「センタリング」「右寄せ」から選択で
きます。
･すでに設定されている文字位置は選択できませ
ん。cを押すと、装飾選択画面に戻ります。
･カーソル位置に文字が入力されている場合は、改
行されて表示位置が設定されます。

■ライン（罫線）を挿入する（装飾例h）： を選択

■本文の背景色を変更する（装飾例i）： を選択
e背景色を選択
･標準の20色、または「その他の色」の64色から
選択できます。

■1つ前の状態に戻す： を選択
直前に設定した装飾が解除または文字入力が取り
消されます。

「大」にしたとき

･ と の間に文字を
入力します。

･ と の間に文字を
入力します。

「右寄せ」にしたとき

（文字色）で指定され
ている色でライン（罫
線）が挿入されます。
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文字を入力してから装飾を指定する

メール本文に入力されている文字や、すでに装飾され
ている文字は、範囲を指定して操作します。
I 操作3（　）内の装飾例番号はP226〈装飾例〉の
番号です。

I「ライン挿入」「画像挿入」「背景色」は操作できませ
ん。装飾を指定してから操作してください。→P227

1 メール作成画面で本文の入力欄を選択e
入力されている文字の装飾する範囲の開
始位置にカーソルを合わせてt

2 装飾する範囲の終了位置を選択

･ 開始位置から文頭までを選択する場合は、mを
押してgを押します。
･ 開始位置から文末までを選択する場合は、pを
押してgを押します。
･ 全文を選択するときはaを押します。

3 装飾方法を選択

■文字色を変更する（装飾例a）：1e文字
色を選択
･ライン（罫線）の色も変更されます。
･元の色に戻すときは「指定なし」を選択して
ください。

■文字のサイズを変更する（装飾例b）：2e
1～3

■文字を点滅させる（装飾例d）：3e1
･解除するときは2を押します。

■文字をテロップにして右から左へ動かす（装
飾例e）：4e1
･解除するときは2を押します。

■文字を左右にスウィングさせて動かす（装飾
例f）：5e1
･解除するときは2を押します。

■文字の表示位置を変更する（装飾例g）：
6e1～3
･画像の表示位置も変更されます。

■文字をコピーする：7を押す

■文字を切り取る：8を押す

■1つ前の状態に戻す：9を押す
･直前に設定した装飾が解除または文字入力
が取り消されます。

■続けて文字を装飾する：me操作3を繰り返
す

装飾の確認や解除方法→P227「装飾を指定して
から文字を入力する」操作2～3

4 gで範囲指定を解除egep［送信］

お知らせ
･メール本文の入力画面でmを押し、「デコレーション」→
「デコレーション変更」を選択しても同様に操作できま
す。
･装飾した文字を削除しても、装飾データのみが残り、入
力可能な文字数が少なくなる場合があります。装飾を解
除してから文字を削除してください。なお、cを1秒
以上押すと、装飾データも含めて文字を削除できます。
･点滅、テロップ、スウィング、アニメーションなどは、
メール作成画面やプレビュー画面では一定時間が経過
すると自動的に停止します。
･パソコンなど、デコメール対応FOMA端末以外とメール
を送受信すると、装飾が正しく表示されない場合があり
ます。

デコメールにメロディを添付する
＜メロデコ＞

簡単な操作でデコメールにメロディを添付して送信
できます。

1 装飾選択画面でaeフォルダを選択
･ miniSDメモリーカードを取り付けている場合
は、「本体」または「miniSDカード」を選択し
ます。
･ メロディにカーソルを合わせてpを押すと再
生できます。一覧に戻るにはcを押します。
･ 添付できないメロディは表示されません。ただ
し、｢miniSDカード｣を選択したときには添付
できないメロディも表示され、それらのメロ
ディを選択したときに添付できない旨のメッ
セージが表示されます。

メロディの再生の操作→P120
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2 添付するメロディを選択
メロディが添付され、添付メロディ一覧に添付し
たメロディのファイル名とファイルサイズが表
示されます。

■メロディを追加する：meフォルダを選択e
添付するメロディを選択
･miniSDメモリーカードを取り付けている場
合は、「本体」または「miniSDカード」を選
択します。

■添付したメロディを解除する：解除するメロ
ディにカーソルを合わせてae「はい」を選
択
･メロディをすべて解除したときは、添付して
いるメロディがない旨のメッセージが表示
されます。gを押し、操作4に進みます。

3 pを押す
画面左下に が表示されます。

4 gep［送信］

メール添付用のメロディ一覧

お買い上げ時は、次のメロディが「メール添付メロ
ディ」フォルダに登録されています。

録音許諾番号：T-0630189

※ ディスプレイに表示しきれないメロディ名は省略され
ます。

添付ファイル

ファイルを添付する
ｉモードメールに画像や動画／ｉモーション、メロ
ディ、トルカを添付して送信できます。
I 添付可能なファイルは次のとおりです。

※1：受信側の端末やパソコンなどの機器によって、
URLが記載されたメールとして受信したり、添
付ファイルとして受信したりします。

※2：トルカ（詳細）を添付すると、相手の端末では詳
細が切り取られて受信します。切り取られた詳細
は、サイトに詳細情報がある場合は受信側でダウ
ンロードできます。ただし、相手の端末によって
は、ダウンロードできない場合があります。

メロディ 作曲者
ウィリアムテル序曲 GIOACCHINO 

ANTONIO ROSSINI
結婚行進曲 BARTHOLDY FELIX J L 

MENDELSSOHN
祝婚歌 RICHARD WILHELM 

WAGNER
運命 VAN LUDWIG 

BEETHOVEN
草競馬 STEPHEN COLLINS 

FOSTER
ジングルベル JAMES PIERPONT
タフワフワイ Ｐ Ｄ
さくら 日本民謡
紅葉 岡野 貞一
雪 文部省唱歌
おもちゃの兵隊のマーチ LEON JESSEL
登場 　　　　　　
3･3･7拍子 　　　　　　
Are you sleeping? フランス民謡
こぎつね ドイツ民謡
トッカータとフーガ JOHANN SEBASTIAN 

BACH
子守唄 FRANZ SCHUBERT
幸せなら手をたたこう スペイン民謡
ぶんぶんぶん ボヘミア民謡
ピクニック イギリス民謡
グッドバイ 河村 光陽
蛍の光 スコットランド民謡

ハッピー お出掛け
スキップ
メリーゴーランド
安らぎ 頑張れ
ヤッター ファイト
競争 焦燥
マラカス 忙しい
エレクトロ ハーモニカ
迷宮 タンゴ
エキゾチック アジアン
中華 南国
琴 お祭り
悲哀 不安
がっくり 発見
チャイム お知らせ

　　　　　　

項　目
1件のメール
に添付可能
な最大件数

添付ファイルの
条件

10000バイト
以内の画像※1

10件※3

JPEG形式、GIF形
式の画像のみ添付可
能（パラパラマンガ
は添付不可）

メロディ SMF形式のメロディ
のみ添付可能

トルカ※2 321バイト以内（転
送時は1024バイト
以内）添付可能※4

10000バイト
より大きく、
500Kバイト以
内の画像※1

1件

JPEG形式の画像の
み添付可能（パラパ
ラマンガは添付不
可）

500Kバイト以
内の動画／
ｉモーション／
音声※5

再生制限が設定され
ているものは添付不
可※6

メロディ 作曲者
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※3：画像、メロディ、トルカを合計最大10件、メー
ル本文を含め最大10000バイト添付できます。
ただし、添付ファイルのサイズによっては、添付
可能な最大件数は少なくなります。

※4：トルカによっては異なる場合があります。
※5： 受信側の端末や機器によって、動画が粗くなった

り、連続静止画に変換されて表示される場合があり
ます。QCIF（176×144）、Sub-QCIF（128×
96）以外の動画は容量に関わらず添付できません。

※6：再生制限が設定されていないファイルでも添付
できない場合があります。

I 添付ファイルのサイズによって、本文に入力できる
文字数が異なります。

I 本文（添付した画像、メロディ、トルカを含む）の
残りのデータ量が全角で100文字、半角で200文
字（デコメールでは全角で200文字、半角で400
文字）より少ない場合は、動画／ｉモーションや
10000バイトより大きい画像を添付できません。

I メール添付やFOMA端末外への出力が禁止されてい
るファイル（自端末でファイル制限を「あり」に設
定した画像を除く）、FOMAカード動作制限機能が設
定されているファイルは添付できません。

I movaサービスのｉモード端末には、JPEG形式の
画像を1枚のみ添付できます。その場合、相手の端
末はURLが記載されたメール（ｉショットメール）
として受信します。

I サウンドレコーダーで録音したデータは、ｉモーショ
ンとして保存され、メールに添付できます。

I FOMA F902iS、F702iD、F902i、F881iES、
F700iS、F901iS、F700i、F901iC、F900iC、
F880iES、F900iT、F900i以外の端末やパソコ
ンでは、受信したメロディを正しく再生できない場
合があります。

1 メール作成画面で添付ファイル欄を選択
e添付するファイルの種類とファイルを
選択
■画像を添付する：

a「イメージ」を選択e「本体」を選択eフォ
ルダを選択
･画像にカーソルを合わせてpを押すと画
像を表示できます。cを押すと、一覧
に戻ります。
･添付できない画像は表示されません。
･「静止画を撮影」を選択すると、静止画を
撮影して添付できます。
撮影する静止画のサイズは待受用（240×
320）に自動的に設定されます。
静止画の撮影方法→P173「カメラで静
止画を撮影する」操作2～4

b画像を選択
メール作成画面の添付欄に、選択した画像
のファイル名が表示されます。
･待受サイズ（240×320）はｉモード端
末に送信するのに適したサイズです。画像
サイズが240×320より大きいJPEG形
式の画像の場合は、待受サイズ（240×
320）に変換するかどうかの確認画面が
表示されます。変換された画像が10000
バイトより大きい場合は、変換した画像を
データBOXに保存するかどうかの確認画
面が表示されます。データBOXに保存し
ない、または保存に失敗した旨のメッセー
ジが表示された場合は、添付ファイルは保
存されません。そのため、ｉモードメール
を「未送信BOX」に保存して編集すると
きには添付ファイルはありません。また、
保存しないと圏内自動送信で送信すると
きも添付されません。
･ファイルサイズが500Kバイトより大き
いJPEG形式の画像は、メールに添付可
能なサイズに変換され、データBOXに保
存するかどうかの確認画面が表示されま
す。

■動画／ｉモーションを添付する（ｉモーショ
ンメール）：
a「ｉモーション」を選択e「本体」を選択e
フォルダを選択
･動画／ｉモーションにカーソルを合わせ
てpを押すと動画／ｉモーションを再生
できます。cを押すと、一覧に戻りま
す。
･添付できない動画／ｉモーションは表示
されません。
･「動画を撮影」を選択すると、動画を撮影
して添付できます。
撮影する動画のサイズはQCIF（176×
144）に自動的に設定されます。
動画の撮影方法→P178「ビデオカメラ
で動画を撮影する」操作2～5

b動画／ｉモーションを選択
メール作成画面の添付欄に選択した動画／
ｉモーションのファイル名が表示されま
す。
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■メロディを添付する：
a「メロディ」を選択eフォルダを選択
･miniSDメモリーカードを取り付けている
場合は、「本体」を選択します。
･メロディにカーソルを合わせてpを押す
とメロディを再生できます。cを押す
と、一覧に戻ります。
･添付できないメロディは表示されません。
メロディの再生の操作→P120

bメロディを選択
メール作成画面の添付欄に選択したメロ
ディのファイル名が表示されます。

■トルカを添付する：
a「トルカ」を選択eフォルダを選択
･miniSDメモリーカードを取り付けている
場合は、「本体」を選択します。
･トルカにカーソルを合わせてpを押すと
詳細情報を表示できます。cを押すと、
一覧に戻ります。

bトルカを選択
メール作成画面の添付欄に選択したトルカ
のファイル名が表示されます。
･添付できないトルカを選択すると、添付で
きない旨のメッセージが表示されます。

■音声を録音して添付する：
a「ボイス録音」を選択egまたはサイドキー
［▲］

bpまたはサイドキー［▲］
cgまたはサイドキー［▲］
録音した音声がｉモーション内の「カメラ」
フォルダに保存され、メール作成画面の添
付欄に録音した音声のファイル名が表示さ
れます。

■miniSDメモリーカード内のデータを添付する：
a「イメージ」「ｉモーション」「メロディ」「ト
ルカ」のいずれかを選択e「miniSDカー
ド」を選択
･画像、トルカにカーソルを合わせてpを
押すと、表示できます。動画／ｉモーショ
ン、メロディにカーソルを合わせてpを
押すと、再生できます。

bデータを選択
メール作成画面の添付欄に選択したデータ
のファイル名が表示されます。
･各データ形式についての動作は、FOMA
端末内のデータを選択するときと同じで
す。
･ 10001バイト～500Kバイトの画像、ま
たは500Kバイト以内の動画の場合は、
本体へコピーするかどうかの確認画面が
表示されます。本体にコピーしなかった
場合、ｉモードメールを「未送信BOX」
に保存して編集するときには添付ファイ
ルはありません。また、圏内自動送信で
送信するときも添付されません。
･添付できない動画／ｉモーションやメロ
ディ、トルカを選択すると、そのデータ
は選択できない旨のメッセージが表示さ
れます。

2 p［送信］を押す

お知らせ
･ 10000バイトより大きいJPEG形式の画像を添付した
メールをｉモード端末に送信した場合は、ｉショットセ
ンターでｉモード端末に送信するのに適したサイズに
変換されます。
･movaサービスのｉモード端末にGIF形式の画像やメロ
ディ、音声、トルカを添付すると、添付ファイルは削除
されて相手に送信されます。

添付ファイルを変更／解除する

〈例〉添付ファイルを解除するとき

1 メール作成画面で解除する添付欄にカー
ソルを合わせてa

■添付ファイルを変更する：変更する添付欄に
カーソルを合わせてteファイルの添付をや
り直す→P230

2 「はい」を選択

メールテンプレートを利用する
メールテンプレートは、ｉモードメールの雛形です。
この雛形に変更を加えるだけで、簡単にｉモードメー
ルが作成できます。
お買い上げ時に登録されているテンプレートのほか、
自分で作成したデコメールテンプレートやサイトか
らダウンロードしたテンプレートを利用できます。
I お買い上げ時は、30件のテンプレートが登録されて
います。
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メール作成時にテンプレートを使う
＜テンプレート読込＞

1 メール作成画面でme61e読み込
むテンプレートを選択

･ マークの意味は次のとおりです。
：10000バイト以内の画像あり
：メロディあり
：トルカあり
：複数添付あり（画像、メロディ、トルカ
のいずれか2つ以上）

･ テンプレート選択画面でpを押すと、テンプ
レート詳細画面を表示し、hを押すと前後の
テンプレートを表示できます。pを押すとテ
ンプレート選択画面に戻ります。テンプレート
にファイルが添付されている場合、テンプレー
ト詳細画面で画像またはトルカにカーソルを
合わせてmを押すと表示できます。メロディ
にカーソルを合わせてmを押すと再生できま
す。

2 メールを編集ep［送信］

お知らせ
･すでにメール本文を入力したメール作成画面からテン
プレートの読み込みを行うと、現在入力中のメールに上
書きするかどうかの確認画面が表示されます。
「本文のみ読込み」を選択し、テンプレートを選択する
と、入力済みのメール本文のみが消え、テンプレートの
本文が読み込まれます。「すべて読込み」を選択し、テ
ンプレートを選択すると、宛先、題名、添付ファイル、
本文がすべて消え、テンプレートが読み込まれます。
読み込みを中止するときはcを押してください。
･ダイヤル発信制限中は、テンプレートを読み込めませ
ん。
･ 1件のメールに複数のテンプレートは読み込めません。

テンプレートを表示してメールを作成す
る MENU 18

登録されているテンプレートの一覧画面からテンプ
レートを選んでメールを作成します。

1 ae8eテンプレートを選択
･ メールテンプレート詳細画面でhを押すと前
後のテンプレートを表示できます。

2 pを押す
テンプレートの内容がメール作成画面に設定さ
れます。

3 メールを編集ep［送信］

お知らせ
･ダイヤル発信制限中は、テンプレートを読み込めませ
ん。ただし、電話帳に登録されているアドレスが宛先に
入力されているテンプレートは読み込めます。

テンプレートを作成して登録する
＜テンプレート登録＞

作成または送受信したｉモードメールをテンプレート
として登録できます。
I 動画／ｉモーション、10000バイトより大きい画
像はテンプレートに登録できません。

I 宛先、題名、添付ファイル、本文のいずれかを入力、
設定すると登録できます。ただし、送受信したｉモー
ドメールの場合は、本文がないと登録できません。

I 最大保存件数→P465

1 メール作成画面でme62e「はい」
を選択
■送受信したｉモードメールを登録する：メー
ル詳細画面でme45

2 下記の各項目を選択して設定
表示名：
全角・半角を問わず最大20文字入力できます。

ファイル名：
半角英数字と「 . 」 「 - 」「 _ 」で最大36文字
入力できます。ファイル名の先頭に「 . 」は使
用できません。

3 p［新規保存］を押す
保存したテンプレートは、テンプレート読込み内
に保存されます。
･ 登録済みのテンプレートに上書きするときは

aを押し、上書きするテンプレートを選択し、
「はい」を選択します。ただし、お買い上げ時
に登録されているテンプレートには上書き保
存できません。

テンプレートの内容が
メール作成画面に設定さ
れます。
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お知らせ
･メール送信できない画像が含まれたテンプレートを登
録しようとすると、画像が削除される場合があります。
･作成または送受信したメールに題名が入力されていな
いと、表示名は日付・時刻になります。
･登録したテンプレートの表示名とファイル名を変更す
る場合は、テンプレート一覧画面でm42を押し、
変更後にpを押します。
･保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超え
るときは、削除するかどうかの確認画面が表示されま
す。登録する場合は、画面の指示に従って保存されてい
るテンプレートを削除してください。

テンプレートをダウンロードする

サイトからメールテンプレートをダウンロードしま
す。ダウンロードしたメールテンプレートは、メール
作成画面で編集できます。
I 保存できるメールテンプレートのサイズは1件あた
り最大20Kバイトです。

I 最大保存件数→P465

1 サイトを表示eダウンロードするメール
テンプレートを選択
ダウンロードを開始します。
･ ダウンロード中にpを押すと、ダウンロードを
中止します。

2 「保存」を選択
■表示する：「プレビュー」を選択

■保存を中止する：「戻る」を選択e「いいえ」
を選択

3 下記の各項目を選択して設定ep［新規
保存］
ダウンロードしたメールテンプレートは、テンプ
レート読込み内に保存されます。
･ 登録済みのテンプレートに上書きするときは

aを押し、上書きするテンプレートを選択し、
「はい」を選択します。ただし、お買い上げ時
に登録されているテンプレートには上書き保
存できません。

表示名：
全角・半角を問わず最大20文字入力できます。

ファイル名：
半角英数字と「 . 」「 - 」「 _ 」で最大36文字
入力できます。ファイル名の先頭に「 . 」は使
用できません。

お知らせ
･保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超え
るときは、削除するかどうかの確認画面が表示されま
す。登録する場合は、画面の指示に従って保存されてい
るテンプレートを削除してください。

テンプレートを削除する

I お買い上げ時に登録されているテンプレートは削
除できません。

〈例〉テンプレートを1件削除するとき

1 ae8

2 削除するテンプレートにカーソルを合わ
せてme21

■テンプレートを複数削除する：me22
eテンプレートを選択ep

■テンプレートを全件削除する：me23
e認証操作

3 「はい」を選択

ｉモードメール保存

ｉモードメールを保存しておき、あ
とで送信する

ｉモードメールを保存する

作成中のｉモードメールを、送信せずに保存します。
I 最大保存件数→P465
I 宛先、題名、添付ファイル、本文のいずれかを入力、
設定すると保存できます。

1 メール作成画面でme3
ｉモードメールが未送信メール内の「未送信BOX」
フォルダに保存されます。

電波の届く所になったらメールを自動送
信する＜圏内自動送信＞

圏外にいるとき作成したｉモードメールを、電波の届
く所になったら自動的に送信するように設定できま
す。
I 最大5件設定できます。

1 メール作成画面でme2
･ ディスプレイ上部に が表示されます。
･ 圏内自動送信を設定したｉモードメールは未送
信メール内の「未送信BOX」フォルダに保存さ
れます。

電波の届く所になると

電波の届く所になると送信されます。自動送信中は
が点滅します。

I 自動送信を中断したときや失敗したときは が
に変わって点滅し、ｉモードメールは未送信

メール内の「未送信BOX」フォルダに保存されます。
保存されたｉモードメールを選択すると、未送信理
由が表示されます。
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I「未送信BOX」フォルダに保存されたすべての圏内
自動送信失敗メールの未送信理由を確認してメー
ル編集画面になったときや、解除、削除、メール連
動型ｉアプリ用のフォルダに移動、FOMAカードの
差し替えなどによって圏内自動送信失敗メールが
なくなると、 は消えます。

お知らせ
･電波の届く所になっても署名編集中は自動送信されま
せん。

圏内自動送信の設定を解除する

1 ae4eフォルダを選択e解除する
ｉモードメールにカーソルを合わせてp
e「はい」を選択

お知らせ
･次の場合でも圏内自動送信の設定は解除されます。
-「未送信BOX」フォルダに保存された圏内自動送信メー
ルを選択して、メール作成画面になった場合

-「未送信BOX」フォルダに保存された圏内自動送信メー
ルをメール連動型ｉアプリ用のフォルダに移動した場
合

- FOMAカードを差し替えた場合

送信・保存したｉモードメールを編集・
送信する

送信済みのｉモードメールやSMS、送信せずに保存
したり送信に失敗したりしたｉモードメールやSMS
を編集、送信できます。

〈例〉未送信メールを編集するとき

1 ae4eフォルダを選択
･ SMSは が表示されます。
･ 送信メールのときはa5を押し、フォルダ
を選択します。

2 編集するメールを選択
･ 送信済みのメールを再編集するときは、編集す
るメールにカーソルを合わせてpを押しま
す。

3 メールを編集ep［送信］

お知らせ
･未送信メール一覧から操作する場合は、mを押し「編集」
を選択します。
･圏内自動送信を設定した未送信メールを選択すると、圏
内自動送信の設定は解除されます。

クイックメール

すばやくメールを作成する
FOMA端末電話帳のメモリ番号が0～99の相手に
は、簡単な操作でｉモードメールやSMSを送信でき
ます。
I 電話帳データに複数の電話番号、メールアドレスを
登録している場合、ｉモードメールは1件目のメー
ルアドレス、SMSは1件目の電話番号が宛先になり
ます。

〈例〉メモリ番号23のメールアドレスにｉモードメー
ルを送信するとき

1 メモリ番号（この場合は23）e
a［ 作成］
メールアドレスが宛先に設定されます。

･ メモリ番号の前に0は付けずに入力します。こ
の例で023と入力しても、クイック
メールは利用できません。

■SMSを作成する：メモリ番号ea（1秒以
上）
･入力したメモリ番号の電話帳データに登録
されている電話番号を宛先にしたSMSの作
成画面が表示されます。

SMSの作成・送信方法→P260

メモリ番号

メールアドレス
･電話帳に登録した名前
が表示されます。
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ｉモードメールを受ける・操作する

メール自動受信

ｉモードメールを受信したときは
ｉモードメールは自動的に受信し、画面表示や着信
音、バイブレータ、ランプでお知らせします。受信し
たｉモードメールは受信メール内のフォルダに保存
されます。
I 最大保存件数→P465

1 ｉモードメールを受信

と が点滅し、「メール受信中…」と表示さ
れます。
メール着信音が鳴り、ランプとラウンドイルミ
ネーションパネルの照明が点灯または点滅して
受信結果画面が表示されます。
･ メール受信中にgを押すと受信を中止できま
すが、受信時の状況によってはメールを受信す
る場合があります。
･ FOMA端末を折り畳んでいるときは、背面ディ
スプレイに受信状態が表示されます。→P32
･ 受信結果画面が表示されてから約15秒間、ま
たは着信音が鳴り終わるまでの間、何も操作し
ないと自動的に受信前の画面に戻ります。それ
より前に受信前の画面に戻すときはcを押
します。

■受信に失敗したとき：
受信結果画面の「メール」の後ろに「×」が
表示されます。受信し直すには、ｉモード問
合せを行ってください。

お知らせ
･受信表示設定の設定内容によっては、受信中画面や受信
結果画面は表示されません。→P256
･メール選択受信設定を「ON」に設定すると、メールを
自動的に受信せずに、必要なメールだけを選択して受信
できます。
･ｉモードセンターで保管しているｉモードメールやチャッ
トメールは、新しいｉモードメールが届くと合わせて受信
します。
･極端に容量の大きいｉモードメールは、ｉモードセン
ターで受け付けずにエラーメッセージとともに発信元
に返信される場合があります。
･ｉモードメールに対応していない添付ファイルや受信可
能なデータ量（添付可能なデータ量→P230）より大き
い添付ファイルは、ｉモードセンターで削除され、受信
できません。添付ファイルが削除された場合は、メール
本文中に［添付ファイル削除］のメッセージが追加され
ます。
･受信メールのデータ量（文字数、添付ファイル）が、
ｉMenuのオプション設定のメールサイズ制限で設定し
た文字数（データ量）より大きい場合、添付ファイルは
ｉモードセンターで削除され、受信できません。
･ｉモードメールを受信したときは、ｉモードメール受信
時の動作に設定した着信音、バイブレータ、着信イルミ
ネーション、着信イルミネーションカラーそれぞれの優
先順位に従い動作します。複数のメール、メッセージR/
Fを同時に受信したときは、最後に受信したメール、メッ
セージR/Fに設定した条件に従い動作します。
･次のような場合に送られてきたｉモードメールは、ｉモー
ドセンターに保管されます。
- 電源が入っていないとき - テレビ電話中
- お預かりセンター接続中 - プッシュトーク通信中
- セルフモード中 - おまかせロック中
- FirstPassセンター接続中
- 受信に失敗したとき - ｉモード圏外のとき
- SMS受信中
- メール選択受信設定が「ON」に設定されているとき
- 赤外線通信中
- 未読メールと保護されているメールで保存領域が満杯
のとき

･保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超え
るときは、未読以外の古い受信メールから順に消去され
ます。残しておきたい受信メールは保護してください。
･未読メールと保護されているメールで保存領域が満杯で
上書きできないときは、ｉモードメールの受信は中止さ
れ、画面には や が表示されます。受信する場合
は、未読メールの既読への変更（→P248）、未読メール
の内容表示（→P243）、不要メールの削除（→P248）、
保護解除（→P248）などを行う必要があります。
･ｉモードセンターにｉモードメールが残っているとき
は、 や が表示されます。ただし、ｉモードメール
があっても表示されない場合があります。また、ｉモー
ドセンターの保管件数（→P222）が満杯になったとき
は、マークが や に変わります。
･ｉモードメールの送信直後は自動受信できない場合があ
ります。ｉモード問合せを行ってください。

点滅

受信完了

受信したｉモードメール
の件数

点滅 ：未読のｉモードメー
ルあり

：未読のｉモードメー
ルとSMSあり

受信結果
（スクロール表示）
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新着ｉモードメールを表示する

1 受信結果画面で1

･ 2や3を押すとメッセージごとに表示でき
ます。
･ 受信したｉモードメールは「受信BOX」内に
保存されます。ただし、メール振り分け設定で
設定した条件と合致した場合は、指定フォルダ
に保存されます。

2 フォルダを選択eメールを選択
･ メロディが添付されている場合は、自動的に再
生されます。自動再生しないように設定するこ
ともできます。→P255

受信メール詳細画面の見かた→P244

メール選択受信

ｉモードメールを選択して受信する
ｉモードセンターに保管されているｉモードメール
のタイトルなどを確認し、受信するｉモードメールを
選択したり、受信前にｉモードセンターでｉモード
メールを削除したりできます。メール選択受信を利用
するには、あらかじめメール選択受信設定を「ON」に
設定します。なお、「ON」に設定した場合は、自動的
にｉモードメールを受信できません。

ｉモードセンターにメールが届いたときは

メール選択受信設定を「ON」に設定しているときに、
ｉモードセンターにｉモードメールが保管されると、
次のメッセージが表示されます。

I ｉモードメールがｉモードセンターに保管されても
着信音やバイブレータなどは動作しません。

I s以外のキーを押すとメッセージが消えます。

お知らせ
･オールロック中、おまかせロック中、PIMロック中、開
閉ロック中はメッセージが表示されません。
･メール選択受信設定を「ON」に設定した場合でも、ｉモー
ド問合せを行うとすべてのメールを受信します。メールを
受信したくない場合には、ｉモード問合せ設定で問い合わ
せの項目から「メール」のチェックを外してください。
･メール選択受信設定を「ON」に設定しても、SMS、メッ
セージR/Fは自動受信します。

メールを選択受信する MENU 163

ｉモードセンターに保管されているｉモードメール
の題名などを確認し、必要なｉモードメールだけを選
択して受信します。不要なｉモードメールを受信せず
に削除することもできます。

1 ae63
ｉモードセンターに接続され、保管されている
ｉモードメールが一覧表示されます。

･ メール末尾のマークの意味は次のとおりです。
：画像の添付あり
：メロディの添付あり
：ｉモーションの添付あり
：トルカの添付あり

2 メールごとに「保留」を選択e「受信」
「削除」「保留」のいずれかを選択
･「保留」を選択した場合は、そのままｉモード
センターに保管されます。ｉモード問合せなど
で受信できます。
･ ｉモードセンターに保管されているすべてのメー
ルを削除するときは、「ｉモードセンターから全て
のメールを」の「削除」を選択します。
･ ページが複数ある場合には、メール一覧の最後
に表示される「前ページ」「次ページ」を選択
すると前後のページを表示できます。

3 「受信／削除」を選択e「決定」を選択

メ
l
ル
選
択
受
信



メ
l
ル

238

ｉモード問合せ MENU 161/25

ｉモードメールがあるかどうかを問
い合わせる

圏外にいた間や電源を切っていた間などに、ｉモード
メールが届いていないかを問い合わせます。
ｉモード問合せ設定でメッセージR/Fも問い合わせす
るように設定している場合は、同時にメッセージR/F
もあるかどうかを問い合わせます。
I 電波状態によってはｉモード問合せができない場合
があります。

I メールを受信できないとき→P222

1 サイドキー［▼］（1秒以上）
ｉモード問合せを開始します。ｉモードセンター
にｉモードメールが保管されていれば受信しま
す。
･ 受信結果画面の操作は自動受信時と同じです。
ただし、自動受信時とは異なり、約15秒経過
しても元の画面には戻りません。ｉモードメー
ルを表示せずに待受画面に戻すときはcを
押します。→P236

お知らせ
･ラウンドイルミネーションパネルを利用してｉモード問
合せを開始できます。
･ FOMA端末を折り畳んだ状態でサイドキー［▲▼］を1
秒以上押すことによってｉモード問合せを開始できる
ように設定できます。→P378

ｉモードメール返信

ｉモードメールに返信する
受信したｉモードメールやSMSに返信します。ｉモー
ドメールではあらかじめ登録されている本文を選択す
るだけの簡単な操作で返信することもできます（ク
イック返信）。
I 受信メールによっては返信できない場合がありま
す。

I 発信元に「非通知設定」「公衆電話」「通知不可能」
が表示される受信SMSには返信できません。

1 ae1eフォルダを選択

2 返信するメールにカーソルを合わせてp
クイック返信本文選択画面が表示されます。

･ 次の場合は、クイック返信本文選択画面は表示
されません。操作4に進みます。
- クイック返信設定を「OFF」に設定している
場合

- クイック返信本文が1件も登録されていない
場合

- SMSに返信する場合

■複数の宛先に送られた受信メールのすべての
宛先に返信する：返信するメールにカーソル
を合わせてme1e3または4
･自分以外のすべての宛先と発信元に返信で
きます。

3 1を押す
宛先の入力欄には受信メールの発信元のメール
アドレスまたは電話番号、題名の入力欄には先頭
に「RE:」の付いた受信メールの題名（ｉモード
メールのみ）、本文の入力欄には「＞」の付いた
受信メール本文が入力されます。

･ 返信する際に本文を引用するかどうかと、引用
した本文の先頭に付ける引用文字を設定でき
ます。→P254

■クイック返信を使用する：2～6
･選択したクイック返信本文は、引用した本文
の前に挿入されます。
･クイック返信本文は変更できます。→P254

4 メールを編集ep［送信］
･ 返信した後に受信メール一覧を表示すると、受
信メールの状態マークが から 、または

から に変わります。

引用文字
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お知らせ
･メール返信引用設定の設定に関わらず、受信メールの一
覧画面および詳細画面でm→「返信／転送」を選択す
ると、「返信」（受信メール本文の引用なし）または「引
用返信」（受信メール本文の引用あり）を選択できます。
･受信メールの添付ファイルは、返信メールには添付され
ません。
･受信メール本文中の添付データ（ｉアプリが起動できる
リンク項目、本文中に表示されるメロディ）は返信メー
ルには設定されず、また文字としても引用されません。
･受信したデコメールを引用した場合、装飾と挿入されて
いる画像は引用された状態で本文が表示されます。ただ
し、画像にファイル制限が設定されている場合は、返信
メールに引用されません。
･複数の宛先に送られた受信メール詳細画面でpを押す
と、自分以外のすべての宛先と発信元のメールアドレス
が宛先の入力欄に表示されます。

ｉモードメール転送

ｉモードメールを他の宛先に転送す
る

受信したｉモードメールやSMSを他の宛先に転送し
ます。
I ｉモードメールはｉモードメールとして、SMSは
SMSとして転送されます。

1 ae1eフォルダを選択e転送する
メールにカーソルを合わせてa
題名の入力欄には先頭に「FW:」の付いた受信
メールの題名（ｉモードメールのみ）、本文の入
力欄には受信メールの本文が入力されます。

･ 添付ファイルがある受信メールを転送する場
合は、添付ファイルも設定されます。

2 メールを編集ep［送信］
･ 転送した後に受信メール一覧を表示すると、受
信メールの状態マークが から 、または
から に変わります。

お知らせ
･受信メール詳細画面から操作する場合は、mを押し「返
信／転送」→「転送」を選択します。
･受信メール本文中の添付データ（ｉアプリが起動できる
リンク項目、本文中に表示されるメロディ）は転送メー
ルには設定されず、また文字としても引用されません。
･受信メールの添付ファイル（画像、メロディ、トルカ）
のうち、メール添付やFOMA端末外への出力が禁止され
ているファイルは転送メールに添付されません。
･ 10000バイトより大きい画像が添付されたメールで画
像を取得していない場合は、転送時に画像は添付されま
せん。
･受信したデコメールを転送した場合、装飾と挿入されて
いる画像は引用された状態で本文が表示されます。ま
た、転送時にサイズオーバーとなった場合は、p［送
信］を押すと送信できない旨のメッセージが表示されま
す。
･ 1024バイトを超えるトルカが添付されたメールを転送
する場合、トルカは添付されません。

画像表示・保存

添付されている画像を表示・保存す
る

受信メールに添付されている画像を表示、保存しま
す。保存した画像はマイピクチャから表示したり、待
受画面などに設定したりできます。
I 最大保存件数→P465

1 ae1eフォルダを選択e画像が添付
されているｉモードメールを選択
メール本文の下には、画像とファイル名、ファイ
ルサイズが表示されます。

･ マークの意味は次のとおりです。
：メール添付やFOMA端末外への出力可
：メール添付やFOMA端末外への出力不可
：取得していない10000バイトより大き
い画像

：取得済みの10000バイトより大きい画
像

：取得失敗の画像の添付あり
：画像データ異常
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■画像の表示／非表示を切り替える：ファイル
名を選択
･送信メール詳細画面、メールテンプレート詳
細画面、miniSDメモリーカード内のメール
詳細画面に添付されている画像からも、同様
の操作で画像の表示と非表示を切り替えら
れます。

■画像のタイトルを表示する：タイトルを表示
する画像のファイル名にカーソルを合わせて
me62

■10000バイトより大きい画像のURLを表示
する：URLを表示する画像のファイル名に
カーソルを合わせてme63
･取得前に表示するときは、メール本文の「保
存期限」にカーソルを合わせてm62
を押します。

2 保存する画像のファイル名にカーソルを
合わせてme63
･ メール添付やFOMA端末外への出力が禁止され
ている画像（ファイル制限に「あり」と表示）で
は各項目の内容を変更できません。操作4に進
みます。

■デコメール内に表示されている画像を保存す
る：me44e保存する画像を選択

3 各項目を選択して設定
各設定項目→P205「サイトから画像をダウン
ロードする」操作2

4 pe保存先を選択
･ 保存した画像は待受画面などに設定できます。
→P307

お知らせ
･送信メール詳細画面、メールテンプレート詳細画面、
miniSDメモリーカード内のメール詳細画面から添付画
像のタイトルを確認する場合は、画像のファイル名に
カーソルを合わせてmを押し「添付ファイル」→「タ
イトル確認」を選択します。
･取得できる画像は、JPEG形式またはGIF形式で最大100K
バイトです。
･画像が添付されている受信メールを表示したときは、添
付された画像は自動的に表示されます。ただし、受信
メールがデコメールの場合は、メールを表示すると、
メール本文中に挿入されている画像は自動的に表示さ
れますが、添付された画像は自動的に表示されません。
画像を表示するときは画像のファイル名を選択します。
･本文中に表示される画像の場合、ファイル名や表示名な
どは表示されません。
･画像の横幅が画面より大きいときは、縮小して表示され
ます。
･データが壊れていると、正しく表示できない場合があり
ます。
･送信メールに添付した画像も同様の操作で保存できま
す。

･横縦（または縦横）のサイズがGIF形式は640×480、
JPEG形式は1728×2304より大きい画像は保存で
きません。また、JPEGの種類によっては保存できない
画像もあります。
･保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超え
るときは、削除するかどうかの確認画面が表示されま
す。保存する場合は、画面の指示に従って保存されてい
る画像を削除してください。削除する前に画像一覧でp
を押して画像を表示したり、mを押して画像の詳細情
報を表示したりできます。
･ｉモードメールに添付された10000バイトより大きい
画像は、自動的に取得します。自動で取得した画像は、
マイピクチャ内の「ｉモード」フォルダに保存されます。
メール受信を中断したり、メール受信中に圏外になるな
どの理由により自動的に取得できなかった場合は、受信
メール詳細画面で「保存期限」を選択すると、画像を取
得できます。

ｉモーションメール

ｉモーションメールからｉモーショ
ンを再生・保存する

発信元がメールに添付した動画／ｉモーションはｉモー
ションメールセンターに保管され、受信したメールには
ｉモーション閲覧のためのURLが記載されます。この
URLを選択して、ｉモーションを取得したり、再生した
りできます。
I 取得できるｉモーションは、最大500Kバイトです。
I 最大保存件数→P465

1 ae1eフォルダを選択eｉモーショ
ンのURLが記載されたｉモードメールを
選択

2 ｉモーションのURLを選択e「はい」を
選択
ｉモーションメールセンターに接続され、ｉモー
ションの取得、再生が始まります。
再生画面の操作方法→P313

ｉモーションが添付され
ていることを示す
ｉモーション閲覧のため
のURL
ｉモーションメールセン
ターでのｉモーションの
保存期限
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3 再生が終了したら「保存」を選択
■もう一度再生する：「再生」を選択

■詳細情報を表示する：「情報表示」を選択

■保存を中止する：「戻る」を選択e「いいえ」
を選択

4 表示名を入力ep
取得したｉモーションは、ｉモーション内の「ｉモー
ド」フォルダに保存されます。
･ 表示名は全角・半角を問わず最大36文字入力
できます。

5 「戻る」を選択

お知らせ
･送信メールに添付されている動画／ｉモーションも、ファ
イル名を選択して、同様に再生できます。ただし、動画／
ｉモーションがFOMA端末から削除されているときは再
生できません。
･ｉモード端末にｉモーションメールを送信した場合、ｉモー
ションメールセンターに保存されたｉモーション閲覧用
URL1件につき50回まで取得できます。50回を超えると、
取得ができなくなります。
･保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超え
るときは、削除するかどうかの確認画面が表示されま
す。保存する場合は、画面の指示に従って保存されてい
る動画／ｉモーションを削除してください。削除する前
に、動画／ｉモーション一覧でpを押すと動画／ｉモー
ションを再生し、mを押すと動画／ｉモーションの詳
細情報を表示できます。
･メールに添付されたｉモーションをパソコンで再生する
には、対応ソフトが必要です。詳細は、ドコモのホーム
ページをご覧ください。

メロディ再生・保存

ｉモードメールに添付されているメ
ロディを再生・保存する

受信メールに添付されているメロディを再生、保存し
ます。保存したメロディを再生したり、着信音に設定
したりできます。
I FOMA F902iS、F702iD、F902i、F881iES、
F700iS、F901iS、F700i、F901iC、F900iC、
F880iES、F900iT、F900i以外の端末やパソコ
ンから送られてきたメロディは正しく再生できな
い場合があります。

I 最大保存件数→P465

1 ae1eフォルダを選択eメロディが
添付されているｉモードメールを選択
･ 添付メロディの表示形式には、メロディファイ
ルの種類によって2種類あります。

]

･ マークの意味は次のとおりです。
：メール添付やFOMA端末外への出力可
：メール添付やFOMA端末外への出力不可
：メロディデータ異常

2 保存するメロディにカーソルを合わせて
me62

■メロディを再生する：再生するメロディを選
択
･再生を途中で止めるときはcを押します。

■メロディのタイトルを確認する：タイトルを
確認するメロディにカーソルを合わせてm
e65
･本文中に表示されているメロディのタイト
ルを確認するときはメロディにカーソルを
合わせてm64を押します。

■メロディのデータを文字として表示する（デー
タ表示）：データ表示するメロディを選択e
me65
･タイトル表示に戻すには、データ表示されて
いるメロディの先頭行を選択し、m65
を押します。
･ SMF形式のメロディではこの機能は利用でき
ません。

本文の後に表示
（SMF形式）

メロディのマークとファ
イル名、ファイルサイズ

メロディのマークとタイ
トル名、ファイルサイズ

本文中に表示
（MFi形式）

メ
ロ
デ
ィ
再
生
・
保
存

次ページへ
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3 表示名を入力ep［保存］
保存したメロディは、メロディ内の「ｉモード」
フォルダに保存されます。
･ 表示名は全角で最大25文字、半角で最大50文
字入力できます。

お知らせ
･データ表示時にメロディを再生、保存するにはメロディ
の先頭行にカーソルを合わせてmを押し｢添付ファイル｣
→「再生」または「保存」を選択します。
･送信メール詳細画面から操作する場合は、メロディに
カーソルを合わせてmを押し「添付ファイル」→「保
存」を選択します。
･送信メール詳細画面、メールテンプレート詳細画面、
miniSDメモリーカード内のメール詳細画面の添付メロ
ディも同様にして再生できます。
･MFi形式のメロディにタイトル名が設定されていない場
合、メールの受信日時が表示されます。
･保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超え
るときは、削除するかどうかの確認画面が表示されま
す。保存する場合は、画面の指示に従って保存されてい
るメロディを削除してください。削除する前に、メロ
ディ一覧でpを押すとメロディを再生し、mを押すと
メロディの詳細情報を表示できます。

ｉモードメールに添付されているト
ルカを保存する

受信メールに添付されているトルカを保存します。
I 最大保存件数→P465

1 ae1eフォルダを選択eトルカが添
付されているｉモードメールを選択

･ マークの意味は次のとおりです。
：メール添付やFOMA端末外への出力可
：トルカ異常

2 保存するトルカにカーソルを合わせてm
e63
保存したトルカは、トルカ一覧の「トルカフォル
ダ」に保存されます。

■トルカを表示する：表示するトルカを選択

■トルカのタイトルを確認する：タイトルを確
認するトルカにカーソルを合わせてme6
2

■トルカの詳細情報をダウンロードする：
→P293「トルカを表示する」操作2

お知らせ
･保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超え
るときは、保存できない旨のメッセージが表示されま
す。保存する場合は、画面の指示に従って不要なトルカ
を削除してください。

添付ファイル削除

添付ファイルを削除する
受信メールに添付されている画像、メロディ、トルカ
を削除します。
I 本文中に表示されるメロディ、ｉアプリが起動でき
るリンク項目は削除できません。

I 10000バイトより大きい画像を削除する場合は、マ
イピクチャ内の「ｉモード」フォルダから削除して
ください。

〈例〉添付されている画像を削除するとき

1 ae1eフォルダを選択e画像が添付
されているｉモードメールを選択

2 削除する画像のファイル名にカーソルを
合わせてme64
･ 複数添付されている場合に一括削除するとき
は、画像のファイル名にカーソルを合わせて
m65を押します。

■添付されているメロディを削除する：削除す
るメロディのファイル名にカーソルを合わせ
てme63
･複数添付されている場合に一括削除すると
きは、メロディのファイル名にカーソルを合
わせてm64を押します。

3 「はい」を選択
･ 削除した添付ファイルはファイル名が薄く表
示されて選択できなくなります。

お知らせ
･ 10000バイトより大きい画像を削除した受信メールを
表示すると、保存期限が薄く表示され、選択できなくな
ります。
･送信メール詳細画面から操作する場合は、画像、メロ
ディ、トルカにカーソルを合わせてmを押し「添付ファ
イル」→「削除」または「一括削除」を選択します。

トルカのマークとファイ
ル名、ファイルサイズ

ト
ル
カ
保
存

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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メールBOXを操作する

受信メールBOX／送信メールBOX MENU 11/14/15

受信／送信メールBOXのメールを
表示する

受信、送信、未送信のｉモードメールやSMSを確認
できます。受信済みのｉモードメールやSMSは受信
メール内のフォルダに、送信済みのｉモードメールや
SMSは送信メール内のフォルダに保存されていま
す。また、送信せずに保存したｉモードメールや
SMS、送信に失敗したｉモードメールやSMS、圏内
自動送信を設定したｉモードメールは未送信メール
内の「未送信BOX」フォルダに保存されています。
I 最大保存件数→P465

〈例〉受信メールを表示するとき

1 ae1

■送信メールを表示する：ae5

■未送信メールを表示する：ae4

2 フォルダを選択
受信メールの一覧が表示されます。
･ メール連動型ｉアプリ用のフォルダに保存され
ているメールを、ｉアプリを起動せずに表示す
るときは、メール連動型ｉアプリ用のフォルダ
にカーソルを合わせてm1を押します。

3 表示するメールを選択
･ メール本文に電話番号やメールアドレス、URL
が含まれる場合は、Phone To（AV Phone
To）、Mail To、Web To機能を利用したり、電
話帳やブックマークに登録したりできます。

お知らせ
･表示できない文字は空白などに置き換わります。
･パソコンで装飾された受信メールは、パソコン上と同じ
表示や動作にならない場合があります。
･メール本文の添付データ（ｉアプリが起動できるリンク
項目、本文中に表示されるメロディ）が複数添付されて
いると、添付データは無効になります。このとき添付
マークには が表示されます。
･デコメールを表示した場合、デコメールの背景色によっ
ては、画像やｉモーション取得先URLの文字色と重なっ
て、URLが見えない場合があります。

フォルダ一覧画面の見かた

受信メールフォルダ一覧画面の見かた

I マークの意味は次のとおりです。
：メールなし
：未読メールなし
：未読メールなし、メールなし（プライバシー
ON）
：未読メールなし、メールなし（メール連動型
ｉアプリで利用）
：未読メールあり
：未読メールあり（プライバシーON）
：未読メールあり（メール連動型ｉアプリで利用）

送信／未送信メールフォルダ一覧画面の見
かた

I マークの意味は次のとおりです。
：メールなし
：メールあり
：プライバシーON
：メール連動型ｉアプリ

お知らせ
･メール連動型ｉアプリ用のフォルダを選択すると、それ
に対応するｉアプリが起動します。

受信／送信／未送信BOXの一覧画面／詳
細画面の見かた

受信BOX一覧画面の見かた

I マークの意味は次のとおりです。
a状態マーク

：未読 ：未読（返信不可）
：既読 ：既読（返信不可）
：既読（返信済み） ：既読（転送済み）
：保護 ：保護（返信不可）
：保護（返信済み） ：保護（転送済み）

※ 返信済み、転送済みは後から行った操作のマー
クが優先表示されます。

ページ番号／総ページ数

保存領域の使用率

ページ番号／総ページ数

ページ番号／総ページ数

発信元
題名
受信日時

a

b

受
信
メ
l
ル
B
O
X
／
送
信
メ
l
ル
B
O
X

次ページへ



メ
l
ル

244

b添付ファイル／SMS／通知／メール連動型ｉアプ
リマーク

：10000バイト以内の画像
：メロディ ：トルカ
：複数添付あり（画像、メロディ、トルカの
いずれか2つ以上）

：10000バイトより大きい画像
：SMS
：送達通知、着信通知
：メール連動型ｉアプリで利用されるメール
：ｉアプリToあり

※ 10000バイトより大きい画像と一緒に、10000
バイト以内の画像やメロディ、トルカが添付され
ていても、 しか表示されません。

※ メール一覧表示設定を「1行表示」に設定して
いるときは、添付ファイルがあると題名の先
頭に が表示されます。

I 発信元が電話帳に登録されているときは名前が表
示されます。

I 海外から送られてきたSMSでは発信元の先頭に「＋」
が表示されます。

I 受信日時には、当日の場合は時刻が、当日以外の場
合は日付が表示されます。

I 受信したｉモードメールによっては、題名が表示さ
れない場合があります。また、SMSの場合、題名
には本文の先頭が表示されます。

I データ異常のSMSには が表示され、受信日時は
「--/--」（受信当日のみ）になります。発信元は表示
されません。

送信／未送信BOX一覧画面の見かた

I マークの意味は次のとおりです。
a状態マーク
表示なし：未保護

：保護
：圏内自動送信設定中
：圏内自動送信失敗
：保護＋圏内自動送信設定中
：保護＋圏内自動送信失敗

b添付ファイル／SMS／メール連動型ｉアプリマー
ク

：10000バイト以内の画像
：メロディ ：トルカ
：複数添付あり（画像、メロディ、トルカの
いずれか2つ以上）

：ｉモーション
：10000バイトより大きい画像
：SMS
：メール連動型ｉアプリで利用されるメール

※ ｉモーションまたは10000バイトより大き
い画像と一緒に、10000バイト以内の画像や
メロディ、トルカが添付されていても、 ま
たは しか表示されません。

※ 送信メール一覧の場合、メール一覧表示設定
を「1行表示」に設定しているときは、添付
ファイルがあると題名の先頭に が表示さ
れます。

I 送信／保存日時には、当日の場合は時刻が、当日以
外の場合は日付が表示されます。

I 宛先が電話帳に登録されているときは名前が表示
されます。SMSの場合、題名には本文の先頭が表
示されます。

I 未送信メール一覧からメールを選択すると、メール
作成画面が表示されます。

受信メール詳細画面の見かた

I マークの意味は次のとおりです。
：受信日時 ：題名

a宛先種別マーク
：宛先（ 、 はｉモードメール
のみ）

b状態／通知マーク
→P243「受信BOX一覧画面の見かた」

c添付ファイル／SMSマーク
→P243「受信BOX一覧画面の見かた」

d発信元／同報アドレスの宛先種別
：発信元 ：発信元（返信不可）

：宛先（ｉモードメールのみ）
：宛先（返信不可）（ｉモードメールのみ）

I ｉモードメールでは発信元からどの宛先種別（TO、
CC、BCC）で送られてきたのかを、宛先種別マー
クで確認できます。

I 文字サイズは変更できます。→P144、P256
I データ異常の SMS には の代わりに が表示
され、 以外は表示されません。

a
ページ番号／総ページ数

題名
宛先

送信／保存日時

b

メール番号／件数

d
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送信メール詳細画面の見かた

I マークの意味は次のとおりです。
：送信日時 ：題名

a状態マーク
→P244「送信／未送信BOX一覧画面の見かた」

b添付ファイル／SMSマーク
→P244「送信／未送信BOX一覧画面の見かた」

c宛先種別マーク
：宛先（ 、 はｉモードメール
のみ）

I 文字サイズは変更できます。→P144、P256

お知らせ
･ｉモードメールでは、発信元または宛先のメールアドレ
スが電話帳データのメールアドレスの入力欄と照合さ
れます。SMSでは、発信元または宛先の電話番号が電
話帳データの電話番号欄と照合されます。
電話帳との照合→P101「名前の表示について」
･受信したSMSおよび送達通知、着信通知の題名、発信
元は次のように表示されます。

なお、送信したSMSの題名には「送信SMS」と表示さ
れます。
※ 電話番号が電話帳に登録されているときは、名前が発

信元に表示されます。
※ 発信者番号が通知されなかったときは、次の文字が発

信元に表示されます。
「非通知設定」（非通知に設定して送られてきた場合）
「公衆電話」（公衆電話から送られてきた場合）
「通知不可能」（発信者番号を通知できない方法で送ら
れてきた場合）

･添付ファイルやｉアプリが起動できるリンク項目がある
場合、詳細画面にマークと添付ファイル名などが表示さ
れます。
- 画像のマークの意味→P239「添付されている画像を
表示・保存する」操作1

- メロディのマークの意味→P241「ｉモードメールに
添付されているメロディを再生・保存する」操作1

- トルカのマークの意味→P242「ｉモードメールに添
付されているトルカを保存する」操作1

- ｉアプリが起動できるリンク項目→P279

メールをお預かりセンターに保存する
＜電話帳お預かりサービス＞

電話帳お預かりサービスを利用して、ｉモードメール
やSMSをネットワーク上のお預かりセンターに保存
します。
I 本サービスはお申し込みが必要な有料サービスで
す。サービス未契約の場合は、お預かりセンターに
接続しようとすると、その旨をお知らせする画面が
表示されます。

I SMS送達通知は保存できません。
I 10000バイトより大きいメールは保存／復元でき
ません。ただし、ファイルが添付されている10000
バイト以内のメールをお預かりセンターに保存し
た場合は、10000バイトより大きくなることがあ
りますが、復元できます。

I 1回の操作で最大10件保存できます。
I 復元操作の詳細は『ｉモード操作ガイド』をご覧く
ださい。なお、復元したメールは保護されます。た
だし、次の場合は保護されません。
- お預かりセンターに保存されている受信メール、
受信SMSが未読だった場合

- 保存されているメールの保護が最大保護件数に達
している場合

I お預かりセンターに保存した履歴を確認できます。
→P116

〈例〉受信メールをお預かりセンターに保存するとき

1 ae1eフォルダを選択
送信／未送信メール一覧の表示方法→P243

2 me45e保存するメールを選択
■未送信メールを保存する：me43e保
存するメールを選択

3 pe「はい」e認証操作
お預かりセンターに接続され、保存が始まりま
す。
･ 保存を中止するときはgを押します。

4 通信結果を確認する
･ 通信結果の表示は約5秒後に自動的に消えます。

gを押しても表示を消すことができます。

項　目 SMS 送達通知 着信通知
題名 受信

SMS
SMS

送達通知
留守番
着信通知

発信元 電話番号 SMS 
Center

DoCoMo 
SMS

メール番号／件数

ba
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フォルダを作成・削除する

フォルダを作成する

I 受信メール内には、「受信BOX」フォルダとメール
連動型ｉアプリ用のフォルダ以外に最大40個作成
できます。

I 送信メール、未送信メール内には、「送信BOX」「未
送信BOX」フォルダとメール連動型ｉアプリ用の
フォルダ以外にそれぞれ最大20個作成できます。

I「受信BOX」「送信BOX」「未送信BOX」フォルダ
とメール連動型ｉアプリ用のフォルダは、フォルダ
設定を変更できません。

〈例〉受信メールのフォルダを作成するとき

1 ae1
送信／未送信メールフォルダ一覧の表示方法
→P243

2 me1

■フォルダ設定を変更する：フォルダ設定を変
更するフォルダにカーソルを合わせてme
3

■フォルダの並び順を変更する：順番を変更す
るフォルダにカーソルを合わせてme7ま
たは8

3 下記の各項目を選択して設定ep［登録］
フォルダ名：
メールのフォルダ名称を設定します。
･ 全角で最大8文字、半角で最大16文字入力
できます。

プライバシー：
プライバシーモード中にフォルダを表示する
かどうかを設定します。
･「ON」に設定すると、プライバシーモード中
（メールを「指定フォルダを非表示」に設定
した場合）はフォルダを表示しません。

フォルダを削除する

I お買い上げ時に登録されている「受信BOX」「送信
BOX」「未送信BOX」フォルダは削除できません。

I 保護されているメールがあるフォルダは削除でき
ません。保護解除してからフォルダを削除してくだ
さい。

I メール連動型ｉアプリ用のフォルダは、そのフォル
ダに対応するｉアプリがあるときは削除できませ
ん。

〈例〉受信メールのフォルダを削除するとき

1 ae1
送信／未送信メールフォルダ一覧の表示方法
→P243

2 削除するフォルダにカーソルを合わせて
me2e認証操作e「はい」を選択

メールの件数を確認する
＜フォルダ内メール件数＞

受信メール、送信メール、未送信メールの未読、既読、
保護の保存件数をフォルダごとに確認します。

〈例〉受信メールのフォルダ内の件数を確認するとき

1 ae1
送信／未送信メールフォルダ一覧の表示方法
→P243

2 件数を確認するフォルダにカーソルを合
わせてme5

お知らせ
･メール一覧から操作する場合は、mを押し「表示」→「メー
ル件数確認」を選択します。

メールアドレスを確認する
＜アドレス表示＞

発信元や宛先のメールアドレスを表示します。メール
アドレスが途中までしか表示されない場合や、電話帳
に登録されている名前が表示される場合は、次の操作
でメールアドレスを確認できます。ただし、未送信
メール詳細画面からは確認できません。

〈例〉受信メールの発信元を確認するとき

1 ae1eフォルダを選択e確認する
メールを選択
送信メール詳細画面の表示方法→P243
メールテンプレート詳細画面の表示方法
→P233

2 メールアドレスを確認する発信元または
宛先を選択

お知らせ
･宛先が複数あるときにメールアドレスをまとめて確認
する場合は、メール詳細画面でmを押し「表示」→「ア
ドレス表示」を選択します。
･受信メール、送信メール、未送信メール一覧から操作す
る場合は、アドレスを表示するメールにカーソルを合わ
せてmを押し「表示」→「アドレス表示」を選択しま
す。送信メール、未送信メールの場合、宛先が複数ある
ときは全宛先のメールアドレスが、受信メールの場合は
自分以外の宛先（「TO：」「CC：」）が表示されます。

受
信
メ
l
ル
B
O
X
／
送
信
メ
l
ル
B
O
X

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326



メ
l
ル

247

受信／送信メールをフォルダに移動する
＜メール移動＞

保存してあるメールを別のフォルダやminiSDメモ
リーカードに移動、コピーします。

〈例〉1件の受信メールを他のフォルダに移動するとき

1 ae1eフォルダを選択
送信／未送信メール一覧の表示方法→P243

2 移動するメールにカーソルを合わせてm
e411

■複数移動する：me412eメールを
選択ep

■フォルダ内のメールを全件移動する：me
413

■miniSDメモリーカードへ1件コピーする：
コピーするメールにカーソルを合わせてme
441e「はい」を選択

■miniSDメモリーカードへバックアップ（全件）
する：me442e認証操作e「は
い」を選択

3 ge移動先フォルダを選択e「はい」を
選択

お知らせ
･受信メールを複数選択しているときにメールを受信す
ると、「メールを表示できません」と表示され、それま
での操作が中止される場合があります。
･圏内自動送信を設定したｉモードメールをメール連動型
ｉアプリ用のフォルダに移動すると、圏内自動送信の設
定は解除されます。
･保護したｉモードメールをminiSDメモリーカードにコ
ピーしたりバックアップしたりすると、コピー先やバッ
クアップ先で保護は解除されます。

メールを検索する

電話帳に登録している受信メールの発信元や送信メー
ルの宛先でメールを検索したり、送受信した日でメー
ルを検索したりします。
I 受信メールでは、発信元または受信日で検索できま
す。

I 送信メールでは、宛先または送信日で検索できま
す。

〈例〉受信メールを発信元で検索するとき

1 ae1
送信メール表示方法→P243

2 me91e電話帳を検索

･ 電話帳データや日付にカーソルを合わせると、
メール一覧表示設定で1行表示に設定してい
る場合は該当するメールの先頭4件が、2行表
示に設定している場合は該当するメールの先
頭2件が表示されます。
･ 送信メールを宛先で検索する場合、複数の宛先
に送信した同報メールも検索の対象となりま
す（画面には１件目の宛先が表示されます）。

■送受信日で検索する：me92e日付を
検索

3 メール検索する電話帳データを選択
全メールから検索されたメールが一覧で表示さ
れます。
･ 検索結果画面からはメール一覧と同様の操作
ができます。

■送受信日で検索する：メール検索する日付を
選択
･pを押して日付を入力しても検索できます。

お知らせ
･受信メール、送信メールの一覧から操作する場合は、m
を押し「メール検索」→「電話帳でメール検索」または
「カレンダーでメール検索」を選択します。このとき、
フォルダ内で検索されたメールが一覧で表示されます。

受信／送信メールを並べ替える
＜ソート＞

受信メールと送信メールのメール一覧の並び順を一
時的に並べ替えます。表示を終了すると、並び順は
「日付順」に戻ります。
I 未送信メールとFOMAカード内のSMSの並び順は
変更できません。

〈例〉受信メール一覧を並べ替えるとき

1 ae1eフォルダを選択
送信メール一覧の表示方法→P243

2 me74

■送信メールを並べ替える：me5

3 1～3
メールが一時的に並び替わります。
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お知らせ
･「送信者順」または「宛先順」の場合、メールアドレス
が電話帳に登録されていても電話帳の名前ではなく
メールアドレスの順に並び替わります。
･全角や半角の文字が混在していると、「タイトル順」の
並び順の結果が50音順と一致しない場合があります。
･同じフォルダ内にSMSが含まれていると、一覧画面で
はSMSはメッセージの本文の先頭が表示されるため、
「タイトル順」で並べ替えた場合、50音順と一致しませ
ん。

受信メールの既読／未読を変更する

I 保護されている受信メールの未読／既読は変更で
きません。

〈例〉未読の受信メールを1件既読にするとき

1 ae1eフォルダを選択

2 変更する受信メールにカーソルを合わせ
てme51

■既読の受信メールを1件未読にする：未読に
する受信メールにカーソルを合わせてme
52

■複数の未読の受信メールを既読にする：me
53eメールを選択epe「はい」を選
択

■複数の既読の受信メールを未読にする：me
54eメールを選択epe「はい」を選
択

■フォルダ内の受信メールを全件既読にする：
me55e「はい」を選択

■フォルダ内の受信メールを全件未読にする：
me56e「はい」を選択

受信／送信メールを保護する
＜メール保護＞

受信メール、送信メール、未送信メールを保護すると、
誤って削除したり、保存領域が足りずに上書きされた
りすることを防げます。
I 最大保護件数→P465
I 未読メールは保護できません。

〈例〉受信メールを1件保護するとき

1 ae1eフォルダを選択
送信／未送信メール一覧の表示方法→P243

2 保護するメールにカーソルを合わせてm
e31
･ 状態マークが次のいずれかに変わります。
受信メール ： （既読）、 （返信不可）、

（返信済み）、 （転送済
み）

送信メール ：
未送信メール：

■複数保護する：me32eメールを選択
ep
･保護されていない受信メールが最大保護件
数を超えて保存されている場合は全選択で
きません。

■フォルダ内の受信メールを全件保護する：
me33

■保護を1件解除する：保護を解除するメール
にカーソルを合わせてme34

■保護を複数解除する：me35eメール
を選択ep

■保護を全件解除する：me36

お知らせ
･メール詳細画面から操作する場合は、mを押し「保護」
または「保護解除」を選択します。
･「全件保護」を選択すると、日時が新しいメールから順
に、最大保護件数に達するまで保護されます。
･受信メールを複数選択しているときにメールを受信す
ると、「メールを表示できません」と表示され、それま
での操作が中止される場合があります。

受信／送信メールを削除する
＜メール削除＞

受信メール、送信メール、未送信メールから不要な
メールを削除します。
I 保護されているメールは削除できません。保護を解
除してから削除してください。
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受信メールを削除する

次の方法で削除できます。
○：実行可 －：実行不可

1 ae1
･ メール全件を削除するときは、m46 を
押し、認証操作を行い、操作4に進みます。

2 フォルダを選択eme2
･ 受信メールを1件だけ削除するときは、削除す
る受信メールにカーソルを合わせてm2を
押します。

3 1～7

■複数削除する：2eメールを選択ep

■フォルダ内の受信メールを全件削除する：
4e認証操作

4 「はい」を選択

お知らせ
･受信メールを複数選択しているときにメールを受信す
ると、「メールを表示できません」と表示され、それま
での操作が中止される場合があります。

送信／未送信メールを削除する

次の方法で削除できます。
○：実行可 －：実行不可

※：送信メールのみ削除できます。

〈例〉送信メールを1件削除するとき

1 ae5
未送信メールフォルダ一覧の表示方法→P243
･ メール全件を削除するときは、m42を押
して認証操作を行い、操作3に進みます。

2 フォルダを選択e削除するメールにカー
ソルを合わせてme21

■複数削除する：フォルダを選択eme2
2eメールを選択ep

■フォルダ内の送信メールを全件削除する：
フォルダを選択eme23e認証操作

3 「はい」を選択

お知らせ
･フォルダ一覧から操作する場合は、mを押し「メール削
除」を選択します。
･メール詳細画面から操作する場合は、mを押し「削除」
を選択します。

メールの便利な機能

メールの便利な機能
ｉモードメールやSMSの本文に電話番号やメールア
ドレス、URLがあるとき、これらを選択して音声電話
やテレビ電話、プッシュトークをかけたり（Phone
To／AV Phone To）、ｉモードメールを作成したり
（Mail To）、サイトに接続したり（Web To）できま
す。また、本文などの文字をコピーしたり、電話番号
やメールアドレスなどを電話帳に登録することもで
きます。

削除方法
実行する画面

フォルダ
一覧

メール
一覧 詳細表示

メール全件 ○ － －
･全メール（未読を含む）を削除

フォルダ内
-既読

○ ○ －
･フォルダ内の既読メールを削除

フォルダ内
-全件

○ ○ －
･フォルダ内の全メール（未読を含む）
を削除

フォルダ内
-7日経過
-14日経過
-30日経過

○ ○ －
･フォルダ内の受信後指定日数経過し
たメール（未読を含む）を削除

1件削除 － ○ ○
･選択したメール1件を削除

複数削除 － ○ －
･選択した複数メールを削除

削除方法
実行する画面

フォルダ
一覧

メール
一覧 詳細表示

メール全件 ○ － －
･全メールを削除

全件削除 ○ ○ －
･フォルダ内の全メールを削除

1件削除 － ○ ○※

･選択したメール1件を削除
複数削除 － ○ －

･選択した複数メールを削除
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Phone To（AV Phone To）・Mail To・
Web To 機能を使う

1 メールを表示e電話番号、メールアドレ
ス、URLにカーソルを合わせる
･ カーソルを合わせられる電話番号、メールアド
レス、URLのみ選択できます。

以降の操作→P208「Phone To（AV Phone
To）・Mail To・Web To機能を使う」操作2

お知らせ
･パソコンなどから受信したメールは、本機能を利用でき
ない場合があります。
･お預かりセンターに保存しているメールは、本機能を利
用できません。

本文などをコピーする

ｉモードメール、SMS中の文字をコピーできます。コ
ピーした文字は、メール作成画面や電話帳の登録画面
などの入力欄に貼り付けられます。
I FOMAカード内のSMSの場合、本文、発信元をコ
ピーできます。

I デコメールの場合、装飾情報はコピーされず、テキ
ストのみコピーできます。

I コピーした文字は電源を切るまで記録され、別の場
所に何度でも貼り付けられます。ただし、記録でき
るのは1件のみで、新たにコピーすると前にコピー
した文字に上書きされます。

〈例〉受信メール詳細画面からコピーするとき

1 ae1eフォルダを選択eコピーする
メールを選択
送信メール詳細画面の表示方法→P243
メールテンプレート詳細画面の表示方法
→P233
FOMAカード内のSMS詳細画面の表示方法
→P263

2 me2
･ 選択項目コピーをする場合は、コピーする項目
にカーソルを合わせてm2を押します。
･ テンプレートを表示しているときはm3を
押します。

3 コピー方法を選択
本文コピー：
本文中の指定した範囲の文字をコピーします。
コピー方法→P208「URLをコピーする」操
作2

題名コピー：
題名をコピーします。

選択項目コピー：
項目（メールアドレス、電話番号など）を選択
してコピーします。

4 貼り付け先の文字入力画面を表示e文字
を貼り付ける
文字の貼り付け方法→P407

お知らせ
･ Date To形式の本文は、いったんメモ帳に貼り付けると
スケジュール登録できます。

受信／送信メールから電話をかける
＜電話発信＞

受信メールの発信元や送信メールの宛先に電話をか
けられます。
I 電話番号とメールアドレスを電話帳に登録してお
く必要があります。相手のメールアドレスが「携帯
電話番号@docomo.ne.jp」の場合は電話番号のみ
の登録で電話をかけられます。

I シークレット属性を設定している電話帳データに
メールアドレスが登録されている場合は、シーク
レットモード中のみ電話をかけられます。

〈例〉受信メールから電話をかけるとき

1 ae1eフォルダを選択
送信メール一覧の表示方法→P243

2 電話をかけるメールにカーソルを合わせ
てme6
･ 宛先が複数ある場合は、電話をかける相手の
メールアドレスを選択します。
･ 受信メールまたは送信メールの詳細画面から
操作する場合はm7を押します。

3 発信条件を設定eme「はい」を選択
条件を設定して電話をかける→P56

電話番号やアドレス、URLを電話帳に登
録する

ｉモードメール、SMS中の電話番号、メールアドレ
ス、URLを電話帳に登録できます。

〈例〉受信メールに表示されている電話番号を新規登
録するとき

1 ae1eフォルダを選択e登録する
メールを選択
送信メール詳細画面の表示方法→P243
FOMAカード内のSMS詳細画面の表示方法
→P263

2 登録する電話番号にカーソルを合わせて
me41
･ カーソルを合わせられる電話番号、メールアド
レス、URLのみ登録できます。

■登録済みの電話帳データに追加する：登録す
る電話番号にカーソルを合わせてme4
2
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3 1または2

■登録済みの電話帳データに追加する：
a1または2
b更新登録する電話帳データを選択

4 名前などを設定ep［登録］
電話帳登録→P101、P104

お知らせ
･miniSDメモリーカード内のメール詳細画面から操作す
る場合は、mを押し「登録」を選択します。
･デコメールからは登録できない場合があります。
･メール本文などに複数のメールアドレスが列記されて
いる場合は、登録できないことがあります。

URLをブックマークに登録する

ｉモードメール、SMSの本文中にURLがあるとき、
メール詳細画面から直接、URLをブックマークに登録
できます。

〈例〉受信メールに表示されているURLを登録するとき

1 ae1eフォルダを選択e登録する
メールを選択
送信メール詳細画面の表示方法→P243
FOMAカード内のSMS詳細画面の表示方法
→P263

2 URLにカーソルを合わせてme4
3e登録先フォルダを選択
以降の操作→P202「ブックマークに登録する」
操作2

お知らせ
･デコメールからは登録できない場合があります。

メールの設定を行う

メール設定

FOMA端末のメール機能を設定す
る

メールを自動的にフォルダに振り分ける
＜メール振り分け設定＞ MENU 193

受信または送信したｉモードメールやSMSに振り分
け条件を設定し、自動的にフォルダに振り分けるかど
うかを設定します。
I 受信メール、送信メールの振り分け条件は、それぞ
れ30件登録できます。

I 通常のメールをメール連動型ｉアプリ用のフォルダ
に振り分けることもできます。その場合、メール連
動型ｉアプリの振り分け条件が優先されます。

振り分け条件を設定する

I 振り分け条件を設定したり実行したりするには、自
動振り分け設定を「ON」に設定する必要がありま
す。お買い上げ時は、「ON」に設定されています。
→P252

I 条件設定後に受信または送信するメールに対して
有効です。受信済みまたは送信済みのメールは振り
分けられません。

〈例〉受信メールの振り分け条件を設定するとき

1 ae93

2 1を押す
1行目には、自動振り分け設定のON／OFFが表
示されます。また、登録済みの振り分け条件が優
先順位順に一覧表示されます。

･ マークの意味は次のとおりです。
：送信メールアドレス
：受信メールアドレス
：メモリ番号 ：電話帳登録なし
：題名 ：グループ
：条件なし

･ 送信メールの振り分け条件を設定するときは
2を押します。

3 me1e振り分け条件を設定

■メールアドレスを指定する：
指定したメールアドレスのメールを振り分け
ます。メールアドレスは＠以降の文字も含め
てアドレス全体を指定します（半角で最大50
文字）。アドレスの一部の文字では振り分けら
れません。電話番号を指定すると、SMSも振
り分けられます。
･電話帳から選択する場合
a11e指定する電話帳データを選択
･メールアドレスを複数登録している場
合は、振り分けに指定するメールアドレ
スを選択します。

･直接入力する場合
a12eメールアドレスを入力ep
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■題名を指定する：
指定した文字を含む題名のメールを振り分け
ます（全角で最大15文字、半角で最大30文
字）。
SMSは題名では振り分けられません。
a2e題名を入力ep

■メモリ番号を指定する：
指定したFOMA端末電話帳のメモリ番号に登
録されているメールアドレスまたは電話番号
のメールを振り分けます。ｉモードメールで
は電話帳のメールアドレス、SMSでは電話帳
の電話番号と照合されます。
a3eメモリ番号を入力epeg

■グループを指定する：
指定した電話帳のグループに登録されている
メールアドレスまたは電話番号のメールを振
り分けます。
a4e1または2
b指定するグループを選択

■電話帳登録なしを指定する：
電話帳に登録されていないメールアドレスま
たは電話番号のメールを振り分けます。
a5を押す

■条件なしを指定する：
条件を設定せずにすべてのメールを操作4で
指定するフォルダに振り分けます。
a6を押す

4 振り分け先フォルダを選択

･ メール連動型ｉアプリ用のフォルダを選択した
ときは、選択したフォルダのメールがｉアプリ
で利用される旨のメッセージが表示されます。
振り分け先として設定するときは「はい」を選
択します。

5 優先順位を指定
選択した行の上に新しい振り分け条件が追加さ
れます。

･ 1件目の振り分け条件を登録する場合は、「最後
に追加する」を選択します。
･ 最後に追加するときは「最後に追加する」を選
択します。
･ 優先順位の高い条件から順に並びます。
･ 登録済みの条件を変更したときは「最後に追加
する」は、「最後に移動する」と表示されます。

お知らせ
･条件は優先順位に従って判定されます。たとえば、条件
を2件設定した場合、次のように振り分けられます。
a優先順位1の条件に該当するかどうかが判定され、条

件に合えば指定のフォルダに保存されます。条件に合
わなかったときはbに進みます。

b優先順位2の条件に該当するかどうかが判定され、条
件に合えば指定のフォルダに保存されます。条件に合
わなかったときは「受信BOX」または「送信BOX」
フォルダに保存されます。

･発信元がｉモード端末で、メールアドレスが携帯電話番
号の場合、受信するアドレスは携帯電話番号のみになる
ので、振り分け条件には携帯電話番号のみを登録してく
ださい。「携帯電話番号@docomo.ne.jp」と登録した場
合は振り分けられません。
･ FOMA端末の電話帳とFOMAカードの電話帳に同じメー
ルアドレスが登録されている場合、FOMA端末のメール
アドレスを優先して振り分けるため、振り分けの優先度
と一致しない場合があります。

振り分け条件を確認・変更する

〈例〉振り分け条件を確認するとき

1 ae93e1または2

2 確認する振り分け条件を選択
■登録済みの振り分け条件を変更する：

a変更する振り分け条件にカーソルを合わせ
てme2
振り分け条件の指定の操作→P251「振り
分け条件を設定する」操作3～5

b「変更する」を選択

■優先順位を変更する：
a変更する振り分け条件にカーソルを合わせ
てme5

b移動する位置を選択
･一覧の最後に移動するときは、「最後に移
動する」を選択します。

■条件を削除する：
a削除する振り分け条件にカーソルを合わせ
てme3
･条件をすべて削除するときはm4を押
し、認証操作を行います。

b「はい」を選択

自動的に振り分けるかどうかを設定する

I 振り分けを開始するには、「ON」に設定する他に、
振り分け条件を設定する必要があります。

お買い上げ時 ［受信振り分け設定、送信振り分け設定］ 
振り分け：ON
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1 ae93e1または2

2 me6e1または2

メールの署名を設定する
＜署名設定＞ MENU 194

メール作成時に署名を自動的に挿入するかどうかを
設定します。また、ｉモードメールやSMSの本文に
付ける署名を登録します。

署名を自動挿入するかどうかを設定する

1 ae941e1または2

署名を登録する

1 ae942eg

2 署名を入力
･ 全角で最大5000文字、半角で最大10000文
字入力できます。
･ 署名もｉモードメールと同様に装飾（デコレー
ション）ができます。→P226

装飾（デコレーション）していると、画面左下に
が表示されます。

3 p［登録］を押す

お知らせ
お知らせ

･署名を登録している場合には、メール本文の入力画面で
mを押し「定型文･パスワード引用」→「署名挿入」を
選択すると、「自動挿入」の設定に関わらず署名を挿入
できます。ただし、すでにメール本文に装飾や文字など
が入力されている場合は、署名に設定した背景色は反映
されません。
･ｉモードメールに受信メール本文を引用して返信、転送
する場合、署名に設定した背景色は反映されません。
･署名で登録した文字や画像もメール本文の文字数、添付
ファイル数に含まれます。署名とメール本文の文字数、
添付ファイル数の合計が送信できるサイズを超えると
きは、署名を挿入できません。→P230
･次の場合は、SMSに署名を挿入できません。
- SMS設定で送信文字種を「英語」に設定した場合
- 送信文字種が「英語」に設定されたSMSに返信、転送
する場合
- 装飾（デコレーション）した署名の場合
- メール本文に入力済みの文字数と署名の文字数を合わ
せて、全角・半角を問わず70文字を超える場合

ｉモード問合せの内容を設定する
＜ｉモード問合せ設定＞ MENU 164/2632

ｉモード問合せをする際に、ｉモードメール、メッ
セージR/Fの中から受信する項目を設定します。

1 ae64e問い合わせ項目を選択
･ 全解除のまま登録できません。いずれかを選択
してください。

2 p［登録］を押す

メールを選択して受信できるようにする
<メール選択受信設定> MENU 1972

ｉモードメールを自動的に受信せずに、必要なメール
だけを選択して受信するように設定します。

1 ae972e1または2
･「ON」に設定したときは、メールを自動的に受
信できない旨のメッセージが表示されます。g
を押してください。

お知らせ
･メール選択受信設定を「ON」に設定している場合、チャッ
トメールは利用できません。

宛先をメールグループに登録する
＜メールグループ設定＞ MENU 196

複数のメールアドレスをメールグループに登録する
と、ｉモードメールを簡単な操作で複数の宛先に送信
できます。
I メールグループは最大20件登録できます。1つの
メールグループには、最大5件のメールアドレスを
登録できます。

1 ae96

2 pを押す
■メールグループ名を編集する：編集するメー
ルグループにカーソルを合わせてme2

■メールグループをコピーする：コピーする
メールグループにカーソルを合わせてme
3

■メールグループを1件削除する：削除する
メールグループにカーソルを合わせてme
41e「はい」を選択

■メールグループを全件削除する：me4
2e認証操作e「はい」を選択

お買い上げ時 する

お買い上げ時 －

お買い上げ時 すべて選択

お買い上げ時 OFF
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3 メールグループ名を入力ep
･ 全角で最大8文字、半角で最大16文字入力で
きます。
･ 続けて別のメールグループを登録する場合は、

pを押します。

4 メールアドレスを登録するメールグルー
プを選択

5 ae下記の各項目を選択して設定
宛先種別：
「TO」「CC」「BCC」を設定します。
アドレス：
登録するメールアドレスを入力します。
･ 半角で最大50文字入力できます。
･ 電話帳を検索してメールアドレスを入力す
るときは、tを押します。

■登録済みのメールアドレスを編集する：編集
するメールアドレス（または名前）にカーソ
ルを合わせてme1eメールアドレスを変
更

■登録済みのメールアドレスを1件削除する：
削除するメールアドレス（または名前）に
カーソルを合わせてme2e「はい」を選
択

■登録済みのメールアドレスの詳細を表示する：
a詳細表示するメールアドレス（または名前）
にカーソルを合わせてme3
･メールアドレスが電話帳に登録されてい
ない場合や、プライバシーモード中（電
話帳・履歴を「認証後に表示」に設定し
た場合）は、電話帳の名前は表示されま
せん。

bメールアドレスの確認が終わったらg

6 pを押す
･ すでに電話帳に登録されているメールアドレ
スは、電話帳で登録している名前が表示されま
す。電話帳に登録されていない場合は、メール
アドレスが表示されます。
･ 他のメールアドレスを追加する場合は、操作5
から繰り返します。

7 p［登録］を押す

お知らせ
･宛先種別にTOがないと、メールを送信できません。
･メールグループから宛先を入力する→P225

返信時に本文を引用するかどうかを設定
する<メール返信引用設定> MENU 1951

ｉモードメールやSMSに返信する際に、受信メール
の本文を引用するかどうかを設定します。また、引用
する本文に付ける引用文字を設定します。

1 ae951e下記の各項目を選択
して設定ep［登録］
引用：
メール返信時に本文を引用するかどうかを設
定します。

引用文字：
引用文字を入力します。
･ 全角で1文字、半角で最大2文字入力できま
す。
･ 引用文字も本文の文字数に含まれます。
･ 送信できない文字が設定された場合、お買い
上げ時の引用文字が使用されます。

お知らせ
･メール返信引用設定の設定に関わらず、受信メールの一
覧画面および詳細画面でm→「返信／転送」を選択す
ると、「返信」（受信メール本文の引用なし）または「引
用返信」（受信メール本文の引用あり）を選択できます。

クイック返信を設定する
＜クイック返信設定＞ MENU 1952

受信したｉモードメールに返信するときにクイック
返信を使用するかどうかを設定します。

1 ae952e1または2

クイック返信の本文を登録する
＜クイック返信本文登録＞ MENU 1953

クイック返信で使用する本文を登録します。
I 最大5件登録でき、1件につき全角で最大20文字、
半角で最大40文字入力できます。

I お買い上げ時は、登録されている本文に上書きする
か、不要な本文を削除してください。

1 ae953

お買い上げ時 引用：する  引用文字：>（半角）

お買い上げ時 ON

お買い上げ時 了解です  後で連絡します  
ごめんなさい   ありがとう   ＯＫ
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2 本文を選択e本文を入力epe「はい」
を選択
■登録されている本文を確認する：確認する本
文にカーソルを合わせてp

■登録されている本文を削除する：削除する本
文にカーソルを合わせてme1e「はい」
を選択

■登録されている本文を全件リセットする：
me2e認証操作e「はい」を選択

■新たに本文を登録する：「＜新しい返信本文＞」
を選択e本文を入力ep

メール一覧の表示形式を設定する
＜メール一覧表示設定> MENU 1975

受信メール、送信メールのメール一覧の表示形式を1
行表示または2行表示に設定します。

I 1行表示に設定すると、受信メールの場合にはカー
ソル位置のメールの発信元が、送信メールの場合に
はカーソル位置のメールの宛先（1件目）が、画面
下部に表示されます。

I 未送信メール、FOMAカード内のSMS一覧の表示
形式は、本設定に関わらず2行表示です。

1 ae975e1または2

添付ファイルを受信するかどうかを設定
する＜メール受信添付ファイル設定＞

MENU 1973

ｉモードメールに添付されている画像、メロディ、ト
ルカを受信するかどうかを設定します。

1 ae973e1～4

お知らせ
･受信しない添付ファイルは、ｉモードセンターで削除さ
れ、受信できません。
･「受信しない」または「メロディのみ受信」に設定すると、
メール本文中やデコメールに挿入された画像もｉモード
センターで削除され、受信できません。
･メール本文中に貼付されたMFi形式のメロディは、本設
定に関わらず受信します。

メロディを自動再生するかどうかを設定
する＜添付ファイル自動再生設定＞

MENU 1974/2633

メロディが添付されているｉモードメールやメッセー
ジR/Fを表示したときに、メロディを自動的に再生す
るかどうかを設定します。

1 ae974e1または2

お知らせ
･「自動再生する」に設定した場合、メロディが添付され
ている受信メール、送信メール、メールテンプレート、
メッセージR/Fを表示すると、音量設定の電話着信音量
で設定されている音量でメロディが1回再生されます。
複数のメロディが添付されているときは順番にメロ
ディが再生されます。再生を途中で止めるときはcを
押します。
･「自動再生する」に設定しても、メロディの添付された
メッセージR/Fが自動表示されたときは、メロディは自
動再生されません。

表示するメールの種別を選ぶ
＜表示種別＞

受信メール、送信メールのメール一覧に、指定した種
別のメールだけを一時的に表示します。表示を終了す
ると、「すべて表示」に戻ります。
I 未送信メール、FOMAカード内のSMSの表示種別
は選択できません。

〈例〉受信メールの表示種別を選択するとき

1 ae1eフォルダを選択
送信メール一覧の表示方法→P243

2 me72e1～4
選択した表示種別のメールが表示されます。
･ 受信メールの場合、「既読のみ表示」を選択す
ると、保護されている受信メールは表示されま
せん。
･ 送信メールの場合、「すべて表示」「保護のみ表
示」が選択できます。

お買い上げ時 2行表示

お買い上げ時 画像、メロディ、トルカ受信

1行表示 2行表示

お買い上げ時 自動再生する
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メールの文字の大きさを変更する
＜文字サイズ＞

受信メールや送信メール、メールテンプレートなどの
内容を表示するときの文字サイズを変更します。
I 本機能の設定は受信メール、送信メール、メールテ
ンプレート、miniSDメモリーカード内のメールす
べてに反映されます。

I メール作成時および編集時の文字サイズは変更さ
れません。

〈例〉受信メール詳細画面で文字サイズを変更すると
き

1 ae1eフォルダを選択eメールを選
択
送信メール詳細画面の表示方法→P243
メールテンプレート詳細画面の表示方法
→P233
FOMAカード内のSMS詳細画面の表示方法
→P263

2 me31
･ メールテンプレートを表示しているときはm

41を押します。

3 1～3

お知らせ
･miniSDメモリーカード内の受信メールや送信メール、未
送信メールの詳細画面から操作する場合は、mを押し
「文字サイズ」を選択します。
･文字サイズの変更は、次に設定を変更するまで保持され
ます。
･本機能の設定は、文字サイズ設定のメール閲覧にも反映
されます。

操作中のメール受信通知を設定する
＜受信表示設定＞ MENU 1971

FOMA端末の操作中にｉモードメールやSMS、メッ
セージR/Fを受信したときに受信中画面および受信結
果画面を優先的に表示するかどうかを設定します。

1 ae971e1～3
操作優先：
受信中画面および受信結果画面を表示しませ
ん。

通知優先：
受信中画面および受信結果画面を表示します。

開：操作/閉：通知 優先：
FOMA端末を開いているときは操作優先、折
り畳んでいるときは通知優先になります。

お知らせ
･「通知優先」に設定していても、音声電話中やテレビ電
話中、プッシュトーク通信中、カメラ起動中、ストリー
ミングタイプのｉモーション再生中、ｉアプリ動作中、
アラーム鳴動中などの場合は、受信中画面および受信結
果画面は表示されず、着信音とランプも動作しません。
･「操作優先」に設定すると次の場合に受信中画面や受信
結果画面が表示されず、着信音とランプも動作しませ
ん。
- 待受中以外のとき（メニューを除く他の機能が起動中）
- 開閉ロック中（FOMA端末を開いているとき）
- オールロック中 - 公共モード中
- PIMロック中

チャットメールを使う

チャットメール作成・送信 MENU 13

チャットメールを作成して送信する
複数の相手と会話をするような感覚でメールをやり
とりします。メールのやりとりは1つの画面で確認で
きます。
I チャットメールを使用するには、あらかじめ相手の
メールアドレスをチャットメンバーに登録しておく
必要があります。

I メール選択受信設定を「ON」に設定している場合、
またはメールの保存領域に空きがない場合はチャッ
トメールを利用できません。

I チャットメール非対応端末にチャットメールを送信
した場合、受信側の端末は題名に「チャットメール」
と記載されたメールを受信します。また、チャット
メンバーに登録しているチャットメール非対応端末
から、題名に「チャットメール」が含まれたメール
を受信した場合、チャットメールとして受信できま
す。

I 複数の相手とチャットメールをやりとりした場合
の通信料は、メール同報送信の場合と同じです。

お買い上げ時 中（標準）

大：24ドット 中（標準）：20ドット

小：16ドット

お買い上げ時 通知優先
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チャットメール画面

チャットメール画面の見かたは次のとおりです。

a送受信履歴
最新の履歴から最大100件表示されます。
･ ガイド行に▲や▼が表示されているときは、j
を押すとスクロールできます。tやaを押す
と、画面単位でスクロールできます。また、m
51を押すと先頭行に移動し、m52
を押すと最終行に移動して表示されます。
･ 左側に発信者のニックネームが表示されます。

b詳細表示欄
最新のチャットメールの詳細を表示します。jを
押すと、送受信履歴のチャットメールの詳細を表示
できます。チャットメールの表示可能文字数は全角
で最大250文字、半角で最大500文字です。
･ 詳細表示欄に表示しきれない場合は、欄下の左
右に が表示されます。hを押すと、欄内の
ページが切り替わります。
･ 左側に発信者のニックネームと送受信した日時
（当日の場合は時刻、当日以外の場合は日付）が
表示されます。チャットメンバーに未登録の同
報アドレスが含まれるメールの場合は、 が表
示されます。

c本文の入力欄

チャットメンバーを登録する
<チャットメンバー設定>

チャットメールをやりとりする相手を登録します。
I チャットメンバーに登録できるのは、最大5件です。
同じメールアドレスは複数登録できません。

1 ae3
メンバーを登録するかどうかの確認画面が表示
されます。
･ メンバーがすでに登録されている場合は、チャッ
トメール画面が表示されます。メンバーを追加登
録するときは、m7を押して操作3に進みま
す。

2 「はい」を選択

3 aを押す

4 アドレスの入力欄にメールアドレスを入
力

･ 半角で最大50文字入力できます。
･ メンバーに登録する相手がシークレットコード
を登録している場合は、電話帳に相手のメール
アドレスを登録してからシークレットコードを
設定し、電話帳を検索して登録するか、相手の
携帯電話番号のみを直接入力してメンバーに登
録します。

■電話帳を検索して入力する：te電話帳を検
索eメンバーに登録する電話帳データを選択
･メールアドレスを複数登録している場合は、
メンバーに登録するメールアドレスを選択
します。

5 ニックネームの入力欄にニックネームを
入力
･ 全角で最大4文字、半角で最大8文字入力でき
ます。
･ アドレスの入力欄のメールアドレスと電話帳
に登録したメールアドレスが一致すると、電話
帳に登録した名前（先頭から全角4文字、半角
8文字まで）が表示されます。
･ ニックネームを入力しなかった場合は、チャッ
トメール画面では、メールアドレスの@マーク
より前の部分の先頭から8文字が表示されま
す。

6 文字色を選択e色を選択
･ 青、赤、緑、オレンジ、黒の順に、登録済みの
チャットメンバーに使用していない色から表
示されます。
･ チャットメール画面ではニックネームが選択
した色で表示されます。

7 pを押す
メンバーリストが表示されます。
･ 他のメンバーを追加登録する場合はaを押し、
操作4～7を繰り返します。

8 p［登録］を押す

チャットメール画面

c

b

a

▲

▲
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チャットメールを作成して送信する

I チャットメール送信時は、登録したメンバー全員に
送信する設定になっています。送信画面でメンバー
を選択することもできますが、チャットメールを終
了したり、メンバーの登録内容を変更したりすると、
設定は元に戻ります。

I 送信したチャットメールは、送信メール内のフォル
ダに保存されます。

1 ae3
･ メンバーを登録するかどうかの確認画面が表
示された場合は「はい」を選択してメンバー登
録をしてください。

2 本文の入力欄を選択e本文を入力
･ 全角で最大250文字、半角で最大500文字入
力できます。

■チャットメール画面の履歴から本文をコピー
して貼り付ける：
aコピーするチャットメールにカーソルを合
わせてme6
文字のコピー方法→P407

b本文の入力欄を選択e貼り付ける位置に
カーソルを合わせてme3
文字の貼り付け方法→P407

■送信するメンバーを選択する：
ame3eメンバーを選択

bpを押す
宛先が設定されます。

3 p［送信］を押す
･ 正常に送信されると、送信されたチャットメー
ルがチャットメール画面に表示されます。

■受信したメールの同報アドレス全員に返信す
る：me22

お知らせ
･送信に失敗したり、チャットメール終了時に未送信だっ
たチャットメールは未送信メール内の「未送信BOX」
フォルダに保存されます。「未送信BOX」フォルダには
チャットメールは1件のみ保存できます。別のチャット
メールの送信に失敗すると、「未送信BOX」フォルダに
保存されているチャットメールは上書きされます。ま
た、「未送信BOX」フォルダに保存されているチャット
メールは、チャットメール起動時に本文の入力欄に表示
されます。再送信するときは、チャットメール画面から
送信してください。

チャットメールを受信する
＜チャットメール受信>

チャットメールを起動していないとき

チャットメールまたは題名に「チャットメール」が含
まれたメールを受信したときは、受信メール内のフォ
ルダに保存されます。チャットメンバーに登録してい
る相手から受信した場合、チャットメールを起動する
と、自動的にチャットメール画面に読み込まれます。
チャットメンバーに登録していない相手から受信した
場合、チャットメール画面に読み込むには、次の操作
に従ってチャットメンバーに登録し、チャットメール
画面に読み込んでください。題名に「チャットメール」
が含まれたメールのみ、チャットメール画面に読み込
めます。

〈例〉チャットメンバーに登録していない相手からチャッ
トメールを受信したとき

1 受信メール一覧で、チャットメール画面
に読み込む受信メールにカーソルを合わ
せてme75
受信メール一覧の表示方法→P243

2 「はい」を選択

3 登録するメンバーを選択e編集
チャットメンバー設定方法→P257「チャットメ
ンバーを登録する」操作4～8

4 「はい」を選択

お知らせ
･受信メール詳細画面から操作する場合は、mを押し「表
示」→「チャットメール表示」を選択します。
･デコメールやパソコンなどから受信したHTMLメールは、
チャットメール画面に読み込めません。
･次の操作で、送信メールもチャットメール画面に読み込
めます。
- 送信メール一覧で、題名に「チャットメール」が含ま
れたメールにカーソルを合わせてm74を押し
ます。

- 題名に「チャットメール」が含まれた送信メール詳細
画面でm33を押します。
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チャットメールを起動しているとき

チャットメンバーに登録している相手からチャット
メール、または題名に「チャットメール」が含まれた
メールを受信したときは、履歴を更新する旨のメッ
セージが表示され、チャットメール画面に読み込まれ
ます。チャットメール起動中にFOMA端末を開いてい
るときは、チャットメールやメール、メッセージR/F
を受信しても、着信音やバイブレータなどは動作しま
せん。チャットメンバーに登録していない相手から、
題名に「チャットメール」が含まれたメールを受信し
たときは、受信メール内のフォルダに保存されます。
「チャットメールを起動していないとき」の操作に
従って、チャットメール画面に読み込んでください。
→P258

ｉモードセンターに保管されているチャッ
トメールを受信するとき

圏外にいた間や電源を切っていた間などにチャット
メールが届いてないかを問い合わせます。このとき、
ｉモードセンターにｉモードメールが保管されてい
ると、同時に受信します。

1 チャットメール画面でme1
チャットメールがある場合は、履歴を更新する旨
のメッセージが表示され、受信したチャットメー
ルがチャットメール画面に追加されます。

同報アドレスを表示する

受信したチャットメールに同報がある場合は、同報ア
ドレスを表示して確認できます。

1 チャットメール画面で、同報アドレスを
確認するチャットメールにカーソルを合
わせてme4
･ メンバー登録されていない同報者はニックネー
ムの代わりに「未登録」と表示されますが、メー
ルアドレスが電話帳に登録されている場合は、
電話帳に登録された名前が表示されます。gを
押すとメールアドレスを確認できます。

■未登録の同報者をチャットメンバーとして登
録する：同報アドレス一覧画面で登録する同
報アドレスにカーソルを合わせてp
以降の操作→P257「チャットメンバーを登
録する」操作5～8

■同報アドレスをコピーする：同報アドレス一
覧画面でコピーする同報アドレスにカーソル
を合わせてme2

チャットメールの履歴をすべて削除する

チャットメール画面に表示されているすべてのチャッ
トメールの履歴を削除します。
I 受信メール、送信メールのフォルダ内に保存されて
いるチャットメールも削除されますが、保護されて
いるメールは削除されません。

1 チャットメール画面でme9e「はい」
を選択

お知らせ
･チャットメールにｉモードメールとして返信するときは、
ｉモードメールと同じ操作で返信します。
･チャットメール画面では、本文中に電話番号やメールア
ドレス、URLが含まれていても、Phone To（AV Phone
To）、Mail To、Web Toは使用できずｉアプリToの機
能も使用できません。また、添付ファイルも表示されま
せん。チャットメールを削除せずに終了し、受信メール
内のフォルダからチャットメールを表示すると、これら
の機能が使用できます。
･受信メール内のフォルダからチャットメールを削除し
た場合は、チャットメール画面のニックネームが「------
--」、日付または時刻が「--/--」、本文が「削除されまし
た」と表示されます。
･チャットメール画面で受信したチャットメールは、受信
メール内のフォルダでは既読になります。
･メール連動型ｉアプリからメールを送受信した場合、題
名に「チャットメール」が含まれたメールはチャット
メール画面に表示できます。

チャットメンバーを編集する

チャットメンバーの登録内容の変更や、メンバーの追
加、削除を行います。
メンバー全員の登録内容の詳細を確認したり、メン
バーを入れ替えたりすることもできます。

1 チャットメール画面でme7

2 編集するメンバーを選択e編集
チャットメンバー設定方法→P257「チャットメ
ンバーを登録する」操作4～7

■チャットメンバーを1件削除する：削除する
メンバーにカーソルを合わせてme2e
「はい」を選択

■チャットメンバーの詳細を表示する：
ame3

b詳細の確認が終わったらg
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■チャットメンバーを追加する：me4
チャットメンバー設定方法→P257
「チャットメンバーを登録する」操作4～7

■チャットメールのメンバー全件をメールグルー
プと入れ替える：
ame5

b入れ替えるメールグループを選択e「はい」
を選択
チャットメールのメンバーが、選択したメー
ルグループに登録されているメンバーと入
れ替わります。

3 p［登録］を押す

個人情報を設定する

チャットメール画面に表示する自分のニックネームと
その文字色を設定します。

1 チャットメール画面でme8

2 ニックネームの入力欄にニックネームを
入力
･ 全角で最大4文字、半角で最大8文字入力でき
ます。
･ ニックネームを入力しなかった場合、チャット
メール画面では「自分」と表示されます。

3 文字色を選択e色を選択ep［登録］

チャットメールを終了する

1 チャットメール画面でfまたはce
「はい」または「いいえ」を選択
･「はい」を選択すると、チャットメールがすべ
て削除されます。その場合、受信メール、送信
メールのフォルダ内に保存されているチャッ
トメールも削除されますが、保護されている
メールは削除されません。
･「いいえ」を選択すると、次回のチャットメー
ル起動時に前回のチャットメールが表示され
ます。

SMS（ショートメッセージ）を使う

SMS作成・送信 MENU 171

SMS（ショートメッセージ）を作成
して送信する
SMSを作成して送信します。送信せずに保存するこ
ともできます。
I ドコモ以外の海外通信事業者をご利用のお客様と
の間でも、送受信できます。ご利用可能な国・海外
通信事業者については、ドコモのホームページをご
覧ください。

I 最大保存件数→P465
I 受信、送信、未送信のSMS一覧／詳細画面の見か
た→P243

〈例〉宛先を直接入力してSMSを作成・送信するとき

1 ae71e宛先の入力欄を選択

2 「直接入力」を選択e宛先を入力
相手の電話番号を入力します。
･ 宛先がドコモ以外の海外通信事業者の場合は、
「+」（0を1秒以上押す）「国番号」「相手の携
帯電話番号」の順で入力するか、または「010」
「国番号」「相手の携帯電話番号」の順で入力し
ます（受信した海外からのSMSに返信する場合
も、「+」または「010」を入力します）。携帯
電話番号が「0」で始まる場合は「0」を除いて
入力します。

■電話帳を検索して入力する：「電話帳参照」を
選択e電話帳を検索eSMSを送信する電話
帳データを選択
･電話番号を複数登録している場合は、送信す
る電話番号を選択します。

3 本文の入力欄を選択e本文を入力
･ SMS設定で送信文字種を「日本語」に設定し
た場合は、全角・半角を問わず最大70文字入
力できます。
･ SMS設定で送信文字種を「英語」に設定した
場合は、最大160文字入力できます。半角の
英数字と記号（｀｡｢｣､･ﾞﾟを除く）を使用でき
ます。
･ #を押すと改行できます（全角／半角数字入
力モード時を除く）。改行も本文の文字数に含
まれます。ただし、相手の端末によっては空白
に置き換わります。
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■署名を挿入する：me46
･署名はあらかじめ登録しておく必要があり
ます。なお、登録した署名の内容などによっ
ては挿入できません。→P253「メールの署
名を設定する」お知らせ

4 p［送信］を押す
･ 送信せずに保存する場合は、m2を押すと未
送信メール内の「未送信BOX」フォルダに保存
されます。ただし、宛先と本文がどちらも入力
されていない場合は保存できません。

お知らせ
･電波状況や送信する文字の種類、相手の端末によって
は、相手に文字が正しく表示されない場合があります。
･送信する文字種や送達通知を受け取るかどうかは、あら
かじめSMS設定で設定します。また、送達通知、有効
期間の設定はSMSの作成開始後に変更することもでき
ます。
･送信に失敗したときはエラーメッセージが表示され、
SMSが未送信メール内の「未送信BOX」フォルダに保
存されます。未送信メール内の「未送信BOX」フォル
ダからSMSを編集、送信できます。→P235
･送信が正常に終了したときは、SMSが送信メール内のフォ
ルダに保存されます。保存領域の空きが足りないときや最
大保存件数を超えるときは、古い送信メールから順に消去
されます。残しておきたい送信メールは保護してください。
･送達通知を「要求する」に設定して送信した場合は、SMS
が相手のFOMA端末に届いたことを知らせる送達通知
が送られてきます。送達通知は受信メール内のフォルダ
に保存されます。
･発信者番号通知設定を「通知しない」に設定していても、
SMS送信時は発信元に発信者番号が通知されます。
･送信文字種が英語の場合、一部の記号（｜＾{ } [ ] ̃
￥）を入力すると送信できる文字数が少なくなるため、
最大文字数以下の文字数でも送信できないことがあり
ます。その場合は、入力文字を少なくして送信し直して
ください。
･保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超え
るときは、SMSを作成できません。未送信メール内の
フォルダから不要なｉモードメール、SMSを削除して
ください。

送信・保存したSMS（ショートメッセージ）
を編集・送信する

送信済みのSMSや、送信せずに保存したり送信に失
敗したりしたSMSを編集、送信できます。→P235

SMS受信

SMS（ショートメッセージ）を受信
したときは
SMSは自動的に受信し、画面表示や着信音、バイブ
レータ、ランプでお知らせします。受信したSMSは
受信メール内のフォルダに保存されます。
I 最大保存件数→P465

1 SMSを受信

が点滅し、「メッセージ受信中…」と表示さ
れます。
メール着信音が鳴り、ランプとラウンドイルミ
ネーションパネルの照明が点灯または点滅して
受信結果画面が表示されます。
･ SMS受信中にfを押すと受信を中止します。
･ FOMA端末を折り畳んでいるときは、背面ディ
スプレイに受信状態が表示されます。→P32
･ 受信結果画面が表示されてから約15秒間、ま
たは着信音が鳴り終わるまでの間、何も操作し
ないと自動的に受信前の画面に戻ります。それ
より前に受信前の画面に戻すときはcを押
します。

■受信したSMSをすぐに読む：
a受信結果画面でgまたは1
bフォルダを選択eSMSを選択
･受信したSMSに返信したり、転送したり
できます。→P238、P239

受信完了

受信したSMSの件数

：未読のSMSあり
：未読のｉモード
メールとSMSあり

点滅

受信結果
（スクロール表示）

S
M
S
受
信

次ページへ



メ
l
ル

262

■受信に失敗したとき：
受信結果画面の「メール」の後ろに「×」が
表示されます。受信し直すには、SMS問合せ
を行ってください。

お知らせ
･受信表示設定の設定内容によっては、受信中画面や受信
結果画面は表示されません。→P256
･ FOMA端末でSMSを受信すると、SMSセンターに保管
されているSMSは削除されます。
･movaサービスのｉモード端末から送信したショートメー
ルは、FOMA端末ではSMSとして受信します。
･ SMSを受信したときは、ｉモードメール受信時の動作に
設定した着信音、バイブレータ、着信イルミネーション、
着信イルミネーションカラーそれぞれの優先順位に従い
動作します。複数のメール、メッセージR/Fを同時に受
信したときは、最後に受信したメール、メッセージR/F
に設定した条件に従い動作します。
･ドコモ以外の海外通信事業者からSMSを受信した場合
は、発信元のアドレスに自動的に「＋」が付きます。電
話帳に「＋」を付けて登録していると、電話帳で登録し
ている名前が表示されます。
･ｉモードメール、メッセージR/F受信中はSMSを自動
受信しません。SMS問合せを行ってください。
･保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超え
るときは、未読以外の古い受信メールから順に消去され
ます。残しておきたい受信メールは保護してください。
･未読メールと保護されているメールで保存領域が満杯上
書きできないときは、SMSの受信は中止され、画面には

や が表示されます。受信する場合は、未読メー
ルの既読への変更（→P248）、未読メールの内容表示
（→P243）、不要メールの削除（→P248）、保護解除
（→P248）などを行う必要があります。
･ FOMAカードにSMSが最大件数（20件）保存されて
いるときは、受信メール内のフォルダに空きがあって
も、SMSを受信できない場合があります。このとき、画
面には や が表示されます。FOMA端末に移動す
るか（→P264）、FOMAカード内のSMSを削除してく
ださい。→P264
･受信したSMSが直接FOMAカードへの保存を指定して
いる場合は、直接FOMAカードに保存されます。ただ
し、FOMAカード内に保存されているSMSが20件に
達している場合は、SMSを受信できません。不要な
SMSを削除してから、もう一度SMS問合せを行ってく
ださい。

SMS問合せ MENU 162

SMS（ショートメッセージ）がある
かどうかを問い合わせる

圏外にいた間や電源を切っていた間などに、SMSが
届いていないかを問い合わせます。
I 電波状態によってはSMS問合せができない場合があ
ります。

1 ae62
SMSセンターにSMSが保管されていれば受信
します。

お知らせ
･受信するまでに時間がかかる場合があります。

SMS設定 MENU 174

SMS（ショートメッセージ）の設定
を行う

SMSを利用する際の各種条件を設定します。

1 ae74e下記の各項目を選択して
設定ep［登録］
送信文字種：
日本語のメッセージを送信するか、英語のメッ
セージを送信するかを選択します。文字種によ
り送信できる文字数が異なります。

送達通知：
SMSを送信する際に、送達通知の配信を要求
するかどうかを設定します。

有効期間：
送信したSMSを相手が受け取れないときに、
SMSセンターで保管する期間を選択します。

SMSC：
ドコモ以外のSMSサービスを受ける場合に設
定します。
･「その他」に設定したときは、アドレスの入
力欄にメールアドレスを入力します。半角で
最大20文字入力できます。

Type of Number：
「international」「unknown」のどちらかを設
定します。SMSCに「その他」を選択し、か
つメールアドレスに数字のみ、あるいは「 」
「＃」を含んだ番号を設定した場合は、Type
of Numberを「unknown」に設定する必要が
あります。

お買い上げ時 送信文字種：日本語     
送達通知： 要求しない   有効期間：3日   SMSC：ドコモ   
アドレス：81903101652   
Type of Number：international

SMSC、アドレス、Type of Numberの設定は、通
常変更する必要はありません。
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お知らせ
･ SMSの作成画面から操作する場合は、mを押し「SMS
設定」を選択します。その場合には、送達通知、有効期
間のみ設定できます。また、作成中のSMSにだけ有効
です。
･送信文字種、有効期間、SMSC、Type of Numberの
設定は、FOMAカードに保存されます。

FOMAカード保存SMS

SMS（ショートメッセージ）を
FOMAカードに保存する

送受信したSMSを、FOMA端末からFOMAカードに
移動またはコピーします。

SMS（ショートメッセージ）をFOMA
カードに移動／コピーする

I 未送信メールのSMSは、FOMAカードに保存でき
ません。

I 送達通知のある送信SMSを移動またはコピーすると、
対応する送達通知が同時に移動またはコピーされま
す。送信SMSだけ、または送達通知だけを移動または
コピーできません。

I 最大保存件数→P465

〈例〉受信SMSをFOMAカードに1件移動するとき

1 ae1eフォルダを選択
送信SMS一覧の表示方法→P243

2 移動するSMSにカーソルを合わせてm
e421

■複数移動する：me422eSMSを
選択ep

■1件コピーする：コピーするSMSにカーソル
を合わせてme431

■複数コピーする：me432eSMS
を選択ep

3 「はい」を選択

お知らせ
･受信メール詳細画面、送信メール詳細画面から操作する
場合は、mを押し「移動／コピー」→「FOMAカード
へ移動」または「FOMAカードへコピー」を選択します。
･ FOMAカードにSMSが20件保存されているときは、移
動またはコピーできません。FOMAカードから不要な
SMSを削除してください。
･保護したSMSをFOMAカード内に移動／コピーすると、
移動／コピー先で保護は解除されます。

FOMAカード内のSMS（ショートメッ
セージ）を表示する MENU 172/173

〈例〉受信SMSを表示するとき

1 ae72
FOMA受信SMS一覧画面では、SMSは2行で表
示されます。1行目には受信日時と発信元または
宛先が表示され、2行目には本文の先頭または
「SMS送達通知」、「留守番　着信通知」が表示さ
れます。

･ マークの意味は次のとおりです。
：未読（返信可） ：未読（返信不可）
：既読（返信可） ：既読（返信不可）
：送達通知、着信通知

･ 一覧の既読、未読のマークは、FOMAカード内
のSMSを表示したかどうかを示します。移動
またはコピー前の未読、既読の状態も引き継が
れます。
･ 送信SMSを表示するときはa73を押し
ます。

2 SMSを選択

･ マークの意味は次のとおりです。
aマーク

：受信（返信可） ：受信（返信不可）
：送信
：送達通知、着信通知
：FOMAカード内のSMS

bマーク
：日時 ：宛先
：発信元
：発信元（返信不可）
：題名「受信SMS」「送信SMS」「SMS
送達通知」「留守番　着信通知」

･ 送達通知の場合、発信元は「SMS Center」と表
示されます。着信通知の場合、発信元は「DoCoMo
SMS」と表示されます。
･ 送信SMSをFOMAカードに移動またはコピー
した場合、FOMAカード内の送信SMSから送
信日時のデータが消去されます。

ページ番号／総ページ数

a

メール番号／件数

b
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お知らせ
･ FOMAカード内のSMSからも、受信SMSの返信や転
送、送信SMSの再送信、文字サイズの変更、電話帳登
録などの操作ができます。操作方法は受信SMS、送信
SMSと同じです。
･ FOMAカード内のSMSから返信や転送、再送信などを
行った場合の送信済みのSMSは、FOMA端末の送信
メール内のフォルダに保存されます。

FOMAカード内のSMS（ショートメッ
セージ）をFOMA端末に移動／コピーす
る

FOMAカードに保存されているSMSを、FOMA端末
の受信メール、送信メール内のフォルダに移動または
コピーします。
I 送達通知のある送信SMSを移動またはコピーする
と、対応する送達通知が同時に受信メール内のフォ
ルダに移動またはコピーされます。送信SMSだけ、
または送達通知だけを移動またはコピーできませ
ん。

〈例〉受信SMSをFOMA端末に1件移動するとき

1 ae72
FOMAカード内の送信SMS一覧の表示方法
→P263

2 移動するSMSにカーソルを合わせてm
e31

■複数移動する：me32eSMSを選択
ep

■1件コピーする：コピーするSMSにカーソル
を合わせてme33

■複数コピーする：me34eSMSを選
択ep

3 ge移動先フォルダを選択e「はい」を
選択

お知らせ
･ FOMAカード内のSMS詳細画面から操作する場合は、m
を押し「移動／コピー」→「本体へ移動」または「本体へ
コピー」を選択します。
･保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超える
ときは、移動またはコピーできません。保護されていな
いｉモードメールやSMSがあっても上書きされません。
受信メール、送信メール内のフォルダから不要なｉモー
ドメール、SMSを削除してください。

FOMAカード内のSMS（ショートメッ
セージ）を削除する

SMSを削除します。1件削除、まとめて削除、送達通
知だけまとめて削除ができます。
I 送信SMSを削除した場合、対応する送達通知がFOMA
カード内にある場合は、同時に削除されます。

〈例〉受信SMSを1件削除するとき

1 ae72
FOMAカード内の送信SMS一覧の表示方法
→P263

2 削除するSMSにカーソルを合わせてm
e21

■複数削除する：me22eSMSを選択
ep

■全件削除する：me23e認証操作

■送達通知を全件削除する：me24e認
証操作

3 「はい」を選択

お知らせ
･ FOMAカード内のSMS詳細画面から操作する場合は、m
を押し「削除」を選択します。
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ｉアプリとは
ｉアプリをサイトからダウンロードすることにより、
ｉモード対応FOMA端末（以下、ｉモード端末）がさ
らに便利になります。たとえば、ｉモード端末にさま
ざまなゲームをダウンロードして楽しんだり、株価情
報のｉアプリをダウンロードすることにより、株価を
定期的に自動チェックしたりできます。さらに、地図
のｉアプリでは、必要なデータだけをダウンロードす
るため、スムーズにスクロールできます。また、ｉア
プリから電話帳やスケジュールに直接登録できるもの
や、画像保存、画像取得などデータBOXと連動できる
ｉアプリもあります。

ｉアプリをダウンロードする→P267
ｉアプリを起動する→P268
ｉアプリを自動起動する→P278

お知らせ
･ｉアプリによってはｉモード端末の携帯電話／FOMA
カード（UIM）の製造番号を利用する場合があります。
･ｉアプリによっては実行時に通信を行うものがあります。
通信を行わないように設定することもできます。→P270

登録データを利用する

ｉアプリには、お客様のｉモード端末の登録データ
（電話帳、ブックマーク、スケジュール、画像、動画、
トルカ、アイコン情報）を参照、登録、操作できるも
のがあります。登録データを利用してできることは次
のとおりです。
- 電話帳登録 - アイコン情報利用
- ブックマーク登録 - スケジュール登録
- データBOXからの画像取得
- データBOXへの画像保存
- データBOXへの動画保存
- トルカ一覧へのトルカ保存
- miniSDメモリーカードの利用

お知らせ
･ｉアプリにより画像、動画が保存される場合は、それぞ
れマイピクチャ内の「ｉモード」「デコメールピクチャ」
フォルダ、ｉモーション内の「ｉモード」フォルダ、ま
たはｉアプリ内に保存されます。トルカが保存される場
合は、トルカ一覧の「トルカフォルダ」に保存されます。
･プライバシーモード中（電話帳・履歴、マイピクチャ、
ｉモーション、スケジュールを「認証後に表示」に設定
した場合）は、利用できないｉアプリがあります。

ｉアプリDXとは

ｉアプリDXは、ｉモード端末の情報（メールや発着
信履歴、電話帳データなど）と連動することにより、
お好みのキャラクタ画面でメールを作成したり、着信
時にキャラクタのコメントで誰からの着信かを知ら
せたり、メールと連動して株価などの情報やゲームの
進行をよりリアルタイムに更新したりするなど、ｉア
プリをより便利に楽しく利用できます。

登録データを利用する

ｉアプリDXには、通常のｉアプリで利用できる登録
データ（電話帳、ブックマーク、スケジュール、画像、
動画、トルカ、アイコン情報）だけでなく、メール、
リダイヤル、着信履歴、着信音などの登録データを参
照・登録・操作できるものがあります。登録データを
利用してできることは次のとおりです。
- 電話帳登録 - 電話帳参照
- アイコン情報利用 - ブックマーク登録
- スケジュール登録 - メールメニューの利用
- ｉモードメール作成画面利用
- 最新のリダイヤル参照
- 最新の着信履歴参照
- 最新の未読メール参照
- 着信音変更（電話、メール、メッセージR/F）
- データBOXからの画像取得
- データBOXへの画像保存
- データBOXへの動画保存
- データBOXへの着信音保存
- トルカ一覧からのトルカ参照、取得
- トルカ一覧へのトルカ保存
- 画像設定の変更（待受画面、電話の発着信、テレビ
電話の着信、メール送受信、メッセージR/F受信）

- miniSDメモリーカードの利用

 ｉモード端末 ｉモードセンター

IP（情報サービス提供者） 

ゲーム、株価
情報、etc.

ｉアプリ

ダウンロード

ｉ
ア
プ
リ
と
は

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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お知らせ
･ｉアプリDXでは、ｉアプリの有効性を確認するため、
ｉアプリの通信設定に関わらず通信する場合がありま
す。通信回数やタイミングはｉアプリによって異なりま
す。
･プライバシーモード中（電話帳・履歴、メール、マイピ
クチャ、ｉモーション、スケジュールを「認証後に表示」
に設定した場合）は、利用できないｉアプリDXがあり
ます。
･ｉアプリDXにより画像、動画、着信音が保存される場
合は、それぞれマイピクチャ内の「ｉモード」「デコメー
ルピクチャ」フォルダ、ｉモーション、メロディ内の各
「ｉモード」フォルダ、またはｉアプリ内に保存されま
す。トルカが保存される場合は、トルカ一覧の「トルカ
フォルダ」に保存されます。

メール連動型ｉアプリとは

メール連動型ｉアプリはｉアプリDXの一種で、ｉモー
ドメールで情報をやりとりすることにより、株価など
の情報やゲームの進行がリアルタイムに更新されるな
ど、ｉアプリをより便利に楽しく利用できます。
I メール連動型ｉアプリで利用されるメールは、正し
く表示できない場合があります。

おサイフケータイ対応ｉアプリとは

おサイフケータイ対応ｉアプリを使ってICカード内
のデータの読み書きを行い、電子マネーや乗車券をダ
ウンロードしたり、その残高や利用履歴を確認するな
ど、便利な機能がご利用いただけます。
I おサイフケータイ対応ｉアプリを利用すると、ご契
約しているサービスのIP（情報サービス提供者）な
どにICカード内の情報が送信されます。

おサイフケータイとは→P290

こんなこともできます

■ ｉアプリ待受画面
ｉアプリを待受画面として利用でき、そのまま
メールを受信したり、電話をかけることもできま
す。ニュースや天気の最新情報を待受画面に表示
させたり、お好みのキャラクタにメール受信やア
ラームを知らせてもらったり、より便利な待受画
面にできます。→P133、P270、P279
･ｉアプリ待受画面に対応したｉアプリで利用で
きる機能です。

■ ｉアプリの自動起動
時刻や日付、曜日などを指定して、ｉアプリを自動
起動できます。あらかじめｉアプリに設定されて
いる時間間隔で自動起動できるｉアプリもありま
す。→P278

■ カメラ撮影
ｉアプリからｉモード端末のカメラを使って撮影
できます。→P283
･カメラ撮影機能に対応したｉアプリで利用できる
機能です。

■ 赤外線通信
ｉアプリから赤外線通信機能が搭載された機器と
通信できます。※→P283
･赤外線通信機能に対応したｉアプリで利用できる
機能です。

※：相手の機器によっては、赤外線通信機能が搭
載されていても通信できないデータがありま
す。

■ 赤外線リモコン
ｉアプリから赤外線リモコンに対応した家電機器
など、各種機器を操作できます。→P348
たとえば、お買い上げ時に登録されている「Gガイ
ド番組表リモコン」では、テレビ番組表と連動し
たAVリモコンとして利用できます。→P275
･赤外線リモコン機能に対応したｉアプリで利用で
きる機能です。相手の機器に対応したｉアプリが
必要です。

ｉアプリをダウンロードする
サイトからｉアプリをダウンロードしてFOMA端末
に保存します。
I 電波状況などによりｉアプリのダウンロードに失敗
した場合、そのｉアプリはFOMA端末に保存されま
せん。

I 最大保存件数→P465

1 ｉアプリのあるサイトを表示eｉアプリ
を選択
選択したｉアプリがダウンロードされます。
･ ダウンロードを中止するにはgを押し、「はい」
を選択します。

■ソフト情報表示設定を「ON」に設定している
とき
ｉアプリの情報が表示されます。「はい」を選
択すると、ｉアプリがダウンロードされます。
･pを押すと、ダウンロードするｉアプリの
詳細情報を表示できます。

■登録データや携帯電話／FOMAカード（UIM）
の製造番号、miniSDメモリーカードを利用す
るｉアプリをダウンロードするとき
ダウンロードするかどうかの確認画面が表示
されます。「はい」を選択するとｉアプリがダ
ウンロードされます。
･ガイド行に「ガイド」と表示された場合に
pを押すと、そのｉアプリが利用するデー
タの詳細を確認できます。
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■選択したｉアプリがすでにダウンロードされて
いるとき
「ダウンロード済みです」というメッセージが
表示されます。ｉアプリのバージョンが更新
されているときは、バージョンアップするか
どうかの確認画面が表示されます。「はい」を
選択するとｉアプリがダウンロード（バー
ジョンアップ）されます。

■選択したｉアプリがすでに異なるFOMAカー
ドでダウンロードされているとき
上書きするかどうかの確認画面が表示されま
す。「はい」を選択すると、ダウンロードした
ｉアプリが上書きされます。

2 ｉアプリを保存するフォルダを選択
･ ｉアプリによってはｉアプリ待受画面、通信
設定、アイコン情報のソフト動作設定画面が表
示されます。各項目を選択してpを押してく
ださい。
各設定項目→P270「ｉアプリの動作条件を設
定する」操作1

3 「はい」を選択
ダウンロードしたｉアプリが起動します。
･「いいえ」を選択すると、サイト画面に戻りま
す。

お知らせ
･保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超える
ときは、画面の指示に従って、保存されているｉアプリ
を削除してください。ただし、ダウンロードに失敗した
場合でも、削除したｉアプリや同時に削除したminiSD
メモリーカード内のデータは元に戻りません。
･ ICカード内のデータ容量によっては、ｉアプリの保存領
域に空きがあっても、おサイフケータイ対応ｉアプリを
ダウンロードできない場合があります。その場合は、画
面の指示に従ってICカード内の保存領域に保存可能な
空き容量が確保できるまでｉアプリを削除してくださ
い。ただし、ｉアプリの種類によっては、削除対象とし
て表示されないｉアプリがあります。また、ｉアプリに
よっては、ｉアプリを起動してICカード内のデータを削
除する必要があります。

メール連動型ｉアプリのダウンロードに
ついて

メール連動型ｉアプリをダウンロードすると、送信
メール、受信メール、未送信メールのフォルダ一覧に
メール連動型ｉアプリ用のフォルダが自動的に作成
されます。フォルダ名はダウンロードしたメール連動
型ｉアプリ名に設定され、変更できません。
I メール連動型ｉアプリは最大5件（ｉアプリの最大
保存件数100件に含む）保存できます。最大保存件
数を超えるときは、画面の指示に従ってメール連動
型ｉアプリ用のフォルダを削除してください。

I 同じメールフォルダを利用するメール連動型ｉアプ
リが、すでにFOMA端末に保存されている場合は、
ダウンロードできません。ただし、ｉアプリが更新さ
れた場合は、バージョンアップできます。

お知らせ
･メール連動型ｉアプリ用のフォルダのみが残っていると
きに、そのフォルダを利用するメール連動型ｉアプリを
再ダウンロードしようとすると、すでにあるメールフォ
ルダを利用するかどうかの確認画面が表示されます。「は
い」を選択すると、メール連動型ｉアプリがダウンロー
ドされます。メールフォルダを利用しない場合は、メー
ルフォルダを削除してからメール連動型ｉアプリをダウ
ンロードしてください。
･ダウンロードするメール連動型ｉアプリに対応した受信
メールがすでにFOMA端末に保存されている場合、ダウ
ンロード時に自動的に作成されたフォルダに受信メール
を移動するかどうかの確認画面が表示されます。「はい」
を選択すると、受信メールが振り分けられます。ただし、
プライバシーモード中（メールを「指定フォルダを非表
示」に設定した場合）は、振り分けられません。

ダウンロード時にｉアプリの情報を見る
＜ソフト情報表示設定＞

ｉアプリをダウンロードするときに、ｉアプリの情報
を表示するかどうかを設定します。

1 me323e1または2

MENU 31

ｉアプリを起動する

1 d（1秒以上）
■ ICカードソフト（おサイフケータイ対応ｉア
プリ）のみ表示する：me641
ICカードソフト一覧が表示されます。操作3に
進みます。

お買い上げ時 OFF

起
動
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2 フォルダを選択

3 起動するｉアプリを選択

･ マークの意味は次のとおりです。
a ：ｉアプリ

：ｉアプリDX
：メール連動型ｉアプリ

b ：ｉアプリ待受画面に設定可（背景色な
し）
：ｉアプリ待受画面に設定中（背景色緑）

c ：自動起動設定中
：IP（情報サービス提供者）によって停
止状態のｉアプリ

d ～ ：ツータッチｉアプリ登録中
e ：SSLページからダウンロードしたｉア

プリ
：保護されているｉアプリ
：SSLページからダウンロードした保護
されているｉアプリ

f ：ワンタッチｉアプリ登録中
：FOMAカード動作制限機能により使
用できないｉアプリ

g ：おサイフケータイ対応ｉアプリ
･ 起動するｉアプリの通信設定を「起動ごとに確
認」に設定している場合は、通信するかどうか
の確認画面が表示されます。
･ ｉアプリを終了するには、ｉアプリごとに設定
されている方法で操作を行ってください。f
を押し「はい」を選択しても終了できます。

お知らせ
･ 3Dポリゴン※エンジン搭載により、ｉアプリで立体画像
を表示できます。
※：多角形（三角形や四角形など）を組み合わせること

により、立体的で奥行きがある画像を表現します。
･ｉアプリ動作中に鳴る音の音量は調整できます。ただし、
ｉアプリによっては音が鳴らないものがあります。
→P123

･ｉアプリによっては、ダウンロードをした後も通信を行
う場合があります。ｉアプリの通信設定で通信を行わな
いように設定できます。
･ｉアプリで利用する画像やお客様が入力したデータなど
が、自動的にインターネットを経由して、サーバに送信
される可能性があります。ｉアプリで利用する画像とは、
実行中のｉアプリからカメラを起動して撮影した画像
や、ｉアプリの赤外線通信機能を利用して取得した画像
などです。
･miniSDメモリーカードを利用するｉアプリは、ｉアプ
リからminiSDメモリーカードにデータを保存できま
す。miniSDメモリーカードに保存したデータは、他機
種で利用できない場合があります。miniSDメモリー
カードを利用するｉアプリは、「ｉアプリのデータ」で
確認できます。→P337
･次のような場合、ｉアプリは中断されます。動作中の機
能が終了するとｉアプリは再開しますが、sを押して
「ｉアプリ」を選択すると動作中の機能を継続したまま
ｉアプリを再開できます。ｉアプリによっては、中断し
たときの状態に戻らない場合があります。
- 電話がかかってきたとき（留守番電話サービスおよび
転送でんわサービスの呼出時間を「0秒」に設定して
いる場合を除く）
- プッシュトークが着信したとき（ｉモード中プッシュ
トーク着信で「ｉモード優先」に設定し、通信してい
る場合を除く）
- お知らせタイマー、目覚まし、スケジュールで指定し
た時刻や日時になったとき
- 他の機能に切り替えたとき
･圏外にいる場合や登録データが使用できない場合、ｉア
プリによっては起動しないことや、正常に動作しないこ
とがあります。
･ｉアプリによっては、IP（情報サービス提供者）が携帯
電話に保存されたｉアプリにアクセスし、直接使用停止
状態にしたりすることがあります。その場合はそのｉア
プリの起動、待受設定、バージョンアップなどができな
くなり、削除およびソフト詳細情報の表示のみできま
す。もう一度ご利用いただくにはｉアプリ停止解除の通
信を受ける必要があるため、IP（情報サービス提供者）
にお問い合わせください。
･ｉアプリによっては、IP（情報サービス提供者）が携帯
電話に保存されたｉアプリにデータを送信する場合が
あります。
･ IP（情報サービス提供者）がｉアプリに対し、停止・再
開要求を行ったり、データを送信した場合、FOMA端末
は通信を行い、 が点滅します。その場合、通信料はか
かりません。
･ｉアプリ作成者の方へ
ｉアプリを作成中、正常動作しないときはトレース表示
が参考になる場合があります。トレース情報は、待受画
面でm334を押すと表示されます。ただし、ト
レース情報を記録するｉアプリが保存されていないと
きは、表示できません。
トレース情報を削除するときはpを押して「はい」を
選択します。

･ マークの意味は次のと
おりです。
：ｉアプリなし
：ｉアプリあり

ab c

ICカードソフト一覧画面ソフト一覧画面
fe

c

dfd g

起
動
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登録データを利用できずに終了したときの履
歴を表示する＜セキュリティエラー履歴＞

ｉアプリが、登録データなどを利用できないなどの理
由でエラーが発生して終了したときは、ｉアプリ名、日
時、セキュリティエラー理由が記録されます。
I セキュリティエラー履歴は最大20件記録されます。
20件を超えると、古いものから順に消去されます。

1 me333
･ 履歴を削除するときはpを押して「はい」を
選択します。

ｉアプリの詳細情報を表示する＜ソフト
詳細情報＞

ｉアプリの名前やバージョンなど、ｉアプリの詳細情
報を表示します。

1 d（1秒以上）eフォルダを選択e詳細
情報を表示するｉアプリにカーソルを合
わせてp［詳細］
･ 表示される項目はｉアプリによって異なります。
･ SSLページからダウンロードしたｉアプリの
場合、ソフト詳細情報画面でpを押すと、サ
イトの証明書を確認できます。

ｉアプリの動作条件を設定する＜ソフト
動作設定＞

ｉアプリごとに動作条件を設定します。

1 d（1秒以上）eフォルダを選択e設定
するｉアプリにカーソルを合わせてme
7e下記の各項目を選択して設定
･ ｉアプリが対応していない項目は選択できませ
ん。

ｉアプリ待受画面：
ｉアプリ待受画面に対応しているｉアプリを、
待受画面に設定するかどうかを設定します。
･ 設定できるｉアプリは1件のみです。

ｉアプリ待受画面通信設定：
ｉアプリ待受画面動作中に自動的に通信させ
るかどうかを設定します。

通信設定：
ｉアプリ動作中に自動的に通信させるかどう
かを設定します。

アイコン情報：
ｉアプリがメール、メッセージR/F、電池残
量、マナーモード、受信レベルの各種アイコン
を利用できるようにするかどうかを設定しま
す。

ブラウザからの起動：
サイトからｉアプリを起動させる（ｉアプリ
To）かどうかを設定します。

メールからの起動：
メールからｉアプリを起動させる（ｉアプリ
To）かどうかを設定します。

外部機器からの起動：
外部機器からｉアプリを起動させる（ｉアプリ
To）かどうかを設定します。

ソフトからの着信音／画像変更を※：
ｉアプリが着信音や待受画面などの画像の設
定を自動的に変更することを許可するかどう
かを設定します。

変更ごとに確認画面を※：
ｉアプリが着信音や画像の設定を変更するご
とに確認画面を表示するかどうかを設定しま
す。

ソフトからの電話帳／履歴参照を※：
ｉアプリが電話帳やリダイヤル、着信履歴を自
動的に参照することを許可するかどうかを設
定します。
･ FOMA端末に保存したトルカも対象となりま
す。

※：ｉアプリDXのみ設定できます。

2 p［登録］を押す
･ ｉアプリ待受画面を「設定する」に設定したと
きは、待受画面に設定するかどうかの確認画面
が表示されます。「はい」を選択すると待受画
面に設定され、テロップ表示設定を「表示す
る」に設定している場合はテロップ表示が解除
されます。ただし、すでにそのｉアプリを待受
画面に設定している場合は、確認画面は表示さ
れません。

お知らせ
･通信設定を「通信しない」に設定すると、ｉアプリが起
動できない場合や、株価情報やお天気情報などのｉアプ
リによるタイムリーな情報提供ができない場合があり
ます。
･アイコン情報を「利用する」に設定すると、未読メール、
未読メッセージR/F、電池残量、マナーモード、圏内／
圏外のアイコンの有無がインターネットを経由してIP
（情報サービス提供者）に送信される場合があるため、第
三者に知得される可能性があります。アイコン情報が必
要なｉアプリの場合、「利用しない」に設定すると、動
作しないｉアプリがあります。
･本機能の設定によっては、ネットワークへの接続やアイ
コン情報（未読メール、電池残量など）の利用ができな
くなります。

起
動
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ｉアプリ動作中の照明とバイブレータの動作
を設定する＜照明設定・バイブレータ設定＞

照明を設定する

1 me324e1または2
端末設定に従う：
ディスプレイの照明設定に従って照明が点灯
します。

ソフトに従う：
ｉアプリに従って照明が点灯します。

お知らせ
･ｉアプリ待受画面の照明はディスプレイの照明設定に従
います。
･公共モード中は、「ソフトに従う」に設定してもｉアプ
リ動作中の照明は点灯しません。
･本機能の設定はディスプレイの照明設定の点灯時間設
定のｉアプリの設定にも反映されます。

バイブレータを設定する

ｉアプリ動作中に、ｉアプリによるバイブレータを動
作させるかどうかを設定します。

1 me325e1または2

お知らせ
･本機能の設定は音／バイブのバイブレータ設定のｉアプ
リ利用時の設定にも反映されます。

ｉアプリから他のｉアプリを起動する

ｉアプリによっては指定されたｉアプリを起動でき、
ソフト一覧に戻ることなくｉアプリを楽しむことが
できます。

1 指定されたｉアプリを起動するかどうか
の確認画面が表示されたら、「はい」を選
択

お知らせ
･起動するｉアプリが指定されていない場合は、ｉアプリ
を選択します。
･起動するｉアプリが指定されていても、ソフト一覧にな
い場合はダウンロードする必要があります。

プリインストールｉアプリを使う

お買い上げ時は、次のｉアプリが登録されています。

I お買い上げ時に登録されているｉアプリを削除した
場合は、「@Fケータイ応援団」のサイトからダウン
ロードできます。

（2006年6月現在）

ｉMenu → メニューリスト →
ケータイ電話メーカー → 
＠Fケータイ応援団

※ アクセス方法は予告なしに
変更される場合があります。

A列車で行こうi for F

鉄道会社の経営者となり列車を走らせて都市開発を
行います。資金や資材をうまく使って鉄道網と都市機
能を整備して大都市として発展させる都市開発・鉄道
シミュレーションゲームです。
I ｉアプリ待受画面に対応しています。

タイトル画面でいずれかのキーを押すと、GAMEMENU
画面が表示されます。

a：新しいゲームを開始します。
b：セーブしたゲームを再開します。セーブしたゲー

ムがない場合は表示されません。
c：操作方法、ゲームの進め方、運用コマンド、情報

メニュー、機能メニュー、待受アプリ、車両タイ
プ解説を表示します。

d：効果音、BGMの音量調整をします。
e：ゲームを終了します。
j／28：カーソルを上下に移動
g／5／r／6：項目の決定

お買い上げ時 端末設定に従う

お買い上げ時 ON

ゲームソフト

A列車で行こうi for F
Mobile三國志2
ZOOKEEPER DX F
ロジックパズル F
フリーセル

その他のソフト

Gガイド番組表リモコン
電子マネー「Edy」
ケータイクレジット「iD（アイディ）」
「DCMX」クレジットアプリ

GAMEMENU画面について

アクセス方法

サイトアクセス
用QRコード

a
b
c
d
e

起
動
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空地にカーソルを合わせてgを押し、運用コマンド
を選択して線路や駅を建設します。建設したら列車を
走らせ、資材置き場などを建設して街を発展させま
す。ゲームに終わりはなく、自分の好きなように街を
作れます。

a：日付・時刻、人口などを表示します。
b：資金、カーソルの場所、利用者数などを表示しま

す。
c：運用コマンドによって車両や建物などに関する

情報を表示します。 
d：カーソル（自社保有：緑色　それ以外：赤色）
e：運用コマンドを表示します。
k：画面スクロール
2468：カーソルを上下左右に移動
1379：カーソルを斜めに移動
g／5：運用コマンドの表示、項目の決定
m：情報メニューの表示、取消など
p：機能メニューの表示、取消など
c：ｉアプリ待受画面とｉアプリ起動の切り替え

（ｉアプリ待受画面に設定した場合）
I 運用コマンドや機能メニュー、ｉアプリ待受画面など
についての詳細はGAME MENU画面の「MANUAL」
をご覧ください。

ｉアプリ待受画面に設定中にFOMA端末を折り畳ん
でいると、ｉアプリ内の時間は進まず、休眠状態とな
ります。
FOMA端末を開くと、折り畳んでいた時間（最大24
時間20分）をｉアプリ内での時間に換算してシミュ
レーションが開始されます。

I シミュレーション中にcを押すと、シミュレーショ
ンを中断するかどうかの確認画面が表示されます。
-「はい」 ：シミュレーションを中断し、中断した

ｉアプリの時間からゲームを再開し
ます。

-「いいえ」：シミュレーションを継続し、終了した
らゲームを再開します。

©2006 ARTDINK./©HUDSON SOFT

Mobile三國志2

2～3世紀の中国を舞台とした魏・呉・蜀三国時代の
歴史シミュレーションゲームです。一国の君主となり
領土を開発し、勢力を拡大して全国統一を目指しま
す。

タイトル画面で「はじめから」を選択し、画面の指示
に従ってシナリオ、君主、レベル、モードを選択する
とゲームが始まります。

シナリオ：
「董卓の横暴」「群雄割拠」「臥龍と鳳雛」の3種類の
シナリオがあります。初めは｢董卓の横暴｣のみ表示
されますが、表示されているシナリオをクリアする
と、次のシナリオが表示され選択できるようになり
ます。シナリオごとに開始年と選択できる君主が異
なり、違う展開でゲームを楽しめます。

レベル：
「初級」「中級」「上級」から選択できます。
モード：
「史実」「仮想」から選択できます。史実モードは、
全武将の性格、人間関係、出身が史実に基づいて展
開するモードです。仮想モードは、史実と異なる性
格や人間関係で展開するモードで、史実モードより
予想が困難なため難しくなります。

遊びかた

シミュレーションについて

メインゲーム画面 運用コマンド表示画面

a b

d

c

e

a b ゲーム開始

起
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人事、内政、軍備増強などの戦略コマンドを実行して
国力を強化していきます。1ターンは1か月に相当し、
ターンごとに配下の武将の数だけコマンドを実行で
きます。他国に攻め込むか、他国から攻め込まれると
戦争が始まります。部隊を配置し、戦争コマンドを実
行してゲームを進めます。戦争では1ターンは1日に
相当し、1ターンにつき1部隊1コマンドを実行でき
ます。中国全土41か国を支配するとゲームクリアで
す（全国統一）。

a：現在のターンを表示します。
b：現在の勢力地図を表示します。
c：戦略コマンドの一覧を表示します。
d：人口、兵士数など国の情報を表示します。
e：部隊の配置を表示します。
f：戦争コマンドの一覧を表示します。
k：カーソルを上下左右に移動（一部の画面ではh

で画面切り替え）
g：項目の決定
m：情報表示、地図表示、前の画面に戻るなど（画面

によって異なります）
p：取消、画面切り替えなど（画面によって異なりま

す）
0～9
：コマンド選択のショートカット、数値の入力

*／#
：数値入力欄でカーソルを左右に移動、2回押すと
最大／最小値の入力

次のターンに進むとき：
「待機」コマンドを実行します。
ゲームを中断するとき：
戦略コマンドの中から「セーブ」コマンドを実行し
ます。次に起動したとき「つづきから」を選択する
と、ゲームを継続できます。

I 詳細は、「＠Fケータイ応援団」のサイトをご覧くだ
さい。

©KOEI Co., Ltd.

ZOOKEEPER DX F

動物を入れ替えて、同じ動物をタテヨコ3匹以上並べ
て捕まえていきます。制限時間付きのハラハラ、ドキ
ドキのアクションパズルゲームです。

a：gを押すとゲームがスタートします。
b：hを押して「HOW TO PLAY」「STORY」「HI

SCORE」「CREDIT」「OPTION」を選択します。
･「HOW TO PLAY」を選択すると、基本ルール
を確認できます。
･「OPTION」で「Ultimate」に設定すると、動
物が消えている間に他の動物を入れ替えられ
ます。

m／*
：サウンドのON／OFF切り替え（「♪×」または
「♪○」が表示されます）

p：ｉアプリの終了（ゲーム中はゲームの休止）

交換したい動物を選んでgを押し、入れ替えたい動
物の方向に合わせてkを押すと、動物が入れ替わり
ます。タテかヨコに同じ動物を3匹以上並べ、動物が
消えれば得点になります。ノルマ数をクリアしていく
と、レベルが最大12までアップしていきます。レベ
ルがアップするに従って残りタイムの減少速度はど
んどん速くなっていきますが、動物を消すことでタイ
ムは回復します。
レベル1～6は7種類（サル、パンダ、キリン、カバ、
ゾウ、ワニ、ライオン）の動物、レベル7以降はウサ
ギが加わり、8種類の動物が出現します。

a：得点を表示します。
b：双眼鏡の残り使用回数を表示します。
c：現在のゲームレベルを表示します。
d：横長のメーターで残りタイムを表示します。
e：経過時間を表示します。
f：捕まえなければならない各動物のノルマ数を表

示します。
g：捕まえた各動物の数を表示します。

遊びかた

a b c d

地図画面 戦略画面

戦争画面

e

f

タイトル画面について

遊びかた

a

b

ed

a c

g

b

f

起
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k：カーソルを上下左右に移動
g：動かす動物の決定またはキャンセル
1 : 双眼鏡を選択

･ 消せる動物が拡大表示されます。
ラッキー動物：
各レベルのゲーム開始時にラッキー動物がランダ
ムに表示されます。ラッキー動物を捕まえると通常
の倍の得点が入ります。

スペシャルパネル：
ランダムに出現し、選ばれた種類の動物をすべて捕
獲します。

I kの代わりに2468を、gの代わりに
5を押しても操作できます。

I 消せる動物がなくなった場合は、「NO MORE MOVE」
と表示され、動物がすべて入れ替わります。このとき、
レベル×1000が得点に加算されます。

I ゲームの進行状況により、ゲーム終了後に表示され
る園長のメッセージやアニメーションが変化しま
す。

©Buddiez, inc.

ロジックパズル F

ヒントの数字を基にブロック（■）を配置して図形を
作成していきます。簡単なルールで誰でも楽しめるパ
ズルゲームです。

a：コース、問題を選択してゲームを開始します。
b：前回の続きから再開します。
c：設定メニューを表示します。
d：問題をダウンロードします。
e：クリアした問題を確認します。
f：ゲームを終了します。
k：カーソルを上下左右に移動
g：項目の選択
問題のダウンロード：
お買い上げ時、10コース各10問ずつ（計100問）
が登録されています。さらに問題をダウンロードし
て追加できます。
･ ダウンロードにはパケット通信料がかかります。

タイトル画面の「ゲーム設定」を選択、またはゲーム
画面からmを押すと設定メニューを表示できます。
サウンド：

gを押すとゲーム中の効果音のON／OFFを切り
替えられます。

ボリューム：
rを押すと効果音量が大きくなり、lを押すと小
さくなります。0～10の範囲で設定できます。

バックライト：
gを押すとゲーム中の照明のON／OFFを切り替
えられます。

ブロック設定：
rを押すたびに■の色が赤から青→黄→緑→黒の
順に切り替えられます。lを押すと逆の順に切り
替えられます。

ヘルプ：
ゲームの説明を表示できます。

リタイア：
ゲームを中止し、コース選択画面を表示します。

タイトルへ：
ゲームを保存し、タイトル画面を表示します。「ゲー
ムコンティニュー」を選択すると、続きから再開で
きます。

タイトル画面で「ゲームスタート」を選択し、コース
→問題の順に選択するとゲーム画面が表示されます。
縦横のヒント数字を見て、作図エリアに■を置いてい
きます。■をすべて置いたらpを押して正解を確認
します。
I ヒント数字の見かたは「ヘルプ」をご覧ください。

a：コース、問題の番号
b：経過時間
c：ヒント数字（横）
d：ヒント数字（縦）
e：作図エリア
k：カーソルを上下左右に移動
空白の場所でg：■を置く
･ gを押したままkを押すと、上下左右に連続し
て■を置くことができます。

■がある場所でg：×を置く
･ ×は■を置かないところを示すために使用しま
す。

×がある場所でg：×を消す

タイトル画面について

c

b

a

d e f

設定メニューについて

遊びかた

a
b

d

e

c

起
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m：設定メニューの表示
p：答え合わせ
I kの代わりに2468を、gの代わりに

5を押しても操作できます。
©T2i Entertainment

フリーセル

52枚のカードをカーソルで選択して移動させなが
ら、数の小さい順に並べ直す手軽なカードゲームで
す。
I ｉアプリ待受画面に対応しています。

タイトル画面やゲーム画面でmを押すと、メニュー
を表示できます。
I タイトル画面からは、省電力モード設定のみ設定で
きます。

やり直し：
プレイ中のステージを最初からやり直します。

パス：
プレイ中のステージを中止し、別のステージに移り
ます。ステージはランダムで自動選択されます。

ステージ選択：
ステージ一覧が表示され、各ステージのクリア状況
を確認できます。クリア済みはピンク、未クリアは
青です。他のステージを選択するときは、画面右側
のステージ移動矢印を選択します。

省電力モード設定：
ｉアプリ待受画面で、電力の消費を抑える「SLEEP」
の状態になるまでの時間を「15秒」「1分」「5分」
から選択します。

タイトル画面でgを押すと、ゲームがスタートしま
す。
52枚のカードをマークごとに1のカードから順に
ホームセルに移動させます。フリーセルには、ホーム
セルにカードを移動する際に妨げとなっているカー
ドを、一時的に4枚まで置けます。途中で手詰まりす
るとゲームオーバーです。

k：カーソルを上下左右に移動
g：カードの選択、移動
･ カードにカーソルを合わせて2回押すと、カー
ドが自動的にフリーセルへ移動します。

p：カードの選択解除、タイトル画面の表示
c：ｉアプリ待受画面とｉアプリ起動の切り替え

（ｉアプリ待受画面に設定した場合）

Gガイド番組表リモコン

テレビ番組表とAVリモコン機能が1つになった月額
使用料が無料の便利アプリです。
いつでもどこでも知りたい時間の地上アナログ、もし
くは地上デジタルのテレビ番組情報を簡単に取得で
きます。テレビ番組タイトル・番組内容・開始／終了
時間・Gコード®などを知ることができます。気にな
る番組があったら、インターネットを通じて番組を
DVDレコーダーに録画予約をすることができます（リ
モート録画予約機能に対応しているDVDハードディ
スクレコーダーが必要になります。ご利用の際には本
アプリの初期設定が必要です）。さらにテレビのジャ
ンルや好きなタレントなどのキーワードで番組情報
の検索ができます。また、テレビ、ビデオ、DVDプ
レイヤーのリモコン操作ができます（一部対応してい
ない機種もあります）。
I 初めて利用するときは、初期設定を行って利用規約
に同意する必要があります。

I ご利用には別途パケット通信料がかかります。
I 詳細は『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

リモート録画予約に対応しているDVDレコーダーを
お持ちの場合には、インターネットを通じて、外出先
などから本アプリの番組表より録画予約をすること
ができます。
リモート録画予約には本アプリにおいて初期設定が
必要です。
初期設定方法：

aDVD レコーダーにインターネット接続の設定を
してください（ご利用のDVDレコーダーの取扱
説明書をご確認ください）。

b本アプリを立ち上げ、メニューの「リモート録画
予約」を選択するとガイダンスが出ますので、ガ
イダンスに沿って初期設定を進めてください。

番組予約の方法：
初期設定が完了した後、お好きな番組を指定してメ
ニューからリモート録画予約を選ぶと、インター
ネット経由で本アプリに設定したDVDレコーダー
と接続し、録画予約をすることができます。
※ すでに同じ時間に予約がされている場合には、

メッセージが番組表に出ます。
I ご利用には別途パケット通信料がかかります。

メニューについて

遊びかた

フリーセル ホームセル

カーソル

リモート録画予約機能について

※ 画面はイメージです。実際
の画面とは異なります。お
住まいの地域に応じた番組
表が表示されます。

起
動
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電子マネー「Edy」

電子マネー「Edy」とは、誰でも簡単にご利用いただ
けるプリペイド型の電子マネーサービスです。
電子マネー「Edy」はビットワレット株式会社が提供
するサービスです。ご利用の際には注意事項、利用約
款などをご確認の上、初期設定を実行してください。

※：事前にサービス登録が必要です。

電子マネー「Edy」のサービス内容の詳細やご利用可能
店舗、およびFOMAの機種変更、故障時などに発生す
る電子マネー「Edy」に関する諸手続きにつきまして
は、ｉモードサイトおよびホームページをご覧いただ
くか、Edy救急ダイヤルまでご連絡ください。
I 本サービスについてのお問い合わせ：

ビットワレット株式会社
I Edyに関する情報については、Edyのｉモードサイ
トおよびホームページをご覧ください。
ｉモードサイト：
ｉMenu→メニューリスト→
くらしの情報→生活総合の電子
マネー「Edy」

ホームページ：
http://www.edy.jp

I Edyに関する諸手続きでお困りの場合：
Edy救急ダイヤル　0570-081-999（ナビダイ
ヤル）
平日：9:30 ～ 19:00
土・日・祝日：10:00 ～ 18:00
※ ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違い

のないようにおかけください。

お知らせ
･電子マネー「Edy」の初期設定や「主なメニュー」機能
の使用時など、ｉモード通信を利用する際はパケット通
信料がかかります。
･ソフト動作設定の通信設定を「通信しない」に設定して
いる場合やセルフモード中は、ｉモード通信を行えない
ため、電子マネー「Edy」の初期設定や「主なメニュー」
機能を使用できませんのでご注意ください。
･Mobile Edy（ネットでのお支払い）をご利用の際は、Edy
センターからの決済開始メールを受信する必要がありま
す。迷惑メール対策（受信／拒否設定）でインターネッ
トからのメールを拒否している場合は、「@bitwallet.co.
jp」を登録してください。
･機種変更しても、変更前に使用されていたEdy対応携帯
電話は、Edyカードとしてご利用いただけます。廃棄す
る際にはご注意ください。

ケータイクレジット「iD（アイディ）」

ケータイクレジット「iD（アイディ）」とは、おサイ
フケータイをかざすだけで買い物やキャッシングの
できるクレジットサービスです。今までのようにカー
ドを財布から出したり、サインしたりすることなく、
カンタン便利にショッピングができます。
I iDのご利用には、iDに対応した各カード発行会社へ
のお申し込みとiDアプリ、各カード発行会社提供の
カードアプリが必要になります。

I iDアプリを初めて起動される際は、「ご利用上の注意」
に同意し、ご利用の準備を行った後、カードアプリの
ダウンロードを行う必要があります。

I iD対応のクレジットサービスのご利用にかかる費用
（年会費等）は、各カード発行会社により異なります。

I iDアプリおよび各カード発行会社のカードアプリを
ダウンロードするにはパケット通信料がかかりま
す。

I 詳細は『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。
I iDに関する情報については、iDのｉモードサイトお
よびホームページをご覧ください。
ｉモードサイト：
ｉMenu →メニューリスト→
ケータイクレジット「iD」

ホームページ：
http://id-credit.com

店頭でのEdyチャージ（入金）

ｉモードでのEdyチャージ（入金）※

Mobile Edy（ネットでのお支払い）※

Edyギフトのお受取り

チャージ（入金）

使う（お支払い）

便利な機能

店頭でのお支払い

残高・履歴照会

初期設定・サービス登録（無料）

Edy to Edy
（他端末とのEdyマネーの送付／受け取り）※

機種変更の「Edy」に関するお手続き※

故障時の「Edy」に関するお手続き※

サポート

サイトアクセス
用QRコード

※ 画面はイメージです。実際
の画面とは異なることがあ
ります。

サイトアクセス
用QRコード

起
動
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「DCMX」クレジットアプリ

「DCMX」とは、「iD（アイディ）」に対応した、エヌ･
ティ･ティ･ドコモ・グループが提供するクレジット
サービスです。
DCMXには、月額1万円まで利用できるDCMX mini
と、キャッシングやリボなどのサービスも充実し、ク
レジットカードも同時発行するDCMX、DCMX gold
の各サービスがあります。
DCMX miniなら、本アプリからの簡単なお申し込み
で今すぐケータイクレジットがご利用いただけます。

※1：お申し込み時にオンラインで簡単な入会審査を
させていただきます。また、DCMX mini以外
のお申し込みについては、ｉモードのお申し込
みページに接続します。

※2：ご利用状況などの確認機能は、DCMX miniの
み可能です。

I サービス内容やお申し込み方法の詳細については
DCMXのｉモードサイトおよびホームページをご
覧ください。
ｉモードサイト：
ｉMenu→メニューリスト→
DCMX（ケータイクレジット）

ホームページ：
http://www.dcmx.jp

I 本サービスについては、取扱説明書裏面の「総合お
問い合わせ先」までお問い合わせください。

お知らせ
･本アプリを初めて起動される際には、「ご利用上の注意」
に同意の上、ご利用ください。
･本アプリの利用に伴いｉモード通信を利用する際は、パ
ケット通信料がかかります。
･お申し込み・設定完了後は、本アプリからは起動できま
せん。ご利用状況の確認や設定の変更などをご利用にな
る場合は、iDアプリを起動し、DCMXアプリを選択し
て連携起動してください。

ｉアプリをすばやく起動する
待受画面から簡単な操作でｉアプリを起動できます。

ワンタッチｉアプリ・ツータッチｉアプ
リを登録する

I ワンタッチｉアプリは1件登録できます。
I ツータッチｉアプリは1つのダイヤルキーにつき1
件、合計10件まで登録できます。

〈例〉ツータッチｉアプリを登録するとき

1 d（1秒以上）eフォルダを選択

2 登録するｉアプリにカーソルを合わせて
a

■ワンタッチｉアプリを登録する：登録する
ｉアプリにカーソルを合わせてt

3 登録先を選択
･ アイコンの番号（ ～ ）が、ツータッチ
ｉアプリを起動するときに使用するダイヤル
キー（0～9）に対応します。
･ 登録済みの登録先を選択すると上書きするか
どうかの確認画面が表示されます。「はい」を
選択すると上書きされます。

※ 画面はイメージです。実際
の画面とは異なることがあ
ります。

入会申込み・審査※1

カード情報設定

面倒なチャージは
不要！

設定済ケータイをリー
ダー／ライターにかざ
すだけで、サインなど
することなくショッピ
ングが楽しめます。

使う 確認する※2

当月のご利用可能
残額やご利用明細も
ケータイから確認！

変更する

お使いのカードの更新
および再発行の際にも
アプリから設定可能！

おサイフケータイ対応ｉアプリに関するご注意

･ ICカードに設定された情報につきましては、当社
としては責任を負いかねますのであらかじめご
了承ください。
･ 詳細は『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

サイトアクセス
用QRコード

す
ば
や
く
起
動
す
る
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ワンタッチ・ツータッチで起動する

〈例〉ツータッチでｉアプリを起動するとき

1 0～9ed（1秒以上）
ダイヤルキーに対応するｉアプリが起動します。

■ワンタッチでｉアプリを起動する：g（1秒
以上）

お知らせ
･ソフト情報表示で、どのｉアプリがワンタッチｉアプリ
に登録されているかを確認できます。
･待受画面でm326を押すと、ツータッチｉアプ
リに登録しているｉアプリの一覧を表示できます。

ワンタッチｉアプリ・ツータッチｉアプ
リを解除する

〈例〉ツータッチｉアプリを解除するとき

1 d（1秒以上）eフォルダを選択

2 解除するｉアプリにカーソルを合わせて
me92

■ワンタッチｉアプリを解除する：解除する
ｉアプリにカーソルを合わせてme91

ｉアプリを自動起動する
ｉアプリごとに自動起動の日付と時刻を設定し、一括
して自動起動を行うかどうかを設定します。
I ｉアプリを自動起動するには、日付・時刻の設定が
必要です。

自動起動するかどうかを設定する＜自動
起動設定＞

自動起動情報登録のユーザ設定を「ON」に設定した
すべてのｉアプリの自動起動を一括して設定します。

1 me322e1または2
･「OFF」に設定すると、自動起動情報登録のユー
ザ設定を「ON」に設定したｉアプリも自動起
動しません。

自動起動の日時を設定する＜自動起動情
報登録＞

ｉアプリごとに自動起動のON／OFFや起動日時を設
定したり、あらかじめ設定されている内容を表示した
りします。
I 設定できる条件は、ｉアプリによって異なります。
I ｉアプリによっては自動起動できない場合がありま
す。

I 自動起動設定を「OFF」に設定しているときは、自
動起動情報を登録できません。

1 d（1秒以上）eフォルダを選択e設定
するｉアプリにカーソルを合わせてme
6e下記の各項目を選択して設定e
p［登録］
ユーザ設定：
次の設定する条件で自動起動するかどうかを
選択します。
･「ON」に設定すると、次の項目を設定できま
す。

時刻：
自動起動する時刻を入力します。

繰り返し：
自動起動を繰り返し行うときの条件を設定し
ます。
･「1回のみ」にした場合は、日付の入力欄で自
動起動する日付を設定します。
･「毎日」にした場合は、毎日自動起動します。
･「毎週」にした場合は、毎週欄で自動起動す
る曜日を設定します。

毎週：
繰り返しを「毎週」に設定したとき、自動起動
する曜日を設定します。

日付：
繰り返しを「1回のみ」に設定したとき、自動
起動する日付を設定します。

ソフト設定：
ｉアプリにあらかじめ設定されている時間間
隔で自動起動させるかどうかを設定します。

ｉアプリ設定1～4：
ｉアプリDXによっては、動作中に自動起動の
条件を最大4件設定できます。それらの設定を
有効にするかどうかを設定します。

お買い上げ時 ON

自
動
起
動
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お知らせ
･自動起動を設定しても、次の状態のときに起動時刻に
なった場合は、ｉアプリは起動しません。また、次の理
由でｉアプリが起動しなかった（※の場合を除く）とき
は、待受画面に が表示され、ｉアプリ名、日時、起
動しなかった理由が起動失敗履歴に記録されます。
- FOMA端末の電源が入っていない場合※

- FOMAカード動作制限中（プリインストールアプリを
除く）
- FOMAカードを認識できない場合
- 自動起動設定を「OFF」に設定している場合※

- 自動起動の間隔が短すぎたとき
- 通話中、通信中、プッシュトーク通信中
- 待受画面以外が表示されているとき、ｉアプリ待受画
面の操作中
- 他の機能が動作中（マイピクチャの一覧表示中と編集
中、ｉモーションの一覧表示中と再生または編集中、
メロディの一覧表示中と再生中、およびミュージック
プレイヤーの一覧表示中と再生中を除く）
- オールロック中、おまかせロック中、PIM ロック中
- プライバシーモード中（ｉアプリを「認証後に表示」に
設定している場合）
- 目覚ましやスケジュールアラーム、お知らせタイマー
鳴動中（自動起動と同時刻に設定した場合も含む）
- IP（情報サービス提供者）によってｉアプリの使用を
停止されているとき

･複数のｉアプリを同時刻に自動起動するように設定して
も、設定時刻に起動するのはいずれか1つです。起動で
きなかったｉアプリの情報は起動失敗履歴に記録されま
すが、待受画面に は表示されません。
･日付・時刻の設定より前の日時のみを設定した場合、自
動起動は無効になります。

自動起動できなかったときの履歴を表示
する＜起動失敗履歴＞

ｉアプリの自動起動に失敗したときに、待受画面に
が表示され、ｉアプリ名、日時、起動失敗理由が記

録されます。
I 起動失敗履歴は最大20件記録されます。20件を超
えると、古いものから順に消去されます。

I 起動失敗履歴を表示するか、次の自動起動が成功す
ると、待受画面の が消えます。

1 me331
･ 履歴を削除するときはpを押し、「はい」を選
択します。

ｉアプリTo

サイトやメールからｉアプリを起動
する

サイトやｉモードメールのｉアプリを起動できるリ
ンク項目を選択してｉアプリを起動します（ｉアプリ
To）。

1 サイトやｉモードメールのｉアプリを起
動できるリンク項目を選択e「はい」を
選択
サイト接続が終了し、ｉアプリが起動します。

お知らせ
･ｉアプリToで起動するｉアプリはFOMA端末に保存さ
れていないと、指定されたｉアプリがない旨のメッセー
ジが表示され、起動できません。ただし、ｉアプリに
よっては、サイトからダウンロード後、保存されていな
くてもすぐに起動するものがあります。
･サイトからダウンロード後すぐに起動するｉアプリは、起
動中に通信するかどうかの確認画面が表示される場合が
あります。
･サイトからダウンロード後すぐに起動したｉアプリを終
了するときは、保存するかどうかの確認画面が表示され
ます。
･ FOMA端末に保存できないｉアプリもあります。
･ｉアプリToでｉアプリを起動しないように設定してい
る場合はメッセージが表示され、ｉアプリを起動できま
せん。→P270

ｉアプリ待受画面

ｉアプリ待受画面を操作する
ｉアプリを待受画面に設定し、待受画面からｉアプリ
を起動して操作します。ｉアプリ待受画面を表示して
いるときは、ディスプレイ上部に （αがグレー）ま
たは （dxがグレー）が表示されます。
I ｉアプリ待受画面を利用するには、あらかじめｉア
プリを待受画面に設定しておく必要があります。
→P133、P270

ｉアプリ待受画面のｉアプリを起動する

1 ｉアプリ待受画面でceｉアプリを操
作
ｉアプリの画面に切り替わり、ディスプレイ上部
の （αがオレンジ）または （dx がオレン
ジ）が点滅します。

ｉ
ア
プ
リ
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お知らせ
･ｉアプリ待受画面を設定中にFOMA端末の電源を入れ
ると、ｉアプリ待受画面を起動するかどうかの確認画面
が表示されます。
-「はい」 ：ｉアプリ待受画面が起動
-「いいえ」：ｉアプリ待受画面が解除
確認画面が表示されてから何も操作せずに約5秒経過す
ると、自動的にｉアプリ待受画面が起動します。
自動電源ON設定によって電源が入った場合は確認画面
は表示されず、自動的にｉアプリ待受画面が起動しま
す。
･通信を行うｉアプリをｉアプリ待受画面に設定した場
合、電波状況などにより正しく動作しないことがありま
す。
･ｉアプリ待受画面を設定中にオールロック、おまかせロッ
ク、PIMロック、プライバシーモード（ｉアプリを「認証
後に表示」に設定した場合）を起動すると、ｉアプリ待受
画面は一時的に解除されます。オールロックなどを解除す
るとｉアプリ待受画面が再起動します。
･ｉアプリ待受画面に設定されているｉアプリがIP（情報
サービス提供者）によって使用を停止されると、ｉアプ
リ待受画面が解除されます。
･ｉアプリ待受画面の起動中にｉアプリ待受画面を続行
できないようなエラーが発生すると、ｉアプリ待受画面
を解除するかどうかの確認画面が表示されます。「はい」
を選択すると、ｉアプリ待受画面の設定が解除されま
す。このとき、ｉアプリ名と終了日時が異常終了履歴に
記録されます。

ｉアプリを終了してｉアプリ待受画面に
戻る

1 ｉアプリ動作中にfe「終了する」を
選択

ｉアプリを終了してｉアプリ待受画面に戻る方
法は、ｉアプリによって異なります。cを押す
と、ｉアプリを終了してｉアプリ待受画面に戻る
ｉアプリもあります。
･「終了する」を選択してもｉアプリ待受画面は
解除されません。解除するときは「解除する」
を選択します。ディスプレイ上部の 、 が
消えます。

お知らせ
･ソフト一覧から解除をする場合は、ｉアプリ待受画面に
設定しているｉアプリにカーソルを合わせてmを押し
「ｉアプリ待受画面」→「解除する」を選択します。

ｉアプリ待受画面の終了履歴を表示する
＜異常終了履歴＞

ｉアプリ待受画面を続行できないようなエラーが発
生したときに、ｉアプリ名と日時が記録されます。
I 異常終了履歴は最大20件記録されます。20件を超
えると、古いものから順に消去されます。

1 me332
･ 履歴を削除するときはpを押して「はい」を
選択します。

ｉアプリを管理する
ｉアプリのバージョンアップやフォルダの作成、不要
なｉアプリの削除など、ｉアプリをより使いやすくす
るためのさまざまな機能があります。

ｉアプリをバージョンアップする＜バー
ジョンアップ＞

新しいバージョンのｉアプリがサイトにあるかどう
かをチェックし、あればｉアプリをバージョンアップ
します。
I IP（情報サービス提供者）によって使用を停止され
ているｉアプリはバージョンアップできません。

1 d（1秒以上）eフォルダを選択eバー
ジョンアップするｉアプリにカーソルを
合わせてme5e「はい」を選択
バージョンアップを開始します。
･ バージョンアップが必要ない場合は、最新であ
る旨のメッセージが表示されます。

お知らせ
･バージョンアップによって、ｉアプリが記録しているゲー
ムスコアなどのデータが消去される場合があります。
･ｉアプリによっては、使用期間と使用回数によりドコモ
のサーバへ継続して使用できるかどうかを問い合わせ
る場合があります。このとき、サーバからｉアプリが更
新されていると通知された場合は、バージョンアップす
るかどうかを確認した上でバージョンアップできます。
･ｉアプリによっては、自動的にバージョンアップするも
のがあります。

ｉアプリが終了し、ｉア
プリ待受画面が起動しま
す。ディスプレイ上部の
マークが から 、ま
たは から に変わ
ります。

管
理

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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フォルダを作成／削除する

フォルダを作成してｉアプリを整理します。また、
フォルダの並び順の変更や、不要なフォルダの削除も
できます。

フォルダを作成する

I フォルダは最大20個作成できます。

1 d（1秒以上）

2 me4

■フォルダ名を変更する：変更するフォルダに
カーソルを合わせてme1

■フォルダの並び順を変更する：順番を変更す
るフォルダにカーソルを合わせてme5ま
たは6

3 フォルダ名を入力ep［登録］
･ 全角で最大8文字、半角で最大16文字入力で
きます。

フォルダを削除する

I フォルダが1個のときは削除できません。
I 保護されているｉアプリがある場合は、フォルダを
削除できません。保護を解除してからフォルダを削
除してください。

1 d（1秒以上）e削除するフォルダに
カーソルを合わせてme21
･ フォルダ内にｉアプリが保存されたままの場合
は、認証操作を行います。

2 「はい」を選択
･ 削除するフォルダ内にメール連動型ｉアプリが
含まれる場合は、メールフォルダも同時に削除
するかどうかの確認画面が表示されます。
-「はい」 ：メールフォルダとフォルダ内の

すべてのメールも削除
-「いいえ」：ｉアプリのみ削除
ただし、「はい」を選択した場合でも、メール
フォルダ内に保護されているメールがある場
合は、ｉアプリやメールフォルダは削除できま
せん。

･ 削除するフォルダにminiSDメモリーカード内
のデータを使用するｉアプリが含まれる場合
は、miniSDメモリーカード内のデータも削除
するかどうかの確認画面が表示されることが
あります。
-「はい」 ：miniSDメモリーカード内のデー

タも削除
-「いいえ」：ｉアプリのみ削除
･ 削除するフォルダ内に、ICカード内のデータを
削除しておく必要があるおサイフケータイ対
応ｉアプリが含まれる場合は、それ以外のｉア
プリを削除するかどうかの確認画面が表示さ
れます。

お知らせ
･ｉアプリのみ削除し、メール連動型ｉアプリで使用して
いたメールフォルダを残した場合は、メールフォルダ一
覧のサブメニューからメールを表示できます。→P243
･削除対象のメール連動型ｉアプリ用のフォルダが使用中
（一覧表示中など）の場合、ｉアプリを削除できないこと
があります。

ｉアプリを保護する

ｉアプリを保護すると、誤って削除してしまうことを
防げます。
I 最大保護件数→P465

〈例〉ｉアプリを1件保護するとき

1 d（1秒以上）eフォルダを選択

2 保護するｉアプリにカーソルを合わせて
me31
保護したｉアプリには、ソフト一覧画面で ま
たは が表示されます。
マークの意味→P269「ｉアプリを起動する」操
作3

■保護を1件解除する：解除するｉアプリに
カーソルを合わせてme31

■複数保護／解除する：保護または解除する
ｉアプリにカーソルを合わせてme3
2eｉアプリを選択ep

■フォルダ内のｉアプリを全件保護／解除す
る：保護または解除するｉアプリにカーソル
を合わせてme33e認証操作

管
理
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ｉアプリを削除する

ｉアプリを1件ずつ削除したり、フォルダ内のすべて
のｉアプリをまとめて削除したりします。
I ｉアプリによっては、ICカード内のデータも削除さ
れます。

I ｉアプリによっては、削除する前にｉアプリを起動
してICカード内のデータを削除しておく必要があ
ります。

I おサイフケータイ対応ｉアプリによっては、削除で
きない場合があります。

〈例〉ｉアプリを1件削除するとき

1 d（1秒以上）eフォルダを選択

2 削除するｉアプリにカーソルを合わせて
me21

■複数削除する：me22e削除するｉア
プリを選択ep

■フォルダ内のｉアプリを全件削除する：me
23e認証操作e「すべて削除」または
「保護以外削除」を選択
フォルダ内のすべてのｉアプリまたは保護さ
れていないすべてのｉアプリが削除されま
す。

3 「はい」を選択
･ メール連動型ｉアプリを削除する場合は、自動
的に作られたメールフォルダも同時に削除す
るかどうかの確認画面が表示されます。
-「はい」 ：メールフォルダとフォルダ内の

すべてのメールも削除
-「いいえ」：ｉアプリのみ削除
ただし、「はい」を選択した場合でも、メール
フォルダ内に保護されているメールがある場
合は、ｉアプリやメールフォルダは削除できま
せん。
･ miniSDメモリーカード内のデータを使用する
ｉアプリを削除する場合は、miniSDメモリー
カード内のデータも削除するかどうかの確認
画面が表示されることがあります。
-「はい」 ：miniSDメモリーカード内のデー

タも削除
-「いいえ」：ｉアプリのみ削除
･「複数削除」または「全件削除」するｉアプリ
に、ICカード内のデータを削除しておく必要が
あるおサイフケータイ対応ｉアプリが含まれ
る場合は、それ以外のｉアプリを削除するかど
うかの確認画面が表示されます。

お知らせ
･ｉアプリフォルダ一覧からフォルダ内のｉアプリをすべ
て削除する場合は、フォルダにカーソルを合わせてmを
押し「削除」→「ソフト削除」を選択します。
･ｉアプリのみ削除し、メール連動型ｉアプリで使用して
いたメールフォルダを残した場合は、メールフォルダ一
覧のサブメニューからメールを表示できます。→P243
･保護されているｉアプリは「1件削除」または「複数削
除」で削除できません。保護されているｉアプリを削除
するには保護を解除してから削除するか、「全件削除」を
選択して認証操作を行い、「すべて削除」を選択してく
ださい。
･削除対象のメール連動型ｉアプリ用フォルダが使用中（一
覧表示中など）の場合、ｉアプリを削除できないことがあ
ります。

ｉアプリを他のフォルダに移動する

〈例〉1件のｉアプリを他のフォルダに移動するとき

1 d（1秒以上）eフォルダを選択

2 移動するｉアプリにカーソルを合わせて
me41

■複数移動する：me42e移動するｉア
プリを選択ep

■フォルダ内のｉアプリを全件移動する：me
43

3 移動先のフォルダを選択e「はい」を選
択

お知らせ
･待受画面でm641を押しておサイフケータイ
対応ｉアプリのみを一覧表示したときは、ｉアプリを他
のフォルダに移動できません。

ｉアプリを並べ替える＜ソフトの並べ替
え＞

1 me321e1～5

お知らせ
･ダウンロード日時および使用日時は、日付・時刻で設定
されている日時で記録されます。
･ｉ アプリ名に全角や半角、英字が混在していると、「名
前順」の並べ替えの結果が、50音順と一致しない場合
があります。
･使用回数はｉアプリをバージョンアップしても引き継が
れます。
･使用回数にはｉアプリ待受画面として起動した回数は含
みません。
･「ソフトのサイズ順」を選択すると、ｉアプリのソフトサ
イズと使用データ記録領域の合計が大きい順に並べ替え
られます。

お買い上げ時 ダウンロード日時順

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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フォルダ内のｉアプリの件数を確認する
＜フォルダ内ソフト件数＞

フォルダ内に保存されているｉアプリの件数を、ｉア
プリの種類ごとに確認します。

1 d（1秒以上）eｉアプリの件数を確認
するフォルダにカーソルを合わせて
p［ 情報］
マークの意味→P269「ｉアプリを起動する」操
作3

ｉアプリの設定状況を確認する＜ソフト
情報表示＞

ｉアプリの保存領域や保存件数、ｉアプリ待受画面な
どの設定状況を確認します。

1 d（1秒以上）ea［ 情報］
ソフト保存領域：
保存されているｉアプリの総容量がバーと数
値で表示されます。

ソフト保存件数：
保存されているｉアプリの総件数が表示され
ます。

ｉアプリ待受画面：
ｉアプリ待受画面に設定しているｉアプリの
名前と保存先のフォルダが表示されます。

ワンタッチｉアプリ：
ワンタッチｉアプリに設定しているｉアプリ
の名前と保存先のフォルダが表示されます。

自動起動：
次回の自動起動に設定しているｉアプリの名
前や保存先のフォルダ、起動日時が表示されま
す。

ｉアプリからさまざまな機能を利用
する

I それぞれの機能に対応したｉアプリをあらかじめダ
ウンロードしておく必要があります。

I ｉアプリによっては、操作方法が異なったり、利用
できない場合があります。

ｉアプリから電話をかける

1 電話番号を選択e発信条件を設定
条件を設定して電話をかける→P56

2 me「はい」を選択
設定した内容で電話がかかります。電話をかける
とｉアプリは中断されます。

ｉアプリからサイトに接続する

1 サイトに接続するかどうかの確認画面が
表示されたら、「はい」を選択
ｉアプリが終了し、サイトが表示されます。

ｉアプリからカメラ機能を利用する

1 ｉアプリを操作し、カメラ撮影を行う

お知らせ
･ｉアプリからカメラを起動した場合、撮影した画像また
は動画は、それぞれマイピクチャ内の「ｉモード」「デコ
メールピクチャ」フォルダ、ｉモーション内の「ｉモー
ド」フォルダ、またはｉアプリ内に保存されます。また、
撮影した画像または動画はｉアプリから通信により自動
的にサーバへ送られる場合があります。
･ｉアプリによっては、画像サイズ、撮影サイズなどの変
更やフレームなどを設定できる場合があります。

ｉアプリからバーコードリーダーを利用
する

1 ｉアプリを操作してコードを読み取る
･ 読み取ったデータはｉアプリで利用、保存され
る旨のメッセージが表示されます。

ｉアプリから赤外線通信を利用する

I 相手の機器によっては、赤外線通信機能が搭載され
ていても通信できない場合があります。

1 ｉアプリを操作して赤外線通信を行う
･ 赤外線通信によってｉアプリ起動データを受信
し、ｉアプリを起動することもできます。
･ 赤外線通信を実行するときに、サイトに接続し
ていたりメールを送受信していたりした場合、
サイト接続やメールの送受信は中止されます。

ｉアプリからトルカを利用する

ｉアプリからトルカを保存する

1 トルカを保存するかどうかの確認画面が
表示されたら、「はい（新規）」を選択
トルカはトルカ一覧の「トルカフォルダ」に保存
されます。

■上書き保存する：「はい（上書き）」を選択e
フォルダを選択e上書きするトルカを選択

■表示する：「プレビュー」を選択

ｉアプリからトルカを使用する

1 トルカを選択する旨のメッセージが表示
されたらgeフォルダを選択eトルカを
選択
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ｉチャネルとは
ニュースや天気などをグラフィカルな情報としてド
コモまたはIP（情報サービス提供者）がｉチャネル対
応端末に配信するサービスです。
定期的に情報を受信し、最新の情報が待受画面にテ
ロップとして流れたり、cを押すことでチャネル一
覧に表示されます。さらにチャネル一覧でお好きな
チャネルを選択することにより、リッチな詳細情報を
取得できます。
I ｉチャネルのご利用にあたっての注意事項およびご
利用方法の詳細等については、『ｉモード操作ガイ
ド』をご覧ください。

I ｉチャネルは日本語表示のみです。

※ 各画面はイメージです。実際の画面とは異なりま
す。

チャネルには「ベーシックチャネル」と「おこのみ
チャネル」の2種類があります｡
「ベーシックチャネル」はドコモが提供するチャネル
であり、あらかじめ登録されていますので、ｉチャネ
ルの利用開始時からすぐに利用することができます。
「ベーシックチャネル」に関して配信される情報の自
動更新にかかるパケット通信料は、ｉチャネルのサー
ビス利用料に含まれます。
「おこのみチャネル」はドコモ以外のIP（情報サービ
ス提供者）が提供するチャネルで、お客様ご自身がお
好きなチャネルを登録して利用できます。「おこのみ
チャネル」に関して配信される情報の自動更新にかか
るパケット通信料などは、ｉチャネルのサービス利用
料には含まれません。
なお、待受画面にテロップとして流すことができるの
は、「ベーシックチャネル」の情報のみとなります。
I「おこのみチャネル」には、ご利用にあたり情報料
がかかるものがあります。

I「おこのみチャネル」には、ご利用にあたりチャネ
ルを提供するIP（情報サービス提供者）に対し別途
お申し込みが必要になるものがあります。

I「ベーシックチャネル」も「おこのみチャネル」も、
チャネル一覧から詳細情報を閲覧する際は、ｉチャ
ネルのサービス利用料とは別にパケット通信料が
かかります。

ｉチャネルはお申し込みが必要な有料サービスです
（お申し込みにはｉモード契約が必要です）。
I 操作方法→P287
I 対応機種：902iシリーズ、902iSシリーズ、701i

シリーズ、702iシリーズ、D851iWM、
P851i

未契約

契約後

ｉチャネルをご契約いただ
いていない場合

ｉチャネルをご契約いただ
いた後、情報を受信したタ
イミング、もしくはチャネ
ル一覧を表示したタイミン
グで、待受画面に自動的に
テロップが流れます。

c

cを押すとチャネル一覧
が表示されます。各チャネ
ルごとにテロップで流れて
いた情報などを一覧で見る
ことができます。

g接続

各チャネルを選択すると、
それぞれの詳細情報画面が
閲覧できます。

ｉモードセンター

ベーシックチャネルの情報

IP（情報サービス提供者） 

ｉモード端末

おこのみチャネルの情報
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おためしサービス

ｉモードをご契約の上ｉチャネル対応端末を利用し
ているお客様で、ｉチャネル対応端末を利用している
契約者回線についてｉチャネルを申し込んだことが
ない場合、一定期間、サービス利用料無料で「ベー
シックチャネル」を利用できます。なお、チャネル一
覧から詳細情報を閲覧される際にかかるパケット通
信料は、お客様のご負担となります。
I おためしサービスのご利用にあたっての注意事項
およびご利用方法の詳細等については、『ｉモード
操作ガイド』をご覧ください。

おためしサービスは、原則としてFOMAカードを挿入
してｉチャネル対応端末の利用を開始した際、一定時
間経過後に自動的に開始されます。自動的に開始しな
い場合は、cを押すことで開始できます。
おためしサービスを利用できるのは、1つのご契約者
回線につき1回のみです。
おためしサービスは開始後一定期間経過すると、自動
的に終了します。また、途中で終了したい場合の操作
方法については、『ｉモード操作ガイド』をご覧くだ
さい。

お知らせ
･ｉチャネルの接続先は変更できます（通常は変更する必
要はありません）。→P209

ｉチャネルテロップ

ｉチャネルを受信したときは
ｉチャネルをご契約になると、情報を受信したタイミ
ングで待受画面にテロップが流れます。
I テロップを表示するには、テロップ表示設定のテ
ロップ表示を「表示する」に設定してください。

1 ｉチャネル情報を受信

･ 情報受信中は が点滅します。
･ FOMA端末の電源が入っていないときや圏外な
どで情報を受信できなかったときは、cを押
します。情報を受信すると、待受画面にテロッ
プが流れます。

お知らせ
･情報を受信しても、着信音、バイブレータ、ランプ、ラ
ウンドイルミネーションパネルの照明は動作しません。
･待受画面に設定したアニメーションが再生中のときは、
テロップは表示されません。
･他のｉチャネル対応端末にFOMAカードを差し替えた
とき、接続先を変更したとき（→P209）は、cを押
してｉチャネル一覧を表示すると、最新の情報を受信
し、テロップが表示されるようになります。
･ｉチャネルサービスまたはｉモードサービスを解約する
とテロップは表示されなくなり、cを押すと未契約時
の画面が表示されます。ただし、解約の手続きが完了す
るまではテロップが表示され、cを押すと最後に受信
した情報がｉチャネル一覧に表示される場合がありま
す。

ｉチャネル一覧 MENU 271

ｉチャネルを表示する

1 cを押す
･ 待受画面に動画／ｉモーション、キャラ電、ｉア
プリを設定しているときは、d71を押し
ます。

2 表示する情報を選択
サイトに接続され、詳細情報が表示されます。

お知らせ
･ｉチャネル一覧を表示中に、もう一度最初からFlash画
像を動作させる場合は、mを押し「リトライ」を選択し
ます。
･ｉチャネル一覧を表示中に、表示・効果設定の効果音設
定を変更する場合は、mを押し「効果音設定」を選択
します。
･使用状況によりｉチャネル一覧を表示したときに情報を
受信する場合があります。

テロップ表示設定 MENU 272/8215

ｉチャネルの設定を行う

待受画面にテロップを表示するかどうかや、テロップ
の表示速度を設定します。

1 de72e下記の各項目を選択して
設定ep［登録］
テロップ表示：
テロップを表示するかどうかを設定します。

テロップ速度：
テロップの表示速度を「遅い」「普通」「速い」
から選択します。

お買い上げ時 テロップ表示：表示する  
テロップ速度：普通
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お知らせ
･待受画面に動画／ｉモーション、キャラ電、ｉアプリを
設定している場合は、テロップ表示設定のテロップ表示
を「表示する」に設定しようとすると、待受画面設定が
解除される旨の確認画面が表示されます。「はい」を選
択すると、待受画面設定が解除されます。
･ｉチャネルサービス解約前にｉモードサービス解約を
行った場合、テロップ表示設定のテロップ表示は「表示
する」に設定されたままになっています。
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おサイフケータイとは
ｉモード端末のICカード機能であるｉモード FeliCa
や、ICカードを搭載したｉモード端末を「おサイフ
ケータイ」と呼びます。
FeliCaとは、ICカードの読み書きを行う装置（リー
ダー／ライター）にかざすだけでデータの読み書きが
できる非接触ICカードの技術方式の1つです。
対応店舗の読み取り装置（リーダー／ライター）にか
ざすだけで電子マネーを使ったショッピングの支払
いができたり、飛行機のチケットやポイントカードと
して利用できたりするなど、おサイフケータイの機能
によって、携帯電話が実生活の中でますます便利な道
具になります。
また、従来のFeliCaに対応した非接触ICカードと比
べても、サイトから携帯電話内のICカードに電子マ
ネーを入金したり、残高や利用履歴を確認できたり
と、おサイフケータイはさまざまな面でより便利に利
用できるようになっています。
I ICカード機能を利用するには、ICカード機能に対応
したおサイフケータイ対応ｉアプリをダウンロー
ドしてください。

I 各おサイフケータイ対応サービスの申し込みと利
用方法については、それぞれのサービスのIP（情報
サービス提供者）などにお問い合わせください。ま
た、各おサイフケータイ対応サービスのご利用にあ
たっての注意事項については、『ｉモード操作ガイ
ド』をご覧ください。

I 端末暗証番号および各サービスのパスワードは他
人に知られないよう十分にご注意ください。

I ご利用の各おサイフケータイ対応サービスのサー
ビス名や問い合わせ先などは、メモを取り保管して
ください。おサイフケータイの故障や修理、電話機
の変更やその他の取り扱いによって、ICカード内の
データが消失、変化してしまう場合があります。修
理の場合、データは原則としてお客様自身で消去し
ていただきますので、あらかじめご了承ください。
万一、ICカード内のデータが消失、変化しても、当
社としては責任を負いかねますので、あらかじめご
了承ください。ICカード内のデータを消去する場合
や、消失、変化してしまった場合の対応は、各おサ
イフケータイ対応サービスにより異なりますので、
事前にご契約しているサービスのIP（情報サービス
提供者）などにお問い合わせください。

I ドコモショップなどの窓口で、他のおサイフケータ
イへの交換時、および故障取替時には、ICカード内
のデータを新機種へコピーできません。対応方法に
つきましては各おサイフケータイ対応サービスに
より異なりますので、事前にご契約しているサービ
スのIP（情報サービス提供者）などにお問い合わせ
ください。

I おサイフケータイの紛失にはご注意ください。万一
紛失してしまった場合、ご利用いただいていたおサ
イフケータイ対応サービスに関することは、ご契約
しているサービスのIP（情報サービス提供者）など
にお問い合わせください。ただし、ICカード機能の
制限はできませんのでご注意ください。

おサイフケータイの利用方法

ｉモードセンター 

IPとおサイフケータイをつなぎます。

おサイフケータイ

読み取り装置
（リーダー／ライター）

各おサイフケータイ対応
サービスを提供します。

IP
（情報サービス提供者）

・チャージ
・購入
・ポイント
　利用など

ステップ1　おサイフケータイ対応ｉアプリをダ
ウンロードする→P267

お買い上げ時にはおサイフケータイ対応ｉア
プリとしてケータイクレジット「iD（アイ
ディ）」、「DCMX」クレジットアプリ、電子マ
ネー「Edy」が登録されています。

ステップ2　おサイフケータイ対応ｉアプリを起
動してICカード内のデータの読み書
きを行う→P291

おサイフケータイ対応ｉアプリで電子マネー
や乗車券にお金をチャージ（入金）したり、残
高や利用履歴をｉモード端末で確認したりで
きます。

ステップ3　FeliCaマークを読み取り装置（リー
ダー／ライター）にかざす

FOMA端末のFeliCaマークを読み取り装置
（リーダー／ライター）にかざして、電子マネー
として支払いに利用したり、乗車券の代わりと
して利用できます。この機能は、おサイフケー
タイ対応ｉアプリを起動せずに利用できます。
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お知らせ
･イルミネーション設定のICカードアクセスイルミネーショ
ンを「ON」に設定している場合は、FeliCaマークを読み
取り装置（リーダー／ライター）の読み取り可能な範囲に
かざすと、イルミネーションカラーの設定に従ってランプ
とラウンドイルミネーションパネルの照明が点滅します。
･ FOMA端末のFeliCaマークを読み取り装置（リーダー／
ライター）にかざしてもICカードが認識されない場合は、
前後左右にずらしてかざしてください。
･通話中やｉモード接続中でもFeliCaマークを読み取り装
置（リーダー／ライター）にかざしてICカードを利用で
きますが、ｉモード接続中におサイフケータイ対応ｉア
プリを起動できません。
･電源が入っていない状態でも FeliCa マークを読み取り
装置（リーダー／ライター）にかざしてICカードを利用
できますが、電池パックを装着していない場合は利用で
きません。ICカード機能を利用するときは、電池パック
を装着してください。また、電池パックを装着していて
も、電池パックを長期間利用しなかったり、電池アラー
ムが鳴った後で充電しなかった場合は、利用できなくな
ることがあります。その場合は電池パックを充電してく
ださい。
･電源が入っていない状態では、おサイフケータイ対応ｉア
プリを起動してICカード内のデータを読み書きしたり、ト
ルカを取得したりできません。
･ FeliCaマークを読み取り装置（リーダー／ライター）に
かざしたとき、ｉアプリが起動する場合があります。た
だし、起動対象のｉアプリがあらかじめ保存されていな
い場合や、ｉアプリToで起動しないように設定されて
いる場合は起動しません。
･ FeliCaマークを読み取り装置（リーダー／ライター）に
かざすときに、FOMA端末に強い衝撃を与えないでくだ
さい。

おサイフケータイ対応ｉアプリを起
動する

1 me641e起動するおサイフ
ケータイ対応ｉアプリを選択
･ おサイフケータイ対応ｉアプリを終了するには、
それぞれのｉアプリごとに設定されている方法
で操作を行ってください。fを押してから「は
い」を選択しても終了できます。

お知らせ
･おサイフケータイ対応ｉアプリ起動中は、FeliCaマーク
を読み取り装置（リーダー／ライター）にかざしてもお
サイフケータイを利用できない場合があります。
･テレビ電話中は、おサイフケータイ対応ｉアプリの一部
の操作ができない場合があります。
･次のような場合、動作中のおサイフケータイ対応ｉアプ
リは中断され、ICカードへのデータの読み書きも中断さ
れます。その場合、読み書きしていたデータが破棄され
ることがあります。
- 電話がかかってきたとき（留守番電話サービスおよび
転送でんわサービスの呼出時間を「0秒」に設定して
いる場合を除く）

- プッシュトークが着信したとき（ｉモード中プッシュ
トーク着信で「ｉモード優先」に設定し、通信してい
る場合を除く）

- お知らせタイマー、目覚まし、スケジュールで指定し
た時刻や日時になったとき

- 他の機能に切り替えたとき
･通話中やアラーム鳴動中にsを押しておサイフケータ
イ対応ｉアプリの画面に切り替えたときの動作は、ご利
用のおサイフケータイ対応サービスによって異なりま
す。
･圏外で通信できなかったり、FOMA端末内の登録データ
が使用できない場合、おサイフケータイ対応ｉアプリに
よっては起動しなかったり、正常に動作しないことがあ
ります。
･おサイフケータイ対応ｉアプリも通常のｉアプリと同じ
ように、自動起動や削除、フォルダ管理などの操作がで
きます。

FeliCaマーク

読み取り装置（リーダー／ライター）
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トルカ

トルカとは
トルカとはおサイフケータイで取得できる電子カー
ドで、チラシやレストランカード、クーポン券などの
用途で便利にご利用いただけます。
トルカは読み取り装置（リーダー／ライター）やサイ
トなどから取得が可能で、メールや赤外線通信、
miniSDメモリーカードを使って簡単に交換できま
す。
I 対応機種：902iシリーズ、902iSシリーズ、F702iD
詳細は『ｉモード操作ガイド』をご覧ください。

トルカ利用の流れ

トルカ取得

トルカを取得する
I 最大保存件数→P465

トルカの取得手段

I 読み取り装置（リーダー／ライター）からの取得方
法は、「おサイフケータイの利用方法」のステップ
3と同じです。→P290

I その他の取得・交換方法
サイトからダウンロード→P207
ｉモードメール送信・受信→P230、P242
ｉアプリから保存→P283
赤外線送信・受信→P345、P346

お知らせ
･読み取り装置（リーダー／ライター）からトルカを取得
したとき、トルカ取得設定、イルミネーション設定の着
信イルミネーション、音量設定でトルカ取得時の動作を
設定している場合は、その設定に従って動作します。
･取得、ダウンロードしたトルカはトルカ一覧の「トルカ
フォルダ」に保存されます。また、保存したトルカから
詳細情報をダウンロードした場合は、別のファイルとし
て保存されず、元のトルカに詳細情報が追加されます。
･保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超え
るときは、保存できない旨のメッセージが表示されま
す。保存する場合は、画面の指示に従って不要なトルカ
を削除してください。
･トルカ（詳細）はメール添付送信や赤外線送信、miniSD
メモリーカードへの保存をすると、詳細が切り取られて
送信または保存されます。また、トルカのサイズによっ
てはこれらの操作ができない場合があります。

おサイフケータイを読み取り装
置（リーダー／ライター）にか
ざしてトルカを取得
･ LifeKitのトルカに保存されま
す。

トルカ一覧の「トルカフォルダ」
から取得したトルカを選択

「詳細」ボタンでより詳しい情報
を見ることができます。

トルカ（詳細）

サイト

ｉアプリ

ｉモードメール

赤外線通信

読み取り装置
（リーダー／
ライター）

miniSD
メモリー
カード

トルカ対応のｉモード端末
どうしでトルカを交換

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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トルカ一覧

トルカを表示する
取得したトルカを表示したり、サイトから詳細情報を
ダウンロードしたりします。
I ｉ モード通信で詳細情報をダウンロードするとき
は、パケット通信料がかかります。

1 me631eフォルダを選択

･ マークの意味は次のとおりです。
：トルカなし
：未読トルカなし
：未読トルカあり

■miniSDメモリーカードのフォルダ一覧に切
り替える：フォルダ一覧でt
miniSDメモリーカードの操作方法→P337
「トルカを表示する」

2 表示するトルカを選択

･ マークの意味は次のとおりです。
a状態マーク

：未読 表示なし：既読 ：保護
bカテゴリマーク
トルカの種類をカテゴリマークで表示しま
す。

c取得日時
dインデックス
eタイトル
f「詳細」ボタン
トルカに詳細情報がある場合に表示されま
す。選択するとサイトから詳細情報をダウ
ンロードできます。

■トルカをメールに添付する：送信するトルカ
にカーソルを合わせてa
選択したトルカが添付されているメール作成
画面が表示されます。
メールに添付できるサイズ→P230
･トルカ（詳細）を添付すると詳細は切り取ら
れます。サイトに詳細情報がある場合は、受
信側でダウンロードできます。

お知らせ
･サイトからダウンロードしたトルカは、「プレビュー」を
選択しないで保存した場合でも既読になります。また、
ｉモードメールに添付されたトルカや、既読のトルカを
赤外線で受信した場合も既読になります。
･トルカ（詳細）を表示中にもう一度GIFアニメーション
を動作させる場合は、mを押し「リトライ」を選択し
ます。

トルカを検索する

〈例〉タイトルで検索するとき

1 me631eme1

2 検索条件欄を選択e2e検索文字列の
入力欄にタイトルの一部を入力ep［検
索］
･ 全角で最大10文字、半角で最大21文字入力
できます。

■カテゴリで検索する：検索条件欄を選択e
1eカテゴリ欄を選択eカテゴリマークを
選択ep

■インデックスで検索する：検索条件欄を選択
e3e検索文字列の入力欄にインデックス
の一部を入力ep
･全角で最大7文字、半角で最大15文字入力
できます。

お知らせ
･選択したフォルダ内のトルカを検索する場合は、mを押
し「フォルダ内検索」を選択します。

保存領域の使用率

a
b

b

c

c

f

e

d
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トルカを管理する
フォルダの作成、トルカの削除や保護など、トルカを
より便利に使うためのさまざまな機能があります。

フォルダを作成／削除する

フォルダを作成してトルカを整理します。また、フォ
ルダの並び順の変更や、不要なフォルダの削除もでき
ます。

フォルダを作成する

I フォルダは「トルカフォルダ」以外に最大20個作
成できます。

1 me631

2 me2

■フォルダ名を変更する：フォルダ名を変更す
るフォルダにカーソルを合わせてme4

■フォルダの並び順を変更する：順番を変更す
るフォルダにカーソルを合わせてme6ま
たは7

3 フォルダ名を入力ep［登録］
･ 全角で最大8文字、半角で最大16文字入力で
きます。

フォルダを削除する

I お買い上げ時に登録されている「トルカフォルダ」
は削除できません。

I 保護しているトルカがあるフォルダは削除できま
せん。保護解除してからフォルダを削除してくださ
い。

1 me631e削除するフォルダに
カーソルを合わせてme3e認証操作
e「はい」を選択

トルカを保護する

トルカを保護すると、誤って削除してしまうことを防
げます。
I 未読のトルカは保護できません。
I 検索結果表示中は、全件保護、全件保護解除はでき
ません。

I 最大保護件数→P465

〈例〉トルカを1件保護するとき

1 me631eフォルダを選択

2 保護するトルカにカーソルを合わせてm 
e41

■複数保護する：me42e保護するトル
カを選択ep

■フォルダ内のトルカを全件保護する：me
43

■保護を1件解除する：解除するトルカにカー
ソルを合わせてme44

■保護を複数解除する：me45e解除す
るトルカを選択ep

■保護を全件解除する：me46

お知らせ
･選択したトルカを保護または解除する場合は、mを押し
「保護」または「保護解除」を選択します。
･保護したトルカはminiSDメモリーカードに移動できま
せん。
･「全件保護」を選択すると、日時が新しいトルカから順
に、最大保護件数に達するまで保護されます。

トルカを削除する

I 保護されているトルカは削除できません。保護を解
除してから削除してください。

〈例〉トルカを1件削除するとき

1 me631eフォルダを選択

2 削除するトルカにカーソルを合わせてm
e31

■複数削除する：me32e削除するトル
カを選択ep

■フォルダ内のトルカを全件削除する：me
33e認証操作

3 「はい」を選択

お知らせ
･選択したトルカを削除する場合は、mを押し「削除」を
選択します。

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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トルカを他のフォルダに移動／コピーす
る

I ファイルサイズが321バイトより大きいトルカは、
miniSDメモリーカードに移動／コピーできません
（トルカによっては異なる場合があります）。

〈例〉トルカを1件他のフォルダに移動するとき

1 me631eフォルダを選択

2 移動するトルカにカーソルを合わせてm
e511

■複数移動する：me512e移動する
トルカを選択ep

■フォルダ内のトルカを全件移動する：me
513

■他のフォルダにコピーする：コピーするトル
カにカーソルを合わせてme52

■miniSDメモリーカードへ1件移動／コピー
する：
a移動／コピーするトルカにカーソルを合わ
せてme5e3または4

b1e「はい」を選択

■miniSDメモリーカードへ複数移動／コピー
する：
ame5e3または4
b2e移動／コピーするトルカを選択e

pe「はい」を選択

■miniSDメモリーカードへトルカを全件移動／
コピーする：
ame5e3または4
b3e「はい」を選択

3 移動またはコピー先のフォルダを選択e
「はい」を選択

お知らせ
･選択したトルカを移動またはコピーする場合は、mを押
し「移動／コピー」→「フォルダ移動」または「フォル
ダ間コピー」を選択します。
･トルカ（詳細）をminiSDメモリーカードへ移動／コピー
すると、詳細は切り取られます。
･保護したトルカをコピーすると、コピー先のトルカの保
護は解除されます。

トルカを並べ替える＜ソート＞

トルカの並び順を一時的に並べ替えます。表示を終了
すると、並び順は元の「日付順」に戻ります。

1 me631eフォルダを選択em
e62e1～4

お知らせ
･全角や半角の文字が混在していると、「タイトル順」「イ
ンデックス順」の並び順の結果が50音順と一致しない
場合があります。
･「カテゴリ順」を選択すると、トルカの種類を示すカテ
ゴリマーク順に並べ替えます。

トルカの件数や領域使用状況を確認する
＜保存内容確認＞

トルカの未読、既読、保護の保存件数と保存領域の使
用状況を確認します。

1 me631eme5

お知らせ
･選択したフォルダ内の保存件数を確認する場合は、mを
押し「表示」→「トルカ件数確認」を選択します。

トルカの便利な機能
電話番号やメールアドレス、URLを電話帳やブック
マークに登録したり、画像を保存したりできます。
I 電話番号、メールアドレス、URL から Phone To
（AV Phone To）、Mail To、Web To機能を利用
できます。

電話番号やメールアドレスを電話帳に登
録する

〈例〉電話番号を新規登録するとき

1 me631eフォルダを選択eト
ルカ（詳細）を選択

2 登録する電話番号にカーソルを合わせて
me41e1または2

■登録済みの電話帳データに追加する：
a登録する電話番号にカーソルを合わせて

me42e1または2
b更新登録する電話帳データを選択
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3 各項目を選択して設定ep［登録］
電話帳登録→P101、P104

URLをブックマークに登録する

1 me631eフォルダを選択eト
ルカ（詳細）を選択

2 登録するURLにカーソルを合わせてme
43e登録先フォルダを選択
以降の操作→P202「ブックマークに登録する」
操作2

画像を保存する

1 me631eフォルダを選択eト
ルカ（詳細）を選択

2 me44e保存する画像を選択
以降の操作→P205「サイトから画像をダウン
ロードする」操作2以降

トルカ取得設定

読み取り装置（リーダー／ライター）
からのトルカ取得を設定する

トルカを読み取り装置（リーダー／ライター）から取
得するかどうかや、取得するときの動作を設定しま
す。

1 me632e下記の各項目を選択
して設定ep［登録］
トルカ取得設定：
トルカを読み取り装置（リーダー／ライター）
から取得するかどうかを選択します。

イルミネーション設定：
取得が完了したときにランプとラウンドイル
ミネーションパネルの照明を点滅させるかど
うかを選択します。

イルミネーションカラー：
ランプの点灯色を設定します。
ランプの色と点灯パターン→P142

トルカ取得音量：
取得が完了したときに鳴る音の音量を設定し
ます。
音量の調整方法→P123

ICカードロック MENU 642/83131

ICカード機能を使用できないように
する

ICカードロックを起動すると、次の機能が利用できな
くなります。
- ICカードの利用
- 読み取り装置（リーダー／ライター）からのトルカ
取得

- おサイフケータイ対応ｉアプリのダウンロードや利
用

I オールロック中は起動できません。ICカードロック
とオールロックの両方を起動するには、先にICカー
ドロックを起動してから、オールロックを起動して
ください。

I おまかせロックを起動すると、オールロックと同時
にICカードロックも起動します。このとき、待受画
面にICカードロック中のアイコンは表示されませ
ん。

1 r（1秒以上）e「はい」を選択
ICカードロックが起動し、待受画面に が表示
されます。
･ 解除するときはrを1秒以上押し、認証操作
を行います。

FOMA端末を折り畳んでいるとき

サイドキー、ラウンドイルミネーションパネル、指紋
認証を利用すると、FOMA端末を折り畳んだ状態で、
ICカードロックの起動／解除ができます。
I 次の操作は、サイドキー長押し設定のサイド下キー
長押しがお買い上げ時の設定のときに有効です。

1 サイドキー［▼］（1秒以上）eラウンド
イルミネーションパネルで「はい」を選
択
ICカードロックが起動し、背面ディスプレイにIC
カードロック中のアイコンが表示されます。
→P32
ラウンドイルミネーションパネルの操作方法
→P37
･ ICカードロック設定画面が表示されると、ラン
プとラウンドイルミネーションパネルの照明
が青色で点灯します。
･ 解除するときは、サイドキー［▼］（1秒以上）
を押した後、認証操作を行います。背面ディス
プレイに認証操作のメッセージが表示されて
いるときは、ランプが赤色で点灯します。ただ
し、認証操作が失敗した後、再び認証操作画面
が表示されたときは、ランプは点灯しません。
･ ICカードロックが解除されると、ランプが青色
で点滅し、解除が失敗すると、ランプが赤色で
点滅します。
･ ラウンドイルミネーションパネルを利用してIC
カードロックを起動／解除できます。

お買い上げ時 トルカ取得設定、イルミネーション設定：
ON  イルミネーションカラー：アクア  トルカ取得音量：
レベル4

お買い上げ時 OFF

ト
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ICカードロックを自動起動する＜ICカー
ドオートロック設定＞ MENU 83132

指定した時間が経過すると、ICカードロックが自動的
に起動するように設定します。

1 me643e下記の各項目を選択
して設定
オートロック：
ICカードロックを自動起動するかどうかを設
定します。

ロックまでの時間：
自動起動するまでの時間を設定します。

2 p［登録］を押す

指定した時刻に自動的にICカードロック
を解除する＜ICカードロック解除予約＞

MENU 83133

ICカードロック中、指定した時間帯のみICカードが使
えるように設定します。
I 最大7件登録できます。
I 電源が入っている場合のみ動作します。

1 me644e認証操作e1～
7
･ 設定中のICカードロック解除予約は、タイトル
の左に が表示されます。

■ ICカードロック解除予約を設定／解除する：
タイトルにカーソルを合わせてm
･押すたびに設定／解除されます。

2 下記の各項目を選択して設定ep［登録］

時刻：
ICカードロックを解除する開始時刻と終了時
刻を設定します。
･ 24時間制で入力します。時、分が1桁のと
きは、前に0を付けます。
･ 終了時刻は24時を超えて翌日に設定できま
す。

繰り返し：
ICカードロック解除予約の繰り返しの動作を
設定します。
･「曜日指定」を選択したときは、「曜日選択」
を選択し、ICカードロックを解除する曜日を
選択してpを押します。

タイトル：
ICカードロック解除予約のタイトルを入力し
ます。
･ 全角で最大9文字、半角で最大18文字入力
できます。
･ お買い上げ時のタイトルは「予約1～7」に
設定されています。
･ タイトルを入力していないICカードロック解
除予約は登録できません。

お知らせ
･電池パックを取り外すと、自動的にICカードロックが起
動します。このとき、ICカードロックを解除するには、
電池パックを取り付けて電源を入れます（ICカードロッ
ク中に電池パックを取り外した場合など、設定によって
は解除されません）。
･ ICカードオートロック設定のオートロックを「ON」に設
定しているときに電源を切ったり、電池残量がなくなっ
て電源が切れたりしたときは、指定した時間を待たずに
ICカードロックが起動します。
･ｉアプリの起動中に、ICカードオートロック設定で指定
した時間やICカードロック解除予約で設定した終了時
刻になると、ICカードロックは起動せず、ｉアプリの終
了後に起動します。
･ IC カードロック解除予約で IC カードロックを解除する
時間帯でも、ICカードロックを起動できますが、ICカー
ドオートロック設定の自動起動はできません。
･ ICカードロック中に電源を切ったり、電池残量がなくなっ
て電源が切れたりしても、ロックは解除されません。

お買い上げ時 オートロック：OFF
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フルブラウザ MENU 2931

パソコン向けのホームページを表示
する

インターネットに接続して、パソコン向けに作成され
たホームページを閲覧します。
フレームやCSS、TLS／SSL対応のホームページも
表示できます。
I フルブラウザを利用して接続した際のパケット通
信料は、パケ・ホーダイの対象とはなりません。あ
らかじめご了承ください。

I フルブラウザは次の機能や方式に対応しています。
フレーム：
ホームページを分割する枠、またはこれにより構
成されたホームページ。フレームの構成によって
は、すべての内容が表示できない場合がありま
す。
※ 本章でのフレームとは、画像や映像に重ねて

利用するフレームとは異なります。
Cookie：
ホームページを表示した日時や回数など、ホーム
ページが指定した情報をFOMA端末に保存して
おく機能。これらの情報を元に、ホームページ上
の各種機能が簡単に利用できるようになります。

CSS：
ホームページのレイアウトを定義する規格。

JavaScript：
ホームページ作成用の言語の一種。

Referer：
ホームページ上のリンクを選択して別のホーム
ページに移動する場合の、元のホームページの
URL情報。

TLS／SSL：
認証技術／暗号技術を使用して安全にデータ通
信を行うための方式。TLS／SSL対応のホーム
ページは、URLがhttps://から始まります。ま
た、ホームページの一部に利用されている場合も
あります。

〈例〉ホームページのアドレス（URL）を指定して接
続するとき

1 de931
･ 2回目からは前回接続したURLが表示されます。

2 URLを入力ep
･ 半角で最大512文字入力できます。
･ 半角英字入力モード時に1を繰り返し押すと
「 / 」「 . 」「 - 」などを、*を繰り返し押すと
「http://www.」「.co.jp」「.ne.jp」「.com」
「.html」などを入力できます。
･ アクセス設定の画面が表示されたとき→P304

3 ホームページを見終わったらfe「は
い」を選択

お知らせ
･次の機能には対応していません。
- Flash画像の表示 - PDFデータの表示
- 音の再生 - プラグイン
･ホームページによっては表示に時間がかかる場合や、正
常に表示されない場合があります。
･画像を含むサイトを表示したとき、画像の代わりに次の
マークが表示される場合があります。

：画像表示設定で画像を「表示しない」に設定して
いるときや、受信中に圏外になるなどでホーム
ページが表示できなかったり、画像を受信できな
かったとき

：画像のデータが不正なときや画像が見つからない
とき

：画像のURLの誤りなどで画像を表示できないとき
･フルブラウザは通信を使ったサービスのため、 が表
示されているときはご利用になれません。
･ｉモードと同様にラストURL、URL履歴、ブックマー
クを利用してホームページを表示できます。
･メールアドレスからMail To機能、URLからWeb To機
能を利用できます。

フルブラウザの表示について

a ：フルブラウザ中
b状態表示／タイトルまたはURL

（水色、回転）：取得中
：フレームのサムネイル表示中→P301
：フレーム拡大中→P301
（紺、回転）：
フレーム拡大中の他フレーム取得中

c ：検索→P302
／ ：表示モード→P303
：ウィンドウオープンガード中→P303

dビューポジション表示
全体に対する現在の位置を示します（サムネイル表
示中を除く）。接続時などに一時的に表示されます
が、フルブラウザ画面でm88を押しても表
示できます。m89を押すと、ビューポジショ
ン表示の色を変更したり、表示しないように設定し
たりできます。

フルブラウザ画面

c

d

b
a
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フルブラウザ画面でのキー操作について

フルブラウザ画面では次の操作ができます。
p8：ヘルプ
j、t、a、1～3、7～9：
スクロール→P200、P304

h：前のページに戻る／進む→P199
5：等倍／縮小表示切り替え
*：表示モード切り替え→P303
0：検索→P302
#：ポインターモードへの切り替え→P301

■ 表示を変更する
･フレームの拡大表示／解除：g／c
･再読み込み：me4
･文字コード：me85e1または2
現在の文字コードから、m851を押す
たびにSJIS→EUC→JIS→UTF8の順に切り替
わります（例：JISで表示中に操作するとUTF8
に切り替わります）。m852を押すと自
動で文字コードが選択されます。
文字コードの詳細→P201
･アニメーションのリトライ（先頭から再生）：

me86

■ 情報を確認する
･ URL表示：me81
･リンク先表示：me82
･証明書詳細表示：me83
証明書の内容→P214

■ 表示中のホームページのURLをメール本文に貼り
付けたメールを作成する
･メール作成：me6

お知らせ
･リンク先や項目の選択の操作はｉモードと同様です。
→P198
･ポインターモードと、表示モード設定で「PCモード」に
切り替えたときは、スクロール、前のページに戻る／進
む操作は異なるキーで行います。

フレーム対応のホームページを表示する

フレームを含むホームページを表示すると、全体の構
成が確認できるサムネイル画面で表示されます。個別
のフレームの内容を拡大表示して確認できます。
I サムネイル表示中は、以下の操作や設定はできませ
ん。
- ビューポジション確認
- ビューポジション設定
- リンク先表示
- リンクを新ウィンドウで開く
- 検索
- 画像保存
- 画面のスクロール

1 フレームを含むフルブラウザ画面で拡大
表示するフレームを選択
･ jで枠を移動します。PCモード中はhでも
移動できます。
･ ポインターモードのときは、ポインターを拡大
表示するフレームに合わせてgを押します。

･ cを押すとサムネイル画面に戻ります。

複数のホームページを表示する
＜マルチウィンドウ＞

最大5つのホームページを切り替えながら閲覧できま
す。

〈例〉ホームページのリンクを新たなウィンドウで表
示するとき

1 フルブラウザ画面でリンクにカーソルを
合わせてpe15

･ ウィンドウを切り替えるときは、サイドキー
［▲▼］を押します。サイドキー［▲▼］を1
秒以上押すか、p3を押して、ウィンドウ
の一覧表示から選択しても切り替えられます。
･ 現在表示しているウィンドウを閉じるときは、

p2を押して「はい」を選択します。

ポインターで操作する

ポインターモードにすると、kでポインターを操作
して画面内の移動ができます。押し続けると速く移動
できます。

フレーム拡大中サムネイル表示中

表示中待機中
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1 フルブラウザ画面で#
･ 押すたびにポインターモードが設定／解除さ
れます。
･ フルブラウザを終了してもポインターモード
の設定は保持されます。

お知らせ
･ポインターモード中は、t／aを押し、前のページに
戻る／進む操作を行います。t／aを押してスクロー
ル操作はできません。

ホームページに表示されている文字列を
検索する

1 フルブラウザ画面で0e検索欄に文字
を入力eg［確定］
文字を確定すると検索が実行され、入力した文字
列と一致した語が反転表示されます。
･ 全角で最大20文字、半角で最大40文字入力
できます。
･ tで前の候補、aで次の候補（一致した語）へ
移動します。
･ mを押すと、半角英数字での検索方法と、大文
字／小文字の区別をするかしないかを設定でき
ます。
･ 検索を終了するにはpを押します。

お知らせ
･ホームページによっては検索できない場合があります。
･検索結果と検索欄が重なることがあります。その場合は
pを押して確認してください。

画像をアップロードする

FOMA端末に保存した画像をホームページにアップ
ロードします。
I アップロードできる画像のファイルサイズは1件あ
たり最大80Kバイト、複数の画像や文字列を含む場
合は合計で最大100Kバイトです。

I GIF形式、JPEG形式の画像をアップロードできま
す。

1 フルブラウザ画面で「参照」ボタンを選
択
･「参照」ボタンは、本FOMA端末で画像がアッ
プロードできる場合に表示されます。同じホー
ムページをパソコンなどで閲覧すると、異なっ
たアイコンで表示されます。

2 フォルダを選択eアップロードする画像
を選択
･ miniSDメモリーカードを取り付けている場合
は、「本体」または「miniSDカード」を選択し
ます。
･ 選択した画像を変更または解除するには、もう
一度「参照」ボタンを選択し、「変更」または
「解除」を選択します。

お知らせ
･アップロードの操作方法はホームページによって異な
ります。
･ FOMA端末外への出力が禁止されている画像や、画像と
文字列以外のデータはアップロードできません。

画像をダウンロードする

ホームページの画像をFOMA端末に保存します。
I 保存できる画像のファイルサイズは1件あたり最大
300Kバイトです。

I GIF形式、JPEG形式の画像を保存できます。
I 最大保存件数→P465

1 フルブラウザ画面でme5e保存する
画像を選択
以降の操作→P205「サイトから画像をダウン
ロードする」操作2以降

お知らせ
･背景画像はダウンロードできません。また、画像以外の
データのダウンロードはできません。
･画面メモでの保存はできません。
･横縦（または縦横）のサイズが、GIF形式で640×480、
JPEG形式で1728×2304より大きい画像は保存で
きません。また、JPEGの種類によっては保存できない
場合もあります。
･保存できるファイル形式やサイズでも、ホームページに
よっては保存できない場合があります。
･保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超え
るときは、削除するかどうかの確認画面が表示されま
す。保存する場合は、画面の指示に従って保存されてい
る画像を削除してください。削除する前に、画像一覧で
pを押すと画像を表示し、mを押すと画像の詳細情報
を表示できます。

ポインター
ウィンドウの端付近で
端の方向にkを押すと
画面がスクロールしま
す。

この範囲で移動できます。
フレームによっては、移動範囲が限定される
場合があります。

ポインターで選択可能な場合に表示されます。
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フルブラウザの設定をする
フルブラウザに関する各種機能を設定します。

ホーム接続時のURLを登録する
＜ホーム設定＞ MENU 2941

1 de941

2 URLを入力ep［登録］
･ 半角で最大512文字入力できます。

設定したホームページを表示する
MENU 291

1 de91

お知らせ
･フルブラウザ画面で表示中のホームページを登録する
場合は、mを押し「ホーム登録」を選択します。

Cookieについて設定する
＜Cookie設定／削除＞ MENU 2942

Cookieを有効に設定すると、以前に利用したホーム
ページの機能が簡単に使えます。
I ホームページやコンテンツサービスによっては、
Cookieを有効に設定しないと、正常に表示したり
利用したりできない場合があります。

I Cookieを有効に設定すると、ホームページを表示し
た日時や回数などの情報が送信されます。これによ
り、お客様の情報が第三者に知得されても、当社と
しては責任を負いかねます。あらかじめご了承くだ
さい。

1 de942

2 Cookie欄を選択e1～3
･「有効（毎回確認）」を選択したときは、確認欄
を選択し、情報が送受信されたことをどのタイ
ミングで知らせるかを「送信時確認」「受信時
確認」「送受信時確認」から選択します。

■Cookie情報を全件削除する：me認証操作
e「はい」を選択

3 p［登録］を押す

お知らせ
･異なるFOMAカードに差し替えると、Cookieは「無効」
に設定されます。このとき、「有効（確認なし）」または
「有効（毎回確認）」に設定すると、FOMA端末に保存さ
れていたCookie情報を削除するかどうかの確認画面が
表示されます。

Scriptについて設定する MENU 2943

JavaScriptが含まれるホームページの動作を有効に
するかどうかを設定します。
I ホームページによってはScript実行を「有効」に設
定しないと、正常に表示できない場合があります。

1 de943

2 Script実行欄を選択e1または2
･「有効」を選択したときは、ウィンドウオープ
ンガード欄を選択し、「有効」または「無効」
を選択します。
「無効」に設定すると、JavaScriptによる新し
いウィンドウを開く指示を受けたときに、ウィ
ンドウを開くかどうかを確認する旨のメッ
セージが表示されます。「有効」に設定すると、
JavaScriptの指示によっても新しいウィンド
ウは開きません。

3 p［登録］を押す

表示方法を切り替える
＜表示モード設定＞ MENU 2944

FOMA端末のディスプレイの横幅に合わせて表示す
るか、パソコン用の画面サイズで表示するかを設定し
ます。

1 de944e1または2

お知らせ
･フルブラウザ画面では、*を押すたびに表示モードを
切り替えられます。マルチウィンドウで複数のホーム
ページを表示しているときは、すべてのホームページの
表示モードが切り替わります。
･ PCモード中は、t／aを押し、前のページに戻る／進
む操作を行います。t／aを押してスクロール操作は
できません。

お買い上げ時 Cookie：有効（確認なし）

お買い上げ時 Script実行：有効  
ウィンドウオープンガード：無効

お買い上げ時 ケータイモード
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画面をスクロールする

表示モードごとのスクロールの操作方法は、次のとお
りです（ポインターモードを除く）。
I k以外のキーを押すと画面単位でスクロールします。
I キーを押し続けると連続スクロールできます。

■ ケータイモード

■ PCモード

画像やアニメーションを表示するかどう
かを設定する＜画像表示設定＞

MENU 2945

1 de945e下記の各項目を選択
して設定ep［登録］
画像：
画像を表示するかどうかを設定します。
･「表示しない」に設定すると、画像やアニメー
ションの代わりに が表示されます。
･「表示する」に設定すると、次の項目を設定
できます。

アニメーション：
アニメーションを表示するかどうかを設定し
ます。
･「表示しない」に設定すると、アニメーショ
ンの最初のコマが表示されます。

フルブラウザを利用するかどうかを設定
する＜アクセス設定＞ MENU 2946

フルブラウザを利用するには、アクセス設定を「利用
する」に設定する必要があります。
I「利用する」に設定する場合は、必ず注意事項をご
確認ください。圏外などでは、注意事項の詳細が確
認できません。

1 de946
･「利用する」に設定する場合は「表示」ボタン
を選択し、詳細を確認後にmを押します。

2 利用しますか。欄を選択e1または
2ep［登録］

お知らせ
･異なるFOMAカードに差し替えると、アクセス設定は「利
用しない」に設定されます。

Refererを送信するかどうかを設定する
MENU 2947

I Refererを送信することにより、お客様の情報が第
三者に知得されても、当社としては責任を負いかね
ます。あらかじめご了承ください。

1 de947e1～3

ガイド行を表示するかどうかを設定する
＜画面表示設定＞ MENU 2948

1 de948e1または2

お知らせ
･「全画面表示」に設定しても、サブメニューを表示した
りメッセージが表示されたりした場合は、一時的にガイ
ド行が表示されます。

お買い上げ時 すべて表示する

u、1～3、t

d、7～9、a

ケータイモード

u、2 31

l
4

r
6

7 d、8 9

PCモード

お買い上げ時 利用しますか。：利用しない

お買い上げ時 送信する

お買い上げ時 標準画面表示

標準画面表示 全画面表示
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データ表示／編集／管理／音楽再生

画像を使いこなす
画像を表示する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 306
静止画を編集する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 308
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画像を使いこなす

画像を表示する
I FOMA端末では、JPEGやGIF形式の画像、Flash画
像を表示できます。

1 me51eフォルダを選択

マイピクチャの各フォルダには次のような画像
が保存されています。

カメラ：
カメラやキャラ電で撮影した画像、動画／ｉモー
ションやPDFデータから切り出した静止画
ｉモード：
サイトやｉモードメール、ｉアプリから取得し
た画像
デコメールピクチャ：
お買い上げ時に登録されている画像（→P421）、
サイトからダウンロードした画像、バーコード
リーダーで読み取った画像
アイテム：
お買い上げ時に登録されている画像（→P420）、
サイトからダウンロードしたアイテム画像
プリインストール：
お買い上げ時に登録されている画像→P419
データ交換：
バーコードリーダーで読み取った画像、miniSD
メモリーカードから移動またはコピーした画
像、データ通信で受信した画像
マイアルバム：
他のフォルダから移動した画像
･ アルバムを作成すると表示されます。アルバ
ム名（マイアルバム）は変更できます。
→P340

■miniSDメモリーカードの画像一覧に切り替え
る：マイピクチャのフォルダ一覧でt
miniSDメモリーカードの操作方法→P334

2 表示する画像にカーソルを合わせる
カーソル位置のファイルの表示名と画像の詳細
を示すマークが表示されます。

･ マークの意味は次のとおりです。
a取得元

：プリインストール
：ｉモード ：カメラ
：フレーム、スタンプ
：データ交換 ：キャラ電

b画像の種類
表示なし：静止画
：パラパラマンガ
：GIFアニメーション／Flash画像

cファイル形式
表示なし：パラパラマンガ
：GIF画像／GIFアニメーション
：JPEG画像
：SWF（Flash画像）

dファイル制限
（青） ： ファイル制限なし
（グレー） ： ファイル制限あり

･ FOMAカード動作制限機能が設定されている画
像は、サムネイル表示では で表示されます。
･ tを押すたびにサムネイル表示とリスト表示が
切り替わります。
･ 表示名などの詳細情報を変更できます。
■画像をメールに添付する：送信する画像に
カーソルを合わせてa
選択した画像が添付されているメール作成画
面が表示されます。
メールに添付できる画像→P230
･選択した静止画のファイルサイズが9000バ
イトより小さい場合は、本文へ貼り付けるか
どうかの確認画面が表示されます。「はい」を
選択するとメール本文へ貼り付けられます。
･選択した静止画の画像サイズやファイルサ
イズによっては、待受サイズへの変換やデー
タBOXへの保存の確認画面が表示されま
す。→P231

c da b

サムネイル表示 リスト表示

ab cd

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326

画
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3 g［選択］を押す
画像表示画面では、画像の表示名とコメントが表
示されます。

･ tを押すと全画面表示に切り替わります。元の
表示に戻すときはc、m、t、p、aのい
ずれかを押します。
･ 横が241ドット以上、または縦が321ドット
以上の画像サイズのときは、gを押すと等倍
表示され、kで画像をスクロールできます。
･ jを押すと、前後の画像に切り替わります。

■アニメーション、パラパラマンガ、Flash画像：
表示すると、自動的に再生されます。
･再生中は次の操作ができます。
g：一時停止／再生
p：スロー再生（パラパラマンガの一時停

止中のみ）
m0：リトライ（先頭から再生）
t：全画面表示

お知らせ
お知らせ

･横240×縦320に収まらない画像を全画面表示すると、
横サイズと縦サイズの比率によって、横や縦に自動的に
スクロールしながら表示されます。gを押してスクロー
ルの一時停止／再開を切り替えられます。また、自動的
にスクロールしないようにも設定できます。→P313

スライドショーを表示する
＜スライドショー＞

フォルダ内にある画像を全画面表示で順番に表示し
ます。
I 表示する順番や速度は変更できます。→P313

1 me51eフォルダにカーソルを合
わせてme5
スライドショーが始まります。
･ すべての画像の表示が終わるとフォルダ一覧
に戻ります。
･ 途中で終了するときはcを押します。

お知らせ
･画像サイズが240×320より小さい画像は、画面の中
央に表示されます。
･動作設定の効果音再生を「あり」に設定していても、ス
ライドショーでは効果音は再生されません。

画像を待受画面や電話帳などに設定する

〈例〉待受画面に設定するとき

1 me51eフォルダを選択e設定す
る画像にカーソルを合わせてme2

2 1e「はい」を選択
･ 画像サイズが240×320以下で、拡大表示で
きる画像の場合は、等倍表示または拡大表示に
設定できます。
･ すでにｉアプリ待受画面が設定されている場合
は、続けてｉアプリ待受画面を解除するかどう
かの確認画面が表示されます。

■電話帳に新規登録する：2を押す
電話帳登録→P101

■すでに登録されている電話帳に更新登録する：
3e更新する電話帳データを選択
･すでに画像が設定されている場合は、選択し
た画像に置き換わります。

■電話発着信画像に設定する：4e1また
は2

■テレビ電話の発着信画像や代替画像、保留画
像などに設定する：5e1～7
･画像サイズが176×144より大きい画像、
およびFOMA端末外に出力不可の画像は、
発信画像と着信画像のみ設定できます。

■メール送受信画像、問合せ画像に設定する：
6e1～3
･メール送受信画像に設定した画像は、メッ
セージR/F、SMSを送受信したときにも表
示されます。

■メニューアイコンに設定する：7または
8e1～0
選択した画像がアイコンデザインの「カスタ
ム1」または「カスタム2」のメニューアイコ
ンに設定されます。
･パラパラマンガ、Flash画像、アイテム画像
はメニューアイコンに設定できません。

お知らせ
･待受画面や電話帳に設定している画像を削除すると、そ
れぞれの画像はお買い上げ時の設定に戻ります。

コメント表示名

t

c
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パラパラマンガを作成する

同じフォルダ内の静止画を複数選択してパラパラマ
ンガを作成します。
I 最大6枚の静止画を設定できます。
I カメラで連続撮影した画像も、パラパラマンガの形
式で保存されます。→P176

I アニメーション、パラパラマンガ、Flash画像、お
よび画像サイズが640×480より大きい静止画
は、パラパラマンガに登録できません。

I パラパラマンガに登録した静止画は、個別に表示し
たり編集したりできなくなります。

1 me51eフォルダを選択

2 me41

■パラパラマンガを解除する：解除するパラパ
ラマンガにカーソルを合わせてme42
選択したパラパラマンガが1枚ずつの静止画
に戻ります。

3 パラパラマンガに登録する画像を選択
選択した順に画像の上に ～ の番号が表
示されます。

■すべての選択を解除する：mを押す
･tを押すたびにサムネイル表示とリスト表示
が切り替わります。

4 pe表示名を入力ep［登録］
画像一覧にパラパラマンガの最初のコマが表示
され、 と表示名が表示されます。
･ 表示名は全角・半角を問わず最大36文字入力
できます。

静止画を編集する
I 編集項目と編集可能な最大画像サイズは次のとお
りです。

I 次の画像は編集できません。
- アニメーション、パラパラマンガ、Flash 画像、
「アイテム」フォルダ内の画像、「プリインストー
ル」フォルダ内の画像
- メール添付やFOMA端末外への出力が禁止されて
いる静止画（自端末でファイル制限を「あり」に
設定した静止画を除く）
- 縦横のどちらかのサイズが8ドットより小さい静
止画
- miniSDメモリーカードに保存されている静止画

I 編集した静止画をパソコンなどで表示した場合、
FOMA端末で透過表示されていた部分は白く表示
されます。

1 me51eフォルダを選択e編集す
る静止画にカーソルを合わせてpem

2 編集項目を選択e静止画を編集

1 ：サイズ変更→P309
2 ：切出し→P309
3 ：明るさ／色調→P310
4 ：効果→P310
5 ：反転／回転→P310
6 ：フレーム→P310

編集項目 編集可能な
最大画像サイズ（ドット）

サイズ変更 1728×2304
（拡大／縮小は352×288）

切出し 1728×2304
（範囲指定の場合は1224×1632）

明るさ／色調 352×288
効果 240×320
反転／回転 480×640
フレーム 352×288
スタンプ貼付 352×288
テキスト貼付 352×288
切抜き 240×320
サイズ制限
保存

1728×2304
（メール添付用（小）は352×288）

補正 352×288

編集メニュー画面

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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7 ：スタンプ貼付→P311
8 ：テキスト貼付→P311
9 ：切抜き→P312
0 ：サイズ制限保存→P312

3 編集が終わったらge「保存」を選択
編集した静止画が同じフォルダ内に新しい静止画
として保存されます。
･ フレームまたはスタンプ用の画像として保存
するときは、「フレーム・スタンプ用」を選択
します。

お知らせ
･画像サイズが240×320より大きい場合は、編集時に
は縮小表示されます。ただしスタンプ貼付、テキスト貼
付、拡大または縮小の場合は等倍で表示されます。
･編集後、静止画のファイルサイズが大きくなる場合があ
ります。
･保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超え
るときは保存できません。不要な画像を削除してから、
保存し直してください。

サイズを変更する

静止画を拡大または縮小したり、特定のサイズに変更
したりします。
I 静止画のサイズを変更すると、画質が劣化する場合
があります。

〈例〉静止画を指定したサイズに変更するとき

1 編集メニュー画面で1

2 1～8

･ 指定したサイズと静止画の縦横比が異なる場
合は、サイズ枠が表示されます。kを押して
サイズ枠の位置を調整し、gを押すと、サイ
ズ枠で囲まれた部分が指定したサイズに変更
されます。
･ 縦横比を無視して静止画を指定したサイズに
収める場合は、mを押します。
･ 縦横比を保持したまま静止画を指定したサイ
ズに収める場合は、pを押します。

■静止画のサイズを拡大／縮小する：
a9ehでサイズを拡大または縮小
縦横比を保持したまま、5%ずつ拡大また
は縮小します。画面の右上には拡大または
縮小後の画像サイズと、拡大または縮小率
が表示されます。

･mを押すと20%ずつ縮小、pを押すと
20%ずつ拡大します。
･横縦（または縦横）のサイズは352×288
まで拡大できます。
･縦横どちらかのサイズが8ドットになるま
で縮小できます。

bgを押す
静止画が拡大または縮小され、静止画編集
画面に戻ります。

任意のサイズに切り出す

静止画を特定のサイズ、または任意のサイズに切り出
します。
I 16×16より小さい画像は切り出しできません。

〈例〉特定のサイズに静止画を切り出すとき

1 編集メニュー画面で2

2 1～8ekで切り出し枠の位置を調
整

･ pを押すたびに切り出し枠の縦横が切り替わり
ます。
･ tを押すたびに切り出しサイズが切り替わりま
す。
･ 切り出す範囲を指定するには、mを押します。

サイズが変更され、静止
画編集画面に戻ります。 静

止
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■範囲を指定して静止画を切り出す：
a9を押す
範囲指定枠が点線で表示され、範囲指定枠
の左上に が表示されます。

bkで始点を決めてg
範囲指定枠の左上の位置が設定され、範囲
指定枠の右下に が表示されます。

ckで終点を決めてp
切り取り範囲が決定され、範囲指定枠が実
線で表示されます。この状態でkを押し、
範囲指定枠を移動できます。

3 g［切出し］を押す
選択したサイズまたは指定した範囲で静止画が
切り出され、静止画編集画面に戻ります。

明るさと色調を変更する

〈例〉明るさを調整するとき

1 編集メニュー画面で3

2 1ehで明るさを調整

■色調をモノトーンまたはセピアにする：
2または3
色調が変更され、静止画編集画面に戻ります。

3 g［決定］を押す
明るさが変更され、静止画編集画面に戻ります。

特殊な効果をかける

1 編集メニュー画面で4e1～6
静止画に特殊な効果がかかり、静止画編集画面に
戻ります。
ぼかし：
画像をぼかします。

球面：
中心から球面状に盛り上がっているような効
果をかけます。

エンボス：
鉛色にし、凸凹を強調します。

うずまき：
中心から渦状に回転させたような効果をかけ
ます。

きらきら：
きらきら光っているようなマークを入れます。

モザイク：
モザイクをかけます。

反転／回転させる

1 編集メニュー画面で5ekで静止画を
反転または回転させる

2 g［決定］を押す
静止画編集画面に戻ります。

フレームを重ねる

お買い上げ時に登録されているフレームやサイトか
らダウンロードしたフレームを、静止画に重ねます。
I お買い上げ時に登録されているフレーム以外にも、
他の静止画をフレーム候補に設定することもでき
ます。→P342「データの詳細情報を変更する」、
P343「表示項目と変更可否一覧」の「フレーム候
補」

I お買い上げ時に登録されているフレーム→P420

一段階ずつ明るさが増減
します。
･ 明るさを最大にするに
はpを押します。
･ 明るさを最小にするに
はmを押します。

･ 左回りまたは右回りに
90度回転させるには、
mまたはpを押しま
す。

静
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1 編集メニュー画面で6
編集している静止画と同じサイズのフレームが
表示されます。

･ 詳細情報変更でフレーム候補として設定した
画像は、編集している静止画のサイズと異なっ
ていても表示されます。→P342

2 フレームを選択

3 フレームを重ねた画像を確認してg［選
択］

スタンプを貼り付ける

お買い上げ時に登録されているスタンプやサイトか
らダウンロードしたスタンプを、静止画に貼り付けま
す。
I お買い上げ時に登録されているスタンプ以外にも、
他の静止画をスタンプ候補に設定することもでき
ます。→P342「データの詳細情報を変更する」、
P343「表示項目と変更可否一覧」の「スタンプ候
補」

I お買い上げ時に登録されているスタンプ→P422

1 編集メニュー画面で7
編集している静止画より小さいサイズのスタン
プが表示されます。

･ 詳細情報変更でスタンプ候補として設定した
画像と、お買い上げ時に登録されているスタン
プは、編集している静止画のサイズより大きく
ても表示されます。→P342

2 スタンプを選択
選択したスタンプが画面の中央に表示されます。

3 kでスタンプを貼り付ける位置を調整し
てg

4 p［登録］を押す
貼り付けたスタンプが合成され、静止画編集画面
に戻ります。

テキストを貼り付ける

1 編集メニュー画面で8e下記の各項目
を選択して設定
テキスト：
貼り付けるテキストを入力します。
･ 全角で最大20文字、半角で最大40文字入
力できます。

文字の種類：
テキストの種類を設定します。

文字のサイズ：
テキストのサイズを設定します。

文字色：
テキストの色を設定します。

文字縁取り色：
テキストの縁取りの色を設定します。

背景色：
テキストの背景色を設定します。

貼り方：
テキストの貼り付けかたを設定します。
･「まとめて」に設定すると、設定したテキス
トがまとめて貼り付けられます。
･「一字ごと」に設定すると、設定したテキス
トを1文字ずつ異なる位置に貼り付けられ
ます。

2 pを押す
設定したテキストが画面の中央に表示されます。
･ 貼り方を「一字ごと」に設定した場合は、最初
の文字が画面の中央に表示されます。

フレーム名

静止画編集画面に戻りま
す。
･ フレームを切り替える
にはjを押します。
･ フレームを180度回転
させるにはmを押しま
す。

スタンプ名

効果音が鳴り、スタンプ
が貼り付けられます。
･ 続けて別の位置にスタ
ンプを貼り付けられま
す。
･ 貼り付けたスタンプを
すべて削除するにはm
を押します。
･ 効果音の音量は音量設
定の受話音量の設定に
従います。

静
止
画
の
編
集

次ページへ



デ
l
タ
表
示
／
編
集
／
管
理
／
音
楽
再
生

312

3 kで文字を貼り付ける位置を調整してg

･ 続けて別の位置にテキストを貼り付けられま
す。
･ 貼り付けたテキストをすべて消去するにはmを
押します。
･ 貼り方を「一字ごと」に設定した場合は、gを
押すたびに1文字ずつ貼り付けられます。最後
の文字を貼り付けると、最初の文字がもう一度
表示されます。
･ 効果音の音量は音量設定の受話音量の設定に
従います。

4 p［登録］を押す
静止画編集画面に戻ります。

任意の部分を切り抜く

選択した色と近似している部分を切り抜きます。

1 編集メニュー画面で9
画面の中央に切り抜く色を指定する が表示
されます。

2 kで切り抜く色に を合わせてg
の位置の色と近似している部分が切り抜か

れます。

･ 続けて別の部分の切り抜きができます。

3 p［登録］を押す
静止画編集画面に戻ります。

ファイルサイズを制限して保存する

1 編集メニュー画面で0e1または
2
メール添付用（小）は9000バイト以下、メール
添付用（大）は500Kバイト以下で、同じフォル
ダに新しい静止画として保存されます。

明るさや色のバランスを補正する

1 me51eフォルダを選択e補正す
る静止画にカーソルを合わせてpep
静止画補正モードになり、画面の右上に現在の補
正モードが表示されます。

2 jで補正モードを選択

静物：
静物や植物などの静止画を適切に補正します。

背景：
背景を適切に補正します。

風景：
風景画像に明るさや色のメリハリを出します。

美肌：
人物画像の肌を白くなめらかに表現します。

日焼け：
人物画像の肌を小麦色に表現します。

青ざめ：
人物画像の肌を青ざめたように表現します。

酔っ払い：
人物画像の肌を赤らめたように表現します。
･ 補正効果を調整するにはhを押します。
･ 補正効果を調整範囲いっぱいにするにはtま
たはaを押します。
･ mを押して1～7を押しても、補正モー
ドを選択できます。

3 g［決定］を押す
静止画編集画面に戻ります。

効果音が鳴り、テキスト
が貼り付けられます。

･ サイズが352×288
より大きい静止画は、
「メール添付用（小）」に
設定できません。
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お知らせ
･静止画によっては、明るさや色のバランスを補正しても
状態があまり変化しない場合があります。

静止画をお預かりセンターに保存する
＜電話帳お預かりサービス＞

電話帳お預かりサービスを利用して、データBOXの
マイピクチャに保存してある静止画をネットワーク
上のお預かりセンターに保存します。
I 本サービスはお申し込みが必要な有料サービスで
す。サービス未契約の場合は、お預かりセンターに
接続しようとすると、その旨をお知らせする画面が
表示されます。

I １件あたりのサイズが100Kバイトを超える静止画
は保存／復元できません。

I １回の操作で最大10件保存できます。
I 復元操作の詳細は『ｉモード操作ガイド』をご覧く
ださい。

I お預かりセンターに保存した履歴を確認できます。
→P116

1 me51eフォルダを選択

2 me56e保存する静止画を選択

3 pe「はい」を選択e認証操作
お預かりセンターに接続され、保存が始まりま
す。
･ 保存を中止するときはgを押します。

4 通信結果を確認する
･ 通信結果の表示は約5秒後に自動的に消えます。

gを押しても表示を消すことができます。

お知らせ
･マイピクチャの「アイテム」フォルダや「プリインス
トール」フォルダ内のデータは選択できません。

動作設定

画像の動作条件を設定する

1 me51eme4e下記の各項目
を選択して設定ep［登録］
一覧の画像表示：
画像一覧で画像表示をするかどうかを設定し
ます。「あり」にするとサムネイル表示に、「な
し」にするとリスト表示になります。

タイトル表示：
画像表示画面で表示名を表示するかどうかを
設定します。

番号表示：
画像表示画面でフォルダ内またはアルバム内
での件数と総件数を表示するかどうかを設定
します。

コメント表示：
画像表示画面でコメントを表示するかどうか
を設定します。

小さい画像の拡大：
表示領域より小さい画像を表示したとき、画像
の縦横比を保持したまま表示領域いっぱいに
拡大表示するかどうかを設定します。ただし、
全画面表示では拡大表示されません。

大きい画像の縮小：
表示領域より大きい画像を表示したとき、画像
の縦横比を保持したまま表示領域に合わせて
縮小表示するかどうかを設定します。「なし」
に設定しても、全画面表示では縮小表示されま
す。

効果音再生：
画像を表示したとき、画像に設定されている効
果音を再生するかどうかを設定します。

全画面時の自動スクロール：
全画面表示したときに画像が画面に表示しき
れない大きさの場合、自動的にスクロールする
かどうかを設定します。

スライドショーの切替え速度：
スライドショーの表示速度を「速い」「普通」
「ゆっくり」から設定します。
スライドショーのランダム表示：
スライドショーの表示順をランダムにするか
どうかを設定します。

お知らせ
･画像一覧、画像表示画面から操作する場合は、mを押し
「動作設定」を選択します。

動画／ｉモーションを使いこなす

動画／ｉモーションを再生する
I FOMA端末では、MP4形式やASF形式のファイル
を再生できます。

I 画像サイズが48×48～320×240の動画／ｉモー
ションを再生できます。

お買い上げ時 一覧の画像表示：あり
タイトル表示：あり  番号表示：あり  コメント表示：あり  
小さい画像の拡大：なし  大きい画像の縮小：あり  
効果音再生：あり  全画面時の自動スクロール：あり
スライドショーの切替え速度：普通　
スライドショーのランダム表示：なし
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1 me52eフォルダを選択

ｉモーションの各フォルダには次のような動画／
ｉモーションが保存されています。

カメラ：
ビデオカメラやキャラ電で撮影した動画、動画／
ｉモーションから切り出した動画、動画メモ、サ
ウンドレコーダーで録音した音声
ｉモード：
サイトやｉモーションメールから取得した
ｉモーション、miniSDメモリーカードから移
動したコンテンツ移行対応のｉモーション
プリインストール：
お買い上げ時に登録されている動画→P419
データ交換：
miniSDメモリーカードから移動／コピーし
た動画／ｉモーション（コンテンツ移行対応の
ｉモーション以外）、データ通信で受信した動
画／ｉモーション
マイアルバム：
他のフォルダから移動した動画／ｉモーショ
ン
･ アルバムを作成すると表示されます。アルバ
ム名（マイアルバム）は変更できます。
→P340

■miniSDメモリーカードのフォルダを選択する：
ｉモーションのフォルダ一覧でt
miniSDメモリーカードの操作方法→P334

2 再生する動画／ｉモーションにカーソル
を合わせる
ファイルの表示名と詳細を示すマークが表示さ
れます。

･ マークの意味は次のとおりです。
a取得元

：プリインストール ：ｉモード
：カメラ ：データ交換
：キャラ電 ：テレビ電話

b再生制限
：再生制限なし ：回数制限あり
：期限制限あり ：期間制限あり

cファイルの種類
（白）：MP4
（青）：しおり付きMP4
（白）：ASF※

（青）：しおり付きASF※

※：ASFファイルは、miniSDメモリーカー
ドに保存されているもののみ再生でき
ます。

d ファイル制限
（青） ： ファイル制限なし
（グレー） ： ファイル制限あり

･ tを押すたびにサムネイル表示とリスト表示が
切り替わります。
･ サウンドレコーダーで録音した音声、音声のみ
の動画／ｉモーション（歌手の歌声など映像の
ないｉモーション）は、サムネイル表示では
で表示されます。

･ FOMAカード動作制限機能が設定されている動
画／ｉモーションは、サムネイル表示では で
表示されます。
･ 表示名などの詳細情報を変更できます。
■動画／ｉモーションをメールに添付する（ｉモー
ションメール）：送信する動画／ｉモーション
にカーソルを合わせてa
選択した動画／ｉモーションが添付されてい
るメール作成画面が表示されます。
メールに添付できる動画／ｉモーション
→P230

3 g［選択］を押す
再生中の動画／ｉモーションの下に再生状態や
動画／ｉモーションの種類などを示すマークが
表示されます。

･ しおりを設定した動画／ｉモーションの場合は、
しおりの位置から再生するかどうかの確認画面
が表示されます。「はい」を選択すると、しおり
の位置から再生され、「いいえ」を選択すると、
先頭から再生されます。

c da b

サムネイル表示 リスト表示

cdab

a

d ec

b

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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･ マークの意味は次のとおりです。
a再生音量
現在の音量を示します。

b再生状態
：再生中 ：停止中
：一時停止中

cファイルの種類
：音声のみ ：音声＋映像
：テキストのみ
：映像＋テキスト
：映像のみ
：音声＋映像＋テキスト
：音声＋テキスト

d拡大／縮小表示
：拡大表示中 ：縮小表示中

e再生時間
現在の再生時間と総再生時間を数字とバー
で示します。

･ 動画／ｉモーションの再生中は次の操作ができ
ます。
g：一時停止／再生／先頭から再生（停止中）
r：早送り再生
l：巻戻し再生
j／サイドキー［▲▼］：音量調整
p：停止
c ：一覧画面に戻る

■しおりを設定する：再生中にしおりを設定す
る場面でte「はい」を選択
･すでにしおりが設定されている場合は、破棄
されて新しい位置にしおりが設定されます。
･解除するときは、再生を停止させてからtを
押します。
･しおりは、データBOX内のｉモーションか
ら再生したとき、miniSDメモリーカードか
ら再生したとき、動画撮影画面でp（一覧）
を押して再生したときに設定できます。ただ
し、再生制限が設定されているｉモーション
には設定できません。

■画像の縦横を切り替える：*を押す
･*を押すたびに画像の縦横が切り替わりま
す。
･テロップが挿入されている動画／ｉモーショ
ンは切り替わりません。

お知らせ
･他のアプリケーションの影響により、動画／ｉモーショ
ンの保存時にサムネイル画像を取得できない場合があ
ります。そのような動画／ｉモーションは、サムネイル
表示では で表示されます。

ｉモーションに再生制限が設定されている
とき

ｉモーションに再生制限が設定されている場合は、再
生を開始する前に確認画面が表示されます。再生制限
の種類と確認する内容は次のとおりです。
回数制限

期限制限

期間制限

I 残り再生回数、再生期限、再生期間は詳細情報参照
で確認できます。

I 日付・時刻を変更しても、再生制限の期限や期間は
変更できません。

状　態 確認内容
再生回数
残あり

「あと×回（×／総再生回数）再生可能です。
再生しますか？」と表示されます。再生す
るときは「はい」、中止するときは「いいえ」
を選択します。

規定回数
再生済み

「再生可能回数が終了しました。削除します
か？」と表示されます。削除するときは「は
い」、残すときは「いいえ」を選択します。

状　態 確認内容
期限内 「（年/月/日 時:分）まで再生可能です。再

生しますか？」と表示されます。再生する
ときは「はい」、中止するときは「いいえ」
を選択します。

期限後 「再生可能期限が切れました。削除します
か？」と表示されます。削除するときは「は
い」、残すときは「いいえ」を選択します。

状　態 確認内容
期間内 「（年/月/日 時:分）～（年/月/日 時:分）ま

で再生可能です。再生しますか？」と表示
されます。再生するときは「はい」、中止す
るときは「いいえ」を選択します。

期間前 「再生可能日前です。再生できません」と表
示されます。gを押すと、動画／ｉモー
ション一覧に戻ります。

期間後 「再生可能期限が切れました。削除します
か？」と表示されます。削除するときは「は
い」、残すときは「いいえ」を選択します。
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動画／ｉモーションを待受画面や電話帳
などに設定する

I 音声のみの動画／ｉモーション（歌手の歌声など映
像のないｉモーション）、再生制限が設定されてい
るｉモーション、画像サイズが320×240より大
きいｉモーションは待受画面に設定できません。

I 着信音、着信画像、電話帳に設定できるのは、画像
サイズがSub-QCIF（128 ×96)、またはQCIF
（176×144）の動画／ｉモーションです。ただ
し、着信画像と電話帳に設定できるのは映像のみの
動画／ｉモーションです。

I 着信音および着信画像に設定できるのは、詳細情報
の着信音設定および着信画面設定が「可」になって
いる動画／ｉモーションのみです。ただし、次の動
画／ｉモーションは設定できません。
- 赤外線通信やデータリンクソフトなどを使用して
パソコンや他のFOMA端末に転送してから、もう
一度FOMA端末本体に戻したもの
- コンテンツ移行対応のｉモーション以外で、miniSD
メモリーカードから、FOMA端末本体にコピーまた
は移動したもの（FOMA端末本体からminiSDメモ
リーカードにコピーまたは移動してから、もう一度
FOMA端末本体にコピーまたは移動したものを含
む）

〈例〉待受画面に設定するとき

1 me52eフォルダを選択

2 設定する動画／ｉモーションにカーソル
を合わせてme2

3 1e「はい」を選択
･ 拡大表示できる動画／ｉモーションの場合は、
等倍表示または拡大表示に設定できます。

動画／ｉモーションを待受画面に設定したとき
の動作→P131

■電話帳に新規登録する：2を押す
電話帳登録→P101

■すでに登録されている電話帳に更新登録する：
3e更新する電話帳データを選択
･すでに動画／ｉモーションが設定されている
ときは、選択した動画／ｉモーションに置き
換わります。

■着信音に設定する：4e1～7

■メモリ指定着信音（電話、メール）に設定する：
a4e8または9
b設定する電話帳データを選択e内容を確認
してp
･すでに着信音が設定されているときは、選
択した動画／ｉモーションに置き換わり
ます。

■着信画像（音声電話、テレビ電話）に設定する：
5e1または2
･すでに着信画像が設定されているときは、選
択した動画／ｉモーションに置き換わりま
す。

動画／ｉモーションを編集する
静止画の切り出しや任意の範囲の切り出しなど、ｉモー
ションに保存されている動画／ｉモーションを編集し
ます。
I 編集できる動画／ｉモーションは次のとおりです。
- 自端末で撮影した動画
- 自端末で撮影した動画以外の動画／ｉモーション
で、ファイル制限がないもの

I 再生制限付きのｉモーション、お買い上げ時に登録
されている動画／ｉモーションは編集できません。
また、ASF形式の動画などファイルの形式などによ
り編集できない動画／ｉモーションがあります。

I 編集中に動画／ｉモーションを再生したときのマー
クの意味とキー操作→P314「動画／ｉモーション
を再生する」操作3

静止画を切り出す（キャプチャ）

動画／ｉモーションの再生中に任意の位置を指定し、
静止画として切り出し（キャプチャ）します。
I 切り出した静止画の画像サイズは、動画／ｉモーショ
ンの再生サイズになります。

I テロップはキャプチャした静止画に表示されませ
ん。

1 me52eフォルダを選択eキャプ
チャする動画／ｉモーションを選択
選択した動画／ｉモーションが再生されます。

2 再生中の任意の位置でme3
･ 切り出しの操作をやり直すときは、cまたは

m［中断］を押します。

3 画像を確認してp［保存］
キャプチャした静止画が、マイピクチャ内の「カ
メラ」フォルダに保存されます。

･ 続けてキャプチャする
には、gを押して再生
を再開してから、操作
2～3を繰り返します。

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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■キャプチャした静止画をメールに添付する：
aを押す
キャプチャした静止画がマイピクチャ内の
「カメラ」フォルダに保存され、キャプチャし
た静止画が添付されているメール作成画面が
表示されます。
･キャプチャした静止画のファイルサイズが
9000バイト以下の場合は、本文へ貼り付け
るかどうかの確認画面が表示されます。「は
い」を選択するとメール本文へ貼り付けられ
ます。
･キャプチャした静止画の画像サイズやファ
イルサイズによっては、メールに添付できま
せん。→P231

動画／ｉモーションを切り出す

動画／ｉモーションを先頭から任意の位置まで切り
出します。

1 me52eフォルダを選択e切り出
す動画／ｉモーションにカーソルを合わ
せてme41
選択切り出しモードになり、再生時間の下に
が表示されます。
･ 切り出す動画／ｉモーションにテロップが挿入
されている場合、テロップが削除される可能性
がある旨を通知する画面が表示されます。「は
い」を選択すると、選択切り出しモードになり
ます。このとき、切り出す位置によっては、テ
ロップが消去される場合があります。

2 g［始点］e切り出す位置でg［終点］

･ 切り出しの操作をやり直すときはcを押しま
す。
･ 動画の再生中に切り出しを中断するときはm［中
断］を押します。
･ 動画／ｉモーションをgを押さずに最後まで
切り出したときは、自動的に切り出しを終了
し、終点がファイルの最大サイズより約1000
バイト小さい位置に設定されます。

■切り出しサイズの上限を設定する：
･切り出し元のファイルサイズが290Kバイト
より大きいときのみ設定できます。

ag［始点］を押す前にm［設定］e「メー
ル添付用（小）」（290Kバイト）、「メール
添付用（大）」（490Kバイト）、「設定なし」
（切り出し元の動画のファイルサイズ）を選
択
･切り出し中のファイルサイズが設定した
切り出しサイズの上限に達したときは、自
動的に切り出しを終了します。
･切り出し元のファイルサイズが490Kバイ
トより大きい場合は、「設定なし」に設定で
きません。また、切り出ししようとした場
合は、上限の設定に関わらず490Kで自動
的に切り出しを終了します。

3 表示名を入力ep［保存］
切り出した動画／ｉモーションは新しいデータ
として、元の動画／ｉモーションと同じフォルダ
に保存されます。

■切り出した動画／ｉモーションを再生する：
tを押す

■切り出した動画／ｉモーションをメールに添付
する：aを押す
切り出した動画／ｉモーションは、新しいデー
タとして元の動画／ｉモーションと同じフォ
ルダに保存され、切り出した動画／ｉモーショ
ンが添付されているメール作成画面が表示さ
れます。
･切り出し元の画像サイズが320×240の場
合は、切り出した動画／ｉモーションはメー
ルに添付できません。

ファイルサイズを指定して切り出す

動画／ｉモーションを先頭から指定したファイルサ
イズまで切り出します。
I 指定できるファイルサイズは10～490Kバイトで
す。

I 指定できるファイルサイズの上限は、切り出す動画／
ｉモーションにより異なります。

現在のファイルサイズ／
最大ファイルサイズ

･ 表示名は全角・半角を
問わず最大36文字入
力できます。
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1 me52eフォルダを選択e切り出
す動画／ｉモーションにカーソルを合わ
せてme42
･ 切り出す動画／ｉモーションにテロップが挿入
されている場合、テロップが削除される可能性
がある旨のメッセージが表示されます。「はい」
を選択すると、サイズ切り出しモードになりま
す。このとき、切り出す位置によっては、テロッ
プが消去される場合があります。

2 切り出すサイズを入力
指定したファイルサイズで動画／ｉモーション
が切り出されます。

■メール添付のサイズで切り出しサイズを設定
する：
･切り出し元のファイルサイズが290Kバイト
より大きいときのみ設定できます。

aサイズ切り出しの画面でm（設定）e「メー
ル添付用（小）」（290Kバイト）、「メール
添付用（大）」（490Kバイト）を選択
･「メール添付用（小）」に設定すると「290」
が、「メール添付用（大）」に設定すると
「490」が、切り出しサイズに自動的に設
定されます。

3 表示名を入力ep［保存］
切り出した動画／ｉモーションが、新しいデータ
として元の動画／ｉモーションと同じフォルダ
に保存されます。

■切り出した動画／ｉモーションを再生する：
tを押す

■切り出した動画／ｉモーションをメールに添付
する：aを押す
元の動画／ｉモーションと同じフォルダに保
存され、切り出した動画／ｉモーションが添付
されているメール作成画面が表示されます。
･切り出し元の画像サイズが320×240の場
合は、切り出した動画／ｉモーションはメー
ルに添付できません。

テロップを挿入する

動画／ｉモーションには文字情報（テロップ）を挿入
できます。
I テロップは最大10個挿入できます。ただし、テロッ
プを挿入する動画／ｉモーションによっては10個
より少なくなる場合があります。

I すでに挿入されているテロップの内容は変更でき
ません。新しくテロップを挿入するには、すでに挿
入されているテロップをすべて削除します。

I テロップを挿入すると、着モーションに設定できな
くなります。

1 me52eフォルダを選択eテロッ
プを挿入する動画／ｉモーションにカー
ソルを合わせてme431
･ すでにテロップが挿入されている場合は、削除
して新しいテロップを作成するかどうかの確
認画面が表示されます。「はい」を選択すると、
すでに挿入されているすべてのテロップが削
除されます。

■テロップを削除する：me432e
「はい」を選択
挿入されているすべてのテロップが削除され
ます。

2 下記の各項目を選択して設定ep
表示間隔：
テロップの配置のしかたを設定します。
･「ユーザ指定」に設定すると、テロップを設
定する位置を任意に指定できます。
･「等間隔」に設定すると、テロップ数を設定
できます。動画／ｉモーションの再生時間内
に、指定した数のテロップが等間隔で挿入さ
れます。

テロップ数：
1～10の範囲で入力します。
･ 表示間隔を「ユーザ指定」に設定したときは
確認メッセージが表示され、再生画面の下に

が表示されます。
･ 表示間隔を「等間隔」に設定したときは、操
作5に進みます。

･ 表示名は全角・半角を
問わず最大36文字入
力できます。
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3 gで再生を開始eテロップの設定位置で
g
再生は中断しません。gを押すたびにテロップ
の位置が設定されます。

･ 再生を開始すると先頭に1個目のテロップの位
置が設定されます。
･ テロップの位置の設定を終了するにはpを押
します。
テロップの位置を9箇所設定するか、動画／
ｉモーションの再生が終了すると、自動的にテ
ロップの位置の設定を終了します。

4 「はい」を選択

5 テロップの入力欄を選択eテロップに表
示する文字を入力

■テロップを装飾する：装飾するテロップに
カーソルを合わせてae下記の各項目を選択
して設定ep
テロップ1～10：
テロップ編集画面で入力した文字が表示さ
れます。選択すると、文字を入力できます。

文字色：
文字の色を設定します。
･「指定なし」に設定すると、文字色は白に
なります。
･絵文字には反映されません。

背景色：
テロップの背景色を設定します。
･「指定なし」に設定すると、背景色は黒に
なります。

スクロール動作：
文字のスクロール動作を設定します。
･「スクロール・イン」に設定すると、文字
が移動しながら徐々に表示されます。
･「スクロール・アウト」に設定すると、文
字が移動しながら徐々に表示されなくな
ります。
･「スクロール・イン＆アウト」に設定する
と、文字が移動しながら徐々に表示され、
その後徐々に表示されなくなります。
･「なし」に設定すると、文字はスクロール
しません。

スクロール方向：
スクロール動作を「なし」以外に設定した
ときの文字のスクロール方向を設定しま
す。

文字位置：
文字の表示位置を設定します。

文字サイズ：
文字の大きさを設定します。

下線：
文字に下線を付けるように設定します。

点滅：
文字が点滅するように設定します。

6 pを押す
･ テロップを挿入する前の動画／ｉモーションの
ファイルサイズが300Kバイト以下で、テロッ
プを挿入した結果が300Kバイトより大きく
なった場合、メール添付用（小）サイズを超え
る旨のメッセージが表示されます。そのままテ
ロップを挿入する場合はgを押します。

7 表示名を入力ep［保存］
テロップを挿入した動画／ｉモーションが、新し
いデータとして元の動画／ｉモーションと同じ
フォルダに保存されます。

■テロップを挿入した動画／ｉモーションを再生
する：tを押す

■テロップを挿入した動画／ｉモーションをメー
ルに添付する：aを押す
元の動画／ｉモーションと同じフォルダに保
存され、テロップを挿入した動画／ｉモー
ションが添付されているメール作成画面が表
示されます。

･ 全角で最大20文字、半
角で最大40文字入力
できます。

･ 表示名は全角・半角を
問わず最大36文字入
力できます。
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動作設定

動画／ｉモーションの動作条件を設
定する

動画／ｉモーションの再生時の照明や音量などの条
件を設定します。

1 me52eme5e下記の各項目
を選択して設定ep［登録］
一覧の画像表示：
動画／ｉモーション一覧で画像表示をするか
どうかを設定します。「あり」にするとサムネ
イル表示に、「なし」にするとリスト表示にな
ります。

表示画像の拡縮：
表示領域（横再生時：320×240、縦再生時：
240×200）と再生する動画／ｉモーション
のサイズが合わないときに、拡大または縮小表
示をするかどうかを設定します。
･「なし」に設定すると、拡大または縮小表示
しません。ただし、表示領域より大きいサイ
ズの動画／ｉモーションを再生したときは、
縦横比を保持したまま、表示領域に合わせて
動画／ｉモーションを縮小表示します。
･「あり」に設定すると、縦横比を保持したま
ま表示領域に合わせて動画／ｉモーション
を拡大または縮小表示します。

リピート再生：
アルバム再生時にリピート再生するかどうか
を設定します。

照明設定：
再生中の照明の動作を設定します。
･「端末設定に従う」に設定すると、ディスプ
レイの照明設定に従って照明が点灯します。
･「常灯」に設定すると、再生中は常に照明が
点灯します。
･ ディスプレイの照明設定（点灯時間設定）に
も反映されます。

音量：
再生時の音量を設定します。

サラウンド：
再生時にサラウンド効果を有効にするかどう
かを設定します。
･ ステレオ効果設定の動画（ｉモーション）に
も反映されます。

お知らせ
･動画／ｉモーション一覧から操作する場合は、mを押
し「動作設定」を選択します。

コンテンツ移行対応

動画／ｉモーションをminiSDメモ
リーカードに移動する

FOMA端末のコンテンツ移行対応のデー
タをminiSDメモリーカードに移動する

サイトから取得し、FOMA端末に保存した著作権のあ
るｉモーションをminiSDメモリカードに移動しま
す。コピーはできません。
I コンテンツ移行対応のｉモーションは、詳細情報
（→P342）の「miniSDへの移動」が「可」または
「可（同一機種間）」になっている場合だけ、miniSD
メモリーカードに移動できます。

I 移動したｉモーションは、miniSDメモリーカード内
の「動画 」フォルダのホームフォルダに保存され
ます。→P335

1 me52eｉモードフォルダを選択
e移動するｉモーションにカーソルを合
わせてme54

2 1～3

■複数移動する：2e移動するｉモーション
を選択ep

3 「はい」を選択
･ 移動を中止するときはgを押します。

お知らせ
･新しいフォルダを作成し（→P335）、ｉモーションを
移動した場合、他のFOMA端末で確認できないことがあ
ります。
･データの移動中にminiSDメモリーカードを取り外した
り、電源を切ったりしないでください。miniSDメモリー
カード内のすべてのコンテンツ移行対応データが利用
できなくなる場合があります。
･「複数移動」や「全件移動」を選択して、コンテンツ移行
対応以外のｉモーションも一緒にminiSDメモリーカー
ドに移動した場合は、コンテンツ移行対応以外のｉモー
ションは、miniSDメモリーカードの「動画」または「そ
の他の動画」フォルダに保存されます。

コンテンツ移行対応のデータをFOMA端末
またはフォルダに移動する

miniSDメモリーカードに保存した著作権のあるｉモー
ションを、FOMA端末またはminiSDメモリーカード内
の他のフォルダ（→P335）に移動します。

1 me6513eaeフォルダを
選択e移動するデータにカーソルを合わ
せてme2e1または2

お買い上げ時 一覧の画像表示：あり  
表示画像の拡縮：なし  リピート再生：ON
照明設定：常灯  音量：レベル20  サラウンド：OFF
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2 1～3

■複数移動する：2e移動するデータを選択
ep

3 「はい」を選択
本体へ移動したデータは、ｉモーションの「ｉモー
ド」フォルダに保存されます。

■本体に全件移動する：認証操作e「はい」を
選択

■フォルダに移動する：移動先のフォルダに
カーソルを合わせてp

お知らせ
･miniSDメモリーカード内のコンテンツ移行対応のｉモー
ションは、サイトからダウンロードしたり、FOMA端末か
らminiSDメモリーカードに移動したときと同じFOMA
カードを挿入しているとき（ｉモーションによっては、さ
らに同一機種であるとき）のみ移動できます。
･ 902iシリーズでminiSDメモリーカードに保存された
コンテンツ移行対応のデータは、FOMA端末またはフォ
ルダへの移動ができません。

キャラ電を使いこなす

キャラ電とは
テレビ電話利用時に、自分の映像の代わりに画面に表
示させるキャラクタのことです。テレビ電話中にダイ
ヤルキーを押すことでキャラクタを動かし、そのとき
の気持ちを手軽に表現できます。また、キャラ電を待
受画面に設定して、待受時や不在着信があるときに特
定のアクションを動作させたり、表示中のキャラ電の
静止画や動画を撮影して保存したりもできます。
I テレビ電話中にキャラ電を利用する→P81
I キャラ電によっては、送話口からの音声に反応して
口を動かすものもあります。

I サイトなどからダウンロードしたキャラ電を保存
できます。

I キャラ電のアクションには、キャラクタの全体が動
く「全体アクション」と部分的に動く「パーツアク
ション」があります。キャラ電によっては、アク
ションがないものや、全体アクションまたはパーツ
アクションのどちらかのみのものもあります。

キャラ電を表示する
I お買い上げ時は、次のキャラ電が「プリインストー
ル」フォルダに保存されています。

I お買い上げ時に保存されているキャラ電を削除し
た場合は、「＠Fケータイ応援団」のサイトからダウ
ンロードできます。→P423

1 me54eフォルダを選択

キャラ電の各フォルダには次のようなキャラ電
が保存されます。

ｉモード：
サイトからダウンロードしたキャラ電
プリインストール：
お買い上げ時にFOMA端末に登録されている
キャラ電
マイフォルダ：
他のフォルダから移動したキャラ電
･ フォルダを作成すると表示されます。フォル
ダ名（マイフォルダ）は変更できます。
→P340

2 表示するキャラ電を選択
キャラ電一覧画面では、各キャラ電の表示名とそ
の詳細を示すマークが表示されます。

･ マークの意味は次のとおりです。
a取得元

：ｉモード ：プリインストール
bファイル制限

（グレー） ： ファイル制限あり
･ 表示名などの詳細情報を変更できます。

©BVIG

ブンブン（Dimo）
エレボ
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■キャラ電を利用してテレビ電話をかける：
a利用するキャラ電にカーソルを合わせてt
b電話番号入力欄を選択e電話番号を入力e

t
･pを押して電話帳から電話番号の入力も
できます。→P105
･mを押して条件を設定して電話をかけら
れます。→P56

■キャラ電をテレビ電話の代替画像に設定する：
代替画像に設定するキャラ電にカーソルを合
わせてa
･キャラ電表示画面でtを1秒以上押しても、
設定できます。

■キャラ電を待受画面に設定する：
a設定するキャラ電にカーソルを合わせて

me4e待受アクション設定画面で、各
項目を選択して設定ep
通常、不在着信、未読メールのアクション
とアクション間隔を設定します。
･「全体アクション」「パーツアクション」を
設定した場合は、アクション一覧からア
クションを選択します。
･パーツアクションがないキャラ電の場合、
「パーツアクション」を設定しても、アク
ションは設定できません。
･「直接入力」を設定した場合は、アクショ
ンに対応したダイヤルキーを押してくだ
さい。
･「OFF」に設定すると、あらかじめ設定さ
れている動作になり、アクションは設定
できません。
･アクション間隔ではアクションを繰り返
す間隔（1～5秒）を選択します。「OFF」
を設定すると選択したアクションが1回
だけ動作します。

b「はい」を選択
･キャラ電は、等倍表示または拡大表示に
設定できます。
･すでにｉアプリ待受画面が設定されてい
る場合は、続けてｉアプリ待受画面を解
除するかどうかの確認画面が表示されま
す。 「はい」を選択すると、ｉアプリ待受
画面が解除されます。

3 キャラ電を操作
1～9、#を押すと、その数字に応じたア
クションをします。

■キャラ電を切り替える：me91eフォ
ルダを選択e表示するキャラ電を選択

■アクション名を確認する：aを押す
設定中のアクションモードのアクション一覧
が表示されます。
･アクションを選択すると、キャラ電が動きま
す。
･mを押すと、アクションの詳細を確認できま
す。

■全体アクションとパーツアクションを切り替
える：a（1秒以上）
1秒以上押すたびに全体アクション と
パーツアクション が切り替わります。

■ お買い上げ時に登録されているキャラ電のアク
ション一覧
ブンブン（Dimo）
全体アクション

エレボ
全体アクション

I キャラ電表示中に、アクションの番号と同じダイヤ
ルキーを押すと、該当するアクションをします。

お知らせ
･キャラ電を編集したり、メール添付やデータ転送で
FOMA端末外に保存はできません。
･キャラ電の待受アクション設定画面で複数の項目にア
クションを設定している場合は、次の優先順位に従って
キャラ電はアクションします。
a不在着信、未読メール
b通常
aで不在着信と未読メールの両方が設定されている場
合、不在着信と未読メールの両方が存在するときは、そ
れぞれに設定されているアクションを交互に繰り返し
ます。aとbが同時に設定されている場合、不在着信と
未読メールの両方が存在しないときは、通常のアクショ
ンが動作します。

アクションモード

･ アクションを中止する
には0を押します。
･ uを押すと表示領域に
合わせて拡大表示され
ます。dを押すと等倍
表示されます。

1 嬉しい 2 ごめんなさい
3 びっくり 4 ラブラブ
5 病気 6 酔っぱらい
7 着ぐるみ 8 拾ってください
9 成金

1 はい 2 いいえ
3 喜ぶ 4 怒る
5 悲しむ 6 ごめんなさい
7 びっくり 8 びみょー
9 ばいばい

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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キャラ電撮影

キャラ電を撮影する
キャラ電の静止画や動画を撮影します。
I 撮影した静止画や動画は、カメラで撮影した静止画
や動画と同様のファイル形式で保存されます。
画像ファイルの保存形式→P170

キャラ電撮影画面の見かたは次のとおりです。
a撮影方法

：静止画 ：動画
b保存先※

：FOMA端末 ：miniSDメモリーカード
cアクション種別

：全体アクション
：パーツアクション

d撮影種別
：動画＋音声
：動画のみ（マイクあり）
：動画のみ（マイクなし）
：静止画

e画像サイズ
：（静止画、動画ともに固定）

f画質※

静止画撮影時
：エコノミー ：スタンダード
：ファイン

動画撮影時
：LP（長時間） ：STD（標準）
：HQ（高品質） ：HQ＋（最高品質）

gサイズ制限
静止画撮影時：制限はありません。
動画撮影時※

：メール添付用（小）（290Kバイト）
：メール添付用（大）（490Kバイト）

※：静止画設定または動画設定で設定を変更できま
す。

静止画／動画を撮影する

1 me54eフォルダを選択e撮影す
るキャラ電にカーソルを合わせてp

2 tを押す

･ tを押すたびに撮影種別は次の順序で切り替わ
ります。

動画＋音声：
キャラ電と送話口からの音声を動画撮影しま
す。送話口からの音声に反応するキャラ電の場
合は、音声に合わせて口を動かします。

動画のみ（マイクあり）：
キャラ電のみを動画撮影します。マイクは送話
口からの音声に反応するキャラ電のみ有効と
なり、送話口からの音声に反応してキャラ電が
口を動かします。音声は録音されません。

動画のみ（マイクなし）：
キャラ電のみを動画撮影します。マイクは無効
となります。

静止画：
キャラ電を静止画撮影します。

3 1～9または#
キャラ電の操作方法→P322「キャラ電を表示す
る」操作3

■キャラ電を切り替える：me11eフォ
ルダを選択e撮影するキャラ電を選択

4 g［撮影］を押す
撮影確認音（シャッター音）が鳴り、保存されま
す。動画撮影の場合には、撮影中の状態でpを
押すと、その時点で撮影が終了し保存されます。
動画撮影中もキャラ電の操作が可能です。
･ 保存先をminiSDメモリーカードに設定してい
る場合は、miniSDメモリーカード内の「マイ
ピクチャ」フォルダまたは「動画」フォルダに
保存されます。→P327
･ 動画の撮影中にファイルサイズが制限値に達
すると、撮影が自動的に終了し、その時点まで
に撮影した動画が保存されます。

b

c d efg

a

撮影種別
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■静止画設定または動画設定で自動保存を「し
ない」に設定している：

確認画面では次の操作ができます。
g：静止画／動画の保存
m：保存先の切り替え
t：取消
a：メール作成
p：動画の再生

■保存した静止画や動画をすぐに確認する：
pe確認する静止画または動画を選択
･確認後cを2回押すと、撮影画面に戻りま
す。

お知らせ
･キャラ電を撮影する場合の注意事項
→P174「カメラで静止画を撮影する」のお知らせ
→P179「ビデオカメラで動画を撮影する」のお知らせ
･キャラ電の静止画撮影待機中や動画撮影待機中に電話
をかけたり受けたりすると、通話終了後は撮影画面に戻
ります。
･送話口からの音声に反応するキャラ電は、送話口からの
音声の大きさによっては正しく動作しない場合があり
ます。
･保存領域の空きが足りないときや最大保存件数を超え
るときは、画面の指示に従って、不要な画像を削除して
から撮影してください。

静止画／動画の撮影動作を設定する
＜静止画設定／動画設定＞

キャラ電の静止画または動画を撮影するときの画質、
品質や表示サイズなどを設定します。

1 キャラ電の撮影画面でme4e下記の
各項目を選択して設定ep［登録］

設定項目について

静止画のみ

動画のみ

静止画／動画

お買い上げ時
･静止画設定
画質：スタンダード  撮影確認音：標準  撮影後ファイル
制限：なし  自動保存：する  保存先：本体  表示サイズ：
拡大  照明設定：端末設定に従う
･動画設定
品質：STD（標準）  サイズ制限：メール添付用（小）  
撮影確認音：標準  撮影後ファイル制限：なし  自動保存：
する  保存先：本体  表示サイズ：拡大  照明設定：端末設
定に従う

確認画面が表示されま
す。 項　目 説　明

画質 保存する静止画ファイルの画質を設定し
ます。画質がよくなるほど静止画のファ
イルサイズは大きくなります。

項　目 説　明
品質 撮影する動画の品質を設定します。品質

がよくなるほど、動画のファイルサイズ
は大きくなります。

サイズ制限 保存する動画ファイルのサイズ制限値を
設定します。撮影中の動画ファイルサイ
ズが制限値に達すると、自動的に撮影を
終了します。

項　目 説　明
撮影確認音 撮影開始と終了時の撮影確認音（シャッ

ター音）を設定します。
･撮影確認音（シャッター音）にカーソル
を合わせると音が鳴ります。

撮影後
ファイル
制限

メール添付やデータ転送によって他の携
帯電話に静止画、動画を送信したとき、受
信した相手の携帯電話からさらに他の携
帯電話に静止画、動画を送信することを
制限するかどうかを設定します。
･ダウンロードしたキャラ電で最初から
「あり」に設定されている場合は、「な
し」に変更できません。
･「あり」に設定されているキャラ電で撮
影した静止画や動画（自端末で、撮影後
ファイル制限を「あり」に設定した場合
を除く）は編集、転送、メール添付がで
きません。

自動保存 撮影した静止画や動画を自動で保存する
かどうかを設定します。
･「する」に設定すると、設定されている
保存先に自動的に保存されます。
･「しない」に設定すると、最後に確認画
面が表示され、保存先の切り替えやメー
ル作成などの操作ができます。

保存先 保存先を設定します。
表示サイズ 撮影中のキャラ電を表示領域に合わせて

拡大表示するか、画面中央に等倍表示す
るかを設定します。
･撮影画面を表示したときから有効にな
ります。

照明設定 撮影中の照明の動作を設定します。
･「端末設定に従う」に設定すると、ディ
スプレイの照明設定に従って照明が点
灯します。
･「常灯」に設定すると、キャラ電再生中
は常に照明が点灯します。

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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動作設定

キャラ電の動作条件を設定する

キャラ電再生時の表示サイズと照明の条件を設定し
ます。

1 me54eme4e下記の各項目
を選択して設定ep［登録］
表示サイズ：
キャラ電を再生するとき表示領域に合わせて
拡大表示するか、画面中央に等倍表示するかを
設定します。

照明設定：
キャラ電再生中の照明の動作を設定します。
･「端末設定に従う」に設定すると、ディスプレ
イの照明設定に従って照明が点灯します。
･「常灯」に設定するとキャラ電のフォルダ一覧、
キャラ電一覧表示中およびキャラ電再生中は
常に照明が点灯します。

メロディを使いこなす

メロディを再生する
I FOMA端末では、SMF形式やMFi形式のメロディを
再生できます。

1 me53eフォルダを選択

メロディの各フォルダには次のようなメロディ
が保存されます。

ｉモード：
サイトやｉモードメールから取得したメロディ
プリインストール：
お買い上げ時にFOMA端末に登録されている
メロディ→P121
メール添付メロディ：
お買い上げ時にFOMA端末に登録されている
ｉモードメール添付用のメロディ→P230
データ交換：
バーコードリーダーで読み取ったメロディや
miniSDメモリーカードから移動またはコピー
したメロディ、データ通信で受信したメロディ
マイアルバム：
他のフォルダから移動したメロディ
･ アルバムを作成すると表示されます。アルバ
ム名（マイアルバム）は変更できます。
→P340

■miniSDメモリーカードのメロディ一覧に切り
替える：メロディのフォルダ一覧でt
miniSDメモリーカードの操作方法→P334

2 再生するメロディにカーソルを合わせる
メロディ一覧画面では、各メロディの表示名とそ
の詳細を示すマークが表示されます。

･ マークの意味は次のとおりです。
a取得元

：ｉモード
：ｉモード＋3Dサウンド対応
：データ交換
：データ交換＋3Dサウンド対応
：プリインストール／メール添付メロ
ディ
：プリインストール＋3Dサウンド対応

3Dサウンドとは→P122
bファイル制限

（青） ： ファイル制限なし
（グレー） ： ファイル制限あり

･ 表示名などの詳細情報を変更できます。
■メロディをメールに添付する：メロディに
カーソルを合わせてa
･m1を押しても同様に操作できます。
メールに添付できるメロディ→P230

3 g［選択］を押す
メロディ再生画面では、再生しているメロディの
表示名と再生位置や音量を示すマークが表示さ
れます。

･ マークの意味は次のとおりです。
a再生バー ： 現在の再生位置を示します。
b再生音量 ： 現在の音量を示します。
･ メロディの再生中は次の操作ができます。

h／サイドキー［▲▼］ ： 音量調整
j／サイドキー［▲▼］（1秒以上） ： 前後の
メロディ再生

c／g ： 停止

お買い上げ時 表示サイズ：拡大  
照明設定：端末設定に従う

ba

a b
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メロディを着信音に設定する

I「メール添付メロディ」フォルダのメロディは着信
音に設定できません。

〈例〉音声電話着信音に設定するとき

1 me53eフォルダを選択e設定す
るメロディにカーソルを合わせてme
2

2 1を押す

■メール、チャットメール、メッセージR/F、テ
レビ電話、プッシュトークの着信音に設定す
る：2～7

■メモリ指定着信音（電話、メール）に設定する：
a8または9
bメモリ指定着信音を設定する電話帳データ
を選択ep
･すでに着信音が設定されているときは、
選択したメロディに置き換わります。

動作設定

メロディの動作条件を設定する

メロディの再生時の音量やイルミネーションパター
ンなどの条件を設定します。

1 me53eme5e下記の各項目
を選択して設定ep［登録］
音量：
音量を設定します。

イルミネーションパターン：
ランプの点灯パターンを設定します。

イルミネーションカラー：
ランプの点灯色を設定します。

バイブレータ：
振動パターンを設定します。

再生位置：
全体を再生（フルコーラス再生）するか一部分
を再生（ポイント再生）するかを設定します。

再生画面背景：
背景に表示する画像を設定します。「選択」に
設定すると、画像フォルダに保存されている画
像が選択できます。

ステレオ・3Dサウンド：
「ON」に設定すると、広がりや奥行きのある立
体音響でメロディを再生します。「OFF」に設
定すると、立体音響のないモノラル再生となり
ます。
･ ステレオ効果設定のメロディにも反映され
ます。

3Dサウンドとは→P122

お知らせ
･メロディ一覧およびメロディ再生画面から操作する場
合は、mを押し「動作設定」を選択します。
･メロディによっては、イルミネーションパターンやバイ
ブレータを「メロディ連動」に設定しても連動しない場
合があります。
･メロディによっては、再生位置を「ポイント再生」に設
定しても、ポイント再生しない場合があります。

miniSDメモリーカードを使いこなす

miniSDメモリーカードについて
FOMA端末では、撮影した静止画や動画、メロディなど
のデータをminiSDメモリーカードに保存したり、電話
帳やスケジュールなどのデータをバックアップしたり
できます。また、パソコンなどの外部機器で作成した動
画をminiSDメモリーカードに保存してFOMA端末で再
生したり（→P446）、パソコンからminiSDメモリー
カード内のデータを操作したりできます（→P446）。
I miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途
miniSDメモリーカードが必要です。miniSDメモ
リーカードをお持ちでない場合は、家電量販店など
でお買い求めいただけます。

I 初期化されていないminiSDメモリーカードは、FOMA
端末で初期化してから使用してください。なお、初期
化を中断したminiSDメモリーカードの動作は保証で
きません。→P337

I miniSDメモリーカードは、SDメモリーカード規格
に準拠したフォーマット（FAT12／FAT16）でお
使いください。FAT32でフォーマットした場合は正
常に動作しないことがあります。FAT以外のフォー
マットで初期化されたminiSDメモリーカードは、
FOMA端末で利用できません。

I miniSDメモリーカード内の画像、動画／ｉモーショ
ン、メロディは、待受画面、着信音、着信画像など
には設定できません。FOMA端末に移動またはコ
ピーしてから設定してください。

お買い上げ時 音量：レベル3  イルミネーションパ
ターン：点滅  イルミネーションカラー：ライム  バイブ
レータ：OFF  再生位置：フルコーラス再生  再生画面背景：
標準  ステレオ・3Dサウンド：ON

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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I FOMA端末では市販の2GバイトまでのminiSDメ
モリーカードに対応しています（2006年6月現
在）。
動作確認したminiSDメモリーカードの製造メー
カーや容量など、最新の動作確認情報については次
の方法でご確認いただけます。
- ｉモードから「＠Fケータイ
応援団」（2006年6月現在）
ｉMenu→メニューリスト
→ケータイ電話メーカー→
@Fケータイ応援団
- パソコンから
http://www.fmworld.net/
product/phone/minisd/
なお、上記に掲載されている情報は動作確認の結
果であり、すべての動作を保証するものではあり
ません。

I FOMA端末とパソコンを接続するには、USBケーブ
ルが必要です。

miniSDメモリーカード使用時の留意事
項

I データの保存中や削除中、使用状況確認中、初期化
中は、miniSDメモリーカードを取り外したり、電
源を切ったり、衝撃を与えたりしないでください。
データが壊れる場合があります。

I miniSDメモリーカードを取り付けているFOMA端
末に落下などの強い衝撃を与えないでください。
miniSDメモリーカードが飛び出す場合がありま
す。

I miniSDメモリーカードにラベルやシールを貼らな
いでください。

I 表面に傷、ゴミなどが付着しているminiSDメモリー
カードや、変形しているminiSDメモリーカードは
FOMA端末に取り付けないでください。故障の原因
となる場合があります。

I データのコピー中、移動中、削除中やminiSDメモ
リーカードの初期化中、情報更新中はディスプレイ
上部に が表示され、データ転送モード（圏外と
同じ状態）になるため、通話、ｉモード、データ通
信などはできません。また、sを押して他の機能
に切り替えることもできません。

I オールロック中、PIMロック中はminiSDメモリー
カードを使用できません。

I パソコンなど他の機器で書き込み保護されたminiSD
メモリーカードは、データの保存、削除、初期化など
ができません。

I パソコンなど他の機器からminiSDメモリーカード
に保存したデータは、FOMA端末で表示、再生でき
ない場合があります。また、FOMA端末からminiSD
メモリーカードに保存したデータは、他の機器で表
示、再生できない場合があります。

I ご利用になるminiSDメモリーカードによっては、保
存した動画に乱れが発生する場合があります。

I miniSDメモリーカードに保存されたデータは、バッ
クアップを取るなどして別に保管してくださるよう
お願いします。万一、保存されたデータが消失また
は変化しても、当社としては責任を負いかねますの
であらかじめご了承ください。

SDメモリーカード対応機器で使用する
には

miniSDメモリーカードとminiSDメモリーカードア
ダプタを組み合わせると、miniSDメモリーカードを
SDメモリーカード対応機器で使用できます。

■ 誤消去を防ぐには
miniSDメモリーカードとminiSDメモリーカード
アダプタを組み合わせて使用する場合は、miniSD
メモリーカードアダプタに付いている誤消去防止
スイッチを使用することにより誤消去を防げます。

miniSDメモリーカードのフォルダ構成

■ FOMA端末で表示したとき
miniSDメモリーカードのフォルダ構成は次のと
おりです。データの種類によって保存先が分かれ
ています。

サイトアクセス
用QRコード

フォルダ 保存されるデータ 最大保存
件数※2

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

マイ
ピクチャ

カメラで撮影した静止画、
DCF※1規格のJPEG、GIF 9999件

その他の
画像

DCF※1規格外のJPEG、
GIFアニメーション 9999件

動画 カメラで撮影した動画／
ｉモーション 4095件

動画 ※3 コンテンツ移行対応の
ｉモーション

64000
件※4

その他の
動画

サウンドレコーダーで録
音した動画／ｉモーショ
ン

9999件

メロディ メロディ 9999件

miniSDメモリーカードをminiSDメモリーカードア
ダプタの奥まで差し込みます。
I 取り外すときは反対の方向に引き出します。

誤消去防止
スイッチ

矢印の方向へ
ずらす。

誤消去防止スイッチを「LOCK」の方向にスライドし
ます。
I 先の細いものでスライドさせてください。
I miniSDメモリーカードを傷つけないように注意し
てください。
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※1： DCFはDesign rule for Camera File system
の略でファイルシステムの規格です。

※2： miniSDメモリーカードの容量に関係なく、FOMA
端末からminiSDメモリーカードに保存できる
データ件数です。

※3： 動画フォルダで、aを押して表示を切り替えま
す。

※4： 動画 の件数とｉアプリのデータの件数を合わ
せて、最大64000件保存できます。

お知らせ
･横縦（または縦横）のサイズが1728×2304より大き
い静止画をminiSDメモリーカードに保存しても、FOMA
端末では表示できません。
･ F902iSでminiSDメモリーカードに保存したメロディ
は、F2102Vでは再生できません。
･ F902iSでminiSDメモリーカードに保存した大きなサ
イズの画像、動画／ｉモーション、メロディは、データ
サイズの制限の違いにより、F902i、F700iS、F901iS、
F700i、F901iC、F900iC、F900iT、F900i、F2102V
で再生できない場合があります。

■ パソコンなどに挿入して表示したとき
FOMA端末からminiSDメモリーカードにデータ
を移動またはコピーしたときや、カメラで撮影し
た静止画や動画を直接miniSDメモリーカードに
保存をしたときなどは、そのファイルに対応した
フォルダがminiSDメモリーカードに自動的に作
成されます。
パソコンなどを使うとminiSDメモリーカードの
内容を表示できます。miniSDメモリーカードの
フォルダとファイルの構成は次のようになってい
ます。
パソコンなどからminiSDメモリーカードにデー
タを保存するときは、次のファイル形式、ファイ
ル名で決められたフォルダに保存してください。
保存先フォルダを間違えたり、異なるファイル形
式のデータを保存したりすると、FOMA端末では
認識できません。

フォルダ構成

P
I
M

電話帳 電話帳データ、電話帳の
バックアップデータ

合計
9999件

スケ
ジュール

スケジュールデータ、ス
ケジュールのバックアッ
プデータ

受信
メール

受信メールデータ、受信
メールのバックアップ
データ

未送信
メール

未送信メールデータ、未
送信メールのバックアッ
プデータ

送信
メール

送信メールデータ、送信
メールのバックアップ
データ

メモ メモデータ、メモのバッ
クアップデータ

Book
mark

ブックマークデータ、
ブックマークのバック
アップデータ

マイドキュ
メント

PDFデータ 999件

トルカ トルカ 999件
ｉアプリの
データ

ｉアプリデータの詳細情
報

64000
件※4

フォルダ 保存されるデータ 最大保存
件数※2

STILxxxx.JPG
STILxxxx.GIF

STILxxxx.JPG
STILxxxx.GIF

DCIM[ マイピクチャ ]
（撮影画像、静止画 [ ファイル形式：JPEG
＜DCF規格＞、GIF]）
xxxF902I
yyyyxxxx.JPG/yyyyxxxx.GIF

SD_VIDEO[ 動画 ]
（動画／ｉモーション [ 音楽データ含む ]）

PRLzzz

PRIVATE
DOCOMO
STILL[ その他の画像 ]
（GIF アニメーション、静止画 [ファイル 
形式：JPEG＜DCF規格外＞]）

SUDxxx

PUDxxx

DOCUMENT
[マイドキュメント（PDFデータ）]

MOLzzz.3GP※1/MOLzzz.MP4※1/
MOLzzz.ASF

RINGxxxx.MLD

RINGxxxx.SMF
RINGxxxx.MID

PDFDCxxx.$DF※2、3
PDFDCxxx.PDF※2

PDFDCxxx.JPG※2、5
PDFDCxxx.DDF※2、4

RINGxxxx.MLD
RINGxxxx.MID
RINGxxxx.SMF

RINGER[ メロディ ]
（メロディ [ ファイル形式：MFI、SMF]）

RUDxxx

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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※1：拡張子が「3GP」「MP4」のファイルは、MP4
形式として扱われます。

※2：拡張子を含めて半角64文字までのロングファイ
ルネーム形式にも対応しています。
FOMA端末からのコピー移動の際、ファイル名
の重複などがあった場合には、管理のためこれ
らのファイル名に変更されることがあります。

※3：ダウンロードに失敗したPDFデータです。残り
のデータをダウンロードして保存すると、ファ
イル名が「PDFDCxxx.PDF」に変更されます。

※4：PDFデータのｉモードしおり情報やマーク情報
などを管理するファイルです。ファイル名は対
応するPDFデータと同じです。

※5：PDFデータをサムネイル表示するファイルです。
ファイル名は対応するPDFデータと同じです。

※6：このフォルダにあるファイルは、削除したりファ
イル名を変えたりしないでください。FOMA端末
でデータを正しく表示、再生できなくなります。

※7：このフォルダの下には、新しいフォルダを作成で
きます。「xxxx.3GP」「xxxx.MP4」「xxxx.M4A」
の「xxxx」には、任意の名称を指定できます。
ファイル名（拡張子を含む）に指定できる文字数
は、パス名を含めて最大256バイト（半角256
文字）です。

※8：このフォルダは隠しフォルダです。パソコンの
設定によっては、表示されません。

※9：コンテンツ移行対応のｉモーションやｉアプリ
のデータは、パソコンでは表示できません。

I フォルダ名とファイル名の規則は次のとおりです。
使用する文字はすべて半角です。
-「xxxF902I」のxxxは100～999
-「yyyyxxxx」のyyyyはA～Z（大文字）、0～9、
_（アンダーバー）、xxxxは0001～9999

-「SUDxxx」「RUDxxx」「PUDxxx」「PDFDCxxx」
「MUDxxx」のxxxは001～999
-「STILxxxx」「RINGxxxx」「MMFxxxx」のxxxxは
0001～9999

-「PRLzzz」「MOLzzz」のzzzは001～FFFまでの
16進数（16進数では1つの桁を0～9とA～Fの
16種類の文字で表します）

-「PIMxxxxx」「SVCxxxxx」のxxxxxは00001～
65535

-「TRCxxx」「TORUCxxx」のxxxは001～999
-「xxxxxxxx.SB1」「xxxxxxxx.xxx」「xxxxxxxx」の
xxxxxxxxとxxxはA～Z（大文字）、0～9、_（ア
ンダーバー）

お知らせ
･マイピクチャ、動画（コンテンツ移行対応のデータを除
く）、その他の動画、メロディ、PIM、マイドキュメン
ト、トルカのデータを、パソコンなどからminiSDメモ
リーカードにコピーしてFOMA端末で利用するには、
FOMA端末でminiSDメモリーカードの情報更新をする
必要があります。
･パソコンなどでminiSDメモリーカード内のフォルダ名
を変更したり削除したりすると、FOMA端末でデータを
正しく表示できなくなります。
･パソコンなどでminiSDメモリーカードに保存したデータ
をF2102Vで再生できても、F902iS、F902i、F700iS、
F901iS、F700i、F901iC、F900iC、F900iT、F900i
では再生できない場合があります。
･ F900iCでminiSDメモリーカードに保存した電話帳を
F902iSで利用するには、F902iSでminiSDメモリー
カードの情報更新をする必要があります。

WM※6
(ミュージックプレイヤー用の 
WMＡファイル)
xxxx.WMA

SD_BIND※6、9
（コンテンツ移行対応のデータ）

SD_PIM[PIM]
（電話帳、スケジュール、受信メール、未送信
メール、送信メール、メモ、ブックマーク）
PIMxxxxx.VCF/PIMxxxxx.VCS/
PIMxxxxx.VMG/PIMxxxxx.VNT/
PIMxxxxx.VBM

xxxxxxxx.SB1

SVCxxxxx[ 動画 ]
FFMP4DEF

xxxxxxxx.SB1
xxxxxxxx

SVCxxxxx[ｉアプリのデータ ]

xxxxxxxx.xxx
xxxxxxxx

PRIVATE
DOCOMO
TABLE※6
RINGER
STILL
DCIM
SD_VIDEO

DOCUMENT
TORUCA
MMFILE

TORUCxxx.TRC

TORUCA[トルカ]
TORUCxxx.TRC
TRCxxx

MMFxxxx.3GP

MUDxxx[その他の動画]
（音声のみの動画／ｉモーション）

MMFILE

MMFxxxx.MP4
F_MUSIC※7
(ミュージックプレイヤー用のAAC
形式のファイル)
xxxx.3GP

xxxx.M4A
xxxx.MP4

WM_SYSTEM※6、8
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■ miniSDメモリーカードで利用できるデータ
ファイル形式ごとのデータサイズの上限値やデー
タ利用の可否は次のとおりです。
メール添付の詳細→P230「ファイルを添付する」

画像、動画／ｉモーション
上段：ファイルサイズ　下段：画像サイズ

上段：ファイルサイズ　下段：画像サイズ

※：再生可能な画像サイズより大きい動画／ ｉ モー
ションでも、再生可能な音声形式であったり、表
示可能なテロップがデータ内に存在する場合は、
音声やテロップの再生を行います。

その他のデータ（ファイルサイズ）

※1： 詳細情報で表示されるファイルサイズが2Mバイ
トを超えていても、ｉモードしおりやマーク情報
を除いたPDFデータのファイルサイズが2Mバ
イト以内であれば、コピー／移動できます。

※2：トルカによっては異なる場合があります。

※：トルカによっては異なる場合があります。

miniSDメモリーカードの取り付け
かた／取り外しかた

miniSDメモリーカードは、FOMA端末のminiSDメ
モリーカードスロットに取り付けて使用します。
I miniSDメモリーカードの取り付け／取り外しは、必
ず電源を切った状態で行ってください。

I miniSDメモリーカードスロットには、miniSDメモ
リーカード以外は挿入しないでください。

I miniSDメモリーカードの取り付け／取り外しを行
うときは、金属端子部分に触れないようにご注意く
ださい。

I miniSDメモリーカードは正しく取り付けてくださ
い。miniSDメモリーカードを正しく取り付けてい
ない状態では、データのコピーやバックアップなど
の操作ができません。

I miniSDメモリーカードの取り付け／取り外しを行
うときは、miniSDメモリーカードが飛び出す場合
がありますのでご注意ください。

I 表面に傷、ゴミなどが付着しているminiSDメモリー
カードや、変形しているminiSDメモリーカードは
FOMA端末に取り付けないでください。故障の原因
となる場合があります。

操作
形式
（拡張子）

miniSDメモリー
カードへコピー／

移動

FOMA端末へ
コピー／移動

JPEG形式の
画像（JPG）

無制限 500Kバイト
無制限 1728×2304

GIF形式の
画像（GIF）

無制限 500Kバイト
無制限 480×640

MP4形式の
動画／ｉモー
ション
（MP4、3GP）

無制限 500Kバイト
無制限 無制限

ASF形式の
動画／ｉモー
ション（ASF）

不可 不可
不可 不可

操作
形式
（拡張子）

メール添付 内容表示

JPEG形式の
画像（JPG）

500Kバイト 2.6Mバイト
無制限 1728×2304

GIF形式の
画像（GIF）

10000バイト 2.6Mバイト
無制限 480×640

MP4形式の
動画／ｉモー
ション
（MP4、3GP）

500Kバイト 無制限
176×144、
128×96

48×48～
320×240※

ASF形式の
動画／ｉモー
ション（ASF）

不可 無制限
不可 176×144、

320×240

操作
形式
（拡張子）

miniSDメモリー
カードへコピー／

移動

FOMA端末へ
コピー／移動

MFi形式の
メロディ
（MLD）

無制限 100Kバイト

SMF形式の
メロディ
（MID、SMF）

無制限 100Kバイト

PDFデータ
（PDF）

無制限 2Mバイト※1

トルカ
（TRC）

321バイト※2 1024バイト

操作
形式
（拡張子）

メール添付 内容表示

MFi形式の
メロディ
（MLD）

不可 100Kバイト

SMF形式の
メロディ
（MID、SMF）

10000バイト 100Kバイト

PDFデータ
（PDF）

不可 無制限

トルカ
（TRC）

321バイト※ 1024バイト

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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miniSDメモリーカードの取り付けかた

miniSDメモリーカードの取り外しかた

FOMA端末とminiSDメモリーカー
ドの間でデータをやりとりする

FOMA端末とminiSDメモリーカードの間でデータをコ
ピーまたは移動したり、FOMA端末のデータをminiSD
メモリーカードにバックアップしたりします。
やりとりできるデータの種類と操作内容は次のとお
りです。

マルチメディア

PIM

※：1件コピーの操作では、コピーされません。
マイドキュメント

トルカ

I miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途
miniSDメモリーカードが必要となります。miniSD
メモリーカードをお持ちでない場合は、家電量販店
などでお買い求めいただけます。

miniSDメモリーカードの保存容量を確
認する

miniSDカード画面に、miniSDメモリーカードの最
大保存容量や空き容量などが表示されます。miniSD
メモリーカードの空き容量を確認してから、データの
コピーやバックアップなどを行ってください。

1 me65

a

b

c

d

aminiSDメモリーカードスロットのカバーを開く
b印字面を上にして、miniSDメモリーカードをスロッ
トにゆっくり差し込む

c「カチッ」と音がするまで、さらにminiSDメモリー
カードを差し込む

dminiSDメモリーカードスロットのカバーを閉じる

c

a

b
d

aminiSDメモリーカードスロットのカバーを開く
bminiSDメモリーカードを軽く押し込み、手を離す
miniSDメモリーカードが少し飛び出します。

cminiSDメモリーカードをゆっくりと取り出す
まっすぐに取り出してください。

dminiSDメモリーカードスロットのカバーを閉じる

データの種類 操作内容
画像 1件コピー、複数コピー、

全件コピー、1件移動、複数移動、
全件移動

動画／
ｉモーション
メロディ

データの種類 操作内容
電話帳（プッシュ
トーク電話帳※を
含む）

1件コピー、バックアップ、復元

スケジュール
メール（受信、
未送信、送信）
ブックマーク
メモ

データの種類 操作内容
PDFデータ 1件コピー、複数コピー、

全件コピー、1件移動、複数移動、
全件移動

データの種類 操作内容
トルカ 1件コピー、複数コピー、

全件コピー、1件移動、複数移動、
全件移動
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使用状況：
全容量に対する使用領域の割合をバーで示し
ます。

使用領域：
現在使用している容量を数値で示します。

空き領域：
現在の空き容量を数値で示します。

全容量：
FOMA端末に取り付けているminiSDメモリー
カードの全容量を数値で示します。

お知らせ
･データ（ミュージックプレイヤー用の音楽データ含む）
が1件も保存されていない状態でも使用領域が「0KB」
にならない場合は、miniSDメモリーカードを初期化し
てください。
･実際に使用できるminiSD メモリーカードの容量は、
miniSDメモリーカードに記載されている容量より少なく
なります。
･miniSDメモリーカードの空き容量が少ない場合、デー
タを保存できないことがあります。不要なデータを削除
するか、空き容量が十分なminiSDメモリーカードを取
り付けてからデータを保存してください。

FOMA端末のデータをminiSDメモリー
カードにコピー／移動する

I パラパラマンガ、FOMA端末外への出力が禁止され
ているデータはコピーまたは移動できません。ただ
し、FOMA端末でファイル制限を「あり」に設定し
たデータ、「データ交換」フォルダ内のデータ、コ
ンテンツ移行対応のデータは除きます。

I PIMデータは移動できません。
I 電話帳に登録されている動画はコピーされません。
I スケジュールに登録されているメンバーリストや
イメージ（静止画）はコピーされません。

〈例〉静止画をminiSDメモリーカードへコピー／移動
するとき

1 me51eフォルダを選択eコピー
または移動する静止画にカーソルを合わ
せてme5e4または5

2 1～3

■複数コピー／複数移動する：
a2
bコピーまたは移動する静止画を選択ep

3 「はい」を選択
選択した静止画、またはフォルダ内に保存されて
いるすべての静止画が、miniSDメモリーカード
にコピーまたは移動されます。
･ コピーまたは移動を中止するときはgを押し
ます。

お知らせ
･動画／ｉモーション一覧、メロディ一覧、マイドキュメ
ント一覧、トルカ一覧から操作する場合は、mを押し
「移動／コピー」→「miniSD カードへ移動」または
「miniSDカードへコピー」→「1件移動」「複数移動」
「全件移動」「1件コピー」「複数コピー」「全件コピー」
を選択します。
･部分的にデータをダウンロードしたPDFデータは、miniSD
メモリーカードに移動／コピーができません。
･電話帳一覧から操作する場合は、mを押し「データバッ
クアップ」→「miniSDカードへコピー」または「miniSD
カードへバックアップ」を選択します。
･スケジュールのデイリービュー画面から操作する場合
は、mを押し「赤外線／miniSD」→「miniSDカード
へコピー」または「miniSDカードへバックアップ」を
選択します。
･受信メール一覧、送信メール一覧、未送信メール一覧か
ら操作する場合は、mを押し「移動／コピー」→「miniSD
カードへコピー」→「1件コピー」または「バックアッ
プ」を選択します。
･メールの添付データ（動画／ｉモーションは除く）が、
10000バイトより大きい場合は、メール本文だけが
miniSDメモリーカードにコピーされます。
･送信メールや未送信メールに添付されている動画／ｉモー
ションは、miniSDメモリーカードに移動／コピーされませ
ん。
･ブックマーク一覧から操作する場合は、mを押し「移動／
コピー」→「miniSDカードへコピー」→「1件コピー」ま
たは「バックアップ」を選択します。
･メモ一覧から操作する場合は、mを押し「miniSDカー
ド」→「miniSDカードへコピー」または「miniSDカー
ドへバックアップ」を選択します。メモ帳参照から操作
する場合は、mを押し「miniSDカードへコピー」を選
択します。
･ FOMA 端末内のデータを miniSD メモリーカードへコ
ピー／移動すると、マイピクチャ、ｉモーション、メロ
ディ内のデータの場合は、ファイル名が自動的に管理用
の名称に変更されます。マイドキュメント内のデータの
場合は、データによってはファイル名が管理用の名称に
変更されることがあります。→P328
･静止画をFOMA端末本体からminiSDメモリーカードに
移動またはコピーすると、miniSDメモリーカード側で
表示されるファイルサイズがFOMA端末で表示される
ファイルサイズより大きくなることがあります。この場
合、miniSDメモリーカード側で表示されるファイルサ
イズが実際のファイルサイズになります。
･ FOMA端末電話帳のデータをminiSDメモリーカードに
コピー、バックアップした場合の静止画は、miniSDメ
モリーカードにコピー、バックアップされますが、表示
はできません。ただし、本体にその電話帳データを戻す
と、静止画は表示されます。
･トルカ（詳細）を本体からminiSDメモリーカードへ移
動／コピーすると、詳細は切り取られます。

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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miniSDメモリーカードのデータをFOMA
端末にコピー／移動する

I 最大保存件数→P465
I ｉアプリのデータは、FOMA端末にコピー／移動で
きません。

マルチメディアデータをFOMA端末にコ
ピー／移動する

1 me651e1～5eフォル
ダを選択eコピーまたは移動するデータ
にカーソルを合わせてme3

2 1～6

■複数コピー／複数移動する：
a2または5
bコピーまたは移動するデータを選択ep

3 「はい」を選択
選択したデータ、またはフォルダ内に保存されて
いるすべてのデータがマイピクチャ、ｉモーショ
ン、メロディ内の各「データ交換」フォルダにコ
ピーまたは移動されます。
･ コピーまたは移動を中止するときはgを押し
ます。

お知らせ
･マルチメディア内のデータを検索したときの一覧画面で
は、全件移動または全件コピーはできません。

PIMデータをFOMA端末にコピーする

I バックアップデータ（ 、 、 、 、 が付い
ているデータ）はFOMA端末に復元することでコ
ピーできますが（→P334）、バックアップデータ
自体はFOMA端末にコピーできません。

1 me652e1～7eコピー
するデータにカーソルを合わせてme
11e「はい」を選択
選択したデータがFOMA端末へコピーされます。

マイドキュメントデータをFOMA端末にコ
ピー／移動する

1 me653eフォルダを選択eコ
ピーまたは移動するデータにカーソルを
合わせてme2

2 1～6

■複数コピー／複数移動する：
a2または5
bコピーまたは移動するデータを選択ep

3 「はい」を選択
選択したデータ、またはフォルダ内に保存されてい
るすべてのデータがマイドキュメント内の「データ
交換」フォルダにコピーまたは移動されます。

お知らせ
･マイドキュメント内のデータを検索したときの一覧画面
では、全件移動または全件コピーはできません。

トルカをFOMA端末にコピー／移動する

1 me654eフォルダを選択eコ
ピーまたは移動するデータにカーソルを
合わせてme2e1～6

■複数コピー／複数移動する：
a2または5
bコピーまたは移動するデータを選択ep

2 「はい」を選択
選択したデータ、またはフォルダ内に保存されて
いるすべてのデータがトルカ一覧の「トルカフォ
ルダ」にコピーまたは移動されます。

FOMA端末のデータをminiSDメモリー
カードにバックアップする

FOMA端末の各PIMデータを、一括してminiSDメモ
リーカードにバックアップします。

1 me652e1～7eme
14e認証操作e「はい」を選択
選択したPIMデータが1つにまとめられてminiSD
メモリーカードにバックアップされます。
･ 電話帳データをバックアップすると、プッシュ
トーク電話帳のデータ（グループデータを含む）
もバックアップされます。
･ ブックマークデータをバックアップすると、
ｉモードとフルブラウザの両方のブックマー
クがバックアップされます。
･ バックアップを中止するときはgを押します。
中止すると、途中までバックアップしたデータ
は破棄されます。

F
O
M
A
端
末
と
m
i
n
i
S
D
間
で
の

デ
l
タ
の
や
り
と
り



デ
l
タ
表
示
／
編
集
／
管
理
／
音
楽
再
生

334

miniSDメモリーカードのバックアップ
データを復元する

miniSDメモリーカードにバックアップされている各
PIMデータを、FOMA端末に復元します。
I 復元の方法には追加復元と上書き復元があります。
上書き復元の場合、FOMA端末の各PIMデータは上
書きされ、元のデータは消去されますのでご注意く
ださい。

I 電話帳のバックアップデータを復元すると、プッシュ
トーク電話帳データも復元されます。

I 電話帳のグループの並び順は、復元してもバック
アップしたときの並び順に戻らない場合がありま
す。

1 me652e1～7eバック
アップデータにカーソルを合わせてme
1e2または3
追加復元すると、現在FOMA端末に保存されて
いるデータとは別のデータとして保存されます。
上書き復元すると、現在FOMA端末に保存され
ているデータを上書きします。
･ バックアップデータのマークの意味は次のと
おりです。

：電話帳 ：スケジュール
：受信メール、未送信メール、送信メール
：メモ ：ブックマーク

2 認証操作e「はい」を選択
･ 復元を中止するときはgを押します。中止する
前に処理されたバックアップデータはFOMA端
末に復元されます。

miniSDメモリーカード内のデータ
を表示する

I パソコンなどでminiSDメモリーカード内のデータ
を変更したり削除したりすると、FOMA端末で
miniSDメモリーカードのデータを正しく表示でき
なくなります。その場合は、miniSDメモリーカー
ドの情報を更新してください。

マルチメディアデータを表示する

1 me651e1～5eフォル
ダを選択
■FOMA端末のフォルダ一覧に切り替える：
フォルダ一覧でt
･「マイピクチャ」「その他の画像」内のフォル
ダ一覧を表示しているときは、FOMA端末
のマイピクチャ内のフォルダ一覧画面に切
り替わります。

･「動画」「その他の動画」内のフォルダ一覧を
表示しているときは、FOMA端末のｉモー
ション内のフォルダ一覧画面に切り替わり
ます。
･メロディ内のフォルダ一覧を表示している
ときは、FOMA端末のメロディ内のフォル
ダ一覧画面に切り替わります。

2 表示するデータにカーソルを合わせる
･ tを押すたびにサムネイル表示とリスト表示が
切り替わります（メロディデータを除く）。

■データをメールに添付する：添付するデータ
にカーソルを合わせてa

■データの詳細情報を表示する：詳細情報を表
示するデータにカーソルを合わせてme2

■データを1件削除する：削除するデータに
カーソルを合わせてme41e「はい」
を選択

■データを複数削除する：
ame42e削除するデータを選択
bpe「はい」を選択

■データを全件削除する：me43e認証
操作e「はい」を選択

■指定したページにジャンプする：peジャン
プするページ数を入力
･ページ数を入力しないときは1ページ目が表
示されます。

■miniSDメモリーカード内のデータを検索する：
me5e日付を入力ep
･検索を中止するときはgを押します。

■動画を連続再生する（動画データのみ）：
me6
･連続再生中は次の操作ができます。
t／a／サイドキー［▲▼］（1秒以上）

：前後の動画再生
g：一時停止／再生
j／サイドキー［▲▼］ ： 音量調整
p：連続再生停止
連続再生中にFOMA端末を折り畳むと再生
中の動画／ｉモーションのタイトルが背面
ディスプレイに表示され、再生は継続されま
す。

3 g［選択］を押す
画像表示中の操作→P307 操作3
動画／ｉモーション再生中の操作→P314 操作3
メロディ再生中の操作→P325 操作3

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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■「マイピクチャ」「その他の画像」フォルダ内
の画像のファイル名を非表示に切り替える：
pを押す
･pを押すたびに非表示と表示が切り替わりま
す。

コンテンツ移行対応のｉモーションを表
示する

miniSDメモリーカードに保存した著作権のあるｉモー
ションを表示します。

1 me6513eaeフォルダを
選択

･ 初期フォルダは、初めてコンテンツ移行対応の
ｉモーションをminiSDメモリーカードに移
動または保存したときに作成されます。フォル
ダ名は変更できます。

■ホームフォルダに設定する：フォルダにカー
ソルを合わせてpe「はい」を選択
･ホームフォルダに設定したminiSDメモリー
カードのフォルダは、FOMA端末内のコンテ
ンツ移行対応のデータを移動したり、サイト
からダウンロードしたりした際の保存先に
なります。

■マルチメディアデータの「動画」内のフォルダ
一覧に切り替える：aを押す

2 表示するデータにカーソルを合わせる
■詳細情報を表示する：詳細情報を表示する
データにカーソルを合わせてme1

■データを1件削除する：削除するデータに
カーソルを合わせてme31

■データを複数削除する：me32e削除
するデータを選択epe「はい」を選択

■データを全件削除する：me33e認証
操作e「はい」を選択

3 g［選択］を押す

お知らせ
･miniSDメモリーカードを利用するｉアプリを待受画面
に設定している場合、 miniSDメモリーカードに保存し
たコンテンツ移行対応のｉモーションの再生や移動が
できないことがあります。
･miniSDメモリーカード内のコンテンツ移行対応のｉモー
ションは、サイトからダウンロードしたり、FOMA端末か
らminiSDメモリーカードに移動したときと同じFOMA
カードを挿入しているとき（ｉモーションによっては、さ
らに同一機種であるとき）のみ再生できます。

フォルダを作成する

I フォルダは最大65535個作成できます。

〈例〉ルートフォルダに作成する場合

1 me6513ea

2 me1

■フォルダ名を変更する：変更するフォルダに
カーソルを合わせてme2

■フォルダを削除する：削除するフォルダに
カーソルを合わせてme3e「はい」を選
択

3 フォルダ名を入力ep［登録］
･ 全角で最大10文字、半角で最大20文字入力
できます。

お知らせ
･サブフォルダの一覧から操作する場合は、mを押し「フォ
ルダ作成」を選択します。
･初期フォルダを削除すると、初期フォルダの下のサブ
フォルダとデータだけが削除されます。
･ホームフォルダに設定されているフォルダを削除する
と、初期フォルダがホームフォルダに設定されます。
･削除しようとしたフォルダ内に、コンテンツ移行対応の
ｉモーション以外の無効なファイル（一覧画面に表示さ
れないファイル）が存在すると、フォルダ内のコンテン
ツ移行対応のｉモーションは削除されますが、フォルダ
は削除されません。この場合、miniSDメモリーカード
をパソコンなどから操作して、無効なファイルが格納さ
れていない状態にしてから、もう一度フォルダを削除し
てください。

ルートフォルダ

：ホームフォルダ
（水色）：
通常フォルダ

ルートフォルダ一覧画面

フォルダの名称

（水色）：
通常フォルダ
：miniSDメモリー

カード内のデータ

サブフォルダ一覧画面

（ピンク）：
初期フォルダ
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PIMデータを表示する

1 me652e1～7e表示す
るデータにカーソルを合わせる
■データを1件削除する：削除するデータに
カーソルを合わせてme21e「はい」
を選択

■データを複数削除する：
ame22e削除するデータを選択
bpe「はい」を選択

■データを全件削除する：me23e認証
操作e「はい」を選択

■指定したページにジャンプする：peジャン
プするページ数を入力
･ページ数を入力しないときは1ページ目が表
示されます。

■miniSDメモリーカード内のデータを検索する：
me3e日付を入力ep
･検索を中止するときはgを押します。

2 g［選択］を押す
･ 詳細画面については、それぞれのPIMデータの
ページを参照してください。
電話帳→P108 スケジュール→P372
メール→P244 メモ→P383
ブックマーク→P202
･ 1件のPIMデータを選択したときは、選択した
データの詳細が表示されます。
･ バックアップデータを選択したときは、バック
アップデータに含まれているすべてのデータ
がタイトルで一覧表示されます。cを押すと
一覧画面に戻ります。

PIMデータの一覧のマークについて

一覧で表示されるマークの意味は次のとおりです。
／ ：電話帳1件／複数件
／ ：スケジュール1件／複数件
／ ：メール1件／複数件
／ ：メモ1件／複数件
／ ／ ：ブックマーク（ｉモード）1件／

ブックマーク（フルブラウザ）1件／複数件データ

お知らせ
･miniSDメモリーカードに保存されている電話帳やスケ
ジュールの詳細画面から、電話をかけたりメールを送信
したりできません。また、メールの詳細画面から返信、
転送、編集、保護はできません。
･miniSDメモリーカードに保存されているスケジュール
は、設定した日時になってもアラームは鳴りません。

･メールの詳細画面で、メールアドレスにカーソルを合わ
せ、m31を押すと電話帳に新規登録、m32
を押すと電話帳に更新登録できます。また、添付されて
いる画像やメロディ、トルカにカーソルを合わせ、m
41を押すと表示または再生、m42を押す
とタイトルを確認できます。ただし、10000バイトよ
り大きい静止画や動画／ｉモーションの表示、件数表示
などはできません。
･ F900iCでminiSDメモリーカードに保存した電話帳を
F902iSで利用するには、F902iSでminiSDメモリー
カードの情報更新をする必要があります。
･電話帳のバックアップデータにプッシュトーク電話帳の
データが含まれていても表示できません。ただし、FOMA
端末にバックアップデータを復元すると表示されます。
･ FOMA端末の電話帳データをminiSDメモリーカードに
コピー、バックアップした場合の静止画は、miniSDメ
モリーカードにコピー、バックアップされますが、表示
はできません。ただし、本体にその電話帳データを戻す
と、静止画は表示されます。

マイドキュメントデータを表示する

1 me653eフォルダを選択
■FOMA端末のフォルダ一覧に切り替える：

tを押す

2 表示するデータにカーソルを合わせる
･ tを押すたびにサムネイル表示とリスト表示が
切り替わります。

■データの詳細情報を表示する：詳細情報を表
示するデータにカーソルを合わせてme1

■データを1件削除する：削除するデータに
カーソルを合わせてme31e「はい」
を選択

■データを複数削除する：
ame32e削除するデータを選択
bpe「はい」を選択

■データを全件削除する：me33e認証
操作e「はい」を選択

■指定したページにジャンプする：peジャン
プするページ数を入力
･ページ数を入力しないときは1ページ目が表
示されます。

■miniSDメモリーカード内のデータを検索する：
me4e日付を入力ep
･検索を中止するときはgを押します。

3 g［選択］を押す
PDFデータ表示中の操作→P352

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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トルカを表示する

1 me654eフォルダを選択
■FOMA端末のフォルダ一覧に切り替える：

tを押す

2 表示するトルカにカーソルを合わせる
■トルカをメールに添付する：添付するデータ
にカーソルを合わせてa

■トルカを1件削除する：削除するデータに
カーソルを合わせてme31e「はい」
を選択

■トルカを複数削除する：
ame32e削除するデータを選択
bpe「はい」を選択

■トルカを全件削除する：me33e認証
操作e「はい」を選択

■指定したページにジャンプする：peジャン
プするページ数を入力
･ページ数を入力しないときは1ページ目が表
示されます。

3 g［選択］を押す
･ miniSDメモリーカードに保存されているトル
カから詳細情報はダウンロードできません。

ｉアプリのデータを表示する

1 me655

2 表示するｉアプリのデータにカーソルを
合わせる
■ｉアプリのデータを1件削除する：削除する
データにカーソルを合わせてme1e
「はい」を選択

■ｉアプリのデータを複数削除する：
ame2e削除するデータを選択
bpe「はい」を選択

■ｉアプリのデータを全件削除する：me3
e認証操作e「はい」を選択

3 g［選択］を押す
詳細画面には、利用の可否、利用できない理由、
プロバイダ（特定のプロバイダが提供する複数の
ｉアプリから利用できる場合）、ソフト（データ
を利用するｉアプリがFOMA端末に保存されて
いる場合）の各項目が表示されます。データに
よっては表示されない項目があります。

･ 利用できない理由は次のとおりです。
- ソフト動作制限　あり：
データを利用するｉアプリが存在しませ
ん。該当するｉアプリをもう一度ダウン
ロードすることで利用できることがあり
ます。ただし、「FOMAカード（UIM）動
作制限」「機種制限」「シリーズ制限」のい
ずれかが「あり」と表示されているときは、
ｉアプリをダウンロードしても利用でき
ないことがあります。

- FOMAカード（UIM）動作制限　あり：
データは他のFOMAカード（UIM）で利用
されている可能性があります。

- 機種制限　あり：
データは他の機種によって利用されてい
る可能性があります。

- シリーズ制限　あり：
データは902iSシリーズ以外のシリーズ
で利用されている可能性があります。

miniSDメモリーカードを管理する
miniSDメモリーカードをFOMA端末で正しく使用で
きるように、miniSDメモリーカードを初期化したり、
情報更新したりします。

miniSDメモリーカードを初期化する
＜初期化＞

miniSDメモリーカードに保存してあるデータ（ミュー
ジックプレイヤー用の音楽データ含む）をすべて削除
するときや、新たに購入したminiSDメモリーカードを
FOMA端末で使用するときに初期化します。

1 me65epe初期化の方法を選択
簡易初期化：
miniSDメモリーカード内のデータ管理領域の
みを初期化します。必要最小限の処理を行うこと
で、初期化の時間を短縮する方法です。保存され
ているデータはすべて消去されます。miniSDメ
モリーカードが一度初期化済みで、miniSDメモ
リーカードに問題がない場合のみ実行してくだ
さい。

完全初期化：
miniSDメモリーカード内のデータ管理領域
と、データ領域の両方を初期化します。新しく
購入したminiSDメモリーカードを初期化する
ときなどに実行してください。

2 認証操作e「はい」を選択
初期化が始まります。
･ 初期化を中断するときはgを押します。
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miniSDメモリーカードの情報を更新す
る＜情報更新＞

他の機器でminiSDメモリーカード内のデータを変
更、追加、削除したことによって、FOMA端末でデー
タを正しく表示できなくなったときに、miniSDメモ
リーカードの情報を更新します。データの種類ごとに
情報を更新するかどうかを設定できます。
I 情報更新を行うとデータの表示名が次のように変
更されます。
-「マイピクチャ」と「その他の画像」内のデータの
場合は、ファイル名と同じ名称に変更されます。

-「メロディ」「動画」「その他の動画」「マイドキュ
メント」内のデータの場合は、タイトル名と同じ
名称に変更されます。ただし、タイトル名が存在
しないときはファイル名と同じ名称に変更されま
す。

-「トルカ」内のデータの場合は、タイトル名と同じ
名称に変更されます。ただし、タイトル名が存在
しないときは「無題」に変更されます。

I「動画」フォルダ内に音声のみの動画／ｉモーション
が保存されている場合に情報更新を行うと、音声の
みの動画／ｉモーションは一覧に表示されなくなり
ます。情報更新を行う前に「動画」内の音声のみの
動画／ｉモーションをFOMA端末本体に移動する
か、または、パソコンなどでminiSDメモリーカード
内のPRIVATE￥DOCOMO￥MMFILE￥MUDxxx
（「その他の動画」）フォルダ（→P328）にファイル
名を変更して保存しておくことをお勧めします。

1 me65ete情報を更新する項目
を選択

2 pe「はい」を選択
選択した項目の情報が更新されます。
･ 情報更新を中断するときはgを押します。

お知らせ
･「動画 」と「ｉアプリのデータ」内のデータは情報更
新できません。
･miniSDメモリーカードに保存されているデータが多い
場合は、情報更新に時間がかかります。
･他の機器でminiSDメモリーカードにデータを保存した
場合、FOMA端末で管理情報を作成するための必要な空
き容量が不足し、miniSDメモリーカードに保存した
データがFOMA端末で正しく表示できなくなることが
あります。

miniSDメモリーカードをチェックする
＜カードチェック＞

miniSDメモリーカードに保存されているデータを
チェックして、問題があれば修復します。

1 me65eae「はい」を選択

お知らせ
･miniSDメモリーカードの状態によっては、データを修
復できない場合があります。

各種データを管理する

パソコンからFOMA端末のminiSD
メモリーカードを操作する

パソコンからFOMA端末に取り付けられているminiSD
メモリーカード内のデータを操作できます。
I パソコンとFOMA端末は、電源が入っている状態で
接続してください。

miniSDモード／MTP優先モードに設定
する＜USBモード設定＞

パソコンからFOMA端末のminiSDメモリーカードの
データを操作するときは、次のどちらかのモードに設
定しておく必要があります。
miniSDモード：
パソコンからminiSDメモリーカード内のデータを
操作するときに設定するモードです。

MTP優先モード：
MTP（Media Transfer Protocol）に対応してい
るパソコンと接続した場合に、優先的にMTPモード
に切り替えたいときに設定するモードです。MTPに
対応していない場合は、miniSDモードに設定した
ときと同じ動作になります。

I MTPモードは、Windows Media® Player10から、
FOMA端末のminiSDメモリーカードに音楽データ
を転送するときに使用するモードです。

1 me624e2または3

2 「はい」を選択
「miniSDモード」または「MTP優先モード」に設
定しているときは、待受画面に ／ （青：
miniSDメモリーカードあり）または ／ （グ
レー：miniSDメモリーカードなし）が表示されま
す。

お買い上げ時 通信モード

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326

パ
ソ
コ
ン
か
ら
m
i
n
i
S
D
を
操
作
す
る



デ
l
タ
表
示
／
編
集
／
管
理
／
音
楽
再
生

339

お知らせ
･パソコンとFOMA端末を接続中でも本機能の設定を変更
できます。ただし、パソコン側で、FOMA端末を接続す
ると自動的にデータ通信を行うように設定している場合
は、「miniSDモード」「MTP優先モード」に設定できな
いことがあります。
･パソコンからminiSDメモリーカードを操作していると
きは「通信モード」に設定できません。また、通話中や
プッシュトーク通信中、ｉモード中は「miniSDモード」
「MTP優先モード」に設定できません。
･外部機器と接続して通信を行う場合は、m624
1を押し「通信モード」に設定します。「通信モード」
で初めてパソコンに接続する場合は、あらかじめ通信設
定ファイル（ドライバ）をインストールしてください。詳
細は添付のCD-ROM内の「データ通信マニュアル」をご
覧ください。

USBケーブルで接続する

I USBモード設定で「miniSDモード」または「MTP優
先モード」に設定した場合や、ミュージックプレイ
ヤーでMTPモードに切り替えた場合で、初めてパソ
コンに接続するときは、OSが自動的にドライバをイ
ンストールします。あらかじめ通信設定ファイルをイ
ンストールする必要はありません。なお、miniSDモー
ドに対応しているOSはWindows XPと2000、MTP
モードに対応しているのはWindows XP Service
Pack 2です。

I「miniSDモード」または「MTP優先モード」に設
定した状態でパソコンと接続すると、miniSDモー
ド中またはMTPモード中になり、電話やプッシュ
トークの発着信、メールの送受信など、通信を必要
とするすべての機能が使えなくなります。また、赤
外線通信や赤外線リモコンも利用できません。

1 USBケーブルのFOMA端末側をFOMA端
末の外部接続端子に差し込む

2 USBケーブルのパソコン側をパソコンの
USBコネクタに差し込む

･ FOMA端末がminiSDモードまたはMTPモー
ドに切り替わると、ディスプレイに「miniSD
モード中」または「MTPモード中」と表示さ
れ、受信レベルのアイコンは になります。
･ miniSDモード中またはMTPモード中は、約6
秒間隔でランプが青色で点滅します。
･ パソコンとFOMA端末が接続されると、待受画
面に が表示されます。gを押して を選択
すると、USBモード設定の画面を表示できま
す。

お知らせ
･miniSD モードまたはMTP優先モードを通信モードに
切り替えるには、次のいずれかの操作を行います。
- USBモード設定で「通信モード」に設定する
- FOMA端末の電源を入れ直す
- miniSDモード中またはMTPモード中に、gを押し
「はい」を選択する
･MTPモード中にデータ転送が5分間行われないと、MTP
モードは終了します。
･パソコンから操作したときのminiSDメモリーカードの
フォルダ構成→P328

ラベル面を
上にする 端子キャップを

開ける
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取り外しかた

1 USBケーブルのFOMA端末側のリリース
ボタンを押し（a）、FOMA端末から引き
抜く（b）

2 パソコンからUSBケーブルを引き抜く

お知らせ
･miniSD モード中にパソコンから USB ケーブルを取り
外すときは、パソコンの画面右下のタスクトレイの

をクリックして、「USB大容量記憶装置デバイス－
ドライブ（E:）※1を安全に取り外します※2」をクリッ
クし、「‘USB 大容量記憶装置デバイス’は安全に取り
外すことができます。」が表示されることを確認してく
ださい。
※1：ドライブに割り当てられる文字はパソコンのシ

ステムによって異なります。
※2：Windows 2000の場合は「停止します」
･データ転送中にUSBケーブルを外さないでください。誤
動作やデータ消失の原因となります。
･miniSD モード中またはMTPモード中にケーブルを取
り外すと、ケーブルが抜かれた旨のメッセージが表示さ
れ、待受画面に戻ります。継続する場合はUSBケーブ
ルをもう一度取り付けます。

アルバムを利用する
アルバムを追加してデータを整理したり、アルバムの
データをまとめて再生したりします。
I キャラ電、マイドキュメントではアルバムを「フォ
ルダ」と表記しています。

I お買い上げ時に登録されている固定フォルダは、名
前の変更や削除ができません。

アルバムを追加する

データの種類ごとにアルバムを追加します。
I アルバムはマイピクチャで最大100個、ｉモーショ
ン、メロディ、キャラ電、マイドキュメントでそれ
ぞれ最大10個追加できます。

I お買い上げ時は、アルバムはありません。

〈例〉マイピクチャのアルバムを追加するとき

1 me51

2 me1

■アルバム名を変更する：変更するアルバムに
カーソルを合わせてme3

■アルバムを削除する：
a削除するアルバムにカーソルを合わせてm

e2
･削除するアルバムにデータが保存されて
いるときは、認証操作を行います。

b「はい」を選択

3 アルバム名を入力ep［登録］
･ 全角で最大10文字、半角で最大20文字入力
できます。

お知らせ
･ｉモーション、メロディのアルバム一覧から操作する場
合は、mを押し「アルバム追加」を選択します。
･キャラ電、マイドキュメントのフォルダ一覧から操作す
る場合は、mを押し「フォルダ追加」を選択します。

データをアルバムに移動／コピーする

データをアルバムに移動する

固定フォルダのデータをアルバムに移動させたり、ア
ルバム間でデータを移動したりします。
I マイピクチャのデータを移動する場合は、移動先と
して「デコメールピクチャ」を選択することもでき
ます。

I「プリインストール」フォルダ、「メール添付メロ
ディ」フォルダに保存されているデータは移動でき
ません。

〈例〉マイピクチャのデータを移動するとき

1 me51eフォルダを選択

2 移動するデータにカーソルを合わせてm
e511

■データを複数移動する：
ame512e移動するデータを選択
･tを押すたびにサムネイル表示とリスト
表示が切り替わります。

bpを押す

■フォルダ内のすべてのデータを移動する：
me513

3 移動先のアルバムを選択e「はい」を選
択

a
b

リリース
ボタン

コネクタ

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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お知らせ
･動画／ｉモーション一覧、メロディ一覧から操作する場
合は、mを押し「移動／コピー」→「アルバムへ移動」
→「1件移動」「複数移動」「全件移動」を選択します。
･画像表示画面から操作する場合は、mを押し「移動／コ
ピー」→「アルバムへ移動」を選択します。
･メロディ再生画面から操作する場合は、mを押し「移動／
コピー」→「アルバムへ移動」→「1件移動」「全件移動」
を選択します。
･キャラ電一覧から操作する場合は、mを押し「移動」→
「1件移動」「複数移動」「全件移動」を選択します。
･キャラ電表示画面から操作する場合は、mを押し「移動」
を選択します。
･ PDFデータ一覧から操作する場合は、mを押し「移動／
コピー」→「フォルダへ移動」→「1件移動」「複数移動」
「全件移動」を選択します。

アルバムのデータを元の固定フォルダに戻
す

〈例〉マイピクチャのアルバムのデータを元の固定
フォルダに戻すとき

1 me51eアルバムを選択

2 元に戻すデータにカーソルを合わせてm
e521

■データを複数戻す：
ame522e元に戻すデータを選択
･tを押すたびにサムネイル表示とリスト
表示が切り替わります。

bpを押す

■アルバム内のすべてのデータを戻す：me
523

3 「はい」を選択

お知らせ
･動画／ｉモーション一覧、メロディ一覧、PDFデータ
一覧から操作する場合は、mを押し「移動／コピー」→
「フォルダへ戻す」→「1件戻す」「複数戻す」「全件戻
す」を選択します。
･画像表示画面から操作する場合は、mを押し「移動／コ
ピー」→「フォルダへ戻す」を選択します。
･メロディ再生画面から操作する場合は、mを押し「移動／
コピー」→「フォルダへ戻す」→「1件戻す」「全件戻す」
を選択します。
･「デコメールピクチャ」フォルダで元の固定フォルダに
戻す操作をすると、お買い上げ時に登録されている画像
は「ｉモード」フォルダに移動します。
･キャラ電はフォルダへ戻す操作はできません。

データをコピーする

次のデータはコピーできません。
- マイピクチャのパラパラマンガ、「アイテム」フォル
ダ内の画像、「プリインストール」フォルダ内の画像
- 再生制限が設定されているｉモーション
- メロディ
- ファイル制限が「あり」に設定されているデータ
- キャラ電

〈例〉マイピクチャのデータをコピーするとき

1 me51eフォルダを選択eコピー
するデータにカーソルを合わせてme
53
コピーしたデータはコピー元のデータと同じフォ
ルダ内に保存されます。

お知らせ
･動画／ｉモーション一覧、PDFデータ一覧から操作す
る場合は、mを押し「移動／コピー」→「コピー」を
選択します。
･アルバム内でコピーしたデータを固定フォルダに戻す
と、コピー元のデータが保存されていた固定フォルダに
移動します。

アルバム再生する

指定したアルバム内の動画／ｉモーション、メロディ
のデータをまとめて再生できます。
I 作成したアルバムのみアルバム再生できます。

1 me5e2（ｉモーション）または
3（メロディ）

2 再生するアルバムにカーソルを合わせて
me1
･ 動画／ｉモーションのアルバム再生中は次の操
作ができます。
g：一時停止／再生
t／a／サイドキー［▲▼］（1秒以上）
：前後のデータ再生

j／サイドキー［▲▼］：音量調整
p：停止
･ メロディのアルバム再生時は次の操作ができ
ます。
j／サイドキー［▲▼］（1秒以上）
：前後のデータ再生

h／サイドキー［▲▼］：音量調整
g／c：停止
･ アルバム再生中にFOMA端末を折り畳んでも、
再生は中断しません。その場合、サイドキーで
の操作は可能です。
･ 再生制限が設定されているｉモーションは再生
されません。

ア
ル
バ
ム
の
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詳細情報参照／変更

データの詳細情報を表示／変更する
表示名やファイルサイズなど、データの詳細情報を確
認します。また、一部の情報は変更できます。

データの詳細情報を表示する
＜詳細情報参照＞

〈例〉画像の詳細情報を表示するとき

1 me51eフォルダを選択e詳細情
報を確認する画像にカーソルを合わせて
me31
･ pを押すと、詳細情報の一部を変更できます。
詳細情報→P342「表示項目と変更可否一覧」

お知らせ
･画像表示画面、動画／ｉモーション一覧画面、キャラ電
一覧画面、キャラ電表示画面、メロディ一覧画面、メロ
ディ再生画面、PDFデータ一覧画面から操作する場合
は、mを押し「詳細情報」→「参照」を選択します。
･キャラ電撮影画面から操作する場合は、mを押し「詳細
情報参照」を選択します。
･miniSDメモリーカードに保存されているデータの詳細
情報は、FOMA端末で表示する内容と異なる場合があり
ます。
･自端末で撮影種別を「画像+音声」または「音声のみ」で
撮影した動画や、その動画から切り出した動画は、着信
音設定が「可」になります。ただし、表示サイズが320×
240の動画は「不可」になります。

データの詳細情報を変更する
＜詳細情報変更＞

〈例〉画像の詳細情報を変更するとき

1 me51eフォルダを選択e詳細情
報を変更する画像にカーソルを合わせて
me32e各項目を選択して設定
詳細情報→P342「表示項目と変更可否一覧」

2 p［登録］を押す

お知らせ
･画像表示画面、動画／ｉモーション一覧画面、キャラ電
一覧画面、キャラ電表示画面、メロディ一覧画面、メロ
ディ再生画面、PDFデータ一覧画面から操作する場合
は、mを押し「詳細情報」→「変更」を選択します。

表示項目と変更可否一覧

詳細情報の表示項目の内容と変更の可否は次のとお
りです。
I お買い上げ時に登録されているデータの種類やコ
ンテンツによっては、表中で「変更可」となってい
る場合でも変更できない場合があります。

●：表示および変更可
○：表示のみ －：表示されない

表示項目 画
像

動
画
／
ｉ
モ
l
シ
ョ
ン

キ
ャ
ラ
電

メ
ロ
デ
ィ

P
D
F
デ
l
タ

表示名 ● ● ● ● ●

FOMA端末で表示するタイトル
･変更する場合、メロディ以外では全角・半
角を問わず最大36文字、メロディでは全
角で最大25文字、半角で最大50文字入力
できます。

タイトル － ○ ○ ○ －

データにあらかじめ設定されているオリジ
ナルタイトル

ファイル
名

● ● ○ ● ○

データをメールに添付したときに表示され
るファイル名
･変更する場合、半角英数字、「 . 」、「 - 」、
「 _ 」で、最大36文字入力できます。ただ
し、「 . 」はファイル名の先頭に入力でき
ません。

作成者 － ● － － －

作成者の名前など
･自端末で撮影した動画では、自局番号に登
録した名前が表示されます。自局番号に名
前が登録されていない場合は設定されま
せん。
･変更する場合、全角・半角を問わず最大
256文字入力できます。

コピー
ライト

－ ● － － －

著作者名や著作物の公表年月日など
･変更する場合、全角・半角を問わず最大
256文字入力できます。

種類 ○ － － － －

画像の種類

ファイル
制限

● ● ○ ● ○

メール添付によって他の携帯電話にデータ
を送信したとき、受信した相手の携帯電話か
らさらに他の携帯電話にデータを送信する
ことを制限するかしないか
･サイトなどからダウンロードしたｉモーショ
ン、メロディでは変更できません。

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326

詳
細
情
報
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／
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※1：アニメーション、パラパラマンガ、Flash画像は変
更できません。

※2：万一、お客様のデータを移行できない場合および
データの消失、変化に関し、当社としては責任を負
いかねますので、あらかじめご了承ください。

データを削除する
固定フォルダやアルバムに保存されているデータを
削除します。
I「プリインストール」フォルダ、「メール添付メロ
ディ」フォルダに保存されているデータは削除でき
ません。

〈例〉マイピクチャのデータを削除するとき

1 me51eフォルダを選択

miniSD
への移動
（本体へ
の移動）

－ ○ － － －

FOMA端末本体からminiSDメモリーカー
ドへ、またはminiSDメモリーカードから
FOMA端末本体への移動の可否

撮影後
ファイル
制限

－ － ○ － －

キャラ電を撮影した静止画や動画にファイ
ル制限が設定されるかどうか

説明 － ● － － －

動画／ｉモーションの説明
･変更する場合、全角・半角を問わず最大
256文字入力できます。

ファイル
種別

○ ○ － ○ ○

ファイルの種別（Flash画像では「---」）

音 － ○ － － －

音声データの種別

表示
サイズ

○ ○ ○ － －

データの表示サイズ（Flash画像では表示さ
れません）

ファイル
サイズ
（バイト）

○ ○ ○ ○ ○

データのファイルサイズ
･ PDFデータのファイルサイズは、ｉモード
しおりやマーク情報を管理するファイル
を合わせたサイズを表示しています。

再生時間 － － － ○ －

データの再生時間

保存日時 ○ ○ ○ ○ ○

データを保存した日時

フレーム
候補※1

● － － － －

画像をフレームとして貼り付け可能にする
かどうか
･サイズが352×288より大きい画像、お
よびアイテム画像と合成した画像は「す
る」に変更できません。
･「する」に設定しても、画像は元のフォル
ダに保存され、「アイテム」フォルダには
表示されません。

表示項目 画
像

動
画
／
ｉ
モ
l
シ
ョ
ン

キ
ャ
ラ
電

メ
ロ
デ
ィ

P
D
F
デ
l
タ

スタンプ
候補※1

● － － － －

画像をスタンプ画像として貼り付け可能に
するかどうか
･サイズが240×320以上の画像、および
アイテム画像と合成した画像は「する」に
変更できません。
･「する」に設定しても、画像は元のフォル
ダに保存され、「アイテム」フォルダには
表示されません。

コメント ● － ● － －

データの説明など
･変更する場合、全角・半角を問わず最大
100文字入力できます。

着信音
設定

－ ○ － － －

動画／ｉモーションを着信音に設定できる
かどうか

着信画面
設定

－ ○ － － －

動画／ｉモーションを着信画像に設定でき
るかどうか

再生制限 － ○ － － －

動画／ｉモーションの再生制限

取得元 ○ ○ ○ ○ ○

データの取得元

故障時
移行可否

○ － － ○ ○

お客様のFOMA端末を修理する際、お客様
のデータをドコモ指定の故障取扱窓口にお
いて移行できるかどうか※2

表示項目 画
像

動
画
／
ｉ
モ
l
シ
ョ
ン

キ
ャ
ラ
電

メ
ロ
デ
ィ

P
D
F
デ
l
タ

デ
l
タ
の
削
除
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2 削除するデータにカーソルを合わせてm
e61

■データを複数削除する：
ame62e削除するデータを選択
･tを押すたびにサムネイル表示とリスト
表示が切り替わります。

bpを押す

■フォルダ内のデータを全件削除する：me
63e認証操作

3 「はい」を選択

お知らせ
･動画／ｉモーション一覧、メロディ一覧、キャラ電一覧、
PDFデータ一覧から操作する場合は、mを押し「削除」
→「1件削除」「複数削除」「全件削除」を選択します。
･画像表示画面、キャラ電表示画面から操作する場合は、
mを押し「削除」を選択します。
･メロディ再生画面から操作する場合は、mを押し「削除」
→「1件削除」「全件削除」を選択します。
･待受画面や着信音などに設定しているデータを削除す
ると、それぞれの設定はお買い上げ時の設定に戻りま
す。電話帳に設定されているデータを削除すると、着信
音や発着信時の画面の設定に従って動作します。
･パラパラマンガを削除すると、パラパラマンガを構成し
ている元の画像も削除されます。
･お買い上げ時に登録されているキャラ電を削除した場
合は、「＠Fケータイ応援団」のサイトからダウンロード
できます。→P271

ソート

データを並べ替える

一覧画面のデータの並び順を変更します。

〈例〉マイピクチャのデータを並べ替えるとき

1 me51eフォルダを選択

2 me7

3 下記の各項目を選択して設定ep［登録］
対象：並べ替えの方法を「表示名」「保存日時」

「ファイルサイズ」「取得元」から選択しま
す。

順序：データの並び順を「昇順」「降順」から選
択します。

並び順について

※ 降順は上記と逆の順序になります。

お知らせ
･動画／ｉモーション一覧、メロディ一覧、キャラ電一覧、
PDFデータ一覧から操作する場合は、mを押し「ソー
ト」を選択します。
･動画／ｉモーションとメロディのアルバム内のデータを
ソートする場合は、並べ替えの方法を「表示名」「格納
順」「ファイルサイズ」「取得元」から選択します。「格納
順」を選択すると、アルバムに移動した順でソートされ
ます。
･表示名に全角と半角の文字が混在していると、並べ替え
が50音順と一致しない場合があります。

赤外線通信を使いこなす

赤外線通信について
赤外線通信機能が搭載された他のFOMA端末や携帯
電話、パソコンなどとデータを送受信します。また、
赤外線通信に対応したｉアプリを利用することによ
り、赤外線通信機能が搭載された機器と連動できま
す。
I 赤外線通信とUSB接続は同時に使用できません。
I FOMA端末外への出力が禁止されているデータは送
受信できません。ただし、FOMA端末でファイル制
限を「あり」に設定したデータ、および「データ交
換」フォルダ内のデータは除きます。

I 赤外線通信中はデータ転送モード（圏外と同じ状
態）になるため、通話、ｉモード接続、データ通信
などはできません。また、sを押して他の機能に
切り替えることもできません。

I FOMA端末の赤外線通信機能は IrMC1.1に準拠し
ています。

I 相手の端末がIrMC1.1に準拠していても、データの
種類によっては送受信できない場合があります。

I 絵文字を入力したデータをｉモード端末以外に送信
すると、正しく表示されない場合があります。また、
受信側がｉモード端末であっても絵文字2の対応機
種でない場合は、絵文字2を入力してデータを送信
すると、正しく表示されないことがあります。

お買い上げ時 対象：保存日時　順序：降順

対　象 昇順でソートした場合の並び順
表示名 半角記号→半角数字→半角大文字英字→半

角小文字英字→全角記号→かな→全角カナ
→漢字→絵文字→全角数字→全角大文字英
字→全角小文字英字→半角カナ

保存日時 日付・時刻の古い順
ファイル
サイズ

ファイルサイズの小さい順

取得元 プリインストール→ｉモード→フレーム・
スタンプ→カメラ→データ交換→キャラ電

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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赤外線通信を行うには

I 赤外線通信の通信距離は20cm以内にしてください。
また、データの送受信が終わるまで、FOMA端末は
相手側の赤外線ポート部分に向けたまま動かさない
でください。

I 赤外線放射角度は中心から15度以内です。

お知らせ
･直射日光が当たる場所や蛍光灯の真下などでは、赤外線
通信を正常にできない場合があります。

FOMA端末のデータを赤外線受信するとき
の留意事項

I F2102V、F2051のメールデータを全件受信して
も、相手の端末が設定したフォルダ名にはなりませ
ん。

I メールデータを受信したとき、受信メール、送信
メール、未送信メールのメール連動型ｉアプリ用の
フォルダに通常のメールデータが保存される場合
があります。

I ブックマークデータを全件受信すると、相手の端末
が作成したフォルダごとデータを受信します。

I F902iS、F702iD、F902i、F700iS、F901iS、
F700i、F901iC、F900iC、F900iT、F900i、
F2102V、F2051以外の端末からブックマーク
データを受信した場合は、先頭のフォルダに保存さ
れます。

I F902iS、F702iD、F902i、F700iS、F901iS、
F700i、F901iC、F900iC、F900iT、F900i、
F2102V、F2051以外の端末から画像、動画／ｉモー
ション、メロディを受信したとき、メモとして登録さ
れる場合があります。

F902iSのデータをFOMA端末に赤外線送
信するときの留意事項

I ファイルのサイズ制限の違いにより、大きなサイズ
の画像、動画／ｉモーション、メロディは受信側で
保存できない場合があります。

赤外線送信

赤外線通信を使ってデータを送信す
る

赤外線通信機能が搭載されている携帯電話やパソコ
ンなどに電話帳や自局番号などのデータを送信しま
す。赤外線送信には、送信するデータを選択して1 件
ずつ送信する方法と、データの種類ごとに全件送信す
る方法があります。
送信できるデータは次のとおりです。

20cm以内

15度

赤外線ポート

15度 データの種類 留意事項
電話帳※ ･シークレット属性を設定している電

話帳はシークレットモード中のみ1
件送信できます。
･全件送信すると、プロフィール情報や
プッシュトーク電話帳（グループデー
タを含む）も送信されます。
･グループデータの並び順は、相手側に
反映されない場合があります。
･プッシュトーク電話帳は1件ずつ送信
できません。
･ダイヤル発信制限中は送信できませ
ん。
･データ送受信設定の電話帳の画像送
信を「あり」に設定している場合は、
電話帳データに登録されている静止
画も一緒に送信されます。
･相手の機種によっては、電話帳の画像
が送信されない場合があります。

スケジュール※ ･シークレット属性を設定しているス
ケジュールはシークレットモード中
のみ1件送信できます。

受信メール※ ･メール本文中の添付データ（ｉアプリ
が起動できるリンク項目）は削除され
ます。

送信メール※

未送信メール※

メモ※ 　　　　
ブックマーク
（ｉモード／
フルブラウザ）※

･相手の機種によっては、フォルダ分け
の設定が反映されない場合がありま
す。

画像 ･表示名を全角で最大9文字、半角で最
大18文字送信できます。最大文字数
を超えた文字は削除されます。
･ファイルサイズが500Kバイトより大
きいデータは送信できません。
･ダウンロードした画像など、ファイル
制限が「あり」に設定されているデー
タは送信できません。

動画／
ｉモーション

･表示名を全角で最大9文字、半角で最
大18文字送信できます。最大文字数
を超えた文字は削除されます。

メロディ ･タイトルを全角で最大25文字、半角
で最大50文字送信できます。

プロフィール ･相手の機種によっては、画像が送信さ
れない場合があります。

赤
外
線
送
信
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※：全件送信できます。
I F902iS以外のｉモード端末や赤外線通信機器へデー
タを送信した場合、受信側で登録できない項目は破棄
されます。

データを1件送信する

〈例〉1件の電話帳データを赤外線送信するとき

1 相手側の機器を受信待機状態にするe電
話帳を検索e送信する電話帳データに
カーソルを合わせてme81

2 「はい」を選択
･ 赤外線送信を中断するときはgを押します。

お知らせ
･ブックマーク一覧、送信メール一覧、未送信メール一覧、
受信メール一覧、メモ一覧から操作する場合は、mを
押し「赤外線送信」→「送信」を選択します。
･画像一覧、動画／ｉモーション一覧、メロディ一覧、PDF
データ一覧、トルカ一覧から操作する場合は、mを押し
「赤外線送信」を選択します。
･スケジュールのデイリービュー画面から操作する場合
は、mを押し「赤外線／miniSD」→「赤外線送信」を
選択します。
･プロフィール情報の詳細画面から操作する場合は、mを
押し「プロフィール送信」を選択します。

データを全件送信する

電話帳、スケジュールなど、選択した機能のすべての
データを赤外線送信します。
I 全件送信する場合は、送信側と受信側で同じ認証パ
スワードを入力する必要があります。あらかじめ4
桁の数字（0000～9999）の認証パスワードを決
めておいてください。

1 相手側の機器を受信待機状態にするem
e621e1～7e認証操作
e4桁の認証パスワードを入力
･ 入力した認証パスワードは「＊」で表示されま
す。

2 「はい」を選択
･ 赤外線送信を中断するときはgを押します。

お知らせ
･ブックマーク一覧、送信メール一覧、未送信メール一覧、
受信メール一覧、メモ一覧から操作する場合は、mを
押し「赤外線送信」→「全件送信」を選択します。
･ブックマークのフォルダ一覧、送信メールのフォルダ一
覧、未送信メールのフォルダ一覧、受信メールのフォル
ダ一覧から操作する場合は、mを押し「赤外線全件送
信」を選択します。
･電話帳一覧から操作する場合は、mを押し「赤外線送信」→
「全件送信」を選択します。
･スケジュールのカレンダー画面、デイリービュー画面か
ら操作する場合は、mを押し「赤外線／miniSD」→
「赤外線全件送信」を選択します。
･全件送信した場合、受信側でデータの並び順が変わるこ
とがあります。

赤外線受信

赤外線通信を使ってデータを受信す
る

赤外線通信機能が搭載されている携帯電話やパソコ
ンなどから、電話帳やメールなどのデータを受信しま
す。受信したデータは直接FOMA端末に保存したり、
赤外線受信のINBOXに一時的に保存して、受信した
データを確認してからFOMA端末に保存したりでき
ます。
赤外線受信には、データを1件ずつ受信する方法と、
種類ごとに全件受信する方法があります。
受信できるデータは次のとおりです。

PDFデータ ･ファイルサイズが512Kバイトまでの
データを送信できます。
･詳細情報で表示されるファイルサイズ
が512Kバイトを超えていても、ｉモー
ドしおりやマーク情報を除いたPDF
データのファイルサイズが512Kバイ
ト以内であれば、送信できます。

トルカ ･トルカ（詳細）を送信すると、詳細は
切り取られます。受信側でダウンロー
ドできます。
･ファイルサイズが321バイトより大
きいトルカは送信できません（トルカ
によっては異なる場合があります）。

データの種類 留意事項

データの種類 受信後の保存場所・保存順
電話帳※ 電話帳

･電話帳データを全件受信した場合、自
局番号以外のプロフィール情報が上
書きされます。
･ダイヤル発信制限中は受信できませ
ん。
･全件受信の受信データにプッシュトー
ク電話帳のデータが含まれている場合
は、プッシュトーク電話帳に保存され
ます。
保存順：最も小さい空きメモリ番号

スケジュール※ スケジュール帳
保存順：日時順

受信メール※ 受信メール
保存順：受信日時順

送信メール※ 送信メール
保存順：送信日時順

未送信メール※ 未送信メール
保存順：保存日時順

メモ※ メモ帳
保存順：受信順

ブックマーク
（ｉモード／
フルブラウザ）※

Bookmark
保存順：一覧の先頭

赤
外
線
受
信

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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※：全件送信されたデータを全件受信できます。

データを1件受信する

相手側の機器に保存されている1件のデータを赤外線
受信します。
I 512Kバイトより大きいデータは受信できません。

1 me6221

2 1または2

保存確認あり：
受信したデータはINBOXに一時的に保存され
ます。受信完了後、INBOXのデータ一覧が表
示されます。→P348

保存確認なし：
受信したデータはFOMA端末に保存されます。
受信完了後、INBOXは表示されず、受信方式
選択画面に戻ります。

3 「はい」を選択
受信待機状態になります。

4 送信側でデータを1件送信
･ 赤外線受信を中断するときはgを押します。
･ 受信終了後は、操作2で「保存確認あり」を選
択していると、INBOX画面が表示されます。
「保存確認なし」を選択していると、操作2の
画面に戻ります。

データを全件受信する

電話帳、スケジュールなど、機能ごとのすべてのデー
タを赤外線受信します。
I 全件受信する場合は、受信側と送信側で同じ認証パ
スワードを入力する必要があります。あらかじめ4
桁の数字（0000～9999）の認証パスワードを決
めておいてください。

1 me6222

2 1または2

上書き確認あり：
受信したデータはINBOXに一時的に保存され
ます。受信完了後、INBOXのデータ一覧が表
示されます。→P348

上書き確認なし：
受信したデータはFOMA端末に上書き保存さ
れます。受信完了後、INBOXは表示されず、
全件受信方式選択画面に戻ります。
･ 上書き保存するとFOMA端末の元のデータはす
べて消去され、新しいデータで上書きされます
ので、ご注意ください。
･「上書き確認あり」を選択したときは、4桁の認
証パスワードを入力して操作4に進みます。

3 「はい」を選択e認証操作e4桁の認証パ
スワードを入力
･ 入力した認証パスワードは「＊」で表示されま
す。

4 「はい」を選択e送信側でデータを全件送
信
･ 赤外線受信を中断するときはgを押します。
･ 受信終了後は、操作2で「上書き確認あり」を
選択していると、INBOX画面が表示されます。
「上書き確認なし」を選択していると、操作2
の画面に戻ります。

お知らせ
･ FOMA端末ではToDo（用件を管理するリスト機能）デー
タを保存できません。ToDoデータとスケジュールデー
タの両方を全件受信した場合、スケジュールデータのみ
が保存されます。ToDoデータのみを「上書き確認なし」
で全件受信した場合、FOMA端末に登録されているスケ
ジュールはすべて削除されますのでご注意ください。
･受信するデータの種類や件数によって受信時間は異な
ります。データ容量が大きい場合や件数が多い場合は、
受信に時間がかかることがあります。

動画／
ｉモーション

ｉモーション内の「データ交換」フォ
ルダ
保存順：一覧の先頭

メロディ メロディ内の「データ交換」フォルダ
保存順：一覧の先頭

画像 マイピクチャ内の「データ交換」フォル
ダ
保存順：一覧の先頭

プロフィール 電話帳
保存順：最も小さい空きメモリ番号

PDFデータ マイドキュメント内の「データ交換」
フォルダ
保存順：一覧の先頭

トルカ トルカ一覧の「トルカフォルダ」
保存順：一覧の先頭

データの種類 受信後の保存場所・保存順

が表示されます。

が表示されます。
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受信したデータを保存する

INBOXに一時的に保存されているデータをFOMA端
末に保存します。
I 1件受信時に「保存確認あり」、全件受信時に「上書
き確認あり」を選択した場合、赤外線通信を終了す
ると自動的にINBOXの画面が表示されます。

1 me6223e保存するデータ
を選択

･ マークの意味は次のとおりです。
／ ：電話帳1件／複数件
／ ／ ：ブックマーク（ｉモード）1

件／ブックマーク（フルブラウザ）1件／複
数件データ
／ ：メール1件／複数件
：画像データ
：動画／ｉモーション
：メロディ
／ ：スケジュール1件／複数件データ
／ ：メモ1件／複数件
：PDFデータ
：トルカ

■データを1件削除する：削除するデータに
カーソルを合わせてme2

■データを全件削除する：me3e認証操作

2 「はい」を選択
■「複数件データ」を選択したとき：認証操作e
追加保存する場合は「追加」を選択、上書き
保存する場合は「上書き」を選択
･上書き保存するとFOMA端末の元のデータは
すべて消去され、新しいデータで上書きされ
ますので、ご注意ください。

お知らせ
･保存するデータのサイズによっては、受信できる件数が
FOMA端末の最大保存件数、登録件数より少なくなる場
合があります。
･メールをフォルダごとに保存できる機器から受信した
メールデータの場合、メール連動型ｉアプリ用のフォル
ダに保存されることがあります。保存したメールデータ
を確認するには、保存されているメール連動型ｉアプリ
用のフォルダにカーソルを合わせてm1を押してく
ださい。

赤外線リモコン機能を利用する
赤外線リモコン用のｉアプリをダウンロードして、
FOMA端末を赤外線リモコンとして使用します。
I 各機器に対応したｉアプリをダウンロードしてくだ
さい。操作はｉアプリによって異なります。

I お買い上げ時に登録されているｉアプリのGガイド
番組表リモコンを起動すると、FOMA端末をテレビ
などの赤外線リモコンとして利用できます。

I 対応機器や周囲の明るさによって、通信動作に影響
を受ける場合があります。

I 赤外線リモコンに対応した機器でも操作できない
場合があります。

リモコン操作について

FOMA端末の赤外線ポートを対応機器の赤外線受信
部に向けてリモコン操作をしてください。リモコン操
作ができる角度は中心から15度、距離は最大で約4m
です。ただし、操作する機器や周囲の明るさなどに
よって、操作できる角度と距離は変わります。

データ送受信設定

データ送受信時の動作を設定する

赤外線通信やUSB接続によるデータ送受信時の動作
を設定します。

1 me623e下記の各項目を選択
して設定ep［登録］
通信終了音：
通信終了時に終了音を鳴らすかどうかを設定
します。

お買い上げ時 通信終了音：OFF　自動認証：なし　
電話帳の画像送信：あり

赤外線ポート

15度 15度

15度

約4ｍ

赤外線受信部

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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自動認証：
USB接続による通信時に、通信相手と認証コー
ドを自動でやりとりするかどうかを設定しま
す。
･「あり」に設定するときは、認証操作を行い、
4～8桁の携帯側認証コード（FOMA端末
側）とパソコン側認証コード（相手側）を入
力し、pを押してください。

電話帳の画像送信：
電話帳データの全件送信時に、電話帳に登録さ
れている画像を一緒に送信するかどうかを設
定します。

サウンドレコーダーを使いこなす

サウンドレコーダー

サウンドレコーダーで音声を録音す
る

録音画面とファイルについて

サウンドレコーダーを使用して音声を録音できます。
録音した音声はFOMA端末だけでなくminiSDメモ
リーカードに保存したり、ｉモードメールに添付して
送信したりできます。
I miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途
miniSDメモリーカードが必要となります。miniSD
メモリーカードをお持ちでない場合は、家電量販店
などでお買い求めいただけます。

録音画面

録音画面の見かたは次のとおりです。

a保存先
保存先を示します。→P180

b撮影種別
撮影する動画の種類を示します。→P180

cインジケータ
録音待機中
保存先の保存領域の使用率を示します。
･ miniSDメモリーカードの保存領域の使用率は、
音声が保存されていなくても0にならない場合
があります。

録音時／一時停止中
サイズ制限で設定しているファイルサイズに対
する、録音したサイズの割合を示します。

dカウンタ
録音待機中
現時点でFOMA端末およびminiSDメモリーカー
ドに録音できる最大時間（目安）を示します。
録音中
経過時間と残り時間（録音停止するまでの時間）
（目安）を示します。

e品質
保存する音声の品質を示します。→P351

fサイズ制限
保存するファイルのサイズ制限値を示します。
→P351

音声ファイルについて

音声の録音時間について

音声の録音時間は、品質やサイズ制限の設定によって
変わります。
I 品質やサイズ制限は動画／録音詳細設定で設定で
きます。→P180

■ FOMA端末に保存できる音声の録音時間（目安）

d

a

b

c

fe

ファイル
形式

MP4（MobileMP4）

符号化方式 AMR
拡張子 3gp
タイトル 録音した日時が自動的に付けられます。

〈例〉2006年5月23日9時2分00秒に
録音したとき
→20060523090200

･音声の録音後、ファイル名を変更できま
す。→P342

メール
添付・出力

メールに添付して送信したり、miniSDメ
モリーカードや専用のデータリンクソフ
トを利用してパソコンや他の端末に送っ
たりできます。

項　目 品質

ファイルサイズ制限
メール添付用
（小）（290K

バイト）

メール添付用
（大）（490K

バイト）
1回あたりの
録音時間

STD 約4分 約7分
HQ 約3分 約5分

FOMA端末
本体の最大
録音時間

STD 約163分 約163分
HQ 約106分 約107分

サ
ウ
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■ miniSDメモリーカードに保存できる音声の録音
時間（目安）

音声を録音する

I 音声は送話口から録音されます。
I 周囲の騒音が少ない、できるだけ静かな場所で録音
してください。

I マナーモード中でも、録音確認音（シャッター音）は
鳴ります。

1 me68
サウンドレコーダーが起動して録音待機状態に
なります。
･ 動画／録音詳細設定の撮影種別を「音声のみ」
に設定した場合でも、サウンドレコーダーを起
動できます。

2 gまたはサイドキー［▲］
録音確認音（シャッター音）が鳴り、録音が始ま
ります。ディスプレイに が表示されます。録音
中はランプが5色（赤、黄、緑、青、紫）に約2秒
間隔で点滅します。

･ 録音を一時停止するときはgを押します。一時
停止中はランプが緑色に点灯し、 が に切
り替わります。もう一度gを押すと、録音を開
始します。

3 pまたはサイドキー［▲］
録音確認音（シャッター音）が鳴り、録音が終了
します。
･ 録音中にファイルサイズが制限値に達すると、
録音が自動的に終了し、その時点までに録音し
た音声が保存対象になります。
･ 一時停止中にpを押して録音を終了した場合
は、その時点までに録音した音声が保存対象に
なります。
･ 動画／録音詳細設定の自動保存を「する」に設
定している場合は、確認画面は表示されず、自
動的に保存されます。このとき、操作4以降の
操作は不要です。

4 録音した音声を確認
･ pを押すと録音した音声が再生されます。

■すぐに保存する：操作5に進む

■保存しないで録音し直す：cを押す

■録音した音声をメールに添付する：aを押す
録音した音声を保存するかどうかの確認画面
が表示されます。「はい」を選択すると、録音
した音声がｉモーション内の「カメラ」フォ
ルダに保存され、メール作成画面が表示され
ます。
･保存先をminiSDメモリーカードに設定して
いても、録音した音声はFOMA端末に保存さ
れます。
･録音した音声のファイルサイズが500Kバイ
トより大きい場合は、メールに添付できませ
ん。

■タイトルを変更する：me31
･全角・半角を問わず最大31文字入力できま
す。

■テロップを作成する：me32e「はい」
を選択
録音した音声がｉモーション内の「カメラ」
フォルダに保存され、テロップの作成画面が
表示されます。
テロップの作成方法→P318「テロップを挿
入する」操作2～7
･動画／録音詳細設定で、保存先をminiSDメ
モリーカードに設定している場合は、テロッ
プを作成できません。

■保存先をFOMA端末／miniSDメモリーカード
に切り替える：me5
･録音した音声のファイルサイズが500Kバイ
トより大きい場合は、保存先を切り替えられ
ません。

■保存されている音声を一覧表示する：me
6e1または2

容量 品質

ファイルサイズ制限
メール
添付用
（小）

（290K
バイト）

メール
添付用
（大）

（490K
バイト）

制限なし

16MB STD 約232分 約232分 約216分
HQ 約152分 約152分 約142分

32MB STD 約488分 約488分 約472分
HQ 約319分 約320分 約311分

音声録音画面

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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5 g［保存］またはサイドキー［▲］
録音した音声がｉモーション内の「カメラ」フォ
ルダに保存されます。→P313
･ FOMA端末を折り畳んでいるときには、サイド
キー［▲］を押しても保存されません。

お知らせ
･保存先をminiSDメモリーカードに設定している場合は、
miniSDメモリーカード内の「その他の動画」フォルダに
保存されます。→P327
･静止画撮影画面や動画撮影画面からサウンドレコー
ダーを起動するには、mを押し「機能切替」→「サウ
ンドレコーダー」を選択します。
･サウンドレコーダーを利用する際の注意事項
→P179「ビデオカメラで動画を撮影する」のお知らせ
･録音した音声の再生方法→P313「動画／ｉモーション
を再生する」

録音時の設定を変更する
品質やサイズ制限など、音声に関する設定を変更しま
す。

音声の品質を設定する

1 音声録音画面でhe品質のマーク（  
）にカーソルを合わせる

･ 8を押しても品質のマークを選択できます。

2 jで品質を選択
設定した品質がマークで表示されます。 

標準：
標準的な品質です。
高品質：

音質はよくなりますが、録音できる時間が短く
なります。
･ 8を押しても品質が切り替わります。

ファイルサイズを制限する

1 音声録音画面でheサイズ制限のマーク
（   ）にカーソルを合わせる
･ 9を押してもサイズ制限のマークを選択でき
ます。

2 jでサイズ制限を選択
設定したサイズ制限がマークで表示されます。

メール添付（小）：
ファイルサイズを290Kバイトに制限します。
ｉモードメールに添付して既存の機種に送信
できるファイルサイズです。

メール添付（大）：
ファイルサイズを490Kバイトに制限します。
ｉモードメールに添付して大容量メールに対
応している機種に送信できるファイルサイズ
です。
制限なし：
ファイルサイズを制限しません。動画／録音詳
細設定で保存先を「本体」に設定している場
合、選択できません。
･ 9を押してもサイズ制限が切り替わります。

PDFデータを使いこなす

PDFデータとは
ｉモードのサイトやインターネットホームページな
どからダウンロードしたPDFデータを表示できます。
PDFデータの表示中は、拡大・縮小、文字検索、リン
ク表示、画面の切り出しなど、さまざまな操作ができ
ます。
I miniSDメモリーカードに保存したPDFデータも表
示できます。
操作方法→P336「マイドキュメントデータを表示
する」

I PDFデータの表示では、ページを移動するための機
能として、「しおり」「ｉモードしおり」「マーク」を
使用できます。

しおり

しおり

・パソコンで表示した
　PDFデータ

・FOMA端末では、「ｉモード
 　しおり」や「マーク」を登録

ｉモードしおり マーク

録
音
時
の
設
定
変
更
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しおり：
PDFデータにあらかじめ登録されている、ページ移
動のための項目のことです。項目を選択すると関連
付けられているページを表示できます。登録されて
いる内容を変更したり削除したりできません。
しおりの使いかた→P354

ｉモードしおり：
PDFデータに登録できるページ移動のための項目
の1つです。項目を選択すると関連付けられている
ページを表示できます。ｉモードしおりには、ペー
ジ番号と説明やメモを登録できます。登録した項目
は自由に変更できます。ｉモードしおりがあらかじ
め登録されているPDFデータもあります。
ｉモードしおりの登録と使いかた→P355

マーク：
PDFデータに登録できるページ移動のための項目
の1つです。項目を選択すると関連付けられている
ページを表示できます。マークにはページ番号のみ
を登録できます。マークがあらかじめ登録されてい
るPDFデータもあります。
マークの登録と使いかた→P355

PDFデータを表示する
データBOXのマイドキュメントに保存されているPDF
データを表示します。

1 me55eフォルダを選択
マイドキュメントの各フォルダには次のような
PDFデータが保存されます。

ｉモード：
サイトからダウンロードしたPDFデータ
プリインストール：
お買い上げ時に登録されているPDFデータ
→P422
データ交換：
miniSDメモリーカードから移動またはコピー
したPDFデータ、データ通信で受信したPDF
データ
マイフォルダ：
他のフォルダから移動またはコピーしたPDF
データ
･ フォルダを作成すると表示されます。フォル
ダ名（マイフォルダ）は変更できます。
→P340

■miniSDメモリーカードのフォルダ一覧に切り
替える：マイドキュメントのフォルダ一覧で
t
miniSDメモリーカードの操作方法→P336
「マイドキュメントデータを表示する」

2 表示するPDFデータにカーソルを合わせ
る
PDFデータ一覧画面では、カーソル位置のファ
イルの表示名とPDFデータの詳細を示すマーク
が表示されます。

･ サムネイル表示ではPDFデータのサムネイル画
像が表示されます。サムネイル画像を表示でき
ない場合は、次のようなアイコンが表示されま
す。
：FOMAカード動作制限機能が設定されてい
るもの
：ダウンロードしてから一度も表示してい
ないもの、サムネイル画像を取得できない
もの
：部分的にデータをダウンロードしたもの
：データのダウンロードに失敗したもの

･ マークの意味は次のとおりです。
a取得元

：プリインストール
：ｉモード
：データ交換

bファイルの種類
：FOMAカード動作制限機能が設定され
ているPDFデータ
：すべてのデータをダウンロードしたPDF
データ
：部分的にデータをダウンロードしたPDF
データ
：データのダウンロードに失敗したPDF
データ

cファイル制限
（青）：ファイル制限なし
（グレー）：ファイル制限あり

･ tを押すたびにサムネイル表示とリスト表示が
切り替わります。
･ 表示名などの詳細情報を変更できます。

サムネイル表示

b ca

リスト表示

bca
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3 gを押す

PDFデータ表示中は次の操作ができます。
k：スクロール（1秒以上押すと高速スクロール）
t／a：前ページと次ページの切り替え
p：ヘルプ→P355
1：縮小
2：全体表示→P354
3：拡大
4：最初のページ
5：検索→P354
6：最後のページ
7：右90゜回転→P355
8：リンク表示→P354
9：画面切り出し→P356
0：ドキュメント情報→P355
*：標準画面表示と全画面表示の切り替え
#：ツールバーの表示
･ マークが登録されているページには、 が表
示されます。
･ 部分的にダウンロードしたPDFデータの表示中
に、ページ移動などで未取得のページを表示し
ようとすると、未取得のデータをダウンロード
するかどうかの確認画面が表示されます。「は
い」を選択するとページのダウンロードが開始
されます。それ以降は未取得のページを表示し
ようとしても、確認画面は表示されずにページ
がダウンロードされます。
･ データのダウンロードに失敗したPDFデータ

を選択すると、残りのPDFデータをダウン
ロードするかどうかの確認画面が表示されま
す。「はい」を選択するとダウンロードが開始
されます。
･ 部分的にデータをダウンロードしたPDFデータ

の残りのデータをダウンロードするときは、
m8を押します。

■ PDFデータにパスワードが設定されているとき：
パスワードの入力画面が表示されます。
aパスワードを入力
･入力したパスワードは「＊」で表示されま
す。

bpを押す

4 fe「はい」を選択
PDFデータに変更を加えた場合は、保存するか
どうかの確認画面が表示されます。保存するとき
は「はい」を選択して保存してください。

お知らせ
･画像データが多い場合など、PDFデータによっては表示
に時間がかかる場合があります。
･ PDF対応ビューアに対応していない形式や複雑なデザイ
ンなどを含むドキュメントの場合、正しく表示されない
ことがあります。

ツールバーを利用する

1 PDFデータを表示eg

･ ツールバーの機能は次のとおりです。
：縮小 ：全体表示→P354
：拡大 ：最初のページ
：検索→P354 ：最後のページ
：右90゜回転→P355
：リンク表示→P354
：画面切り出し→P356
：ドキュメント情報→P355

2 機能を選択
･ ツールバーの上に表示される機能名の、先頭の
数字と同じキーを押しても操作できます。
･ ツールバーを消すときは、#を押します。

ページを移動する

ページを指定して移動する

1 PDFデータを表示eme13eペー
ジ数を入力
■最初のページに移動する：me11

■最後のページに移動する：me12

■1つ前のページに移動する：me14

■次のページに移動する：me15

倍率ページ番号／
総ページ数

標準画面表示 全画面表示

ツールバー
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しおりを使って移動する

PDFデータにあらかじめ登録されているしおりを使っ
て、ページを移動できます。
I しおりが登録されていないPDFデータもあります。
I しおりと同様の機能として、ｉモードしおりやマー
クを登録してページを移動する機能があります。
ｉモードしおりやマークの使いかた→P355
「ｉモードしおりやマークを登録して使う」

1 PDFデータを表示eme41eしお
りを選択

文字列を検索する

I 部分的にデータをダウンロードしたPDFデータの場
合は、表示中のページのみ検索されます。

1 PDFデータを表示eme5e検索文字
列の入力欄に文字列を入力

■部分的に一致する語を検索する：完全に一致
する語だけを検索の「しない」を選択
･完全に一致する語だけを検索を「する」に設
定すると、「mini」という文字列を検索した
場合、部分的に一致する「miniSD」などは
検索されません。

■英字の大文字と小文字を区別しない：大文字
と小文字を区別の「しない」を選択

2 p［検索］を押す
検索が実行され、入力した文字列に一致した語は、
緑色で強調表示されます。検索結果画面では次の
操作ができます。
m：検索終了
t：1つ前の候補（一致した語）へ移動
p：ヘルプ→P355
a：次の候補（一致した語）へ移動

画面の表示設定を変更する

ページ番号、表示倍率、スクロールバーの表示と非表
示を切り替えます。
I この設定は、現在表示している画面にのみ有効で
す。別のPDFデータを表示するとお買い上げ時の設
定に戻ります。

1 PDFデータを表示eme67e下記
の各項目を選択して設定ep［登録］
ステータス表示：
ページ番号と総ページ数、倍率を表示するかし
ないかを設定します。

スクロールバー：
スクロールバーを表示するかしないかを設定
します。「なし」に設定してもスクロール操作
はできます。

お知らせ
･ステータス表示、スクロールバーをあらかじめ設定して
おく場合は、PDFデータ表示中にm7を押します。

拡大／縮小して表示する

表示する大きさを選択する

表示する大きさを「全体表示」「実際の大きさ」「幅に
合わせる」から選択します。

1 PDFデータを表示eme62e
1～3

お知らせ
･表示する大きさをあらかじめ設定しておく場合は、PDF
データ表示中にm7を押し「表示モード」を選択して
1～3を押します。

倍率を指定する

1 PDFデータを表示eme63e倍率
を入力
･ 2～1000（%）の範囲で入力できます。

リンクを利用する

PDFデータのリンク項目を利用してページ移動した
いときは、リンク表示をONに切り替えます。
また、リンク表示をONにすると、文中の電話番号や
メールアドレス、URLを利用して音声電話またはテレ
ビ電話をかけたり（Phone To／AV Phone To）、
ｉモードメールを作成したり（Mail To）、サイトに接
続したり（Web To）できます。

1 リンク項目が設定されているページを表
示eme66
･ リンク表示がONのときは「リンクOFF」と表
示されます。

お買い上げ時 ステータス表示：あり
スクロールバー：あり

･ 全角で最大8文字、半
角で最大16文字入力
できます。

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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2 リンク項目を選択

■Phone To（AV Phone To）・Mail To・Web
To機能を使う：
操作方法→P208

お知らせ
･リンク表示がONのとき、スクロール操作やページ移動
はできません。

ページのレイアウトを変更する

ページレイアウトを「単一ページ（1ページずつ表示）」
「見開きページ（2ページずつ表示）」から選択します。
I 1ページしかないPDFデータや、部分的にデータを
ダウンロードしたPDFデータは、ページレイアウト
を変更できません。

1 PDFデータを表示eme65e1
または2

表示を回転する

回転方法を「右90°回転」「左90°回転」「180°
回転」から選択します。

1 PDFデータを表示eme64e
1～3

お知らせ
･回転後のスクロール方向は、ページの向きに関係なく元
の表示と同じです。

PDFデータのドキュメント情報を見る

PDFデータに登録されているタイトル、著作者、作成
アプリケーション、作成日、更新日、ファイルサイズ
などの情報を確認します。

1 PDFデータを表示eme9

ヘルプを見る

PDFデータ表示中の操作、または検索結果画面の操作
をヘルプ画面で確認します。

〈例〉PDFデータ表示中の操作を確認するとき

1 PDFデータを表示ep［HELP］
･ 検索結果画面でもpを押して操作を確認でき
ます。

ｉモードしおりやマークを登録して
使う

保存したPDFデータに、ページを移動するための項目
として、ｉモードしおりやマークを登録できます。よ
く利用するページや、あとで見直したいページを登録
しておくと便利です。ｉモードしおりにはページ番号
の他にしおり情報としてページの説明やメモを登録
できます。マークにはページ番号のみ登録できます。
I ｉモードしおりとマークは、あらかじめ登録されて
いるものを含めてそれぞれ最大10件登録できま
す。

I 同様の機能として、PDFデータにあらかじめ登録さ
れているしおりを使用してページを移動する機能
があります。
しおりの使いかた→P354「しおりを使って移動す
る」

I ｉモードしおりやマークが登録されているPDFデー
タをパソコンなどで表示した場合、ご使用のソフト
ウェアがｉモードしおりやマークの表示に対応して
いないときは、ｉモードしおりやマークは表示され
ません。

ｉモードしおりを登録する

ｉモードしおりを登録すると、登録したページの現在
の表示状態（倍率、回転方向、表示範囲）が記録され
ます。ｉモードしおりを登録したページは、登録した
ときの状態で表示されます。

1 ｉモードしおりを登録するページを表示
eme422eｉモードしおりの
情報を入力ep［登録］
･ 全角で最大64文字、半角で最大128文字入力
できます。

リンク表示

･ リンク表示をOFFにす
るときはmを押しま
す。

ｉ
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ｉモードしおりからページを表示する

1 PDFデータを表示eme421e
表示するｉモードしおりにカーソルを合
わせる
■ｉモードしおりの情報を変更する：変更する
ｉモードしおりにカーソルを合わせてme
1eｉモードしおりの情報を入力ep

■ｉモードしおりを1件削除する：削除する
ｉモードしおりにカーソルを合わせてme
21e「はい」を選択

■ｉモードしおりを複数削除する：me2
2e削除するｉモードしおりを選択epe
「はい」を選択

■ｉモードしおりを全件削除する：me2
3e認証操作e「はい」を選択

2 g［選択］を押す

お知らせ
･ PDF データ表示中に m を押し、「しおり・マーク」→
「ｉモードしおり・マーク」→「ｉモードしおりの削除」
を選択しても、ｉモードしおりを削除できます。

マークを登録する

1 マークを登録するページを表示eme
425

マークからページを表示する

1 PDFデータを表示eme424e
表示するマークにカーソルを合わせる
■マークを1件削除する：削除するマークに
カーソルを合わせてme1e「はい」を選
択

■マークを複数選択して削除する：me2e
削除するマークを選択epe「はい」を選択

■マークを全件削除する：me3e認証操作
e「はい」を選択

2 g［選択］を押す

お知らせ
･ PDF データ表示中に m を押し、「しおり・マーク」→
「ｉモードしおり・マーク」→「マークの削除」を選択
しても、マークを削除できます。

PDFデータの画面を切り出す
表示中のページをJPEG形式の画像ファイルにして
保存します。切り出した画像ファイルはマイピクチャ
内の「カメラ」フォルダに保存されます。

1 切り出すページを表示eme3

お知らせ
･切り出される画像サイズは、PDFデータが表示されてい
る画面領域の大きさによって異なります。
･ PDFデータのセキュリティ設定によっては、画面の切り
出しができない場合があります。
･切り出した画像ファイルのFOMA端末外出力可／不可に
ついては、切り出し元のPDFデータの設定に従います。

動作設定

PDFデータの動作条件を設定する

PDFデータ一覧をサムネイル表示にするか、リスト表
示にするかを設定します。

1 me55eme4e1または
2
･「あり」に設定するとサムネイル表示になり、
「なし」に設定するとリスト表示になります。

お知らせ
･ PDFデータ一覧から設定する場合は、mを押し「動作設
定」を選択します。

音楽を使いこなす

ミュージックプレイヤー

音楽データをパソコンから取り込ん
でFOMA端末で再生する

お客様が購入したCDなどの音楽や、インターネットか
らダウンロードした音楽などを、FOMA端末のminiSD
メモリーカードに保存して、ステレオサウンドで楽し
むことができます。FOMA端末を折り畳んだままでも、
開いた状態で他の機能を使いながらでも再生できま
す。特定の曲だけを選んだり、シャッフル再生、曲の
確認に便利なイントロ再生など、さまざまな聴きかた
を楽しめます。
I ミュージックプレイヤーはAAC形式のMP4ファイ
ルおよびWindows Media Audio（WMA）ファイ
ルに対応しています。

I 音楽データをminiSDメモリーカードに保存するに
は、Windows Media Player 10でWMAファイル
を保存する方法と、市販のソフトウェアと付属の
データリンクソフト（miniSDユーティリティ）で
AAC形式のファイルを保存する方法があります。

お買い上げ時 一覧の画像表示：あり

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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I ミュージックプレイヤーを使用すると電力の消費
が早くなりますのでご注意ください。

I miniSDメモリーカードの取り扱いや使用時の注意
事項→P326「miniSDメモリーカードについて」

I FOMA端末では、著作権保護技術で保護されたWMA
ファイルを再生できます。ただし、著作権保護技術
で保護されたAAC形式のファイルは再生できませ
ん。また、インターネット上のホームページなどか
ら音楽データをダウンロードする際には、あらかじ
め利用条件（許諾、禁止行為など）をよくご確認の
上、ご利用ください。

I miniSDメモリーカード内に保存したWMAファイ
ルは、同じF902iSでも、保存に使用したときの
FOMA端末以外では再生できない場合があります。

I miniSDメモリーカード内に保存した音楽データは、
個人使用の範囲内でのみ使用できます。ご利用にあ
たっては、著作権などの第三者の知的財産権その他
の権利を侵害しないよう十分ご配慮ください。また、
miniSDメモリーカードに保存した音楽データは、パ
ソコンなどの他の媒体にコピーまたは移動しないで
ください。

I CCCD（コピーコントロールCD）の取り扱いや、音
楽データをWMAファイルやAAC形式のファイルに
変換できない場合の対処については、当社としては
責任を負いかねますのであらかじめご了承くださ
い。

音楽データをminiSDメモリーカードに
保存する

WMAファイルをminiSDメモリーカードへ
保存する

WMAファイルをminiSDメモリーカードへ保存するに
は、Windows Media Player 10を使用します。
I Windows Media Player 10をインストールしてWMA
ファイルをFOMA端末内のminiSDメモリーカードに
転送するには、パソコンのOSとしてWindows XP
Service Pack 2が必要です。また、Windows Media
Player 10は10.00.00.3802以降のバージョンを使
用してください。

I パソコンとFOMA端末を接続する前に、Windows
Media Playerのバージョンを必ず確認してくださ
い。

I WMAファイルは1フォルダについて最大400件表
示できます。データが400件を超えた場合、超えた
分は表示・再生できません。

1 Windows Media Player 10でパソコン
にWMAファイルを準備する

2 FOMA端末にminiSDメモリーカードを挿
入eFOMA端末でUSBモード設定を
「MTP優先モード」に切り替える
USBモード設定→P338
･ すでにUSBモード設定が「MTP優先モード」
に設定されている場合は、操作2は不要です。

■ミュージックプレイヤー動作中にMTPモード
に切り替えるとき：ミュージックプレイヤー
のファイル一覧画面でme8e「はい」を
選択

3 Windows Media Player 10を起動

4 パソコンとFOMA端末をUSBケーブルで
接続
･ パソコンとFOMA端末を接続するには、USB
ケーブルをご利用ください。

パソコンとFOMA端末の接続方法→P339

5 パソコンからFOMA端末内のminiSDメモ
リーカードにWMAファイルを転送する

6 データ転送が終わったら、gを押して
MTPモードを中断する
･ データ転送が終わってから、約5分経過しても
MTPモードは終了します。

7 USBケーブルを取り外す
USBケーブルの取り外しかた→P340
･ ミュージックプレイヤー動作中に操作したと
きは、操作7は不要です。

ミュージックプレイヤーに関する詳細情報や
お問い合わせ先について

【FOMA端末への音楽データの転送・再生方法】
パソコンなどから：
http://www.fmworld.net/product/phone/
music/

お問い合わせ先：富士通株式会社

0120-176-769

※ 携帯電話、PHSからもご利用になれます。
受付時間：10：00～19：00（日・祝祭日を除く）
※ ダイヤルの電話番号をよくご確認の上、お間
違いのないようにおかけください。

※ Windows Media Player 10については、お
使いのパソコンの各パソコンメーカにお問い
合わせください。
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お知らせ
･MTPモード中にUSBケーブルを外さないでください。誤
動作やデータ消失の原因となります。
･パソコンからFOMA端末に取り付けられたminiSDメモ
リーカードにアクセスしているときは、MTPモードを
中断できません。
･WMAファイルは、操作5でWindows Media Player
10から削除することもできます。

AAC形式のファイルをminiSDメモリー
カードへ保存する

I AAC形式のファイルは1フォルダについて最大400
件表示できます。データが400件を超えた場合、超
えた分は表示・再生できません。

1 音楽データをAAC形式のファイルに変換
できる市販のソフトウェアと付属のデー
タリンクソフトをパソコンにインストー
ル
データリンクソフト→P446

2 CDの音楽データをAAC形式のファイル
に変換eパソコンに保存
･ AAC形式に変換するには、市販のソフトウェア
をご利用ください。ソフトウェアの使用方法
は、各ソフトウェアの取扱説明書やホームペー
ジなどでご確認ください。
･ miniSDユーティリティに、音楽データとして取
り込めるファイルの拡張子は、「mp4」「m4a」
「3gp」です。ただし、「mp4」「3gp」につい
ては、映像のあるデータやテロップが挿入され
ているデータは再生できません。ご使用になる
ソフトウェアによってAAC形式に変換した場合
のファイルの拡張子が異なりますので、ご確認
ください。

3 FOMA端末にminiSDメモリーカードを挿
入eFOMA端末でUSBモード設定を
「miniSDモード」に切り替える
･ すでにUSBモード設定が「miniSDモード」に
設定されている場合は、切り替えは不要です。
･「miniSDモード」に切り替えるには、待受画面
でm624を押し、2を押します。

4 パソコンとFOMA端末をUSBケーブルで
接続
･ FOMA端末とパソコンを接続するには、USB
ケーブルを使用します。

パソコンとFOMA端末の接続方法→P338

5 データリンクソフトからminiSDユーティ
リティを起動e「読込み」ウィンドウで
ドライブを選択して「OK」をクリック
FOMA端末はリムーバブルディスク（たとえば、
ドライブがFの場合「F：リムーバブルディスク」
など）として認識されます。

6 をクリックしてアルバムを作成
･ アルバムを作成するには、「編集」→「アルバ
ム作成」で、アルバム名を入力します。
･ miniSDユーティリティで作成した「アルバム」
は、FOMA端末では「フォルダ」として扱われ
ます。
･ をクリックしたときに、音楽データ
を再生可能な端末が限定されることをお知ら
せするメッセージが表示されることがありま
す。「OK」をクリックするとアルバム編集の操
作に進みます。

7 操作2で保存した音楽データのファイルを
選択eminiSDユーティリティのアルバム
のデータビューにドラッグ＆ドロップ

8  をクリックe「書込み」ウィンドウ
でドライブを確認して「OK」をクリック
e「はい」をクリック
miniSDメモリーカードに音楽データが保存され
ます。
･ 保存するデータの件数によって、保存に時間が
かかる場合があります。

9 保存の完了メッセージで「OK」をクリッ
ク

10 USBケーブルを取り外す
USBケーブルの取り外しかた→P340

ドラッグ＆ドロップ
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AAC形式のファイルをminiSDユーティリ
ティを使わずに保存するには

miniSDユーティリティを使わずに、FOMA端末に挿
入したminiSDメモリーカードへ直接AAC形式の
ファイルを保存できます。
I WMAファイルをこの手順で保存しても、FOMA端
末のミュージックプレイヤーでは再生できません。

1 miniSDメモリーカードに保存する準備
保存準備の操作手順→P358「AAC形式のファ
イルをminiSDメモリーカードへ保存する」操作
1～4

2 パソコンの「マイコンピュータ」を起動
eminiSDメモリーカードが認識されてい
るドライブを選択ePRIVATE￥
DOCOMO￥MMFILE￥F_MUSICを選
択
･ このフォルダ内にさらにフォルダを作成して
音楽データを整理することができます。
･ F_MUSICフォルダが存在しない場合はフォル
ダを作成してください。

パソコンから操作したときのminiSDメモリー
カードのフォルダ構成→P328

3 パソコンに保存したAAC形式のファイル
をF_MUSICフォルダにドラッグ＆ドロッ
プ

4 USBケーブルを取り外す
USBケーブルの取り外しかた→P340

F700iS、F901iS、F700i、F901iCの音
楽データを移行するには

F700iS、F901iS、F700i、F901iCでminiSDメモ
リーカード内のSD_VIDEO￥PRLzzz￥に保存してい
る、拡張子が「3GP」「MP4」の音楽データ(音声の
みの動画／ｉモーション)を、miniSDメモリーカード
内の PRIVATE￥DOCOMO￥MMFILE￥F_MUSIC
に移動／コピーすると、本FOMA端末のミュージック
プレイヤーで再生できるようになります。

お知らせ
･miniSDメモリーカードに保存されている任意のAAC形
式のファイルを削除するには、miniSDユーティリティ
を使用するか、またはFOMA端末が認識されているドラ
イブを表示して、ファイルを削除してください。すべて
のファイルを削除するときには、音楽データ一括削除で
行うこともできます。→P362

音楽データを再生する

画面の見かた

■ ファイル一覧画面

aフォルダ／プレイリスト／ファイルの種類
：トップフォルダ
：ホームフォルダ
：通常フォルダ
：ホームフォルダに設定されたプレイリスト
フォルダ

：プレイリストフォルダ
：ホームフォルダに設定されたプレイリスト
：プレイリスト
：マーク再生する音楽データ
：マークを解除した音楽データ

※ 背面ディスプレイでは、フォルダやプレイリス
トの名前の最初に が表示されます。

bファイルの種類
：WMAファイル
：MP4ファイル

■ プレイヤー画面

ファイル一覧画面

表示しているフォルダの種類
を示します。

b

a

ファイル一覧画面
（背面ディスプレイ）

ミュージックプレイヤー再生時

ミュージックプレイヤー再生時
（背面ディスプレイ）

a

b

cdefg

h
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a再生中の曲番号／フォルダ内の曲数
b曲タイトル、再生位置インジケータ、再生時間
（分：秒）

c再生状態（ ：通常再生、 ：イントロ再生、
：マーク再生、 ：一時停止中）

dリピート再生（ ：ON）
eシャッフル再生（ ：ON）
fサラウンド（ ：ON）
gファイル種別（ ：WMAファイル、 ：AAC
形式のMP4ファイル）

h再生音量
背面ディスプレイではabcが表示されます。

フォルダ内の音楽データを連続再生する

1 me9eフォルダまたはプレイリスト
を選択
･ お買い上げ時は、FOMA端末を折り畳んだ状態
でサイドキー［▲］を1秒以上押すと、ミュー
ジックプレイヤーを起動できます。→P378
･ ラウンドイルミネーションパネルを利用して
ミュージックプレイヤーを起動できます。

2 音楽データを選択
再生が開始されます。FOMA端末を折り畳むと
背面ディスプレイに再生中の音楽データの情報
が表示されます。再生画面では次の操作ができま
す。
FOMA端末を開いたとき
g ：再生／一時停止
j ：音量調整
r ：次の音楽データ再生
l ：（曲の始まりから3秒以内の操作）前の音

楽データ再生
（曲の始まりから3秒以上経過して操作)
再生中の曲の最初に戻る

c：停止してファイル一覧画面に戻る

FOMA端末を折り畳んだとき
ラウンドイルミネーションパネル［R］：
再生／一時停止

ラウンドイルミネーションパネル［R］（1秒
以上）：
停止してファイル一覧画面に戻る

ラウンドイルミネーションパネル［E］：
次の音楽データ再生

ラウンドイルミネーションパネル［W］：
（曲の始まりから3秒以内の操作）前の音楽
データ再生
（曲の始まりから3秒以上経過して操作）再生
中の曲の最初に戻る

ラウンドイルミネーションパネル［QT］：
音量調整

P（1秒以上）：
ラウンドイルミネーションパネルとサイド
キーの操作を無効または有効にする

■一時的にシャッフル再生する：ファイル一覧
画面でt
フォルダ内の音楽データの曲順がランダムに
並べ替えられます。
･m42を押しても並べ替えられます。元
の曲順に戻すときは、m41を押しま
す。
･フォルダを移動したり、ミュージックプレイ
ヤーを一度終了させたりすると元の曲順に
戻ります。
･常にシャッフル再生するにはプレイヤー設
定を変更してください。→P362
･この操作でシャッフル再生を行っても、再生
画面で は表示されません。

ミュージックプレイヤー一時停止時

ミュージックプレイヤー一時停止時
（背面ディスプレイ）
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スイッチ付イヤホンマイクでの操作

スイッチ付イヤホンマイク（ステレオイヤホンセット
含む）を接続しているときは、スイッチ操作で再生や
一時停止ができます。
スイッチ操作をするためには、イヤホンスイッチ設定
を「ミュージックプレイヤー操作」にする必要があり
ます。ファイル一覧画面でm01を押し、イヤ
ホンスイッチの設定を行ってください。→P362

特定の音楽データだけを再生する
＜マーク再生＞

1 me9eフォルダを選択e再生する音
楽データにカーソルを合わせてa
･ aを1秒以上押すごとに、フォルダ内の音楽
データをまとめてマークまたはマーク解除で
きます。m3を押し、1または2を押
しても、マークの全選択、または全解除ができ
ます。
･ プレイリストではマーク再生はできません。

2 p［ PLAY］を押す
マークした音楽データを再生します。
･ m2を押しても再生できます。

曲の先頭だけを連続再生する
＜イントロ再生＞

フォルダ内の音楽データの最初の7秒だけを次々に再
生して曲を確認することができます。

1 me9eフォルダを選択eme1
･ イントロ再生中にgを押すとイントロ再生が
解除され、再生が継続されます。
･ 音楽データにカーソルを合わせてイントロ再
生を行うと、その曲から再生されます。

お知らせ
･次の場合は再生が一時停止し、通話終了後やアラーム停
止後などに自動的に再生が再開されます。
- 音声電話／テレビ電話／プッシュトークの着信があっ
たとき

- メールを受信したとき（メール受信設定が「通知優先」
の場合）

- 目覚ましやスケジュールで指定した日時になったとき
- ミュージックプレイヤーと同時に使用できない機能が
実行されたとき
マルチタスクの組み合わせ→P443

･ミュージックプレイヤー再生中にメールを自動受信す
るなど、同時に多くの機能を利用すると、再生中の音楽
が途切れる場合があります。
･WMAファイルでは、再生しようとした音楽データの再
生期限が切れているか、再生期限の確認ができないとき
には再生できない旨のメッセージが表示されます。パソ
コンで再生期限内であることを確認し、FOMA端末をパ
ソコンに接続して同期をとると、音楽データが再生でき
ます。→P357

お気に入りのフォルダまたはプレイリス
トをホームフォルダにする

気に入った音楽データのフォルダまたはプレイリス
トをホームフォルダに設定すると、ミュージックプレ
イヤーを起動したときの最初の画面に表示できます。

1 ファイル一覧画面でホームフォルダに設
定したいフォルダまたはプレイリストを
選択

2 me6e「はい」を選択
フォルダの場合は が に変わります。プレイ
リストフォルダの場合は が に変わります。
プレイリストの場合は が に変わります。
･ 他のフォルダまたはプレイリストがホームフォ
ルダに設定されている場合は、その設定が解除
され現在のフォルダまたはプレイリストがホー
ムフォルダに設定されます。

フォルダを移動する

現在音楽データが一覧表示されているフォルダから、
トップフォルダやホームフォルダに移動します。

1 ファイル一覧画面でme5e1また
は2
･ 一覧画面ではcを押すごとに、1階層上のフォ
ルダにカーソルが移動します。トップフォルダで
cを押すと、ミュージックプレイヤーが終了
します。

押しかた 一時停止中 再生中
1回 再生／フォルダ選択 一時停止
1秒以上 前の音楽データに

カーソルを移動
再生開始3秒以内な
ら前の音楽データを
再生／再生開始3秒
経過後なら現在再生
中の曲の頭出し

2回 次の音楽データに
カーソルを移動

次の音楽データを再
生

3回 ファイル一覧画面に
戻る

停止してファイル一
覧画面に戻る
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ファイルの詳細情報を表示する
＜詳細情報表示＞

WMAファイルの詳細情報を表示します。

1 ファイル一覧画面で詳細情報を確認した
いファイルにカーソルを合わせてme
7
次の情報が確認できます。
タイトル：
ファイルのタイトルを表示します。

アーティスト：
ファイルのアーティスト名を表示します。

アルバム：
ファイルのアルバム名を表示します。

権利者：
ファイルの権利者を表示します。

著作権管理：
著作権が管理されていることによるファイル
の保護の有無を表示します。

イヤホンマイクのスイッチ動作を設定す
る＜イヤホンスイッチ設定＞ MENU 8653

スイッチ付イヤホンマイクのスイッチを音声電話の
発信またはミュージックプレイヤーの操作で使用で
きるように設定します。この設定はイヤホン機能設定
のイヤホンスイッチ設定にも反映されます。

1 ファイル一覧画面でme0e1eイ
ヤホンスイッチ設定欄を選択して2
「ミュージックプレイヤー操作」を選択するとイ
ヤホンスイッチでミュージックプレイヤーの操
作を行えます。

ミュージックプレイヤーの設定を変更す
る＜プレイヤー設定＞

1 ファイル一覧画面でme0e2e下
記の各項目を選択して設定ep［登録］
音量：

kまたはサイドキー［▲▼］を押して再生音
量（25段階）を調整し、gを押します。

リピート再生：
フォルダ内の音楽データを繰り返し再生する
かどうかを設定します。

曲順：
フォルダ内の曲をシャッフルして再生するか
どうかを設定します。

サラウンド：
サラウンド再生にするか、通常再生にするかを
設定します。

お知らせ
･曲順をシャッフルに設定するとフォルダの移動に関わ
らず、シャッフル再生となります。
･ここでの設定はミュージックプレイヤーを終了しても
保存されます。

音楽データを一括して削除する
＜音楽データ一括削除＞

1 ファイル一覧画面でme9e認証操作

2 「はい」を選択
ミュージックプレイヤーで再生されるminiSDメ
モリーカード内のすべての音楽データが削除さ
れます。
削除が完了すると、ミュージックプレイヤーは終
了します。

お知らせ
･本操作を行うとminiSDメモリーカードのF_MUSICフォ
ルダ、WMフォルダ、WM_SYSTEMフォルダとそれら
の中のすべてのデータが削除されます。ミュージックプ
レイヤー以外のデータを入れていた場合も削除されてし
まいますのでご注意ください。

お買い上げ時 音量：レベル20  リピート再生：ON  
曲順：ノーマル  サラウンド：OFF
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＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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その他の便利な機能
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マルチアクセス

マルチアクセスについて
マルチアクセスとは、音声電話、パケット通信、SMS
の3つの機能を同時に使用できる機能です。
I タスクバーには、動作中の機能を示すアイコンが表
示されます。

I 同時に使用できる機能は次のとおりです。
- 音声電話：1通信
- ｉモード、ｉアプリ、ｉモードメール、パソコン
とつないだパケット通信：いずれか1通信
- SMS：1通信

I マルチアクセスの組み合わせ→P441

マルチアクセスでできる主な操作

通信中に音声電話を受ける

〈例〉ｉモード中に音声電話を受けるとき
I パソコンとつないだパケット通信中も、同様に音声
電話を受けられます。

1 ｉモード中に電話がかかってくる

2 nを押す
電話がつながります。
･ 通話中画面とサイト画面を切り替えながら操
作できます。→P365
･ サイト表示を終了するにはサイト画面でfを
押して「はい」を選択し、通話を終了するには
通話中画面でfを押します。

通信中に他の通信を行う

接続中の通信を中断せずに、別の通信を同時に行えま
す。

〈例〉音声電話中にｉモードに接続するとき

1 音声電話中にse21

･ サイト画面を表示したまま通話できます。ス
ピーカーホン機能を利用すると、画面を見なが
ら通話できます。
･ 通話中画面とサイト画面を切り替えながら操
作できます。→P365
･ サイト表示を終了するにはサイト画面でfを
押して「はい」を選択し、通話を終了するには
通話中画面でfを押します。

〈例〉音声電話中にｉモードメールを送信するとき

1 音声電話中にse12

･ メール作成画面を表示したまま通話できます。
スピーカーホン機能を利用すると、画面を見な
がら通話できます。
･ 通話中画面とメール作成画面を切り替えなが
ら操作できます。→P365
･ メール作成を終了するにはメール作成画面で、
通話を終了するには通話中画面で、fを押し
ます。

2 ｉモードメールを作成して送信
ｉモードメールを送信すると通話中画面に戻り
ます。

お知らせ
･マルチアクセス中はそれぞれの通信について通信料金
がかかります。

マルチタスク

マルチタスクについて
マルチタスクとは、複数の機能を同時に実行し、画面
を切り替えながら操作できる機能です。
I タスクバーには、動作中の機能を示すアイコンが表
示されます。

I 同時に実行できる機能は2つまでです。ただし、ダイ
ヤル発信、プロフィール情報、マナーモード設定／
解除（通話中、お預かりセンターに接続中を除く）
は、他の機能が2つ実行されていても起動できます。

I 機能によっては同時に起動できない場合や制限の
ある場合があります。

I マルチタスクの組み合わせ→P443

･ 音声電話がかかってき
たときの画面は、優先
通信モード設定によっ
て異なります。

新規起動メニュー

マ
ル
チ
ア
ク
セ
ス
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新しい機能を実行する

通話中や通信中などの機能を実行中に別の機能を実
行できます。

〈例〉通話中にスケジュールを表示・登録するとき

1 通話中にse71

･ スケジュール画面を表示したまま通話できま
す。スピーカーホン機能を利用すると、画面を
見ながら通話できます。

2 スケジュールを表示して登録
･ スケジュール画面と通話中画面を切り替えな
がら操作できます。→P365
･ スケジュールを終了するにはスケジュール画
面で、通話を終了するには通話中画面で、f
を押します。

お知らせ
･動画やアニメーションの再生中、カメラの操作中、ミュー
ジックプレイヤーの再生中などにメールを自動受信する
など、同時に多くの機能を実行すると、画面がスムーズ
に動作しない場合や、再生中の音声が途切れる場合があ
ります。

操作する機能を切り替える

複数の機能を実行中にsを押すと画面切替メニュー
が表示され、画面を切り替えながら操作できます。

〈例〉音声電話中画面からサイト画面へ切り替えると
き

1 音声電話中にse「ｉモード」を選択

･ 画面切替メニューには、実行中の機能が一覧表
示されます。
･ 通話中画面に戻すには、もう一度sを押し、
画面切替メニューから「電話」を選択します。
･ 画面切替メニュー表示中にmを押すと新規起
動メニューが表示され、新しい機能を起動でき
ます。もう一度mを押すと画面切替メニュー
に戻ります。

お知らせ
･マルチタスクの組み合わせで選択不可になっている組
み合わせでは、画面を切り替えられません。
･画面切替メニューには、メニュー項目に表示される名称
と異なり、次のように表示されるものがあります。
- ダイヤル入力 ： 電話番号入力
- AV通信 ： 外部機器によるテレビ電話
- ｉモード ： ｉMenu、Bookmark、URL入力、URL履
歴、ラストURL、画面メモ、ｉチャネル

- メール作成 ： ｉモードメール、SMS（作成画面）
- ｉモードメール着信 ： ｉモードメール、メッセージR/
Fの受信画面

- 問合せ ： ｉモードメール、メッセージR/F、SMSの
センター問合せ

- メール ： ｉモードメール、SMS（一覧画面や詳細画
面など）

- フルブラウザ ： ホーム、Bookmark、URL入力、URL
履歴、ラストURL

- マイドキュメント ： マイドキュメント（PDFデータ）
- PDF対応ビューア ： マイドキュメント（PDFデータ
表示中画面）

- PPPデータ通信 ： パソコンとつないだパケット通信

実行中のすべての機能を終了する

マルチタスクを実行中の全機能を一度に終了します。

1 マルチタスク中にsepe「はい」を
選択

自動電源ON／OFF設定

指定した時刻に自動的に電源を入れ
る／切る

指定した時刻にFOMA端末の電源を自動的に入れた
り、切ったりします。
I 自動電源ON設定と自動電源OFF設定を同時刻に設
定できません。

〈例〉自動電源ON設定を設定するとき

1 me852
･ 自動電源OFF設定を設定するときは待受画面で

m853を押します。

2 下記の各項目を選択して設定ep［登録］
自動電源ON：
自動電源ONを設定／解除します。

時刻：
自動的に電源を入れる時刻を設定します。
･ 24時間制で入力します。時、分が1桁のと
きは、前に0を付けます。

繰り返し：
自動電源ONの繰り返しの動作を設定します。
･「OFF」に設定すると、指定した時刻に一度
だけFOMA端末の電源が入った後、自動電
源ON設定の設定は解除されます。

画面切替メニュー

お買い上げ時 自動電源ON：OFF  自動電源OFF：OFF

自
動
電
源
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N
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次ページへ
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お知らせ
･お知らせタイマーや目覚まし、スケジュールアラームと
同時刻に自動電源OFF設定を「ON」に設定すると、お
知らせタイマーや目覚まし、スケジュールに設定した動
作が行われ、動作を終了した後に電源が切れます。目覚
ましが停止した後にスヌーズ動作が開始すると、スヌー
ズ動作を終了した後に電源が切れます。
･自動電源OFF設定を「ON」に設定しても、待受中以外
のときに指定した時刻になった場合には、電源は切れま
せん。動作中のそれぞれの機能を終了した後、電源が切
れます。ただし、待受画面からの認証操作画面や、FOMA
端末の電源を入れた際に表示されるPIN1コード、PIN2
コード入力画面を表示中に指定した時刻になった場合
は、電源は切れます。
･病院、医療機関、航空機の中など携帯電話の使用を禁止
された所では、電源を切るだけではなく、自動電源ON
設定を「OFF」に設定してください。

お知らせタイマー

簡単な操作でタイマーを設定する
タイマーでお知らせするまでの時間（分）を待受画面
で入力して設定します。指定した時間が経過すると、
音や画面表示などでお知らせします。

1 タイマーでお知らせするまでの時間（分）
を入力erまたはm1
お知らせタイマーのカウントダウン画面が表示
され、カウントダウンが始まります。
･ 時間は1～60分の範囲で設定します。1桁の
ときは、前に0を付けずに入力します。
･ カウントダウン中にFOMA端末を折り畳むと、
背面ディスプレイにタイマーが鳴るまでの残
り時間が表示され、カウントダウンを継続しま
す。
･ カウントダウン中にcまたはfを押すと、
終了するかどうかの確認画面が表示されます。
確認画面表示中もカウントダウンは継続しま
す。

指定した時間が経過すると

ディスプレイに次の画面が表示され、音量設定の電話
着信音量で設定した音量で、お買い上げ時に登録され
ているメロディの「目覚まし時計」が鳴ります。また、
バイブレータ設定やイルミネーション設定の着信イ
ルミネーションで電話着信時の動作を設定している
場合は、その設定に従って動作します。
FOMA端末を折り畳んでいるときは、背面ディスプレ
イに と「時間です」のメッセージが表
示され、ラウンドイルミネーションパネルの照明が点
灯します。

I タイマーが鳴っているときにfを押すと、タイマー
が終了します。

I タイマーが鳴っているときに約1分間何も操作しな
いか、fまたはサイドキー［▼］以外を押すと、
タイマーが停止します。

I FOMA端末を折り畳んでいるときに鳴動中のタイマー
を停止するには、サイドキー［▲］またはPを押すか、
ラウンドイルミネーションパネルに触れます。

お知らせ
･カウントダウン中にsを押して他の機能を起動しても、
カウントダウンは継続します。指定した時間になるとタイ
マーが鳴りますが、タイマーを終了するとsで起動し
た機能の画面に戻ります。
･通話中やプッシュトーク通信中に指定した時間になる
と、タイマーの音ではなく警告音が鳴り、タイマーが停
止した画面が表示されます。このとき、バイブレータは
動作せず、ランプとラウンドイルミネーションパネルの
照明は、通話中イルミネーションの設定に従って動作し
ます。また、プッシュトーク発言中の場合は、発言権が
開放されます。
･次の場合に指定した時間になると、操作や動作が終了し
た後、タイマーが鳴動します。
- 電話、プッシュトークの発着信中、呼出中、切断中
- 64Kデータ通信の発着信中
- データ転送モード中
- 赤外線リモコン使用中

目覚まし

指定した時刻に目覚ましを鳴らす
指定した時刻になったことを、目覚まし音、背面ディ
スプレイ、バイブレータ、ランプなどでお知らせしま
す。1回のみ行うか、毎日繰り返し行うか、毎週同じ
曜日に行うかを選択できます。
I 最大9件登録できます。

1 me73e1～9
･ 設定中の目覚ましは、タイトルの左に が表
示されます。

■目覚ましを設定／解除する：タイトルにカー
ソルを合わせてm
･押すたびに設定／解除されます。

お
知
ら
せ
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マ
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2 下記の各項目を選択して設定

時刻：
目覚ましを設定する時刻を入力します。
･ 24時間制で入力します。時、分が1桁のと
きは、前に0を付けます。

繰り返し：
目覚ましの繰り返しの動作を設定します。
･「曜日指定」を選択したときは、「曜日選択」
を選択し、目覚ましを鳴らす曜日を選択して
pを押します。

タイトル：
目覚ましのタイトルを入力します。
･ 全角で最大7文字、半角で最大14文字入力
できます。
･ お買い上げ時のタイトルは、「目覚まし1～
9」に設定されています。
･ タイトルを入力していないと目覚ましは登
録できません。

3 hで音設定画面に切り替えe下記の各項
目を選択して設定

目覚まし音（アラーム）：
指定した時刻になったときの目覚まし音を設定
します。
･「端末設定に従う」に設定すると、音設定の
目覚まし音の設定に従います。
･「ｉモーションを選択」または「メロディを選
択」を選択した場合は、目覚まし音を動画／
ｉモーションまたはメロディから選択しま
す。

動画／ｉモーションのフォルダや一覧の見か
た→P313
メロディのフォルダや一覧の見かた→P325

音量：
目覚ましの音量を設定します。
･「端末設定に従う」に設定すると、音量設定
の目覚まし音量の設定に従います。
･「設定する」を選択した場合は、音量を調整
します。

音量の調整方法→P123

4 hでその他設定画面に切り替えe下記の
各項目を選択して設定

バイブレータ：
指定した時刻になったときの振動を設定しま
す。
･「端末設定に従う」に設定すると、バイブレー
タ設定の目覚まし鳴動時の設定に従います。
･「選択する」を選択した場合は、バイブレー
タの種類を選択します。

バイブレータのパターン→P123
イルミネーションパターン：
指定した時刻になったときのランプの点灯パ
ターンを設定します。
･「メロディ連動」または「OFF」に設定する
と、イルミネーションカラーは設定できませ
ん。

イルミネーションカラー：
ランプの点灯色を設定します。
ランプの色と点灯パターン→P142

5 p［登録］を押す
･ 目覚ましを設定すると、待受画面に または

（スケジュールアラームも設定していると
き）が表示されます。

指定した時刻になると

ディスプレイに次の画面（または設定した動画／ｉモー
ション）が表示され、設定した音量で目覚ましが鳴りま
す。また、バイブレータやイルミネーションを設定して
いる場合は、その設定に従って動作します。
FOMA端末を折り畳んでいるときは、背面ディスプレ
イに と時刻が表示され、ラウンドイルミ
ネーションパネルの照明が点灯します。

I 目覚ましが鳴っているときにfを押すと目覚まし
が終了し、鳴る前の画面に戻ります。

目
覚
ま
し
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I 目覚ましが鳴っているときに約1分間何も操作しな
いか、fまたはサイドキー［▼］以外を押すと、
目覚ましが停止し、「1分間鳴った後、4分間停止」
する動作（スヌーズ動作）を30分間繰り返します。
スヌーズ動作で目覚ましが停止しているときは、
ディスプレイに「スヌーズ中 Snooze」と表示（動
画／ｉモーションを設定している場合は最初のコ
マが表示）され、ラウンドイルミネーションパネル
の照明が点滅します。目覚ましが鳴っているときに
音声電話、テレビ電話、プッシュトークの着信が
あったときにも、同様にスヌーズ動作になります。

I FOMA端末を折り畳んでいるときに目覚ましを停止
するには、サイドキー［▲］またはPを押すか、ラ
ウンドイルミネーションパネルに触れます（スヌー
ズ動作になります）。

お知らせ
･同時刻に複数の目覚ましを設定していると、目覚まし一
覧の最も小さい項目番号に設定している目覚ましが動
作します。
･目覚ましとスケジュールアラームを同じ日時に設定し
ていると、目覚ましが鳴った後すぐにスヌーズ動作とな
り、続けてスケジュールアラームが通知されます。f
を押すとスケジュールアラームは終了しますが、目覚ま
しのスヌーズ動作は継続されます。
･通話中（通話保留中の場合は保留解除後）やプッシュ
トーク通信中に指定した時刻になると、目覚まし音では
なく警告音が鳴り、目覚ましの画面が表示されます。こ
のとき、バイブレータは動作せず、ランプとラウンドイ
ルミネーションパネルの照明は、通話中イルミネーショ
ンの設定に従って動作します。また、プッシュトーク発
言中の場合は、発言権が開放されます。
･データ送受信中（パケット通信の送受信中は除く）、電
話やプッシュトークの発着信中、呼出中、切断中に指定
した時刻になると、これらの動作終了後に目覚ましが動
作します。
･キャラ電を表示しているときに指定した時刻になると、
目覚ましが数秒遅れることがあります。
･電源が入っていないときに指定した時刻になると、目覚
ましは鳴りません。鳴らしたい場合は、アラーム自動電
源ON設定を「ON」に設定してください。
･目覚まし音に設定したデータを削除した場合は、「端末設
定に従う」に設定されます。

アラーム自動電源ON設定

アラームが鳴る時刻に自動的に電源
が入るように設定する

目覚ましやスケジュールで指定した日時に電源が入っ
ていなかったとき、アラームが鳴るように電源を自動
的に入れるかどうかを設定します。

1 me855e1または2

お知らせ
･病院、医療機関、航空機の中など携帯電話の使用を禁止
された所では、電源を切るだけではなく、アラーム自動
電源ON設定を「OFF」に設定してください。

スケジュール帳

スケジュールを管理する
仕事の予定などを登録します。指定した日時になると
画面表示やアラームでお知らせします。

カレンダーを表示する MENU 71

1 p（1秒以上）

当日はピンクやオレンジ、土曜日は青や水色、休
日・祝日は赤などで表示されます。
･ 複数のスケジュールを設定している日付は、最
も早い時刻に登録しているスケジュールの用
件アイコンが表示されます。
･ kを押して日付を移動します。gを押すとデ
イリービュー画面が表示されます。
･ tを押して前月、aを押して翌月に切り替え
ます。
･ カレンダーは、前回終了したときの設定で表示
されます。

■特定の日を指定して表示する：カレンダー画
面でme42e年月日を入力
･西暦は下2桁を入力します。月、日が1桁の
ときは、前に0を付けます。
･当日に戻すときはm41を押します。
･デイリービュー画面から操作する場合はm
52を押します。当日に戻すときはm
51を押します。

お買い上げ時 OFF

用件アイコン

カレンダー画面

カーソル
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お知らせ
･カレンダーは2000年1月1日から2060年12月31日
まで表示できます。
･トータルコーディネイト設定やスクリーン設定により、
表示される色は異なる場合があります。
･カレンダーの祝日設定は、「国民の祝日に関する法律及
び老人福祉法の一部を改正する法律（平成13年6月22
日・法律第59号）」に基づいています（2006年6月現
在）。ただし、春分の日・秋分の日は、前年2月1日の官
報で発表されるため、変更しなければならない場合があ
ります。また、上記法律は2003年1月から施行されて
いますが、2002年までの海の日と敬老の日については
改正前の日付では表示されないため、ご注意ください。

カレンダーの表示形式を設定する
＜カレンダーモード設定＞

1 p（1秒以上）eme61e下記の
各項目を選択して設定ep［登録］
動作モード：

kを押して日付を移動したときのカレンダー
の表示方法を設定します。
･「マンスリーモード」に設定すると、1か月ご
とに画面が切り替わります。
･「スライドモード」に設定すると、1週間ごと
に画面がスクロールします。

表示モード：
1週間の始まり（左側に表示）の曜日を設定し
ます。
･「ノーマルモード」に設定すると、日曜日に
なります。
･「ビジネスモード」に設定すると、月曜日に
なります。

休日を設定する＜休日設定＞

会社や学校の休日を設定します。
I 最大30件設定できます。

日付を指定して休日を設定する

1 p（1秒以上）e休日にする日付にカー
ソルを合わせてme621
･ 休日に設定した日付の色が変わります。
･ 毎年繰り返して休日にするときはm62

2を押します。

■休日設定を解除する：休日設定を解除する日
付にカーソルを合わせてme623
･すべての休日設定を解除するときはm6
24を押します。

■曜日を指定し、休日を設定する：
ame63e休日に設定する曜日を選択
･お買い上げ時は、日曜日が休日に設定さ
れています。
･日曜日以外の曜日を選択したり、日曜日
の選択を解除したりすると、ガイド行に
「リセット」が表示されます。お買い上げ
時の状態に戻すときはmを押します。

bpを押す
･曜日を 1 つも選択しない状態で登録する
と、お買い上げ時の状態に戻ります。

祝日を設定する＜祝日設定＞

祝日を変更したり、新規に登録したりできます。
I 最大5件新規登録できます。

1 p（1秒以上）eme64

2 pを押す
■祝日を変更する：変更する祝日を選択e操作
3に進む

■祝日を削除する：削除する祝日にカーソルを
合わせてme「はい」を選択
･お買い上げ時に設定されている祝日は削除
できません。

3 下記の各項目を選択して設定ep［登録］
祝日名：
祝日名を入力します。
･ 全角で最大11文字、半角で最大22文字入
力できます。
･ お買い上げ時に設定されている祝日名は変
更できません。

表示：
設定した祝日を表示するかどうかを選択しま
す。

日付：
祝日に設定する日付を入力します。月、日が1
桁のときは、前に0を付けます。
･ お買い上げ時に設定されている祝日の日付
を変更するときは、「カスタマイズ」を選択
してから日付を入力してください。

スケジュールを登録する

仕事や遊びの予定などを登録します。指定した日時に
なると画面表示やアラームでお知らせします。
I 最大300件登録できます。同じ日に複数のスケジュー
ルを登録できます。

1 p（1秒以上）eスケジュールを登録す
る日付にカーソルを合わせてp
･ デイリービュー画面でpを押しても、スケジュー
ルを登録できます。

お買い上げ時 動作モード：マンスリーモード  
表示モード：ノーマルモード
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2 下記の各項目を選択して設定

（用件アイコン）：
用件アイコンを選択します。
･ 選択したアイコンがスケジュールの先頭に
表示されます。

予定（内容入力欄）：
選択した用件アイコンに対応した予定の内容
が表示されます。必要に応じて変更します。
･ 内容変更後に用件アイコンを変更しても、内
容は変更されません。
･ 全角で最大100文字、半角で最大200文字
入力できます。

終日：
時間を指定せずに終日のスケジュールとして
設定するときは「ON」を選択します。
･ 終日に設定すると、デイリービュー画面のス
ケジュールの日付・時刻表示部分には「終
日」と表示されます。長期間スケジュールを
終日に設定すると、日付の後に「終日」と表
示されます。

開始日時：
スケジュールの開始日時を入力します。
･ 西暦は下2桁を入力します。月、日が1桁の
ときは、前に0を付けます。
2060年12月31日まで設定できます。
･ 時刻は24時間制で入力します。時、分が1
桁のときは、前に0を付けます。

終了日時：
スケジュールの終了日時を入力します。
･ 日時の入力方法は開始日時と同じです。
･ 開始日時よりも後の日付に設定すると、カレ
ンダー画面には、設定した日付の右上に
が表示されます。また、デイリービュー

画面とスケジュール詳細画面の用件アイコ
ンの下に が表示されます（長期間スケ
ジュール）。

要約・メモ：
スケジュールの詳細などを入力します。
･ 全角で最大300文字、半角で最大600文字
入力できます。

3 hでメンバーリスト選択画面に切り替え
e「＜メンバーリスト選択＞」を選択e
電話帳から登録するメンバーを選択
･ 最大5名登録できます。登録したメンバーには、
メンバーリストから電話をかけたりメールを
送信したりできます。
･ 電話帳の1件目に登録されている電話番号、メー
ルアドレス、URLが登録されます。
･ メンバーを削除するときは、削除するメンバー
にカーソルを合わせてmを押します。

4 hでアラーム設定画面に切り替えe下記
の各項目を選択して設定

アラーム（スケジュールアラーム）：
アラームを設定するときは「あり」を選択し、
アラーム音を選択します。
･「端末設定に従う」に設定すると、音設定の
スケジュール音の設定に従います。
･「ｉモーションを選択」または「メロディを選
択」を選択した場合は、アラーム音を動画／
ｉモーションまたはメロディから選択しま
す。

動画／ｉモーションのフォルダや一覧の見か
た→P313
メロディのフォルダや一覧の見かた→P325

予告アラーム：
スケジュールの開始日時より前に予告アラー
ムを鳴らすときは「あり」を選択します。
･ 予告アラームの選択方法はアラームと同じ
です。

予告アラーム時間（分前）：
スケジュールの開始日時の何分前に予告アラー
ムを鳴らすかを設定します。

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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5 hでその他の設定画面に切り替えe下記
の各項目を選択して設定

繰り返し：
スケジュールの繰り返しの動作を設定します。
･ スケジュールの開始年月日を「31日」やう
るう年の「2月29日」などに設定し、繰り
返し設定を「毎月」または「毎年」を選択し
た場合など該当する日が存在しない月や年
には、その月、年の月末（「30日」や「2月
28日」など）が繰り返し日となります。
･「曜日指定」を選択したときは、「曜日選択」
を選択し、アラームを鳴らす曜日を選択して
pを押します。
･ 繰り返しを設定すると、カレンダー画面に
は、設定した日付の右上に が表示されま
す。また、デイリービュー画面とスケジュー
ル詳細画面の用件アイコンの下に が表示
されます（繰り返しスケジュール）。

イメージ：
スケジュールアラーム画面にイメージを表示
するときは、「あり」を選択して「画像選択」
を選択し、画像を選択します。
画像のフォルダや一覧の見かた→P306
･ Flash画像は設定できません。
･「なし」を設定したときは、お買い上げ時の
イメージが表示されます。

6 p［登録］を押す
･ アラームや予告アラームを設定したスケジュー
ルを登録すると、待受画面に または （目
覚ましも設定しているとき）が表示されます。

待受画面からスケジュールを登録する

カレンダー画面を表示せず、待受画面から簡単なキー
操作でスケジュールを登録できます。

1 スケジュールを登録する日時を8桁の数字
で入力ep
スケジュールの新規作成画面が表示されます。
･ 5月23日9時2分の場合、0523

0902と入力します。
･ 時間2桁、分2桁の4桁を入力すると、当日の
新規作成画面が表示されます。ただし、現在の
時刻より前の時刻を入力した場合は、翌日の日
付の新規作成画面が表示されます。

2 各項目を選択して設定ep［登録］
各設定項目→P370「スケジュールを登録する」
操作2～5

お知らせ
･スケジュール帳に登録した内容は、別にメモを取るなど
して保管してください。パソコンをお持ちの場合は、
データリンクソフトとUSBケーブルを利用して、パソ
コンに保管できます。
･スケジュールをminiSDメモリーカードにバックアップ
できます。
･ 1つのスケジュールに対して、長期間スケジュールと繰
り返しスケジュールを同時に設定できません。
･スケジュールを知らせる画面は、次のいずれかの方法で
変更できますが、1つのスケジュールに対して複数の設
定を行った場合は、後からの設定が有効になります。こ
のとき、アラームに音声と映像のある動画／ｉモーショ
ンを設定しているときに後からイメージを設定した場
合は、アラームがお買い上げ時に登録されているメロ
ディの「時間になりました」（予告アラームは「もうす
ぐ予定の時間です」）に設定されます。イメージを設定
しているときに後から音声と映像のある動画／ｉモー
ションをアラームに設定した場合は、イメージが「なし」
に設定されます。
- アラーム設定画面のアラーム、予告アラームで映像の
ある動画／ｉモーションを選択する

- 音設定のスケジュール音に動画／ｉモーションを設定
しているときに、アラーム設定画面のアラーム、予告
アラームで「端末設定に従う」を選択する

- その他の設定画面のイメージで画像を選択する
･スケジュールアラームと予告アラームに設定したデー
タを削除した場合は、「端末設定に従う」に設定されま
す。

指定した日時になると

ディスプレイに日時、スケジュールの内容、設定した
イメージや動画／ｉモーションが表示され、音量設定
のスケジュール音量で設定した音量でアラームが鳴
ります。また、バイブレータ設定のスケジュール鳴動
時やイルミネーション設定の電話着信の動作を設定
している場合は、その設定に従って動作します。
FOMA端末を折り畳んでいるときは、背面ディスプレ
イにアラーム起動時刻とスケジュールの内容が表示
され、ラウンドイルミネーションパネルの照明が点灯
します。

I 予告アラームを設定していると、開始日時の前に予
告アラームが鳴ります。
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I アラームが鳴っているときにfを押すとアラーム
が終了し、鳴る前の画面に戻ります。

I アラームが鳴っているときに約1分間何も操作しな
いか、fまたはサイドキー［▼］以外を押すと、
イメージを設定していた場合はディスプレイの表
示はそのままで、動画／ｉモーションを設定してい
た場合は最初のコマが表示されてアラームなどが
停止します。

I FOMA端末を折り畳んでいるときにアラームを停止
するには、サイドキー［▲］またはPを押すか、ラ
ウンドイルミネーションパネルに触れます。

お知らせ
･イメージにパラパラマンガを設定している場合は、最初
のコマが表示されます。
･同じ日時に複数のスケジュールを設定している場合、ア
ラームを停止してからhを押すと、同じ日時に設定し
ていた他のスケジュールの内容を確認できます。
･スケジュールアラームと目覚ましを同じ日時に設定し
ていると、目覚ましが鳴った後すぐにスヌーズ動作とな
り、続けてスケジュールアラームが通知されます。f
を押すとスケジュールアラームは終了しますが、目覚ま
しのスヌーズ動作は継続されます。
･通話中（通話保留中の場合は保留解除後）やプッシュ
トーク通信中に指定した日時になると、スケジュールア
ラームではなく警告音が鳴り、スケジュールアラーム画
面が表示されます。このとき、バイブレータは動作せず、
ランプとラウンドイルミネーションパネルの照明は、通
話中イルミネーションの設定に従って動作します。ま
た、プッシュトーク発言中の場合は、発言権が開放され
ます。
･データ送受信中（パケット通信の送受信中は除く）、電
話やプッシュトークの発着信中、呼出中、切断中に指定
した日時になると、これらの動作終了後にアラームが動
作します。ただし、データ通信でスケジュールデータを
受信した場合は動作しません。
･キャラ電を表示しているときに指定した日時になると、
アラームが数秒遅れることがあります。
･電源が入っていないときに指定した日時になると、ア
ラームは鳴りません。鳴らしたい場合は、アラーム自動
電源ON設定を「ON」に設定してください。

スケジュールアラームの初期値を設定す
る＜アラーム初期値設定＞

新規登録するスケジュールのスケジュールアラーム
の初期値（設定する前に表示されている設定）を変更
できます。
I 初期値を変更しても、登録済みのスケジュールのス
ケジュールアラームの設定は変更されません。

1 p（1秒以上）eme65e下記の
各項目を選択して設定
通常登録時：
カレンダー画面からスケジュールを登録する
ときのスケジュールアラームの初期値を設定
します。

待受画面から登録時：
待受画面からスケジュールを登録するときの
スケジュールアラームの初期値を設定します。

登録したスケジュールを確認する

登録したスケジュールを表示します。表示した画面か
ら、スケジュールの追加や変更、削除を行います。

1 p（1秒以上）e確認するスケジュール
の登録日を選択

■用件の種類を指定してスケジュールを表示す
る（用件別表示モード）：
aデイリービュー画面でme42
･元の表示に戻す場合はm41を押し
ます。
･カレンダー画面から操作する場合はm
32を押します。元の表示に戻す場
合はm31を押します。

b用件アイコンを選択
カレンダー画面、デイリービュー画面の右
上に選択した用件アイコンが表示され、そ
の用件アイコンのスケジュールのみ表示さ
れます。

2 確認するスケジュールを選択

■スケジュールを変更する：
aスケジュール詳細画面でp
･デイリービュー画面から操作する場合
は、変更するスケジュールにカーソルを
合わせてm2を押します。

bスケジュールの内容を変更 epe「はい」
を選択

お買い上げ時 通常登録時：アラームあり　
待受画面から登録時：アラームあり

･ デイリービュー画
面でhを押すと、日
付が切り替わりま
す。

デイリービュー画面

スケジュール詳細画面
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お知らせ
･表示中のスケジュールの内容に電話番号、メールアドレ
ス、URLが含まれている場合は、Phone To（AV Phone
To）、Mail To、Web To機能を利用できます。

スケジュールをコピーして貼り付ける

スケジュールをコピーして別の日付のスケジュール
として貼り付けます。
I 長期間スケジュールまたは繰り返しスケジュール
をコピーして貼り付けた場合は、設定している日数
分のスケジュールが貼り付けられます。

I コピーしたスケジュールはスケジュール帳を終了
するまで記録され、別の日付に何度でも貼り付けら
れます。ただし、記録できるのは1件のみで、新た
にコピーすると内容は上書きされます。

1 p（1秒以上）eコピーするスケジュール
の登録日を選択eコピーするスケジュール
にカーソルを合わせてme61

2 ceスケジュールを貼り付ける日付に
カーソルを合わせてme5
･ デイリービュー画面から操作する場合は、m

62を押します。

スケジュールからメールの操作を行う

メールを作成する

スケジュールからｉモードメールを作成すると、メー
ル本文に自動的にスケジュールが入力されます。
I 操作する画面によって、送信できるスケジュールの
件数が異なります。

○：実行可 ×：実行不可

※：登録しているすべてのスケジュール（過去のスケ
ジュールも含む）が送信されます。

I スケジュールはメール本文に Date To 形式で入力
されます。→P384

I メール本文の容量を超えたスケジュールは、超過し
た分が削除されます。

I 用件別表示モードのときは、表示されている用件だ
けがメール本文入力の対象になります。

I シークレット属性が設定されているスケジュール
を送信するときは、シークレットモードを起動して
ください。

〈例〉デイリービュー画面から1件のスケジュールを入
力してメール送信するとき

1 p（1秒以上）eメール送信するスケ
ジュールの登録日を選択

2 メール送信するスケジュールにカーソル
を合わせてa［ 作成］

･ 選択した日に登録されているすべてのスケ
ジュールをメール送信するときはm71
2を押します。
･ 登録しているすべてのスケジュールをまとめ
てメール送信するときはm713を押
します。
･ カレンダー画面から操作する場合は、m81
を押し、1または2を押します。
･ スケジュール詳細画面から操作する場合は、

aを押します。

メールを検索する

カレンダー画面とデイリービュー画面の日付から、送
受信したメールを検索できます。

〈例〉カレンダー画面からメールを検索するとき

1 p（1秒以上）e検索する日付にカーソ
ルを合わせてme82e1または
2
受信メールまたは送信メールの検索結果画面が
表示されます。
･ デイリービュー画面から検索する場合はm7

2を押し、1または2を押します。

操作する
画面

送信件数

カレンダー
画面

デイリー
ビュー画面

スケジュール
詳細画面

1件 × ○ ○
1日分／全件※ ○ ○ ×
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スケジュールを削除する

I 操作する画面によって、削除できるスケジュールの
件数が異なります。

○：実行可 ×：実行不可

I 長期間スケジュールまたは繰り返しスケジュール
を削除すると、当日だけでなく長期間スケジュール
または繰り返しスケジュールが含まれるすべての
日から削除されます。

〈例〉デイリービュー画面からスケジュールを削除す
るとき

1 p（1秒以上）e削除するスケジュール
の登録日を選択

2 me3e1～4
･ 選択した日を含む長期間スケジュールを登録
している場合、「1日削除」または「選択日前
日まで削除」を選択すると、長期間スケジュー
ルも削除するかどうかの確認画面が表示され
ます。
･「全件削除」を選択した場合は、認証操作を行
います。ただし、シークレット属性が設定され
ているスケジュールは、シークレットモード中
のみ削除されます。
･ カレンダー画面から操作する場合は、m2
を押し、1～3を押します。
･ スケジュール詳細画面から操作する場合は、m

3を押します。

3 「はい」を選択

メンバーリストを利用する

スケジュールに登録しているメンバーリストを選択
して、電話やプッシュトークをかけたり、ｉモード
メールを作成したりします。また、メンバーリストの
電話帳データに登録しているURLからサイトを表示
できます。

1 p（1秒以上）e利用するスケジュール
の登録日を選択e利用するスケジュール
を選択ehでメンバーリスト一覧画面を
表示

･ シークレット属性が設定されているメンバー
は、シークレットモード中以外では名前と詳細
情報が「＊」で表示されます。また、プライバ
シーモード中（電話帳・履歴を「認証後に表
示」に設定した場合）は、すべてのメンバーの
名前と詳細情報が「＊」で表示されます。

2 メンバーにカーソルを合わせて目的に応
じた操作を行う
■音声電話をかける：nを押す
･テレビ電話をかけるときはtを押します。
･条件を設定して電話をかけたり、プッシュ
トーク発信をしたりできます。→P56

■ｉモードメールを作成する：aを押す
選択したメンバーのメールアドレスが宛先に
設定され、スケジュールはDate To形式で本
文に入力されます。
･メンバー全員にｉモードメールを送信すると
きはm52を押します。

■サイトを表示する：me6

お知らせ
･電話帳データに登録している2件目以降の電話番号やメー
ルアドレスを利用するときは、メンバーリスト一覧画面か
らメンバーを選択して、電話帳の詳細画面から利用する電
話番号またはメールアドレスを表示します。ここから、電
話やプッシュトークをかけたり、ｉモードメールを作成し
たりできます。ただし、電話帳の詳細画面からｉモード
メールを作成するとスケジュールは本文に入力されず、
Date To機能は使用できません。
･メンバーリスト一覧画面でpを押すと、メンバーリスト
選択画面が表示され、メンバーを登録、削除できます。

操作する
画面

削除件数

カレンダー
画面

デイリー
ビュー画面

スケジュール
詳細画面

1件 × ○ ○
1日分／選択
日前日まで／
全件

○ ○ ×

登録しているメンバー

カーソル位置のメンバー
に登録している1件目の
電話番号、メールアドレ
ス、URL

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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他人に見られたくないスケジュールを守
る＜シークレット属性＞

他人に見せたくないスケジュールにシークレット属
性を設定します。シークレット属性を設定したスケ
ジュールは、シークレットモード中のみ表示できま
す。

1 シークレットモードを起動

2 p（1秒以上）e設定するスケジュール
の登録日を選択e設定するスケジュール
にカーソルを合わせてme9

･ 解除するときは、スケジュールにカーソルを合
わせてm9を押します。
･ スケジュール詳細画面から操作する場合は、

m6を押します。

お知らせ
･シークレットモード中のみシークレット属性の設定／
解除ができます。
･シークレットモード中に作成したスケジュールは、自動
的にシークレット属性が設定されます。
･シークレット属性を設定しているスケジュールのア
ラームと予告アラームは、シークレットモード中のみ動
作します。

スケジュールの登録件数を確認する
＜登録件数確認＞

1 p（1秒以上）eme7

カスタムメニュー MENU 8232

よく使う機能を登録する
お買い上げ時にmを押して表示されるノーマルメ
ニューの他に、よく使う機能や電話帳データなどのメ
ニュー項目を自由に登録して、自分だけのメニューを
作れます（カスタムメニュー）。
I カスタムメニューの1階層目に登録した機能は、待
受画面で対応するダイヤルキー（1～9）を1
秒以上押すことで起動できます。ただし、メニュー
項目が人物やグループのときは、ダイヤルキーを1
秒以上押しても起動できません。

テンプレートを読み込む

あらかじめ用意されている4種類のテンプレートのい
ずれかを読み込んで、カスタムメニューを設定しま
す。
I テンプレートを読み込んだ後も、メニュー項目の追
加、削除、入れ替えができます。

I テンプレートを読み込むと、カスタムメニューの登
録内容はすべて上書きされます。

1 mep
･ メニュー設定の起動メニューを「カスタム」に
設定しているときは、待受画面でmを押しま
す。

2 me71e1～4
スタンダード（お買い上げ時）：
ミュージックプレイヤー、サイドキー長押し設
定、イヤホン切替設定、指紋のみ認証設定、開
閉ロック、ICカードオートロック設定、ホー
ム、ライフスタイル設定

セキュリティ：
開閉ロック、プライバシーモード設定、ICカー
ドロック、ICカードオートロック設定、ICカー
ドロック解除予約、指紋登録、指紋のみ認証設
定、パスワードマネージャー

カスタマイズ：
トータルコーディネイト設定、ライフスタイル
設定、待受画面選択、背面画像設定、文字サイ
ズ設定、フォント選択、ダウンロード辞書、ク
イック返信本文登録

ユーザデータ：
Bookmark、画面メモ、スケジュール帳、メモ
帳、目覚まし、単語登録、定型文、miniSDカー
ド

3 認証操作e「はい」を選択
･ カスタムメニューのメニュー項目をすべて削
除している場合は、認証操作の後、テンプレー
トが読み込まれます。

選択しているスケジュー
ルにシークレット属性を
設定していると が点滅
します。
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カスタムメニューを作成する

I カスタムメニューの1つの階層には最大9個のメニュー
項目が登録できます。すでに9個のメニュー項目を登録
している場合は、操作2の「登録済みのメニュー項目に
上書き登録する」の操作方法で不要なメニュー項目に上
書き登録します。

I すべてのメニュー項目を新規に登録する場合は、カ
スタムメニューをリセットします。→P378

1 mep
･ メニュー設定の起動メニューを「カスタム」に
設定しているときは、待受画面でmを押しま
す。

2 メニュー項目を登録
■人物を追加登録する：me11e電話帳
から登録する人物を選択

･画像を設定していない電話帳データや、Flash
画像、動画／ｉモーションを設定している電
話帳データをカスタムメニューに登録する
と、あらかじめ登録されている人物アイコン
がメニュー画面に表示されます。

■機能を追加登録する：
ame12

･機能選択画面は、メニュー設定のノーマル
の設定に従った表示形式で表示されます。
ただし、ノーマルを「アニメーション」に
設定している場合は、機能選択画面が「リ
スト」で表示されます。

b登録するメニュー項目にカーソルを合わせ
てp

･下位の階層がないメニュー項目を登録す
るときは、項目番号に対応するダイヤル
キーを押すか、メニュー項目を選択する
と登録できます。

■グループを追加登録する：
ame13eグループ名を入力
･全角で最大9文字、半角で最大18文字入
力できます。

bpを押す

■グループ内にメニュー項目を追加登録する：
カスタムメニューは3階層までです。2階層目
のグループ内（3階層目）は、グループを登録
できません。
aグループを選択
･グループ内にメニュー項目を登録してい
ないときは項目選択画面が表示されま
す。

bme1e1～3e登録の操作を行う

■登録済みのメニュー項目に上書き登録する：
a上書きするメニュー項目にカーソルを合わ
せてme2

b1～3e登録の操作を行う
･グループに上書きするときは上書きする
かどうかの確認画面が表示されます。「は
い」を選択すると、グループ内に登録し
たメニュー項目はすべて削除されます。

人物が登録されます。

機能選択画面

メニュー項目が登
録されます。

「受信メール」を登
録した場合

項目選択画面
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カスタムメニューを利用する

カスタムメニューを利用して、機能を実行したり、人
物に電話をかけたり、メールを送ったりします。
I カスタムメニュー使用中もショートカット操作が
できます。カスタムメニュー使用時のショートカッ
ト操作は、メニュー設定のカスタムメニューショー
トカットの設定に従います。→P140

1 mep
･ メニュー設定の起動メニューを「カスタム」に
設定しているときは、待受画面でmを押しま
す。

2 メニュー項目を選択

人物を利用する

1 mep
･ メニュー設定の起動メニューを「カスタム」に
設定しているときは、待受画面でmを押しま
す。

2 人物にカーソルを合わせて目的に応じた
操作を行う
■音声電話をかける：nを押す
･テレビ電話をかけるときはtを押します。
･電話番号を2件以上登録している場合は、電
話帳の詳細画面から利用する電話番号を選
択します。
･人物を選択して1を押すと、条件を設定し
て電話をかけたり、プッシュトーク発信をし
たりできます。→P56
電話番号を2件以上登録している場合は、人
物を選択して1を押し、利用する電話番号
を選択すると、同様に操作できます。

■ｉモードメールを作成する：aを押す
･メールアドレスを2件以上登録している場合
は、電話帳の詳細画面から利用するメールア
ドレスを選択します。
･メールアドレスを登録していないときは、宛
先は空欄になります。

■SMSを作成する：a（1秒以上）
･電話番号を2件以上登録している場合は、電
話帳の詳細画面から利用する電話番号を選
択します。
･電話番号を登録していないときは、宛先は空
欄になります。

お知らせ
･シークレット属性を設定している電話帳データの人物
は、シークレットモード中以外ではアイコンが に変
わり、人物名が「＊＊＊」で表示されます。
･ PIMロック中、プライバシーモード中（電話帳・履歴を
「認証後に表示」に設定した場合）は、人物の選択はで
きません。アイコンが に変わり、人物名は「＊＊＊」
で表示されます。
･シークレット属性とPIMロックまたはプライバシーモー
ド（電話帳・履歴を「認証後に表示」に設定した場合）
の両方を設定している場合は、PIMロック中、プライバ
シーモード中のアイコン表示と動作になります。

カスタムメニューを編集する

カスタムメニューに表示されるメニュー項目の表示
順やアイコンの変更、グループ名の変更やメニュー項
目の削除を行います。

1 mep
･ メニュー設定の起動メニューを「カスタム」に
設定しているときは、待受画面でmを押しま
す。

2 編集するメニュー項目にカーソルを合わ
せて目的に応じた操作を行う
■メニュー項目を入れ替える：me4e入れ
替え先のメニュー項目を選択e「はい」を選
択

■アイコンを変更する：me5eアイコンを
選択
･アイコンを元に戻すにはm5pを押しま
す。

■グループ名を変更する：me6eグループ
名を入力ep

■メニュー項目を削除する：me3e「は
い」を選択
･グループを削除するとグループ内のメニュー
項目も削除されます。

機能
･機能が実行されます。
下位の階層がある場合
は、メニュー項目が表
示されます。

人物
･電話発信や詳細情報の
確認などができます。

グループ
･グループ内に登録した
メニュー項目が表示さ
れます。
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カスタムメニューをリセットする

カスタムメニューのメニュー項目をすべて削除しま
す。カスタムメニューを新規に作成するときなどに行
います。

1 mep
･ メニュー設定の起動メニューを「カスタム」に
設定しているときは、待受画面でmを押しま
す。

2 me72e認証操作e「はい」を選
択
･ 登録内容がすべて削除された後にgを押すと、
項目選択画面が表示されます。

サイドキー長押し設定

サイドキーを長押しして起動する機
能を設定する

FOMA端末を折り畳んだ状態でサイドキー［▲▼］を
1秒以上押すことによって起動する機能を設定しま
す。

1 me889

2 下記の各項目を選択して設定ep［登録］
サイド上キー長押し／サイド下キー長押し：
サイドキー［▲▼］を押したときに起動する機
能を、「ミュージックプレイヤー」「ICカード
ロック設定／解除」「ｉモード問合せ」「マナー
モード設定／解除」のいずれかに設定します。
･「設定なし」に設定すると、機能は起動しませ
ん。

プロフィール情報 MENU 48

自分の名前やメールアドレスなどを
登録する

お客様の電話番号、名前、メールアドレスなどを登録
します。

1 me0
･ 自局電話番号には、ご契約の電話番号が表示さ
れます。

2 pe認証操作e各項目を選択して設定

･ 各項目の設定方法は、「FOMA端末電話帳に登録
する」の操作3～4と同じです。ただし、メモリ
番号とグループは設定できません。→P101
･ 1件目の電話番号には、ご契約の電話番号（自
局電話番号）が表示されます。変更はできませ
ん。

3 p［登録］を押す

お知らせ
･自局電話番号はFOMAカードに登録されています。それ
以外の項目は、FOMA端末に登録されます。
･プロフィール情報のメールアドレスを変更しても、ｉモー
ドのメールアドレスは変更されません。また、ｉモードの
メールアドレスを変更しても、プロフィール情報のメール
アドレスは変更されません。
メールアドレスの変更方法→P221「メール設定を行
う」

プロフィール情報の詳細を確認する

1 me0ege認証操作
詳細画面が表示されます。
･ rを押すたびに、電話番号→メールアドレス→
誕生日→テキストメモ→郵便番号／住所→会社
名→役職名→URLの順に詳細画面が切り替わり
ます。
･ 登録した電話番号に発番号設定を設定してい
る場合は、タイトル表示「プロフィール情報」
の右側に が表示されます。

■基本情報を表示する：me81
1件目に登録した電話番号やメールアドレス
などが表示されます。

■詳細の表示を切り替える：me82e
1～3
設定項目→P109「詳細の表示を切り替える」

お買い上げ時
サイド上キー長押し：ミュージックプレイヤー  
サイド下キー長押し：ICカードロック設定／解除

お買い上げ時 あなたの名前、メールアドレス：－
自局電話番号：ご契約電話番号

画像（動画／アニメー
ションの場合は再生され
ます）
自局電話番号、アイコ
ン、種別、各設定項目

名前、フリガナ
プロフィール情報の
詳細画面
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■登録内容を編集する：me2eプロフィー
ル情報を編集してp

■登録内容をリセットする：me3e「は
い」を選択

プロフィール情報の詳細を利用する

プロフィール情報の詳細画面から、電話をかけたり
メールを作成したりできます。

1 me0ege認証操作

2 各詳細画面を表示して目的に応じた操作
を行う
■音声電話をかける：

a電話番号の詳細画面を表示
bnまたはg

･テレビ電話をかけるときはtを押します。
･自局電話番号には発信できません。
･m4を押すと、条件を設定して電話を
かけられます。→P56

■発番号設定を設定する：
a電話番号の詳細画面を表示
bme71e1～3
･テレビ電話通信速度設定を設定するとき
は、m72を押し、1または2
を押します。

■ｉモードメールを作成する：
aメールアドレスの詳細画面を表示
baまたはg
宛先にメールアドレスが入力されたｉモー
ドメール作成画面が表示されます。
･m11を押しても同様に操作できま
す。
･メールアドレスを入れ替えるときは、
m73を押し、1件目にするメール
アドレスを選択します。
･ SMSを作成するときは、電話番号の詳細
画面を表示してaまたはm12を
押します。

■サイトを表示する
aURLの詳細画面を表示
bgを押す
･m13を押しても同様に操作できます。

■登録内容をコピーする：me5e1～
8
･電話番号とメールアドレスは1件目に登録し
ている内容がコピーされます。2件目の登録
内容をコピーするときは、2件目の詳細画面
を表示してm5を押し、電話番号のとき
は2、メールアドレスのときは3を押し
ます。

音声メモ／動画メモ

声や画像を録音／録画する
通話中に相手の声や画像を録音／録画したり、待受中
に自分の声を録音したりできます。
I 通話中音声メモと待受中音声メモは、それぞれ1件
につき最大30秒、合わせて最大4件録音できます。

I 動画メモは、1件につき最大30秒録画できます。
I 圏外通知や番号変更案内などのガイダンスは録音
できません。

通話中に相手の声や画像を録音／録画す
る

I 音声電話中は通話相手の声のみ録音されます。テレ
ビ電話中は相手の声と映像が録音／録画されます。

1 通話中にサイドキー［▲］（1秒以上）
録音または録画が開始されます。

･ 動画メモ録画中は、「Recording 録画中」の表
示またはテレビ電話画像選択の動画メモ画像
で設定した画像が相手に送信されます。
･ 動画メモ録画中にgを押すと、録画時間の経
過表示と通話時間表示が切り替わります。
･ 残り約5秒になると、終了予告音（ピピッ）が
鳴ります（この予告音は録音されません）。
終了時には「ピーッ」と音が鳴ります（開始時
にこの音は鳴りません）。
･ 録音または録画を途中で停止するときはサイ
ドキー［▲］を1秒以上押します。
･ 動画メモはｉモーションの「カメラ」フォルダ
に動画データとして保存されます。
動画／ｉモーションの再生方法→P313

お知らせ
･電波の状態により、通話中音声メモや動画メモの録音内
容が途切れたり、録画画像が乱れる場合があります。

音声電話中音声メモ
録音／録画時間の経過

テレビ電話中動画メモ

音
声
メ
モ
／
動
画
メ
モ
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待受中に自分の声を録音する MENU 473

I FOMA端末を開いている状態で操作してください。

1 サイドキー［▲］（1秒以上）e3

･ 残り約5秒になると、終了予告音（ピピッ）が
鳴ります。終了時には「ピーッ」と音が鳴りま
す。
･ 録音を途中で停止するときはf、c、g
のいずれかを押します。

音声メモを再生する MENU 474

I FOMA端末を開いている状態で操作してください。

1 サイドキー［▲］（1秒以上）e4
音声メモ一覧には、通話中音声メモと待受中音声
メモの両方が表示されます。

2 再生する音声メモを選択

■音声メモを削除する：音声メモ一覧で削除す
る音声メモにカーソルを合わせてme2
1e「はい」を選択
･音声メモを全件削除するときはm22
を押します。

3 「はい」または「いいえ」を選択
･「はい」を選択すると、再生した音声メモが削
除されます。

通話中音声メモから電話の操作をする

I FOMA端末を開いている状態で操作してください。

1 サイドキー［▲］（1秒以上）e4

2 通話中音声メモにカーソルを合わせて目
的に応じた操作を行う
■音声電話をかける：nを押す
･テレビ電話をかけるときはtを押します。
･m3を押すと、条件を設定して電話をかけ
られます。ただし音声メモからプッシュトー
クはかけられません。→P56

■電話番号を電話帳に新規登録する：
ame4
･登録済みの電話帳データに追加するとき
は、m5を押します。

b1または2e各項目を選択して設定e
p
電話帳登録→P101、P104
･登録済みの電話帳データに追加するとき
は、登録先の電話帳データを選択します。

お知らせ
･音声メモや動画メモの内容は、別にメモを取るなどして
保管してください。FOMA端末の故障や修理、電話機の
変更やその他の取り扱いによって、録音や録画の内容が
消失してしまう場合があります。万一、録音や録画の内
容が消失してしまうことがあっても、当社としては責任
を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

通話時間／通話料金

通話時間・料金を確認する
音声電話、テレビ電話などの通話時間と通話料金を確
認します。
I 通話時間は、音声電話通話時間、テレビ電話通話時
間、64Kデータ通信時間に分けて表示され、かけた
場合とかかってきた場合の両方がカウントされま
す。

I 通話料金はかけた場合のみカウントされます。ただ
し、フリーダイヤルなどの無料通話先や番号案内
（104）などに通話した場合は、「0YEN」または
「＊＊＊＊＊＊」と表示されます。

I 通話料金はFOMAカードに蓄積されるため、FOMA
カードを差し替えてご利用になる場合、蓄積されて
いる積算料金（2004年12月から積算開始）が表
示されます。
※ 901i シリーズより前に発売された FOMA端末

でも通話料金はFOMAカードに蓄積されていま
すが、表示はできません。

約3秒後に「ピーッ」と
音が鳴り、録音が開始さ
れます。

録音時間の経過

待受中音声メモ

通話中音声メモ
相手の電話番号（通知されなかったときは発信者
番号非通知理由）、または電話帳に登録した名前が
表示されます。

相手の電話番号
待受中音声メモの場合
は、音声メモと表示さ
れます。

録音日時

音声メモが再生されます。
･ 再生中は次の操作がで
きます。
j／サイドキー[▲▼]

：音量調整
g ：停止
n：スピーカーホン
機能ON／OFFの切
り替え再生時間の経過

通
話
時
間
／
通
話
料
金



そ
の
他
の
便
利
な
機
能

381

I 通話時間および通話料金はリセットできます。
I 表示される通話時間および通話料金はあくまで目
安であり、実際の時間や料金とは異なる場合があり
ます。

I 表示される通話料金に消費税は含まれていません。

通話時間を確認する

1 me841
･ 以前に通話時間を積算リセットした場合は、そ
の時点からの積算時間が表示されます。

直前通話時間：
直前に発着信した音声電話、テレビ電話、デー
タ通信の通話時間または通信時間

積算通話時間（音声）：
音声電話で通話した積算時間

積算通話時間（テレビ電話）：
テレビ電話で通話した積算時間

積算通話時間（データ）：
データ通信を行った積算時間

前回リセット日時（音声）：
音声電話の積算時間を前回リセットした日時

前回リセット日時（テレビ電話）：
テレビ電話の積算時間を前回リセットした日
時

前回リセット日時（データ）：
データ通信の積算時間を前回リセットした日
時

■積算通話時間をリセットする：通話時間確認
画面でpe認証操作e1～4e「はい」
を選択
･音声電話、テレビ電話、データ通信すべての
通話時間をリセットするときは、4を選択
します。
･通話時間画面に戻るときはpを押します。

通話料金を確認する

1 me8441
･ 以前に通話料金を積算リセットした場合は、そ
の時点からの積算料金が表示されます。

直前通話料金（音声）：
直前に通話した音声電話の料金

直前通話料金（テレビ電話）：
直前に通話したテレビ電話の料金

直前通話料金（データ）：
直前に行ったデータ通信の料金
･ 直前通話料金の情報がない場合は、「＊＊＊＊＊＊
YEN」と表示されます。

積算通話料金：
音声電話、テレビ電話、データ通信の通話料金
と通信料金の積算料金

前回リセット日時：
積算通話料金を前回リセットした日時

■積算通話料金をリセットする：通話料金確認
画面でpePIN2コードを入力e「はい」を
選択

積算通話料金を自動的にリセットする
<通話料金自動リセット設定>

積算通話料金を毎月1日0時に自動的にリセットする
かどうかを設定します。

1 me8444e認証操作e1
または2

2 PIN2コードを入力

お知らせ
･着信中や相手を呼び出している時間はカウントされま
せん。
･通話料金に着もじの送信料金は含まれません。
･プッシュトーク通信、ｉモード通信、パケット通信の通
信時間や通信料金はカウントされません。ｉモード利用
料などの確認方法については『ｉモード操作ガイド』を
ご覧ください。
･ FOMA端末の電源を切ると、直前通話時間は保持されま
すが、直前通話料金は「＊＊＊＊＊＊YEN」と表示されます。
･直前および積算の音声電話通話時間やテレビ電話通話
時間、データ通信時間が9999時間59分59秒を超え
ると、0秒に戻ってカウントされます。
･通話中に音声電話とテレビ電話を切り替えた場合の直
前通話料金には、音声電話、テレビ電話それぞれの合計
額が表示されます。なお、切り替え中には、料金は加算
されません。
･通話料金自動リセット設定を「ON」に設定しても、1日
0時に電源が入っていないときや音声電話中、テレビ電
話中の場合はリセットされません。それぞれ、電源が
入った後、通話終了後にリセットされます。
･通話料金自動リセット設定を「ON」に設定し、日付時
刻設定で翌月以降の日時を設定したときは、その時点で
リセットされます。
･通話料金自動リセット設定を「ON」に設定すると、電
源を入れるときにはPIN2コードの入力、日付時刻設定
を行うときには認証操作が必要です。アラーム自動電源
ON設定を「ON」に設定している場合は、目覚ましやス
ケジュールで指定した日時に電源が入りアラームを終
了した後、PIN2コードの入力が必要です。
･通話料金自動リセット設定を「ON」に設定しても、設
定時と異なるFOMAカードに差し替えて電源を入れる
と設定は解除されます。設定時のFOMAカードを差し込
んでも、設定は元の状態に戻りません。

お買い上げ時 OFF

通
話
時
間
／
通
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通話料金の上限を通知する
＜通話料金上限通知＞

積算通話料金が設定した金額を超えたとき、アラーム
やアイコン表示などでお知らせします。

1 me8442e認証操作e下記
の各項目を選択して設定ep［登録］
通話料金上限通知：
上限金額を超えたとき通知するかどうかを設
定します。
･「OFF」に設定すると、次の項目は設定できま
せん。

料金上限（円）：
上限金額を10～100000円の範囲で、1円の
位は省略して入力します。

通知方法：
アラームとアイコンで通知するか、アイコンの
みで通知するかを設定します。

アラーム音：
通知に使うアラームをメロディから選択しま
す。
メロディのフォルダや一覧の見かた→P325

アラーム時間（秒）：
アラームが鳴る時間を1～60秒の範囲で設定
します。

通話料金が上限を超えると

I 通話中または通信中に設定した料金の上限を超え
ると、ディスプレイ上部に が表示されます。

I 通知方法を「アラーム+アイコン表示」に設定した
場合は、設定した料金の上限を超えた通話または通
信を終了して待受画面に戻ると、設定したアラーム
が鳴り、ディスプレイに「通話料金が上限を超えま
した」と表示されます。ただし、FOMA端末を折り
畳んで通話や通信を行っている場合や、FOMA端末
を折り畳んで通話を終了した場合は、アラームは鳴
りません。

I アラームは、音量設定の電話着信音量で設定した音
量で鳴ります。

I アラームが鳴っているときにキー操作を行ったり
FOMA端末を折り畳んだりすると、アラームが止ま
ります。アラームが鳴っているときに他の機能が起
動した場合も同様です。

上限通知アイコンを消去する
<上限通知アイコン消去>

1 me8443e認証操作e「は
い」を選択

お知らせ
･通知方法を「アラーム+アイコン表示」に設定していて
も、通話料金自動リセット設定を「ON」に設定してい
るときに、1日0時に通話料金の上限を超える通話を行
なった場合はアラームは鳴らず、メッセージも表示され
ません。
･通知方法を「アラーム+アイコン表示」に設定していて
も、通常マナーモード中は上限通知のアラームは鳴りま
せん。オリジナルマナーモード中は、オリジナルマナー
モードの電話着信音量の設定に従ってアラームが鳴り
ます。
･通話料金上限通知を「ON」に設定後に異なるFOMAカー
ドに差し替えた場合でも、設定は保持されます。

電卓

電卓として使う
FOMA端末で四則演算（＋、－、×、÷）ができます。
I 最大8桁入力できます。
I スケジュールやメモ帳の入力欄から電卓を利用し、
その結果を元の画面の入力欄に貼り付けられます。
→P406

1 me74e計算する
ダイヤルキー（0～9）とk（＋、－、×、
÷）を使って計算します。

･ 入力した数字を1桁削除するときはaを押し
ます。
･ 小数点を入力するときは*を押します。
･ 表示中の数字の＋と－を切り替えるときは

#を押します。
･ 電卓画面には、FOMA端末のキーに割り当てら
れている操作が表示されます。

2 g［＝］を押す
計算結果が表示されます。
･ cを押すと計算結果が削除されます。

お買い上げ時 通話料金上限通知：OFF

上限通知アイコン

電卓画面

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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■計算結果をコピーする：me1
･コピーした数値を貼り付ける場合は m2
を押します。
･コピーした数値は電源を切るまで記録され、
メモやメール作成画面などの入力欄に何度
でも貼り付けられます。ただし、記録できる
のは1件のみで、新たにコピーすると数値は
上書きされます。

お知らせ
･計算結果の整数部分が8桁を超えたり、0で除算したり
するとエラーとなり、「E」と表示されます。解除するに
はcを押します。小数点を含む数値が8桁を超える場
合は、表示に収まらない小数部分が四捨五入されて表示
されます。
･メモやメール作成画面などの入力欄から最大上位8桁の
半角数字をコピーして、電卓画面に貼り付けられます。
貼り付けた数値に続けて数字を入力することはできま
せん。

メモ帳

メモを作成する
大切な情報や覚書などを、メモ帳に入力できます。
I 最大50件登録できます。

1 me72e「＜新しいメモ＞」を選
択

2 メモ内容の入力欄にメモ内容を入力
･ 全角で最大300文字、半角で最大600文字入
力できます。

■電卓で計算して数値を入力する：文字入力画
面でme46e計算を行いg

3 種別アイコンの「選択」を選択eアイコ
ンを選択

4 p［登録］を押す

･ メモ内容が入力されていないときは登録でき
ません。

お知らせ
･メモ帳に登録した内容は、別にメモを取るなどして保管
してください。パソコンをお持ちの場合は、データリン
クソフトとUSBケーブルを利用して、パソコンに保管
できます。
･メモ帳をminiSDメモリーカードにバックアップできま
す。

メモを確認する

1 me72e確認するメモを選択
･ 表示中のメモ内容に電話番号、メールアドレ
ス、URLが含まれている場合は、Phone To
（AV Phone To）、Mail To、Web To機能を
利用できます。
･ pを押すと、メモを編集できます。

■メモを削除する：
aメモ一覧で削除するメモにカーソルを合わ
せてme2
･全件削除するときはm3を押し、認証
操作を行います。
･メモ内容を表示中に操作する場合は、m
1を押します。

b「はい」を選択

■ｉモードメールを作成する：メモにカーソル
を合わせてme4
メール本文にメモ内容が入力されたメール作
成画面が表示されます。
･メモ内容を表示中に操作する場合は、m2
を押します。

メモからスケジュールを登録する
＜Date To 機能＞

メモ内容に入力したDate To形式の記述を選択する
だけで、すばやくスケジュール帳に登録できます。た
とえば、メール本文などに含まれているDate To形式
の記述をコピーして、メモ内容に貼り付けて利用しま
す。

1 me72eDate To形式で記述して
あるメモを選択eDate To形式の記述を
選択
スケジュールの新規作成画面が表示されます。

2 各項目を選択して設定ep［登録］
各設定項目→P370「スケジュールを登録する」
操作2～5

カーソル位置の種別アイ
コンの名称

選択した種別アイコン

メ
モ
帳



そ
の
他
の
便
利
な
機
能

384

Date To形式

Date Toはメモ内容に次の形式の文字列があるとき
に有効です。項目はすべて必須です。

※ □は半角空白を示します。画面には表示されませ
ん。

I 年月日と時刻はすべて半角文字で入力してくださ
い。

I 開始年月日、開始時刻、～（全角）、終了年月日、終
了時刻、内容の間は半角空白で区切ります。

I 内容は全角で最大100文字、半角で最大200文字
入力できます。最大文字数を超えた場合、超過分は
削除されます。

I 年は西暦、時刻は24時間制です。月、日、時、分
が1桁のときは前に0を付ける必要はありません。

I 定型文を利用すると、簡単に現在日時のDate To形
式の文をメモに入力できます。→P405

辞典

辞典を利用する
FOMA端末内の国語辞典、和英辞典、英和辞典を利用
します。

〈例〉国語辞典で検索するとき

1 me75e「明鏡モバイル国語辞典」
を選択

2 入力欄に検索する単語を入力
gを押して文字入力画面から切り替わった時点
で検索結果画面が表示されます。

･ 全角で最大20文字、半角で最大40文字入力で
きます。ただし、英和辞典はひらがな、カタカ
ナ、漢字の単語を検索できません。
･ 検索結果一覧にカーソルがあるとき、単語を入
力するにはpを押します。

3 検索結果一覧から調べたい単語を選択
詳細画面（単語の意味）が表示されます。
･ 詳細画面でm1を押すと、内容をコピーで
きます。
コピー方法→P407
･ 検索結果画面または詳細画面でm2を押し、
「明鏡モバイル国語辞典」「Gモバイル和英辞典」
「Gモバイル英和辞典」のいずれかを選択する
と、検索した単語を別の辞典で検索できます。
･ 単語によっては正しく検索できない場合があ
ります。

検索履歴を利用する

〈例〉国語辞典から検索履歴を利用するとき

1 me75e「明鏡モバイル国語辞典」
を選択

2 me1

3 検索履歴から単語を選択
検索結果画面が表示されます。

■検索履歴を1件削除する：削除する単語に
カーソルを合わせてme1e「はい」を選
択

■検索履歴を複数削除する：me2e削除す
る単語を選択epe「はい」を選択

■検索履歴を全件削除する：me3e認証操
作e「はい」を選択

スイッチ付イヤホンマイク

スイッチ付イヤホンマイクの使いか
た

イヤホンマイク端子に別売の平型スイッチ付イヤホ
ンマイク（ステレオイヤホンセット含む）を接続する
と、スイッチを押すだけで電話をかけたり、受けたり
できます。また、スイッチはミュージックプレイヤー
の操作にも使用できます。
I F902iS付属のマイクスイッチ付イヤホンジャック
変換アダプタをご利用いただけます。取り扱いにつ
いての詳細は、『マイクスイッチ付イヤホンジャック
変換アダプタ（試供品）取扱説明書』をご覧ください。

I スイッチを押してテレビ電話をかけたり、プッシュ
トークの操作をしたりできません。

〈例〉2006/05/23□17:00□～□2006/05/23□

18:00□ 講習会

開始年月日 開始時刻 終了年月日

終了時刻 内容 改行までが内容とみなされます。

検索結果画面

カーソルを合わせた検
索結果一覧の単語の詳
細情報

入力欄

検索結果一覧

･ 検索履歴は最大20件記
録されます。20件を超
えると、古いものから順
に消去されます。

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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スイッチ付イヤホンマイクを接続する

平型スイッチ付イヤホンマイクをFOMA端末に接続
するには、イヤホンマイク端子のカバーを開け、平型
スイッチ付イヤホンマイクの接続プラグを差し込ん
でください。→P27
I 平型スイッチ付イヤホンマイクのコードをFOMA端
末に巻き付けないでください。電波の受信レベルが
低下する場合があります。

I 平型スイッチ付イヤホンマイクのコードをアンテ
ナに近づけると、ノイズが入る場合があります。

I プラグは確実に差し込んでください。プラグが途中
で止まっているなど差し込みが不完全な状態では、
音が聞こえない場合があります。

イヤホンマイクのスイッチ動作を設定す
る<イヤホンスイッチ設定>

平型スイッチ付イヤホンマイクのスイッチを、音声電
話の発信またはミュージックプレイヤーの操作で使
用できるように設定します。
I イヤホンスイッチ発信→P385
I ミュージックプレイヤー操作→P361「スイッチ付
イヤホンマイクでの操作」

1 me8653e下記の各項目を
選択して設定ep［登録］
イヤホンスイッチ設定：
スイッチの使用方法を設定します。

電話帳メモリ番号：
イヤホンスイッチ設定を「イヤホンスイッチ発
信」に設定した場合、FOMA端末電話帳から
イヤホンスイッチ発信で電話をかける相手を
検索して設定します。

スイッチを押して音声電話をかける

イヤホンスイッチ設定の「イヤホンスイッチ発信」で、
電話帳メモリ番号に設定した相手には、平型スイッチ
付イヤホンマイクのスイッチを押すだけで音声電話
をかけられます。

1 「ピピッ」と音がするまで、スイッチを1
秒以上押す
イヤホンスイッチ設定で設定した相手に音声電
話がかかります。

2 通話が終わったら、「ピッ」と音がするま
でスイッチを1秒以上押す
･ fを押しても通話を終了できます。

お知らせ
･イヤホンスイッチ設定で設定した電話帳メモリ番号に
複数の電話番号を登録している場合は、1件目に登録し
ている電話番号に音声電話がかかります。
･イヤホンスイッチ設定で設定した電話帳メモリ番号に
シークレット属性を設定している場合は、スイッチを押
して電話をかける前にシークレットモードを起動して
ください。
･ FOMA端末とminiSDメモリーカード間でデータを移動
またはコピーしているときは、スイッチを押しても電話
はかけられません。
･イヤホンスイッチ設定で設定した電話帳メモリ番号の
電話帳データを削除したり、メモリ番号の入れ替えや他
の電話帳データで上書きしたりすると、イヤホンスイッ
チ設定は解除されます。

スイッチを押して電話を受ける

1 電話がかかってきたら、「ピピッ」と音が
するまでスイッチを1秒以上押す
･ 着信音はイヤホン切替設定で設定した所から
聞こえます。

2 通話が終わったら、「ピッ」と音がするま
でスイッチを1秒以上押す
･ fを押しても通話を終了できます。

お知らせ
･テレビ電話を受けた場合、FOMA端末を開いているとき
はカメラ映像を送信し、FOMA端末を折り畳んでいると
きはテレビ電話画像選択で設定した代替画像を送信し
ます。
･平型スイッチ付イヤホンマイクを接続して通話中に
FOMA端末を折り畳んだ場合の動作は、次のとおりで
す。
- 通話中クローズ設定の設定に関わらず通話を継続
- テレビ電話中の場合は、相手にはテレビ電話画像選択
で設定した代替画像を表示

- カメラ映像にフレームを重ねて送信中の場合は、フ
レームは解除され、相手にはテレビ電話画像選択で設
定した代替画像を表示

･キャッチホンをご契約でサービスを開始に設定してい
る場合は、通話中にかかってきた音声電話に、スイッチ
を1秒以上押して出られます。

お買い上げ時 イヤホンスイッチ設定：OFF

ス
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イヤホンをつないで自動で電話を受ける
<オート着信機能設定>

平型スイッチ付イヤホンマイクなどを接続している
ときに着信があった場合、設定した呼出時間が経過す
ると自動的に応答するかどうかを設定します。
音声電話またはテレビ電話に自動的に応答すると、接
続したイヤホンマイクなどから音声が聞こえます。
I 通話中の着信に対しては動作しません。
I 公共モード中は動作しません。

1 me8652e下記の各項目を
選択して設定ep［登録］
自動着信機能：
平型スイッチ付イヤホンマイクを接続してい
るときに自動的に応答するかどうかを設定し
ます。

自動着信機能時間（秒）：
自動着信機能を「ON」に設定した場合、自動
的に応答するまでの時間を設定します。
･ 0～120秒の範囲で設定します。

お知らせ
･テレビ電話をオート着信で受けた場合、テレビ電話画像
選択で設定した代替画像を送信し、自動的にテレビ電話
を開始します。
･伝言メモ、留守番電話サービス、転送でんわサービスと
同時に設定している場合、設定した呼出時間により優先
順位が異なります。
･オート着信機能設定の自動着信機能時間と伝言メモの
応答時間は、同じ時間に設定できません。
･自動着信機能時間を呼出動作開始時間設定の時間以内
に設定すると、電話帳に登録していない相手から電話が
かかってきたとき、オート着信機能は動作しません。

イヤホンからのみ着信音を鳴らす
＜イヤホン切替設定＞

平型スイッチ付イヤホンマイクなどを接続したとき
に、着信音をイヤホンとスピーカーの両方から鳴らす
か、イヤホンからのみ鳴らすかを設定します。

1 me8651e1または2

お知らせ
･平型スイッチ付イヤホンマイクなどが接続されていな
いときは、設定に関わらずスピーカーから鳴ります。
･「イヤホンのみ」に設定した場合でも、着信音は初めイ
ヤホンのみから鳴りますが、約20秒経過しても電話に
出ないとスピーカーからも着信音が鳴ります。

NW検索方法

利用する通信事業者を設定する

FOMAサービスを提供する通信事業者を設定します。
自動検索で設定するか手動設定するかを選択できま
す。手動選択にするときは、通信事業者を指定します。

1 me886e下記の各項目を選択
して設定ep［登録］
検索方法：
ネットワークの検索方法を設定します。
･「ネットワーク手動選択」に設定したときは、
「手動選択」を設定します。

手動選択：
通信事業者を設定します。
･ ドコモ以外の通信業者は選択できません
（2006年6月現在）。

クイック起動設定

電源を入れたときの起動時間を短縮
する

FOMA端末の電源を入れたときの起動時間を短くす
るかどうかを設定します。

1 me888e1または2

お知らせ
･クイック起動設定を「ON」に設定していても、次の場合
は通常起動となります。
- 電池残量が2以下のとき
- 電池パックを取り付け直したとき
- 電源を切ってから24時間経過したとき

設定状況確認

各種機能の設定状況を確認する
FOMA端末の各種設定状況を確認します。
I PIMロック中は、ロックされている項目の設定状況
が「---」で表示されます。

1 me842
「音／バイブ」のメニュー項目の設定状況が表示
されます。

お買い上げ時 自動着信機能：OFF

お買い上げ時 イヤホン＋スピーカー

お買い上げ時 検索方法：ネットワーク自動検索

通常は設定を変更する必要はありません。

お買い上げ時 ON

N
W
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2 hで各種機能の設定状況を確認
･ rを押すたびに、画面が「音／バイブ」→「ディ
スプレイ」→「セキュリティ／その他」→「時
計」→「発着信機能」→「通話機能」→「テレ
ビ電話」→「メール」→「ｉモード」→「フル
ブラウザ」→「ｉアプリ」→「トルカ」→「プッ
シュトーク」の順に切り替わります。

各種設定リセット

各種機能の設定をリセットする
各種機能の設定をお買い上げ時の状態に戻します。
I 設定リセットを行ったときにお買い上げ時の状態
に戻る機能については、「メニュー一覧」をご覧く
ださい。→P412

I「メニュー一覧」にお買い上げ時の状態が記載され
ていない機能やデータで、お買い上げ時の状態に戻
るものは次のとおりです。
- 基本設定：

メニュー設定のノーマル（アイコンデザイン、
アニメーションデザイン含む）、マナーモード、
公共モード、上限通知アイコン、絵文字・記号
の入力履歴、顔文字の入力履歴

- フルブラウザ：
Cookie情報、ポインターモード、ビューポジ
ション設定、文字列検索の設定

- 変換学習データ：
入力予測機能で登録されたデータ

1 me845e認証操作eリセット
する項目を選択

2 pe「はい」を選択

お知らせ
･ｉモード設定をリセットすると、待受画面にｉチャネル
の情報がテロップ表示されなくなります。待受画面で
cを押してｉチャネル一覧を表示すると、最新の情報
が受信され、待受画面にテロップ表示されるようになり
ます。

データ一括削除

登録データを一括して削除する
FOMA端末に保存、登録、設定したデータを一括して
削除します。
I 保護したデータも削除されます。
I お買い上げ時に登録されている次のデータは削除
されます。
- ケータイクレジット「iD（アイディ）」、「DCMX」
クレジットアプリ、電子マネー「Edy」以外のｉア
プリ

- キャラ電
- データBOX内の「デコメールピクチャ」と「アイ
テム」フォルダ内の画像

I 保存、登録した次のデータは削除されます。
- 着もじメッセージ（送信メッセージ履歴含む）
- メッセージR/F - ｉモードメール
- チャットメール - SMS
- メールテンプレート - メールグループ
- ブックマーク - URL入力
- URL履歴 - ラストURL
- 画面メモ - ｉアプリ
- ｉアプリの履歴表示 - ｉチャネル
- 着信履歴 - リダイヤル
- 伝言メモ（録音した応答ガイダンス含む）
- 電話帳データ（プッシュトーク電話帳含む）
- 電話帳お預かりサービスの電話帳通信履歴
- 音声メモ
- データBOX内の「プリインストール」と「メール
添付メロディ」フォルダ以外のデータ

- トルカ
- バーコードリーダーで読み取ったデータ
- 指紋データ - スケジュール
- プロフィール情報（自局電話番号以外）
- 通話時間 - メモ帳
- 定型文 - USSD登録
- 応答メッセージ登録 - 辞典の検索履歴
- パスワードマネージャーで登録したパスワード
- ダウンロード辞書
- 作成したフォルダ、アルバム

各
種
設
定
リ
セ
ッ
ト

次ページへ
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I 各種設定リセットの対象となる機能と次の機能は、
お買い上げ時の状態に戻ります。
- ステレオ効果設定
- ICカードロック解除予約
- メール振り分け設定
- チャットメール画面から行う設定
- ブックマークのツータッチサイト登録
- ｉアプリ一覧から行う設定
- 電話帳から行う設定
- 電話帳お預かりサービスの送信設定
- マイピクチャ、ｉ モーション、メロディ、キャラ
電、マイドキュメントの各動作設定

- カメラ - ビデオカメラ
- サウンドレコーダー
- 赤外線通信のデータ送受信設定
- ミュージックプレイヤーのプレイヤー設定
- バイリンガル - 端末暗証番号
- プライバシーモード設定
- 日付時刻設定
- テレビ電話使用機器設定
- スケジュール帳から行う設定
- 通話料金自動リセット設定
- 通話中着信動作選択 - メニュー設定
- 変更したフォルダ名 - 目覚まし
- カスタムメニュー
- ソフトウェア更新（予約更新）

1 me846e認証操作e「はい」
を選択
再起動中にデータ一括削除されます。

お知らせ
･次のデータは削除されません。また、お買い上げ時の設
定に戻せません。
- おサイフケータイ対応ｉアプリとその関連データ
- FOMAカードやminiSDメモリーカードに保存、登録、
設定されているデータ

- パソコンから設定したデータ通信の設定
･機能ごとにお買い上げ時の設定に戻すには、各種設定リ
セットから行ってください。
･削除されるデータが多い場合は、再起動に時間が約1分
程度かかることがあります。途中で電源を切らないよう
ご注意ください。
･お買い上げ時に登録されているデータ、ｉアプリを削除
した場合は、「＠Fケータイ応援団」のサイトからダウン
ロードできます。
アクセス方法→P271「プリインストールｉアプリを使
う」

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326

デ
l
タ
一
括
削
除
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ネットワークサービス

利用できるネットワークサービス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 390
留守番電話サービス. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 390
キャッチホン. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 392
転送でんわサービス. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 392
番号通知お願いサービス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 392
通話中着信設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 393
通話中に電話がかかってきたときの対応方法を選択する

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . <通話中着信動作選択> 393
新しいネットワークサービスを登録する

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . <追加サービス（USSD登録）> 393
遠隔操作を設定する. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . <遠隔操作設定> 394
迷惑電話ストップサービス  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 394
ガイダンスを日本語と英語で切り替える . . . . . . . .<英語ガイダンス> 395
デュアルネットワークサービス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 395
サービスダイヤル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 395
マルチナンバー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 396

I 本書では、各ネットワークサービスの概要を、FOMA端末のメニューを使って
操作する方法で説明しています。詳細は『ネットワークサービス操作ガイド』を
ご覧ください。また、マルチナンバーについては『マルチナンバー操作ガイド』
をご覧ください。
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利用できるネットワークサービス

利用できるネットワークサービス
FOMA端末を便利に利用するために、次のようなネッ
トワークサービスをご利用いただけます。

I ドコモから新しいネットワークサービスが追加提
供されたときには、新しいサービスをメニューに登
録できます。→P393

操作方法の見かた

操作手順に「eメニュー項目を選択して操作」と記載
がある場合は、続けて、表中の「メニュー項目」欄に
記載されている数字（項目番号）を順番に押し、さら
に、「機能と操作」欄の「e」以降を操作します。

〈例〉留守番電話サービスを開始する方法
me8e9e1に続いて、手順1→手順2
と操作します。

留守番電話サービス

留守番電話サービス
電波の届かない所にいるとき、電源が入っていないと
き、設定した呼出時間内にかかってきた音声電話また
はテレビ電話に応答しなかったときなどに、ドコモの
留守番電話サービスセンターがお客様に代わって伝
言メッセージをお預かりします。
I 応答しなかった電話は、待受画面のマークや着信履
歴で、着信があったことをお知らせします。

I 伝言メッセージの録音／録画は1件あたり最長3分、
音声電話とテレビ電話それぞれ最大20件で、最長
72時間保存されます。※

I 留守番電話サービスを開始に設定していても、電話
の発着信はできます。

I 着信中の電話を手動で留守番電話サービスセンター
に接続できます（→P62）。また、音声電話中にか
かってきた音声電話も、自動で留守番電話サービス
センターに転送できます。→P393

I 留守番電話のテレビ電話対応設定について変更す
るには、「1412」へ音声電話発信をしてください。※

I テレビ電話で新しい伝言メッセージをお預かりし
たときはSMSでお知らせします。※

I キャラ電で留守番電話サービスセンターに接続さ
れた場合、DTMF操作が行えません。サブメニュー
よりDTMF送信に切り替えて操作してください。※

→P79
I 32Kテレビ電話を着信した場合は、留守番電話サー
ビスセンターに接続されません。32Kテレビ電話を
かけた側では、呼出時間に設定した時間が経過する
と切断されます。

※：（テレビ電話については）2006年5月現在サー
ビス未提供です。

サービス名 申し込み 月額
使用料 参照先

留守番電話サービス 必要 有料 P390
キャッチホン 必要 有料 P392
転送でんわサービス 必要 無料 P392
番号通知お願い
サービス 不要 無料 P392

追加サービス
（USSD登録） 不要 無料 P393

迷惑電話ストップ
サービス 必要 無料 P394

英語ガイダンス 不要 無料 P395
デュアルネット
ワークサービス 必要 有料 P395

サービスダイヤル 不要 無料 P395
マルチナンバー 必要 有料 P396
公共モード
（ドライブモード） 不要 無料 P67

公共モード
（電源OFF） 不要 無料 P69

I お申し込み、お問い合わせについては取扱説明書
裏面の「総合お問い合わせ先」までお問い合わせ
ください。

I 本書では、各ネットワークサービスの概要を、
FOMA端末のメニューを使って操作する方法で
説明しています。詳細は『ネットワークサービス
操作ガイド』をご覧ください。また、マルチナン
バーについては『マルチナンバー操作ガイド』を
ご覧ください。

1 me891eメニュー項目を選
択して操作

メニュー項目 機能と操作
a 留守番サービス
a 留守番サー
ビス開始

呼出時間を設定して留守番電話サー
ビスを開始します。
e「はい」を選択e「はい」を選択
e呼出時間を入力
･ 呼出時間を「0秒」に設定すると、
着信履歴には記録されません。

b 留守番呼出 呼出時間を設定します
<手順2>

<手順1>1e1を順番に押す
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留守番電話サービスの基本的な流れ

ステップ1：サービスを開始に設定する
ステップ2：電話をかけてきた方が伝言を録音する
ステップ3：伝言メッセージを再生する

1 me891eメニュー項目を選択
して操作

メニュー項目 機能と操作
a留守番サービス
a留守番サー

ビス開始
呼出時間を設定して留守番電話サー
ビスを開始します。
e「はい」を選択e「はい」を選択
e呼出時間を入力
･呼出時間を「0秒」に設定すると、
着信履歴には記録されません。

b留守番呼出
時間設定

呼出時間を設定します。
e「はい」を選択e呼出時間を入力
･呼出時間を「0秒」に設定すると、
着信履歴には記録されません。

c留守番サー
ビス停止

e「はい」を選択

d留守番設定
確認

e「はい」を選択
･設定確認画面で、サブメニューから
選択して設定を変更できます。
m1：留守番サービス開始
m2：留守番サービス停止
m3：留守番呼出時間設定

e留守番メッ
セージ再生

e「はい」を選択e音声ガイダンス
の指示に従って操作
･ で表示される件数は、新し
い伝言メッセージを再生するとき
にガイダンスで案内する件数です。
保存した伝言メッセージの件数は
含まれません。

f留守番サー
ビス設定

音声ガイダンスを聞きながら留守番
電話サービスを設定します。
e「はい」を選択e音声ガイダンス
の指示に従って操作
･新しい伝言メッセージがあるか確
認したり伝言メッセージを聞く場
合は、一度電話を切ってから操作し
てください。

gメッセージ
問合せ

新しい伝言メッセージがあるかどう
かを確認します。
e「はい」を選択
･件数増加鳴動設定を設定している
場合、新しい伝言メッセージがある
と通知音が鳴り、音声電話のバイブ
レータ設定に従って振動します。バ
イブレータ設定を「OFF」に設定
していても、マナーモード中はマ
ナーモードの設定に従って振動し
ます。

b件数増加鳴動
設定

件数通知音：ON
通知メロディ：着
信音1

新しい伝言メッセージが増えたとき
やメッセージ問合せを行って新しい
伝言メッセージがあると、通知音が
鳴るように設定します。
e下記の各項目を選択して設定e
p［登録］
件数通知音：
件数通知音を鳴らすかどうかを設
定します。
･「ON」に設定すると、通知音が
鳴り、音声電話のバイブレータ
設定に従って振動します。

通知メロディ：
件数通知音を設定します。
メロディのフォルダや一覧の見か
た→P325
メロディの再生の操作→P120
･メッセージ問合せの直後にお預か
りしたメッセージについては、件数
増加の通知音が鳴らない場合があ
ります。
･オールロック中、PIMロック中、開
閉ロック中、公共モード中、アラー
ム鳴動中は通知音は鳴らず、バイブ
レータも振動しません。

c着信通知
a着信通知開

始
着信通知を開始してFOMA端末の電
源が入っていないときや圏外にいる
ときに着信があった場合、再び電源
が入ったときや圏内になったとき
に、着信があったことをSMSでお知
らせするようにします。
･ 1件のSMSで、最大5件の履歴が
通知されます。
･ SMS一括拒否を設定している場合
でも、履歴は通知されます。
･設定、通知（SMS受信）にかかる
料金は無料です。

e「はい」を選択e「はい」または
「いいえ」を選択
･「はい」を選択すると、発信者番号
通知の着信のみ通知します。
･「いいえ」を選択すると、すべての
着信を通知します。

b着信通知停
止

e「はい」を選択

c着信通知開
始設定確認

e「はい」を選択

d表示消去 伝言メッセージのマークを消します。
e「はい」を選択

メニュー項目 機能と操作

お買い上げ時

留
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キャッチホン

キャッチホン
音声電話中に別の音声電話がかかってきたことを、通
話中着信音でお知らせします。通話中の音声電話を保
留にして、後からかかってきた音声電話を受けること
ができます。
I テレビ電話中や音声電話中にテレビ電話がかかっ
てくると、キャッチホンは動作しませんが、着信履
歴には不在着信として記録されます。

I 通話中着信動作選択を「通常着信」に設定していな
い場合は、キャッチホンを開始しても着信動作は行
いません。

I キャッチホン中は、aを押すたびに通話相手を切り
替えられます。

I 相手を切り替えながら通話中に別の電話がかかっ
てきても受けられません。ただし、着信履歴には不
在着信として記録されます。

1 me892eメニュー項目を選択
して操作

転送でんわサービス

転送でんわサービス
電波の届かない所にいるとき、電源が入っていないと
き、設定した呼出時間内に応答しなかったときなど
に、FOMA端末にかかってきた音声電話またはテレビ
電話を、ご家庭やオフィスなどの電話に転送します。
I 転送でんわサービスを開始に設定していても、電話
の発着信はできます。

I 着信中の電話を手動で転送できます（→P62）。ま
た、音声電話中にかかってきた音声電話も、自動で
転送できます。→P393

I 転送ガイダンスの有／無を設定するには、「1429」
とダイヤルして、ガイダンスに従って操作します。

転送でんわサービスの基本的な流れ

ステップ1：転送でんわサービスを開始に設定する
ステップ2：転送先の電話番号を登録する
ステップ3：お客様のFOMA端末に電話がかかる
ステップ4：電話に出ないと指定した転送先に転送

される

1 me893eメニュー項目を選択
して操作

番号通知お願いサービス

番号通知お願いサービス
発信者番号を通知してこない電話がかかってくると、
番号通知お願いのガイダンスまたは映像ガイダンス
で応答し、自動的に切断します。迷惑電話などによる
トラブルを防ぎ、安心して携帯電話を利用できます。
I 番号通知お願いサービスを開始に設定していると
きに「非通知設定」の電話がかかってくると、着信
音は鳴らず、着信履歴にも記録されません。

I 番号通知お願いサービスは、お客様ご自身のFOMA
カードを取り付けたFOMA端末からのみ開始／停
止の操作ができます。遠隔操作はできません。
→P394

I 発信者番号を通知してこないプッシュトークがか
かってくると、番号通知お願いのガイダンスは流れ
ずに切断されます。

1 me896eメニュー項目を選択
して操作

メニュー項目 機能と操作
aキャッチホン

開始
e「はい」を選択

bキャッチホン
停止

e「はい」を選択

cキャッチホン
設定確認

e「はい」を選択

メニュー項目 機能と操作
a転送サービス

開始
転送先の電話番号と呼出時間を設定
して転送でんわサービスを開始しま
す。
e「はい」を選択e「はい」を選択
e電話番号を入力epe「はい」を
選択e呼出時間を入力
･電話番号入力欄を選択する前に、
mを押すと電話帳から、tを押す
と着信履歴から、aを押すとリダ
イヤルから、電話番号を入力できま
す。
･呼出時間を「0秒」に設定すると、
着信履歴には記録されません。

b転送サービス
停止

e「はい」を選択

c転送先変更 転送先の電話番号を変更します。
e電話番号を入力epe「はい」を
選択
･電話番号入力欄を選択する前に、
mを押すと電話帳から、tを押す
と着信履歴から、aを押すとリダ
イヤルから、電話番号を入力できま
す。

d転送先通話中
時設定

転送先の電話が通話中などで転送で
きないときに、留守番電話サービス
で応答するように設定します。
e「はい」を選択

e転送サービス
設定確認

e「はい」を選択

メニュー項目 機能と操作
a番号通知開始 e「はい」を選択
b番号通知停止 e「はい」を選択
c番号通知確認 e「はい」を選択

キ
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通話中着信設定

通話中着信設定
通話中着信動作選択の設定を開始／停止したり、設定
内容を確認したりします。

1 me897eメニュー項目を選択
して操作

通話中着信動作選択

通話中に電話がかかってきたときの
対応方法を選択する

留守番電話サービス、転送でんわサービス、キャッチ
ホンをご契約されているお客様の音声電話中に別の
音声電話がかかってきた場合、かかってきた音声電話
をどのように扱うかを設定します。
I 通話中着信動作がいずれの設定の場合でも、着信履
歴に不在着信として記録されます。

1 me898eメニュー項目を選択
して操作

追加サービス（USSD登録）

新しいネットワークサービスを登録
する

ドコモから新しいネットワークサービスが追加され
たときに、そのサービスをメニューに登録して利用し
ます。

1 me899eメニュー項目を選択
して操作メニュー項目 機能と操作

a通話中着信設
定開始

e「はい」を選択

b通話中着信設
定停止

e「はい」を選択

c通話中着信設
定確認

e「はい」を選択

お買い上げ時 通常着信

メニュー項目 機能と操作
a通常着信 通話中または64Kデータ通信中にか

かってきた電話に応答したり、留守
番電話サービスセンターや転送でん
わサービスで登録した転送先に転送
したりします。

b留守番電話 通話中または64Kデータ通信中にか
かってきた電話を、留守番電話サー
ビスで応答します。

c転送でんわ 通話中または64Kデータ通信中にか
かってきた電話を、あらかじめ登録
している転送先に転送します。

d着信拒否 通話中または64Kデータ通信中にか
かってきた電話の着信を拒否します。

メニュー項目 機能と操作
aUSSD登録 ネットワークサービスを登録・変更・

削除したり、登録したネットワーク
サービスを利用します。
■ 登録・変更するとき

eサービスを登録・変更する番号
にカーソルを合わせてpe下記
の各項目を選択して設定ep［登
録］

USSDコード：
ドコモから通知されたサービス
コードを入力します。
･サービスコードとはネットワー
クサービスの設定などを行うた
めのコードです。FOMA端末で
はUSSDコードとして登録しま
す。

名称：
名称（サービス名）を入力します。
･全角で最大10文字、半角で最大
20文字入力できます。

■ サービスを利用するとき
e1～8

■ 登録したサービスを削除するとき
e削除するサービスにカーソルを
合わせてme1e「はい」を選
択
･全件削除するときはm2を押
します。

通
話
中
着
信
設
定
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遠隔操作設定

遠隔操作を設定する
留守番電話サービスや転送でんわサービスなどを、
プッシュ式の一般電話や公衆電話、ドコモの携帯電話
などから操作できるようにします。

1 me8993eメニュー項目を
選択して操作

迷惑電話ストップサービス

迷惑電話ストップサービス
迷惑電話を自動的に着信拒否します。迷惑電話の登録
操作をすると、登録した電話番号から電話がかかって
きたときに着信拒否のガイダンスまたは映像ガイダ
ンスで応答し、自動的に切断します。
I 最大30件登録できます。
I 着信拒否登録した電話番号から電話がかかってき
ても、着信音は鳴りません。着信履歴にも記録され
ません。

I 着信拒否登録した電話番号からプッシュトークが
かかってくると、着信拒否のガイダンスは流れずに
切断されます。

1 me8994eメニュー項目を
選択して操作

b応答メッセー
ジ登録

追加したサービスを実行したとき
に、サービスセンターから返ってく
るコードに対応したメッセージを登
録します。登録したコードが応答と
して返ってきたときにこのメッセー
ジが表示されます。
■ 登録・変更するとき

e1～8e下記の各項目を選
択して設定ep［登録］

USSDコード：
ドコモから通知されたサービス
コードを入力します。

応答メッセージ：
応答メッセージを入力します。
･全角で最大10文字、半角で最大
20文字入力できます。

■ 登録した応答メッセージを削除す
るとき
e削除する応答メッセージにカー
ソルを合わせてme1e「は
い」を選択
･全件削除するときはm2を押
します。

メニュー項目 機能と操作
a遠隔操作開始 e「はい」を選択
b遠隔操作停止 e「はい」を選択
c遠隔操作設定

確認
e「はい」を選択

メニュー項目 機能と操作

メニュー項目 機能と操作
a迷惑電話着信

拒否登録
最後に着信応答した電話番号を着信
拒否に登録します。
e「はい」を選択
･通話していない不在着信などは登
録の対象になりません。

b電話番号指定
拒否登録

指定した電話番号を着信拒否に登録
します。
e「はい」を選択e電話番号を入力
epe「はい」を選択
･電話番号入力欄を選択する前に、
mを押すと電話帳から、tを押す
と着信履歴から、aを押すとリダ
イヤルから、電話番号を入力できま
す。

c迷惑電話全登
録削除

着信拒否に登録したすべての電話番
号を削除します。
e「はい」を選択

d迷惑電話1登録
削除

最後に着信拒否に登録した電話番号
1件のみを削除します。
e「はい」を選択

e拒否登録件数
確認

着信拒否に登録した電話番号の件数
を確認します。
e「はい」を選択

遠
隔
操
作
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英語ガイダンス

ガイダンスを日本語と英語で切り替
える

発着信時の音声ガイダンス、留守番電話サービスや転
送でんわサービスなど、各種ネットワークサービス設
定時の音声ガイダンスを英語に設定できます。
I 発信者が本サービスを利用している場合は、発信者
側の発信時の設定が着信者側の着信時の設定より
優先されます。

1 me8995eメニュー項目を
選択して操作

デュアルネットワークサービス

デュアルネットワークサービス
お使いになっているFOMA端末の電話番号で、mova
端末を利用できます。
これによって、FOMAサービスエリア外であっても、
movaサービスエリア内であれば、mova端末で音声
電話をかけたり、受けたりできます。
I FOMA端末とmova端末を同時には利用できません。
I デュアルネットワークサービスの切り替え操作は、
サービスを利用していない状態のFOMA端末また
はmova端末から行います。

I mova端末を使えるようにするには、mova端末で
「1540」とダイヤルして、ガイダンスに従って操
作します。

1 me8996eメニュー項目を
選択して操作

サービスダイヤル

サービスダイヤル
ドコモ指定の故障取扱窓口や、ドコモ総合案内・受付
へ電話をかけます。
I お使いのFOMAカードによっては、ドコモ指定の故
障取扱窓口とドコモ総合案内・受付の項目番号が異
なる場合や表示されない場合があります。→P39

1 me8997eメニュー項目を
選択して操作

メニュー項目 機能と操作
aガイダンス設

定
発信時と着信時のガイダンスの言語
を英語または日本語に切り替えま
す。
e「はい」を選択e1または2e
「はい」を選択e1～3
･発信時
日本語：発信時に自分が聞くガイ
ダンスを日本語に設定します。

英語：発信時に自分が聞くガイダ
ンスを英語に設定します。

･着信時
日本語：着信時に相手が聞くガイ
ダンスを日本語に設定します。

日本語＋英語：着信時に相手が聞
くガイダンスを、日本語→英語
の順に設定します。

英語＋日本語：着信時に相手が聞
くガイダンスを、英語→日本語
の順に設定します。

bガイダンス設
定確認

e「はい」を選択

メニュー項目 機能と操作
aデュアルネット

ワーク切替
mova端末に切り替えていたデュア
ルネットワークサービスを、FOMA
端末に切り替えます。
e「はい」を選択eネットワーク暗
証番号を入力

bデュアルネット
ワーク状態確認

e「はい」を選択

メニュー項目 機能と操作
aドコモ故障問

合せ
ドコモ指定の故障取扱窓口に電話を
かけます。
e「はい」を選択

bドコモ総合案
内・受付

ドコモ総合案内・受付に電話をかけ
ます。
e「はい」を選択

英
語
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マルチナンバー

マルチナンバー
FOMA端末の電話番号として基本契約番号の他に、付
加番号1と付加番号2の最大2つの番号を追加してご
利用になれます。
I マルチナンバーを利用した電話のかけかた→P56
I 別のFOMAカードに差し替えて使用したり、FOMA
カードを差し込まずに使用したりすると、電話番号
設定はお買い上げ時の状態に戻ります。設定したと
きに使用したFOMAカードを差し込んでも元に戻
りませんので、もう一度設定してからご利用くださ
い。

1 me8998eメニュー項目を
選択して操作

メニュー項目 機能と操作
a通常発信番号設定
a基本契約番

号
基本契約番号で電話をかけます。
e「はい」を選択

b付加番号１ 付加番号１で電話をかけます。
e「はい」を選択

c付加番号２ 付加番号2で電話をかけます。
e「はい」を選択

b通常発信番号
設定確認

e「はい」を選択

c電話番号設定

基本契約番号
名称：基本契約番
号
電話番号：ご契約
電話番号
付加番号1
名称：付加番号1
付加番号2
名称：付加番号2
付加番号1、2
電話番号：未登録
マルチナンバー発
信：無効

基本契約番号の名称は、プロフィー
ル情報の設定内容が表示されます。
e下記の各項目を選択して設定ep
［登録］
付加番号1または2名称：
付加番号の名称を入力します。こ
の名称は、電話の着信画面やリダ
イヤル、着信履歴などに表示され
ます。
･全角で最大10文字、半角で最大
20文字入力できます。

付加番号1または2電話番号：
付加番号に登録する電話番号を入
力します。
･最大26桁入力できます。

マルチナンバー発信：
「有効」に設定すると、電話をかけ
るときに発信オプションでマルチ
ナンバーの発信番号を選択できま
す。

d着信設定

［付加番号1、付
加番号2］
個別設定：OFF

e1または2e下記の各項目を
選択して設定ep［登録］
個別設定：
付加番号ごとの着信時の動作を使
用するかどうかを設定します。
「着信音」「イメージ表示」の設定
操作→P118「音声電話の着信時
の動作を変更する」

お買い上げ時

お買い上げ時

マ
ル
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データ通信
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データ通信について、詳細は添付のCD-ROM内の「PDF版「データ通信マニュア
ル」（データ通信マニュアル.pdf）」をご覧ください。「PDF版「データ通信マニュ
アル」（データ通信マニュアル.pdf）」をご覧になるには、Adobe Reader（バー
ジョン6.0以上を推奨）が必要です。お使いのパソコンにインストールされていな
い場合は、アドビシステムズ株式会社のホームページから最新版をダウンロード
できます（別途通信料がかかります）。
詳細はアドビシステムズ株式会社のホームページをご覧ください。
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データ通信について
ここでは、FOMA端末で利用できるデータ通信の形態
や利用時の留意点について説明します。

利用できる通信形態

利用できる通信形態は、パケット通信、64Kデータ通
信、データ転送の3つに分類されます。
I パソコンと接続してパケット通信や64Kデータ通信
を行ったり、電話帳などのデータを編集したりする
には、添付のCD-ROMからソフトのインストールや
各種設定を行う必要があります。

I FOMA端末は、Remote Wakeupには対応してい
ません。

I FOMA端末はFAX通信に対応していません。
I ドコモのPDA、museaやsigmarionⅡと接続して
データ通信を行うには、museaやsigmarionⅡの
アップデートが必要です。アップデートの方法など
の詳細は、ドコモのホームページをご覧ください。

パケット通信

送受信したデータ量に応じて課金されるため、メール
の送受信など、比較的少ないデータ量を高速でやりと
りするのに適しています。ネットワークに接続してい
ても、データの送受信を行っていないときには通信料
がかからないため、ネットワークに接続したまま必要
なときにデータを送受信するという使いかたができ
ます。
ドコモのインターネット接続サービスmopera Uや
moperaなど、FOMAのパケット通信に対応したアク
セスポイントを利用して、受信最大384kbps、送信
最大64kbpsの高速パケット通信ができます。通信環
境や混雑状況の影響により通信速度が変化するベス
トエフォートによる提供です。
画像を含むホームページの閲覧やデータのダウンロー
ドなど、データ量の多い通信を行った場合には通信料
が高額になりますのでご注意ください。

64Kデータ通信

データ量に関係なく、ネットワークに接続している時
間の長さに応じて課金されるため、マルチメディアコ
ンテンツのダウンロードなど、比較的データ量の多い
送受信を行うのに適しています。 
ドコモのインターネット接続サービスmopera Uや
moperaなど、FOMA 64Kデータ通信に対応したア
クセスポイント、またはISDN同期64kbpsのアクセ
スポイントを利用して、64kbpsの安定した通信速度
でデータを送受信できます。
長時間通信を行った場合には通信料が高額になりま
すのでご注意ください。

データ転送

USBケーブルを使ってパソコンと接続し、電話帳や送
受信メールなどのデータを送受信する、課金が発生し
ない通信形態です。
I 赤外線通信を使って他のFOMA端末や携帯電話、パ
ソコンなどとデータを送受信できます。

ご利用時の留意事項

インターネットサービスプロバイダの利用
料について

パソコンでインターネットを利用する場合、通常ご利
用になるインターネットサービスプロバイダ（以降プ
ロバイダ）の利用料が必要です。この利用料は、FOMA
サービスの利用料とは別に直接プロバイダにお支払
いいただきます。利用料の詳細は、ご利用のプロバイ
ダにお問い合わせください。
I ドコモのインターネット接続サービスmopera Uや
moperaがご利用いただけます。
mopera Uはお申し込みが必要な有料サービスで
す。使用した月だけ月額使用料がかかるプランもご
利用いただけます。FOMA端末でのインターネット
接続には、ブロードバンド接続オプションや国際
ローミングなどに対応したmopera Uのご利用を
おすすめします。
moperaはお申し込みが不要で、月額使用料は無料
です。今すぐインターネットに接続したい方に便利
なサービスです。

接続先（プロバイダなど）について

パケット通信と64Kデータ通信では接続先が異なり
ます。パケット通信を行うときはパケット通信対応の
接続先、64Kデータ通信を行うときはFOMA 64K
データ通信、またはISDN同期64kbps対応の接続先
をご利用ください。
I PIAFSなどのPHS64K/32Kデータ通信やDoPa
のアクセスポイントには接続できません。

ユーザー認証について

接続先によっては、接続時にユーザー認証が必要な場
合があります。その場合は、通信ソフトまたはダイヤ
ルアップネットワークでIDとパスワードを入力して
ください。IDとパスワードはプロバイダまたは社内
LANなど接続先のネットワーク管理者から付与され
ます。詳細はプロバイダまたはネットワーク管理者に
お問い合わせください。

デ
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パソコンのブラウザを利用してのアクセス
認証について

パソコンのブラウザを利用してのアクセス認証で
FirstPass（ユーザ証明書）が必要な場合は、添付の
CD-ROMからFirstPass PCソフトをインストール
し、設定してください。詳細は添付のCD-ROM内の
「FirstPassManual」をご覧ください。
「FirstPassManual」（PDF形式）をご覧になるには、
Adobe Reader（バージョン6.0以上を推奨）が必要
です。パソコンにインストールされていない場合は、
アドビシステムズ株式会社のホームページからダウ
ンロードできます（別途通信料がかかります）。詳細
はアドビシステムズ株式会社のホームページをご覧
ください。

■ FirstPass PCソフトの動作環境

※： パソコンのシステム構成によって異なる場合が
あります。

パケット通信および64Kデータ通信の条件

FOMA端末で通信を行うには、次の条件が必要です。
- 接続するパソコンがUSBポート（USB仕様1.1/2.0
に準拠）を備えていること

- FOMAサービスエリア内であること
- パケット通信の場合、アクセスポイントがFOMAの
パケット通信に対応していること

- 64Kデータ通信の場合、接続先がFOMA 64Kデー
タ通信、またはISDN同期64kbpsに対応している
こと

ただし、上記の条件が整っていても、基地局が混雑し
ていたり、電波状況が悪かったりするときは通信でき
ない場合があります。

項　目 必要環境
パソコン本体 PC/AT互換機
OS
（各日本語版）

Windows 98SE、Me、2000、XP

必要メモリ※ Windows 98SE、Me、2000
：32MB以上

Windows XP：128MB以上
ハードディスク
容量※

10MB以上の空き容量

ブラウザ Microsoft® Internet Explorer 5.5
以上

■ データ通信の用語集
I APN（Access Point Name）
パケット通信で接続するプロバイダなどを識別
する文字列。たとえば、mopera Uは「mopera.
net」がAPNとなります。

I cid（Context Identifier）
FOMA端末内に登録するパケット通信での接
続先（APN）を管理する番号。FOMA端末で
は1から10までの10件が使えます。

I DNS（Domain Name System）
ドメインネーム（例：nttdocomo.co.jp）を、
コンピュータで使うIPアドレスに変換するシ
ステムのこと。

I OBEX（Object Exchange）
データ通信の国際規格の1つ。OBEXに対応し
ている携帯電話、パソコン、デジタルカメラ、
プリンタなどの間で、データの送受信ができま
す。

I QoS（Quality of Service）
サービスの品質。通信時にユーザーの意図どお
りに、回線を利用するための技術。FOMA端
末では、接続するときの通信速度などを設定で
きます。

I W-TCP
FOMAネットワークでパケット通信を行う際
に、TCP/IPの伝送能力を最大限に生かすため
のTCPパラメータ。FOMA端末の通信性能を
最大限に活用するには、この通信設定が必要で
す。

I 管理者権限
Windows XP、2000を使用するときに、OS
のシステムなどすべてにアクセスできる権限
のこと。1台のパソコンに最低1人は、パソコ
ンの管理者権限を持つユーザーが設定されて
います。通常、パソコンの管理者権限がない
ユーザーは、ドライバやソフトなどのインス
トール／アンインストールができません。
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データ通信の準備の流れ
パケット通信および64Kデータ通信を利用する場合
の準備について説明します。

通信設定ファイル（ドライバ）について

パソコンに接続してパケット通信または64Kデータ
通信を行うには、通信設定ファイルをインストールす
る必要があります。

FOMA PC設定ソフトについて

添付のCD-ROMからFOMA PC設定ソフトをパソコ
ンにインストールすると、パケット通信または64K
データ通信を行うために必要なさまざまな設定を、パ
ソコンから簡単な操作で設定できます。

動作環境の確認

通信設定ファイルおよびFOMA PC設定ソフトは、次
の動作環境でご利用ください。

※1：OSをアップグレードして使用されている場合の
動作は保証いたしかねます。

※2：FOMA PC設定ソフトの動作環境です。パソコ
ンのシステム構成によっては異なる場合があり
ます。

I 動作環境によってはご使用になれない場合があり
ます。また、上記の動作環境以外でのご使用による
問い合わせおよび動作保証は、当社では責任を負い
かねますのであらかじめご了承ください。

I データ通信の説明は、主にWindows XPでの操作
方法を例にしています。他のOSでは画面の表示が
異なる場合があります。

インストール／アンインストール前の注意
点

I Windows XP、2000で通信設定ファイルやFOMA
PC設定ソフトのインストール／アンインストール
を行う場合は、必ずパソコンの管理者権限を持った
ユーザーで行ってください。それ以外のユーザーで
行うとエラーになります。パソコンの管理者権限の
設定操作については、各パソコンメーカやマイクロ
ソフト社にお問い合わせください。

I 操作を始める前に、稼動中の他のプログラムがない
ことを確認してください。稼動中のプログラムがあ
る場合は、プログラムを保存、終了してください。

I パソコンの操作方法、管理者権限の設定等について
は、パソコンの取扱説明書をご覧ください。

ATコマンドについて
ATコマンドとは、パソコンでFOMA端末の各機能を
設定するためのコマンド（命令）です。FOMA端末は
ATコマンドに準拠し、さらに拡張コマンドの一部や
独自のATコマンドをサポートしています。
ATコマンドの詳細は添付のCD-ROM内の「データ通
信マニュアル」をご覧ください。

通信設定ファイルをインストールする

パソコンとFOMA端末を接続する

通信設定ファイルを確認する

かんたん設定で
パケット通信の
設定をする

かんたん設定で
64Kデータ通信
の設定をする

通信を実行する

FOMA PC設定ソフトをインストールする

FOMA PC設定ソ
フトを使わずに通
信の設定をする

項　目 必要環境
パソコン本体 USBポート（USB仕様1.1/2.0に

準拠）を持つPC/AT互換機
OS
（各日本語版）※1

Windows 98、 Me、2000、XP

必要メモリ※2 Windows 98、Me：32MB以上
Windows 2000 ：64MB以上
Windows XP ：128MB以上

ハードディスク
容量※2

5MB以上の空き容量

準
備
の
流
れ
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文字入力について
ここでは、電話帳やメールなどで文字を入力する方法
を説明します。
I 文字の入力方式には、かな入力方式とスロット入力
方式があります。→P403、P409

I 入力できる文字の種類には、全角文字（ひらがな／
漢字／カタカナ／英字／数字／記号／絵文字）、半
角文字（カタカナ／英字／数字／記号）があります。
全角の文字や空白、改行は、半角文字2文字分にカ
ウントされます。半角文字では、濁点と半濁点も1
文字分にカウントされます。

I 入力できる漢字はJIS第一水準漢字と第二水準漢字
の6355文字です。

I 複雑な漢字は、変形または省略して表示されます。

文字入力画面の見かた

文字の入力方法には、全画面入力と、インライン入力
の2種類があります。
I 入力欄によっては、どちらか一方の入力方法しか利
用できない場合があります。

I 貼り付けや定型文入力などで入力可能な文字数を
超えた場合、超過分は削除されます。

I 本書では文字入力の最後にg［確定］を押す操作も
含めて「入力する」と表記しています。

■ 全画面入力
入力欄を選択すると、入力エリアが全画面表示され
ます。

■ インライン入力
画面を切り替えずに入力欄にカーソルを合わせて
0～9、*、#を押し、文字を直接入力し
ます。

･ 日付・時刻など数字を入力する入力欄によって
は、入力欄を選択してjを押しても数字を入力
できる場合があります。

文字入力画面での操作について

サブメニューから次の操作ができます。

※：スロット入力方式で入力中にのみ表示されます。

I 文字を確定する前やデコメールの装飾選択画面で
は、サブメニューは表示されません。

I メール本文の入力画面では、サブメニューの項目番
号が異なります。

入力モードを切り替える

1 文字入力画面でn
･ 押すたびに入力モードは次のように切り替わ
ります。
･ hを押しても、入力モードを切り替えられます。

※：スロット入力方式では表示されません。
･ jで全角と半角が切り替えられます。

ガイド行

入力可能な範囲（これ以上入
力できないことを示すマーク）

入力モード

点滅カーソル（文字が入力ま
たは挿入される位置）
kで移動できます。

文字入力用のガイド行

pg

文字を確定した状態

項　目 参照先
aコピー P407
b切り取り P407
c貼り付け P407
d定型文・パスワード引用 P405、P406、P408
e絵文字・記号・顔文字 P405、P406
f単語・パスワード登録 P407、P408、P409
g入力設定 P410
h編集終了※ ー

半角カタカナ

半角数字※

半角英字

ひらがな／漢字（全角）

カーソル位置の色が変
わります。
･nまたはhで移
動します。
全角に切り替えられる
ことを示します。
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2 g［選択］を押す

切り替え項目と入力モードについて

設定できる切り替え項目と入力モードは次のとおり
です。

※：スロット入力方式では表示されません。
I 文字入力画面によって切り替えられる入力モード
は異なります。

I 単語登録の読みを入力するときは が表示さ
れます。

かな入力方式

かな入力方式で文字を入力する
かな入力方式では、1つのキーに複数の文字が割り当
ててあり、キーを押すたびに文字が替わります。
I 文字の割り当て一覧→P423

文字を入力する＜かな漢字変換＞

〈例〉電話帳の登録で「鈴木」と入力するとき

1 名前の入力欄を選択

2 「すずき」と入力
「す」：3を3回
「ず」：カーソルが右に移動したら3を3回e

*
「き」：2を2回

･ 入力中は次の操作ができます。
t：大文字と小文字の切り替え
a：1つ前の文字に戻す
（例：…→1→お→え→う→い→あ→1→…）

c：文字の取り消し
*：濁点、半濁点の付加
（例：…→ほ→ぼ→ぽ→ほ→…）

3 pを押す

･ 候補選択リストが表示されていないときは、
jを押しても、かな漢字変換されます。
･ cを押すと、変換前の状態に戻ります。
･ ひらがなのまま変換しないときは、pを押さず
に操作4に進みます。

■変換候補一覧を表示する：
pを押しても目的の文字が表示されないとき
は、jを押すか、もう一度pを押すと変換候
補一覧が表示されます。変換候補一覧が複数
ページあるときは、aまたはtを押すとペー
ジが切り替わります。各候補に割り当てられ
ている項目番号のダイヤルキーを押すか、j
を押して変換候補を選択します。

■カナ英数候補一覧を表示する：
ひらがなを入力中にmを押すと、カナ英数、
日付、時刻などが一覧で表示されます。カナ
英数候補一覧が複数ページあるときは、aま
たはtを押すとページが切り替わります。各
候補に割り当てられている項目番号のダイヤ
ルキーを押すか、jを押してカナ英数候補を
選択します。

4 gを押す
文字が確定します。

■文字を挿入する：
kを押して挿入する位置までカーソルを移動
し、文字を入力します。入力した文字はカー
ソル位置に挿入されます。

切り替え項目 入力モード
漢 ひらがな／漢字
ｱｧ 半角カタカナ
Aa 半角英字
12※ 半角数字
ア※ 全角カタカナ
Ａ※ 全角英字
1※ 全角数字

と表示されます。

候補選択リスト

p

p／dm

カナ英数候補一覧 変換候補一覧

か
な
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■文字を削除する：
･カーソルが入力文字の途中にある場合
（例：鈴木 郎 ）
- cを押すと、カーソル位置の1文字が削
除されます。

- cを1秒以上押すと、カーソル位置の文
字とそれ以降のすべての文字が削除され
ます。

･カーソルが入力文字の末尾にある場合
（例：鈴木一郎 ）
- cを押すと、カーソル位置の左の1文字
が削除されます。

- cを1秒以上押すと、すべての入力文字
が削除されます。

■改行する：
改行する位置にカーソルを移動し、#を押
します。
･入力欄によっては改行できない場合があり
ます。

5 g［確定］を押す
文字入力が終了します。

お知らせ
･濁点、半濁点を入力してからaを押しても、1つ前の文
字には戻せません。
･入力中にrを押してカーソルを右に移動した場合は、次
の操作はできません。
t：大文字と小文字の切り替え（ひらがな、全角／半角

カタカナ、全角／半角英字）
a：1つ前の文字に戻す
･ひらがなで読みを入力して、絵文字や記号、アルファ
ベット、ギリシャ文字などに変換できます。
読みと文字の対応→P428「絵文字入力変換表」、
P432「特殊記号入力変換表」

複数の文節を一括変換する

複数の文節を一括変換し、文章を簡単に入力できま
す。
I 全角で最大24文字変換できます。

〈例〉「イタリア料理を食べにいこう。」と入力するとき

入力予測機能を使って文字を入力する

入力予測機能は、文字を入力したときに、読みの先頭
部分が一致する単語の候補選択リストが表示される
機能です。候補選択リストには、一度入力した単語が
自動的に変換学習データとして登録されるため、次に
同じ内容を入力するときには、先頭の文字を入力する
だけですばやく入力できます。
I 標準搭載の単語の他に、次の単語や文字列が候補と
して表示されます。
- かな漢字変換で入力した単語
- 単語登録した文字列
- ダウンロード辞書から選択した単語

I 入力予測機能は、ひらがな／漢字モードでのみ利用
できます。ただし、次の場合は利用できません。
- インライン入力 - スロット入力

I 候補選択リストを表示しないように設定できます。
→P410

一

p変換

r

変換範囲変更

m

全確定

変換部分確定

l

変換範囲変更

g
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1 文字を入力

･ 1文字、2文字、3文字と文字を入力するたび
に候補は絞り込まれます。

2 de候補を選択

･ tまたはaを押すとページが切り替わります。

3 「閉じる」を選択
候補選択リストが消えます。

変換学習リセットをする

候補選択リストに変換学習データとして登録された
データを、リセットしてお買い上げ時の状態に戻しま
す。

1 me883e認証操作e「はい」
を選択

定型文を入力する

定型文を一覧から入力します。
I 選択した定型文はカーソル位置に挿入されます。
I 定型文一覧→P424

1 文字入力画面でme41e1～
8

･ メール本文の入力画面ではm51を押し
ます。
･ 定型文を作成・登録した場合は、9が選択で
きます。

2 1～8
･ 定型文の内容を確認するときは、定型文にカー
ソルを合わせてpを押します。gを押すと定
型文が入力されます。

絵文字・記号を入力する

絵文字または記号を一覧から入力します。
I 絵文字・記号一覧→P427
I 記号は入力可能なもののみ一覧表示されます。
I ひらがな／漢字モードで読みを入力して、絵文字や
記号に変換できます。→P428、P432

〈例〉絵文字を入力するとき

1 文字入力画面でp
 

･ pを押すたびに、絵文字1と絵文字2が切り替
わります。
･ mを押すと、記号が入力できます。
･ mを押すたびに、全角記号と半角記号が切り替
わります。
･ tまたはaを押すとページが切り替わります。

2 入力する絵文字を選択
cを押し、一覧を閉じます。
･ 入力履歴欄には、最近入力したものから順に、
絵文字または記号が最大10文字表示され、こ
こから文字を選択できます。

お知らせ
･絵文字や記号は、赤外線通信などでデータ転送を行った
際、正しく表示されない場合があります。
･文字入力画面でmを押し、「絵文字・記号・顔文字」→
「絵文字」または「記号」を選択しても入力できます。こ
のとき、pを押すと入力履歴欄の上に連続入力欄が表
示され、絵文字は最大10文字、記号は全角で最大10文
字、半角で最大20文字連続して選択できます。スロッ
ト入力方式の場合は、この方法で入力します。
･サブメニューから記号を選択したときは、次のカッコの
左側（例：｛ ）を選択すると、右側のカッコ（例：｝）も
自動的に入力されます。
()　[ ]　{} 「 」（　）〔　〕［　］｛　｝〈　〉《　》「　」『　』【　】

候補選択リスト

g 入力履歴欄
･絵文字一覧の絵文字1と
絵文字2、記号一覧の全
角記号と半角記号の最初
のページに表示されま
す。
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顔文字を入力する

顔文字を一覧から入力します。
I 顔文字一覧→P433

1 文字入力画面でme53e2～
9

･ メール本文の入力画面ではm63を押し
ます。
･ 顔文字種別一覧から入力した顔文字は1を押
すと、最近入力したものから順に最大18件ま
で一覧で表示され、ここから顔文字を選択でき
ます。

2 1～9

お知らせ
･顔文字は「かお」または「かおもじ」と入力するか、読
みを入力しても変換できます。→P433

データを引用して文字を入力する

パスワードマネージャーに登録済みのパスワード、電
話帳データ、プロフィール情報の登録内容、電卓の計
算結果、バーコードリーダーで読み取ったデータの文
字列情報を引用して入力します。
I 引用できない文字入力画面では、メニューがグレー
などで表示されたり、メニュー自体が表示されない
ため操作できません。

パスワードの内容を引用する

I パスワード登録の文字入力画面では、パスワード引
用はできません。

1 文字入力画面でme43e認証操作

･ メール本文の入力画面ではm53を押し
ます。

2 引用するパスワードデータを選択e
g［確定］
引用した内容が入力されます。入力欄によっては
「＊」で表示されます。

電話帳データの内容を引用する

I 電話帳の文字入力画面では、電話帳データを引用で
きません。

1 文字入力画面でme44e引用する
電話帳データを選択

･ メール本文の入力画面ではm54を押し
ます。

2 引用する内容を選択
引用した内容が入力されます。

プロフィール情報の内容を引用する

I プロフィール情報の文字入力画面では、プロフィー
ル情報を引用できません。

1 文字入力画面でme45e認証操作

･ メール本文の入力画面ではm55を押し
ます。

2 引用するプロフィール情報を選択
引用した内容が入力されます。

電卓の計算結果を引用する

I 電卓の計算結果を引用できるのは、スケジュール帳
とメモ帳の文字入力画面です。

1 文字入力画面でme46e計算する

2 g［挿入］を押す
計算結果が入力されます。

バーコードリーダーの読み取りデータを引
用する

I バーコードリーダーの読み取りデータを引用でき
るのは、URL入力画面とｉモードまたはフルブラウ
ザ中の文字入力画面です。

1 文字入力画面でme46
起動時に接写撮影になります。

2 コードを読み取るeg［確定］
読み取りデータの文字列が入力されます。
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定型文登録

定型文を登録する
登録した定型文は「ユーザ作成」に登録されます。
I 最大50件登録できます。

1 me8849e「＜新しい定型
文＞」を選択
･ 登録済みの定型文を確認するときは、確認する
定型文にカーソルを合わせてpを押します。
gを押すと編集できます。
･ 登録した定型文を削除するときは、削除する定
型文にカーソルを合わせてmを押し、「はい」
を選択します。

2 定型文を入力
･ 全角で最大64文字、半角で最大128文字入力
できます。

3 p［登録］を押す
･ 登録済みの定型文を修正したときは確認画面
が表示されます。上書き登録するときは「は
い」を、登録を中止するときは「いいえ」を選
択します。

文字入力中に登録する

入力済みの文字を選択して定型文に登録します。

1 文字入力画面でme62
･ メール本文の入力画面ではm72を押し
ます。
･ 文字を入力していないときは、定型文編集画面
が表示されます。本文を入力し、操作4に進み
ます。

2 開始位置を選択
･ 全文を選択する場合は、mgを押します。操
作4に進みます。
･ メール本文の入力画面で全文を選択する場合
は、aを押します。操作4に進みます。

3 終了位置を選択
選択した範囲の文字が定型文編集画面に表示さ
れます。
･ 開始位置から文頭までを選択する場合は、mg
を押します。
･ 開始位置から文末までを選択する場合は、pg
を押します。

4 p［登録］を押す

お知らせ
･上記操作で選択した入力済みの文字列内に空白が含ま
れていた場合は、次の動作となります。
空白のみ ：定型文として登録不可
文字列の前後に空白 ：文字列のみ有効
文字と文字の間に空白：空白も有効
･定型文がすでに50件登録されている場合は、定型文登
録の一覧が表示されます。新たに登録する場合は一覧か
ら登録データを削除するか、登録済みの定型文を修正し
てください。

文字コピー

文字をコピー／切り取りして貼り付
ける

文字入力画面から文字のコピーや切り取りを行い、別
の場所に貼り付けます。別の文字入力画面に貼り付け
ることもできます。
I コピーまたは切り取った文字は電源を切るまで記
録され、別の場所に何度でも貼り付けられます。

I 記録できるのは1件だけです。新たにコピーまたは
切り取りを行うと、前に記録していた文字は上書き
されます。

文字をコピー／切り取りする

入力済みの文字を選択してコピーしたり切り取った
りします。

〈例〉文字をコピーするとき

1 文字入力画面でme1
･ 文字を切り取るときはm2を押します。
･ メール本文の入力画面ではm2を押すとコ
ピーし、m3を押すと切り取りします。

2 開始位置を選択
･ 全文を選択する場合は、mgを押します。
･ メール本文の入力画面で全文を選択する場合
は、aを押します。

3 終了位置を選択
選択した範囲の文字がコピーされます。
･ 開始位置から文頭までを選択する場合は、mg
を押します。
･ 開始位置から文末までを選択する場合は、pg
を押します。

文字を貼り付ける

コピーまたは切り取りした文字を文字入力画面に貼
り付けます。
I 貼り付けたとき、編集中の文章が入力可能な文字数
を超える場合は、すべての文字を貼り付けることが
できない旨のメッセージが表示されます。「はい」を
選択すると、入力可能な文字数以降が消去された文
章が貼り付けられます。

定
型
文
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1 文字入力画面で、貼り付ける位置にカー
ソルを合わせてme3
文字がカーソル位置に挿入されます。
･ メール本文の入力画面ではm4を押します。

お知らせ
･コピーまたは切り取った文字種と、貼り付け先の文字種
が適合しているときのみ、貼り付けられます。たとえば、
メールアドレスの入力欄（半角英数字）にひらがなや漢
字などの文字は貼り付けられません。
･改行が入力できない入力画面に改行を含んだ文字列を
貼り付けた場合は、空白に置き換えられます。

区点コード入力

区点コードで入力する
区点コード一覧表にある文字、数字、記号を4桁の区
点コードを使って入力します。
I 区点コード一覧→P437

〈例〉「携」（区点コード2340）を入力するとき

1 文字入力画面でme42e4桁の区
点コード（この場合は2340）
eg［確定］
「携」が入力されます。
･ メール本文の入力画面ではm52を押し
ます。
･ 有効な区点コードは0101～8406です。
･ 対応する文字、数字、記号がない区点コードの
入力は無効です。

単語登録

よく使う単語をあらかじめ登録する
よく使う単語をあらかじめ登録しておくと、文字の変
換のときに簡単に呼び出せます。
I 最大200件登録できます。

1 me881e「＜新しい単語＞」
を選択

･ 登録済みの単語を確認するときは、単語にカー
ソルを合わせてpを押します。gを押すと編
集できます。
･ 単語を削除するときは、削除する単語にカーソ
ルを合わせてmを押し、「削除」を選択しま
す。登録した単語を全件削除するときは、「す
べて削除」を選択します。

2 単語の入力欄に登録する単語を入力

･ 全角で最大12文字、半角で最大24文字入力
できます。
･ 登録できる文字の種類は次のとおりです。
- ひらがな／漢字 - 全角／半角カタカナ
- 全角／半角英字 - 全角／半角数字
- 全角／半角記号 - 絵文字

3 読みの入力欄に読みを入力
･ ひらがなで最大8文字入力できます。
･ 次の文字を先頭に入力すると、登録できませ
ん。
- を、ん、ぁ、ぃ、ぅ、ぇ、ぉ、っ、ゃ、ゅ、ょ、ゎ、
　゛(濁点)、 ゜(半濁点)、 ー (長音)

･ 空白を入力すると、登録後に削除されます。

4 p［登録］を押す
･ 登録済みの単語を修正したときは確認画面が
表示されます。元の単語に上書きするときは
「上書き登録」を、元の単語を残して新規に登
録するときは「新規登録」を選択します。

お知らせ
･単語と読みの組み合わせで、同じ単語がすでに登録され
ている場合は、登録できません。
･同じ読みの単語は、最大5つ登録できます。さらに登録
する場合は、読みを変更するか、同じ読みの不要な単語
を削除してください。

文字入力中に登録する

入力済みの文字を選択して単語登録できます。

1 文字入力画面でme61
･ メール本文の入力画面ではm71を押し
ます。
･ 文字を入力していないときは、単語編集画面が
表示されます。単語を入力し、操作4に進みま
す。

2 開始位置を選択
･ 全文を選択する場合は、mgを押します。操
作4に進みます。
･ メール本文の入力画面で全文を選択する場合
は、aを押します。操作4に進みます。

単語を登録するときに選択

行の先頭を示すマーク

登録済みの単語
･読みの50音順に並びます

区
点
コ
l
ド
入
力



文
字
入
力

409

3 終了位置を選択
選択した範囲の文字が単語入力欄に表示されま
す。
･ 開始位置から文頭までを選択する場合は、mg
を押します。
･ 開始位置から文末までを選択する場合は、pg
を押します。

4 読みを入力ep［登録］

お知らせ
･単語がすでに200件登録されている場合は、単語登録の
単語一覧画面が表示されます。新たに登録する場合は、
一覧から単語を削除するか、登録済みの単語を修正して
ください。
･改行を含んだ文字列を選択した場合は、空白に置き換え
られます。

パスワードマネージャー

パスワードをあらかじめ登録する
IDやパスワード情報などを登録しておくと、認証が必
要なサイトやホームページに接続する場合などに簡
単に呼び出すことができます。
I パスワードマネージャーを使用するには、指紋認証
を有効にする必要があります。→P151

I 最大50件登録できます。

1 me839e認証操作

2 pを押す
■1件削除する：削除するパスワードにカーソ
ルを合わせてme2

■複数削除する：me3e削除するパスワー
ドを選択ep

■全件削除する：me4e「はい」を選択

■順番を変更する：順番を変更するパスワード
にカーソルを合わせてme5または6

3 タイトルの入力欄にタイトルを入力
 

･ 全角で最大12文字、半角で最大24文字入力
できます。

4 パスワードの入力欄にパスワードを入力
･ 全角で最大64文字、半角で最大128文字入力
できます。

5 p［登録］を押す

お知らせ
･パスワードは登録した順に表示されます。
･文字入力画面から登録する場合は、mを押し「単語･パ
スワード登録」→「パスワード登録」を選択します。

ダウンロード辞書

ダウンロードした辞書を使用する
ダウンロードした日本語変換用の辞書に登録されて
いる用語を、変換候補として表示されるようにしま
す。
I 最大5件の辞書を同時に使用できます。 
I 辞書のダウンロード方法→P207

1 me882e使用する辞書を選択
ep［確定］
使用できる辞書には が表示されます。
･ 辞書の内容を確認するときは、辞書にカーソル
を合わせてaを押します。
･ 辞書を削除するときは、削除する辞書にカーソ
ルを合わせてtを押し、「はい」を選択します。

スロット入力方式

スロット入力方式で文字を入力する
スロット入力ボード（上下2段の入力バー）に表示さ
れた文字から、kを使って入力文字を指定します。
I スロット入力方式で入力するには、入力方式の設定
が必要です。→P410

I 入力方式をスロット入力方式に設定していても、イ
ンライン入力ではかな入力方式になります。

I スロット入力方式では、全角文字のカタカナ、英字、
数字の入力と、入力予測機能を利用しての入力はで
きません。

I 文字の割り当て一覧→P424

■ スロット入力

･上段と下段の入力バーを切り替えるときは、t
を押します。
･スロット入力ボードで操作している場合に、入力
エリアの操作（文字のコピーやカーソル移動な
ど）をするときは、aを押します。スロット入
力ボードの操作に戻すときはもう一度aを押し
ます。

入力モード

スロット入力ボード

入力バー

パ
ス
ワ
l
ド
マ
ネ
l
ジ
ャ
l

次ページへ



文
字
入
力

410

〈例〉電話帳の登録で「鈴木」と入力するとき

1 名前の入力欄を選択e「すずき」と入力
「す」 ： rを2回edを2回eg
「ず」 ： gerを3回eg
「き」 ： lを4回edeg

メール本文の入力画面では、1～0、*
を押すと、スロット入力ボードが表示されます。

2 pを押す
文字が変換されます。

pを押しても目的の文字が表示されないとき
は、jを押すか、もう一度pを押すと変換候補
が一覧表示されます。変換候補の一覧が複数ペー
ジあるときは、aまたはtを押すとページが切
り替わります。各候補に割り当てられている項目
番号のダイヤルキーを押すか、jを押して変換
候補を選択します。ただし、mを押しても、カ
ナ英数候補一覧は表示されません。
･ 変換前の状態に戻して文字入力を続けるには

cを押します。
･ ひらがなのまま確定するときはmを押します。
確定と同時にスロット入力ボードが有効にな
ります。

3 gを押す
文字が確定します。
･ 続けて文字を入力できます。

4 me8
文字入力が終了します。
･ agを押しても同様に操作できます。

入力設定

入力方法を設定する

文字を入力するときの入力方法を設定します。

1 me885e下記の各項目を選択
して設定ep［登録］
入力方式：
「かな入力」方式にするか「スロット入力」方
式にするかを設定します。
･「スロット入力」に設定した場合は、入力予
測、自動カーソルを設定できません。

入力予測：
候補選択リストを表示するかどうかを設定し
ます。

自動カーソル：
カーソルが右側に自動移動するまでの時間を
設定します。
･「OFF」に設定すると、カーソルは自動移動
しません。
･「遅い」に設定すると、約1.5秒経過すると
カーソルが移動します。
･「普通」に設定すると、約1秒経過するとカー
ソルが移動します。
･「速い」に設定すると、約0.5秒経過すると
カーソルが移動します。

文字入力中に設定を変更する

I 文字が確定される前やデコメール装飾選択画面で
は変更できません。

I インライン入力中は自動カーソルの変更しかでき
ません。

1 文字入力画面でme7e1～3
･ メール本文の入力画面ではm8を押します。
･「かな入力」と「スロット入力」を切り替える
ときは1を押します。
･ 入力予測のON／OFFを切り替えるときは2
を押します。
･ 自動カーソルの移動時間を選択するときは3
を押し、1～4を押して設定します。

お知らせ
･自動カーソルを「OFF」に設定した場合、同じキーに割
り当てられている文字を続けて入力するときは、最初の
文字を入力した後rを押してカーソルを右に移動させ
てから次の文字を入力します。たとえば、「あい」と入
力するときは、1r11の順に押します。

お買い上げ時 入力方式：かな入力  入力予測：ON  
自動カーソル：普通

入
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メニュー一覧
待受画面（FOMA端末を開いた状態）からショートカット操作で選択できるメニューの一覧です。

一覧表の見かた

I は、各種設定リセットを行うとお買い上げ時の状態に戻るメニューです。
I mを押してからメニューの左に記載されている数字（項目番号）を順番に押すと、メニューが選択できます。
メニューの項目番号を選択する以外の方法がある場合には、（　）内に該当するキーを記載しています。

〈例〉スケジュール帳のカレンダー画面を表示する方法
次の2とおりがあります。

aメール（a）

bｉモード（d）

gステーショナリー
メニュー お買い上げ時 参照先

a スケジュール帳
（p1秒以上） － P368

b メモ帳 － P383

<方法1>
me7e1を順
番に押す

<方法2>
pを1秒以上押す

メニュー お買い上げ時 参照先
a 受信メール － P243
b 新規メール

（a1秒以上） － P224

c チャットメール － P256
d 未送信メール － P243
e 送信メール － P243
f 問合せ
a ｉモード問合せ
（サイドキー［▼］
1秒以上）
－ P238

b SMS問合せ － P262
c メール選択受信 － P237
d ｉモード問合せ設定 すべて選択 P253

g SMS
a SMS作成 － P260
b FOMAカード
（UIM）受信SMS － P263

c FOMAカード
（UIM）送信SMS － P263

d SMS設定 送信文字種：日本語※1

送達通知：要求しない
有効期間：3日※1

SMSC：ドコモ※1

アドレス
： 81903101652※1

Type of Number
： international※1

P262

h テンプレート読込み － P233
i メール設定
a メール着信設定 着信音選択

：メロディ／着信音2
着信イルミネーション設定
：点滅／アクア

バイブレータ設定：OFF
鳴動時間（秒）：10

P119

b チャットメール着信
設定

着信動作設定
：メール着信動作に従う P119

c メール振り分け設定［受信振り分け設定、送信振
り分け設定］
振り分け：ON

P251

d 署名設定 ［自動挿入］する
［署名編集］－ P253

e メール返信設定
a メール返信引用

設定
引用：する
引用文字：>（半角） P254

i メール設定
e メール返信設定
b クイック返信設

定
ON P254

c クイック返信本
文登録

了解です
後で連絡します
ごめんなさいm(_ _)m
ありがとう(ˆ-ˆ)
OK

P254

f メールグループ － P253
g 受信・表示設定
a 受信表示設定 通知優先 P256
b メール選択受信

設定
OFF P253

c メール受信添付
ファイル設定

画像、メロディ、トルカ受
信 P255

d 添付ファイル自
動再生設定

自動再生する P255

e メール一覧表示
設定

2行表示 P255

メニュー お買い上げ時 参照先
a ｉMenu － P196
b Bookmark － P202
c Internet
a URL入力 － P201
b URL履歴 － P201
c ラストURL － P198

d 画面メモ － P204
e ｉモード問合せ（サイ

ドキー［▼］1秒以上） － P238

f メッセージ
a メッセージR － P212
b メッセージF － P212
c メッセージ設定
a メッセージ自動

表示
メッセージR優先 P212

b ｉモード問合せ
設定

すべて選択 P253

c 添付ファイル
自動再生設定

自動再生する P255

メニュー お買い上げ時 参照先

メ
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cｉアプリ

d電話帳／履歴

eデータBOX

fLifeKit

f メッセージ
c メッセージ設定
d メッセージ着信

設定
［メッセージR、メッセージ
F］
着信音選択
：メロディ／着信音2

着信イルミネーション設定
：点滅／アクア

バイブレータ設定：OFF
鳴動時間（秒）：10

P119

g ｉチャネル
a ｉチャネル一覧

（ ） － P287

b テロップ表示設定 テロップ表示：表示する
テロップ速度：普通 P287

h ｉモード設定
a ツータッチサイト表

示 － P203

b 接続待ち時間設定 60秒間 P209
c 照明設定 常灯 P210
d ｉモード中プッシュ

トーク着信
プッシュトーク着信優先 P98

e 証明書設定
a 証明書表示／

使用設定※2
CA証明書1～11
ドコモ証明書1※1 P214

b ユーザ証明書操
作 － P214

c 証明書発行接続
先設定

接続先：ドコモ P215

f 表示・効果設定 画像、アニメーション
：表示する

端末情報データ利用設定
：利用する

効果音設定：ON

P210

g ｉモーション設定 自動再生設定
：自動再生する

ｉモーションタイプ設定
：標準タイプ

P218

h 接続先設定 ｉモード（FOMAカード） P209
i フルブラウザ
a ホーム － P303
b Bookmark － P201
c Internet
a URL入力 － P300
b URL履歴 － P201
c ラストURL － P198

d フルブラウザ設定
a ホーム設定 － P303
b Cookie設定／削

除
Cookie
： 有効（確認なし） P303

c Script設定 Script実行：有効
ウィンドウオープンガード
：無効

P303

d 表示モード設定 ケータイモード P303
e 画像表示設定 すべて表示する P304
f アクセス設定 利用しますか。

：利用しない P304

g Referer設定 送信する P304
h 画面表示設定 標準画面表示 P304

メニュー お買い上げ時 参照先
a ソフト一覧
（d1秒以上） － P268

b ｉアプリ設定
a ソフトの並べ替え ダウンロード日時順 P282
b 自動起動設定 ON P278

メニュー お買い上げ時 参照先
b ｉアプリ設定
c ソフト情報表示設定 OFF P268
d 照明設定 端末設定に従う P271
e バイブレータ設定 ON P271
f ツータッチｉアプリ

表示 － P278

c 履歴表示
－

P270
P279
P280

メニュー お買い上げ時 参照先
a 電話帳検索 全件表示（50音） P105
b 電話帳登録 － P101
c FOMAカード（UIM）

登録 － P104

d プッシュトーク電話帳
（P） － P94

e 着信履歴（l） － P64
f リダイヤル（r） － P54
g 伝言メモ／音声メモ（サイドキー［▲］1秒以上）
a 伝言メモ設定 停止する P70
b 伝言メモ一覧 － P72
c 音声メモ録音 － P380
d 音声メモ一覧 － P380

h プロフィール情報 あなたの名前、メールアド
レス：－

自局電話番号
：ご契約電話番号

P48
P378

メニュー お買い上げ時 参照先
a マイピクチャ － P306
b ｉモーション － P313
c メロディ － P325
d キャラ電 － P321
e マイドキュメント － P352

メニュー お買い上げ時 参照先
a バーコードリーダー － P187
b 赤外線／PCデータ連携
a 赤外線全件送信
a 電話帳 － P345
b スケジュール － P345
c 受信メール － P345
d 送信メール － P345
e 未送信メール － P345
f メモ － P345
g Bookmark － P345

b 赤外線受信 － P346
c データ送受信設定 通信終了音：OFF 

自動認証：なし
電話帳の画像送信：あり

P348

d USBモード設定 通信モード P338
c トルカ
a トルカ一覧 － P293
b トルカ取得設定 トルカ取得設定、イルミ

ネーション設定：ON
イルミネーションカラー
：アクア

トルカ取得音量：レベル4

P296

メニュー お買い上げ時 参照先
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fLifeKitの続き

gステーショナリー

h設定／NWサービス※3

メニュー お買い上げ時 参照先
d ICカード
a ICカード一覧 － P291
b ICカードロック
（ 1秒以上）

OFF P296

c ICカードオート
ロック設定

オートロック：OFF P297

d ICカードロック解除
予約 － P297

e miniSDカード － P331
f カメラ（u） － P173
g ビデオカメラ

（u1秒以上） － P178

h サウンドレコーダー － P349
i 電話帳お預かりサービス
a お預かりセンターに

接続 － P115

b 電話帳通信履歴表示 － P116
c 送信設定 電話帳内画像送信：なし P116

メニュー お買い上げ時 参照先
a スケジュール帳

（p1秒以上） － P368

b メモ帳 － P383
c 目覚まし － P366
d 電卓 － P382
e 辞典 － P384

メニュー お買い上げ時 参照先
a 音／バイブ
a 音設定
a 電話着信音
a 電話着信音 メロディ／着信音1 P120
b テレビ電話

着信音
メロディ／ハープ P120

c プッシュ
トーク着信
音

メロディ／着信音3
P120

d 発番号なし
動作設定

［非通知設定、公衆電話、通
知不可能］設定解除 P163

b メール・メッセージ着信音
a メール着信

音
メロディ／着信音2 P120

b チャット
メール着信
音

メール連動
P120

c メッセージ
R着信音

メロディ／着信音2 P120

d メッセージ
F着信音

メロディ／着信音2 P120

c アラーム音
a 目覚まし音 メロディ／目覚まし時計 P122
b スケジュー

ル音
アラーム
：メロディ／時間になり

ました
予告アラーム
：メロディ／もうすぐ予

定の時間です

P122

a 音／バイブ
a 音設定
d 操作確認音
a キー確認音 エレクトロニック P124
b カメラ

シャッター
音

標準
P125

c ビデオ
シャッター
音

標準
P125

e 充電確認音 ON P125
f 通話保留・警告音
a 応答保留ガ

イダンス設
定

保留音：内蔵音
P67

b 通話保留音 ENTERTAINER P125
c 通話品質ア

ラーム音
アラーム高音 P125

d 再接続ア
ラーム音

アラーム高音 P126

e 電池アラー
ム音

ON P45

b 音量設定
a 電話着信音量 Level4 P123
b メール・メッ

セージ着信音量
Level4 P123

c 受話音量 Level4 P123
d アラーム音量
a 目覚まし音

量
Level4 P123

b スケジュー
ル音量

Level4 P123

e ｉアプリ音量 Level4 P123
f トルカ取得音量 Level4 P123

c バイブレータ設定
a 電話着信時
a 電話着信時 OFF P123
b テレビ電話

着信時
OFF P123

c プッシュ
トーク着信
時

OFF
P123

b メール・メッセージ着信時
a メール着信

時
OFF P123

b チャット
メール着信
時
－ P123

c メッセージ
R着信時

OFF P123

d メッセージ
F着信時

OFF P123

c アラーム鳴動時
a 目覚まし鳴

動時
OFF P123

b スケジュー
ル鳴動時

OFF P123

d ｉアプリ利用時 ON P123
d マナーモード設定
a マナーモード選

択
通常マナーモード P127

b ライフスタイル
設定 － P130

e 呼出動作開始時間設
定

着信呼出動作：OFF P164

メニュー お買い上げ時 参照先
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a 音／バイブ
f ステレオ効果設定
a 動画

（ｉモーション）
OFF P122

b メロディ ON P122
c ミュージックプ

レイヤー
OFF P122

b ディスプレイ
a 待受画面設定
a 待受画面選択 トータルコーディネイト設

定に従う P131

b 時計表示設定 トータルコーディネイト設
定に従う P145

c 電池マーク設定 トータルコーディネイト設
定に従う P141

d カレンダー／待
受カスタマイズ － P133

e テロップ表示設
定

テロップ表示：表示する
テロップ速度：普通 P287

b 背面ディスプレイ設定
a 背面相手表示設

定
相手情報表示あり P138

b 背面画像設定 トータルコーディネイト設
定に従う P138

c メニュー設定
a メニュー設定 ノーマル：アニメーション

カスタム：タイルアイコン
アニメーションデザイン
：トータルコーディネイ

ト設定に従う
機能説明表示：ON
アイコン拡大表示：OFF
起動メニュー
：ノーマル／シンプル

カスタムメニューショート
カット：カスタム

P140

b カスタムメ
ニュー登録

ミュージックプレイヤー、
サイドキー長押し設定、
イヤホン切替設定、指紋
のみ認証設定、開閉ロッ
ク、ICカードオートロッ
ク設定、ホーム、ライフ
スタイル設定

P375

d 各種画面設定
a スクリーン設定 トータルコーディネイト設

定に従う P139

b 発着信画像設定
a 電話発信設

定
イメージ表示：標準画像 P136

b 電話着信設
定

イメージ表示：標準画像 P136

c テレビ電話
発信設定

イメージ表示：標準画像 P136

d テレビ電話
着信設定

イメージ表示：標準画像 P137

e 人物画像表
示設定

ON P137

f 発番号なし
動作設定

［非通知設定、公衆電話、通
知不可能］設定解除 P163

g メール送信
画像設定

イメージ表示：標準画像 P138

h メール受信
画像設定

イメージ表示：標準画像 P138

i 問合せ画像
設定

イメージ表示：標準画像 P138

メニュー お買い上げ時 参照先
b ディスプレイ
d 各種画面設定
c テレビ電話画像

選択
［代替画像］
イメージ表示
：標準キャラ電

［伝言メモ画像、応答保留画
像、通話中保留画像、動画
メモ画像］
イメージ表示：標準画像

P86

e 照明設定※4 ［点灯時間設定］
通常時：10秒
ACアダプタ接続時、ｉアプ
リ：端末設定に従う

ｉモード中、カメラ撮影中、
ビデオカメラ撮影中、
ｉモーション：常灯

［照明設定範囲］
ディスプレイ＋キー
［明るさ調整］
トータルコーディネイト設
定に従う

P139

f イルミネーション設定
a 着信イルミネー

ション
電話、メール、メッセージ
R/F、テレビ電話、プッ
シュトーク着信のイルミ
ネーションパターン
：点滅

チャットメール着信イルミ
ネーションパターン
：メール連動

電話、テレビ電話、プッ
シュトーク着信のイルミ
ネーションカラー
：ライム

メール、メッセージR/F着
信、トルカ取得のイルミ
ネーションカラー
：アクア

チャットメール着信イルミ
ネーションカラー
：メール連動

トルカ取得イルミネーショ
ン：ON

P142

b 通話中イルミ
ネーション

通話中イルミネーション
： OFF P143

c ICカードアクセ
スイルミネー
ション

ICカードイルミネーション
： ON

イルミネーションカラー
：レモン

P143

g 不在着信お知らせ OFF P141
h 文字表示設定
a 文字サイズ設定 トータルコーディネイト設

定に従う P144

b フォント選択 トータルコーディネイト設
定に従う P144

c バイリンガル Japanese※1 P146
i コーディネイト
a トータルコー

ディネイト設定
FOMA端末のカラー名と同
じ P128

b ライフスタイル
設定 － P130

c セキュリティ／ロック
a ロック
a オールロック － P155
b PIMロック OFF P157
c ICカードロック
a ICカード

ロック
OFF P296

b ICカード
オートロッ
ク設定

オートロック：OFF
P297

c ICカード
ロック解除
予約
－ P297

メニュー お買い上げ時 参照先
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h設定／NWサービスの続き
メニュー お買い上げ時 参照先

c セキュリティ／ロック
a ロック
d 開閉ロック OFF P161

b シークレットモード － P162
c ダイヤル発信制限 OFF P158
d FOMAカード
（UIM）

PIN1コード／PIN2コード
： 0000※1
PIN1コードON/OFF
： OFF※1

P150

e 暗証番号変更 0000 P149
f 指紋設定
a 指紋登録 － P153
b 指紋のみ認証設
定

OFF P153

g プライバシーモード
設定

電話帳・履歴、メール、マイ
ピクチャ、ｉモーション、
スケジュール、ｉアプリ
：表示する
自動起動：OFF

P159

h スキャン機能
a パターンデータ
更新 － P464

b 自動更新設定 － P463
c スキャン機能
設定

有効 P464

d バージョン表示 － P465
i パスワードマネー
ジャー － P409

d 情報表示／リセット
a 通話時間 － P381
b 設定状況確認 － P386
c 電池レベル表示 － P45
d 通話料金
a 通話料金表示 － P381
b 通話料金上限通
知

通話料金上限通知：OFF P382

c 上限通知アイコ
ン消去 － P382

d 通話料金自動
リセット設定

OFF P381

e 各種設定リセット － P387
f データ一括削除 － P387

e 時計
a 日付時刻設定 自動時刻補正：ON

オフセット時間
：＋／00時間00分

P47

b 自動電源ON設定 自動電源ON：OFF P365
c 自動電源OFF設定 自動電源OFF：OFF P365
d 時計表示設定 トータルコーディネイト設

定に従う P145

e アラーム自動電源
ON設定

OFF P368

f ライフスタイル設定 － P130
f 発着信・通話機能
a 電話発信設定 イメージ表示：標準画像 P136
b 電話着信設定 着信音：メロディ／着信音1

イメージ表示： 標準画像
バイブレータ：OFF
イルミネーション
：点滅／ライム

P118

c 発番号なし動作設定［非通知設定、公衆電話、通
知不可能］
設定解除

P163

d エニーキーアンサー
設定

ON P63

f 発着信・通話機能
e イヤホン機能設定
a イヤホン切替
設定

イヤホン＋スピーカー P386

b オート着信機能
設定

自動着信機能：OFF P386

c イヤホンスイッ
チ設定

イヤホンスイッチ設定
： OFF P385

f メモリ着信拒否／許可
a メモリ別着信拒
否／許可

設定解除 P163

b メモリ登録外着
信拒否

OFF P165

g 発着信詳細設定
a 優先通信モード
設定

設定なし P66

b プレフィックス
設定

プレフィックス1
： 009130010 P59

c 国際ダイヤル設
定

［自動付加設定］
自動付加
［国際電話設定］
名称：World Call
番号：009130010

P58

d サブアドレス設
定

ON P59

h 通話詳細設定
a ノイズキャンセ
ラ設定

ON P60

b 通話中クローズ
設定

切断 P63

i セルフモード設定
（ 1秒以上）

OFF P157

g テレビ電話／プッシュトーク
a テレビ電話
a テレビ電話発信
設定

イメージ表示：標準画像 P136

b テレビ電話着信
設定

着信音：メロディ／ハープ
イメージ表示：標準画像
バイブレータ：OFF
イルミネーション
：点滅／ライム

P118

c テレビ電話動作
設定

音声自動再発信：OFF
テレビ電話画面設定：両方
子画面表示：自画像
画面サイズ設定：大
送信画質設定：標準
照明設定：常灯（標準）
スピーカーホン設定：ON

P85

d パケット通信中
着信設定

テレビ電話優先 P87

e テレビ電話画像
選択

［代替画像］
イメージ表示
：標準キャラ電

［伝言メモ画像、応答保留画
像、通話中保留画像、動画
メモ画像］
イメージ表示：標準画像

P86

f テレビ電話使用
機器設定

本体 P88

g テレビ電話切替機能通知
a 切替機能通
知開始 － P87

b 切替機能通
知停止 － P87

c 切替機能通
知設定確認 － P87

メニュー お買い上げ時 参照先
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g テレビ電話／プッシュトーク
b プッシュトーク
a プッシュトーク

着信設定
着信音
：メロディ／着信音3

バイブレータ：OFF
着信イルミネーション
：点滅／ライム

P118

b プッシュトーク
呼出時間設定

呼出時間（秒）：30 P97

c プッシュトーク
番号通知設定

通知しない P97

d プッシュトーク
自動応答設定

自動応答なし P97

e プッシュトーク
中着信設定

着信拒否 P98

f プッシュトーク
中クローズ設定

スピーカー通話 P98

g ｉモード中プッ
シュトーク着信

プッシュトーク着信優先 P98

h 文字入力／その他
a 単語登録 － P408
b ダウンロード辞書 － P409
c 変換学習リセット － P405
d 定型文 － P407
e 入力設定 入力方式：かな入力

入力予測：ON
自動カーソル：普通

P410

f NW検索方法 検索方法
：ネットワーク自動検索 P386

g ソフトウェア更新 － P460
h クイック起動設定 ON P386
i サイドキー長押し設

定
サイド上キー長押し
：ミュージックプレイヤー

サイド下キー長押し
： ICカードロック設定／解

除

P378

i NWサービス
a 留守番電話
a 留守番サービス
a 留守番サー

ビス開始 －

P390

b 留守番呼出
時間設定 －

c 留守番サー
ビス停止 －

d 留守番設定
確認 －

e 留守番メッ
セージ再生 －

f 留守番サー
ビス設定 －

g メッセージ
問合せ －

b 件数増加鳴動設
定

件数通知音：ON
通知メロディ：着信音1

c 着信通知
a 着信通知開

始 －

b 着信通知停
止 －

c 着信通知開
始設定確認 －

d 表示消去 －

メニュー お買い上げ時 参照先
i NWサービス
b キャッチホン

P392

a キャッチホン開
始 －

b キャッチホン停
止 －

c キャッチホン設
定確認 －

c 転送でんわ

P392

a 転送サービス開
始 －

b 転送サービス停
止 －

c 転送先変更 －
d 転送先通話中時

設定 －

e 転送サービス設
定確認 －

d 着もじ
a メッセージ作成 － P53
b メッセージ表示

設定
番号通知ありのみ P53

e 発信者番号通知

P48
a 発信者番号通知

設定 －

b 発信者番号通知
確認 －

f 番号通知お願いサービス

P392
a 番号通知開始 －
b 番号通知停止 －
c 番号通知確認 －

g 通話中着信設定

P393

a 通話中着信設定
開始 －

b 通話中着信設定
停止 －

c 通話中着信設定
確認 －

h 通話中着信動作選択 通常着信 P393
i その他のNWサービス
a USSD登録 － P393
b 応答メッセージ

登録 － P394

c 遠隔操作設定

P394

a 遠隔操作開
始 －

b 遠隔操作停
止 －

c 遠隔操作設
定確認 －

d 迷惑電話ストップ

P394

a 迷惑電話着
信拒否登録 －

b 電話番号指
定拒否登録 －

c 迷惑電話全
登録削除 －

d 迷惑電話1
登録削除 －

e 拒否登録件
数確認 －

e 英語ガイダンス

P395
a ガイダンス

設定 －

b ガイダンス
設定確認 －

メニュー お買い上げ時 参照先

メ
ニ
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h設定／NWサービスの続き iミュージックプレイヤー

0プロフィール情報

※1：お使いのFOMAカードが新規ご契約のものでないときは、FOMAカードの設定によって異なる場合があ
ります。

※2：各種設定リセットを行うと、FOMAカードの設定もすべて選択になります。
※3：ネットワークサービスについては『ネットワークサービス操作ガイド』、マルチナンバーについては『マ

ルチナンバー操作ガイド』をご覧ください。
※4：各種設定リセットを行っても、点灯時間設定のカメラ撮影中、ビデオカメラ撮影中、ｉモーションは、お

買い上げ時の設定に戻りません。

メニュー お買い上げ時 参照先
i NWサービス
i その他のNWサービス
f デュアルネットワーク

P395

a デュアル
ネットワー
ク切替
－

b デュアル
ネットワー
ク状態確認
－

g サービスダイヤル

P395
a ドコモ故障

問合せ －

b ドコモ総合
案内・受付 －

h マルチナンバー

P396

a 通常発信番
号設定 －

b 通常発信番
号設定確認 －

c 電話番号設
定

基本契約番号　名称
：基本契約番号

基本契約番号　電話番号
：ご契約電話番号

付加番号1　名称
：付加番号1

付加番号2　名称
：付加番号2

付加番号1、2　電話番号
：未登録

マルチナンバー発信：無効
d 着信設定 ［付加番号1、付加番号2］

個別設定：OFF

メニュー お買い上げ時 参照先
ミュージックプレイヤー － P356

メニュー お買い上げ時 参照先
プロフィール情報 あなたの名前、メールアド

レス：－
自局電話番号
：ご契約電話番号

P48
P378
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お買い上げ時に登録されているデータ

待受用の画像／ｉモーション

■待受画像（ディスプレイ用）

■時計デザイン（ディスプレイ用）

■ｉモーション

■時計パターン（背面ディスプレイ用）

※1：月、日、時間の順番で数字が表示されます。
※2：電池残量や受信レベルによって、画像が次のように変化します。

名称 電池残量 受信レベル
ルシードブラック 下のメーターの針の位置とEnergyの数

字が変化
上のメーターの針の位置とMoodの数
字が変化

ブルーマイカ 中央の色が変化 円周上を回る衛星（丸）の数が変化
ゴールドフロスト 枝ごとのピンクの花の数が変化 なし
リスニングマン リズムのとりかたが変化 音符の数が変化

イノセント
ホワイト※1

ルシード
ブラック※2

ブルーマイカ※2 ゴールド
フロスト※2

アドバンスト
モード

リスニング
マン※2

サニーディ パピー

アナログ1 アナログ2 デジタル1 デジタル2 デジタル3 デジタル4

Leaf

デジタル1 デジタル2

お
買
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フレーム
I  の部分に映像が入ります。

■待受用（240×320）サイズ

■QCIF（176×144）サイズ

I お買い上げ時に登録されているフレームを削除した場合は、「＠Fケータイ応援団」のサイトからダウンロード
できます。→P423
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デコメールピクチャ

I お買い上げ時に登録されているデコメールピクチャを削除した場合は、「＠Fケータイ応援団」のサイトからダ
ウンロードできます。→P423

©BVIG

©BVIG

©BVIG
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メールテンプレート

スタンプ

PDFデータ

ありがとう1

変更のお知らせ

哀しみ

お疲れさま

ありがとう2

楽しみ

便箋1

OK

ごめんなさい1

NG

好き

便箋2

ごめんなさい2

今どこ？

疑惑の目

ふきだし

遊ぼう1

喜び

驚き

遊ぼう2

おはよう おやすみ
誕生日

怒り

微妙

ブンブン
カフェ

©BVIG ブンブン
おひるね

©BVIG ブンブン
フラワー

©BVIG

大阪地下鉄路線図

名古屋地下鉄路線図

東京地下鉄路線図 F902iS使いこなし術
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ダイヤルキーの文字割り当て一覧（かな入力方式）
かな入力方式では、ダイヤルキーには次のように文字が割り当てられています。
カナ、英字、数字モードでは、入力モードに従って全角文字または半角文字が入力されます。

□ ：空白を示します。
：文字入力後にt（A／a）を押すたびに、大文字と小文字が切り替わります。

※1：全角文字の場合でも、数字は半角で入力されます。
※2：半角の英字モードは「 ̃ 」で入力されます。
※3：数字モードの「＊」「#」「P」「T」「+」は、これらの文字が有効な入力欄のみ入力できます。
※4：全角文字の場合のみ大文字と小文字が切り替わります。
※5：該当するキーを1 秒以上押すと入力できます。

キー ひらがな／漢字モード
（全角）※1

カナモード
（全角または半角）※1

英字モード
（全角または半角）※1

数字モード
（全角または半角）※3

1 1 1 ．　／　＠　‾※2　－
： ＿　[　￥　]　＾　｀
　｛　｜　｝１

1

2 か　き　く　け　こ　2 カ　キ　ク　ケ　コ　2 2 2
3 さ　し　す　せ　そ　3 サ　シ　ス　セ　ソ　3 3 3
4 た　ち　 　て　と　4 タ　チ　 　テ　ト　4 4 4
5 な　に　ぬ　ね　の　5 ナ　ニ　ヌ　ネ　ノ　5 5 5
6 は　ひ　ふ　へ　ほ　6 ハ　ヒ　フ　ヘ　ホ　6 6 6
7 ま　み　む　め　も　7 マ　ミ　ム　メ　モ　7 7 7
8 8 8 8 8
9 ら　り　る　れ　ろ　9 ラ　リ　ル　レ　ロ　9 9 9
0 　を　ん　ー　、　。

 ・　？　！　「　」　□
0

※4　ヲ　ン　ー　、
。　・　？　！　「　」
□ 0

！　”　＃　＄　％　＆
’　（　）　＊　＋　，；
＜　＝　＞　？　□ 0

0 ＋※5

* ゛　゜ ゛　゜ ※半角の場合のみ、次の文
字列が入力できます。

@docomo.ne.jp　
.com　.or.jp　.go.jp
.ne.jp　.co.jp　.ac.jp
http://www.　www.
.html　.htm

＊ P※5

# 改行 改行 改行 ＃ T※5

@Fケータイ応援団へのアクセス方法（2006年6月現在）

ｉMenu → メニューリスト → ケータイ電話メーカー → ＠Fケータイ応援団
※ アクセス方法は予告なしに変更される場合があります。

サイトアクセス
用QRコード

あ   い    う   え   お ア　イ　ウ　エ　オ

 a　 b　 c

 d　 e　 f

つ ツ  g　 h　 i

  j　 k　 l

 m　n　 o

  p　 q　 r　s

や　ゆ　よ ヤ　ユ　ヨ   t　 u　 v
  w　x　 y　z

わ ワ

文
字
割
り
当
て
一
覧
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入力バーの文字割り当て一覧（スロット入力方式）

□：ひらがな／漢字モードでは全角の空白を、カナモード、英数字モードでは半角の空白を示します。
※：gを押すたびに「 ﾞ 」「 ﾟ 」が切り替わります。

定型文一覧
I 絵文字アート（16件）

I 装飾線（5件）

I アドレス・データ形式（11件）

※：「XXXX/XX/XX XX:XX」には現在の日付・時刻が自動的に入力されます。

入力バー ひらがな／漢字モード（全角） 入力バー カナモード（半角）

上

段

あ あいうえお ぁぃぅぇぉ1

上

段

ｱ ｱ ｲ ｳ ｴ ｵ  ｧ ｨ ｩ ｪ ｫ1
か かきくけこ 2 ｶ ｶ ｷ ｸ ｹ ｺ  2
さ さしすせそ 3 ｻ ｻ ｼ ｽ ｾ ｿ  3
た たちつてとっ 4 ﾀ ﾀ ﾁ ﾂ ﾃ ﾄ ｯ  4
な なにぬねの 5 ﾅ ﾅ ﾆ ﾇ ﾈ ﾉ  5
ﾞﾟ※ ﾞﾟ ﾞ ﾞﾟ

下

段

は はひふへほ 6

下

段

ﾊ ﾊ ﾋ ﾌ ﾍ ﾎ  6
ま まみむめも 7 ﾏ ﾏ ﾐ ﾑ ﾒ ﾓ  7
や やゆよ ゃゅょ 8 ﾔ ﾔ ﾕ ﾖ  ｬ ｭ ｮ 8
ら らりるれろ 9 ﾗ ﾗ ﾘ ﾙ ﾚ ﾛ 9
わ わをんー  、  。？！「 」

□ 0
ﾜ ﾜ ｦ ﾝ － ､ ｡ ? !「 」

□ 0
改行 改行

入力バー 英数字モード（半角）

上

段

・ .   /   @   ̃   －   :   _   [   ￥   ]   ^   `   {  ｜   }    1 
A A   B   C   a   b   c    2
D D   E    F   d   e   f    3
G G   H    I    g   h    i    4
J J   K   L    j    k    l    5
定 @docomo.ne.jp     .com    .or.jp    .go.jp    .ne.jp     .co.jp     .ac.jp     http://www.     www.     .html     .htm

下 

段

M M   N   O   m   n   o    6
P P   Q   R   S   p   q   r   s   7
T T   U   V   t   u   v    8
W W   X   Y   Z   w   x   y   z   9
! !   ''   #   $  %   &   '   (   )   ＊   +  ,   ;    <  =   >   ?  □　0

改行

http://www. http:// @docomo.ne.jp .net
.com .ne.jp .co.jp .or.jp
.go.jp .ac.jp xxxx/xx/xx xx:xx～xxxx/xx/xx xx:xx Schedule ※
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I ビジネス（14件）

I プライベート（14件）

I 文例集（16件）

いつもお世話になっております。○○の○○です。
本日はお忙しいところお時間をいただき、誠にありがとうございました。今後ともよろしくお願いいたします。
本日の会議は○○のため中止となりました。ご周知ください。
本日の会議は○○のため○○に延期となりました。ご確認ください。
只今会議中のため、電話に出ることができません。○○後に折り返しご連絡いたします。
只今移動中のため、電話に出ることができません。○○後に折り返しご連絡いたします。
今、○○です。これから帰社します。帰社予定時刻は○○頃です。
今、○○です。このまま帰宅します。
これから出社します。○○頃になります。
これからお伺いさせていただきます。本日の待ち合わせ時間は○○で変更ございませんでしょうか。
只今○○へ出張中です。会社に戻るのは○○の予定です。
○○の件につき、PC にメールを入れておきました。ご確認の程、よろしくお願いいたします。
○○の件につき、至急確認したいことがございます。ご連絡ください。
本日、○○のため、欠勤させていただいております。

今日は一日お疲れ様でした。明日もお互い頑張りましょう。
今日は一日ありがとう。とても楽しかったです。
○○で○○といういいお店を見つけました。今度一緒に行きませんか？
今日、○○という映画を観てきました。とても良かったです。今度是非観てみてください。
今日のデートはどこに行きたい？○○なんてどうかな？
○月○日にみんなで○○へ行く計画をしています。ご一緒にいかがですか？
アドレスを変更しました。新アドレスは@docomo.ne.jp です。電話帳の登録変更をお願いいたします。
○○で○○時に待ち合わせしましょう。よろしくね。
○月○日、飲みに行きませんか？久しぶりにみんなと楽しく飲みたいです。
○月○日、○○へ遊びに行きませんか？久しぶりにみんなと会いたいです。
○月○日の予定はいかがですか？一緒に○○なんてどうかなと思って。
明日はいよいよ、待ちに待った○○です。今日はゆっくり休んで明日に備えましょう。
体調はどうですか？無理しないでゆっくり休んでくださいね。早く良くなりますように。
本日、○○時から○○チャンネルのテレビ番組のビデオ録画をお願いいたします。

【寒中見舞】寒さ厳しき折、お変わりございませんか。御身ご大切になさいますようお祈り申し上げます。
【暑中見舞】暑中お見舞い申し上げます。時節柄、ご健康には十分ご留意のうえご活躍くださいますよう心か
ら祈念いたしております。盛夏
【御礼】時下益々ご盛栄のこととお慶び申し上げます。この度は丁寧なお心遣いをいただき、厚く御礼申し上
げます。
【残暑見舞】残暑お見舞い申し上げます。残暑ことのほか厳しい折柄、皆様のご健康をお祈り申し上げます。盛夏
【結婚祝】時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。この度はご結婚おめでとうございます。お二人の門
出を心より祝福申し上げます。
【出産祝】時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。この度はご出産おめでとうございます。お子様の壮
健なご成長を祈念いたします。
【入学祝】ご入学おめでとうございます。充実した学生生活を送り、さらに大きく飛躍されることをお祈りい
たします。
【卒業祝】ご卒業おめでとうございます。新しい人生の門出を心よりお祝い申し上げます。
【就職祝】ご就職おめでとうございます。健康に留意され、ご活躍されることを心よりお祈り申し上げます。
【病気見舞】お体の具合はいかがでしょうか。一日も早いご回復を祈念し、心よりお見舞い申し上げます。
【転居案内】転居のご案内を申し上げます。住所、電話番号などは追ってお知らせいたします。取り急ぎご連
絡まで。
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I 絵文字対応（22件）

I 英語文（46件）

I ユーザ作成（最大50件）
登録した定型文が表示されます。

【詫状】この度は多大なご迷惑をおかけし、誠に申し訳ありません。何卒ご寛容の上、引続きご愛顧賜ります
ようお願い申し上げます。
【誕生日祝】心から○○様のお誕生日をお祝いいたしますとともに、今後のご健康と御繁栄を祈念いたします。
【成功祝】ご成功の報に接し、心よりお祝い申し上げますとともに、今後の益々のご活躍を祈念いたします。
【就任祝】この度のご就任、心からお喜び申し上げます。今後ますますのご健勝とご隆盛をお祈りいたします。
【人事異動通知】この度弊社の人事異動により○○へ移動となりました。今後ともご指導ご鞭撻の程、宜しく
お願いいたします。

おはよう 今日も一日頑張ろう おやすみ また明日ね
おやすみ いい夢見てね ありがとう 今日はとても楽しかったです また連

絡してねごめんなさい。遅れます
深く反省してます もう少し待ってください

今、終わりました これから帰ります さようなら また会える日を楽しみにしてます
はじめまして ちゃんとメール届いてる ？ お久しぶりです 元気

最近の調子はどう 今日の都合はどう
お腹すいたな。食事に行きませんか ？ 旅行でも行きませんか ？
今日何時に終わる ？ あとで連絡します
連絡ください 今日は外食します
了解しました じゃあね あなたにお任せします
すぐに戻ります

Hello! How are you? Hi! What's up?
Long time no talk. How are you doing? Good morning. Have a nice day!
Good night. Good-bye. Talk to you soon.
See you. Bye ;-) I had fun today, thanks.
Thanks  :-) Thanks, but no thanks.
Please accept my apologies. Get my message?
I'll contact you later. I'll be late, but hope you'll wait for me. Thanks.
I'll be there soon, so please wait for me. Thanks. Give me a call or send me a message. Thanks.
I'm leaving work. See you soon. I'm getting back to my office. Any messages to

me?
I'll eat out. Let's go get a drink!
Let's go eat! Sorry, but I'm busy.
When will you be off work today? What's on for today?
I'll leave it to you. Good for you!
Hope you do your best. Are you OK?
Cheer up! You can make it. I have some good news.
I have some bad news. Really?  No kidding!
I can't believe it! Keep in touch!
Have a nice weekend! All right. Okay.
Wonderful!  Super! It's my favorite.
I love you. I miss you. I'm very happy.
I'm sad…. I give up!
Welcome! Happy birthday!
Happy New Year! Happy holidays!
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絵文字・記号一覧
■絵文字一覧

■記号一覧

□：半角／全角の空白を示します。
※ 記号一覧の表示には、実際の表示と見えかたが異なる場合があります。

お知らせ
･ｉモード端末以外の相手に絵文字を入力したメールを送信すると、正しく表示されない場合があります。また、受信側
がｉモード端末であっても絵文字2の対応機種でない場合は、正しく表示されないことがあります。
･ SMSで半角カタカナを使うと、受信側に正しく表示されない場合があります。また、絵文字を使うと は に、

以外は半角空白に、置き換わって表示されます。

絵
文
字
1

絵
文
字
2

半
角

全 

角

絵
文
字
・
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号
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絵文字入力変換表
ひらがな／漢字モードで読みを入力して変換してください。→P403

絵文字 読　み
はーと、あい、こころ、すき、らぶ
はーと、あい、こころ、どきどき、す
き、らぶ、ゆれるはーと
はーと、しつれん、ふられた、わかれ
た、しょっく
はーと、あい、こころ、すき、らぶ、はー
とたち
かお、えがお、わらう、わらい、わー
い、うれしい、にこにこ
かお、おこる、いかり、ぷん、ちっ
かお、かなしい、こまった、ごめん、がく
かお、かなしい、こまった、さいあく、
もうやだ
かお、だめ、ふら
どうぶつ、いぬ
どうぶつ、ねこ
てんき、はれ、たいよう
てんき、くもり、くも
てんき、あめ、かさ
てんき、ゆき、ゆきだるま
てんき、かみなり、いかずち、いかづ
ち、でんき
てんき、うずまき、たいふう、あらし、
ぐるぐる、くるくる、めまい
てんき、きり、あめ
てんき、こさめ、あめ、かさ
おんぷ、おんがく、うた、るん
おんぷ、おんがく、うた、さんれんぷ、
るん、むーど
おんせん、ふろ、おふろ、いいきぶん
はな、かわいい
きす、きっす、くちびる、くち、ちゅ、
ちゅう、ちゅー、きすまーく
きらきら、ぴかぴか
でんきゅう、ぴか、あいであ、あいでぃ
あ、ひらめき
いかり、おこる、おこり、きれる、むか
つく、むか
がんばる、がんばれ、ぱんち、ぐー、ぐう
ばくだん、ばくはつ
おやすみ、すいみん、ねる、ねむい、ぐー、
ずー、ぐう、ずう
びっくり、あっ、えくすくらめーしょ
ん、えくすくらめいしょん

絵文字 読　み
びっくり、ほんと、えっ、えー、えくす
くらめーしょん、えくすくらめいしょん
びっくり、ちょー、えくすくらめーしょ
ん、えくすくらめいしょん
しょっく、ぐらぐら、どん
あせ、あせる、ひやあせ
あせ、あせる、ひやあせ、なみだ、だ
らー、たらー
いそぐ、いそげ、だっしゅ、ためいき、
ふぅ、ふう、ふー、はしる
のばす、ちょうおん、ちょーおん
のばす、くるり、ちょうおん、ちょーおん
おっけー、おーけー、おーけい、おうけ
い、けってい
やじるし、みぎうえ、あがる、あげる、
あっぷ、みぎななめうえ
やじるし、みぎした、さがる、さげる、
だうん、みぎななめした
やじるし、ひだりうえ、あがる、あげ
る、あっぷ、ひだりななめうえ
やじるし、ひだりした、さがる、さげ
る、だうん、ひだりななめした
やじるし、ぐっど、あがる、あげる、ぐっと
やじるし、ばっど、さがる、さげる、ばっと
かお、め、からだ
かお、みみ、からだ
ぐー、ぐう、じゃんけん、て、こぶし、
ぱんち、からだ
ちょき、じゃんけん、て、ぴーす
ぱー、ぱあ、じゃんけん、て、ばい、さ
んせい
あし、あしあと、あるく、とほ、から
だ、きっく、けり、ける
とらんぷ、はーと、あい、こころ
とらんぷ、すぺーど
とらんぷ、だいや
とらんぷ、くらぶ
のりもの、こうつう、でんしゃ、れっ
しゃ、えき
のりもの、こうつう、ちかてつ、えむ
のりもの、こうつう、しんかんせん、の
ぞみ、ひかり、こだま
のりもの、こうつう、じどうしゃ、くる
ま、たくしー、どらいぶ、せだん
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のりもの、こうつう、じどうしゃ、くる
ま、たくしー、どらいぶ、あーるぶい
のりもの、こうつう、ばす
のりもの、こうつう、ふね、ふぇりー、
こうかい
のりもの、こうつう、ひこうき、じぇっ
と、じぇっとき、ふらいと、くうこう
のりもの、よっと、ふね、りぞーと
つりー、くりすます、き
いえ、うち、おうち、じたく
びる、かいしゃ、しょくば、がっこう
ゆうびん、ゆうびんきょく、ぽすと
びょういん、びょうき、けが
ぎんこう、ばんく
えーてぃーえむ、えいてぃえむ、ぎんこう
ほてる
こんびに、こんびにえんす、こんびにえ
んすすとあ
がそりんすたんど、がそりん、がすす
た、すたんど
ちゅうしゃじょう、ちゅうしゃ、ぱーき
んぐ
しんごう、しんごうき
といれ、かっぷる、でーと、けっこん
しょくじ、ごはん、れすとらん、ふぁみ
れす
こーひー、どりんく、のみもの、かっ
ぷ、こっぷ、きっさてん、さてん、おちゃ
かくてる、おさけ、さけ、ばー
びーる、おさけ、さけ、いざかや、のみ
かい、こんぱ、かんぱい
はんばーがー、ばーがー、けいしょく、
ふぁーすとふーど
はいひーる、ひーる、くつ、あし
はさみ、かっと、びよういん、びようし
つ、さんぱつ、とこや
まいく、からおけ、うた、うたう
えいが、えいがかん、しねま、かめら、
さつえい、びでお
うま、けいば、もくば、めりーごーらん
ど、ゆうえんち
おんがく、おと、きく、へっどほん、へっ
どふぉん
え、あーと、げいじゅつ、びじゅつ、ぱ
れっと
えんげき、ひと、しんし、ぼうし
いべんと、はた
ちけっと、きっぷ

絵文字 読　み
すぽーつ、うんどう、しゃつ、たんく
とっぷ
すぽーつ、うんどう、やきゅう、そふ
と、ぼーる、そふとぼーる
すぽーつ、うんどう、ごるふ
すぽーつ、うんどう、てにす、たっきゅ
う、らけっと
すぽーつ、うんどう、さっかー、ぼーる
すぽーつ、うんどう、すきー、すのーぼー
ど、ぼーど、すけーと、すのぼ、すべる
すぽーつ、うんどう、ばすけっと、ばす
け、ばすけっとぼーる
すぽーつ、うんどう、ごーる、はた、れー
す、えふわん、もーたーすぽーつ
ぽけべる、ぽけっとべる、ぺーじゃー
たばこ、しがー、しがれっと、きつえ
ん、いっぷく
たばこ、しがー、しがれっと、きんえん
かめら、しゃしん、さつえい、げきしゃ
かばん、ばっぐ、てさげ、りょこう
ほん、のーと、しょしんしゃ
りぼん、ちょうねくたい、ねくたい、あめ
ぷれぜんと、たんじょうび、おくりもの
ろうそく、きゃんどる、たんじょうび、
ばーすでい、ばーすでー
でんわ、くろでん、てれふぉん、てれほ
ん、てる、てれ
けいたいでんわ、けいたい、けーたい、
でんわ、ぴっち、ふぉーん、ふぉん
めーる、てがみ
めも、しょるい、れぽーと、しゅくだ
い、しけん
てれび、がめん、ばんぐみ
げーむ、こんとろーら
しーでぃー、あるばむ、しんぐる、でぃ
すく
くつ、しゅーず、すにーかー、あし
めがね
くるまいす
せいざ、おひつじざ、おひつじ
せいざ、おうしざ、おうし
せいざ、ふたござ、ふたご、すなどけい
せいざ、かにざ、かに
せいざ、ししざ、しし
せいざ、おとめざ、おとめ
せいざ、てんびんざ、てんびん、おも
ち、もち
せいざ、さそりざ、さそり

絵文字 読　み
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せいざ、いてざ、いて、あがる、あっぷ
せいざ、やぎざ、やぎ
せいざ、みずがめざ、みずがめ、なみ
せいざ、うおざ、うお、さかな
つき、しんげつ、まる
つき
つき、はんげつ
つき、みかづき
つき、まんげつ、まる
でんわ、けいたいでんわ、けいたい、けー
たい、ふぉーん、ふぉん、ぴっち、ちゃくしん
めーる、てがみ、じゅしん
ふぁっくす、ふぁくす、じゅしん
あいもーど、あい、どこも
あいもーど、あい、どこも
どこもていきょう、でい、でー、でぃー
どこもぽいんと、ぽいんと、でい、でー、
でぃー
えん、かね、きんがく、ねだん、りょう
きん
ただ、むりょう、じゆう、ひま、ふりー
あいでぃ、あいでぃー、あいでー
かぎ、きー、ひみつ、ぱすわーど、ろっく
かいぎょう、まがる、つづく、つづき
さくじょ、しーえる、くりあ、くーる
さがす、しらべる、むしめがね、さーち
にゅー、にゅう、あたらしい、しん
はた、もくひょう、ごるふ、いちじょう
ほう、いち
だいやる、だいある、ふりーだいやる、
ふりーだいある
しゃーぷ
もばきゅー、もばきゅう、しつもん、きゅ
う、きゅー
１、いち、すうじ、ばんごう
２、に、すうじ、ばんごう
３、さん、すうじ、ばんごう
４、よん、し、すうじ、ばんごう
５、ご、すうじ、ばんごう
６、ろく、すうじ、ばんごう
７、しち、なな、すうじ、ばんごう
８、はち、すうじ、ばんごう
９、きゅう、く、きゅー、すうじ、ばんごう
０、ぜろ、れい、すうじ、ばんごう
かちんこ、さつえい、すたーと、はこ
ふくろ、つぼ

絵文字 読　み
ぺんさき、ぺん
はんこ、ひと、ひとかげ
いす、ざせき、すわる
よる、よなか、しんや、れいと
すぐ、もうすぐ、すーん
おん
おわり、えんど
じかん、じこく、たいむ、とけい
じてんしゃ、ちゃり、ちゃりんこ、のり
もの
れんち、すぱな、こうぐ、どうぐ
ぱそこん、ぴーしー、こんぴゅーた、こ
んぴゅーたー
えんぴつ、ぶんぼうぐ
くりっぷ、ぶんぼうぐ、てんぷ
やじるし、さゆう
やじるし、じょうげ
やじるし、りさいくる、かいてん、まわる
えぬじー、だめ
ひみつ、まるひ
きんし、げんきん、だめ
くうしつ、くうせき、くうしゃ、あき、
あく、から
ごうかく
まんしつ、まんせき、まんしゃ、いっぱ
い、まんたん、ふる
けいこく、きけん、びっくり
こぴーらいと、しー、まるしー
とれーどまーく、てぃーえむ
れじすたーどとれーどまーく、とれーど
まーく、あーる、まるあーる
あいあぷり、あるふぁ、あぷり
あいあぷり、あるふぁ、あぷり
どるぶくろ、どる、かね、おかね
うでどけい、とけい、うぉっち
すなどけい、とけい
おにぎり、おむすび、ごはん、おべんと
う、べんとう
けーき、しょーとけーき、でざーと、お
かし、かし
ぱん、ぶれっど
どんぶり、らーめん、めん、うどん、そば
ゆのみ、おゆのみ、おちゃ、ちゃ
とっくり、おちょこ、おさけ、さけ、に
ほんしゅ
わいんぐらす、わいん、おさけ、さけ
ばなな、くだもの

絵文字 読　み
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りんご、あっぷる、くだもの
さくらんぼ、ちぇりー、くだもの
くろーばー、よつば、はっぱ
ちゅーりっぷ、はな
わかば、ふたば、はっぱ
もみじ、こうよう、はっぱ
さくら、はな
かたつむり、まいまい、でんでんむし、
どうぶつ、むし
ひよこ、とり、どうぶつ
ぺんぎん、とり、どうぶつ
さかな、おさかな、どうぶつ
うま、どうぶつ
ぶた、どうぶつ、ぶー
しゃつ、てぃーしゃつ、ふく、ようふ
く、てぃしゃつ
ずぼん、ぱんつ、じーぱん、じーんず、
ふく、ようふく
けしょう、くちべに、るーじゅ、りっぷ
ゆびわ、あくせさりー、りんぐ
おうかん、かんむり、おうさま
べる、ちゃぺる、かね
どあ、とびら、と
がっこう、だいがく
なみ、うみ、つなみ、おおなみ
ふじさん、やま
すぽーつ、うんどう、すのーぼーど、ぼー
ど、すのぼ、すべる
すぽーつ、うんどう、はしる、にげる

絵文字 読　み
かお、こまる、うーむ、うーん、うむ、
むすっ、かんがえる
かお、ほっ
かお、ひやあせ、たらー、だらー、あ
せ、あせる
かお、ひやあせ、たらー、だらー、あ
せ、あせる
かお、おこる、ぷー、ぶー
かお、ぽけー、しらー、しらけ
かお、はーと、らぶ、すき、わーい、う
れしい
かお、あっかんべー、べー、いたずら
かお、うぃんく、ういんく、ぱちっ、ぱち
かお、うれしい、わーい、きゃっ、きゃ
かお、がまん
かお、どうぶつ、ねこ
かお、かなしい、なく、えーん、わー
ん、なきがお
かお、なみだ、かなしい、ぽろり、な
く、なきがお
かお、おいしい、うまい、まんぞく
かお、えがお、わらう、うっしっし、う
しし、ししし
かお、さけぶ、さけび、げっそり、ひゃー、
むんく
て、おっけー、おーけー、おーけい、お
うけい、ぐっど、ゆび、おやゆび、ぐっと
てがみ、めーる、らぶれたー、こいぶみ
がまぐち、さいふ、おかね、かね

絵文字 読　み
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特殊記号入力変換表
ひらがな／漢字モードで読みを入力して変換してください。→P403

読　み 入力文字
あーる Ｒr ㌃
あい Ｉｉ 

あすたりすく ＊
あすてりすく ＊
あっとまーく ＠
あるふぁ Αα
あるふぁー Αα
あんだーばー _ 

あんど ＆ 
あんぱさんど ＆

いー Ｅｅ 
いーた Ηη 
いおた Ιι 
いこーる ＝ 
いち aⅠ

いぷしろん Εε 
うぷしろん Υυ

えい Ａａ 
えいち Ｈｈ 
えー Ａａ 
えす Ｓｓ 

えっくす Ｘｘ 
えっち Ｈｈ 
えぬ Ｎｎ 
えふ Ｆｆ 
えむ Ｍｍ 
える Ｌｌ 
えん ￥ 
おう Ｏｏ 
おー Ｏｏ 
おーむ Ωω
おす ♂ 
おなじ 々〃

おみくろん Οο 
おめが Ωω 

おんぐすとろーむ Å 
おんぷ ♪ 
かい Χχ 
かける × 

かっこ
「」『』【】‘’
“”（）〔〕［］
｛｝〈〉《》 

かっぱ Κκ 
かぶ ㈱

かぶしきがいしゃ ㈱ ㏍

読　み 入力文字
から ～

かろりー ㌍ 
がんま Γγ 
がんまー Γγ
きー Χχ

きごう

＜＞＠／〃
±々×≠÷
≦≧∴§＼
∞∧∈∨¬
∋∀⊆⊇∃
∠⊂⊥⊃⌒
∪∩∂⊿∇
∑≡≒∮≪

≫∟√
∽∝∵∫∬
Å‰†‡¶

きゅー Ｑｑ 
きゅう iⅨ 
きろ ㌔

きろぐらむ ㎏ 
きろめーとる ㎞

く iⅨ 
くさい Ξξ 
ぐざい Ξξ
くしー Ξξ
ぐらむ ㌘
くろぼし ★
くろまる ●
けい Kｋ 
けー Kｋ 
ご eⅤ

ごうどう ≡
こめ ※ 

こめじるし ※ 
ころん ： 
さん cⅢ 

さんかく △▲▽▼ 
し dⅣ 
しー Cｃ 
じー Ｇｇ 

しーしー cｃ 
しーた Θθ 
じーた Ζζ
じぇい Ｊｊ 
じぇー Ｊｊ 
しかく □■◇◆ 

読　み 入力文字
しぐま Σσ 
しち gⅦ
しめ

しゃーぷ ＃
しゃせん ／＼
じゅう jⅩ 

じゅういち k 
じゅうきゅう s 
じゅうく s 
じゅうご o 
じゅうさん m 
じゅうし n 
じゅうしち q 
じゅうなな q 
じゅうに l 
じゅうはち r 
じゅうよん n 
じゅうろく p 
しょうなり ＜
しょうわ ㍼
しろぼし ☆
しろまる ○

ずけい
☆★○●◎
◇◆□■△
▲▽▼

すらっしゅ ／＼ 
ぜーた Ζζ 

せくしょん § 
せっし ℃
ぜっと Ｚｚ 

せみころん ； 
せんち ㎝ ㌢

せんちめーとる ㎝
せんと ¢㌣
だい ㈹

たいしょう ㍽
だいなり ＞
だいひょう ㈹

たう Ττ 
だがー †
だくてん ゛
たす ＋ 

だぶりゅ Ｗｗ 
だぶりゅー Ｗｗ 
だぶるだがー ‡

特
殊
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※ 特殊記号の表示には、実際の表示と見えかたが異なるものがあります。
※ 入力文字の中には、半角文字しか存在しないもの、全角文字しか存在しないもの、全角文字と半角文字の両

方が存在する場合があります。

顔文字一覧

顔文字一覧
I ひらがな／漢字モードで、読みを入力して変換できます。 は、「かお」または「かおもじ」と入力しても変換
できます。

I 挨拶・返事（19件）

読　み 入力文字

たんい °′″℃￥
＄¢£％

てぃー Ｔｔ 
でぃー Ｄｄ 
てー Ｔｔ 
でるた Δδ 

てん

、，…‥’”
‘“｀´¨
ヽヾゝゞ
､ ` ' "

てんてん ‥ …
でんわ ℡
ど ℃ °
どう 々〃仝
どしー ℃ 
どる ＄㌦　
とん ㌧
ないし ～

なぜならば ∵
なな gⅦ
なみ ～

なんばー №
に bⅡ 

にじゅう t

にじゅうまる ◎
にゅー Νν 
のま 々

ぱーせんと ％ ㌫　
ぱーみる ‰
ぱい Ππ 

はいふん －
はち hⅧ
ばつ × 
はてな ？ 

はんだくてん ゜

読　み 入力文字
びー Ｂｂ 
ぴー Ｐｐ Ππ
ひく －

ひしがた ◇◆ 
びっくり ！ 
びょう ″
ふぁい Φφ 
ぶい Ｖｖ 
ふぃー Φφ
ぷさい Ψψ 
ぷしー Ψψ

ふとうごう ＜＞≦≧≠
≪≫

ぷらす ＋ 
ぷらすまいなす ±

ふらっと ♭ 
ふん ′

へいせい ㍻
へいほうめーとる ㎡

ぺーじ  ㌻
べーた Ββ 
べーたー Ββ
へくたーる ㌶

ほし ☆★※
ぽんど £
まいなす －

まる

○ ● ◎ 。
． a b c

d e f g

h i j k

l m n o

p q r s

t ㊤ ㊥ ㊦
㊧ ㊨

読　み 入力文字
みゅー Μμ 
みり ㎜ ㍉

みりぐらむ ㎎
みりばーる ㍊
みりめーとる ㎜

むげん ∞
むげんだい ∞
めいじ ㍾
めーとる ㍍
めす ♀ 

やじるし →←↑↓ 
⇒ ⇔

ゆう ㈲
ゆー Ｕｕ 

ゆうげんがいしゃ ㈲
ゆうびん 〒

ゆうびんばんごう 〒
ゆえに ∴

ゆぷしろん Υυ 
よん dⅣ 
らむだ Λλ 
りっとる ㍑
ろー Ρρ 
ろく fⅥ
わい Ｙｙ 
わっと ㍗
わる ÷

顔文字 読み
(^-^)/̃̃ あいさつ、ばい
(＾＾)ﾉｼ あいさつ、ばいばい
(^_^)/̃ あいさつ、ばいばい
ヾ (^_^） byebye!! あいさつ、ばいばい

顔文字 読み
(^^)/ あいさつ、おーい、

じゃあ、どーも、よろしく
(^-^)/ あいさつ、おーい、

じゃあ、どーも、よろしく

顔
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字
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I 挨拶・返事（19件）（つづき）

I 笑う・うれしい（34件）

I 照れる・怒る（18件）

顔文字 読み
(^^)/̃̃̃ あいさつ、ばいばい
(^_^)/ あいさつ、おーい
(〃⌒ー⌒〃)∫゛ あいさつ、にこっ
～('-'＊) あいさつ、やぁ
(＊^-^)ﾉ あいさつ、ちわっ
ヾ (´ω｀＝´ω｀)ﾉ あいさつ、おはよう

顔文字 読み
(o^-')b へんじ、ぐっ、ぐー
(≧ω≦)ｂ　 へんじ、ぐっ、ぐー
(・∀・∩) へんじ、はい
('-^＊)ok へんじ、おっけー
(｀_´)ゞ了解！ へんじ、りょうかい
(｡･_･｡)ﾉ あいさつ、やあ
(=゜ω゜)ﾉ あいさつ、やあ

顔文字 読み
(^-^) わらう、にこっ
(^-^)v うれしい、にこっ
(^o^) うれしい、うほほ、にこっ、

わーい
o(^o^)o うれしい、うきうき
(o^_^o) うれしい、にこっ
(＊^_^＊) うれしい、にこっ
(･∀･) わらう、きたー、にこっ
ヾ (^▽^)ﾉ うれしい、わーい
ヽ (´ー｀)ノ うれしい、わーい
(＊⌒▽⌒＊) うれしい、にこっ
(☆▽☆ ) うれしい、きらーん
(^^)v うれしい、やったね、ぴー

す、にこっ、ぶい
(=⌒ー⌒=) うれしい、にこっ
（　´∀｀） うれしい、にこっ
(≧∀≦) うれしい
:) わらう、にこっ、すまいる
V(^0^) うれしい、ぴーす

顔文字 読み
(^з^)/ﾁｭｯ わらう、ちゅっ、にこっ
((o(^-^)o)) うれしい、わくわく
(^^) わらう、にこっ
v(^o^) うれしい、いえい、ぶい、

ぴーす
(^_^)v うれしい、やったね、ぴー

す、にこっ、ぶい
(^･^) わらう、にこっ
(^O^) わらう、わーい
(^O^)/ わらう、おーい、はーい
(^O^)v わらう、やったね、ぴーす、

にこっ、ぶい
)^o^( わらう、ほっぺがおちる
＼(^o^)／ わらう、わーい
:-) わらう、にこっ、すまいる
ヽ (≧▽≦)/ うれしい、きゃー
d=(^o^)=b うれしい、ぐー
ε=ヾ (＊̃▽̃)ノ うれしい、きゃー
(@^0^@) うれしい
( ´艸｀) うれしい、むふふ

顔文字 読み
(^^ゞ てれる、ぽりぽり
f(^_^) てれる、てへ
(#^.^#) てれる、にこっ、ぽっ
(＊^.^＊) てれる、えへっ
(〃▽〃) てれる、てれ
(＊'-') てれる、てへっ
(=°ω°=） てれる、てへっ
(＊´д｀＊) てれる、こまる、てれ
:p てれる、てへっ
('∇') てれる、うふふ

顔文字 読み
ヽ (＊｀Д´)ノ おこる、こら、ごるあ、ご

るぁ
o-_-)=○☆ おこる、ぱんち
(ノ-"-)ノ̃┻━┻ おこる、ちゃぶだい
(-_-#) おこる、こらっ
:-( おこる、ふまん
Ψ(｀◇´)Ψ　 おこる、こら
(ノ｀△´)ノ おこる、こらっ
(●｀ε´●)　 おこる、ぷんぷん、むかっ

顔
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I 泣く・悲しい（19件）

I 驚き（28件）

I 疑問・焦り（21件）

顔文字 読み
(>_<) なく、あいた、いたい、い

てー、ひぇー
(T^T) なく、うるうる
(T_T) なく、しくしく
(/_;) なく、しくしく
(+_+) かなしい、びくっ
(x_x;) かなしい、がっくり
(/_･､) なく、くすん
(つд｀) なく、ぐすん
○｜‾｜＿ かなしい、がっくし

顔文字 読み
(´･ω･｀) かなしい、しょぼん
(;O;) なく、しくしく
(>_<｡) なく
(;_;) なく、しくしく
(T-T) なく、なき、うるうる
(T0T) なく、なき、うるうる
(ﾉ_･｡) なく、いたい
:< なく、かなしい
(；´д⊂) なく、なき、ぐすん
°･(ノД`)･°･ なく、えーん

顔文字 読み
(＊_＊) おどろき、びくっ
(･･? おどろき、めがてん
(･･;) おどろき、めがてん
(ﾟ-ﾟ) おどろき、うーん
(@_@) おどろき、びくっ
(--;) おどろき、ぎくっ
(-_☆) おどろき、きらーん
(‾□‾;)!! おどろき、がーん
(゜o゜；) おどろき、ぽかーん
Σ(‾□‾)！ おどろき、びっくり、がー

ん、ぎく
(‾◇‾;)　　 おどろき、えっ
ヽ（゜ロ゜；）ノ おどろき、えっ
(;゜ロ゜) おどろき、えっ
((((゜д゜;)))) おどろき、がくがく

顔文字 読み
(=_=;) おどろき、ぎくっ、てつや
(･.･;) おどろき、めがてん
(ﾟoﾟ) おどろき、ぎくっ、ぎょ
(ﾟoﾟ; おどろき、ぎくっ、ぎょ
(@_@｡ おどろき、びくっ、ぎょっ
(ﾟДﾟ) おどろき、ぽかーん
(ﾟ_ﾟ) おどろき、うーん
(･｡･; おどろき、めがてん
(･_･) おどろき、めがてん
(･_･; おどろき、めがてん
(･o･) おどろき、めがてん
(ﾟoﾟ)/ おどろき、おおー、びっく

り
(ﾟoﾟ;; おどろき、ぎくっ
Σ(ﾟ□ﾟ;) おどろき、がーん

顔文字 読み
(^^;) あせり、ぎくっ、あせ
(?_?) ぎもん、なぜ
(-_-;) あせり、ぎくっ、あせ
w=(ﾟoﾟ)=w ぎもん、ばたばた
σ(^_^；)？ ぎもん、えっ
(;¬_¬)ｼﾞｰ ぎもん、じー
O(><;)(;><)O あせり、あたふた
(゜Д゜；≡；゜Д゜) あせり、あたふた
^^; あせり、ぎくっ
(^^;; あせり、ぎくっ、あせ
(^_^;) あせり、ぎくっ、あせ

顔文字 読み
(^-^; あせり、ぎくっ、あせ
(̃_̃;) あせり、ぎくっ、あせ
(￥_￥; ぎもん、ぎくっ、あせ
(＊_＊; あせり、びくっ
^_^; あせり、ぎくっ、あせ
(?_?; ぎもん、ぎくっ、なぜ
ε=┌( ･_･)┘ あせり、にげる
(°∇°;) あせり、ぎくっ、あせ、えっ
((○(>_<)○)) あせり、じたばた
(;゜0゜) あせり、ぎくっ、あせ

顔
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I その他（61件）

※ 顔文字の表示には、実際の表示と見えかたが異なるものがあります。

顔文字 読み
(̃▽̃＠)♪♪♪ うたう
('◇')ゞ　 りょうかい、おっけー、

らじゃ
m(_ _)m ぺこり
_(._.)_ ぺこり
<(_ _)>　 ありがと、おねがい、

ごめん、ぺこり
≡≡≡ﾍ(＊--)ﾉ いそぐ、にげる
(^_^;))))))ｺｿｺｿ… こそこそ
p(^-^)q がんばれ、ふぁいと
;) ういんく
(^_-) ういんく
(・∀・)イイ いい
(^人^) かんしゃ、ありがとう
!(^^)! ぴんぽーん
ヽ (^^) よしよし、おい
(＊≧m≦＊) ぷっ
(σ･∀･)σ げっつ
(‾ー‾) にやり
( ・∀・)つ どうぞ
( ^-^)_旦～ どうぞ、おちゃ
(屮°□°)屮 きて、かもん、おいで
♪～(‾ε‾) くちぶえ
(‾。‾)y-～～ たばこ
(｀・ω・´) しゃきーん
⊂(・∀・)⊃ せーふ
(-.-;)y-̃̃̃ いっぷく
(-｡-)y-ﾟﾟﾟ いっぷく
(‾～‾) うまい、たべる
(‾人‾) おねがい
(^-^)人(^-^) かんぱい、なかま、たっち
( i_i)＼(^_^) よしよし

顔文字 読み
( ^▽^)σ)̃Õ) つんつん
～～(m´Д｀)m たすけて
～～(m｀∀´)m いひひ
φ(．_．)ﾒﾓﾒﾓ めもめも、かきかき
( ﾟ∇^)] ﾓｼﾓｼ もしもし
(´□`) あーん
┓(‾∇‾;)┏ やれやれ
(´ヘ｀;) はぁ、ためいき
(；-_-)=3 ためいき
(-"-;） うーん
(´ー `) ふふん、じまん
(´¬`) よだれ
(‾ー +‾)ﾌｯ ふっ
(̃_̃) ほへー
(̃õ) ほへー
(p_-) むしめがね
(-_-) じとっ
(-.-) じとっ
(-.-")凸 ちちち
(..) どれどれ
[壁]_-) ちらっ
(+｡+) いたい
(-_-)zzz ねてる、ねる
(_ _).oO ねむい
(´_ゝ｀) ふーん
(UoU) ねむい
(^(ｴ)^) くま
U^ｴ^U いぬ
ﾎﾟｲｯ(-＿- )ﾉ⌒ ぽい
ヽ (゜▽、゜)ノ よだれ
＞°))))彡 さかな
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区点コード一覧
※ 区点コード入力の操作→P408
※ 区点コード一覧の表示には、実際の表示と見えかたが異なるものがあります。
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440 ＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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マルチアクセスの組み合わせ
現在実行中の動作ごとに発生、実行する処理の動作可否を次に示します。
I 機器と接続してテレビ電話を行う場合は、64Kデータ通信中の動作になります。
I ｉモード中（ｉモード接続）は、ｉチャネル（情報の受信を除く）での通信を含みます。
I ｉモードメール受信は、メッセージR/F、ｉチャネルの情報の受信を含みます。

○：新たに通信を実行できます。
△：条件により新たに通信を実行できます。
×：新たに通信を実行できません。

I miniSDメモリーカードのデータコピー中・初期化処理中、赤外線通信中、USB接続でデータ転送中、miniSD
モード中は、いずれの通信も実行できません。

発生・実行する処理
現在の状態

音声電話 テレビ電話 プッシュトーク ｉモード フルブラウザ ｉモードメール
発　信 着　信 発　信 着　信 発　信 着　信 接　続 接　続 送　信 受　信

音声電話中 △※1 △※1, 2 × △※3 × ×※4 ○ ○ ○ ○※5

テレビ電話中 × △※3 × △※3 × × × × × ×
プッシュトーク中 × △※6 × ×※4 × ×※4 × × × ×
ｉモード中 ○ ○ ○※7 △※8 ○※7 △※9 × ○※7 ○ ○
フルブラウザ接続中 ○ ○ ○※10 △※8 ○※10 △※9 × × ○※10 ○
ｉモードメール送受信中 ○ ○ ○※7 △※8 ○※7 △※9 ○ ○※11 ○※12 ○※12

SMS送受信中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○※12 ○※12

ｉアプリ動作中 ○※14 ○※14 ○※14 ○※14 ○※15 △※16 × × ○ ○※5

miniSDメモリーカー
ド起動中（コピー・
初期化処理中以外）

○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

パソコンとつないだ
パケット通信中 ○ ○ × ×※4 × × × × × ×

64Kデータ通信中 × △※2, 18 × △※3 × × × × × ×
お預かりセンターに
接続中 ○※19 ○ ○※20 △※8 ○※20 △※9 × × × ×

発生・実行する処理

現在の状態

SMS パケット通信  64Kデータ通信 データ転送
（赤外線通信）

送　信 受　信 発　信 着　信 発　信 着　信 送　信 受　信
音声電話中 ○ ○※5 ○ ○ × △※3 × ×
テレビ電話中 × ○※5 × × × △※3 × ×
プッシュトーク中 × ○※5 × × × × × ×
ｉモード中 ○ ○ × × × ×※4 × ×
フルブラウザ接続中 ○ ○ × × × ×※4 × ×
ｉモードメール送受信中 ○※12 ○※12 × × × ×※4 × ×
SMS送受信中 ○※12 ○※12 ○ ○ ○※13 ○ × ×
ｉアプリ動作中 ○ ○※5 ○ ○ ○ ○ ○ ×
miniSDメモリーカー
ド起動中（コピー・
初期化処理中以外）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

パソコンとつないだ
パケット通信中 ○※17 ○ × × × ×※4 × ×

64Kデータ通信中 × ○※5 × × × △※3 × ×
お預かりセンターに
接続中 × × × × × ×※4 × ×
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※1：キャッチホンを「開始」に設定している場合、通話中に別の相手に電話をかけたり受けたりできます。
※2：留守番電話サービス、転送でんわサービスをご利用の場合は各サービスで対応できます。
※3：キャッチホンまたは転送でんわサービスを「開始」に設定している場合、着信履歴に不在着信として記録

されます。また、通話中着信設定を「開始」に設定している場合、キャッチホンまたは転送でんわサービ
スを「停止」に設定していても着信履歴に不在着信として記録されます。

※4：着信履歴に不在着信として記録されます。
※5：着信音は鳴りません。
※6：プッシュトーク中着信設定の設定に従います。
※7：ｉモード通信中の場合は、ｉモード通信が切断されます。
※8：パケット通信中着信設定の設定に従います。
※9：ｉモード中プッシュトーク着信の設定に従います。
※10：フルブラウザ接続中の場合は、フルブラウザ接続が切断されます。
※11：ｉモードメール送受信が終わるまで接続を待ちます。
※12：送信どうし、または受信どうしは実行できません。また、送信と受信を同時にできない場合があります。
※13：SMS送信中のみ発信できない場合があります。
※14：ｉアプリのメロディは鳴らなくなります。また、ｉアプリでｉモード通信中の場合は、ｉモード通信が

切断されます。
※15：ｉアプリでｉモード通信中は、ｉモード通信が切断されます。
※16：ｉアプリでｉモード通信中は、ｉモード中プッシュトーク着信の設定に従います。
※17：電話帳からSMSを作成・送信できます。
※18：キャッチホンを「開始」に設定している場合、現在の通信を終了して電話を受けるか、着信を拒否する

かを選択できます。
※19：お預かりセンターに接続中の場合は、平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）での発信はできません。
※20：お預かりセンターに接続中の場合は、お預かりセンターとの通信が切断されます。

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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マルチタスクの組み合わせ
現在実行中または設定中の機能ごとに、新規起動メニュー項目の選択可否を次に示します。

○：選択可能 ×：選択不可
メニュー項目

実行中機能／状態

ダ
イ
ヤ
ル
発
信

aメール bｉモード
a
受
信
メ
l
ル

b
新
規
メ
l
ル

c
チ
ャ
ッ
ト
メ
l
ル

d
未
送
信
メ
l
ル

e
送
信
メ
l
ル

f問合せ gSMS h
テ
ン
プ
レ
l
ト
読
込
み

a
ｉ
M
e
n
u

b
B
o
o
k
m
a
r
k

c
Internet

d
画
面
メ
モ

e
ｉ
モ
l
ド
問
合
せ

f
メッセージ

g
ｉ
チ
ャ
ネ
ル
一
覧

hフルブラウザ

a
ｉ
モ
l
ド
問
合
せ

b
S
M
S
問
合
せ

c
メ
l
ル
選
択
受
信

a
S
M
S
作
成

b
F
O
M
A
カ
l
ド
受
信
S
M
S

c
F
O
M
A
カ
l
ド
送
信
S
M
S

a
U
R
L
入
力

b
U
R
L
履
歴

c
ラ
ス
ト
U
R
L

a
メ
ッ
セ
l
ジ
R

b
メ
ッ
セ
l
ジ
F

a
ホ
l
ム

b
B
o
o
k
m
a
r
k

c
U
R
L
入
力

d
U
R
L
履
歴

e
ラ
ス
ト
U
R
L

電話 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ダイヤル入力 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
テレビ電話 × ○ × × ○ ○ × × × × ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ × × × × × ×
プッシュトーク × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
プッシュトーク（プッシュトークプラス） ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
64Kデータ通信 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ × ○ ○ × × × × × ×
PPPデータ通信 ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
外部機器によるテレビ電話 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ × ○ ○ × × × × × ×
送信／未送信／受信メール ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メール作成／SMS作成 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
チャットメール ○ × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メールテンプレート読込み ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
FOMAカード受信／送信メール ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メッセージR/F ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉモード問合せ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
SMS問合せ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉモードメール受信 ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
SMS受信 ○ ○ ○ × ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉMenu ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × × × × × × ×
フルブラウザ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × × × × × × ×
URL入力／ URL履歴／
Bookmark／ ラストURL ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × ×

画面メモ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × ×
ｉチャネル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × × × × × × ×
ｉアプリ／ｉアプリ一覧 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × × × × × × ×
ｉアプリダウンロード ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × × × × × × ×
マイピクチャ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉモーション（動画／音楽再生） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メロディ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
キャラ電 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
マイドキュメント ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
トルカ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミュージックプレイヤー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
バーコードリーダー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カメラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ビデオカメラ／サウンドレコーダー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
伝言メモ／音声メモ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
電話帳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
プッシュトーク電話帳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
スケジュール帳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
目覚まし／スケジュールアラーム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
お知らせタイマー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メモ帳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
電卓 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
辞典 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
着信履歴／リダイヤル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
プロフィール情報 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
miniSDメモリーカード ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × ×
お預かりセンターに接続 ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
電話帳通信履歴表示 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
FOMAカード未挿入 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ × ○ × × × ○ × ○ ○ × × ○ × × ×
PINロック解除10回失敗によるロック中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ × ○ × × × ○ × ○ ○ × × ○ × × ×
セルフモード中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ × ○ × × × ○ × ○ ○ ○ × ○ × × ×
PIMロック中 ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
ダイヤル発信制限 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
電話着信音量／メール・メッセー
ジ着信音量／ｉアプリ音量 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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※ 選択可能な機能でも、FOMA端末の状態によって実施できない操作もあります。

メニュー項目

実行中機能／状態

c
ｉ
ア
プ
リ
一
覧

d電話帳・履歴 eデータBOX fLifeKit gステーショナリー h音量設定 i
ミ
ュ
l
ジ
ッ
ク
プ
レ
イ
ヤ
l

マ
ナ
l
モ
l
ド
設
定
／
解
除

a
電
話
帳

b
プ
ッ
シ
ュ
ト
l
ク
電
話
帳

c
着
信
履
歴

d
リ
ダ
イ
ヤ
ル

e
伝言メモ・
音声メモ

f
プ
ロ
フ
ィ
l
ル
情
報

a
マ
イ
ピ
ク
チ
ャ

b
ｉ
モ
l
シ
ョ
ン

c
メ
ロ
デ
ィ

d
キ
ャ
ラ
電

e
マ
イ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

a
バ
l
コ
l
ド
リ
l
ダ
l

b
ト
ル
カ

c
カ
メ
ラ

d
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

e
サ
ウ
ン
ド
レ
コ
l
ダ
l

a
ス
ケ
ジ
ュ
l
ル
帳

b
メ
モ
帳

c
電
卓

d
辞
典

a
電
話
着
信
音
量

b
メ
l
ル
・
メ
ッ
セ
l
ジ
着
信
音
量

c
ｉ
ア
プ
リ
音
量

a
伝
言
メ
モ
一
覧

b
音
声
メ
モ
録
音

c
音
声
メ
モ
一
覧

電話 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ×
ダイヤル入力 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
テレビ電話 × ○ ○ × × × × × ○ × × × × × × × × × × ○ ○ × ○ × ○ ○ × ×
プッシュトーク × ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ×
プッシュトーク（プッシュトークプラス） × ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
64Kデータ通信 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○
PPPデータ通信 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
外部機器によるテレビ電話 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○
送信／未送信／受信メール ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メール作成／SMS作成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
チャットメール ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メールテンプレート読込み ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
FOMAカード受信／送信メール ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メッセージR/F × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉモード問合せ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
SMS問合せ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉモードメール受信 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
SMS受信 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉMenu × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
フルブラウザ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
URL入力／ URL履歴／
Bookmark／ ラストURL × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

画面メモ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉチャネル × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉアプリ／ｉアプリ一覧 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
ｉアプリダウンロード × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
マイピクチャ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉモーション（動画／音楽再生） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
メロディ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
キャラ電 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
マイドキュメント ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
トルカ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
ミュージックプレイヤー × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × × ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
バーコードリーダー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
カメラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
ビデオカメラ／サウンドレコーダー ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ × ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
伝言メモ／音声メモ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
電話帳 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
プッシュトーク電話帳 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
スケジュール帳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
目覚まし／スケジュールアラーム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
お知らせタイマー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
メモ帳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
電卓 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
辞典 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
着信履歴／リダイヤル ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
プロフィール情報 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
miniSDメモリーカード × ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
お預かりセンターに接続 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
電話帳通信履歴表示 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
FOMAカード未挿入 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
PINロック解除10回失敗によるロック中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
セルフモード中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
PIMロック中 × × × ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○
ダイヤル発信制限 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
電話着信音量／メール・メッセー
ジ着信音量／ｉアプリ音量 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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FOMA端末から利用できるサービス
FOMA端末から利用できる主なサービスは次のとお
りです。

お知らせ
･コレクトコール（106）をご利用の際には、電話を受け
た方に、通話料と1回の通話ごとの取扱手数料90円（税
込94.5円）がかかります（2006年6月現在）。
･番号案内（104）をご利用の際には、案内料100円（税
込105円）に加えて通話料がかかります。また、目や
上肢などの不自由な方には、無料でご案内をしておりま
す。詳細は一般電話から116番（NTT営業窓口）まで
お問い合わせください（2006年6月現在）。
･ FOMA端末から110番、119番、118番通報の際は、
発信場所が特定できません。警察、消防機関側から確認
などの電話をする場合があるため、携帯電話からかけて
いることと、電話番号を伝えてから、明確に現在地を伝
えてください。また、通報は途中で通話が切れないよう
に移動せず通報し、通報後はすぐに電源を切らず10分
程度は着信のできる状態にしておいてください。
･おかけになった地域により、管轄の消防署、警察署に接
続されない場合があります。接続されない場合は、お近
くの公衆電話または一般電話からおかけください。
･一般電話の転送電話をご利用のお客様で、転送先を携帯
電話に指定した場合、一般電話または携帯電話の設定に
よって携帯電話が通話中、サービスエリア外および電源
を切っているときでも発信者には呼出音が聞こえるこ
とがあります。
･ 116番（NTT営業窓口）、ダイヤルQ2、伝言ダイヤル、
クレジット通話などのサービスはご利用できませんの
でご注意ください。ただし、一般電話または公衆電話か
らFOMA端末へおかけになる際の自動クレジット通話
は利用できます。

オプション・関連機器のご紹介
FOMA端末にさまざまな別売りのオプション品を組
み合わせることで、パーソナルからビジネスまでさら
に幅広い用途に対応できます。なお、地域によってお
取り扱いしていない商品もあります。
詳細は、ドコモショップなどの窓口へお問い合わせく
ださい。また、オプション品の詳細については各機器
の取扱説明書などをご覧ください。
I FOMA DC アダプタ　01
I FOMA AC アダプタ　01
I FOMA 乾電池アダプタ　01
I 車載ハンズフリーキット 01※1

I FOMA 車載ハンズフリー接続ケーブル 01
I 電池パック　F09
I 車内フォルダ　01
I 卓上ホルダ　F12
I リアカバー　F14
I キャリングケースL　01
I FOMA USB接続ケーブル※2

I 平型スイッチ付イヤホンマイク　P01／P02
I 平型ステレオイヤホンセット　P01
I イヤホンジャック変換アダプタ　PO01
I スイッチ付イヤホンマイク　P001※3／P002※3

I ステレオイヤホンセット　P001※3

I イヤホンターミナル　P001※3

I FOMA海外兼用 ACアダプタ01
I FOMA室内用補助アンテナ
※1：FOMA 車載ハンズフリー接続ケーブル01が必

要です。
※2：F902iS付属のUSBケーブルをお使いいただけ

ます。
※3：イヤホンジャック変換アダプタP001が必要です。

利用できるサービス 電話番号
コレクトコール（料金着信払通話） （局番なし）106
一般電話の番号案内およびドコモと
ご契約の携帯電話の番号案内（有料）
（電話番号の案内を希望されないお
客様については、ご案内できません）

（局番なし）104

電報の発信（有料）
午前8時～午後10時

（局番なし）115

時報サービス（有料） （局番なし）117
天気予報（有料） 知りたい地域の

市外局番＋177
警察への緊急通報 （局番なし）110
消防・救急への緊急通報 （局番なし）119
海上で事件・事故が起きたときの
緊急通報

（局番なし）118

災害用伝言ダイヤル（有料） （局番なし）171
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外部機器との連携

FOMA Fシリーズデータリンクソフト
FOMA F シリーズ データリンクソフト※には次の4
つの機能があります。これらをまとめて「データリン
クソフト」と呼びます。
※：添付のCD-ROMに収録されている他、ホームペー

ジからダウンロードすることもできます。

I データリンクソフトは、次のOSに対応しています。
- Windows Me、2000、XP

I データリンクソフトを利用する際は、m62
41を押し「通信モード」に設定します。「通
信モード」で初めてパソコンに接続する場合は、あ
らかじめ通信設定ファイル（ドライバ）をインス
トールしてください。データリンクソフトと通信設
定ファイルのインストールについては、添付のCD-
ROMのDataLinkフォルダ内の「DataLink.txt」を
ご覧ください。

I 転送可能データ、動作環境、操作方法、制限事項な
どの詳細は、添付のCD-ROM、データリンクソフ
トのヘルプ、ホームページをご覧ください。

お知らせ
･データシンクロソフトで一部同期させられないデータ
があります。同期可能なデータについての詳細は、ソフ
トのヘルプをご覧ください。
･データリンクソフトでの各データの呼びかたと、FOMA
端末内での呼びかたが異なる場合があります。
･データリンクソフトのカレンダー表示範囲は、FOMA端
末のカレンダー画面の表示範囲と異なります。
･ F902iS以外で撮影された動画／ｉモーションは、転送
できない場合があります。
･Microsoft® Exchange Serverなどを使用していると
きは、Microsoft® Outlook®と同期できません。
Microsoft® Exchange Serverなどとの共有を解除し
てからご使用ください。
･ FOMA端末外への出力が禁止されている静止画や動画／
ｉモーション、メロディは、パソコンへ転送できません。
ただし、自端末でファイル制限を「あり」に設定したデー
タ、「データ交換」フォルダ内のデータは転送できます。
･miniSDユーティリティを使用して読み込み、書き込みを
行う場合、データ量によっては転送に時間がかかります。

FOMA F シリーズ データリンクソフト
Copyright© 2006 FUJITSU LIMITED

■データリンクソフトに関するホームページ
http://www.fmworld.net/product/phone/datalink/

■ FOMAシリーズデータリンクソフトについてのお問い合わせ先
富士通データリンクソフトサポートセンター

0120-176-769
※ 携帯電話、PHSからもご利用になれます。
受付時間：10：00～19：00 （日・祝祭日を除く）
※ ダイヤルの電話番号をよくご確認の上、お間違いのないようにおかけく
ださい。

動画データを外部機器から取り込ん
でFOMA端末で再生する

パソコンなどの外部機器で作成した動画（MP4形式、
ASF形式）をminiSDメモリーカードに保存すること
で、FOMA端末で再生できます。

I miniSDメモリーカード内のマルチメディアデータ
を再生する→P334

I 再生可能なMP4形式→P170
I 再生可能な ASF ファイルは次のとおりです。ASF
ファイルの中にも再生できないものがあります。

I miniSDメモリーカード内の動画を再生するには、
miniSDユーティリティなどを使って決められた
フォルダに動画データを保存する必要があります。
miniSDメモリーカードのフォルダ構成→P328
miniSDメモリーカードの情報更新→P338

I 対応外部機器については、パソコンから次のホーム
ページにアクセスしてご確認いただけます。
http://www.fmworld.net/product/phone/
peri/

ソフト名 内　容
データリンク
ソフト

電話帳やメールなどのデータを、USB
接続できるパソコンで編集したり、
バックアップしたりできます。

データシンクロ
ソフト

Microsoft® Outlook®とデータの同
期ができます。

miniSD
ユーティリティ

miniSDメモリーカードの電話帳やブッ
クマークなどのデータを編集したり、
バックアップしたりできます。また、
ミュージックプレイヤーで再生する音
楽データを書き込む場合にも使用しま
す。
※ FOMA端末でUSBモード設定を行
う必要があります。

Fアルバム
ソフト

パソコンにアルバムを作成して画像
などのデータを管理できます。

･ FOMA F シリーズデータリンクソフトはフリーウェア
として無料配布を行っておりますが、著作権は富士通株
式会社に帰属します。使用許諾契約書についてはインス
トール先のLicense.txtをご覧ください。
･富士通株式会社は、本ソフトウェアの不稼働、稼働不
良を含む法律上の瑕疵担保責任、その他の保証責任を
負わないものとします。また、本ソフトウェアの商品
性、またはお客様の特定の目的に対する適合性につい
て、いかなる保証も行わないこととします。本ソフト
ウェアの使用または、本ソフトウェアを使用できない
ことにより生じた直接的損害、間接的損害、特別な事
情から生じた損害、お客様のデータ喪失および逸失利
益などについて、いかなる責任も負いません。

ファイル形式 SD-Video（ASF）
符号化方式 映像：MPEG-4

音声：G.726

＜動画（ASF形式）＞

miniSD
メモリーカードパソコンなど F902iS
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＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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FOMA端末で撮影した動画データ
をパソコンなどで再生する

FOMA端末で撮影した動画（MP4形式）をminiSD
メモリーカードやメール添付などでデータ転送し、パ
ソコンで再生できます。

I FOMA端末で撮影した動画ファイル→P170

動画再生ソフトのご紹介

パソコンで動画（MP4形式）を再生するには、アッ
プルコンピュータ株式会社のQuickTime™ Player
（無料）ver.6.4以上（またはver.6.3＋3GPP）が必
要です。
QuickTime Playerは次のホームページからダウン
ロードいただけます。
http://www.apple.com/jp/quicktime/download/
I ダウンロードするには、インターネットと接続した
環境のパソコンが必要です。また、ダウンロードに
あたっては別途通信料がかかります。

I 動作環境、ダウンロード方法、操作方法など詳細は、
上記ホームページをご覧ください。

パソコンなど

＜動画（MP４形式）＞

F902iS
メール添付、
miniSD

メモリーカード
など

動
画
再
生
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困ったときには

故障かな？と思ったら、まずチェック
まず初めに、ソフトウェアを更新する必要があるかをチェックしていただき、必要な場合にはソフ
トウェアを更新してください。
I ソフトウェアを更新する→P459
■ 電源・充電関連
●FOMA端末の電源が入らない（FOMA端末が使えない）

●充電できない

●充電中にランプが点滅する

●ディスプレイ上部のアイコンが点滅し、ピピピというア
ラームが鳴っている

■ 電話関連
●ディスプレイに「しばらくお待ちください」と表示さ
れ、消えない

●ダイヤルキーを押しても発信できない

●ディスプレイに が表示され、話中音（プープー音）
が出る

●電話をかけたが話中音（プープー音）が出てつながらな
い

●着信音が鳴らない

●エニーキーアンサー機能で音声電話を受けることがで
きない

●通話中、相手の声が聞こえにくい、相手の声が大きすぎ
る

●リダイヤル／着信履歴が勝手に削除される

●電話がかかってきたとき、設定していない着信音が鳴る

･ 電池パックが正しく取り付けられていますか。
→P40
･ 電池切れになっていませんか。→P44
･ デュアルネットワークサービスでmova端末が有効と
なっている場合、FOMA端末でのサービスの利用はで
きません。FOMA端末が有効になっているかご確認く
ださい。詳細は『ネットワークサービス操作ガイド』
をご覧ください。

･ 電池パックが正しく取り付けられていますか。
→P40
･ 充電端子が汚れていませんか。端子部分を乾いた綿棒
などで清掃してください。
･ ACアダプタのコネクタがFOMA端末の外部接続端子
や卓上ホルダの接続端子にしっかりと差し込まれて
いますか。→P43
･ 卓上ホルダにFOMA端末が正しく取り付けられていま
すか。→P44

･ 通話中、通信中、プッシュトーク通信中の場合は、直
ちに終了してください。FOMA端末からACアダプタ
（卓上ホルダ）、DCアダプタを外してセットし直し、
正しい方法でもう一度充電してください。
→P43、P44
･ 以上の操作をしても正常に充電できない場合は、ドコ
モショップなどの窓口にご連絡ください。

･ 電池が少なくなっています。充電してください。
→P41、P45

･ 音声回線／パケット通信設備
が故障、または音声回線ネッ
トワーク／パケット通信ネッ
トワークが非常に混み合って
いますので、しばらくたって
からおかけ直しください。ダ
イヤルキーを押すと、文字情
報を消去できます。
･ 110番、119番、118番に
は電話をかけることができま
す。ただし、状況によりつな
がらない場合があります。

･ オールロックを起動していませんか。→P155
･ おまかせロックを起動していませんか。→P156
･ セルフモードを起動していませんか。→P157
･ ダイヤル発信制限を起動していませんか。→P158
･ 開閉ロックを設定していませんか。→P161

･ サービスエリア外か、電波の弱い所にいませんか。
→P46

･ 市外局番を忘れていませんか。→P50
･ 発信音を聞かず、急いで電話番号を入力していません
か。
･「圏外」の表示が出ていませんか。→P46

･ 音量設定の電話着信音量を「Silent」に設定していま
せんか。→P123
･ 次の機能を設定していませんか。
- メモリ別着信拒否／許可→P163
- 発番号なし動作設定→P163
- 呼出動作開始時間設定→P164
- メモリ登録外着信拒否→P165

･ マナーモードを起動していませんか。→P126
･ 公共モードを起動していませんか。→P67
･ オールロックを起動していませんか。→P155
･ セルフモードを起動していませんか。→P157
･ 留守番電話サービスや転送でんわサービスの呼出時
間を「0秒」に設定している場合、着信音は鳴りませ
ん。詳細は『ネットワークサービス操作ガイド』をご
覧ください。

･ エニーキーアンサー設定を「OFF」に設定していませ
んか。→P63

･ 音量設定の受話音量の設定を変更していませんか。聞
き取りやすい受話音量に調整してください。
→P65、P123

･ ダイヤル発信制限を起動していませんか。→P158
･ PIMロックを起動していませんか。→P157

･ 複数の機能で着信音が設定されている場合は、次の優
先順位で着信音が鳴ります。
aマルチナンバーの着信設定
b FOMA端末電話帳の電話帳別着信設定
c FOMA端末電話帳のグループ別発着信設定
d電話着信音／電話着信設定／テレビ電話着信設定
･ プライバシーモードを起動していませんか。→P159
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●電話がかかってきたとき、設定していないイメージが表
示される

●電話がかかってきたとき、設定していないイルミネー
ションパターンやイルミネーションカラーでランプが
動作する

●電話がかかってきたとき、電話帳に登録されている名前
や着信音などが動作しない

■ 設定・操作関連
●メニューのアイコンが鍵のアイコンになり、選択できな
い

●メモリ登録外着信拒否が選択できない

●呼出動作開始時間設定が選択できない

●PIMロック機能が選択できない

●キー確認音が鳴らない

●FOMA端末の電源を入れると「FOMAカード（UIM）を
挿入してください」とメッセージが表示される

●FOMA端末を開くたびに認証画面が表示される

●ディスプレイに「オールロック中」と表示されている

●ディスプレイに「おまかせロック中です」と表示され、
操作できない

●電話帳やメールのキー操作を行うと「暗証番号を入力し
てください」と表示される

●待受画面に が表示されている

●FOMA端末を折り畳んでいるときにサイドキーやラウン
ドイルミネーションパネルを押しても操作できない

●待受画面に が表示され、操作できない

●曜日が英語で表示される

●日付・時刻が消去された

●ディスプレイが暗い

●ディスプレイ、ダイヤルキーの照明が点灯しない

●自動電源ON設定を「ON」に設定しても、指定した時刻
に電源が入らない

●目覚ましやスケジュールを設定しても、電源が切れてい
るときに指定した日時に動作しない

･ 電話着信設定の着信音に音声と映像のある動画／ｉモー
ションが設定されている場合は、イメージは設定した
ｉモーションになります。

･ 複数の機能で着信画像が設定されている場合は、次の
優先順位でイメージが表示されます。
aマルチナンバーの着信設定
b FOMA端末電話帳の電話帳別着信設定
c FOMA端末電話帳のグループ別発着信設定
d電話着信音／電話着信設定／テレビ電話着信設定

･ プライバシーモードを起動していませんか。→P159

･ 複数の機能でイルミネーションパターンやイルミ
ネーションカラーが設定されている場合は、次の優先
順位でランプが動作します。
a FOMA端末電話帳の電話帳別着信設定
b FOMA端末電話帳のグループ別発着信設定
c着信イルミネーション／電話着信設定／テレビ電

話着信設定
･ プライバシーモードを起動していませんか。→P159

･ 相手の電話番号と電話帳に登録されている電話番号
が一致していません。正しい電話番号を電話帳に登録
してください（名前の表示について→P101）。

･ プライバシーモードを起動していませんか。→P159

･ 各種ロック機能や FOMA カード未挿入などの理由で
機能が実行できない場合は、アイコンが で表示さ
れ、選択できません。→P38、P155

･ 呼出動作開始時間設定の着信呼出動作を「ON」に設
定している場合、メモリ登録外着信拒否は設定できま
せん。→P165

･ メモリ登録外着信拒否を「ON」に設定している場合、
呼出動作開始時間設定は設定できません。→P164

･ メモリ登録外着信拒否を「ON」に設定している場合、
PIMロックは設定できません。→P157

･ キー確認音を「OFF」に設定していませんか。→P124
･ マナーモードを起動していませんか。→P126

･ FOMAカードが正しく取り付けられていないか、破損
している可能性があります。FOMAカードが正しく取
り付けられているか確認してください。→P38

･ 開閉ロック中です。解除してください。→P161

･ オールロック中です。解除してください。→P155

･ おまかせロック中です。解除
してください。→P156

･ プライバシーモードを起動しています。暗証番号を入
力するか、プライバシーモードを解除してください。
→P159

･ HOLD中のため、サイドキーとラウンドイルミネーショ
ンパネルの操作が無効になっています。解除してくださ
い。→P160

･ HOLD中のため、サイドキーとラウンドイルミネーショ
ンパネルの操作が無効になっています。解除してくださ
い。→P160

･ 開閉ロック中です。解除してください。→P161

･ バイリンガルを英語表示に設定していませんか。
→P146

･ 時計表示設定の曜日を「英語」に設定していませんか。
→P145

･ 自動時刻補正を「OFF」にして日付・時刻を設定した
ときは、電池パックを取り外したり、電池が切れたま
ま長い間充電しなかったりすると、日付・時刻が消去
される場合があります。もう一度日付・時刻の設定を
行ってください。→P47

･ 照明設定の明るさ調整を「低輝度」に設定していませ
んか。→P139

･ 省電力状態になっていませんか。→P46

･ 点灯時間設定の通常時を「0秒」に設定していません
か。→P139

･ 電池パックが外れてしまった場合など、電源を切る操
作や自動電源OFF設定以外で電源が切れると、これら
の機能は動作しません。

･ 電池パックが外れてしまった場合など、電源を切る操
作や自動電源OFF設定以外で電源が切れると、これら
の機能は動作しません。

･ アラーム自動電源ON設定を「ON」に設定してくださ
い。→P368
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●通話料金が積算されなくなった

■ メール・ｉアプリ・データ関連
●カメラで撮影した静止画や動画がぼやける

●ダウンロードデータ、メール添付のファイル、メッセー
ジR/F の表示や再生ができない

●メール受信時に、設定していない着信音が鳴る

●メール受信時に、電話帳に登録されている名前や着信音
が動作しない

●メール受信時に、設定していないイルミネーションパ
ターンやイルミネーションカラーでランプが動作する

●静止画や動画が や で表示される

●キーを押したときの画面の反応が遅い

●ｉアプリ／ｉアプリ待受画面が起動できない

●ｉアプリ動作中にディスプレイの照明が点灯しない

■ その他
●おサイフケータイが使えない

●指紋認証や登録の際、センサーに指を触れていないのに
「操作が速すぎます」「操作が遅すぎます」のメッセージ
が表示される

●ディスプレイに残像が残る

●ディスプレイに常時点灯する／点灯しないドット（点）
がある

●取扱説明書に記載されていない電池残量マークが表示
されている／スクリーン設定で選択できる組み合わせ
の種類が増えている／メニュー設定のアイコンデザイ
ンが増えている／普段とｉモーションの早送りのしか
たが違う

･ 通話料金のFOMAカードへの積算が上限（約1677
万円）に達した可能性があります。リセットすること
により0円に戻せます。→P381

･ 手ぶれ補正オートに設定して撮影してください。
→P185
･ 近くの被写体を撮影するときは、オートフォーカスを
利用するか、接写撮影に切り替えてください。
→P175、P182

･ FOMAカード動作制限機能により、FOMAカードを
差し替えた場合やFOMAカードを差し込んでいない
場合は、これらの機能は動作しません。→P39

･ 複数の機能でメール着信音が設定されている場合は、
次の優先順位で着信音が鳴ります。
a FOMA端末電話帳の電話帳別着信設定
b FOMA端末電話帳のグループ別発着信設定
cメール・メッセージ着信音／メール着信設定
･ 複数のメールを同時に受信したときは、最後に受信し
たメールに設定されている条件に従いメール着信音
が鳴ります。
･ プライバシーモードを起動していませんか。→P159

･ 相手の電話番号またはメールアドレスと電話帳に登録
されている電話番号またはメールアドレスが一致して
いません。正しい電話番号とメールアドレスを電話帳
に登録してください（名前の表示について→P101）。
･ プライバシーモードを起動していませんか。→P159

･ 複数の機能でイルミネーションパターン、イルミネー
ションカラーが設定されている場合は、次の優先順位
でランプが動作します。
a FOMA端末電話帳の電話帳別着信設定
b FOMA端末電話帳のグループ別発着信設定
c着信イルミネーション／メール着信設定
･ 複数のメールを同時に受信したときは、最後に受信し
たメールに設定されている条件に従い動作します。
･ プライバシーモードを起動していませんか。→P159

･ データが壊れている場合は正しく表示できず、 や
で表示されます。

･ FOMA端末とminiSDメモリーカードの間で容量の大
きいデータをやりとりしているときに、FOMA端末の
画面の反応が遅くなる場合があります。

･ FOMA カードが正しく取り付けられていますか。
FOMA カード動作制限機能により、FOMA カードを
差し替えた場合やFOMA カードを差し込んでいない
場合は、ｉアプリが起動できません。→P39
･ ｉアプリが IP（情報サービス提供者）により停止状態
になっていませんか。
･ ｉアプリDXを起動するには日付・時刻の設定が必要
です。→P47

･ ｉアプリDXでは、ｉアプリの有効性を確認するため、
ｉアプリの通信設定に関わらず通信する場合があり
ます。また、有効性の確認が完了するまでｉアプリを
起動できない場合があります。
･ オールロック中、おまかせロック中、PIM ロック中、
プライバシーモード中（ｉアプリを「認証後に表示」
に設定した場合）はｉアプリ待受画面を起動できませ
ん。→P155、P156、P157、P159

･ 点灯時間設定の通常時を「0秒」、ｉアプリの照明設
定を「端末設定に従う」に設定している場合、ディス
プレイの照明は点灯しません。→P139、P271
･ ｉアプリの照明設定を「ソフトに従う」に設定した場
合、公共モード中はディスプレイの照明は点灯しませ
ん。→P271

･ ICカードオートロック設定や ICカードロック解除予
約によって、ICカードロックを起動していませんか。
→P296、P297
･ 電池パックが正しく取り付けられていないか、電池
パックが取り外されていると、ICカードロックが起動
し、おサイフケータイが使えなくなります。電池パッ
クが正しく取り付けられているかを確認し、電源を入
れ直してください。→ P40

･ センサー表面が濡れていたり、結露していたりするこ
とが考えられます。柔らかい布で水分を取り除いてか
らご使用ください。

･ FOMA端末の電源を切らずに電池パックを取り外すと、
しばらくの間、ディスプレイから残像が消えないことが
あります。電池パックの取り外しは、電源を切ってから
行ってください。
･ FOMA端末を開いたまましばらく同じ画面を表示して
いると、何か操作して画面が切り替わったとき、前の
画面表示の残像がディスプレイに残る場合がありま
す。

･ FOMA端末のディスプレイは非常に高度な技術を駆使
して作られていますが、一部に常時点灯するドット
（点）や点灯しないドット（点）が存在する場合があり
ます。これは液晶ディスプレイの特性であり、FOMA
端末の故障ではありません。あらかじめご了承くださ
い。

･ 隠し機能が起動しています。隠し機能を起動または解
除する場合は、カスタムメニューのグループ名に「ホ
リデイ」と入力します。→P376
･ パソコンなどの外部機器で作成した900秒以上の動
画（ASFファイル）再生中に1～9を押すと、全
再生時間の10％までの範囲で10～90秒先に早送り
できます。0を押すと全再生時間の10％先に早送
りできます。

＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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エラーメッセージ一覧

こんな表示が出たら
FOMA端末に表示される主なエラーメッセージを50音順に示します。
I エラーメッセージ中の「（数字）」または「XXX」は、ｉモードセンターから送信されたエラーを区別するため
のコードです。

●FOMAカード（UIM）がいっぱい
です

●FOMAカード（UIM）が異なるた
めご利用できません

●FOMAカード（UIM）が異なるた
め指定されたソフトが起動できま
せんでした

●FOMAカード（UIM）が挿入され
ていないためご利用できません

●FOMAカード（UIM）が挿入され
ていないため指定されたソフトが
起動できませんでした

●IC カード内データがいっぱいのた
めダウンロードできません　いず
れかのソフトを削除しますか？

●ICカード内データが削除できないソ
フトが存在します。それ以外を削除
しますか？

●IC カード内データにエラーがある
ため削除できません

●ｉアプリの通信回数が多くなってい
ます。通信を継続しますか？

●ｉアプリ利用を継続し、通信を行い
ますか？

●ｉモーション再生サイズを超えてい
ます／超えました

●ｉモーション最大サイズを超えてい
ます／超えました

●ｉモードセンターが混みあっていま
す　しばらくお待ち下さい（555）

●miniSDカードが挿入されていませ
ん

●miniSDカードの保存件数がいっぱ
いです。保存先を本体に変更します

●miniSDカードの保存領域がいっぱ
いです

●miniSDカードへの保存はできませ
ん。保存先を本体に変更します

●miniSDカード未挿入またはデータ
がありません

FOMAカードの保存領域が不足し
ているため、SMSを保存できませ
ん。FOMAカード内のSMSを削除
するか、FOMA端末に移動してく
ださい。→P264

サイトやホームページからダウン
ロードしたデータやメールの添付
ファイル、メッセージR/Fを保存
したときとは異なるFOMAカード
を挿入しています。ダウンロード、
メッセージR/Fを保存したときと
同じFOMAカードを挿入して利用
してください。→P39

サイトなどからダウンロードした
ときのFOMAカードと連携して利
用するｉアプリを起動できませ
ん。ダウンロードしたときと同じ
FOMAカードを挿入して利用して
ください。→P39

FOMAカードが挿入されていませ
ん。FOMAカードを挿入して利用
してください。→P38

サイトなどからダウンロードした
ときのFOMAカードと連携して利
用するｉアプリを起動できませ
ん。ダウンロードしたときと同じ
FOMAカードを挿入して利用して
ください。→P39

おサイフケータイ対応ｉアプリを
ダウンロードする際、ICカード内
データの保存領域の空きが不足し
ている場合に表示されます。「は
い」を選択すると、すでに保存し
ているおサイフケータイ対応ｉア
プリが表示されます。画面の指示
に従いｉアプリを起動してICカー
ド内のデータを削除後、ｉアプリ
を削除してください。
→P282、 P291

複数削除または全件削除するｉア
プリの中に、ICカード内のデータを
削除できないために削除できない
おサイフケータイ対応ｉアプリが
含まれています。それ以外のｉアプ
リを削除するときは「はい」を選択
します。

IC カード内のデータにエラーがあ
るおサイフケータイ対応ｉアプリ
は削除できません。

ｉアプリ利用時の通信回数が一定
時間内に著しく多い場合に表示さ
れます。ｉアプリを継続して利用す
るには「はい」、ｉアプリの通信を
終了して継続するには「いいえ」、
ｉアプリを終了するには「ｉアプリ
終了」を選択します。

ｉアプリ利用時の通信回数が一定
時間内に著しく多く、「ｉアプリの
通信回数が多くなっています。通信
を継続しますか？」のメッセージが
表示された後で、再びｉアプリが通
信しようとしました。ｉアプリを継
続して利用するには「はい」、ｉ ア
プリを終了するには「ｉアプリ終
了」を選択します。

標準タイプのｉモーションのデー
タ取得時、またはデータ取得中の
再生時に、データが500Kバイト
を超えたため取得または再生が完
了しませんでした。

ストリーミングタイプのｉモー
ションのデータ取得時にサイズが
2Mバイトを超えたため、取得が完
了しませんでした。

ｉモードセンターが混み合ってい
ます。しばらくたってから操作し
直してください。

miniSDメモリーカードがFOMA
端末に取り付けられていないとき
は、カメラで撮影した静止画や動
画をminiSDメモリーカードに保
存したり、FOMA端末に保存され
ているデータをminiSDメモリー
カードにコピーまたは移動できま
せん。miniSDメモリーカードを取
り付けてから保存、コピーまたは
移動してください。→P331
また、ミュージックプレイヤーの
起動中にminiSDメモリーカード
を取り外すと、操作ができなくな
ります。

カメラの静止画詳細設定および動
画／録音詳細設定の保存先を
「miniSDカード」に設定している
ときにminiSDメモリーカードの
保存件数がいっぱいになると、保
存先が自動的に「本体」に切り替
わります。

miniSDメモリーカードの保存領
域がいっぱいのため、データの複
数コピー、複数移動、全件コピー、
全件移動、バックアップ、情報更
新ができません。不要なデータを
削除してください。→P334

ダウンロードしたキャラ電の撮影
後ファイル制限が「あり」に設定
されている場合、そのキャラ電を
撮影した静止画や動画はminiSD
メモリーカードに保存できませ
ん。また、撮影後ファイル制限の
設定は変更できません。

ミュージックプレイヤー起動時
に、miniSDメモリーカードが取り
付けられていないか、miniSDメモ
リーカード内に規定のフォルダま
たは規定のフォルダ内にデータが
存在しません。miniSDメモリー
カードを取り付けるか、音楽デー
タを規定のフォルダに保存してく
ださい。→P356
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●PIMロック中です

●PINロック解除コードがロックされ
ています

●SMSセンター設定を確認してくだ
さい

●SSL通信が切断されました

●SSL通信が無効です

●SSL通信が無効に設定されていま
す

●SSL通信を切断しました

●TLS／SSL通信が切断されました

●TLS／SSL通信が無効です

●TLS／SSL通信が無効に設定され
ています

●TLS／SSL通信を切断しました

●URLが正しくありません

●URLが長すぎて登録できません

●宛先をご確認ください

●アドレスが登録されていません

●アドレスをご確認ください

●移動できませんでした

●エラーが発生したため保存できま
せん

●遠隔操作可能なサービスは未契約
です

●応答がありませんでした（408）

●音声が／画像が／この動画は／こ
のメロディは／メロディを再生で
きません

●カード情報を認識できません

●画像に誤りがあり正しく動作しま
せん

●画像を表示できません

●規定のアクセス回数を超えたため
参照できません（491）

●圏外です

●更新できませんでした

●このｉモーションを再生するため
にはｉモーションタイプ設定を変
更してください。今すぐ設定を行
いますか？

●このカードは認識できません

●この画像形式は保存できません

●この画像は保存できません

●このキャラ電は表示できません

●この形式のデータは実行できませ
ん

●このサイトとのSSL通信は無効で
す

●このサイトとのTLS／SSL通信は
無効です

PIMロック中は、禁止されている
操作ができません。→P157

ドコモショップ窓口にお問い合わ
せください。

SMS設定（SMSC）が誤っていま
す。設定を確認してください。
→P262

SSL通信中にエラーが発生した
か、その他のクライアント認証に
関わるサーバ側での認証エラーの
ためSSL通信が中断されました。

SSL通信の認証処理で問題が検出
されました。接続は中止されます。

FOMA端末の証明書が無効に設定
されています。接続するには設定
を変更してください。→P214

SSL通信中にサイトの証明書に問
題が発生しました。接続確認画面
で「いいえ」を選択した場合に表
示され、SSL通信が切断されます。

TLS／SSL通信中にエラーが発生
したか、その他のクライアント認
証に関わるサーバ側での認証エ
ラーのためTLS／SSL通信が中断
されました。

TLS／SSL通信の認証処理で問題
が検出されました。接続は中止さ
れます。

FOMA端末の証明書が無効に設定
されています。接続するには設定
を変更してください。→P214

TLS／SSL通信中にサイトの証明
書に問題が発生しました。接続確
認画面で「いいえ」を選択した場
合に表示され、TLS／SSL通信が
切断されます。

入力したURLにエラーがありま
す。URLを確認してください。

URLが登録可能な文字数を超えて
いるためブックマークまたは画面
メモに登録できません。

SMSの送信に失敗しました。宛先
が正しいかどうか確認してくださ
い。

選択したメールグループ内にメー
ルアドレスが登録されていませ
ん。メールアドレスを登録してく
ださい。→P253

メールグループに入力したメール
アドレスにエラーがある、または
入力されていません。メールアド
レスを確認してください。

データの複数移動または全件移動
時、すべてのデータを移動できま
せんでした。

添付ファイル保存時にエラーが発
生したため、保存できません。

遠隔操作を行おうとした留守番電
話サービスまたは転送でんわサー
ビスが未契約です。留守番電話
サービスまたは転送でんわサービ
スを利用するには別途ご契約が必
要です。→P390

サイトやホームページから規定時
間内に応答がなく、通信が切断さ
れました。しばらくたってから操
作し直してください。

メロディ、ｉモーション、画像な
どの各データにエラーがあるため
再生できません。データを確認し
てください。

FOMAカードが正しく取り付けら
れていないか、FOMAカードに異常
があります。FOMAカードの取り付
けを確認してください。→P38

画像データに誤りがあるため、Flash
画像を表示できません。

画像にエラーがあるため表示でき
ません。画像を確認してください。

メール受信時に取得できなかった
10000バイトより大きい静止画
のダウンロード時に、規定のアク
セス回数を超えました。

電波の届かない所かFOMAサービ
スエリア外にいるため実行できま
せん。

パターンデータの更新に失敗しま
した。他に起動している機能をす
べて終了後、電波状態のよい所で
更新し直してください。→P46

ｉモーションタイプ設定が「標準
タイプ」の設定のままストリーミ
ングタイプのｉモーションを取得
しようとしました。「はい」を選択
してｉモーション設定でｉモー
ションタイプを変更してくださ
い。設定しないときは「いいえ」を
選択します。→ P218

FOMAカードが正しく取り付けら
れていないか、FOMAカードに異
常があります。
FOMAカードを確認してください。
→P38

フルブラウザでGIF 形式または
JPEG形式以外の画像は保存でき
ません。

サイトや画面メモ、メッセージR/
F内の画像にエラーがあるため、保
存できません。

データに不正があるキャラ電は表
示できません。

FOMA端末で対応していないファ
イル形式のデータをminiSDメモ
リーカードからFOMA端末にコ
ピーまたは移動したり、検索した
りできません。

サイトの証明書が書き換えられて
います。接続できません。

サイトの証明書が書き換えられて
います。接続できません。
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●このサイトの安全性が確認できま
せん。接続しますか？

●このサイトは安全でない可能性が
あります。接続しますか？

●この接続先の安全性が確認できま
せん。接続しますか？

●この接続先は安全でない可能性が
あります。接続しますか？

●このソフトは現在利用できません

●このデータは再生できない可能性
があります

●このデータは表示できません

●このデータは保存できません。取
得しますか？

●コピーできませんでした

●これ以上入力できません

●サービス未契約です

●サービス未提供です

●再生可能日前です。再生できません

●再生制限データに誤りがあるた
め、取得できません

●再生できません。更新が可能な
データは本体をPCに接続し転送
元ソフトを起動して更新してくだ
さい

●最大サイズを超えたので中断しま
した

●最大サイズを超えています。受信
できません（452）

●最大文字数を超えたため引用でき
ない部分がありました

●最大文字数を超えました

●サイトが移動しました（301）

●サイトに接続できませんでした
（403）

●削除しますか？ ICカード内データ
も削除されます

●時刻がリセットされたため、この
データを取得／再生できません。
日付時刻設定にて自動時刻補正を
ONに設定し電源を入れ直してく
ださい

●指定サイトがみつかりません
（404）

●指定サイトに表示データがありま
せん（204）

●指定先にジャンプできません

●指定されたソフトがありません

●指定されたソフトが起動できませ
んでした

サイトの証明書が、FOMA端末で
対応していない証明書です。接続
するときは「はい」を、接続を中
止するときは「いいえ」を選択し
ます。

サイトの証明書の有効期限前か期
限が過ぎています。接続するとき
は「はい」、接続を中止するときは
「いいえ」を選択します。→P214

FOMA端末の証明書の有効期限前
か期限が過ぎています。
接続するときは「はい」を、接続
を中止するときは「いいえ」を選
択します（→P214）。また、日付・
時刻を設定していない場合や、間
違っている場合にも表示されるこ
とがあります。日付・時刻を正し
く設定してから接続してくださ
い。→P47

サイトの証明書のCN名（サーバ
名）が実際のサーバ名と一致して
いません。接続するときは「はい」
を、接続を中止するときは「いい
え」を選択します。→P214

IP（情報サービス提供者）によっ
てｉアプリの使用が停止されてい
ます。

動画／ｉモーションがFOMA端末
で対応していない形式です。再生
できない場合があります。

メールテンプレートにエラーが発
生したため、表示できません。

ｉモーションを保存できません
が、取得するときは「はい」を、取
得しないときは「いいえ」を選択
します。

･ マルチメディアデータの複数コ
ピーまたは全件コピー時に、すべ
てのデータをコピーできません
でした。
･ コピーできない形式のPIMデータ
をコピーしようとしました。

入力可能な文字数を超えていま
す。文字数を減らしてください。

･ ｉモードの契約がされていないた
め実行できません。ｉモードを利
用するには申し込みが必要です。
･ ｉモードを途中から契約された場
合は、FOMA端末の電源を一度
切ってから、もう一度電源を入れ
直してください。→P46

SMSが未提供です。

ｉモーションに設定されている再
生期間より前のため再生できませ
ん。再生可能日以降に再生してく
ださい。→P315

再生制限データが誤っているため
取得できません。

再生しようとした音楽データの再
生期限が切れているか、再生期限
の確認ができないため、再生でき
ません。パソコンで再生期限内で
あることを確認し、FOMA端末を
パソコンに接続して同期をとる
と、音楽データが再生できます。
→P357

･ サイトやホームページのサイズ
が最大サイズを超えたため取得
を中断しました。gを押すと正
常に取得した部分までを表示し
ます。
･ キャラ電、デコメールテンプレー
ト、または10000バイトより大
きい静止画のダウンロード時に
最大サイズを超えたため取得を
中断しました。

サイトやホームページのサイズが
最大サイズを超えているため、受
信できません。

SMSの本文が70文字を超える
（送信種別が英語の場合は160文
字）メールに本文を引用して返信
できません。→P254

ｉモードメールの本文が全角で
5000文字または半角で10000
文字を超えるメールに本文を引用
して返信できません。→P254

サイトやホームページが自動的に
URL転送を行なっているか、URL
が変更されています。

指定のサイトやホームページに接
続を拒否されるなど、何らかの原
因でサイトに接続できませんでし
た。

複数削除または全件削除するｉア
プリの中に、ｉアプリを削除する
とICカード内のデータも削除され
るおサイフケータイ対応ｉアプリ
が含まれます。ｉアプリおよびIC
カード内のデータを削除するとき
は「はい」を選択します。

自動時刻補正を「OFF」にして日
付・時刻を設定したときは、電池
パックを取り外したり、電池が切
れたまま長い間充電しなかったり
すると、日付・時刻が消去される
場合があります。日付・時刻の設
定を行い、もう一度データを取得
し直してください。→P47

サイトなどが見つかりませんでし
た。URLが正しいかどうか確認し
てください。

指定のサイトにデータがありませ
んでした。

ｉモーションのテロップにサイト
（Web To）などのリンクが設定さ
れているとき、URLが256文字を
超えている場合や取得を中断した
場合は、リンク先を表示できませ
ん。

サイトやメール、外部機器から指
定されたソフトがFOMA端末に保
存されていません。

ｉアプリにエラーが発生したた
め、ｉアプリを起動できません。
サイトやメール、外部機器からｉア
プリTo機能で指定されたｉアプリ
を起動するとき、ソフト動作設定や
起動条件などに問題がある場合は
ｉアプリを起動できません。
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●指定したサイトへは接続できませ
んでした（504）

●指定したファイルが見つかりませ
ん（492）

●しばらくお待ちください

●しばらくお待ちください（パケット）

●受信が中断されました。受信でき
なかったメッセージがあります

●受信メールがいっぱいです

●受信メールのデータが壊れていま
す　お買い上げ時の状態に戻しま
すか？

●受信を拒否されました

●情報が正しくないため再生できま
せんでした

●署名は設定されていません

●署名をつけることができません

●既にメッセージをお預かりしてい
ます

●正常に接続できませんでした
（400）

●赤外線　FOMAカード（UIM）が
挿入されていないため指定された
ソフトが起動できませんでした

●赤外線　接続相手が見つかりませ
ん。処理を継続しますか？

●赤外線　中断されました

●赤外線　認証接続できませんでし
た

●セキュリティエラーのため、ｉアプ
リ待受画面を解除しました

●セキュリティエラーのため、終了
しました

●接続が中断されました

●接続できません

●接続できませんでした

●接続できませんでした（503）

●接続できませんでした（562）

●設定時間内に接続できませんでし
た

●セルフモード中です

●送信できません　宛先を確認して
ください（451）

●送信できませんでした

●送信できませんでした（552）

●送信メールのデータが壊れていま
す　お買い上げ時の状態に戻しま
すか？

●送信を拒否されました

●そのソフトは最新です

何らかの原因で、指定のサイトな
どに接続できませんでした。もう
一度、接続し直してください。

メール受信時に取得できなかった
10000バイトより大きい静止画
のダウンロード時に、指定ファイ
ルが見つかりませんでした。

音声回線／パケット通信設備が故
障、または音声回線ネットワーク／
パケット通信ネットワークが非常
に混み合っています。しばらくたっ
てから送信し直してください。

パケット通信設備が故障、または
パケット通信ネットワークが非常
に混み合っています。しばらく
たってから操作し直してくださ
い。

受信中にエラーが発生したため、
SMSをすべて受信できませんで
した。電波状態のよい所に移動し
て、SMS問合せを行ってくださ
い。→P262

受信メールの保存領域の空きが不
足しているため、ｉモードメールを
受信できません。未読のｉモード
メールを読むか、ｉモードメールの
保護を解除するか、ｉモードメール
を削除してください。
→P243、P248

チャットメールの受信データにエ
ラーがあります。「はい」を選択し
てお買い上げ時の状態に戻しま
す。「いいえ」を選択するとお買い
上げ時の状態に戻さずチャット
メールを終了します。

SMSセンターにSMSの受信を拒
否されました。

添付されたメロディや動画／ｉモー
ションのデータが不正なため再生で
きませんでした。

署名が登録されていないため、署
名を挿入できません。署名を登録
して、もう一度操作し直してくだ
さい。

SMS設定の送信文字種が「英語」
に設定されているため、署名を添
付できません。「日本語」に変更し
てください。→P262

すでにSMSは送信済みです。

サイトやホームページのエラーに
より接続できません。URLが間違っ
ている可能性があります。URLが正
しいかどうかを確認してください。

FOMAカードが挿入されていない
ため、赤外線通信で受信したデー
タにｉアプリToが設定されていて
も、指定されているｉアプリを起
動できません。

赤外線通信状態にしてから通信す
る相手が見つからないまま5秒以
上経過しました。20cm以内の距
離で、相手の赤外線ポートに
FOMA端末を向けてから「はい」を
選択してください。→P345

赤外線通信中にエラーが発生しま
した。赤外線通信中は、データの
送受信が終了するまでFOMA端末
を相手の赤外線ポートに向けたま
ま動かさないでください。
→P345

認証パスワードが正しくないた
め、データの全件送信ができませ
んでした。送信側と受信側で同じ
認証パスワードを入力してくださ
い。→P346

許可されていない操作やｉアプリ
の動作があったため、ｉアプリ待
受画面が終了しました。

許可されていない操作やｉアプリ
の動作があったため、ｉアプリが
終了しました。セキュリティエ
ラー履歴に記録されます。

電波状態のよい所に移動して操作
し直してください。それでも同じエ
ラーになる場合は、しばらくたって
から操作し直してください。

ｉモードセンターとの接続に失敗
しました。電波状態のよい所に移
動して操作し直してください。

サーバとの接続に失敗しました。
電波状態のよい所に移動して操作
し直してください。

サーバのメンテナンスや回線の混
雑などのため接続に失敗しまし
た。しばらくたってから操作し直
してください。

ｉモードセンターとの接続に失敗
しました。電波状態のよい所に移
動して操作し直してください。

ｉモードセンターが混み合ってい
ます。しばらくたってから操作し
直してください。

セルフモード中は禁止されている
操作ができません。→P157

ｉモードメールまたはSMSが送
信できません。宛先が正しいかど
うか確認してください。

ｉモードメールまたはSMSの送
信に失敗しました。電波状態のよ
い所で送信し直してください。

ｉモードセンターまたはSMSセ
ンター側のエラーにより、ｉモー
ドメールまたはSMSの送信に失
敗しました。しばらくたってから
送信し直してください。

チャットメールの送信データにエ
ラーがあります。「はい」を選択し
てお買い上げ時の状態に戻しま
す。「いいえ」を選択するとお買い
上げ時の状態に戻さずチャット
メールを終了します。

SMSの送信が拒否されました。

すでに最新のｉアプリにバージョ
ンアップされているため、バー
ジョンアップできません。
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●ソフトに誤りがあります／ソフト
に誤りがあるため、ダウンロード
できません

●ソフトを起動し、ICカード内データ
を削除後、ソフトを削除してくださ
い

●対応機種ではありません

●対応していないコンテンツです

●ダイヤル発信制限中です

●ダウンロードできませんでした

●ただいま利用制限中の為しばらく
してからご利用下さい

●チャットメールのデータが壊れて
います　お買い上げ時の状態に戻
しますか？

●次の宛先にはメール送信できませ
んでした（561）

●データが壊れています。お買い上
げ時の状態に戻しますか？

●データが壊れているので起動でき
ません。お買い上げ時の状態に戻
します

●データが不正です

●データまたはminiSDカードが壊れ
ています

●データまたはminiSDカードが壊れ
ています。保存先を本体に変更しま
す

●電話中のため動画撮影・録音はで
きません

●電話帳に登録されていません

●問合せできませんでした

●同時に通話できる人数4人を超えて
います

●登録された指紋と一致しません

●登録中です。しばらくしてからご
利用ください（554）

●トルカがいっぱいのため保存でき
ません。いずれかのトルカを削除
してください

●長すぎる項目がありました。入力
が完全ではありません

●入力データまたはURLが長すぎま
す

●入力データをご確認ください
（205）

●認証タイプに未対応です（401）

●認証を中止しました

●バージョン表示できませんでした

ｉアプリのデータに誤りがあるた
めダウンロードできません。

ICカード内のデータを削除してお
く必要があるｉアプリです。ｉア
プリを起動し、ICカード内のデー
タを削除してから、ｉアプリを削
除してください。→ P291

ダウンロードしようとしたｉアプ
リが本FOMA端末に対応していな
いため、ダウンロードできません。

FOMA端末で対応していないコン
テンツを読み取った場合は、コン
テンツ選択による操作は行えませ
ん。

ダイヤル発信制限中は禁止されて
いる操作ができません。→P158

受信中に通信が中断されました。
電波状態のよい所に移動し、しば
らくたってから操作し直してくだ
さい。

ｉモードパケット定額サービスを
ご利用の場合に限り、一定時間内
に著しく大量なデータ通信があっ
たときに表示されます。一定時間
接続できなくなることがあります
ので、しばらくたってからｉモー
ドをご利用ください。

チャットメールのデータにエラー
があります。「はい」を選択してお
買い上げ時の状態に戻します。「い
いえ」を選択するとお買い上げ時
の状態に戻さずチャットメールを
終了します。

次の宛先にｉモードメールを送信
できませんでした。
gを押すと送信に失敗した宛先が
表示されます。宛先が正しいかど
うか確認の上、電波状態のよい所
で送信し直してください。

メールまたはトルカのデータにエ
ラーがあります。「はい」を選択し
てお買い上げ時の状態に戻しま
す。お買い上げ時の状態に戻さな
いとメールまたはトルカを起動で
きません。

ICカードロック解除予約のデータ
にエラーがあります。「OK」を選
択してお買い上げ時の状態に戻し
ます。

ダウンロードしたキャラ電、デコ
メールテンプレート、または10000
バイトより大きい静止画のデータに
エラーがあります。

miniSDメモリーカードに問題が
あるため、アクセスできません。
miniSDメモリーカードを初期化
するか、新しいminiSDメモリー
カードを取り付けてください。
→P331、P337

カメラやキャラ電で撮影した静止
画や動画の保存先を「miniSDカー
ド」に指定しているときにminiSD
メモリーカードにアクセスできな
い場合、保存先が自動的に「本体」
に切り替わります。

通話中のカメラ撮影時は動画撮影
および音声録音に切り替えられま
せん。通話を終了してから動画撮
影、音声録音に切り替えてくださ
い。

入力した番号が電話帳に登録され
ていません。電話帳に登録をして
ください。→P101

電波状態のよい所に移動して操作
し直してください。それでも同じ
エラーになる場合は、しばらく
たってから操作し直してくださ
い。

5人以上のメンバーを選んでプッ
シュトーク発信しました。

指紋認証をするときに登録してい
る指紋と一致しませんでした。も
う一度やり直すか、登録している
別の指で指紋認証をやり直してく
ださい。登録しているすべての指
で指紋認証できない場合は、端末
暗証番号で認証操作をして、指紋
の再登録を行ってください。ただ
し、指紋のみ認証設定を「ON」に
設定している場合は、再登録でき
ません。→P148、P153

ｉモードへのユーザ登録中です。
しばらくたってから操作し直して
ください。

トルカの保存領域の空きが不足し
ているため、トルカを保存できま
せん。トルカを削除するか、トル
カの保護を解除してから削除して
ください。→P294

サイトなどに表示されている項目
を選択して電話帳に登録するとき
に、文字数が規定の長さを超えて
います。gを押すと各項目の最大
文字数を超えた部分は削除された
状態で電話帳登録画面が表示され
ます。

サイトやホームページの入力欄に
入力された文字数が多すぎて送信
できません。文字数を減らしてか
ら送信し直してください。

サイトやホームページの入力デー
タに誤りがあります。入力データ
を確認してください。

認証タイプに未対応のため、指定
のサイトやホームページには接続
できません。

基本認証画面でcを押して認証
を中止したときに表示されます。

パターンデータのバージョンを確
認できません。もう一度パターン
データを更新してください。
→P464
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●パスワードをご確認ください
（401）

●発信できません

●日付時刻が設定されていません。
起動できません

●ファイルを添付することができま
せん

●不正なデータが含まれています

●不正なデータのため保存できませ
ん

●他の機能が起動中のため起動でき
ません

●他の機能が起動中のため読み込み
できません

●保存できないデータです

●保存できません／保存できません
でした

●保存領域がいっぱいです。不要な
電話帳を削除してください

●保存領域がいっぱいで保存できま
せん

●保存領域に誤りがあるためデータが
読み書きできません。終了します

●保存領域に誤りがあるためデータ
を読み書きできません。お買い上
げ時の状態に戻しますか？

●保存領域に誤りがあるためプッシュ
トーク電話帳が読み書きできませ
ん。終了します

●本体の保存件数がいっぱいです

●マイピクチャ／その他の画像／動
画／その他の動画／メロディ／
PIM／トルカ／マイドキュメント
フォルダの保存件数がいっぱいで
す

●未送信メールのデータが壊れてい
ます　お買い上げ時の状態に戻し
ますか？

●未保存のデータを本体に保存する
か削除してください

●無効なデータを受信しました
（xxx）

●メールデータを参照できませんで
した

●メール／メッセージがいっぱいで
す。これ以上受信できません

●メール／メッセージがいっぱいで
す。受信できなかったメッセージ
があります

●メールを表示できません

サイトやホームページの基本認証
画面に入力したユーザ名かパス
ワードに誤りがあります。再入力
してください。

音声電話中、テレビ電話中、プッ
シュトークの発信時、プッシュ
トーク通信中、64Kデータ通信中
に、音声電話、テレビ電話、プッ
シュトークの発信はできません。

日付・時刻を設定していない場合、
ライフスタイル設定、ｉアプリDX、
ICカードロック解除予約、目覚ま
し、スケジュール帳を起動できませ
ん。日付・時刻を正しく設定してか
ら起動してください。→P47

1件のメールに添付可能な最大件
数を超えました。添付可能な件数
を確認してください。→P230

バーコードリーダーで読み取った
データからｉアプリを起動する場
合、データに不正があるときはｉア
プリを起動できません。

ダウンロードしたキャラ電に不正
があるため、キャラ電を保存でき
ません。

パターンデータの更新を行う場合
は、他の機能をすべて終了してく
ださい。

パターンデータ更新中のため、フ
ルブラウザでホームページが表示
できません。

赤外線通信で受信したデータが
FOMA端末で対応していないファ
イル形式のため保存できません。

データにエラーがあったため保存
できません。

FOMA端末電話帳の保存領域が不
足しているため、プッシュトーク
電話帳の登録、削除およびプッ
シュトークグループへのメンバー
追加、編集、削除ができません。
FOMA端末電話帳の不要なデータ
を削除してください。→P112

FOMA端末の保存領域が不足して
いるため、SMSを保存できませ
ん。SMSをFOMAカードに移動す
るか、またはメールやSMSを削除
してください。→P248、P263

パスワードマネージャーの保存領
域に誤りがあるため、パスワード
の登録や引用ができません。

パスワードマネージャーの保存領
域に誤りがあります。「はい」を選
択してお買い上げ時の状態に戻し
ます。「いいえ」を選択するとお買
い上げ時の状態に戻さずパスワー
ドマネージャーを終了します。

FOMA端末電話帳およびプッシュ
トーク電話帳の保存領域に誤りが
あるため、プッシュトーク電話帳
の読み書きができません。FOMA
端末電話帳を起動してください。
FOMA端末電話帳を起動すると保
存領域の修復が行われます。

FOMA端末の保存件数がいっぱい
のため、miniSDメモリーカードか
らデータの複数コピー、複数移動、
全件コピー、全件移動、復元がで
きません。該当する不要なデータ
を削除してください。→P343

miniSDメモリーカードの各フォ
ルダの保存件数がいっぱいのた
め、各データの複数コピー、複数
移動、全件コピー、全件移動、バッ
クアップ、情報更新ができません。
不要なデータを削除してくださ
い。→P334

チャットメールの未送信データに
エラーがあります。「はい」を選択
してお買い上げ時の状態に戻しま
す。「いいえ」を選択するとお買い
上げ時の状態に戻さずチャット
メールを終了します。

赤外線通信のINBOXの保存件数が
いっぱいのため、赤外線通信を終
了できません。INBOXのデータを
FOMA端末に保存するか、削除し
てください。→P348

･ 指定のサイトやホームページに
対応していません。

･ URL が間違っている可能性があ
ります。URLが正しいかどうか
確認してください。

･ 受信データにエラーがあるため
表示できません。

･ 受信、未送信メールまたはフォル
ダを他の処理で使用しているた
め、対象のメールデータを参照で
きません。しばらくたってから操
作し直してください。

･ チャットメールでメールデータ
を参照できません。しばらくたっ
てから操作し直してください。

FOMA端末またはFOMAカードの
受信メールの保存領域の空きが不
足しているため、SMSを受信でき
ません。未読メールを読むか、メー
ルの保護を解除するか、メールを
削除してください。
→P243、P248、P264

FOMA端末またはFOMAカードの
受信メールの保存領域の空きが不
足しているため、SMSをすべて受
信できませんでした。未読メール
を読むか、メールの保護を解除す
るか、メールを削除してからSMS
問合せを行ってください。
→P243、P248、P262、
P264

受信、送信メールにエラーがある
ため表示できません。
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●メッセージがいっぱいです

●メモリ不足が発生したためアプリ
ケーションを終了します

●メモリ不足です

●メモリ不足のため署名を編集する
ことができません。削除します

●ユーザ証明書がありません。継続
しますか？

●ユーザ証明書の有効期限が切れて
います。継続しますか？

●料金情報の読込ができませんでし
た／リセットができませんでした

●連続撮影はできません

保存領域の空きが不足しているた
め、メッセージR/Fを受信できま
せん。未読のメッセージR/Fを読
むか、メッセージR/Fの保護を解
除するか、メッセージR/Fを削除
してください。
→P212、P213

メモリ不足が発生したため処理を
中断して、アプリケーションを終
了します。

メモリが不足したため処理を中断
します。

署名編集起動時にメモリ不足が発
生しています。署名データを削除
します。

ユーザ証明書がダウンロードされ
ていません。接続を継続するとき
は「はい」を、接続を中断すると
きは「いいえ」を選択します。

ユーザ証明書の有効期限が切れて
います。接続を継続するときは「は
い」を、接続を中断するときは「い
いえ」を選択します。→P214

FOMAカードが正しく取り付けら
れていないか、FOMAカードに異
常があります。→P38

マイピクチャ内の保存領域、保存
件数がいっぱいのため、連続撮影
できません。自動的に連続撮影が
解除されます。
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保証とアフターサービス

保証について

I FOMA端末をお買い上げいただくと、保証書がつい
ていますので、必ずお受け取りください。記載内容
および『販売店名・お買上げ日』などの記載事項を
お確かめの上、大切に保管してください。必要事項
が記載されていない場合は、すぐにお買い上げいた
だいた販売店へお申しつけください。無償保証期間
は、お買い上げ日から1年間です。

I この製品は付属品を含め、改良のため予告なく製品
の全部または一部を変更する場合がありますので、
あらかじめご了承ください。

I FOMA端末の故障、修理やその他取り扱いによって電
話帳などに登録されたデータが変化、消失する場合が
あります。万一に備え、電話帳などのデータはメモな
どに控えをお取りくださるようお願いします。また、
FOMA端末の修理などを行った場合、ｉモード、ｉア
プリでダウンロードした情報は、一部を除き著作権法
により新しいFOMA端末などに移行しておりません。
※ 本FOMA端末は、電話帳などのデータをminiSD
メモリーカードに保存していただけます。

※ 本FOMA端末は、ｉモーションなどをminiSDメ
モリーカードに移動していただけます。

※ 本FOMA端末は電話帳お預かりサービス（お申
し込みが必要な有料サービス）をご利用いただ
くことにより、電話帳などのデータをお預かり
センターに保存していただけます。

※ パソコン（Windows Me、2000、XP）をお
持ちの場合は、専用のデータリンクソフトと付
属のUSBケーブルまたはFOMA USB接続ケー
ブル（別売）をご利用いただくことにより、電
話帳などに登録されたデータをパソコンに転
送・保管していただけます。

アフターサービスについて

■ 調子が悪いときは
修理を依頼される前に、この取扱説明書の「故障
かな？と思ったら、まずチェック」を参照してお
調べください。→P448
それでも調子がよくないときは、取扱説明書裏面
の「故障お問い合わせ先」にご連絡の上、ご相談
ください。

■ お問い合わせの結果、修理が必要な場合
ドコモ指定の故障取扱窓口にご持参いただきま
す。ただし、故障取扱窓口の営業時間内の受付と
なります。また、ご来店時には必ず保証書をご持
参ください。

■ 保証期間内は
･保証書の規定に基づき無償で修理を行います。
･故障修理を実施の際は、必ず保証書をお持ちくだ
さい。保証期間内であっても保証書の提示がない
もの、お客様のお取り扱い不良による故障、損傷
は有償修理となります。
･ドコモの指定以外の機器および消耗品の使用に
起因する故障は、保証期間内であっても有償修理
となります。

■ 次の場合は、修理できないことがあります。
･水濡れシールが反応している場合、試験の結果、
水濡れ、結露、汗などによる腐食が発見された場
合、および内部の基板が破損、変形している場合
は修理できないことがありますのであらかじめ
ご了承願います。なお、修理を実施できる場合で
も保証対象外となりますので有償修理となりま
す。

■ 保証期間が過ぎた場合は
･ご要望により有償修理いたします。

■ 部品の保有期間は
･ FOMA端末の補修用性能部品（機能を維持するた
めに必要な部品）の最低保有期間は、製造打ち切
り後6年間を基本としております。ただし、故障
箇所によっては修理部品の不足などにより修理
ができない場合もございますので、あらかじめご
了承ください。また、保有期間が経過した後も、
故障箇所によっては修理できる場合があります
ので、取扱説明書裏面の「故障お問い合わせ先」
へお問い合わせください。
･詳細は、添付の『全国サービスステーション一
覧』でご確認ください。

■ お願い
･ FOMA端末および付属品の改造はおやめください。
- 火災、けが、故障の原因となります。
- FOMA端末、FOMAカードは、電波の混信やネッ
トワークの故障を防ぐため、法律により技術基
準が定められており、技術基準を満たさない
FOMA端末、FOMAカードは使用できません。
- 改造（部品の交換、改造、塗装など）が施され
た機器は、改造部分を元の状態（ドコモ純正品
状態）に戻していただいた場合のみ、故障修理
のお取り扱いをさせていただきます。ただし、
改造の内容によっては、故障修理をお断りする
場合があります。
- 改造による故障、損傷の場合は、保証期間内で
あっても有償修理となります。

･ FOMA端末に貼付されている銘板シールは、はが
さないでください。
銘板シールには、技術基準を満たす証明書の役割
があり、銘板シールが故意にはがされたり、貼り
替えられた場合など、銘板シールの内容が確認で
きないときは、技術基準適合の判断ができないた
め、故障修理をお受けできない場合がありますの
で、ご注意願います。
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･各種機能のON／OFF設定や積算通話時間など
の情報は、FOMA端末の故障、修理やその他取
り扱いによって、クリア（リセット）される場合
があります。お手数をおかけしますが、その場合
はもう一度設定してくださるようお願いします。
･ FOMA端末の受話口部やスピーカーに磁気を発生
する部品を使用しています。キャッシュカードな
ど、磁気の影響を受けやすいものを近づけると
カードが使えなくなる場合がありますので、ご注
意ください。
･電話機が濡れたり湿気を帯びてしまった場合は、
すぐに電源を切って電池パックを外し、お早めに
ドコモ指定の故障取扱窓口へご来店ください。た
だし、電話機の状態によっては修理できないこと
があります。

ソフトウェア更新

ソフトウェアを更新する
FOMA端末のソフトウェアを更新する必要があるか
どうかチェックし、必要な場合にはパケット通信※を
使ってソフトウェアの一部をダウンロードし、ソフト
ウェアを更新する機能です。
ソフトウェア更新が必要な場合は、ドコモのホーム
ページおよびｉMenuの「お知らせ＆ヘルプ」でご案
内させていただきます。
※：ソフトウェア更新を行う場合のパケット通信料

は無料です。
I ソフトウェア更新には、次の2種類の方法がありま
す。
即時更新：
更新したいときすぐに更新を行います。

予約更新：
更新する日時を予約すると、予約した日時に自動
的にソフトウェアが更新されます。

お知らせ
･接続先設定を「ｉモード（FOMAカード）」以外に設定
している場合でもソフトウェア更新ができます。
･ソフトウェア更新は、電池をフル充電して、電池残量が
十分にある状態（ ）で実行してください。
･次の場合はソフトウェア更新を実行できません。
- FOMAカードが未挿入のとき
- 電池がフル充電されていないとき
- 電源が入っていないとき
- が表示されているとき
- 日付・時刻を設定していないとき
- 通話中
- 他の機能を使用しているとき
- PIN1コード入力中
- PIN1コードロック中
- オールロック中
- おまかせロック中
- セルフモード中
- PIMロック中
- パソコンとつないだパケット通信中
･ソフトウェア更新（ダウンロード、書き換え）には時間
がかかる場合があります。
･ PIN1コードON／OFFを「ON」に設定中にソフトウェ
ア更新を実行すると、ソフトウェア書き換え終了後の自
動再起動時に、PIN1コード入力画面が表示されます。
正しいPIN1コードを入力しないと、電話の発信、着信、
各種通信機能の操作ができません。
･ソフトウェア更新中は、他の機能を利用できません。た
だし、ダウンロード中は音声電話の着信のみ受けられま
す。
･ソフトウェア更新の際には、サーバ（当社のサイト）へ
SSL通信を行います。証明書表示／使用設定でSSL証
明書を有効に設定してください。お買い上げ時は、有効
に設定されています。→P214
･ソフトウェア更新は、電波が強く、アンテナマークが3
本表示されている状態（ ）で、移動せずに実行する
ことをおすすめします。
※ ソフトウェアダウンロード中に電波状態が悪くなっ

たり、ダウンロードが中止された場合は、もう一度電
波状態のよい所でソフトウェア更新を行ってくださ
い。

･すでにソフトウェア更新済みの場合は、ソフトウェア更
新のチェックを行った際に「更新は必要ありません　こ
のままご利用ください」と表示されます。
･ソフトウェア更新後、表示されていたｉモードセンター蓄
積状態表示のアイコンは消えます。
また、メール選択受信設定を「ON」に設定している場
合、ソフトウェア更新中にメールが届くと、ソフトウェ
ア更新後にｉモードセンターにメールがあることを通
知する画面が表示されない場合があります。→P237
･ソフトウェア更新の際、お客様の携帯電話端末固有の情
報（機種や製造番号など）が、自動的にサーバ（当社が
管理するソフトウェア更新用サーバ）に送信されます。
当社は送信された情報を、ソフトウェア更新以外の目的
には利用いたしません。
･ソフトウェア更新中は電池パックを絶対に外さないで
ください。更新に失敗します。

◆メモリダイヤル（電話帳機能）およびダウンロー
ド情報・ICカード内のデータなどについて◆

･お客様ご自身で携帯電話機などに登録された情報内
容は、別にメモを取るなどして保管してくださるよう
お願いいたします。情報内容の変化、消失に関し、当
社は何らの義務を負わないものとし、一切の責任を負
いかねます。
･携帯電話を機種変更や故障修理する際に、お客様が作
成されたデータまたは外部から取り込まれたデータ
あるいはダウンロードされたデータ等が変化・消失等
する場合があります。これらについて当社は一切の責
任を負いません。また、当社の都合によりお客様の携
帯電話を代替品と交換することにより修理に代えさ
せていただく場合がありますが、その際にはこれらの
データ等は一部を除き交換後の製品に移し替えるこ
とはできません。本FOMA端末はｉモード公式サイト
からダウンロードした画像、着信メロディを故障修理
時に移し替えします（一部移し替えできないコンテン
ツもあります。また、故障の程度によっては移し替え
できない場合があります）。
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･ソフトウェア更新は、FOMA端末に登録された電話帳、カ
メラ画像、ダウンロードデータなどのデータを残したまま
できますが、お客様のFOMA端末の状態（故障、破損、水
濡れなど）によってはデータの保護ができない場合があり
ますので、あらかじめご了承ください。必要なデータは
バックアップを取っていただくことをおすすめします。た
だし、ダウンロードデータなどバックアップが取れない
データがありますので、あらかじめご了承ください。
･ソフトウェア更新に失敗した場合、「書換え失敗しまし
た」と表示され、一切の操作ができなくなります。その
場合には、たいへんお手数ですがドコモ指定の故障取扱
窓口までお越しいただきますようお願い申し上げます。
･ダウンロード中に音声電話の着信があった場合、着信音
に「着モーション」を設定しているときは、着モーショ
ンは動作せず、着信音はメロディになります。また、イ
メージに動画／ｉモーションを設定しているときは、最
初のコマが表示されます。
･ダウンロード中にテレビ電話の着信があっても電話は
受けられません。着信履歴には不在着信として記録され
ます。

ソフトウェア更新を起動する

1 me887

2 認証操作e注意事項を確認してg

･ 入力した端末暗証番号は「＊」で表示されます。
･ お買い上げ時の端末暗証番号は「0000」に設
定されています。

3 geg［選択］
ソフトウェア更新が必要かどうかを確認します。

･ 携帯電話情報の送信確認画面でgを押すとサー
バに接続され、お客様の携帯電話端末固有の情報
（機種や製造番号など）を送出します。
･ 更新が必要な場合には「更新が必要です」と表
示されます。「今すぐ更新（→P461）」または
「予約（→P462）」を選択します。

■更新が必要ないとき：
ソフトウェア更新が必要ないときは次の画面
が表示されます。gを押してFOMA端末をそ
のままご利用ください。

ソフトウェア更新画面
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すぐにソフトウェアを更新する
＜即時更新＞

I サーバが混み合っていて、即時更新ができない場合
があります。

1 ソフトウェア更新画面で「今すぐ更新」
を選択e約5秒後に自動的にダウンロー
ドが開始される
gを押すと、すぐにダウンロードを開始します。
ダウンロード中は、ランプが点滅します。

･ ダウンロードを中止するときはgを押します。
ダウンロードの途中で中止すると、それまでダ
ウンロードされたデータは削除されます。

■サーバが混み合っているとき：

･「予約」を選択して更新日時を予約してくだ
さい。→P462

2 ダウンロード終了後、約5秒後に自動的に
書き換えが開始される
gを押すと、すぐに書き換えを開始します。
書き換え中はランプが点滅します。また、すべて
のキー操作が無効となり、更新を中止することも
できません。

3 書き換え終了後、自動的に再起動する
再起動すると再びサーバと通信を行いますので、
しばらくお待ちください。

4 g［選択］を押す
更新が終了し、待受画面が表示されます。
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日時を予約してソフトウェアを更新する
＜予約更新＞

ダウンロードに時間がかかる場合やサーバが混み
合っている場合には、あらかじめソフトウェア更新を
起動する日時をサーバと通信して設定しておきます。

1 ソフトウェア更新画面で「予約」を選択
サーバと通信を行い、予約時間候補を問い合わせ
ます。

･ 予約可能な日時がサーバの時刻で表示されま
す。

2 希望日時を選択
■表示されている予約候補から選択する：希望
日時を選択e「はい」を選択

■表示されている予約候補以外から選択する：
a「その他の日時」を選択

b希望日を選択
各時間帯の予約の空き状況が表示されま
す。
○：空きあり △：空きわずか

c希望時間帯を選択
サーバに接続され、選択した希望日と時間
帯に近い予約候補が表示されます。
･pを押すと、時間帯の左に表示されてい
る記号の説明を表示できます。

d希望日時を選択e「はい」を選択

3 g［選択］を押す
予約の設定が完了し、メニューが表示されます。
･ 予約中は、待受画面に が表示されます。

予約を確認・変更・取り消しをする

〈例〉ソフトウェア更新の予約日時を確認するとき

1 me887e認証操作e内容を確
認

･ 確認を終了するときは「OK」を選択します。

■予約を変更する：
a「変更」を選択
携帯電話情報の送信確認画面が表示されま
す。

bgを押す
予約候補の選択画面が表示されます。
以降の操作→P462「日時を予約してソフ
トウェアを更新する」
･携帯電話情報の送信確認画面でgを押す
とサーバに接続され、お客様の携帯電話
端末固有の情報（機種や製造番号など）を
送出します。

■予約を取り消す：
a「取消」を選択e「はい」を選択
携帯電話情報の送信確認画面が表示されま
す。
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bgeg
予約が取り消され、メニューが表示されま
す。
･携帯電話情報の送信確認画面でgを押す
とサーバに接続され、お客様の携帯電話
端末固有の情報（機種や製造番号など）を
送出します。

予約の日時になると

予約日時になると次の画面が表示され、約5秒後に自
動的にソフトウェア更新を開始します（gを押すと、
すぐにソフトウェア更新を開始します）。予約日時前
には、電池がフル充電されていることを確認の上、電
波の十分届く所でFOMA端末を待受画面にしておい
てください。ダウンロードが完了するとソフトウェア
の書き換えが行われ、再起動します。

I ソフトウェア更新を中止する場合はfを押し「は
い」を選択します。

お知らせ
･電池パックを取り外したり、電池が切れたまま充電しな
かったりすると、ソフトウェア更新の予約が解除される
場合があります。
･他の機能を使用していると予約時刻になっても起動し
ないことがあるのでご注意ください。通話中またはメー
ル受信中に予約日時になったときは、通話終了後または
メール受信終了後にソフトウェア更新を開始します。
･同じ日時にアラームなどが設定されていた場合には、ア
ラームなどが優先され、ソフトウェア更新が起動しない
ことがあります。

スキャン機能

障害を引き起こすデータからFOMA
端末を守る

サイトからのダウンロードやｉモードメールなど外
部からFOMA端末に取り込んだデータやプログラム
について、データを検知して、障害を引き起こす可能
性を含むデータの削除やアプリケーションの起動を
中止します。
I チェックのために使用するパターンデータは、新た
な問題が発見された場合に随時バージョンアップ
されます。自動更新設定を「有効」に設定していれ
ば、パターンデータがバージョンアップされたとき
に、自動的にダウンロードと更新が行われます。

I スキャン機能は、ホームページの閲覧やメール受信
などの際に携帯電話に何らかの障害を引き起こす
データが侵入することに対して、一定の防衛手段を
提供する機能です。
各障害に対応したパターンデータが携帯電話にダ
ウンロードされていない場合、または各障害に対応
したパターンデータが存在しない場合には、本機能
によって障害などの発生を防げませんので、あらか
じめご了承ください。

I パターンデータは携帯電話の機種ごとにデータの
内容が異なります。また、当社の都合により端末発
売開始後3年を経過した機種向けパターンデータの
配信は停止する場合がありますので、あらかじめご
了承ください。

パターンデータを更新する

パターンデータが更新されたときに、自動的にサーバ
との間でやりとりを行い、最新のパターンデータをダ
ウンロードして更新する機能を利用できます。
I 自動更新が完了すると、待受画面に が表示され
ます。アイコンを選択し、メッセージを確認した後、
「OK」を選択してください。

I 自動更新が失敗したときは、待受画面に が表示
されます。アイコンを選択し、メッセージを確認し
て「OK」を選択した後、手動でパターンデータを
更新してください。

パターンデータの自動更新を設定する
＜自動更新設定＞

パターンデータの更新が自動的に行われるように設
定します。

1 me8382

2 「有効」を選択e「はい」を選択e「は
い」を選択
･ 自動更新を利用しないときは「無効」を選択し
ます。

3 g［選択］を押す

まず初めに、パターンデータの更新を行い、パター
ンデータを最新にしてください。
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パターンデータを手動で更新する

自動更新設定を無効にしているときや、待受画面に
（自動更新失敗）が表示された場合には、パターン

データを手動で更新してください。

1 me8381

2 「はい」を選択e「はい」を選択
パターンデータのダウンロードと更新が開始さ
れます。

3 g［選択］を押す
パターンデータ更新が終了します。
･ パターンデータ更新が必要ないときは、パター
ンデータが最新である旨のメッセージが表示
されます。そのままお使いください。

お知らせ
･パターンデータ更新の際、お客様の携帯電話端末固有の
情報（機種や製造番号など）が自動的にサーバ（当社が
管理するスキャン機能用サーバ）に送信されます。当社
は送信された情報をスキャン機能以外の目的には利用
いたしません。
･ FOMA端末で正しい日付・時刻を設定していない場合は、
パターンデータの更新はできません。
･パターンデータ更新中に音声電話の着信があった場合
は、更新は中断されます。テレビ電話やプッシュトーク
の着信、外部機器や赤外線機能を利用してのデータ受信
があった場合は、更新は中断されません。
･パターンデータ更新中に目覚ましやスケジュールで指
定した日時になると、起動日時を知らせる画面が表示さ
れてアラームが鳴りますが、パターンデータの更新は継
続されています。

スキャン機能を設定する＜スキャン機能
設定＞

スキャン機能設定を「有効」に設定すると、データの
表示やプログラムの実行の際、自動的にチェックしま
す。

1 me8383

2 1e「はい」を選択

･ スキャン機能を設定すると、障害を引き起こす
データを検出した場合に、5段階の警告レベル
で表示されます。→P464
･ 解除するときは、2を押し「はい」を選択し
ます。

スキャン結果の表示について

■ スキャンされた問題要素の表示について
a警告メッセージ表示中に「詳細表示」を選択
問題要素が6個以上検出された場合は、6個目以
降の問題要素名は省略され、検出された問題要
素の総数が表示されます。

■ スキャン結果の表示について

お知らせ
･スキャン機能によってｉアプリ待受画面に設定している
ｉアプリに問題要素が見つかり、起動を中止した場合は、
ｉアプリ待受画面が解除されます。

お買い上げ時 有効

警告レベル／
表示メッセージ 対応方法

警告レベル0 「OK」：起動中のアプリケーションの
処理を続行します。

「詳細表示」：検出された問題要素の名
前の一覧を表示します。

警告レベル1 「はい」：障害を引き起こす可能性のあ
るアプリケーションの処理を中止
します。

「いいえ」：起動中のアプリケーション
の処理を続行します。

「詳細表示」：検出された問題要素の名
前の一覧を表示します。

警告レベル2 「OK」：障害を引き起こす可能性のあ
るアプリケーションの処理を中止
します。

「詳細表示」：検出された問題要素の名
前の一覧を表示します。

警告レベル3 「はい」：障害を引き起こす可能性のあ
るデータを削除します。

「いいえ」：障害を引き起こす可能性の
あるアプリケーションの処理を中
止します。

「詳細表示」：検出された問題要素の名
前の一覧を表示します。

警告レベル4 「OK」：障害を引き起こす可能性のあ
るデータを削除します。

「詳細表示」：検出された問題要素の名
前の一覧を表示します。
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パターンデータのバージョンを確認する
＜バージョン表示＞

1 me8384

主な仕様

I 連続通話時間とは、電波を正常に送受信できる状態
で通話に使用できる時間の目安です。

I 連続待受時間とは、電波を正常に受信できる状態で
の時間の目安です。なお、電池の充電状態、機能設
定状況、気温などの使用環境、利用場所の電波状態
（電波が届かないか弱い場合など）などにより、待
受時間は約半分程度になる場合があります。

I ｉモード通信を行うと連続通話（通信）、連続待受
時間は短くなります。また、通話やｉモード通信を
しなくてもプッシュトーク通信をしたり、ｉモード
メールを作成したり、ダウンロードしたｉアプリ、
ｉアプリ待受画面を起動させると連続通話、連続待
受時間は短くなります。

I 静止時の連続待受時間とは、FOMA端末を折り畳み、
電波を正常に受信できる静止状態での平均的な利用
時間です。

I 移動時の連続待受時間とは、FOMA端末を折り畳み、
電波を正常に受信できるエリア内で「静止」「移動」
と「圏外」を組み合わせた状態での平均的な利用時
間です。

I 充電時間は、FOMA端末の電源を切って、電池パッ
クが空の状態から充電したときの目安です。FOMA
端末の電源を入れて充電した場合、充電時間は長く
なります。

I 音楽データ連続再生時間とは、FOMA端末を折り畳
んだ状態でイヤホンを接続し、お買い上げ時の音量
（レベル20）に設定した場合の時間の目安です。

I WMAファイルの連続再生時間とは、ビットレート
が128kbpsの場合の時間です。

I AAC形式のファイルの連続再生時間とは、ビットレー
トが128kbpsの場合の時間です。

FOMA端末の保存・登録・保護件数

品名 FOMA F902iS
サイズ 高さ107×幅50×厚さ19.7mm

（折り畳み時）
質量 約120g（電池パック装着時）
連続待受時間 移動時：約390時間

静止時：約560時間
連続通話時間 音声電話時 ：約180分

テレビ電話時：約100分
電池パック種別 リチウムイオン電池
電池容量 770mAh
FOMA AC アダ
プタ01での充電
時間

約130分

FOMA DC アダ
プタ01での充電
時間

約130分

カメラ画素数 アウトカメラ：
有効画素数約320万画素（記録画
素数約310万画素）

インカメラ：
有効画素数約11万画素（記録画素
数約10万画素）

デジタルズーム アウトカメラ：最大25倍
インカメラ ：最大2倍

音楽データ連続
再生時間
（動画／ｉモー
ションを含む）

Windows Media Audio（WMA）
ファイル ：約9時間
AAC形式のファイル：約6時間

種　別 保存・登録
件数 保護件数

メール 受信
メール※1、2

最大1000
件

最大500件

送信
メール※1、2

最大200件 最大100件

未送信
メール※1、2

最大200件 最大100件

メールテンプ
レート※1

最大100件 －

FOMAカードのSMS※3 最大20件 －
メッセージR※1 最大100件 最大50件
メッセージF※1 最大50件 最大25件
ブックマーク（ｉモード） 最大100件 －
ブックマーク
（フルブラウザ）

最大100件 －

画面メモ※1 最大100件 最大50件
ｉアプリ※4 最大100件 最大100件
画像※1 最大1000

件
－

メロディ※1 最大500件 －
動画／ｉモーション／
サウンドレコーダーで録
音した音声※1

最大100件 －

キャラ電※1 最大50件 －
PDFデータ※1 最大100件 －
トルカ※1 最大100件 最大50件

主
な
仕
様

次ページへ
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※1：実際に保存・登録できる件数は、データサイズによ
り少なくなる場合があります。

※2：ｉモードメールとSMSの合計件数です。
※3：送信SMSと受信SMSの合計件数です。送達通知の

件数は保存可能件数の20件には含まれません。
※4：メール連動型ｉアプリは最大5件保存できます（ｉア

プリの最大保存件数100件に含む）。実際に保存でき
る件数は、ｉアプリのサイズにより少なくなる場合が
あります。

お知らせ
･ FOMA端末に保存されているデータは、FOMA端末の故
障、修理やその他の取り扱いによっても消失する場合が
ありますので、重要なデータは控えをとっておくことを
おすすめします。万一、保存されている内容や登録した
内容が消失した場合、当社としては責任を負いかねます
ので、あらかじめご了承ください。
･ FOMA端末に保存したメール、ブックマーク、画像、メ
ロディ、動画／ｉモーション、PDFデータ、トルカは
miniSDメモリーカードに保存することをおすすめしま
す。
･パソコンをお持ちの場合は、添付のCD-ROM内のFOMA
Fシリーズデータリンクソフトをご利用いただくことに
より、メール、ブックマーク、画像、メロディ、動画／
ｉモーションなどのデータをパソコンに転送、保管でき
ます。
･ FOMA端末内のデータのファイルサイズの表示は、デー
タを扱う機能によって多少の誤差が生じる場合があり
ます。

携帯電話機の比吸収率（SAR）につ
いて

この機種FOMA F902iSの携帯電話機は、国が定め
た電波の人体吸収に関する技術基準に適合していま
す。
この技術基準は、人体頭部のそばで使用する携帯電話
機などの無線機器から送出される電波が人間の健康
に影響を及ぼさないよう、科学的根拠に基づいて定め
られたものであり、人体側頭部に吸収される電波の平
均エネルギー量を表す比吸収率（SAR：Specific
Absorption Rate）について、これが2W/kg※の許
容値を超えないこととしています。この許容値は、使
用者の年齢や身体の大きさに関係なく十分な安全率
を含んでおり、世界保健機関（WHO）と協力関係に
ある国際非電離放射線防護委員会（ICNIRP）が示し
た国際的なガイドラインと同じものとなっています。
すべての機種の携帯電話機は、発売開始前に、電波法
に基づき国の技術基準に適合していることの確認を受
ける必要があります。この携帯電話機FOMA F902iS
のSARの値は1.19W/kgです。この値は、財団法人
テレコムエンジニアリングセンターによって取得され
たものであり、国が定めた方法に従い、携帯電話機の
送信電力を最大にして測定された最大の値です。個々
の製品によってSARに多少の差異が生じることもあ
りますが、いずれも許容値を満足しています。また、
携帯電話機は、携帯電話基地局との通信に必要な最低
限の送信電力になるよう設計されているため、実際に
通話している状態では、通常SARはより小さい値とな
ります。
SARについて、さらに詳しい情報をお知りになりたい
方は、次のホームページをご覧ください。

※：技術基準については、電波法関連省令（無線設備
規則第14 条の2）で規定されています。

総務省のホームページ
http://www.tele.soumu.go.jp/j/ele/index.
htm

社団法人電波産業会のホームページ
http://www.arib-emf.org/index.html

ドコモのホームページ
http://www.nttdocomo.co.jp/product/

富士通のホームページ
http://www.fmworld.net/product/phone/
sar/

携
帯
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＊miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。→P326
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ア行
アイコン一覧.......... 29, 31, 32
アウトカメラ..............................27
宛先追加 ..................................225
アドバンストモード...............128
アドレス→メールアドレス
アドレス表示...........................246
アニメーション（メニュー）....33
アフターサービス...................458
アラーム音 ..............................122
アラーム自動電源ON設定...368
アルバム ..................................340
再生......................................341
追加......................................340
データの移動／コピー.......340

暗証番号 ..................................148
イヤホン切替設定...................386
イヤホンスイッチ設定...........385
イヤホンマイク端子..................27
イルミネーション設定...........142
着信イルミネーション.......142
通話中イルミネーション ...143
IC カードアクセスイルミネー
ション ..................................143

インカメラ .................................26
インターネット接続
フルブラウザ.......................300
ｉモード .............................201

インライン入力.......................402
英語ガイダンス.......................395
英語表示 ..................................146
エニーキーアンサー設定..........63
絵文字入力 ..............................405
絵文字入力変換表...................428
絵文字・記号一覧...................427
遠隔操作設定...........................394
応答保留 .....................................66
応答保留ガイダンス設定..........67
オート着信機能設定...............386
オートフォーカス...................175
オールロック...........................155
おサイフケータイ...................290
おサイフケータイ対応ｉアプリ
..................................................267
お知らせタイマー...................366
オプション・関連機器...........445
おまかせロック.......................156
オリジナルメニュー...............140
音声メモ ..................................379
音声録音画面...........................350
音量設定 ...............65, 66, 123

カ行
改行..........................................404
ガイド行 .....................................30
外部接続端子..............................27
開閉ロック ..............................161
顔文字一覧 ..............................433
顔文字入力 ..............................406
各種設定リセット...................387
確認画面操作..............................36
カスタムメニュー...................375
画像→静止画
かな漢字変換...........................403

かな入力方式...........................403
カメラ
明るさ...................................184
色の濃さ...............................184
オートフォーカス ...............175
回転 ......................................174
画質 ......................................185
画像サイズ...........................186
画像の縦横切り替え ...........183
カメラ感度...........................186
カメラ切り替え...................183
カメラ設定の初期化 ...........187
鏡像保存...............................174
サイズ制限...........................185
撮影画面切り替え ...............183
撮影方法...............................169
撮影モード...........................184
シャープネス.......................186
シャッター音.......................180
ズーム...................................181
静止画撮影...........................173
静止画詳細設定...................180
静止画保存枚数...................170
正像／鏡像切り替え ...........174
接写撮影...............................182
セルフタイマー...................182
ちらつき調整..........187, 188
手ぶれ補正...........................185
テロップ作成.......................179
動画撮影...............................178
動画撮影時間.......................171
動画／録音詳細設定 ...........180
ナイトモード.......................182
品質 ......................................185
ファイルの詳細...................170
フレーム...............................185
補正 ......................................173
ホワイトバランス ...............184
連続撮影...............................176
連続パノラマ撮影 ...............177
ワンショットメール ...........187
ｉモードメール作成
.................................173, 179

カメラシャッター音 ...............125
画面切替メニュー ...................365
画面メモ...................................204
カレンダー→スケジュール帳
キー確認音...............................124
記号入力...................................405
機能説明表示
設定 ......................................140

キャッシュ...............................199
キャッチホン...........................392
キャラ電.........................81, 321
アクション...........................322
移動 ......................................340
削除 ......................................343
撮影 ......................................323
詳細情報参照／変更 ...........342
静止画設定／動画設定........324
ソート...................................344
ダウンロード.......................207
表示 ......................................321
表示中の操作.......................322

クイック起動設定 ...................386

クイックダイヤル................... 115
クイック伝言メモ......................71
クイックマニュアル............... 476
クイックメール....................... 235
区点コード一覧....................... 437
区点コード入力....................... 408
圏外.............................................46
圏内自動送信 .......................... 234
公共モード（電源OFF）...........69
公共モード（ドライブモード）
.....................................................67
国際ダイヤル設定......................58
国際電話.....................................57
コンテンツ移行対応
..................................... 320, 335

サ行
サービスダイヤル................... 395
再接続アラーム音................... 126
最大保存・登録・保護件数...465
サイト
操作...................................... 198
電話帳登録 .......................... 208
表示...................................... 196
URL 表示 ............................ 200

サイドキー .................................27
サイドキー長押し設定........... 378
サウンドレコーダー............... 349
音声ファイルの詳細........... 349
サイズ制限 .......................... 351
テロップ作成 ...................... 350
品質...................................... 351
録音画面 .............................. 349
ｉモードメール作成.......... 350

撮影後ファイル制限............... 324
サブアドレス設定......................59
サブメニュー操作......................35
シークレットコード設定....... 113
シークレット属性
シークレット検索............... 114
スケジュール ...................... 375
電話帳.................................. 114

シークレットモード............... 162
しおり設定 .............................. 315
自局電話番号 .............................48
辞書
ダウンロード ...................... 207

辞典.......................................... 384
自動電源ON／OFF設定 .... 365
指紋センサー .............................27
指紋認証.................................. 151
削除...................................... 154
登録...................................... 153
認証操作 .............................. 154

指紋のみ認証設定................... 153
車載ハンズフリー......................60
充電確認音設定....................... 125
充電時間.....................................41
充電端子.....................................27
充電方法
卓上ホルダ .............................44
ACアダプタ／DCアダプタ
.................................................43

受信表示設定 .......................... 256
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受信メール→ｉモードメール
受信レベル..................................46
受話音量......................................65
受話口..........................................26
省電力..........................................46
証明書
証明書表示／使用設定........214
ダウンロード.......................214
発行申請...............................214
発行接続先設定...................215

照明設定...................................139
明るさ調整...........................139
サイト...................................210
照明設定範囲.......................139
点灯時間設定.......................139
ｉアプリ..............................271

ショートカット操作 ..................33
ショートメッセージ→SMS
署名
設定 ......................................253
挿入（ｉモードメール）.....225
挿入（SMS）.......................261

新規起動メニュー ...................364
人物画像表示設定 ...................137
シンプルメニュー ......................34
スイッチ付イヤホンマイク....384
イヤホン切替設定 ...............386
イヤホンスイッチ設定........385
オート着信機能設定 ...........386

スキャン機能...........................463
自動更新設定.......................463
パターンデータ更新 ...........463

スクリーン設定.......................139
スケジュール音.......................122
スケジュール帳.......................368
アラーム初期値設定 ...........372
カレンダー画面...................368
カレンダーモード設定........369
休日設定...............................369
繰り返しスケジュール........371
コピー／貼り付け ...............373
祝日設定...............................369
スケジュールアラーム........370
スケジュール詳細画面........372
長期間スケジュール ...........370
デイリービュー画面 ...........372
登録 ......................................369
登録件数確認.......................375
メール検索...........................373
メール作成...........................373
メンバーリスト...................374
用件別表示モード ...............372
予告アラーム.......................370

スタンプ一覧...........................422
ステレオ効果設定 ...................122
スピーカー..................................27
スピーカーホン機能 ..................51
スライドショー.......................307
スロット入力方式 ...................409
静止画
明るさ／色調変更 ...............310
アルバム追加／削除 ...........340
移動／コピー.......................340
画質 ......................................185
切り出し...............................309
切り抜き...............................312
効果 ......................................310
コメント...............................343
サイズ制限保存...................312

サイズ変更 .......................... 309
削除...................................... 343
撮影...................................... 173
撮影画面 ................. 169, 173
詳細情報参照／変更........... 342
詳細設定 .............................. 180
スタンプ貼り付け............... 311
ソート.................................. 344
ダウンロード ...................... 205
テキスト貼り付け............... 311
パラパラマンガ作成........... 308
反転／回転 .......................... 310
表示...................................... 306
表示・保存（ｉモードメール）
.............................................. 239
フレーム .............................. 310
編集...................................... 308
編集メニュー画面............... 308
補正...................................... 312
連続撮影 .............................. 176
連続パノラマ撮影............... 177
ｉモードメール作成.......... 306

赤外線通信 .............................. 344
受信...................................... 346
受信データの保存............... 348
送信...................................... 345
データ送受信設定............... 348
リモコン機能 ...................... 348

赤外線ポート .............................26
積算通話時間 .......................... 381
積算通話料金 .......................... 381
セキュリティスキャン→スキャン
機能
接写撮影........................ 84, 182
接続先設定 .............................. 209
接続待ち時間設定................... 209
設定状況確認 .......................... 386
セルフタイマー....................... 182
セルフモード設定................... 157
全画面入力 .............................. 402
装飾選択画面 .......................... 227
送信メール→ｉモードメール
送達通知..................... 224, 262
送話口.........................................26
ソフトウェア更新................... 459
即時更新 .............................. 461
予約更新 .............................. 462

ソフトウェア更新画面........... 460

タ行
代替画像設定 .............................86
タイマー（「T」）.........................56
ダイヤル発信制限................... 158
タイルアイコン（メニュー）....33
ダウンロード辞書................... 409
卓上ホルダ .................................44
タスクバー .................................30
単語登録.................................. 408
端末暗証番号 .......................... 148
端末暗証番号変更................... 149
チェックボックス操作..............36
着信イルミネーション........... 142
着信音量.....................................66
着信許可／拒否設定............... 162
着信履歴........................... 64, 92
着モーション .......................... 120
着もじ.........................................52
チャットメール....................... 256
一括削除 .............................. 259

画面の見かた.......................257
個人情報設定.......................260
作成・送信...........................258
終了 ......................................260
受信 ......................................258
同報アドレス.......................259

チャットメール画面 ...............257
チャットメンバー
設定 ......................................257
編集 ......................................259

直前通話時間...........................381
直前通話料金...........................381
追加サービス（USSD登録）
..................................................393
通信終了音...............................348
通信設定ファイル...................400
ツータッチサイト登録 ...........202
ツータッチｉアプリ .............277
通話時間...................................380
通話中イルミネーション .......143
通話中音声メモ.......................379
通話中クローズ設定 ..................63
通話中着信設定.......................393
通話中着信動作選択 ...............393
通話中テレビ電話動作設定.......85
通話中保留..................................50
通話品質アラーム音 ...............125
通話保留音...............................125
通話料金...................................380
上限通知アイコン消去 .......382
通話料金自動リセット設定
..............................................381
通話料金上限通知...............382

定型文一覧...............................424
定型文登録...............................407
定型文入力...............................405
ディスプレイ....................26, 29
一覧画面..................................31
オリジナルメニュー ...........140
ガイド行..................................30
照明設定...............................139
スクリーン設定...................139
タスクバー..............................30

データ一括削除.......................387
データ通信...............................398
用語集...................................399

データリンクソフト ...............446
デコメール（デコレーション
メール）
作成 ......................................226
テンプレート.......................232

手ぶれ補正...............................185
デュアルネットワークサービス
..................................................395
テレビ電話..................................76
明るさ／色の濃さ／ちらつき
.................................................83
受ける......................................80
映像切り替え..........................82
音声自動再発信......................85
音声電話へ切り替え ....79, 81
かける......................................77
画像品質..................................84
カメラ切り替え......................83
カメラ調整..............................83
キャラ電..................................81
撮影モード..............................83
ズーム......................................84
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静止画／カメラオフ画像送信
.................................................82
接写撮影 .................................84
着信中の操作..........................62
通話中の操作..........................78
ナイトモード..........................84
フレーム選択..........................82

テレビ電話画像選択..................86
テレビ電話切替機能通知..........87
テレビ電話使用機器設定..........88
テレビ電話着信設定...............137
テレビ電話通信速度設定.......113
テレビ電話動作設定..................85
テレビ電話発信設定...............136
電源
自動電源ON／OFF設定
..............................................365

電源ON ／ OFF........................46
伝言メモ .....................................70
クイック伝言メモ..................71
再生／削除 .............................72

伝言メモ応答ガイダンス設定
.....................................................72
伝言メモ応答時間設定..............71
転送..........................................239
転送でんわサービス...............392
電卓..........................................382
引用......................................406

電池
充電.........................................41
充電時間 .................................41
使用時間 .................................41

電池アラーム音..........................45
電池残量 .....................................44
電池パックの取り付け／取り外し
.....................................................40
電池マーク設定.......................141
電池レベル表示..........................45
添付ファイル
画像表示・保存...................239
削除......................................242
タイトル確認（トルカ）.....242
タイトル確認（メロディ）
..............................................241
タイトル表示切り替え（メロ
ディ）....................................241
タイトル表示（静止画）.....240
添付......................................230
変更／解除 ..........................232
保存（静止画）.....................239
保存（トルカ）.....................242
保存（メロディ）.................241
メロディ再生・保存...........241

添付ファイル自動再生設定 ...255
電話
受ける .....................................60
かける .....................................50
着信中の操作..........................62
通話中着信音..........................62
通話中の操作..........................51
テレビ電話へ切り替え
....................................... 52, 62
発信オプション......................56

電話着信音 ..............................120
電話着信設定...........................136
電話帳......................................101
引用......................................406
画像／名前表示切替...........109
グループ設定.......................104

コピー...................................110
削除 ......................................112
修正 ......................................109
詳細画面...............................108
電話番号／メールアドレス入替
え ..........................................110
登録 .........................101, 104
登録件数確認.......................115
発信オプション......................56
発番号設定...........................113
メール検索...........................106
メモリ番号入替え ...............110
FOMAカード／ FOMA端末へ
コピー...................................111

電話帳お預かりサービス........165
静止画...................................313
電話帳...................................112
メール...................................245

電話帳検索
グループ検索.......................106
シークレット検索 ...............114
全件表示（50音）..............106
電話番号検索.......................107
フリガナ検索.......................106
メモリ番号検索...................107
ランキング検索...................107
ロケットサーチ...................107

電話帳検索優先設定 ...............107
電話帳別着信設定 ...................103
電話発信設定...........................136
電話番号表示..............................48
問合せ画像設定.......................138
動画再生ソフト.......................447
動画メモ...................................379
動画／ｉモーション
アルバム追加／削除 ...........340
移動／コピー.......................340
キャプチャ...........................316
サイズ切り出し...................317
再生 ......................................313
再生時の操作.......................314
再生制限...............................315
削除 ......................................343
撮影 ......................................178
撮影画面..................169, 178
しおり設定...........................315
取得 ......................................216
詳細情報参照／変更 ...........342
設定 ......................................218
選択切り出し.......................317
ソート...................................344
テロップ作成.......................318
動画／ｉモーションの利用
..............................................316
動作設定...............................320
編集 ......................................316
ｉモーションメール作成...314

同報送信...................................225
トータルコーディネイト設定
..................................................128
カスタマイズ.......................129

特殊記号入力変換表 ...............432
時計表示設定...........................145
トルカ.......................................292
移動／コピー.......................295
削除 ......................................294
取得 ......................................292
ダウンロード.......................207
表示 ......................................293

フォルダ作成／削除........... 294
保護...................................... 294
保存内容確認 ...................... 295
保存（ｉモードメール）.... 242

トルカ取得設定....................... 296

ナ行
ナイトモード ................ 84, 182
入力設定.................................. 410
入力モード .............................. 402
入力予測機能 .......................... 404
認証操作
指紋認証 .............................. 151
端末暗証番号 ...................... 148

認証パスワード....................... 149
ネットワーク暗証番号........... 148
ネットワークサービス........... 390
ノイズキャンセラ設定..............60
ノーマルメニュー................... 140

ハ行
バーコードリーダー............... 187
引用...................................... 406
コードの読み取り............... 188
分割QRコード .................. 189
読み取りデータの利用....... 189

バージョンアップ................... 280
バイブレータ設定................... 123
ｉアプリ ............................. 271

背面ディスプレイ............ 27, 32
詳細情報表示 .........................32
時計パターン ...................... 419
背面相手表示設定............... 138
背面画像設定 ...................... 138

バイリンガル .......................... 146
パケット通信 .......................... 398
パケット通信中着信設定..........87
パスワード
引用...................................... 406
認証...................................... 149
ｉモード ............................. 148

パスワードマネージャー....... 409
パソコンと FOMA端末の接続
.................................................. 338
USBケーブルで接続......... 339
USBモード設定 ................ 338

バックアップ .......................... 333
発信オプション..........................56
発信者番号通知設定..................48
発信者番号通知／非通知
発信オプション......................56
発番号設定 .......................... 113
186／ 184 .........................55

発信者番号非通知理由..............61
発番号設定 .............................. 113
発番号なし動作設定............... 163
番号サービス .......................... 445
番号通知お願いサービス....... 392
日付時刻設定 .............................47
ビデオカメラ→カメラ
ビデオシャッター音............... 125
表示・効果設定....................... 210
ファイル制限 .......................... 342
フォーカスモード......................36
フォント選択 .......................... 144
不在着信.....................................65
不在着信お知らせ................... 141
ブックマーク
移動／コピー ...................... 203
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削除 ......................................203
ソート...................................204
タイトル変更.......................202
ツータッチサイト登録・表示
..............................................202
登録（サイト／ホームページ）
..............................................201
登録（メール）.....................251
表示 ......................................202
フォルダ作成／削除 ...........202

プッシュ信号（DTMF）送出
...........................................56, 79
プッシュトーク..........................90
グループ発信..........................95
着信 .........................................93
通信中の操作..........................92
発信 .........................................90
発信オプション......................92
発信（プッシュトーク電話帳）
.................................................95

プッシュトークキー ..................27
プッシュトーク自動応答設定...97
プッシュトーク着信設定........118
プッシュトーク中クローズ設定
.....................................................98
プッシュトーク中着信設定.......98
プッシュトーク電話帳 ..............94
削除 .........................................96

プッシュトーク番号通知設定...97
プッシュトークプラス ..............90
プッシュトーク呼出時間設定...97
プライバシーモード設定........159
プリインストールｉアプリ
ケータイクレジット「iD（アイ
ディ）」...................................276
電子マネー「Edy」..............276
フリーセル...........................275
ロジックパズル F ...............274
A列車で行こう i for F.......271
Gガイド番組表リモコン ...275
Mobile 三國志 2.................272
ZOOKEEPER DX F .........273
「DCMX」クレジットアプリ
..............................................277

プルダウンメニュー操作...........35
フルブラウザ...........................300
アクセス設定.......................304
アップロード.......................302
画像表示設定.......................304
画面表示設定.......................304
検索 ......................................302
ダウンロード.......................302
表示モード設定...................303
フレーム...............................301
ポインターモード ...............301
ホーム設定...........................303
マルチウィンドウ ...............301
Cookie 設定／削除.............303
Referer 設定.......................304
Script 設定..........................303

フルブラウザ画面 ...................300
フレーム
一覧 ......................................420
カメラ...................................185
静止画...................................310
ビデオカメラ.......................185

プレフィックス設定 ..................59
プロフィール情報
引用 ......................................406

確認............................ 48, 378
詳細画面 .............................. 378

変換学習リセット................... 405
返信.......................................... 238
ボイス録音 .............................. 232
ポーズ（「P」）............................56
ホームページ ............. 201, 300

マ行
マイドキュメント
アルバム追加／削除........... 340
移動／コピー ...................... 340
画面切り出し ...................... 356
ソート.................................. 344
動作設定 .............................. 356
PDF データ表示................. 352

マイピクチャ
アルバム追加／削除........... 340
移動／コピー ...................... 340
画像の利用 .......................... 307
画像表示 .............................. 306
詳細情報参照／変更........... 342
静止画編集 .......................... 308
静止画補正 .......................... 312
ソート.................................. 344
動作設定 .............................. 313
パラパラマンガ作成........... 308

マイメニュー .......................... 200
待受画面.....................................46
待受画面設定 .......................... 131
カスタム待受 ...................... 133
時計表示設定 ...................... 145
待受用の画像／ｉモーション
.............................................. 419
ランダムイメージ設定....... 132
ｉアプリ待受画面.............. 133

待受時間.....................................41
待受中音声メモ....................... 379
マナーモード .......................... 126
マナーモード選択................... 127
マルチアクセス....................... 364
組み合わせ .......................... 441

マルチカーソルキー..................27
マルチタスク .......................... 364
組み合わせ .......................... 443

マルチタスクキー......................27
マルチナンバー....................... 396
発信オプション......................56

未承諾広告※メール拒否....... 221
未送信メール→ｉモードメール
ミュージックプレイヤー....... 356
音楽データの保存............... 357
再生...................................... 359
プレイヤー設定................... 362

迷惑電話ストップサービス...394
メール→ｉモードメール
メールアドレス............. 48, 220
メール一覧表示設定............... 255
メール機能設定....................... 251
メールグループ設定............... 253
メール検索 .....106, 247, 373
メール件数確認....................... 246
メール作成画面....................... 224
メール自動受信....................... 236
メール受信添付ファイル設定
.................................................. 255
メール設定（FOMA端末）...251
メール設定（ｉモードセンター）
.................................................. 221

メール選択受信.......................237
メール選択受信設定 ...........253

メール送受信画像設定 ...........138
メールテンプレート ...............232
一覧 ......................................422
削除 ......................................234
ダウンロード.......................234
登録 ......................................233
読込み...................................233
ｉモードメール作成 ..........233

メール振り分け設定 ...............251
メール返信引用設定 ...............254
メール連動型ｉアプリ .........267
ダウンロード.......................268

メール・メッセージ着信音....120
目覚まし...................................366
目覚まし音...............................122
メッセージ自動表示 ...............212
メッセージR/F ......................211
一覧画面／詳細画面の見かた
..............................................212
削除 ......................................213
受信表示設定.......................256
新着メッセージ表示 ...........211
添付ファイルの表示・保存
..............................................212
問合せ...................................238
表示 ......................................212
表示種別...............................213
保護 ......................................213
メッセージ自動表示 ...........212

メニュー......................................33
アイコンデザイン...............140
一覧 ......................................412

メニュー設定...........................140
メモ帳 ......................................383
メモリ登録外着信拒否 ...........165
メモリ別着信拒否／許可 .......163
メロディ
アルバム追加／削除 ...........340
移動／コピー.......................340
再生 ......................................325
再生時の操作.......................325
再生・保存（ｉモードメール）
..............................................241
削除 ......................................343
詳細情報参照／変更 ...........342
ソート...................................344
ダウンロード.......................206
動作設定...............................326
メロディの利用...................326
ｉモードメール作成 ..........325

メロディ一覧...........................121
メロデコ...................................229
文字コード...............................201
文字コピー...............................407
文字サイズ設定..........144, 256
文字入力...................................402
一括変換...............................404
引用 ......................................406
インライン入力...................402
絵文字入力...........................405
改行 ......................................404
顔文字入力...........................406
かな漢字変換.......................403
かな入力方式.......................403
記号入力...............................405
区点コード入力...................408
スロット入力方式...............409
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全画面入力 ..........................402
ダウンロード辞書...............409
単語登録 ..............................408
定型文登録 ..........................407
定型文入力 ..........................405
入力設定 ..............................410
入力モード ..........................402
入力予測機能.......................404
パスワードマネージャー ...409
変換学習リセット...............405
文字コピー ..........................407

ヤ行
ユーザ証明書操作...................214
優先順位
着信イルミネーション.......143
着信音 ..................................121
着信画像 ..............................137
名前の表示 ..........................101
バイブレータ.......................124
発信画像 ..............................136
発信者番号通知......................48
プッシュトーク番号通知 ......97

優先通信モード設定..................66
呼出動作開始時間設定...........164

ラ行
ライフスタイル設定...............130
ラウンドイルミネーションパネル
........................................... 27, 37
ラストURL.............................198
ランダムイメージ設定...........132
ランプ.........................................27
リスト（メニュー）....................33
リセット
各種設定リセット...............387
カスタムメニュー...............378
積算通話時間.......................381
積算通話料金.......................381
通話回数 ..............................107
データ一括削除...................387
プロフィール情報...............379
メール回数 ..........................107

リダイヤル ....................... 54, 92
リモコン機能...........................348
留守番電話サービス...............390
連続再生 ..................... 334, 360

ワ行
ワンショットメール...............187
ワンタッチｉアプリ.............277

英数字・記号
ACアダプタ..............................43
ATコマンド ...........................400
Bookmark →ブックマーク
CA証明書...............................214
CODE39コード...................188
Date To 機能.........................383
DCアダプタ..............................43
DTMF送出...................... 56, 79
FeliCa .....................................290
FeliCa マーク........... 27, 290

FirstPass ................. 197, 399
ユーザ証明書.......................214

Flash.......................................198
FOMAカード
暗証番号 .................................39
機能差分 .................................39

取り付け／取り外し ..............38
FOMAカード動作制限機能.....39
HOLD ......................................160
ｉアプリ..................................266
アイコン情報.......................270
移動 ......................................282
カメラの利用.......................283
起動 ......................................268
削除 ......................................282
自動起動情報登録 ...............278
自動起動設定.......................278
終了 ......................................269
照明設定...............................271
赤外線通信の利用 ...............283
ソフト詳細情報...................270
ソフト情報表示...................283
ソフト情報表示設定 ...........268
ソフト動作設定...................270
ソフトの並べ替え ...............282
ダウンロード.......................267
着信音／画像変更 ...............270
通信設定...............................270
ツータッチｉアプリ .........277
電話帳／履歴参照 ...............270
トレース情報.......................269
バージョンアップ ...............280
バイブレータ設定 ...............271
フォルダ作成／削除 ...........281
フォルダ内のソフト件数確認
..............................................283
プリインストールｉアプリ
..............................................271
保護 ......................................281
待受画面...............................279
履歴表示（異常終了履歴）
..............................................280
履歴表示（起動失敗履歴）
..............................................279
履歴表示（セキュリティエラー
履歴）.....................................270
ワンタッチｉアプリ .........277
ｉアプリ To........................279

ｉアプリ待受画面 .....133, 279
異常終了履歴.......................280
解除 ......................................280

ｉアプリDX...........................266
ｉショット送受信 ..................222
ｉチャネル..............................286
おためしサービス ...............287
接続先変更...........................209
テロップ表示設定 ...............287

ｉチャネル一覧......................287
ｉチャネルテロップ ..............287
ｉメロディ..............................206
ｉモーション→動画／ｉモー
ション
ｉモーションメール ..............223
再生・保存...........................240
作成 ......................................230
受信・再生...........................240

ｉモード..................................192
文字コード...........................201
URL 入力.............................201
URL 履歴.............................201

ｉモード設定..........................209
ｉモード中プッシュトーク着信
.....................................................98
ｉモード問合せ
メッセージR/F...................238

ｉモードメール.................. 238
ｉモード問合せ設定.............. 253
ｉモードパスワード.............. 148
ｉモードパスワード変更...... 200
ｉモードメール......... 220, 224
宛先種別 .............................. 225
宛先追加 .............................. 225
一覧画面／詳細画面の見かた
.............................................. 243
一覧表示設定 ...................... 255
移動...................................... 247
画像表示・保存................... 239
既読／未読の変更............... 248
クイック返信設定............... 254
クイック返信本文登録....... 254
クイックメール................... 235
検索...................................... 247
圏内自動送信 ...................... 234
コピー.................................. 250
削除...................................... 248
作成......................... 106, 224
受信...................................... 236
受信表示設定 ...................... 256
受信／送信／未送信メール
BOX..................................... 243
署名挿入 .............................. 225
新着メール表示................... 237
選択受信 .............................. 237
送受信できる文字数........... 221
送信...................................... 224
ソート.................................. 247
デコメール .......................... 226
デコメールピクチャ........... 421
転送...................................... 239
添付ファイル ...................... 230
添付ファイル削除............... 242
テンプレート ...................... 232
電話帳登録 .......................... 250
電話発信 .............................. 250
問合せ.................................. 238
表示種別 .............................. 255
フォルダ一覧画面の見かた
.............................................. 243
フォルダ作成／削除........... 246
フォルダ内メール件数....... 246
編集...................................... 235
返信...................................... 238
ボイス録音 .......................... 232
保護...................................... 248
保存...................................... 234
メールアドレス表示........... 246
メールグループ設定........... 253
メール検索 .......................... 247
メール振り分け設定........... 251
メロディ再生・保存........... 241
文字サイズ .......................... 256

IC カード................................. 290
IC カードアクセスイルミネー
ション...................................... 143
IC カードロック..................... 296
IC カードオートロック設定
.............................................. 297
IC カードロック解除予約
.............................................. 297

ISP 接続通信.......................... 209
JANコード............................ 188
Mail To
サイト.................................. 208
メール.................................. 250
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miniSDメモリーカード........326
カードチェック...................338
情報更新...............................338
初期化...................................337
データの詳細情報 ...............334
動画連続再生.......................334
取り付け／取り外し ...........330
トルカ表示...........................337
バックアップ.......................333
バックアップデータの復元
..............................................334
フォルダ構成.......................327
保存容量の確認...................331
マイドキュメント表示........336
マルチメディアデータ表示
..............................................334
FOMA端末からコピー／移動
..............................................332
FOMA端末にコピー／移動
..............................................333
PIMデータ表示 ..................336

miniSDメモリーカードスロット
.....................................................27
NW検索方法...........................386
NW7コード............................188
PDF データ.............................351
一覧 ......................................422
移動／コピー.......................340
回転 ......................................355
拡大／縮小表示...................354
画面切り出し.......................356
削除 ......................................343
詳細情報参照／変更 ...........342
ソート...................................344
ダウンロード.......................206
ツールバー...........................353
動作設定...............................356
ドキュメント情報 ...............355
表示 ......................................352
表示設定...............................354
ページ移動...........................353
ページレイアウト変更........355
ヘルプ...................................355
文字列検索...........................354
リンク...................................354
ｉモードしおり・マーク...355

Phone To
サイト...................................208
メール...................................250

PIMロック..............................157
PIN ロック解除.......................151
PIN ロック解除コード...........149
PIN1 コードON／OFF ......150
PIN1 コード／PIN2コード
..................................................148
変更 ......................................150

QRコード ...............................188
SAR .........................................466
SMS（ショートメッセージ）
.....................................224, 260
一覧画面／詳細画面の見かた
..............................................243
移動／コピー（FOMAカード
へ）........................................263
移動／コピー（FOMA端末へ）
..............................................264
クイックメール...................235
削除（FOMAカード）........264
削除（FOMA端末）............248

作成・送信 ............. 106, 260
受信...................................... 261
受信表示設定 ...................... 256
設定...................................... 262
送受信できる文字数........... 224
送達通知 .............................. 224
電話帳登録 .......................... 250
問合せ.................................. 262
表示（FOMAカード）....... 263
表示（FOMA端末）........... 243
フォルダ一覧画面の見かた
.............................................. 243
ブックマーク登録............... 251
編集...................................... 261
保管期間 .............................. 224
メール振り分け設定........... 251

SSL通信................................. 194
SSLページ接続................. 197

URL ............................ 201, 300
コピー.................................. 208
電話帳登録 .......................... 209

URL 入力 ................... 201, 300
URL 表示 ................... 200, 301
URL 履歴 ................................ 201
USBケーブルで接続............. 339
USBモード設定 .................... 338
USSD登録............................. 393
Web To
サイト.................................. 208
メール.................................. 250

WORLD CALL.........................57
WORLD WING ........................40
186／ 184 .............................55
3Dアイコン（メニュー）.........33
3Dサウンド........................... 122
3G-324M.................................76
64Kデータ通信 .................... 398
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え

クイックマニュアル
クイックマニュアルの使いかた
本書に綴じ込みされているクイックマニュアルは、FOMA端末の基本的な画面表示や操作方法について簡潔に説
明しています。キリトリ線で切り取り、下記のように折ってご使用ください。また、外出時などには、2枚合わ
せて携帯してください。

1 キリトリ線から切り離す（2枚）
切り離しの際にはけがなどにご注意ください。

2 それぞれを縦半分に折る

3 それぞれを横半分に折る

4 それぞれをさらに横半分に折る

ク
イ
ッ
ク

マ
ニ
ュ
ア
ル



キ
リ
ト
リ
線

ク
イ
ッ
ク
マ
ニ
ュ
ア
ル

総合お問い合わせ先〈DoCoMo インフォメーションセンター〉
取
扱
説
明
書
に
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
下
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

･
ダ
イ
ヤ
ル
の
番
号
を
よ
く
ご
確
認
の
上
、
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
お
か
け
く
だ
さ
い
。

故
障
お
問
い
合
わ
せ
先

故
障
、
異
常
か
な
と
思
わ
れ
た
ら
、
下
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

･
ダ
イ
ヤ
ル
の
番
号
を
よ
く
ご
確
認
の
上
、
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
お
か
け
く
だ
さ
い
。

ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
の
場
合

（
局
番
な
し
の
） １
５
１
（
無
料
）

※
一
般
電
話
な
ど
か
ら
は
ご
利
用
に
な
れ
ま
せ
ん
。

一
般
電
話
な
ど
か
ら
の
場
合

       ０
１
２
０
-８
０
０
-０
０
０

      ※
携
帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら

      も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
の
場
合

（
局
番
な
し
の
） １
１
３
（
無
料
）

※
一
般
電
話
な
ど
か
ら
は
ご
利
用
に
な
れ
ま
せ
ん
。

一
般
電
話
な
ど
か
ら
の
場
合

       ０
１
２
０
-８
０
０
-０
０
０

      ※
携
帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら

      も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

電
話
帳
の
登
録

FO
M
A
端
末
電
話
帳
の
登
録

1
m

e
4

2
2

名
前
を
入
力

e
p

3
各
項
目
を
選
択
し
て
設
定

4
pFO

M
A
カ
ー
ド
電
話
帳
の
登
録

1
m

e
4

3
2

名
前
を
入
力

e
p

3
各
項
目
を
選
択
し
て
設
定

e
p

リ
ダ
イ
ヤ
ル
や
着
信
履
歴
か
ら
の
登
録

1
h

2
登
録
す
る
相
手
に
カ
ー
ソ
ル
を
合
わ
せ
て

m
e
1

･
登
録
済
み
の
電
話
帳
へ
追
加
 ：
 m

e
2

3
1

（
FO

M
A
端
末
電
話
帳
）
ま
た
は

2
（
FO

M
A
カ
ー
ド
電
話
帳
）

･
登
録
済
み
の
電
話
帳
へ
追
加
す
る
場
合
は
、
追

加
す
る
相
手
を
選
択

4
各
項
目
を
選
択
し
て
設
定

e
p

電
話
帳
の
修
正

1
p･
電
話
帳
の
切
り
替
え
 ：
 p

2
修
正
す
る
相
手
に
カ
ー
ソ
ル
を
合
わ
せ
て

m
e
3

1
･
FO

M
A
カ
ー
ド
電
話
帳
は
、修

正
す
る
相
手
に

カ
ー
ソ
ル
を
合
わ
せ
て

m
e
3

3
修
正

e
p

･
FO

M
A
端
末
電
話
帳
で
登
録
済
み
の
メ
モ
リ
番

号
を
指
定
し
た
と
き
は
、
上
書
き
確
認
画
面
が

表
示
さ
れ
る

電
話
帳
の
検
索

1
m

e
4

1
･
電
話
帳
の
切
り
替
え
 ：
 p

2
1

～
7

･
FO

M
A
カ
ー
ド
電
話
帳
は

1
～

4

文
字
の
入
力

文
字
の
入
力
・
変
換
（
か
な
方
式
）

〈
例
〉「

鈴
木
」
と
入
力
す
る
と
き

1
ひ
ら
が
な
／
漢
字
モ
ー
ド
で
文
字
を
入
力

「
す
」 ：

 3
（
3
回
）

「
ず
」 ：

 カ
ー
ソ
ル
が
右
に
移
動
し
た
ら

3
（
3
回
）
e
*

「
き
」 ：

 2
（
2
回
）

･
入
力
し
た
文
字
の
変
換
前
に
で
き
る
操
作

m
 ：
 カ

ナ
英
数
に
変
換

t
 ：
 大

文
字
／
小
文
字
の
切
り
替
え

a
 ：
 1
つ
前
の
文
字
に
戻
す

（
例
：
…
→
1
→
お
→
え
→
う
→
い
→
あ
→

1
→
…
）

c
 ：
 文

字
の
取
り
消
し

*
 ：
 濁

点
「
゛
」
や
半
濁
点
「
゜
」
の
付
加

（
例
：
…
→
ほ
→
ぼ
→
ぽ
→
ほ
→
…
）

･
文
字
の
挿
入
 ：
 カ

ー
ソ
ル
を
挿
入
位
置
に
移

動
e
文
字
を
入
力

2
p･
変
換
候
補
一
覧
の
表
示
 ：
 j

／
p

･
変
換
前
の
状
態
に
戻
す
 ：
 c

3
g

入
力
モ
ー
ド
の
切
り
替
え

文
字
入
力
画
面
で

n
（
複
数
回
）
e
g

･
j

で
全
角
と
半
角
が
切
り
替
え
ら
れ
ま
す
。

文
字
の
削
除

カ
ー
ソ
ル
が
文
中
に
あ
る
と
き

c
：
カ
ー
ソ
ル
位
置
の
文
字
の
削
除

･
1
秒
以
上
押
す
と
、
カ
ー
ソ
ル
位
置
の
文

字
と
、
そ
の
右
側
に
あ
る
す
べ
て
の
文
字

を
削
除

カ
ー
ソ
ル
が
文
末
に
あ
る
と
き

c
：
カ
ー
ソ
ル
位
置
の
左
側
に
あ
る
文
字
の
削
除

･
1
秒
以
上
押
す
と
、
す
べ
て
の
入
力
文
字

を
削
除

絵
文
字
・
記
号
・
定
型
文
の
入
力

絵
文
字
を
入
力
す
る

文
字
入
力
画
面
で

p
e
絵
文
字
を
選
択

記
号
を
入
力
す
る

文
字
入
力
画
面
で

p
e
m

e
記
号
を
選
択

定
型
文
を
入
力
す
る

文
字
入
力
画
面
で

m
e
4

1
e
定
型
文
種
別

を
選
択

e
定
型
文
を
選
択

文
字
の
コ
ピ
ー
と
貼
り
付
け

文
字
を
コ
ピ
ー
す
る

文
字
入
力
画
面
で

m
e
1

（
メ
ー
ル
本
文
の
入
力

画
面
で
は

2
）
e
開
始
位
置
を
選
択

e
終
了
位
置

を
選
択

文
字
を
貼
り
付
け
る

文
字
入
力
画
面
で
、
貼
り
付
け
る
位
置
に
カ
ー
ソ
ル

を
合
わ
せ
て

m
e
3

（
メ
ー
ル
本
文
の
入
力
画
面

で
は

4
）

カ
メ
ラ
機
能

静
止
画
を
撮
影
す
る

1
u

2
被
写
体
に
カ
メ
ラ
を
向
け
て

g
e
g

動
画
を
撮
影
す
る

1
u

（
1
秒
以
上
）

2
被
写
体
に
カ
メ
ラ
を
向
け
て

g
e
p

e
g

画
像
を
表
示
す
る

1
m

e
5

1
2
「
カ
メ
ラ
」
フ
ォ
ル
ダ
を
選
択

e
表
示
す
る
画
像

を
選
択

動
画
を
再
生
す
る

1
m

e
5

2
2
「
カ
メ
ラ
」
フ
ォ
ル
ダ
を
選
択

e
再
生
す
る
動
画

を
選
択

･
動
画
再
生
中
に
で
き
る
操
作

j
／
サ
イ
ド
キ
ー
［
▲
▼
］ ：

 音
量
調
整

h
 ：
 巻

戻
し
再
生
／
早
送
り
再
生

g
 ：
 一

時
停
止
／
再
生

p
 ：
 停

止

1
2

37
6

5
4
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テ
レ
ビ
電
話

テ
レ
ビ
電
話
の
か
け
か
た

1
電
話
番
号
を
入
力

2
t ･
通
信
速
度
を
指
定
し
て
発
信
：

m
e
4

e
発
信
方
法
を
選
択

e
m

e
「
は
い
」
を
選
択

3
通
話
す
る

･
通
話
中
保
留
 ：
 g

･
受
話
口
／
ス
ピ
ー
カ
ー
の
切
り
替
え
 ：
 n

･
送
信
す
る
画
像
の
切
り
替
え
 ：
 t

4
通
話
が
終
了
し
た
ら

f

テ
レ
ビ
電
話
の
受
け
か
た

1
電
話
が
か
か
っ
て
く
る

e
t

･
応
答
保
留
 ：
 f

･
通
話
中
の
操
作
は
「
テ
レ
ビ
電
話
の
か
け
か

た
」
の
操
作
3
と
同
様

2
通
話
が
終
了
し
た
ら

f

ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル

送
受
信
で
き
る
文
字
数

ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル
の
作
成
・
送
信

1
a
（
1
秒
以
上
）

項
　
目

全
角
文
字

半
角
文
字

題
名

1
5
文
字

3
0
文
字

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

―
5
0
文
字

本
文

5
0
0
0
文
字

1
0
0
0
0
文
字

宛
先
の
入
力
欄

題
名
の
入
力
欄

添
付
フ
ァ
イ
ル
欄

本
文
の
入
力
欄

本
文
に
半
角
で
入
力
で
き
る
残
り

の
文
字
数
（
バ
イ
ト
数
）

2
を
選
択

e
入
力
方
法
を
選
択

e
宛
先
を
入

力
ま
た
は
選
択

3
を
選
択

e
題
名
を
入
力

4
を
選
択

e
本
文
を
入
力

･
デ
コ
メ
ー
ル
の
作
成
 ：
 a

e
装
飾
方
法
を
選

択
e
文
字
を
入
力

5
p ･
メ
ー
ル
の
保
存
 ：
 m

e
3

･
圏
内
自
動
送
信
 ：
 m

e
2

フ
ァ
イ
ル
の
添
付

1
メ
ー
ル
作
成
画
面
で

を
選
択

メ
ー
ル
作
成
画
面
の
表
示
方
法
→
Ｐ
9

･
添
付
フ
ァ
イ
ル
の
解
除
 ：
 a

e
「
は
い
」
を

選
択

2
添
付
す
る
フ
ァ
イ
ル
の
種
類
を
選
択

3
添
付
元
を
選
択

e
フ
ォ
ル
ダ
を
選
択

e
フ
ァ
イ

ル
を
選
択

送
信
・
保
存
し
た
ｉ
モ
ー
ド
メ
ー
ル
の
編
集
・
送
信

〈
例
〉
未
送
信
メ
ー
ル
を
編
集
す
る
と
き

1
a

e
4

･
送
信
メ
ー
ル
の
編
集
 ：
 a

e
5

2
フ
ォ
ル
ダ
を
選
択

3
メ
ー
ル
を
選
択

･
送
信
メ
ー
ル
の
編
集
 ：
 メ
ー
ル
を
選
択

e
p

4
編
集

e
p ｉ

モ
ー
ド
問
合
せ

1
サ
イ
ド
キ
ー
［
▼
］（
1
秒
以
上
）

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
見
か
た

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
上
部

a
：
電
池
残
量
表
示

b
：
受
信
レ
ベ
ル

：
圏
外
表
示

：
セ
ル
フ
モ
ー
ド
中

：
デ
ー
タ
転
送
モ
ー
ド
中
な
ど

c
／
：
ｉ
モ
ー
ド
中
（
ｉ
モ
ー
ド
接
続
中
）
／

（
パ
ケ
ッ
ト
通
信
中
）

d
：
赤
外
線
通
信
中
な
ど

e
：
ス
ピ
ー
カ
ー
ホ
ン
機
能
利
用
中

：
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
対
応
機
器
で
通
信
中

：
積
算
通
話
料
金
が
上
限
を
超
過

a
b

c
d

e
f

g
h

i
j

k
l

m

f
：
プ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ク
通
信
中

：
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
電
話
帳
ペ
ー
ジ
取
得
中

：
ｉ
モ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
蓄
積
状
態
表
示

g
：
未
読
メ
ー
ル
状
態
表
示

h
：
未
読
メ
ッ
セ
ー
ジ
R
状
態
表
示

i
：
未
読
メ
ッ
セ
ー
ジ
F状
態
表
示

j
／

 : 
ｉ
ア
プ
リ
／
ｉ
ア
プ
リ
D
X
動
作
中

：
ｉ
ア
プ
リ
待
受
画
面
表
示
中
な
ど

：
ｉ
ア
プ
リ
D
X
待
受
画
面
表
示
中
な
ど

k
：
S
S
Lペ
ー
ジ
表
示
中
な
ど

：
圏
内
自
動
送
信
失
敗
メ
ー
ル
あ
り

：
圏
内
自
動
送
信
メ
ー
ル
あ
り

l
：
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
モ
ー
ド
中

m
：
ｉ
ア
プ
リ
自
動
起
動
失
敗

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
下
部

a
：
不
在
着
信

b
：
伝
言
メ
モ

c
：
留
守
番
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
伝
言
メ
ッ
セ
ー
ジ

d
：
未
読
メ
ー
ル

e
：
未
読
ト
ル
カ

f
：
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
中

：
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
中

g
：
電
話
着
信
音
量
消
音
設
定
中

：
音
声
電
話
着
信
の
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
設
定
中

：
電
話
着
信
音
量
消
音
と
音
声
電
話
着
信
の

バ
イ
ブ
レ
ー
タ
同
時
設
定
中

h
：
公
共
モ
ー
ド
（
ド
ラ
イ
ブ
モ
ー
ド
）
中

a
b

c
d

e

f
g

h
i

j
k

l
m

n
o

p
q

i
：
伝
言
メ
モ
設
定
中

：
伝
言
メ
モ
満
杯

j
：
開
閉
ロ
ッ
ク
中

k
：
U
S
B
ケ
ー
ブ
ル
で
外
部
機
器
と
接
続
中

l
：
有
効
マ
ル
チ
カ
ー
ソ
ル
キ
ー

m
：
U
S
B
モ
ー
ド
設
定
と
m
in
iS
D
メ
モ
リ
ー

カ
ー
ド
の
状
態
表
示

n
：
FO
M
A
カ
ー
ド
読
み
込
み
中

：
IC
カ
ー
ド
ロ
ッ
ク
中

o
：
P
IM
ロ
ッ
ク
中

：
ダ
イ
ヤ
ル
発
信
制
限
中

：
H
O
LD
中

p
：
目
覚
ま
し
設
定
中

：
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ア
ラ
ー
ム
設
定
中

：
目
覚
ま
し
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ア
ラ
ー
ム
同

時
設
定
中

q
：
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
更
新
予
約
中

：
最
新
パ
タ
ー
ン
デ
ー
タ
の
自
動
更
新
失
敗

：
最
新
パ
タ
ー
ン
デ
ー
タ
の
自
動
更
新
成
功

15
14

13
12

11
10

9
8



キ
リ
ト
リ
線

メ
ニ
ュ
ー
一
覧

･
m
を
押
し
て
か
ら
、
各
項
目
の
番
号
を
入
力
し
ま
す
。

〈
例
〉
メ
モ
帳
を
起
動
す
る
と
き

m
e
7

e
2

a
メ
ー
ル

a
受
信
メ
ー
ル

b
新
規
メ
ー
ル

c
チ
ャ
ッ
ト
メ
ー
ル

d
未
送
信
メ
ー
ル

e
送
信
メ
ー
ル

f
問
合
せ

a
ｉ
モ
ー
ド
問
合
せ

b
S
M
S
問
合
せ

c
メ
ー
ル
選
択
受
信

d
ｉ
モ
ー
ド
問
合
せ
設
定

g
S
M
S

a
S
M
S
作
成

b
FO
M
A
カ
ー
ド
 

（
U
IM
）
受
信
S
M
S

c
FO
M
A
カ
ー
ド
 

（
U
IM
）
送
信
S
M
S

d
S
M
S
設
定

h
テ
ン
プ
レ
ー
ト
読
込
み

i
メ
ー
ル
設
定

a
メ
ー
ル
着
信
設
定

b
チ
ャ
ッ
ト
メ
ー
ル
着

信
設
定

c
メ
ー
ル
振
り
分
け
設
定

d
署
名
設
定

e
メ
ー
ル
返
信
設
定

a
メ
ー
ル
返
信
引
用

設
定

b
ク
イ
ッ
ク
返
信
設
定

c
ク
イ
ッ
ク
返
信
本

文
登
録

f
メ
ー
ル
グ
ル
ー
プ

g
受
信
・
表
示
設
定

a
受
信
表
示
設
定

b
メ
ー
ル
選
択
受
信

設
定

c
メ
ー
ル
受
信
添
付

フ
ァ
イ
ル
設
定

d
添
付
フ
ァ
イ
ル
自

動
再
生
設
定

e
メ
ー
ル
一
覧
表
示

設
定

b
ｉ
モ
ー
ド

a
ｉ
M
enu

b
B
ookm

ark
c
Internet
a
U
R
L入
力

b
U
R
L履
歴

c
ラ
ス
ト
U
R
L

d
画
面
メ
モ

e
ｉ
モ
ー
ド
問
合
せ

f
メ
ッ
セ
ー
ジ

a
メ
ッ
セ
ー
ジ
R

b
メ
ッ
セ
ー
ジ
F

c
メ
ッ
セ
ー
ジ
設
定

a
メ
ッ
セ
ー
ジ
自
動

表
示

b
ｉ
モ
ー
ド
問
合
せ

設
定

c
添
付
フ
ァ
イ
ル
 

自
動
再
生
設
定

d
メ
ッ
セ
ー
ジ
着
信

設
定

g
ｉ
チ
ャ
ネ
ル

a
ｉ
チ
ャ
ネ
ル
一
覧

b
テ
ロ
ッ
プ
表
示
設
定

h
ｉ
モ
ー
ド
設
定

a
ツ
ー
タ
ッ
チ
サ
イ
ト

表
示

b
接
続
待
ち
時
間
設
定

c
照
明
設
定

d
ｉ
モ
ー
ド
中
プ
ッ
 

シ
ュ
ト
ー
ク
着
信

e
証
明
書
設
定

a
証
明
書
表
示
／
 

使
用
設
定

b
ユ
ー
ザ
証
明
書
操
作

c
証
明
書
発
行
接
続

先
設
定

f
表
示
・
効
果
設
定

g
ｉ
モ
ー
シ
ョ
ン
設
定

h
接
続
先
設
定

i
フ
ル
ブ
ラ
ウ
ザ

a
ホ
ー
ム

b
B
ookm

ark
c
Internet
a
U
R
L入
力

b
U
R
L履
歴

c
ラ
ス
ト
U
R
L

d
フ
ル
ブ
ラ
ウ
ザ
設
定

a
ホ
ー
ム
設
定

b
Cookie設

定
／
削
除

c
S
cript設

定
d
表
示
モ
ー
ド
設
定

e
画
像
表
示
設
定

f
ア
ク
セ
ス
設
定

g
R
eferer設

定
h
画
面
表
示
設
定

c
ｉ
ア
プ
リ

a
ソ
フ
ト
一
覧

b
ｉ
ア
プ
リ
設
定

a
ソ
フ
ト
の
並
べ
替
え

b
自
動
起
動
設
定

c
ソ
フ
ト
情
報
表
示
設
定

d
照
明
設
定

e
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
設
定

f
ツ
ー
タ
ッ
チ
ｉ
ア
プ

リ
表
示

c
履
歴
表
示

d
電
話
帳
／
履
歴

a
電
話
帳
検
索

b
電
話
帳
登
録

c
FO
M
A
カ
ー
ド
（
U
IM
）
登

録
d
プ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ク
電
話
帳

e
着
信
履
歴

f
リ
ダ
イ
ヤ
ル

g
伝
言
メ
モ
／
音
声
メ
モ

a
伝
言
メ
モ
設
定

b
伝
言
メ
モ
一
覧

c
音
声
メ
モ
録
音

d
音
声
メ
モ
一
覧

h
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
情
報

e
デ
ー
タ
B
O
X

a
マ
イ
ピ
ク
チ
ャ

b
ｉ
モ
ー
シ
ョ
ン

c
メ
ロ
デ
ィ

d
キ
ャ
ラ
電

e
マ
イ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

f
LifeK

it
a
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

b
赤
外
線
／
P
C
デ
ー
タ
連

携a
赤
外
線
全
件
送
信

b
赤
外
線
受
信

c
デ
ー
タ
送
受
信
設
定

d
U
S
B
モ
ー
ド
設
定

c
ト
ル
カ

a
ト
ル
カ
一
覧

b
ト
ル
カ
取
得
設
定

d
IC
カ
ー
ド

a
IC
カ
ー
ド
一
覧

b
IC
カ
ー
ド
ロ
ッ
ク

c
IC
カ
ー
ド
オ
ー
ト
 

ロ
ッ
ク
設
定

d
IC
カ
ー
ド
ロ
ッ
ク
解

除
予
約

e
m
iniS
D
カ
ー
ド

f
カ
メ
ラ

g
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

h
サ
ウ
ン
ド
レ
コ
ー
ダ
ー

i
電
話
帳
お
預
か
り
サ
ー
ビ
ス

a
お
預
か
り
セ
ン
タ
ー

に
接
続

b
電
話
帳
通
信
履
歴
表
示

c
送
信
設
定

g
ス
テ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ー

a
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳

b
メ
モ
帳

c
目
覚
ま
し

d
電
卓

e
辞
典

h
設
定
／
N
W
サ
ー
ビ
ス

a
音
／
バ
イ
ブ

a
音
設
定

a
電
話
着
信
音

b
メ
ー
ル
・
メ
ッ

セ
ー
ジ
着
信
音

c
ア
ラ
ー
ム
音

d
操
作
確
認
音

a
キ
ー
確
認
音

b
カ
メ
ラ
シ
ャ
ッ

タ
ー
音

c
ビ
デ
オ
シ
ャ
ッ

タ
ー
音

e
充
電
確
認
音

f
通
話
保
留
・
警
告
音

a
応
答
保
留
ガ
イ

ダ
ン
ス
設
定

b
通
話
保
留
音

c
通
話
品
質
ア

ラ
ー
ム
音

d
再
接
続
ア
ラ
ー

ム
音

e
電
池
ア
ラ
ー
ム
音

b
音
量
設
定

a
電
話
着
信
音
量

b
メ
ー
ル
・
メ
ッ

セ
ー
ジ
着
信
音
量

c
受
話
音
量

d
ア
ラ
ー
ム
音
量

e
ｉ
ア
プ
リ
音
量

f
ト
ル
カ
取
得
音
量

c
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
設
定

a
電
話
着
信
時

b
メ
ー
ル
・
メ
ッ

セ
ー
ジ
着
信
時

c
ア
ラ
ー
ム
鳴
動
時

d
ｉ
ア
プ
リ
利
用
時

d
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
設
定

a
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
選
択

b
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

設
定

e
呼
出
動
作
開
始
時
間

設
定

f
ス
テ
レ
オ
効
果
設
定

a
動
画
（
ｉ
モ
ー
 

シ
ョ
ン
）

b
メ
ロ
デ
ィ

c
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ

レ
イ
ヤ
ー

b
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

a
待
受
画
面
設
定

a
待
受
画
面
選
択

b
時
計
表
示
設
定

c
電
池
マ
ー
ク
設
定

d
カ
レ
ン
ダ
ー
／
待

受
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

e
テ
ロ
ッ
プ
表
示
設
定

b
背
面
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

設
定
a
背
面
相
手
表
示
設
定

b
背
面
画
像
設
定

c
メ
ニ
ュ
ー
設
定

d
各
種
画
面
設
定

a
ス
ク
リ
ー
ン
設
定

b
発
着
信
画
像
設
定

c
テ
レ
ビ
電
話
画
像

選
択

e
照
明
設
定

f
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

設
定
a
着
信
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン

b
通
話
中
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン

c
IC
カ
ー
ド
ア
ク
セ

ス
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン

g
不
在
着
信
お
知
ら
せ

h
文
字
表
示
設
定

a
文
字
サ
イ
ズ
設
定

b
フ
ォ
ン
ト
選
択

c
バ
イ
リ
ン
ガ
ル

i
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト

a
ト
ー
タ
ル
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
ト
設
定

b
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

設
定

c
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
／
ロ
ッ
ク

a
ロ
ッ
ク

a
オ
ー
ル
ロ
ッ
ク

b
P
IM
ロ
ッ
ク

c
IC
カ
ー
ド
ロ
ッ
ク

a
IC
カ
ー
ド
ロ
ッ

ク
b
IC
カ
ー
ド
オ
ー

ト
ロ
ッ
ク
設
定

c
IC
カ
ー
ド
ロ
ッ

ク
解
除
予
約

d
開
閉
ロ
ッ
ク

b
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
モ
ー
ド

c
ダ
イ
ヤ
ル
発
信
制
限

d
FO
M
A
カ
ー
ド

（
U
IM
）

e
暗
証
番
号
変
更

f
指
紋
設
定

a
指
紋
登
録

b
指
紋
の
み
認
証
設
定

g
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
モ
ー

ド
設
定

h
ス
キ
ャ
ン
機
能

a
パ
タ
ー
ン
デ
ー
タ

更
新

b
自
動
更
新
設
定

c
ス
キ
ャ
ン
機
能
設
定

d
バ
ー
ジ
ョ
ン
表
示

i
パ
ス
ワ
ー
ド
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

d
情
報
表
示
／
リ
セ
ッ
ト

a
通
話
時
間

b
設
定
状
況
確
認

c
電
池
レ
ベ
ル
表
示

d
通
話
料
金

a
通
話
料
金
表
示

b
通
話
料
金
上
限
通
知

c
上
限
通
知
ア
イ
コ

ン
消
去

d
通
話
料
金
自
動

リ
セ
ッ
ト
設
定

e
各
種
設
定
リ
セ
ッ
ト

f
デ
ー
タ
一
括
削
除

e
時
計
a
日
付
時
刻
設
定

b
自
動
電
源
O
N
設
定

c
自
動
電
源
O
FF設

定
d
時
計
表
示
設
定

e
ア
ラ
ー
ム
自
動
電
源

O
N
設
定

f
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
設
定

f
発
着
信
・
通
話
機
能

a
電
話
発
信
設
定

b
電
話
着
信
設
定

c
発
番
号
な
し
動
作
設
定

d
エ
ニ
ー
キ
ー
ア
ン

サ
ー
設
定

e
イ
ヤ
ホ
ン
機
能
設
定

a
イ
ヤ
ホ
ン
切
替
 

設
定

b
オ
ー
ト
着
信
機
能

設
定

c
イ
ヤ
ホ
ン
ス
イ
ッ

チ
設
定

f
メ
モ
リ
着
信
拒
否
／

許
可
a
メ
モ
リ
別
着
信
拒

否
／
許
可

b
メ
モ
リ
登
録
外
着

信
拒
否

g
発
着
信
詳
細
設
定

a
優
先
通
信
モ
ー
ド

設
定

b
プ
レ
フ
ィ
ッ
ク
ス

設
定

c
国
際
ダ
イ
ヤ
ル
設
定

d
サ
ブ
ア
ド
レ
ス
設
定

h
通
話
詳
細
設
定

a
ノ
イ
ズ
キ
ャ
ン
セ

ラ
設
定

b
通
話
中
ク
ロ
ー
ズ

設
定

i
セ
ル
フ
モ
ー
ド
設
定

g
テ
レ
ビ
電
話
／

プ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ク

a
テ
レ
ビ
電
話

a
テ
レ
ビ
電
話
発
信

設
定

b
テ
レ
ビ
電
話
着
信

設
定

c
テ
レ
ビ
電
話
動
作

設
定

d
パ
ケ
ッ
ト
通
信
中

着
信
設
定

e
テ
レ
ビ
電
話
画
像

選
択

f
テ
レ
ビ
電
話
使
用

機
器
設
定

g
テ
レ
ビ
電
話
切
替

機
能
通
知

b
プ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ク

a
プ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ク

着
信
設
定

b
プ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ク

呼
出
時
間
設
定

c
プ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ク

番
号
通
知
設
定

d
プ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ク

自
動
応
答
設
定

e
プ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ク

中
着
信
設
定

f
プ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ク

中
ク
ロ
ー
ズ
設
定

g
ｉ
モ
ー
ド
中
プ
ッ

シ
ュ
ト
ー
ク
着
信

h
文
字
入
力
／
そ
の
他

a
単
語
登
録

b
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
辞
書

c
変
換
学
習
リ
セ
ッ
ト

d
定
型
文

e
入
力
設
定

f
N
W
検
索
方
法

g
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
更
新

h
ク
イ
ッ
ク
起
動
設
定

i
サ
イ
ド
キ
ー
長
押
し

設
定
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N
W
サ
ー
ビ
ス

a
留
守
番
電
話

b
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ッ
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ホ
ン

c
転
送
で
ん
わ

d
着
も
じ
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発
信
者
番
号
通
知

f
番
号
通
知
お
願
い

サ
ー
ビ
ス

g
通
話
中
着
信
設
定

h
通
話
中
着
信
動
作
選
択

i
そ
の
他
の
N
W
サ
ー

ビ
ス
a
U
S
S
D
登
録

b
応
答
メ
ッ
セ
ー
ジ

登
録

c
遠
隔
操
作
設
定

d
迷
惑
電
話
ス
ト
ッ
プ

e
英
語
ガ
イ
ダ
ン
ス

f
デ
ュ
ア
ル
ネ
ッ
ト

ワ
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ク
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サ
ー
ビ
ス
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ヤ
ル
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バ
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キ
リ
ト
リ
線

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
レ
イ
ヤ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
起
動
：
m

9

FO
M
A
端
末
を
開
い
た
と
き

g
：
再
生
／
一
時
停
止

j
：
音
量
調
整

r
：
次
の
音
楽
デ
ー
タ
再
生

l
：（
曲
の
始
ま
り
か
ら
3
秒
以
内
の
操
作
）前
の
音

楽
デ
ー
タ
再
生

（
曲
の
始
ま
り
か
ら
3
秒
以
上
経
過
し
て
操
作
）
再
生

中
の
曲
の
最
初
に
戻
る

c
：
停
止
し
て
フ
ァ
イ
ル
一
覧
画
面
に
戻
る

FO
M
A
端
末
を
折
り
畳
ん
だ
と
き

ラ
ウ
ン
ド
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
パ
ネ
ル
［
R

］：
再
生
／
一
時
停
止

ラ
ウ
ン
ド
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
パ
ネ
ル
［
E
］：

次
の
音
楽
デ
ー
タ
再
生

ラ
ウ
ン
ド
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
パ
ネ
ル
［
W
］：

（
曲
の
始
ま
り
か
ら
3
秒
以
内
の
操
作
）
前
の
音
楽

デ
ー
タ
再
生

（
曲
の
始
ま
り
か
ら
3
秒
以
上
経
過
し
て
操
作
）
再
生

中
の
曲
の
最
初
に
戻
る

ラ
ウ
ン
ド
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
パ
ネ
ル
［
Q

T
］：

音
量
調
整

ス
イ
ッ
チ
付
イ
ヤ
ホ
ン
マ
イ
ク
を
使
用
す
る
と
き

ス
イ
ッ
チ
付
イ
ヤ
ホ
ン
マ
イ
ク
の
ス
イ
ッ
チ
を
次
の
よ

う
に
押
し
て
操
作
し
ま
す
。

･「
イ
ヤ
ホ
ン
ス
イ
ッ
チ
設
定
（
m

8
6

5
3

）」
を
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
レ
イ
ヤ
ー
操
作
」
に

設
定
し
て
か
ら
操
作
し
て
く
だ
さ
い
。

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
起
動
：
待
受
中
に
1

秒
以
上
押
す

押
し
か
た

一
時
停
止
中

再
生
中

1
回

再
生
／
フ
ォ
ル
ダ
選
択

一
時
停
止

1
秒
以
上

前
の
音
楽
デ
ー
タ
に

カ
ー
ソ
ル
を
移
動

再
生
開
始
3
秒
以
内
な

ら
前
の
音
楽
デ
ー
タ
を

再
生
／
再
生
開
始
3
秒

経
過
後
な
ら
現
在
再
生

中
の
曲
の
頭
出
し

2
回

次
の
音
楽
デ
ー
タ
に

カ
ー
ソ
ル
を
移
動

次
の
音
楽
デ
ー
タ
を
再

生
3
回

フ
ァ
イ
ル
一
覧
画
面
に

戻
る

停
止
し
て
フ
ァ
イ
ル
一

覧
画
面
に
戻
る

そ
の
他
の
主
な
操
作

※
：
解
除
時
は
認
証
操
作
が
必
要
で
す
。

機
　
能

操
作
方
法

H
O
LD
の
起
動
／
解
除

m
（
1
秒
以
上
）

ｉ
チ
ャ
ネ
ル
一
覧
の
表
示

c

セ
ル
フ
モ
ー
ド
の
起
動
／
解
除

c
（
1
秒
以
上
）

公
共
モ
ー
ド
の
起
動
／
解
除

*
（
1
秒
以
上
）

ｉ
モ
ー
ド
メ
ニ
ュ
ー
の
表
示

d

ｉ
ア
プ
リ
フ
ォ
ル
ダ
一
覧
の
表
示

d
（
1
秒
以
上
）

着
信
履
歴
の
表
示

l

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
モ
ー
ド
の
起
動
／
解
除

l
（
1
秒
以
上
）
※

リ
ダ
イ
ヤ
ル
の
表
示

r

IC
カ
ー
ド
ロ
ッ
ク
の
起
動
／
解
除

r
（
1
秒
以
上
）
※

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
の
表
示

p
（
1
秒
以
上
）

電
源
O
N
／
O
FF

f
（
2
秒
以
上
）

マ
ナ
ー
モ
ー
ド
の
起
動
／
解
除

#
（
1
秒
以
上
）

新
規
起
動
メ
ニ
ュ
ー

s

プ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ク
電
話
帳
の
表
示

FO
M
A
端
末
を
開
い
た
状
態
で

P

伝
言
メ
モ
／
音
声
メ
モ
メ
ニ
ュ
ー

の
表
示

FO
M
A
端
末
を
開
い
た
状
態
で

サ
イ
ド
キ
ー ［
▲
］を
1秒
以
上

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

電
話
番
号

コ
レ
ク
ト
コ
ー
ル

（
料
金
着
信
払
通
話
）

（
局
番
な
し
）
1
0
6

一
般
電
話
の
番
号
案
内
お
よ
び
ド
コ

モ
と
ご
契
約
の
携
帯
電
話
の
番
号
案

内
（
有
料
）

（
電
話
番
号
の
案
内
を
希
望
さ
れ
な
い

お
客
様
に
つ
い
て
は
、
ご
案
内
で
き

ま
せ
ん
）

（
局
番
な
し
）
1
0
4

電
報
の
発
信
（
有
料
）

午
前
8
時
～
午
後
1
0
時

（
局
番
な
し
）
1
1
5

時
報
サ
ー
ビ
ス
（
有
料
）

（
局
番
な
し
）
1
1
7

天
気
予
報
（
有
料
）

知
り
た
い
地
域
の
市
外

局
番
＋
1
7
7

警
察
へ
の
緊
急
通
報

（
局
番
な
し
）
1
1
0

消
防
・
救
急
へ
の
緊
急
通
報

（
局
番
な
し
）
1
1
9

海
上
で
事
件
・
事
故
が
起
き
た
と
き

の
緊
急
通
報

（
局
番
な
し
）
1
1
8

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
有
料
）

（
局
番
な
し
）
1
7
1

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

留
守
番
電
話
サ
ー
ビ
ス

申
し
込
み
：
必
要
　
月
額
使
用
料
：
有
料

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る

1
m

e
8

9
1

1
1

2
「
は
い
」
を
選
択

e
「
は
い
」
を
選
択

3
呼
出
時
間
を
入
力

e
g

サ
ー
ビ
ス
を
停
止
す
る

1
m

e
8

9
1

1
3

2
「
は
い
」
を
選
択

伝
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
再
生
す
る

1
m

e
8

9
1

1
5

2
「
は
い
」
を
選
択

3
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
操
作
す
る

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン

申
し
込
み
：
必
要
　
月
額
使
用
料
：
有
料

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
／
停
止
す
る

1
m

e
8

9
2

2
1

［
開
始
］
ま
た
は

2
［
停
止
］

3
「
は
い
」
を
選
択

通
話
中
に
か
か
っ
て
き
た
電
話
を
受
け
る

通
話
中
に

n
･
通
話
相
手
の
切
り
替
え
 ：
 a

通
話
中
に
電
話
を
か
け
る

通
話
中
に

m
e
7

e
電
話
番
号
を
入
力

e
n ･
通
話
相
手
の
切
り
替
え
 ：
 a

通
話
を
終
了
す
る

一
方
の
相
手
と
の
通
話
が
終
了
し
た
ら

f
･
保
留
中
相
手
と
の
通
話
再
開
 ：
 n

転
送
で
ん
わ
サ
ー
ビ
ス

申
し
込
み
：
必
要
　
月
額
使
用
料
：
無
料

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る

1
m

e
8

9
3

1
2
「
は
い
」
を
選
択

e
「
は
い
」
を
選
択

3
転
送
先
電
話
番
号
を
入
力

e
g

･
電
話
帳
か
ら
転
送
先
を
入
力
 ：
 m

4
p

e
「
は
い
」
を
選
択

5
呼
出
時
間
を
入
力

e
g

サ
ー
ビ
ス
を
停
止
す
る

1
m

e
8

9
3

2
2
「
は
い
」
を
選
択

番
号
通
知
お
願
い
サ
ー
ビ
ス

申
し
込
み
：
不
要
　
月
額
使
用
料
：
無
料

サ
ー
ビ
ス
の
開
始
／
停
止

1
m

e
8

9
6

2
1

［
開
始
］
ま
た
は

2
［
停
止
］

3
「
は
い
」
を
選
択

紛
失
時
な
ど
の
緊
急
連
絡
先

お
ま
か
せ
ロ
ッ
ク

お
ま
か
せ
ロ
ッ
ク
の
設
定
／
解
除

0
1
2
0
-5
2
4
-3
6
0
（
2
4
時
間
受
付
）

そ
の
他
緊
急
連
絡
先

連
絡
先
：
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絡
先
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･
ダ
イ
ヤ
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の
番
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よ
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確
認
の
上
、
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
お
か
け
く
だ
さ
い
。
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マナーもいっしょに携帯しましょう

こんな場合は必ず電源を切りましょう
■使用禁止の場所にいる場合
航空機内、病院内では、必ずFOMA端末の電源を切ってください。
※医用電気機器を使用している方がいるのは病棟内だけではありません。
ロビーや待合室などでも、必ず電源を切ってください。

■満員電車の中など、植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器を装着した方
が近くにいる可能性がある場合
植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器に悪影響を与えるおそれがあります。

こんな場合は公共モードに設定しましょう
■運転中の場合
FOMA端末のご使用は、安全な走行の妨げとなり危険です。
※車を安全な所に停車させてからご使用になるか、公共モードをご利用ください。

■劇場・映画館・美術館など公共の場所にいる場合
静かにするべき公共の場所でFOMA端末を使用すると、周囲の方への迷惑になります。

使用する場所や声・着信音の大きさに注意しましょう
■レストランやホテルのロビーなどの静かな場所でFOMA端末をご使用になる場合は、
声の大きさなどに気をつけましょう。

■街の中では、通行の妨げにならない場所で使用しましょう。

プライバシーに配慮しましょう

カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信を行う際は、プライバシーなどにご配慮ください。

この印刷物はリサイクルに配慮して製本されています。不要となった際、回収、リサイクルに出し
ましょう。

こんな機能が公共のマナーを守ります
かかってきた電話に応答しない設定や、FOMA端末から鳴る音を消す設定など、便利な機能
があります。
●公共モード（ドライブモード／電源OFF）
電話をかけてきた相手に運転中もしくは通話を控える必要のあるような所（電車、バス、映
画館等）にいるため、電話に出られない旨のガイダンスが流れ、通話が切断されます。→P67

●伝言メモ
電話に出られない場合に、電話をかけてきた相手の用件を録音／録画します。→P70

●着信バイブレータ
電話がかかってきたことを、振動でお知らせします。→P123 

●マナーモード／オリジナルマナーモード
キー確認音や着信音などFOMA端末から鳴る音をすべて消します（マナーモード）。
→P126
マナーモードの動作を変更することもできます（オリジナルマナーモード）。→P127



■ ドコモの携帯電話、PHSからの場合

※ 一般電話などからはご利用になれません。 ※ 一般電話などからはご利用になれません。
（局番なしの）151（無料）

■ ドコモの携帯電話、PHSからの場合

（局番なしの）113（無料）
■ 一般電話などからの場合

 　　  0120-800-000
※ 携帯電話、PHSからもご利用になれます。

● ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いのない
ようにおかけください。

■ 一般電話などからの場合

 　　  0120-800-000
※ 携帯電話、PHSからもご利用になれます。

● ダイヤルの番号をよくご確認の上、お間違いのない
ようにおかけください。

● なお、詳しくはFOMA端末などに添付の「全国サー
ビスステーション一覧」でご確認ください。

CA92002-4770
2.1

Li-ion

環境保全のため、不要になった電池はNTT DoCoMoまたは代理店、
リサイクル協力店などにお持ちください。

製造元 富士通株式会社

06.6

故障お問い合わせ先総合お問い合わせ先
〈DoCoMo インフォメーションセンター〉

パケット通信料無料

※ ｉモードからご利用になる場合、「ネットワーク暗証番号」が必要となります。
※ ｉモードからご利用になる場合のパケット通信料は無料です。海外からのアクセスの場合は有料となります。
※ パソコンからご利用になる場合、「My DoCoMo ID／パスワード」が必要となります。
※ 「ネットワーク暗証番号」および「My DoCoMo ID／パスワード」をお持ちでない方・お忘れの方は、下記総合お問い合わせ先に
　 ご相談ください。
※ ご契約内容によりご利用になれない場合があります。
※ システムメンテナンスなどにより、ご利用になれない場合があります。

「ドコモeサイト」では住所変更、料金プラン変更などの各種お手続き、資料請求を承っております。

ｉモードから　ｉMenu ⇒ 料金＆お申込 ⇒ ドコモeサイト

パソコンから　My DoCoMo（https://www.mydocomo.com/）⇒ 各種手続き（ドコモeサイト）
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■データ通信マニュアルについて
本マニュアルでは、FOMA F902iSでデータ通信をする際に必要な事項についての説明をはじめ、
CD-ROM内の「F902iS通信設定ファイル（ドライバ）」「FOMA PC設定ソフト」のインストール
方法などを説明しています。

■Windows XPの操作について
本マニュアルは、Windows XP Service Pack 2に対応した内容となっております。お使いの環境
によっては操作手順や画面が一部異なる場合があります。



1

データ通信について
ここでは、FOMA端末で利用できるデータ通信の形態
や利用時の留意点について説明します。

利用できる通信形態

利用できる通信形態は、パケット通信、64Kデータ通
信、データ転送の3つに分類されます。
I パソコンと接続してパケット通信や64Kデータ通信
を行ったり、電話帳などのデータを編集したりする
には、本CD-ROMからソフトのインストールや各種
設定を行う必要があります。

I FOMA端末は、Remote Wakeupには対応してい
ません。

I FOMA端末はFAX通信に対応していません。
I ドコモのPDA、museaやsigmarionⅡと接続して
データ通信を行うには、museaやsigmarionⅡの
アップデートが必要です。アップデートの方法など
の詳細は、ドコモのホームページをご覧ください。

パケット通信

送受信したデータ量に応じて課金されるため、メール
の送受信など、比較的少ないデータ量を高速でやりと
りするのに適しています。ネットワークに接続してい
ても、データの送受信を行っていないときには通信料
がかからないため、ネットワークに接続したまま必要
なときにデータを送受信するという使いかたができ
ます。
ドコモのインターネット接続サービスmopera Uや
moperaなど、FOMAのパケット通信に対応したアク
セスポイントを利用して、受信最大384kbps、送信
最大64kbpsの高速パケット通信ができます。通信環
境や混雑状況の影響により通信速度が変化するベス
トエフォートによる提供です。
画像を含むホームページの閲覧やデータのダウンロー
ドなど、データ量の多い通信を行った場合には通信料
が高額になりますのでご注意ください。

64Kデータ通信

データ量に関係なく、ネットワークに接続している時
間の長さに応じて課金されるため、マルチメディアコ
ンテンツのダウンロードなど、比較的データ量の多い
送受信を行うのに適しています。 
ドコモのインターネット接続サービスmopera Uや
moperaなど、FOMA 64Kデータ通信に対応したア
クセスポイント、またはISDN同期64kbpsのアクセ
スポイントを利用して、64kbpsの安定した通信速度
でデータを送受信できます。
長時間通信を行った場合には通信料が高額になりま
すのでご注意ください。

データ転送

USBケーブルを使ってパソコンと接続し、電話帳や送
受信メールなどのデータを送受信する、課金が発生し
ない通信形態です。
I 赤外線通信を使って他のFOMA端末や携帯電話、パ
ソコンなどとデータを送受信できます。

ご利用時の留意事項

インターネットサービスプロバイダの利用
料について

パソコンでインターネットを利用する場合、通常ご利
用になるインターネットサービスプロバイダ（以降プ
ロバイダ）の利用料が必要です。この利用料は、FOMA
サービスの利用料とは別に直接プロバイダにお支払
いいただきます。利用料の詳細は、ご利用のプロバイ
ダにお問い合わせください。
I ドコモのインターネット接続サービスmopera Uや
moperaがご利用いただけます。
mopera Uはお申し込みが必要な有料サービスで
す。使用した月だけ月額使用料がかかるプランもご
利用いただけます。FOMA端末でのインターネット
接続には、ブロードバンド接続オプションや国際
ローミングなどに対応したmopera Uのご利用を
おすすめします。
moperaはお申し込みが不要で、月額使用料は無料
です。今すぐインターネットに接続したい方に便利
なサービスです。

接続先（プロバイダなど）について

パケット通信と64Kデータ通信では接続先が異なり
ます。パケット通信を行うときはパケット通信対応の
接続先、64Kデータ通信を行うときはFOMA 64K
データ通信、またはISDN同期64kbps対応の接続先
をご利用ください。
I PIAFSなどのPHS64K/32Kデータ通信やDoPa
のアクセスポイントには接続できません。

ユーザー認証について

接続先によっては、接続時にユーザー認証が必要な場
合があります。その場合は、通信ソフトまたはダイヤ
ルアップネットワークでIDとパスワードを入力して
ください。IDとパスワードはプロバイダまたは社内
LANなど接続先のネットワーク管理者から付与され
ます。詳細はプロバイダまたはネットワーク管理者に
お問い合わせください。
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パソコンのブラウザを利用してのアクセス
認証について

パソコンのブラウザを利用してのアクセス認証で
FirstPass（ユーザ証明書）が必要な場合は、本CD-
ROMからFirstPass PCソフトをインストールし、設
定してください。詳細は本CD-ROM内の「FirstPass
Manual」をご覧ください。

■ FirstPass PCソフトの動作環境

※： パソコンのシステム構成によって異なる場合が
あります。

パケット通信および64Kデータ通信の条件

FOMA端末で通信を行うには、次の条件が必要です。
- 接続するパソコンがUSBポート（USB仕様1.1/2.0
に準拠）を備えていること

- FOMAサービスエリア内であること
- パケット通信の場合、アクセスポイントがFOMAの
パケット通信に対応していること

- 64Kデータ通信の場合、接続先がFOMA 64Kデー
タ通信、またはISDN同期64kbpsに対応している
こと

ただし、上記の条件が整っていても、基地局が混雑し
ていたり、電波状況が悪かったりするときは通信でき
ない場合があります。

項　目 必要環境
パソコン本体 PC/AT互換機
OS
（各日本語版）

Windows 98SE、Me、2000、XP

必要メモリ※ Windows 98SE、Me、2000
：32MB以上

Windows XP：128MB以上
ハードディスク
容量※

10MB以上の空き容量

ブラウザ Microsoft® Internet Explorer 5.5
以上

■ データ通信の用語集
I APN（Access Point Name）
パケット通信で接続するプロバイダなどを識別
する文字列。たとえば、mopera Uは「mopera.
net」がAPNとなります。

I cid（Context Identifier）
FOMA端末内に登録するパケット通信での接
続先（APN）を管理する番号。FOMA端末で
は1から10までの10件が使えます。

I DNS（Domain Name System）
ドメインネーム（例：nttdocomo.co.jp）を、
コンピュータで使うIPアドレスに変換するシ
ステムのこと。

I OBEX（Object Exchange）
データ通信の国際規格の1つ。OBEXに対応し
ている携帯電話、パソコン、デジタルカメラ、
プリンタなどの間で、データの送受信ができま
す。

I QoS（Quality of Service）
サービスの品質。通信時にユーザーの意図どお
りに、回線を利用するための技術。FOMA端
末では、接続するときの通信速度などを設定で
きます。

I W-TCP
FOMAネットワークでパケット通信を行う際
に、TCP/IPの伝送能力を最大限に生かすため
のTCPパラメータ。FOMA端末の通信性能を
最大限に活用するには、この通信設定が必要で
す。

I 管理者権限
Windows XP、2000を使用するときに、OS
のシステムなどすべてにアクセスできる権限
のこと。1台のパソコンに最低1人は、パソコ
ンの管理者権限を持つユーザーが設定されて
います。通常、パソコンの管理者権限がない
ユーザーは、ドライバやソフトなどのインス
トール／アンインストールができません。
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データ通信の準備の流れ
パケット通信および64Kデータ通信を利用する場合
の準備について説明します。

通信設定ファイル（ドライバ）について

パソコンに接続してパケット通信または64Kデータ
通信を行うには、通信設定ファイルをインストールす
る必要があります。

FOMA PC設定ソフトについて

本CD-ROMからFOMA PC設定ソフトをパソコンに
インストールすると、パケット通信または64Kデータ
通信を行うために必要なさまざまな設定を、パソコン
から簡単な操作で設定できます。

動作環境の確認

通信設定ファイルおよびFOMA PC設定ソフトは、次
の動作環境でご利用ください。

※1：OSをアップグレードして使用されている場合の動
作は保証いたしかねます。

※2： FOMA PC設定ソフトの動作環境です。パソコンの
システム構成によっては異なる場合があります。

I 動作環境によってはご使用になれない場合があり
ます。また、上記の動作環境以外でのご使用による
問い合わせおよび動作保証は、当社では責任を負い
かねますのであらかじめご了承ください。

I データ通信の説明は、主にWindows XPでの操作
方法を例にしています。他のOSでは画面の表示が
異なる場合があります。

インストール／アンインストール前の注意
点

I Windows XP、2000で通信設定ファイルやFOMA
PC設定ソフトのインストール／アンインストール
を行う場合は、必ずパソコンの管理者権限を持った
ユーザーで行ってください。それ以外のユーザーで
行うとエラーになります。パソコンの管理者権限の
設定操作については、各パソコンメーカやマイクロ
ソフト社にお問い合わせください。

I 操作を始める前に、稼動中の他のプログラムがない
ことを確認してください。稼動中のプログラムがあ
る場合は、プログラムを保存、終了してください。

I パソコンの操作方法、管理者権限の設定等について
は、パソコンの取扱説明書をご覧ください。

通信設定ファイルをインストールする
→P4

パソコンとFOMA端末を接続する→P4

通信設定ファイルを確認する→P5

かんたん設定で
パケット通信の
設定をする
･mopera U/
mopera→P7
･その他のプロバ
イダ→P8

かんたん設定で
64Kデータ通信
の設定をする
･mopera U/
mopera→P10
･その他のプロバ
イダ→P11

通信を実行する→P12

FOMA PC設定ソフトをインストールする
→P6

FOMA PC設定ソフトを
使わずに通信の設定をす
る→P15

項　目 必要環境
パソコン本体 USBポート（USB仕様1.1/2.0に

準拠）を持つPC/AT互換機
OS
（各日本語版）※1

Windows 98、 Me、2000、XP

必要メモリ※2 Windows 98、Me：32MB以上
Windows 2000 ：64MB以上
Windows XP ：128MB以上

ハードディスク
容量※2

5MB以上の空き容量
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パソコンとFOMA端末を接続する
I パソコンとFOMA端末は、電源が入っている状態で
接続してください。

I USBモード設定で「miniSDモード」に設定してい
る場合は、「通信モード」に設定してください。

I 初めてパソコンに接続する場合は、あらかじめ通信
設定ファイル（ドライバ）をインストールしてくだ
さい。→P4

USBケーブルで接続する

I 付属のUSBケーブルがお使いいただけます。

1 USBケーブルのFOMA端末側をFOMA端
末の外部接続端子に差し込む

2 USBケーブルのパソコン側をパソコンの
USBポートに差し込む
･ 通信設定ファイルのインストール前にパソコ
ンに接続した場合は、USBケーブルが差し込
まれたことを自動的に認識してドライバが要
求され、ウィザード画面が表示されます。その
場合は、FOMA端末を取り外し、ウィザード
画面で［キャンセル］をクリックして、終了し
てください。

･ パソコンとFOMA端末が接続されると、FOMA
端末の待受画面に が表示され、ラウンドイ
ルミネーションパネルの照明が点灯します。
･ USBケーブルを接続したまま卓上ホルダにセッ
トして使用できます。

取り外しかた

1 USBケーブルのFOMA端末側のリリース
ボタンを押し（a）、FOMA端末から引き
抜く（b）

2 パソコンからUSBケーブルを引き抜く

お知らせ
･ FOMA端末からUSBケーブルを抜き差しする際は、コ
ネクタ部分に無理な力がかからないように注意してく
ださい。取り外すときは、必ずリリースボタンを押しな
がら水平に引き抜いてください。無理に引き抜こうとす
ると故障の原因となります。
･データ通信中にUSBケーブルを外さないでください。デー
タ通信が切断され、誤動作やデータ消失の原因となりま
す。

通信設定ファイル（ドライバ）をイ
ンストールする

FOMA端末をパソコンに接続してデータ通信を行う
には、通信設定ファイルが必要です。使用するパソコ
ンにFOMA端末を初めて接続する前に、インストール
しておきます。
I USBモード設定で「miniSDモード」に設定してい
る場合は、「通信モード」に設定してください。

通信設定ファイル（ドライバ）をインス
トールする

I 操作の前に、必ず「インストール／アンインストー
ル前の注意点」をご覧ください。→P3

I 操作4までFOMA端末を接続しないでください。

〈例〉Windows XPにインストールするとき

1 CD-ROMをパソコンにセット

2 ［スタート］をクリック→「ファイル名を指
定して実行」をクリック→「名前」に
「＜CD-ROMドライブ名＞：￥USBDRIVE
￥F902iSin.exe」を指定→［OK］をク
リック
･ CD-ROMドライブ名はお使いのパソコンによっ
て異なります。

2つの▲がある
面を上にする 端子キャップを

開ける

a
b

リリース
ボタン

コネクタ
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3 ［インストール開始］をクリック

･ 付属のUSBケーブルがお使いいただけます。

4 FOMA端末をパソコンに接続する旨の
メッセージが表示されたら、FOMA端末
をパソコンに接続
インストール中の画面が表示されます。
･ FOMA端末は電源の入った状態で接続してくだ
さい。

5 ［OK］をクリック

お知らせ
･インストールには数分かかる場合があります。
･Windowsを再起動する旨のメッセージが表示された場合
は、画面の指示に従い再起動してください。
･データ通信中にインストールを行わないでください。
･デバイスを削除する旨のメッセージが表示された場合
は、［はい］を選択すると、インストールを継続します。

通信設定ファイル（ドライバ）を確認する

I FOMA端末がパソコンに正しく認識されていない場
合、設定および通信はできません。

〈例〉Windows XPで確認するとき

1 ［スタート］をクリック→「コントロール
パネル」→［パフォーマンスとメンテナ
ンス］アイコン→［システム］アイコン
を順にクリック
「システムのプロパティ」画面が表示されます。

■Windows 2000、Me、98のとき
［スタート］をクリック→「設定」から「コン
トロールパネル」をクリック→［システム］ア
イコンをダブルクリック

2 ［ハードウェア］タブをクリック→［デバ
イス マネージャ］をクリック
「デバイス マネージャ」画面が表示されます。

■Windows Me、98のとき
［デバイス マネージャ］タブをクリック

3 各デバイスの種類をダブルクリック→次
のデバイス名が登録されていることを確
認

※1：Windows Me、98の場合のみ表示されます。
※2： xはパソコンの環境により、異なった数字が表示さ

れます。 

通信設定ファイル（ドライバ）をアンイ
ンストールする

I 操作の前に、必ず「インストール／アンインストー
ル前の注意点」をご覧ください。→P3

I 操作の前に、パソコンからFOMA端末を取り外して
ください。

〈例〉Windows XP でアンインストールするとき

1 ［スタート］をクリック→「コントロール
パネル」→［プログラムの追加と削除］
アイコンを順にクリック
■Windows 2000、Me、98のとき
［スタート］をクリック→「設定」から「コン
トロールパネル」をクリック→［アプリケー
ションの追加と削除］アイコンをダブルク
リック

2 「FOMA F902iS USB」を選択して［変
更と削除］（Windows Me、98の場合は
［追加と削除］）をクリック

3 削除するプログラム名を確認して［はい］
をクリック
通信設定ファイルのアンインストールを開始し
ます。

4 ［OK］をクリック

デバイスの種類 デバイス名
ユニバーサル シリ
アル バス コント
ローラまたは USB
（Universal Serial 
Bus）コントローラ

･ FOMA F902iS
･ FOMA F902iS Command※1

･ FOMA F902iS Modem※1

･ FOMA F902iS OBEX※1

ポート（COM/
LPT）またはポー
ト（COMとLPT）

･ FOMA F902iS Command
Port（COMx）※2

･ FOMA F902iS OBEX Port
（COMx）※2

モデム ･ FOMA F902iS



6

お知らせ
･ インストールに失敗したとき、または操作2の画面に「FOMA
F902iS USB」が表示されていないときは、再度「通信設定
ファイル（ドライバ）をインストールする」操作1～3を実
行すると、アンインストールできます。→P4
･Windows Me、98では通信設定ファイルのアンインス
トール後、すぐにインストールし直してデータ通信を行
うと、パソコンなどの環境によっては正しく通信できな
い場合があります。その場合は、USBケーブルを一度
抜き差ししてからデータ通信を行ってください。

FOMA PC設定ソフトを利用して通
信する

FOMA PC設定ソフトを利用すると、簡単な操作で通
信の設定が行えます。

FOMA PC設定ソフトについて

かんたん設定
ガイドに従い操作することで、FOMAデータ通信用ダ
イヤルアップの作成を行い、同時にW-TCP設定など
を行います。
W-TCPの設定
パケット通信を利用する前に、パソコン内の通信設定
を最適化します。通信性能を最大限に活用するには、
W-TCP設定による通信設定の最適化が必要です。
接続先（APN）の設定
パケット通信を行う際に必要な接続先（APN）の設定
を行います。
パケット通信の接続先には、64Kデータ通信と異なり、
通常の電話番号は使用しません。あらかじめ接続先ごと
に、FOMA端末にAPNと呼ばれる接続先名を設定し、
その登録番号（cid）を接続先電話番号の入力欄に指定
して接続します。お買い上げ時、cidの1にはmopera
に接続するためのAPN「mopera.ne.jp」が、3には
mopera Uに接続するためのAPN「mopera.net」が登
録されていますが、その他のプロバイダや社内LANに
接続する場合はAPN設定が必要です。

FOMA PC設定ソフトをインストールす
る

I N2001、N2002、P2401、P2002、F2611、
T2101V添付のW-TCP環境設定ソフト、FOMA
データ通信設定ソフト、901iSシリーズより前に発
売されたFOMA端末添付のFOMA PC設定ソフト
をインストールされている場合は、あらかじめそれ
らのソフトをアンインストールしてください。

I 操作の前に、必ず「インストール／アンインストー
ル前の注意点」をご覧ください。→P3

〈例〉Windows XPにインストールするとき

1 CD-ROMをパソコンにセット

2 ［スタート］をクリック→「ファイル名を
指定して実行」をクリック→「名前」に
「＜CD-ROMドライブ名＞: ￥FOMA_
PCSET￥setup.exe」を指定→［OK］
をクリック
･ CD-ROMドライブ名はお使いのパソコンによっ
て異なります。

3 ［次へ］をクリック
FOMA PC設定ソフトの｢使用許諾契約｣が表示
されます。

4 内容を確認の上、契約内容に同意する場
合は［はい］をクリック
［いいえ］をクリックすると、インストールを中
止します。

5 「タスクトレイに常駐する」が選択されて
いることを確認して［次へ］をクリック
セットアップ後、タスクトレイに「W-TCP設定」
が常駐します。→P13
･ W-TCP通信の最適化の設定、解除を操作する
機能です。常駐をおすすめします。
･ インストール後に常駐の設定は変更できます。

6 インストール先を確認して［次へ］をク
リック
･ 変更する場合は［参照］をクリックし、任意の
インストール先を指定して［次へ］をクリック
します。

7 「プログラム フォルダ」のフォルダ名を確
認して［次へ］をクリック
･ 変更する場合はフォルダ名を入力し、［次へ］
をクリックします。
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8 ［完了］をクリック
FOMA PC設定ソフトが起動します。
･ このまま各種設定に進みます。

お知らせ
･W-TCP環境設定ソフト、FOMAデータ通信設定ソフト、
FOMA PC設定ソフトがインストールされている場合
は、インストールを中断する旨のメッセージが表示され
ます。［OK］をクリックし、それらのソフトをアンイン
ストールしてから、FOMA PC設定ソフトをインストー
ルしてください。
･ FOMA PC設定ソフトは、データ通信対応のすべてのFOMA
端末で利用できます。ただし、F902iS以外のFOMA端末を
接続する場合は、ご利用になるFOMA端末の通信設定ファイ
ル（ドライバ）をインストールする必要があります。

かんたん設定でパケット通信を設定する

FOMA PC設定ソフトのかんたん設定では、表示され
る内容に従って選択や入力を進めていくと、簡単に
FOMA用ダイヤルアップを作成できます。
I 操作の前に、必ずパソコンとFOMA端末が正しく接
続されていることを確認してください。→P4

FOMA PC設定ソフトを起動する

〈例〉Windows XPで設定するとき

1 ［スタート］をクリック→「すべてのプロ
グラム」（Windows XP以外のOSの場合
は「プログラム」）→「FOMA PC設定ソ
フト」を順に選択して「FOMA PC設定
ソフト」をクリック

mopera U/moperaを利用する場合

〈例〉Windows XPで設定するとき

1 FOMA PC設定ソフトを起動して［かん
たん設定］をクリック

2 「パケット通信」を選択して［次へ］をク
リック

3 「『mopera U』への接続」または
「『mopera』への接続」を選択して［次
へ］をクリック
･ mopera Uはお申し込みが必要な有料サービス
です。「『mopera U』への接続」を選択して［次
へ］をクリックすると、ご契約の確認メッセー
ジが表示されます。ご契約がお済みの場合、［は
い］をクリックします。
･ moperaはお申し込みが不要で、月額使用料は
無料です。

4 「FOMA端末設定取得」画面で［OK］を
クリック
FOMA端末から接続先（APN）情報を取得しま
す。
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5 「接続名」に任意の接続名を入力→［次
へ］をクリック
･ 次の記号（半角文字）は入力できません。
￥/:＊?!<>｜”

6 ［次へ］をクリック
･ Windows XP、2000の場合は「使用可能ユー
ザーの選択」を設定してください。Windows
Me、98の場合は、「使用可能ユーザーの選択」
は表示されません。
･「ユーザー名」「パスワード」は空欄でもかまい
ません。

7 「最適化を行う」が選択されていることを
確認して［次へ］をクリック
･ すでに最適化されている場合、この画面は表示
されません。

8 「設定情報」を確認して［完了］をクリッ
ク

9 ［OK］をクリック
設定した内容によっては、パソコンを再起動する
必要があります。再起動する旨のメッセージが表
示された場合は［はい］をクリックしてください。
通信を実行する→P12

その他のプロバイダを利用する場合

〈例〉Windows XPで設定するとき

1 P7の操作1～4を行う
操作3の接続先は「その他」を選択します。

2 「接続名」に任意の接続名を入力→［接続
先（APN）設定］をクリック
･ 次の記号（半角文字）は入力できません。
￥/:＊?!<>｜”
･「発信者番号通知を行う」を選択すると、通信
実行時に発信者番号を通知します。
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■ 高度な設定（TCP/IPの設定）
［詳細情報の設定］をクリックすると「IPアド
レス」と「ネームサーバー」の設定画面が表
示されます。ダイヤルアップ情報として入力
が必要な場合は、プロバイダなどから提供さ
れた各種情報を基にアドレスなどを登録して
ください。

3 接続先（APN）を設定
番号（cid）1にはmoperaに接続するためのAPN
「mopera.ne.jp」が、3にはmopera Uに接続す
るためのAPN「mopera.net」が設定されてい
ます。番号（cid）2または4～10に接続先（APN）
を設定してください。
a［追加］をクリック
「接続先（APN）の追加」画面が表示されます。

b「接続先（APN）」にプロバイダなどのFOMA
パケット網に対応した接続先名（APN）を正
しく入力→［OK］をクリック
「接続先（APN）設定」画面に戻ります。
･「接続先（APN）」には半角文字で、英数字、
ハイフン（ - ）、ピリオド（ . ）のみ入力で
きます。

4 ［OK］をクリック
操作2の画面に戻ります。「接続先（APN）の選
択」には、操作3で設定した「接続先（APN）」
が表示されます。

5 「接続先（APN）の選択」の接続先名を確
認して［次へ］をクリック

6 「ユーザー名」を入力→「パスワード」を
入力→［次へ］をクリック
「ユーザー名」「パスワード」には、プロバイダな
どから提供された各種情報を、大文字、小文字な
どに注意し、正しく入力してください。
･ Windows XP、2000の場合は「使用可能ユー
ザーの選択」を設定してください。Windows
Me、98の場合は、「使用可能ユーザーの選択」
は表示されません。

7 「最適化を行う」が選択されていることを
確認して［次へ］をクリック
･ すでに最適化されている場合、この画面は表示
されません。

8 「設定情報」を確認して［完了］をクリッ
ク
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9 ［OK］をクリック
設定した内容によっては、パソコンを再起動する
必要があります。再起動する旨のメッセージが表
示された場合は［はい］をクリックしてください。
通信を実行する→P12

かんたん設定で64Kデータ通信を設定す
る

mopera U/moperaを利用する場合

〈例〉Windows XPで設定するとき

1 P7の操作1～3を行う
操作2の接続方法は「64Kデータ通信」を選択
します。

2 「接続名」に任意の接続名を入力→［次
へ］をクリック
･ 次の記号（半角文字）は入力できません。
￥/:＊?!<>｜”
･「モデムの選択」が「FOMA F902iS」に設定
されていることを確認します。

3 ［次へ］をクリック
･ Windows XP、2000の場合は「使用可能ユー
ザーの選択」を設定してください。Windows
Me、98の場合は、「使用可能ユーザーの選択」
は表示されません。
･「ユーザー名」「パスワード」は空欄でもかまい
ません。

4 「設定情報」を確認して［完了］をクリッ
ク

5 ［OK］をクリック
通信を実行する→P12
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その他のプロバイダを利用する場合

〈例〉Windows XPで設定するとき

1 P7の操作1～3を行う
操作2の接続方法は「64Kデータ通信」を、操
作3の接続先は「その他」を選択します。

2 「接続名」に任意の接続名を入力→「電話
番号」に接続先の電話番号を半角で入力
→［次へ］をクリック
･「接続名」に次の記号（半角文字）は入力でき
ません。
￥/:＊?!<>｜”
･「モデムの選択」が「FOMA F902iS」に設定
されていることを確認します。
･「電話番号」はプロバイダなどから提供された
情報を基に、正しく入力してください。次の文
字と半角空白が入力できます。
0123456789ABCDPTWabcdptw
!@＄-.( )+＊#,&

･「発信者番号通知を行う」を選択すると、通信
実行時に発信者番号を通知します。

■高度な設定（TCP/IPの設定）
［詳細情報の設定］をクリックすると「IPアド
レス」と「ネームサーバー」の設定画面が表
示されます。ダイヤルアップ情報として入力
が必要な場合は、プロバイダなどから提供さ
れた各種情報を基にアドレスなどを登録して
ください。

3 「ユーザー名」を入力→「パスワード」を
入力→［次へ］をクリック
「ユーザー名」「パスワード」には、プロバイダな
どから提供された各種情報を、大文字、小文字な
どに注意し、正しく入力してください。
･ Windows XP、2000の場合は「使用可能ユー
ザーの選択」を設定してください。Windows
Me、98の場合は、「使用可能ユーザーの選択」
は表示されません。

4 「設定情報」を確認して［完了］をクリッ
ク

5 ［OK］をクリック
通信を実行する→P12
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通信を実行する

通信の実行や切断について説明します。

〈例〉Windows XPで実行するとき

1 パソコンとFOMA端末を接続
接続方法→P4

2 デスクトップの接続アイコンをダブルク
リック

･ 設定中に「デスクトップにダイヤ
ルアップのショートカットを作成
する」または「この接続へのショー
トカットをデスクトップに追加す
る」を選択しなかった場合や、
Windows XP以外のOSでFOMA
PC設定ソフトを利用せずに通信
設定を行った場合は、接続用アイ
コンは作成されません。次のス
タートメニューからの接続方法を
利用してください。

■Windows XPのスタートメニューから接続す
るとき
［スタート］をクリック→「すべてのプログラ
ム」→「アクセサリ」→「通信」を順に選択
して「ネットワーク接続」をクリック→接続
アイコンをダブルクリック

■Windows 2000、Me、98のスタートメニュー
から接続するとき
［スタート］をクリック→「プログラム」→
「アクセサリ」→「通信」を順に選択して「ネッ
トワークとダイヤルアップ接続」（Windows
Me、98の場合は「ダイヤルアップネットワー
ク」）をクリック→接続アイコンをダブルク
リック

3 「ユーザー名」を入力→「パスワード」を
入力→［ダイヤル］（Windows Me、98
の場合は［接続］）をクリック
･ mopera Uまたはmoperaを利用する場合、「ユー
ザー名」「パスワード」は空欄でもかまいません。
･ 設定中に「ユーザー名」の入力や「パスワー
ド」の保存をした場合、入力は不要です。
･ OSによっては、接続完了画面が表示される場
合があります。［OK］をクリックしてください。

通信を切断する

パソコンのブラウザを終了しただけでは切断されな
い場合があります。確実に切断するには、次の操作を
行ってください。

〈例〉Windows XPで通信を切断するとき

1 タスクトレイの をクリック
･ Windows Me、98の場合はダブルクリックし
ます。

2 ［切断］をクリック

お知らせ
･ FOMA端末には、パケット通信を実行すると発信中画面
が、64Kデータ通信を実行すると呼出中画面が表示さ
れ、接続すると次の画面が表示されます。

･パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度とは
異なる場合があります。
･データ通信を実行する場合、アイコン作成時のFOMA端
末を接続した場合のみ有効です。

パケット通信のとき 64Kデータ通信のとき
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パケット通信の設定を最適化する
＜W-TCP設定＞

W-TCP設定とは、FOMAネットワークでパケット通
信を行う際にTCP/IPの伝送能力を最適化するための
TCPパラメータ設定ツールです。FOMA端末の通信
性能を最大限に活用するには、この設定が必要です。
W-TCP設定を利用してパソコンのパケット通信の設
定をFOMAネットワーク用に最適化する方法と、最適
化を解除する方法について説明します。

Windows XPでの最適化の設定と解除

Windows XPの場合は、ダイヤルアップごとに最適
化できます。

1 FOMA PC設定ソフトを起動して［W-TCP
設定］をクリック
起動方法→P7

■タスクトレイからW-TCP設定を起動するとき
タスクトレイの をクリック

2 次の操作を行う
■システム設定が最適化されていないとき

a「W-TCP設定」画面で［最適化を行う］を
クリック

b最適化するダイヤルアップを選択して［実
行］をクリック
システム設定、ダイヤルアップ設定それぞ
れの最適化が実行されます。

■システム設定が最適化されているとき
内容を変更する場合は設定を行ってください。

■最適化を解除するとき
･ FOMA端末以外で通信を行う場合などに解除
します。

a「W-TCP設定（ダイヤルアップ）」画面で
［システム設定］をクリック
「W-TCP設定」画面が表示されます。

b［最適化を解除する］をクリック
c［OK］をクリック

3 画面に従ってパソコンを再起動
･ 設定した内容は再起動後有効になります。

Windows 2000、Me、98での最適化の
設定と解除

1 FOMA PC設定ソフトを起動して［W-TCP
設定］をクリック
起動方法→P7

■タスクトレイからW-TCP設定を起動するとき
タスクトレイの をクリック

2 次の操作を行う
■システム設定が最適化されていないとき
［最適化を行う］をクリック

■システム設定が最適化されているとき
［最適化を解除する］をクリック
･ FOMA端末以外で通信を行う場合などに解除
します。

3 画面に従ってパソコンを再起動
設定した内容は再起動後有効になります。

接続先（APN）を設定する

パケット通信を行う場合の接続先（APN）を設定しま
す。
I 操作の前に、必ずパソコンとFOMA端末が正しく接
続されていることを確認してください。→P4

I 接続先（APN）は、FOMA端末の登録番号（cid）
1～10に設定できます。お買い上げ時、cidの1には
moperaに接続するためのAPN「mopera.ne.jp」が、
3にはmopera Uに接続するためのAPN「mopera.
net」が設定されています。その他のプロバイダや社
内LANに接続する場合は、cid2または4～10に
APNを設定します。

I 接続先（APN）については、プロバイダまたはネッ
トワーク管理者にお問い合わせください。

〈例〉Windows XPで設定するとき

1 FOMA PC設定ソフトを起動して［接続
先（APN）設定］をクリック
「FOMA端末設定取得」画面が表示されます。
起動方法→P7

2 ［OK］をクリック
FOMA端末に登録されている接続先（APN）情
報を読み込みます。
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3 接続先（APN）の設定を行う

■接続先（APN）を追加するとき
［追加］をクリック

■登録済みの接続先（APN）を編集・修正する
とき
編集・修正する接続先（APN）を選択して［編
集］をクリック

■登録済みの接続先（APN）を削除するとき
削除する接続先（APN）を選択して［削除］
をクリック
･番号（cid）の1と3に登録されている接続
先（APN）は削除できません。番号（cid）
の3を選択して［削除］をクリックした場合
も、実際には削除されず「mopera.net」の
設定に戻ります。

■ファイルへ保存するとき
「ファイル」をクリック→「名前を付けて保存」
または「上書き保存」をクリック
･ FOMA端末に登録された接続先（APN）設
定のバックアップを取ったり、編集中の接続
先（APN）設定を保存するときに利用しま
す。

■ファイルから読み込むとき
「ファイル」をクリック→「開く」をクリック
･パソコンに保存された接続先（APN）設定
を再編集したり、FOMA端末に書き込んだ
りするときに利用します。

■FOMA端末から接続先（APN）情報を読み込
むとき
「ファイル」をクリック→「FOMA端末から設
定を取得」をクリック
･ FOMA端末に手動でアクセスし、登録された
接続先（APN）設定を読み込みます。

■FOMA端末に接続先（APN）情報を書き込む
とき
［FOMA端末へ設定を書き込む］をクリック
･表示されている接続先（APN）設定がFOMA
端末に書き込まれます。

■ダイヤルアップを作成するとき
a追加、編集した接続先（APN）を選択して
［ダイヤルアップ作成］をクリック
「FOMA端末設定書き込み」画面が表示され
ます。

b［はい］をクリック→［OK］をクリック
「パケット通信用ダイヤルアップの作成」画
面が表示されます。

c「接続名」を入力→［アカウント・パスワー
ドの設定］をクリック
･「接続名」に次の記号（半角文字）は入力で
きません。
￥/:＊?!<>｜”
･mopera Uまたはmoperaを利用する場合、
［アカウント・パスワードの設定］はしなく
てもかまいません。その場合は操作eに進
みます。

d「ユーザー名」を入力→「パスワード」を入
力→［OK］をクリック
･Windows XP、2000の場合は「使用可
能ユーザーの選択」を設定してください。
Windows Me、98の場合は、「使用可能
ユーザーの選択」は表示されません。
･プロバイダなどからIPおよびDNS情報の
設定が指示されている場合は、「パケット
通信用ダイヤルアップの作成」画面で［詳
細情報の設定］をクリックし、必要な情
報を登録後、［OK］をクリックしてくだ
さい。

e［OK］をクリック→［OK］をクリック

お知らせ
･接続先（APN）設定はFOMA端末に登録される情報の
ため、異なるFOMA端末（故障修理により交換された端
末など）を接続する場合は、APNを登録し直してくだ
さい。
･パソコンに登録されている接続先（APN）を継続利用す
る場合は、同じAPNの登録番号（cid）をFOMA端末に
登録してください。
･通信設定ファイルの確認でFOMA端末がCOM20より
大きい番号として認識されている場合は、APN設定の
際、APNの情報の取得、書き込みができません。その
場合は「パケット通信の接続先（APN）を設定する」を
参照して設定してください。→P16
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FOMA PC設定ソフトをアンインストー
ルする

I 操作の前に、必ず「インストール／アンインストー
ル前の注意点」をご覧ください。→P3

アンインストールを実行する前に

タスクトレイに が表示されている場合は、 を右
クリックし、「終了」をクリックして、W-TCP設定の
常駐を解除してください。

アンインストールする

〈例〉Windows XPでアンインストールするとき

1 ［スタート］をクリック→「コントロール
パネル」→［プログラムの追加と削除］
アイコンを順にクリック
■Windows 2000、Me、98のとき
［スタート］をクリック→「設定」から「コン
トロールパネル」をクリック→［アプリケー
ションの追加と削除］アイコンをダブルク
リック

2 「NTT DoCoMo FOMA PC設定ソフト」
を選択して［変更と削除］（Windows 
Me、98の場合は［追加と削除］）をク
リック

3 削除するプログラム名を確認して［はい］
をクリック
FOMA PC設定ソフトのアンインストールを開
始します。

■最適化を解除するとき
W-TCP設定で最適化されている場合は最適
化を解除するかどうかを確認する画面が表示
されます。［はい］をクリックすると、パソコ
ンの再起動後に最適化の解除が行われます。

4 ［OK］をクリック

FOMA PC設定ソフトを利用しない
で通信する

FOMA PC設定ソフトを使わずに、ダイヤルアップ接
続の設定を行う方法について説明します。

ダイヤルアップネットワークの設定の流
れ

データ通信の準備の流れ→P3

接続先（APN）を設定する→P16
※64Ｋデータ通信の場合と、パケット通信で
接続先がmopera Uまたはmoperaの場合、
設定は不要です。

発信者番号の通知／非通知を設定する→P16
※必要に応じて設定してください。

ダイヤルアップネットワークの設定をする

Windows XP

Windows 2000

Windows Me

Windows 98

接続先の設定 TCP/IP設定

P17 P18

P19 P20

P21

※ 設定内容の詳細については、プロバイダや
ネットワーク管理者にお問い合わせください。

ご使用のOS

P23 P23

P22
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パケット通信の接続先（APN）を設定す
る

接続先（APN）と登録番号（cid）について

パケット通信の接続先（APN）は、FOMA端末の登録番
号（cid）1～10に設定できます。お買い上げ時、cidの1
にはmoperaに接続するためのAPN「mopera.ne.jp」が、
3にはmopera Uに接続するためのAPN「mopera.net」
が登録されています。その他のプロバイダや社内LANに接
続する場合は、cid2または4～10にAPNを登録します。
I 接続先（APN）については、プロバイダまたはネッ
トワーク管理者にお問い合わせください。

I 接続先の設定は、パケット通信用の電話帳登録とし
て考えられます。接続先の設定項目をFOMA端末の
電話帳と比較すると、次のようになります。

I 登録したcidはダイヤルアップ接続設定での接続番
号となります。

接続先（APN）を設定する

設定するには、ATコマンドを入力するための通信ソ
フトが必要です。ここではWindows標準添付の「ハ
イパーターミナル」を使った設定方法を説明します。

〈例〉Windows XPで設定するとき

1 パソコンとFOMA端末を接続
接続方法→P4

2 ［スタート］をクリック→「すべてのプロ
グラム」（Windows XP以外のOSの場合
は「プログラム」）→「アクセサリ」→
「通信」を順に選択して「ハイパーターミ
ナル」をクリック（Windows 98ではさ
らに［Hypertrm］アイコンをダブルク
リック）

3 「名前」に接続先名など任意の名前を入力
→［OK］をクリック
･「接続名」に次の記号（半角文字）は入力でき
ません。
￥/:＊?<>｜”

4 「電話番号」に実在しない電話番号（「0」
など）を入力→［OK］をクリック
･ 市外局番はパソコンの環境により異なります。
接続先（APN）の設定とは関係ありませんの
で、変更不要です。
･「接続方法」が「FOMA F902iS」に設定され
ていることを確認します。

5 「接続」画面で［キャンセル］をクリック

6 接続先（APN）を「AT+CGDCONT=
＜cid＞,"PPP","＜APN＞"」の形式で入
力→
＜cid＞ ：2または4～10の範囲で任意の番号
＜APN＞：接続先（APN）
･ +CGDCONTコマンド→P29「ATコマンドの
補足説明」
･ コマンドを入力しても画面に表示されない場
合は、ATE1と入力し、 を押します。

7 ｢OK」と表示されていることを確認して
「ファイル」をクリック→「ハイパーター
ミナルの終了」をクリック

8 切断の確認で「はい」をクリック→保存
の確認で「いいえ」をクリック

発信者番号の通知／非通知を設定する

発信者番号はお客様の大切な情報です。通知する際に
は十分にご注意ください。
I mopera Uまたはmoperaを利用する場合、「非通知」
に設定すると接続できません。

〈例〉Windows XPで設定するとき

1 P16の操作1～5を行う

2 発信者番号の通知／非通知を「AT＊
DGPIR=＜n＞」の形式で入力→
＜n＞：0～2
0 ：そのまま接続（お買い上げ時）
1 ：184を付けて接続（非通知）
2 ：186を付けて接続（通知）
･ コマンドを入力しても画面に表示されない場
合は、ATE1と入力し、 を押します。

接続先の設定項目 FOMA端末の電話帳の登録項目
登録番号（cid） 登録番号（メモリ番号）
APN 相手の電話番号
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3 「OK」と表示されていることを確認して
「ファイル」をクリック→「ハイパーター
ミナルの終了」をクリック

4 切断の確認で「はい」をクリック→保存
の確認で「いいえ」をクリック

ダイヤルアップネットワークでの通知／非
通知設定について

ダイヤルアップネットワークの設定でも、接続先の番
号に186（通知）／184（非通知）を付けられます。
I ＊DGPIRコマンド、ダイヤルアップネットワークの設
定の両方で設定を行った場合の発信者番号の通知／非
通知は次のとおりです。

Windows XPでダイヤルアップネット
ワークを設定する

接続先を設定する

1 ［スタート］をクリック→「すべてのプロ
グラム」→「アクセサリ」→「通信」を
順に選択して「ネットワーク接続」をク
リック
「ネットワーク接続」画面が表示されます。

2 「ネットワークタスク」の「新しい接続を
作成する」をクリック
「新しい接続ウィザードの開始」画面が表示され
ます。

3 ［次へ］をクリック
「ネットワーク接続の種類」画面が表示されます。

4 「インターネットに接続する」を選択して
［次へ］をクリック
「準備」画面が表示されます。

5 「接続を手動でセットアップする」を選択
して［次へ］をクリック
「インターネット接続」画面が表示されます。

6 「ダイヤルアップモデムを使用して接続す
る」を選択して［次へ］をクリック

7 「モデム－FOMA F902iS（COMx）」の
みを選択して［次へ］をクリック
･ xはパソコンの環境により、異なった数字が表
示されます。
･ インストールされているモデムが1台の場合、
この画面は表示されません。

8 「ISP名」に任意の接続名を入力→［次へ］
をクリック

9 「電話番号」に接続先の番号を半角で入力
→［次へ］をクリック
■パケット通信のとき
「＊99＊＊＊＜cid＞#」を入力します。
＜cid＞：「パケット通信の接続先（APN）を

設定する」で登録したcid番号
mopera Uへ接続する場合は「＊99＊＊＊3#」
を、moperaへ接続する場合は「＊99＊＊＊1#」
を入力します。

■64Kデータ通信のとき
接続先の電話番号を入力します。
mopera Uへ接続する場合は「＊8701」を、
moperaへ接続する場合は「＊9601」を入
力します。

＊DGPIRコマンドによる設定

ダイヤルアップネット
ワークの設定（＜cid＞=3の場合）

設定
なし

非通
知 通知

＊99＊＊＊3# 通知 非通知 通知
184＊99＊＊＊3# 非通知
186＊99＊＊＊3# 通知
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10「ユーザー名」を入力→「パスワード」を
入力→「パスワードの確認入力」を入力
→各項目を画面例のようにすべて選択し
て［次へ］をクリック
･ 接続先がmopera Uまたはmoperaの場合、「ユー
ザー名」「パスワード」「パスワードの確認入力」
は空欄でもかまいません。

11［完了］をクリック

12 設定内容を確認して［キャンセル］をク
リック
･ ここではすぐに接続せずに、設定の確認だけを
行います。

TCP/IPプロトコルを設定する

1 作成した接続先アイコンを選択して
「ファイル」をクリック→「プロパティ」
をクリック

2 ［全般］タブの各項目の設定を確認
･ 複数のモデムがインストールされている場合
は、「接続方法」の「モデム-FOMA F902iS
（COMx）」のみを選択します（xはパソコンの
環境により、異なった数字が表示されます）。
･「ダイヤル情報を使う」を非選択（ ）にし
ます。

3 ［ネットワーク］タブをクリック→各項目
を画面例のように設定
･「この接続は次の項目を使用します」欄の「QoS
パケットスケジューラ」は設定を変更できませ
んので、そのままにしてください。
･ プロバイダなどからIPおよびDNS情報の設定
が指示されている場合は、「インターネットプ
ロトコル（TCP/IP）」を選択し［プロパティ］
をクリックして、必要な情報を設定してくださ
い。

4 ［設定］をクリック
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5 すべての項目を非選択（ ）に設定→
［OK］をクリック

6 ［OK］をクリック
通信を実行する→P12

Windows 2000でダイヤルアップネッ
トワークを設定する

接続先を設定する

1 ［スタート］をクリック→「プログラム」
→「アクセサリ」→「通信」を順に選択
して「ネットワークとダイヤルアップ接
続」をクリック→［新しい接続の作成］
アイコンをダブルクリック
･「所在地情報」画面が表示された場合は以下の
操作を行います。
a「市外局番／エリアコード」に市外局番を入
力→［OK］をクリック

b「電話とモデムのオプション」画面で［OK］
をクリック

2 ［次へ］をクリック
「ネットワーク接続の種類」画面が表示されます。

3 「インターネットにダイヤルアップ接続す
る」を選択して［次へ］をクリック
「インターネット接続ウィザードの開始」画面が
表示されます。

4 「インターネット接続を手動で設定する
か、またはローカルエリアネットワーク
（LAN）を使って接続します」を選択して
［次へ］をクリック
「インターネット接続の設定」画面が表示されま
す。

5 「電話回線とモデムを使ってインターネッ
トに接続します」を選択して［次へ］を
クリック
「モデムの選択」画面が表示されます。

6 「インターネットへの接続に使うモデムを
選択する」が「FOMA F902iS」に設定
されていることを確認して［次へ］をク
リック
「インターネット アカウントの接続情報」画面が
表示されます。
･ インストールされているモデムが1台の場合、
この画面は表示されません。

7 「電話番号」に接続先の番号を半角で入力
→［詳細設定］をクリック
■パケット通信のとき
「＊99＊＊＊＜cid＞#」を入力します。
＜cid＞：「パケット通信の接続先（APN）を

設定する」で登録したcid番号
mopera Uへ接続する場合は「＊99＊＊＊3#」
を、moperaへ接続する場合は「＊99＊＊＊1#」
を入力します。

■64Kデータ通信のとき
接続先の電話番号を入力します。
mopera Uへ接続する場合は「＊8701」を、
moperaへ接続する場合は「＊9601」を入
力します。

･「市外局番とダイヤル情報を使う」は非選択
（ ）にします。

8 ［接続］タブの各項目を画面例のように設
定
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9 ［アドレス］タブをクリック→各項目を設
定
･ プロバイダなどからIPおよびDNS情報の設定
が指示されている場合は、必要な情報を設定し
てください。
･ 接続先がmopera Uまたはmoperaの場合は、
設定を変更しなくてもかまいません。

10［OK］をクリック
「インターネット アカウントの接続情報」画面に
戻ります。

11［次へ］をクリック
「インターネット アカウントのログオン情報」画
面が表示されます。

12「ユーザー名」を入力→「パスワード」を
入力→［次へ］をクリック
･ 接続先がmopera Uまたはmoperaの場合、「ユー
ザー名」「パスワード」は空欄でもかまいません。
［次へ］をクリックし、入力されていないことを
確認する画面が表示されたら、［はい］をクリッ
クします。

13「接続名」に任意の接続名を入力→［次
へ］をクリック
「インターネット メール アカウントの設定」画
面が表示されます。

14「いいえ」を選択して［次へ］をクリック

15［完了］をクリック
「ネットワークとダイヤルアップ接続」画面に戻
ります。

TCP/IPプロトコルを設定する

1 作成した接続先アイコンを選択して
「ファイル」をクリック→「プロパティ」
をクリック

2 ［全般］タブの各項目の設定を確認
･ 複数のモデムがインストールされている場合
は、「接続の方法」の「モデム-FOMA F902iS
（COMx）」のみを選択します（xはパソコンの
環境により、異なった数字が表示されます）。
モデムを変更した場合は、「電話番号」の各項
目が初期化されますので、もう一度接続先電話
番号を入力してください。
･「ダイヤル情報を使う」を非選択（ ）にし
ます。
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3 ［ネットワーク］タブをクリック→各項目
を画面例のように設定

4 ［設定］をクリック→すべての項目を非選
択（ ）に設定→［OK］をクリック
接続先のプロパティ画面に戻ります。

5 ［OK］をクリック
通信を実行する→P12

Windows Meでダイヤルアップネット
ワークを設定する

接続先を設定する

1 ［スタート］をクリック→「プログラム」
→「アクセサリ」→「通信」を順に選択
して「ダイヤルアップネットワーク」を
クリック
「ダイヤルアップネットワーク」画面が表示され
ます。
･「ダイヤルアップネットワークへようこそ」画
面が表示された場合は［次へ］をクリックしま
す。

2 ［新しい接続］アイコンをダブルクリック

3 「接続名」に任意の接続名を入力→［次へ］
をクリック
･「接続名」に次の記号（半角文字）は入力でき
ません。
￥/:＊?"<>｜
･「モデムの選択」が「FOMA F902iS」に設定
されていることを確認します。

4 「電話番号」に接続先の番号を半角で入力
→［次へ］をクリック
■パケット通信のとき
「＊99＊＊＊＜cid＞#」を入力します。
＜cid＞：「パケット通信の接続先（APN）を

設定する」で登録したcid番号
mopera Uへ接続する場合は「＊99＊＊＊3#」
を、moperaへ接続する場合は「＊99＊＊＊1#」
を入力します。

■64Kデータ通信のとき
接続先の電話番号を入力します。
mopera Uへ接続する場合は「＊8701」を、
moperaへ接続する場合は「＊9601」を入
力します。
･「市外局番」には何も入力しません。

5 接続先名を確認して［完了］をクリック
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TCP/IPプロトコルを設定する

1 作成した接続先アイコンを選択して
「ファイル」をクリック→「プロパティ」
をクリック

2 ［全般］タブの各項目の設定を確認
･「市外局番とダイヤルのプロパティを使う」を
非選択（ ）にします。
･「接続方法」が「FOMA F902iS」に設定され
ていることを確認します。

3 ［ネットワーク］タブをクリック→各項目
を画面例のように設定
･ プロバイダなどからIPおよびDNS情報の設定
が指示されている場合は、［TCP/IP設定］を
クリックし必要な情報を設定してください。

4 ［セキュリティ］タブをクリック→「ユー
ザー名」を入力→「パスワード」を入力
･ 接続先がmopera Uまたはmoperaの場合、「ユー
ザー名」「パスワード」は空欄でもかまいません。

5 ［OK］をクリック
通信を実行する→P12
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Windows 98でダイヤルアップネット
ワークを設定する

接続先を設定する
操作方法はWindows Meの接続先設定と同様です。
→P21

TCP/IPプロトコルを設定する

1 P22「TCP/IPプロトコルを設定する」
の操作1～2を行う

2 ［サーバーの種類］タブをクリック→各項
目の設定を確認
･「ダイヤルアップサーバーの種類」は「PPP: イ
ンターネット、Windows NT Server、Windows
98」に設定します。
･「使用できるネットワークプロトコル」は「TCP/
IP」だけを選択します。
･ プロバイダなどからIPおよびDNS情報の設定
が指示されている場合は、［TCP/IP設定］を
クリックし必要な情報を設定してください。

3 ［OK］をクリック
通信を実行する→P12

ATコマンド
ATコマンドとは、パソコンでFOMA端末の各機能を
設定するためのコマンド（命令）です。FOMA端末は
ATコマンドに準拠し、さらに拡張コマンドの一部や
独自のATコマンドをサポートしています。

ATコマンドについて

ATコマンドの入力形式

ATコマンドは、コマンドの先頭に必ず「AT」を付け
て、半角英数字で入力してください。

〈例〉ATDコマンドでmopera Uに接続するとき

ATコマンドは、コマンドに続くパラメータを含めて、
必ず1行で入力します。1行とは最初の文字から を
押した直前までの文字のことで、「AT」を含む最大
160文字入力できます。

ATコマンドの入力モード

ATコマンドでFOMA端末を操作する場合は、パソコ
ンをターミナルモードにしてください。ターミナル
モードとは、パソコンを1台の通信端末のように動作
させるモードです。ターミナルモードにすると、キー
ボードから入力された文字がそのまま通信ポートに
送られ、FOMA端末を操作できます。
I オフラインモード
FOMA端末が待受の状態です。通常ATコマンドで
FOMA端末を操作する場合は、この状態で操作しま
す。

I オンラインデータモード
FOMA端末が通信中の状態です。この状態のときに
ATコマンドを入力すると、送られてきた文字をそ
のまま通信先に送信して、通信先のモデムを誤動作
させる場合がありますので、通信中はATコマンド
を入力しないでください。

I オンラインコマンドモード
FOMA端末が通信中の状態でも、ATコマンドで
FOMA端末を操作できる状態です。その場合、通信
先との接続を維持したままATコマンドを実行し、
終了すると再び通信を続けられます。

■オンラインデータモードとオンラインコマンド
モードを切り替えるとき
FOMA端末をオンラインデータモードからオンラ
インコマンドモードに切り替えるには、次の方法が
あります。
･ +++コマンドまたはS2レジスタに設定したコー
ドを入力します。
･「AT&D1」に設定されているときに、RS-232C※
のER信号をOFFにします。
※：USBインタフェースにより、RS-232Cの

信号線がエミュレートされていますので、通
信アプリケーションによるRS-232Cの信
号線制御が有効になります。

また、オンラインコマンドモードからオンライン
データモードに切り替えるには、「ATO 」と入
力します。

ATD＊99＊＊＊3#

リターンマーク：Enterキー
を押します。コマンドの区切
りになります。

パラメータ：コマンドの内容です。
コマンド：コマンド名です。



24

ATコマンド一覧
I FOMA F902iS Modem Portで使用できるATコマンドです。
I パソコンや通信ソフトのフォント設定により、「￥」を入力しても「＼」と表示される場合があります。
I FOMA端末の電源を切らずに電池パックを取り外した場合、設定値が記録されないことがあります。

上段：コマンド　下段：実行例 説　明

A/ 直前に実行したコマンドを再実行します。
直前の応答が「ERROR」の場合は「ERROR」を返します。A/

OK

ATA パケット着信および64Kデータ通信の着信時に入力すると、着信処理を行います。
パケット着信中には次のコマンドが入力できます。
ATA184：発信者番号通知なし着信動作 ATA186：発信者番号通知あり着信動作

RING
ATA
CONNECT

ATD ATD＊99＊＊＊<cid>#：パケット通信の発信処理を行います。
<cid>または＊＊＊<cid>を省略すると<cid>=1になります。
ATDの後に186または184を挿入し、発信者番号の通知／非通知を指定できます。
ATD［パラメータ］［電話番号］：64Kデータ通信の発信処理を行います。
電話番号に次の文字以外を入力すると発信できません。
0～9､＊､#､A､a､B､b､C､c
また、次の文字と空白は入力できますが、ダイヤル時には認識されません。
,､!､-､@､D､d､P､p､T､t､W､w
ATDNまたはATDLでリダイヤル発信ができます。

ATD＊99＊＊＊1#
CONNECT

ATE<n> ※1 パソコンから送信されたコマンドに対して、FOMA端末がエコーを返すかどうかを設定します。
n=0：エコーバックなし n=1：エコーバックあり（お買い上げ時)
通常はn=1で使用します。パソコンにエコー機能がある場合、n=0に設定すると文字が二重に
表示されなくなります。

ATE1
OK

ATH 通信中に入力すると、回線を切断します。
オンラインコマンドモードで実行してください。→P23ATH

NO CARRIER

ATI<n> 確認コードを表示します。
n=0：「NTT DoCoMo」 n=1：FOMA端末の機種名を表示
n=2：FOMA端末のバージョンを「VerX.XX」などの形式で表示

ATI0
NTT DoCoMo
OK

ATO 通信中にオンラインコマンドモードからオンラインデータモードに戻します。

ATO
CONNECT

ATQ<n> ※1 リザルトコードを表示するかどうかを設定します。
n=0：表示（お買い上げ時） n=1：表示しないATQ0

OK

ATS0=<n> ※1 FOMA端末が自動着信するまでの呼出回数を設定します。
n=0：自動着信なし（お買い上げ時） n=1～255：指定したリング数で自動着信
ATS0?：現在の設定を表示

ATS0=0
OK

ATS2=<n> エスケープキャラクタの設定を行います。
n=0～127（お買い上げ時n=43） n=127に設定するとエスケープは無効になります。
ATS2?：現在の設定を表示

ATS2=43
OK

ATS3=<n> コマンド文字列の最後を認識する復帰（CR）キャラクタの設定を行います。エコーバックされ
たコマンド文字列とリザルトコードの最後に付きます。
n=13（固定値）
ATS3?：現在の設定を表示

ATS3=13
OK

ATS4=<n> 改行（LF）キャラクタの設定を行います。英文字でリザルトコードを表示する場合、復帰（CR）
キャラクタの後に付きます。
n=10（固定値）
ATS4?：現在の設定を表示

ATS4=10
OK

ATS5=<n> バックスペース（BS）キャラクタの設定を行います。コマンド入力中にこのキャラクタを検出
すると、入力バッファの最後のキャラクタを削除します。
n=8（固定値）
ATS5?：現在の設定を表示

ATS5=8
OK
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ATS6=<n> ダイヤルするまでのポーズ時間（秒）を設定できますが、動作しません。
n=：2～10（お買い上げ時n=5）
ATS6?：現在の設定を表示

ATS6=5
OK

ATS8=<n> カンマダイヤルするまでのポーズ時間（秒）を設定できますが、固定値（3秒）で動作します。
n=0～255（固定値n=3）
ATS8?：現在の設定を表示

ATS8=3
OK

ATS10=<n> ※1 自動切断の遅延時間（1/10秒）を設定できますが、動作しません。
n=1～255（お買い上げ時n=1）
ATS10?：現在の設定を表示

ATS10=1
OK

ATS30=<n> 64Kデータ通信時、データの送受信がない場合に切断するまでの時間（分）を設定します。
n=0～255：（お買い上げ時n=0、n=0は不活動タイマオフ）
ATS30?：現在の設定を表示

ATS30=0
OK

ATS103=<n> 64Kデータ通信で、着サブアドレスを付けて発信する場合の区切りを設定します。
n=0：＊ n=1：/（お買い上げ時） n=2：￥または\
ATS103?：現在の設定を表示

ATS103=1
OK

ATS104=<n> 64Kデータ通信で、発サブアドレスを付けて発信する場合の区切りを設定します。
n=0：# n=1：%（お買い上げ時） n=2：&
ATS104?：現在の設定を表示

ATS104=1
OK

ATV<n> ※1 リザルトコードの表示方法を設定します。
n=0：数字表示 n=1：英文字表示（お買い上げ時）ATV1

OK

ATX<n> ※1 ビジートーン、ダイヤルトーンの検出を行うかどうかと、接続時の「CONNECT」に速度を表
示するかどうかを設定します。
ビジートーン検出：接続先が通話中のとき「BUSY」応答を送出
ダイヤルトーン検出：FOMA端末に接続されているかどうかを判定
n=0：ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検出なし、速度表示なし
n=1：ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検出なし、速度表示あり
n=2：ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検出あり、速度表示あり
n=3：ビジートーン検出あり、ダイヤルトーン検出なし、速度表示あり
n=4：ビジートーン検出あり、ダイヤルトーン検出あり、速度表示あり（お買い上げ時）
n=0に設定すると、AT&EおよびAT￥Vコマンドが無効になります。

ATX4
OK

ATZ ※3 FOMA端末のATコマンド設定を不揮発メモリの内容にリセットします。
通信中に実行すると、回線を切断（「NO CARRIER」を表示）してからリセットします。ATZ

OK（オフライン時）

AT%V FOMA端末のバージョンを「VerX.XX」などの形式で表示します。

AT%V
Ver1.00
OK

AT&C<n> ※1 DTEへの回路CD（DCD）信号の動作条件を設定します。
n=0：常にON n=1：回線接続状態に従い変化（お買い上げ時）
n=0に設定する場合は、接続完了時の「CONNECT」を送出する直前にCD信号をONにします。
回路が切断され、「NO CARRIER」を送出する直前にCD信号をOFFにします。

AT&C1
OK

AT&D<n> ※1 オンラインデータモードのときに、DTEから受け取る回路ER（DTR）信号がONからOFFに変
わったときの動作を設定します。
n=0：状態を無視（常にONとみなす）
n=1：ONからOFFに変わるとオンラインコマンドモードに移行
n=2：ONからOFFに変わると回線を切断しオフラインモードに移行（お買い上げ時）

AT&D2
OK

AT&E<n> ※1 接続時の速度表示仕様を設定します。
n=0：無線区間通信速度を表示
n=1：パソコンとFOMA端末間の通信速度を表示（お買い上げ時）

AT&E1
OK

AT&F FOMA端末のATコマンド設定をお買い上げ時の状態に戻します。
通信中に実行すると、回線を切断（「NO CARRIER」を表示）してから戻します。AT&F

OK（オフライン時）

AT&S<n> ※1 DTEへ出力するデータセットレディ（DR）信号の制御を設定します。
n=0：常にON（お買い上げ時） n=1：接続時にONAT&S0

OK

上段：コマンド　下段：実行例 説　明
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AT&W 現在の設定をFOMA端末に記録します。

AT&W
OK

AT＊DANTE FOMA端末の受信レベルを「＊DANTE：<n>」の形式で表示します。
n=0：圏外 n=1：FOMA端末の受信レベルのアンテナが0または1本
n=2：FOMA端末の受信レベルのアンテナが2本
n=3：FOMA端末の受信レベルのアンテナが3本
AT＊DANTE=?：表示可能な値のリストを表示

AT＊DANTE
＊DANTE：3
OK

AT＊DGANSM=<n> ※2 パケット着信呼に対する着信拒否／許可を設定します。
n=0：着信拒否設定OFF、着信許可設定OFF（お買い上げ時）
n=1：着信拒否設定ON n=2：着信許可設定ON
AT＊DGANSM?：現在の設定を表示 AT＊DGANSM=?：設定可能な値のリストを表示

AT＊DGANSM=0
OK

AT＊DGAPL=<n>［,<cid>］
※2

パケット着信呼に対して着信を許可する接続先（APN）を設定します。APNは+CGDCONTコ
マンドで定義した＜cid＞を使用します。
n=0：着信許可リストに追加 n=1：着信許可リストから削除
<cid>を+CGDCONTコマンドで定義していない場合でも、リストへ追加または削除します。
<cid>を省略した場合は、すべての<cid>をリストに追加または削除します。
AT＊DGAPL?：現在の設定を表示 AT＊DGAPL=?：設定可能な値のリストを表示

AT＊DGAPL=0,1
OK

AT＊DGARL=<n>［,<cid>］
※2

パケット着信呼に対して着信を拒否する接続先（APN）を設定します。APNは+CGDCONTコ
マンドで定義した<cid>を使用します。
n=0：着信拒否リストに追加 n=1：着信拒否リストから削除
<cid>を+CGDCONTコマンドで定義していない場合でも、リストへ追加または削除します。
<cid>を省略した場合は、すべての<cid>をリストに追加または削除します。
AT＊DGARL?：現在の設定を表示 AT＊DGARL=?：設定可能な値のリストを表示

AT＊DGARL=0,1
OK

AT＊DGPIR=<n> ※2 パケット通信確立時に、発信者番号を通知するかどうかを設定します。発信時、着信時に有効
です。
n=0：APNにそのまま接続（お買い上げ時） n=1：APNに184を付けて接続
n=2：APNに186を付けて接続
ダイヤルアップネットワークでも通知／非通知を設定した場合→P17
AT＊DGPIR?：現在の設定を表示 AT＊DGPIR=?：設定可能な値のリストを表示

AT＊DGPIR=0
OK

AT＊DRPW FOMA端末が受信する電波の受信電力指標を「＊DRPW：<n>」の形式で表示します。
AT＊DRPW=?：表示可能な値のリストを表示AT＊DRPW

＊DRPW：0
OK

AT+CEER 直前の通信の切断理由を表示します。
切断理由一覧→P29AT+CEER

+CEER：36
OK

AT+CGDCONT ※2 パケット通信の接続先（APN）を設定します。→P29
AT+CGDCONT?：現在の設定を表示 AT+CGDCONT=?：設定可能な値のリストを表示AT+CGDCONT=2,"ppp","a

bc"
OK

AT+CGEQMIN ※2 パケット通信確立時にネットワーク側から通知されるQoS（サービス品質）を許容するかどう
かの判定基準を設定します。→P29
AT+CGEQMIN?：現在の設定を表示 AT+CGEQMIN=?：設定可能な値のリストを表示

AT+CGEQMIN=2
OK

AT+CGEQREQ ※2 パケット通信の発信時にネットワークへ要求するQoS（サービス品質）を設定します。→P30
AT+CGEQREQ?：現在の設定を表示 AT+CGEQREQ=?：設定可能な値のリストを表示AT+CGEQREQ=3

OK

AT+CGMR FOMA端末のバージョンを表示します。

AT+CGMR
1234567890123456
OK

AT+CGREG=<n> ※1 ネットワーク登録状態を通知するかどうかを設定します。通知される内容は圏内／圏外です。
n=0：通知なし（お買い上げ時）
n=1：圏内から圏外または圏外から圏内へ移動時「+CGREG：<stat>」の形式で通知
stat=0：圏外 stat=1：圏内（home） stat=4：不明
AT+CGREG?：「+CGREG：<n>,<stat>」の形式で現在の設定と状態を表示
AT+CGREG=?：設定可能な値のリストを表示

AT+CGREG=0
OK

上段：コマンド　下段：実行例 説　明
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AT+CGSN FOMA端末の製造番号を表示します。

AT+CGSN
123456789012345
OK

AT+CLIP=<n> ※1 64Kデータ通信の着信時に、相手の発信番号をパソコンに表示します。
n=0：リザルトを表示しない（お買い上げ時） n=1：リザルトを表示する
AT+CLIP?：「+CLIP：<n>,<m>」の形式で現在の設定と状態を表示
m=0：発信時に相手に番号を通知しないNW設定
m=1：発信時に相手に番号を通知するNW設定 m=2：不明
AT+CLIP=?：設定可能な値のリストを表示

AT+CLIP=0
OK

AT+CLIR=<n> ※2 64Kデータ通信の発信時に、電話番号を相手に通知するかどうかを設定します。
n=0：サービスご契約の設定に従う n=1：通知しない
n=2：通知する（お買い上げ時）
AT+CLIR?：「+CLIR：<n>,<m>」の形式で現在の設定と状態を表示
m=0：CLIRは未起動（常時通知） m=1：CLIRは常時起動（常時非通知）
m=2：不明 m=3：CLIRテンポラリーモード（非通知デフォルト）
m=4：CLIRテンポラリーモード（通知デフォルト）
AT+CLIR=?：設定可能な値のリストを表示

AT+CLIR=2
OK

AT+CMEE=<n> ※1 FOMA端末のエラーレポートの有無を設定します。
n=0：リザルトコードを使用せずに「ERROR」を表示（お買い上げ時）
n=1：リザルトコードを使用し、数字で理由を表示
n=2：リザルトコードを使用し、英文字で理由を表示
n=1またはn=2に設定すると、「+CME ERROR：xxxx」の形式で理由を表示します（xxxxに
は、数字または英文字が表示されます）。→P29「エラーレポート一覧」
AT+CMEE?：現在の設定を表示 AT+CMEE=?：設定可能な値のリストを表示

AT+CMEE=0
OK

AT+CNUM FOMA端末の自局電話番号を「+CNUM：,<number>,<type>」の形式で表示します。
number：自局電話番号
type=129：国際アクセスコード+を含まない
type=145：国際アクセスコード+を含む

AT+CNUM
+CNUM：,"+81901234567
8",145
OK

AT+CR=<n> ※1 接続時に「CONNECT」が表示される前に、通信の種別を表示するかどうかを設定します。
n=0：表示しない（お買い上げ時） n=1：「+CR：<serv>」の形式で通信の種別を表示
serv=GPRS：パケット通信 serv=SYNC：64Kデータ通信
AT+CR?：現在の設定を表示 AT+CR=?：設定可能な値のリストを表示

AT+CR=0
OK

AT+CRC=<n> ※1 着信時に拡張リザルトコードを使用するかどうかを設定します。
n=0：使用しない（お買い上げ時） n=1：使用する
AT+CRC?：現在の設定を表示 AT+CRC=?：設定可能な値のリストを表示

AT+CRC=0
OK

AT+CREG=<n> ※1 ネットワークの圏内／圏外情報を表示するかどうかを設定します。
n=0：通知なし（お買い上げ時）
n=1：圏内から圏外または圏外から圏内へ移動時「+CREG：<stat>」の形式で通知
stat=0：圏外 stat=1：圏内 stat=4：不明
AT+CREG?で「+CREG：<n>,<stat>」の形式で現在の設定と状態を表示します。
AT+CREG=?：設定可能な値のリストを表示

AT+CREG=0
OK

AT+GMI FOMA端末のメーカ名を表示します。

AT+GMI
FUJITSU
OK

AT+GMM FOMA端末の製品名を表示します。

AT+GMM
FOMA F902iS
OK

AT+GMR FOMA端末のバージョンを「VerX.XX」などの形式で表示します。

AT+GMR
Ver1.00
OK

AT+IFC=<n,m> ※1 パソコンとFOMA端末間のローカルフロー制御方式を設定します。
n：DCE by DTE m：DTE by DCE
0：フロー制御を行わない 1：XON/XOFFフロー制御を行う
2：RS/CS（RTS/CTS）フロー制御を行う（お買い上げ時）
AT+IFC?：現在の設定を表示 AT+IFC=?：設定可能な値のリストを表示

AT+IFC=2,2
OK

上段：コマンド　下段：実行例 説　明
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※1：&WコマンドでFOMA端末に記録されます。
※2：&FおよびZコマンドによるリセットは行われません。
※3：&Wコマンドを使用する前にZコマンドを実行すると、最後に記録した状態に戻り、それまでの変更内容は消去されます。

AT+WS46=<n> 発信時に使用する無線ネットワークを設定します。発信に影響は与えません。
n=22：FOMAネットワーク（固定値）
AT+WS46?：現在の設定を表示 AT+WS46=?：設定可能な値のリストを表示

AT+WS46=22
OK

AT￥S 現在設定されている各コマンドとSレジスタの内容を表示します。

AT￥S
E1 Q0 V1 X4 &C1 &D2 &S0
・・・（中略）・・・S104=001
OK

AT￥V<n> ※1 接続時の応答コード仕様を設定します。
n=0：拡張リザルトコードを使用しない（お買い上げ時）
n=1：拡張リザルトコードを使用する

AT￥V0
OK

+++ 通信中に入力すると、オンラインデータモードからオンラインコマンドモードに移行します。
エスケープガード区間は1秒の固定値です。+++(非表示)

OK

上段：コマンド　下段：実行例 説　明
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切断理由一覧

■ パケット通信

■ 64Kデータ通信

エラーレポート一覧

ATコマンドの補足説明

■ コマンド名：+CGDCONT=［パラメータ］
･概要
パケット通信の接続先（APN）を設定します。
･書式
+CGDCONT＝［＜cid＞［,"PPP"［,"＜APN＞
"］］］

･パラメータ説明
＜cid＞ ：1～10
＜APN＞：任意
※ ＜cid＞は、FOMA端末内に登録するパケット

通信での接続先（APN）を管理する番号です。
FOMA端末では「1～10」が登録できます。お
買い上げ時、1にはmoperaに接続するための
APN「mopera.ne.jp」が、3にはmopera U
に接続するためのAPN「mopera.net」が登
録されています。
＜APN＞は接続先を示す接続ごとの任意の文
字列です。

･実行例
「abc」というAPN名を登録する場合のコマンド
（＜cid＞=2の場合）
AT+CGDCONT=2,"PPP","abc"
OK
･パラメータを省略した場合の動作
AT+CGDCONT=
すべての＜cid＞をお買い上げ時の状態に戻しま
す。
AT+CGDCONT=＜cid＞
指定した＜cid＞をお買い上げ時の状態に戻しま
す。

■ コマンド名：+CGEQMIN=［パラメータ］
･概要
パケット通信確立時にネットワーク側から通知
されるQoS（サービス品質）を許容するかどう
かの判定基準を設定します。
･書式
AT+CGEQMIN=［＜ cid ＞［,, ＜ Maximum
bitrate UL＞［,＜Maximum bitrate DL＞］］］
･パラメータ説明
＜cid＞：1～10
＜Maximum bitrate UL＞

：なし（お買い上げ時）または64
＜Maximum bitrate DL＞

：なし（お買い上げ時）または384
※ ＜cid＞は、FOMA端末内に登録するパケット

通信での接続先（APN）を管理する番号です。
FOMA端末では「1～10」が登録できます。お
買い上げ時、1にはmoperaに接続するための
APN「mopera.ne.jp」が、3にはmopera U
に接続するためのAPN「mopera.net」が登
録されています。
＜Maximum bitrate UL＞および＜Maximum
bitrate DL＞では、FOMA端末と基地局間の上
りおよび下りの最低通信速度（kbps）を設定
します。「なし（お買い上げ時）」に設定した場
合は、すべての速度を許容しますが、「64」お
よび「384」を設定した場合、これらの速度以
下の接続は許容されないため、パケット通信が
接続されない場合がありますのでご注意くだ
さい。

値 理　由
27 APNが存在しないか、または正しくありません。
30 ネットワークによって切断されました。
33 パケット通信の契約がされていません。
36 正常に切断されました。

値 理　由
1 指定した番号は存在しません。
16 正常に切断されました。
17 相手側が通信中のため、通信ができません。
18 発信しましたが、指定時間内に応答がありません。
19 相手側を呼出しましたが応答がありません。
21 相手側が着信を拒否しました。
63 ネットワークのサービスおよびオプションが有効

ではありません。
65 提供されていない処理速度を指定しました。
88 端末属性の異なる端末に発信したか、または着信を

受けました。

数字
表示 文字表示 理　由

10 SIM not
inserted

FOMAカードがセットされていま
せん。

15 SIM
wrong

ドコモ以外のSIM（FOMAカード
に相当するICカード）が挿入されて
います。

16 incorrect
password

パスワードが間違っています。

100 unknown 不明なエラーです。
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･実行例
（1）上りと下りですべての速度を許容する場合

のコマンド（＜cid＞=2の場合）
AT+CGEQMIN=2
OK

（2）上り64kbps、下り384kbpsの速度のみ許容
する場合のコマンド（＜cid＞=3の場合）
AT+CGEQMIN=3,,64,384
OK

（3）上り64kbps、下りすべての速度のみ許容する
場合のコマンド（＜cid＞=4の場合）
AT+CGEQMIN=4,,64
OK

（4）上りすべての速度、下り384kbpsの速度のみ
許容する場合のコマンド（＜cid＞=5の場
合）
AT+CGEQMIN=5,,,384
OK

･パラメータを省略した場合の動作
AT+CGEQMIN=
すべての＜cid＞をお買い上げ時の状態に戻しま
す。
AT+CGEQMIN=＜cid＞
指定した＜cid＞をお買い上げ時の状態に戻しま
す。

■ コマンド名：+CGEQREQ=［パラメータ］
･概要
パケット通信の発信時にネットワークへ要求す
るQoS（サービス品質）を設定します。
･書式
AT+CGEQREQ=［＜cid＞］
･パラメータ説明
上り64kbps、下り384kbpsの速度で接続を要求
するコマンドのみ設定できます。各＜cid＞には
その内容がお買い上げ時に設定されています。
＜cid＞：1～10
※ ＜cid＞は、FOMA端末内に登録するパケット
通信での接続先（APN）を管理する番号です。
FOMA端末では「1～10」が登録できます。お
買い上げ時、1にはmoperaに接続するための
APN「mopera.ne.jp」が、3にはmopera U
に接続するためのAPN「mopera.net」が登
録されています。

･実行例
（＜cid＞=3の場合）
AT+CGEQREQ=3
OK
･パラメータを省略した場合の動作
AT+CGEQREQ=
すべての＜cid＞をお買い上げ時の状態に戻しま
す。
AT+CGEQREQ=＜cid＞
指定した＜cid＞をお買い上げ時の状態に戻しま
す。

リザルトコード

■ リザルトコード

■ 拡張リザルトコード

お知らせ
･ ATVコマンドがn=1（お買い上げ時）に設定されている
場合は英文字、n=0の場合は数字でリザルトコードが表
示されます。→P25
･従来のRS-232Cで接続するモデムとの互換性を保つた
め通信速度の表示はしますが、FOMA端末－パソコン間
はUSBケーブルで接続されているため、実際の接続速
度と異なります。

数字
表示 文字表示 意　味

0 OK 正常に実行しました。
1 CONNECT 相手と接続しました。
2 RING 着信が来ています。
3 NO CARRIER 回線が切断されました。
4 ERROR コマンドを受け付けられませ

ん。
6 NO DIALTONE ダイヤルトーンの検出ができま

せん。
7 BUSY 話中音の検出中です。
8 NO ANSWER 接続完了タイムアウト。
100 RESTRICTION ネットワークが規制中です（通

信ネットワークが混雑していま
す。しばらくたってから接続し
直してください）。

101 DELAYED リダイヤル発信規制中です。

数字
表示 文字表示 FOMA端末ーパソコン

間の接続速度
5 CONNECT 1200 1200bps
10 CONNECT 2400 2400bps
11 CONNECT 4800 4800bps
13 CONNECT 7200 7200bps
12 CONNECT 9600 9600bps
15 CONNECT 14400 14400bps
16 CONNECT 19200 19200bps
17 CONNECT 38400 38400bps
18 CONNECT 57600 57600bps
19 CONNECT 115200 115200bps
20 CONNECT 230400 230400bps
21 CONNECT 460800 460800bps



31

■ 通信プロトコルリザルトコード

■ リザルトコード表示例
ATX0が設定されているとき
AT￥Vコマンドの設定に関わらず、接続完了の際
に「CONNECT」のみの表示となります。
文字表示例：ATD＊99＊＊＊3#

CONNECT
数字表示例：ATD＊99＊＊＊3#

1
ATX1が設定されているとき
･ ATX1、AT￥V0（お買い上げ時）が設定されて
いる場合
接続完了のときに、「CONNECT＜FOMA端末－
パソコン間の速度＞」の書式で表示します。
文字表示例：ATD＊99＊＊＊3#

CONNECT 460800
数字表示例：ATD＊99＊＊＊3#

1 21
･ ATX1、AT￥V1が設定されている場合※1

接続完了のときに、次の書式で表示します。
「CONNECT＜FOMA端末－パソコン間の速度＞
＜通信プロトコル＞＜接続先APN＞/＜上り方
向（FOMA端末→無線基地局間）の最高速度＞/
＜下り方向（FOMA端末←無線基地局間）の最
高速度＞」※2

文字表示例：ATD＊99＊＊＊3#
CONNECT 460800 PACKET mopera.
net/64/384
（mopera.netに、上り最大64kbps、
下り最大384kbpsで接続したこと
を表します。）

数字表示例：ATD＊99＊＊＊3#
1 21 5

※1： ATX1、AT￥V1を同時に設定した場合、ダ
イヤルアップ接続が正しくできないことが
あります。AT￥V0だけでのご利用をおす
すめします。

※2：AT￥V1が設定されている場合、＜接続先
APN＞以降はパケットで接続している場
合のみ表示されます。

数字
表示 文字表示 意　味

1 PPPoverUD 64Kデータ通信で接続（BC=UDI、
+CBST=116,1,0）

2 AV32K 32Kテレビ電話で接続
3 AV64K 64Kテレビ電話で接続
5 PACKET パケット通信で接続


	FOMA F902iS 取扱説明書
	FOMA端末のご使用にあたって
	本書の見かた／引きかた
	かんたん検索／目次／注意事項 
	かんたん検索
	目次
	FOMA F902iSの特徴
	F902iSを使いこなす！
	安全上のご注意（必ずお守りください）
	取扱上の注意について
	知的財産権について
	本体付属品および主なオプション品について

	ご使用前の確認
	各部の名称と機能
	ディスプレイの見かた
	背面ディスプレイの見かた
	メニューから機能を選択する
	ラウンドイルミネーションパネルで背面ディスプレイのメニューを利用する
	FOMAカードを使う
	電池パックの取り付けかた／取り外しかた
	携帯電話を充電する
	電池残量の確認のしかた
	電源を入れる／切る
	日付・時刻を合わせる
	相手に自分の電話番号を通知する
	自分の電話番号を確認する

	電話のかけかた／受けかた
	電話をかける
	音声電話中にテレビ電話へ切り替える
	着もじを利用する
	前にかけた相手にかけ直す
	1回の通話ごとに電話番号を通知するかしないかを設定する
	プッシュ信号（DTMF）を送出する
	条件を設定して電話をかける
	国際電話を利用する
	「WORLD CALL」以外の番号を設定する
	電話番号の先頭に付加するプレフィックスを設定する
	サブアドレスを指定して電話をかける
	周囲の騒音を抑えて通話を明瞭にする
	車の中で手を使わずに話す
	電話を受ける
	テレビ電話への切り替えに応じる
	ダイヤルキーなどを押して電話に出られるようにする
	FOMA端末を折り畳んで通話を切断／保留／継続するように設定する
	かかってきた相手にかけ直す
	通話中に相手の声の音量を調整する
	着信中に着信音の音量を調整する
	通話中やパケット通信中の着信時に優先して表示する画面を設定する
	すぐに電話に出られないときに保留にする
	応答保留ガイダンスを設定する
	公共モード（ドライブモード）を利用する
	公共モード（電源OFF）を利用する
	電話に出られないときに用件を録音／録画する
	伝言メモを再生／削除する

	テレビ電話のかけかた／受けかた
	テレビ電話について
	テレビ電話をかける
	テレビ電話を受ける
	キャラ電を利用する
	相手側に送信する映像について設定する
	テレビ電話中の画面表示について設定する
	テレビ電話の設定を変更する
	音声電話とテレビ電話の切り替えについて設定する
	ｉモード中にテレビ電話がかかってきたときの応対方法を設定する
	外部機器と接続してテレビ電話を使用する

	プッシュトーク
	プッシュトークとは
	プッシュトーク発信する
	プッシュトーク着信する
	プッシュトーク電話帳に登録する
	プッシュトーク電話帳を利用してプッシュトーク発信する
	プッシュトーク電話帳を削除する
	プッシュトークの発着信について設定する

	電話帳
	FOMA端末で使用できる電話帳について
	FOMA端末電話帳に登録する
	電話帳データごとに着信動作を設定する
	FOMAカード電話帳に登録する
	グループについて設定する
	電話帳から電話をかける
	電話帳を修正する
	電話帳をコピーする
	電話帳を削除する
	電話帳をお預かりセンターに保存する
	電話帳に各種機能を設定する
	他人に見られたくない電話帳を守る
	電話帳の登録件数を確認する
	少ないキー操作で電話をかける
	電話帳お預かりサービスを利用する

	音／画面／照明設定
	着信時の動作をまとめて設定する
	電話やメール・メッセージの着信音を変える
	ステレオ・3Dやサラウンドの効果を設定する
	目覚まし音とスケジュール音を設定する
	着信音やアラーム音などの各種の音量を設定する
	着信やアラームを振動で知らせる
	キー確認音を設定する
	シャッター音を設定する
	充電時の確認音を設定する
	通話保留音を設定する
	通話が切れそうなときにアラームで知らせる
	途切れた通話を再接続するときのアラームを設定する
	電話から鳴る音を消す
	FOMA端末のカラーに合わせて画面を設定する
	ライフスタイルに応じて待受画面などを切り替える
	待受画面の表示を変更する
	音声電話やテレビ電話の発信時に表示する画像を変更する
	音声電話やテレビ電話の着信時の画像を変更する
	発着信時の電話帳の人物表示を設定する
	メール送受信時や問合せ時の画面を変更する
	背面ディスプレイの表示を設定する
	ディスプレイとキーの照明を設定する
	画面のカラー配色を変更する
	メニューのデザインを変更する
	電池残量のマークを変更する
	不在着信や未読メールなどの新着情報をランプで知らせる
	着信時や通話中などのランプの色と点灯パターンを設定する
	フォントを変える
	文字の大きさを変更する
	時計の表示を設定する
	画面を英語表示に切り替える

	あんしん設定
	FOMA端末で利用する暗証番号について
	端末暗証番号を変更する
	PINコードを設定する
	PINロックを解除する
	指紋認証機能を利用する
	各種ロック機能について
	他の人が使用できないようにする
	おまかせロックを利用する
	発信や着信ができないようにする
	電話帳やスケジュールなどを表示できないようにする
	ダイヤル発信を禁止する
	他の人が電話帳やメールなどを利用できないようにする
	サイドキーとラウンドイルミネーションパネルの誤動作を防止する
	FOMA端末を折り畳むたびにキーをロックする
	シークレット属性を設定している情報を表示する
	指定した電話番号からの着信を許可／拒否する
	電話番号が通知されない着信があったときの動作を設定する
	電話帳に登録されていない相手からの着信をすぐに受けないようにする
	電話帳に登録されていない番号からの着信を拒否する
	電話帳お預かりサービス
	その他の「あんしん設定」について

	カメラ
	カメラをご使用になる前に
	カメラで静止画を撮影する
	ビデオカメラで動画を撮影する
	静止画／動画のサイズや保存方法などを設定する
	撮影前に撮影方法を設定する
	撮影時の設定を変更する
	通話中に撮影した静止画を送信する
	バーコードリーダーを利用する

	ｉモード／ｉモーション
	ｉモードとは
	サイトを表示する
	サイトの見かたと操作
	マイメニューを使う
	ｉモードパスワードを変更する
	ホームページを表示する
	ホームページやサイトを登録してすばやく表示する
	サイトの内容を保存する
	サイトから画像をダウンロードする
	サイトからメロディをダウンロードする
	サイトからPDFデータをダウンロー ドする
	サイトから辞書をダウンロードする
	サイトからキャラ電をダウンロードする
	サイトからトルカをダウンロードする
	ｉモードの便利な機能
	ｉモードの設定を行う
	メッセージR/Fを受信したときは
	保存されているメッセージR/Fを表示する
	証明書を操作する
	ｉモーションとは
	サイトからｉモーションを取得する
	ｉモーションの自動再生と取得するタイプを設定する

	メール
	FOMA端末のメール機能について
	ｉモードメールを作成して送信する
	デコメールを作成して送信する
	ファイルを添付する
	メールテンプレートを利用する
	ｉモードメールを保存しておき、あとで送信する
	すばやくメールを作成する
	ｉモードメールを受信したときは
	ｉモードメールを選択して受信する
	ｉモードメールがあるかどうかを問い合わせる
	ｉモードメールに返信する
	ｉモードメールを他の宛先に転送する
	添付されている画像を表示・保存する
	ｉモーションメールからｉモーションを再生・保存する
	ｉモードメールに添付されているメロディを再生・保存する
	ｉモードメールに添付されているトルカを保存する
	添付ファイルを削除する
	受信／送信メールBOXのメールを表示する
	メールの便利な機能
	FOMA端末のメール機能を設定する
	チャットメールを作成して送信する
	SMS（ショートメッセージ）を作成して送信する
	SMS（ショートメッセージ）を受信したときは
	SMS（ショートメッセージ）があるかどうかを問い合わせる
	SMS（ショートメッセージ）の設定を行う
	SMS（ショートメッセージ）をFOMAカードに保存する

	ｉアプリ
	ｉアプリとは
	ｉアプリをダウンロードする
	ｉアプリを起動する
	ｉアプリをすばやく起動する
	ｉアプリを自動起動する
	サイトやメールからｉアプリを起動する
	ｉアプリ待受画面を操作する
	ｉアプリを管理する
	ｉアプリからさまざまな機能を利用する

	ｉチャネル
	ｉチャネルとは
	ｉチャネルを受信したときは
	ｉチャネルを表示する
	ｉチャネルの設定を行う

	おサイフケータイ／トルカ
	おサイフケータイとは
	おサイフケータイ対応ｉアプリを起動する
	トルカとは
	トルカを取得する
	トルカを表示する
	トルカを管理する
	トルカの便利な機能
	読み取り装置（リーダー／ライター）からのトルカ取得を設定する
	ICカード機能を使用できないようにする

	フルブラウザ
	パソコン向けのホームページを表示する
	フルブラウザの設定をする

	データ表示／編集／管理／音楽再生
	画像を表示する
	静止画を編集する
	画像の動作条件を設定する
	動画／ｉモーションを再生する
	動画／ｉモーションを編集する
	動画／ｉモーションの動作条件を設定する
	動画／ｉモーションをminiSDメモリーカードに移動する
	キャラ電とは
	キャラ電を表示する
	キャラ電を撮影する
	キャラ電の動作条件を設定する
	メロディを再生する
	メロディの動作条件を設定する
	miniSDメモリーカードについて
	miniSDメモリーカードの取り付けかた／取り外しかた
	FOMA端末とminiSDメモリーカードの間でデータをやりとりする
	miniSDメモリーカード内のデータを表示する
	miniSDメモリーカードを管理する
	パソコンからFOMA端末のminiSDメモリーカードを操作する
	アルバムを利用する
	データの詳細情報を表示／変更する
	データを削除する
	データを並べ替える
	赤外線通信について
	赤外線通信を使ってデータを送信する
	赤外線通信を使ってデータを受信する
	赤外線リモコン機能を利用する
	データ送受信時の動作を設定する
	サウンドレコーダーで音声を録音する
	録音時の設定を変更する
	PDFデータとは
	PDFデータを表示する
	ｉモードしおりやマークを登録して使う
	PDFデータの画面を切り出す
	PDFデータの動作条件を設定する
	音楽データをパソコンから取り込んでFOMA端末で再生する

	その他の便利な機能
	マルチアクセスについて
	マルチタスクについて
	指定した時刻に自動的に電源を入れる／切る
	簡単な操作でタイマーを設定する
	指定した時刻に目覚ましを鳴らす
	アラームが鳴る時刻に自動的に電源が入るように設定する
	スケジュールを管理する
	よく使う機能を登録する
	サイドキーを長押しして起動する機能を設定する
	自分の名前やメールアドレスなどを登録する
	声や画像を録音／録画する
	通話時間・料金を確認する
	電卓として使う
	メモを作成する
	辞典を利用する
	スイッチ付イヤホンマイクの使いかた
	利用する通信事業者を設定する
	電源を入れたときの起動時間を短縮する
	各種機能の設定状況を確認する
	各種機能の設定をリセットする
	登録データを一括して削除する

	ネットワークサービス
	利用できるネットワークサービス
	留守番電話サービス
	キャッチホン
	転送でんわサービス
	番号通知お願いサービス
	通話中着信設定
	通話中に電話がかかってきたときの対応方法を選択する
	新しいネットワークサービスを登録する
	遠隔操作を設定する
	迷惑電話ストップサービス
	ガイダンスを日本語と英語で切り替える
	デュアルネットワークサービス
	サービスダイヤル
	マルチナンバー

	データ通信
	データ通信について
	データ通信の準備の流れ
	ATコマンドについて

	文字入力
	文字入力について
	かな入力方式で文字を入力する
	定型文を登録する
	文字をコピー／切り取りして貼り付ける
	区点コードで入力する
	よく使う単語をあらかじめ登録する
	パスワードをあらかじめ登録する
	ダウンロードした辞書を使用する
	スロット入力方式で文字を入力する
	入力方法を設定する

	付録／外部機器連携／困ったときには
	メニュー一覧
	お買い上げ時に登録されているデータ
	ダイヤルキーの文字割り当て一覧（かな入力方式）
	入力バーの文字割り当て一覧（スロット入力方式）
	定型文一覧
	絵文字・記号一覧
	絵文字入力変換表
	特殊記号入力変換表
	顔文字一覧
	区点コード一覧
	マルチアクセスの組み合わせ
	マルチタスクの組み合わせ
	FOMA端末から利用できるサービス
	オプション・関連機器のご紹介
	FOMA Fシリーズデータリンクソフト
	動画データを外部機器から取り込んでFOMA端末で再生する
	FOMA端末で撮影した動画データをパソコンなどで再生する
	故障かな？と思ったら、まずチェック
	こんな表示が出たら
	保証とアフターサービス
	ソフトウェアを更新する
	障害を引き起こすデータからFOMA端末を守る
	主な仕様
	FOMA端末の保存・登録・保護件数
	携帯電話機の比吸収率（SAR）について

	索引／クイックマニュアル
	索引
	クイックマニュアル

	マナーもいっしょに携帯しましょう
	お問い合わせ先
	FOMA F902iS データ通信マニュアル（CD-ROM内）
	データ通信について
	データ通信の準備の流れ
	パソコンとFOMA端末を接続する
	通信設定ファイル（ドライバ）をインストールする
	FOMA PC設定ソフトを利用して通信する
	FOMA PC設定ソフトを利用しないで通信する
	ATコマンド


